
弘前藩庁日記（江戸）

西暦年　月　日 　旧暦年 　月　　日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　付　　の　　直　　後　　の　　天　　気　　欄　　記　　入　　事　　項　　　と　　　(　関　　連　　す　　る　　そ　　の　　他　　の　　事　　項　)

 
 　
 

1661年 6月29日 寛文元年 6月3日
1661年 6月30日 寛文元年 6月4日
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1661年 7月1日 寛文元年 6月5日
1661年 7月2日 寛文元年 6月6日
1661年 7月3日 寛文元年 6月7日
1661年 7月4日 寛文元年 6月8日
1661年 7月5日 寛文元年 6月9日
1661年 7月6日 寛文元年 6月10日
1661年 7月7日 寛文元年 6月11日
1661年 7月8日 寛文元年 6月12日
1661年 7月9日 寛文元年 6月13日
1661年 7月10日 寛文元年 6月14日
1661年 7月11日 寛文元年 6月15日
1661年 7月12日 寛文元年 6月16日
1661年 7月13日 寛文元年 6月17日
1661年 7月14日 寛文元年 6月18日
1661年 7月15日 寛文元年 6月19日
1661年 7月16日 寛文元年 6月20日
1661年 7月17日 寛文元年 6月21日
1661年 7月18日 寛文元年 6月22日
1661年 7月19日 寛文元年 6月23日
1661年 7月20日 寛文元年 6月24日
1661年 7月21日 寛文元年 6月25日
1661年 7月22日 寛文元年 6月26日
1661年 7月23日 寛文元年 6月27日
1661年 7月24日 寛文元年 6月28日
1661年 7月25日 寛文元年 6月29日
1661年 7月26日 寛文元年 7月1日
1661年 7月27日 寛文元年 7月2日
1661年 7月28日 寛文元年 7月3日
1661年 7月29日 寛文元年 7月4日
1661年 7月30日 寛文元年 7月5日
1661年 7月31日 寛文元年 7月6日
1661年 8月1日 寛文元年 7月7日
1661年 8月2日 寛文元年 7月8日
1661年 8月3日 寛文元年 7月9日
1661年 8月4日 寛文元年 7月10日
1661年 8月5日 寛文元年 7月11日
1661年 8月6日 寛文元年 7月12日
1661年 8月7日 寛文元年 7月13日
1661年 8月8日 寛文元年 7月14日
1661年 8月9日 寛文元年 7月15日
1661年 8月10日 寛文元年 7月16日
1661年 8月11日 寛文元年 7月17日
1661年 8月12日 寛文元年 7月18日
1661年 8月13日 寛文元年 7月19日
1661年 8月14日 寛文元年 7月20日
1661年 8月15日 寛文元年 7月21日
1661年 8月16日 寛文元年 7月22日
1661年 8月17日 寛文元年 7月23日
1661年 8月18日 寛文元年 7月24日
1661年 8月19日 寛文元年 7月25日
1661年 8月20日 寛文元年 7月26日
1661年 8月21日 寛文元年 7月27日
1661年 8月22日 寛文元年 7月28日
1661年 8月23日 寛文元年 7月29日
1661年 8月24日 寛文元年 7月30日
1661年 8月25日 寛文元年 8月1日
1661年 8月26日 寛文元年 8月2日
1661年 8月27日 寛文元年 8月3日
1661年 8月28日 寛文元年 8月4日
1661年 8月29日 寛文元年 8月5日
1661年 8月30日 寛文元年 8月6日
1661年 8月31日 寛文元年 8月7日
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1661年 9月1日 寛文元年 8月8日
1661年 9月2日 寛文元年 8月9日
1661年 9月3日 寛文元年 8月10日
1661年 9月4日 寛文元年 8月11日
1661年 9月5日 寛文元年 8月12日
1661年 9月6日 寛文元年 8月13日
1661年 9月7日 寛文元年 8月14日
1661年 9月8日 寛文元年 8月15日
1661年 9月9日 寛文元年 8月16日
1661年 9月10日 寛文元年 8月17日
1661年 9月11日 寛文元年 8月18日
1661年 9月12日 寛文元年 8月19日
1661年 9月13日 寛文元年 8月20日
1661年 9月14日 寛文元年 8月21日
1661年 9月15日 寛文元年 8月22日
1661年 9月16日 寛文元年 8月23日
1661年 9月17日 寛文元年 8月24日
1661年 9月18日 寛文元年 8月25日
1661年 9月19日 寛文元年 8月26日
1661年 9月20日 寛文元年 8月27日
1661年 9月21日 寛文元年 8月28日
1661年 9月22日 寛文元年 8月29日
1661年 9月23日 寛文元年 8月30日
1661年 9月24日 寛文元年閏8月1日
1661年 9月25日 寛文元年閏8月2日
1661年 9月26日 寛文元年閏8月3日
1661年 9月27日 寛文元年閏8月4日
1661年 9月28日 寛文元年閏8月5日
1661年 9月29日 寛文元年閏8月6日
1661年 9月30日 寛文元年閏8月7日
1661年 10月1日 寛文元年閏8月8日
1661年 10月2日 寛文元年閏8月9日
1661年 10月3日 寛文元年閏8月10日
1661年 10月4日 寛文元年閏8月11日
1661年 10月5日 寛文元年閏8月12日
1661年 10月6日 寛文元年閏8月13日
1661年 10月7日 寛文元年閏8月14日
1661年 10月8日 寛文元年閏8月15日
1661年 10月9日 寛文元年閏8月16日
1661年 10月10日 寛文元年閏8月17日
1661年 10月11日 寛文元年閏8月18日
1661年 10月12日 寛文元年閏8月19日
1661年 10月13日 寛文元年閏8月20日
1661年 10月14日 寛文元年閏8月21日
1661年 10月15日 寛文元年閏8月22日
1661年 10月16日 寛文元年閏8月23日
1661年 10月17日 寛文元年閏8月24日
1661年 10月18日 寛文元年閏8月25日
1661年 10月19日 寛文元年閏8月26日
1661年 10月20日 寛文元年閏8月27日
1661年 10月21日 寛文元年閏8月28日
1661年 10月22日 寛文元年閏8月29日
1661年 10月23日 寛文元年 9月1日
1661年 10月24日 寛文元年 9月2日
1661年 10月25日 寛文元年 9月3日
1661年 10月26日 寛文元年 9月4日
1661年 10月27日 寛文元年 9月5日
1661年 10月28日 寛文元年 9月6日
1661年 10月29日 寛文元年 9月7日
1661年 10月30日 寛文元年 9月8日
1661年 10月31日 寛文元年 9月9日
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1661年 11月1日 寛文元年 9月10日
1661年 11月2日 寛文元年 9月11日
1661年 11月3日 寛文元年 9月12日
1661年 11月4日 寛文元年 9月13日
1661年 11月5日 寛文元年 9月14日
1661年 11月6日 寛文元年 9月15日
1661年 11月7日 寛文元年 9月16日
1661年 11月8日 寛文元年 9月17日
1661年 11月9日 寛文元年 9月18日
1661年 11月10日 寛文元年 9月19日
1661年 11月11日 寛文元年 9月20日
1661年 11月12日 寛文元年 9月21日
1661年 11月13日 寛文元年 9月22日
1661年 11月14日 寛文元年 9月23日
1661年 11月15日 寛文元年 9月24日
1661年 11月16日 寛文元年 9月25日
1661年 11月17日 寛文元年 9月26日
1661年 11月18日 寛文元年 9月27日
1661年 11月19日 寛文元年 9月28日
1661年 11月20日 寛文元年 9月29日
1661年 11月21日 寛文元年 9月30日
1661年 11月22日 寛文元年 10月1日
1661年 11月23日 寛文元年 10月2日
1661年 11月24日 寛文元年 10月3日
1661年 11月25日 寛文元年 10月4日
1661年 11月26日 寛文元年 10月5日
1661年 11月27日 寛文元年 10月6日
1661年 11月28日 寛文元年 10月7日
1661年 11月29日 寛文元年 10月8日
1661年 11月30日 寛文元年 10月9日
1661年 12月1日 寛文元年 10月10日
1661年 12月2日 寛文元年 10月11日
1661年 12月3日 寛文元年 10月12日
1661年 12月4日 寛文元年 10月13日
1661年 12月5日 寛文元年 10月14日
1661年 12月6日 寛文元年 10月15日
1661年 12月7日 寛文元年 10月16日
1661年 12月8日 寛文元年 10月17日
1661年 12月9日 寛文元年 10月18日
1661年 12月10日 寛文元年 10月19日
1661年 12月11日 寛文元年 10月20日
1661年 12月12日 寛文元年 10月21日
1661年 12月13日 寛文元年 10月22日
1661年 12月14日 寛文元年 10月23日
1661年 12月15日 寛文元年 10月24日
1661年 12月16日 寛文元年 10月25日
1661年 12月17日 寛文元年 10月26日
1661年 12月18日 寛文元年 10月27日
1661年 12月19日 寛文元年 10月28日
1661年 12月20日 寛文元年 10月29日
1661年 12月21日 寛文元年 10月30日
1661年 12月22日 寛文元年 11月1日
1661年 12月23日 寛文元年 11月2日
1661年 12月24日 寛文元年 11月3日
1661年 12月25日 寛文元年 11月4日
1661年 12月26日 寛文元年 11月5日
1661年 12月27日 寛文元年 11月6日
1661年 12月28日 寛文元年 11月7日
1661年 12月29日 寛文元年 11月8日
1661年 12月30日 寛文元年 11月9日
1661年 12月31日 寛文元年 11月10日
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1662年 1月1日 寛文元年 11月11日
1662年 1月2日 寛文元年 11月12日
1662年 1月3日 寛文元年 11月13日
1662年 1月4日 寛文元年 11月14日
1662年 1月5日 寛文元年 11月15日
1662年 1月6日 寛文元年 11月16日
1662年 1月7日 寛文元年 11月17日
1662年 1月8日 寛文元年 11月18日
1662年 1月9日 寛文元年 11月19日
1662年 1月10日 寛文元年 11月20日
1662年 1月11日 寛文元年 11月21日
1662年 1月12日 寛文元年 11月22日
1662年 1月13日 寛文元年 11月23日
1662年 1月14日 寛文元年 11月24日
1662年 1月15日 寛文元年 11月25日
1662年 1月16日 寛文元年 11月26日
1662年 1月17日 寛文元年 11月27日
1662年 1月18日 寛文元年 11月28日
1662年 1月19日 寛文元年 11月29日
1662年 1月20日 寛文元年 12月1日
1662年 1月21日 寛文元年 12月2日
1662年 1月22日 寛文元年 12月3日
1662年 1月23日 寛文元年 12月4日
1662年 1月24日 寛文元年 12月5日
1662年 1月25日 寛文元年 12月6日
1662年 1月26日 寛文元年 12月7日
1662年 1月27日 寛文元年 12月8日
1662年 1月28日 寛文元年 12月9日
1662年 1月29日 寛文元年 12月10日
1662年 1月30日 寛文元年 12月11日
1662年 1月31日 寛文元年 12月12日
1662年 2月1日 寛文元年 12月13日
1662年 2月2日 寛文元年 12月14日
1662年 2月3日 寛文元年 12月15日
1662年 2月4日 寛文元年 12月16日
1662年 2月5日 寛文元年 12月17日
1662年 2月6日 寛文元年 12月18日
1662年 2月7日 寛文元年 12月19日
1662年 2月8日 寛文元年 12月20日
1662年 2月9日 寛文元年 12月21日
1662年 2月10日 寛文元年 12月22日
1662年 2月11日 寛文元年 12月23日
1662年 2月12日 寛文元年 12月24日
1662年 2月13日 寛文元年 12月25日
1662年 2月14日 寛文元年 12月26日
1662年 2月15日 寛文元年 12月27日
1662年 2月16日 寛文元年 12月28日
1662年 2月17日 寛文元年 12月29日
1662年 2月18日 寛文元年 12月30日
1662年 2月19日 寛文2年 正月1日
1662年 2月20日 寛文2年 正月2日
1662年 2月21日 寛文2年 正月3日
1662年 2月22日 寛文2年 正月4日
1662年 2月23日 寛文2年 正月5日
1662年 2月24日 寛文2年 正月6日
1662年 2月25日 寛文2年 正月7日
1662年 2月26日 寛文2年 正月8日
1662年 2月27日 寛文2年 正月9日
1662年 2月28日 寛文2年 正月10日
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1662年 3月1日 寛文2年 正月11日
1662年 3月2日 寛文2年 正月12日
1662年 3月3日 寛文2年 正月13日
1662年 3月4日 寛文2年 正月14日
1662年 3月5日 寛文2年 正月15日
1662年 3月6日 寛文2年 正月16日
1662年 3月7日 寛文2年 正月17日
1662年 3月8日 寛文2年 正月18日
1662年 3月9日 寛文2年 正月19日
1662年 3月10日 寛文2年 正月20日
1662年 3月11日 寛文2年 正月21日
1662年 3月12日 寛文2年 正月22日
1662年 3月13日 寛文2年 正月23日
1662年 3月14日 寛文2年 正月24日
1662年 3月15日 寛文2年 正月25日
1662年 3月16日 寛文2年 正月26日
1662年 3月17日 寛文2年 正月27日
1662年 3月18日 寛文2年 正月28日
1662年 3月19日 寛文2年 正月29日
1662年 3月20日 寛文2年 2月1日
1662年 3月21日 寛文2年 2月2日
1662年 3月22日 寛文2年 2月3日
1662年 3月23日 寛文2年 2月4日
1662年 3月24日 寛文2年 2月5日
1662年 3月25日 寛文2年 2月6日
1662年 3月26日 寛文2年 2月7日
1662年 3月27日 寛文2年 2月8日
1662年 3月28日 寛文2年 2月9日
1662年 3月29日 寛文2年 2月10日
1662年 3月30日 寛文2年 2月11日
1662年 3月31日 寛文2年 2月12日
1662年 4月1日 寛文2年 2月13日
1662年 4月2日 寛文2年 2月14日
1662年 4月3日 寛文2年 2月15日
1662年 4月4日 寛文2年 2月16日
1662年 4月5日 寛文2年 2月17日
1662年 4月6日 寛文2年 2月18日
1662年 4月7日 寛文2年 2月19日
1662年 4月8日 寛文2年 2月20日
1662年 4月9日 寛文2年 2月21日
1662年 4月10日 寛文2年 2月22日
1662年 4月11日 寛文2年 2月23日
1662年 4月12日 寛文2年 2月24日
1662年 4月13日 寛文2年 2月25日
1662年 4月14日 寛文2年 2月26日
1662年 4月15日 寛文2年 2月27日
1662年 4月16日 寛文2年 2月28日
1662年 4月17日 寛文2年 2月29日
1662年 4月18日 寛文2年 　　2月30日
1662年 4月19日 寛文2年 3月1日
1662年 4月20日 寛文2年 3月2日
1662年 4月21日 寛文2年 3月3日
1662年 4月22日 寛文2年 3月4日
1662年 4月23日 寛文2年 3月5日
1662年 4月24日 寛文2年 3月6日
1662年 4月25日 寛文2年 3月7日
1662年 4月26日 寛文2年 3月8日
1662年 4月27日 寛文2年 3月9日
1662年 4月28日 寛文2年 3月10日
1662年 4月29日 寛文2年 3月11日
1662年 4月30日 寛文2年 3月12日
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1662年 5月1日 寛文2年 3月13日
1662年 5月2日 寛文2年 3月14日
1662年 5月3日 寛文2年 3月15日
1662年 5月4日 寛文2年 3月16日
1662年 5月5日 寛文2年 3月17日
1662年 5月6日 寛文2年 3月18日
1662年 5月7日 寛文2年 3月19日
1662年 5月8日 寛文2年 3月20日
1662年 5月9日 寛文2年 3月21日
1662年 5月10日 寛文2年 3月22日
1662年 5月11日 寛文2年 3月23日
1662年 5月12日 寛文2年 3月24日
1662年 5月13日 寛文2年 3月25日
1662年 5月14日 寛文2年 3月26日
1662年 5月15日 寛文2年 3月27日
1662年 5月16日 寛文2年 3月28日
1662年 5月17日 寛文2年 3月29日
1662年 5月18日 寛文2年 4月1日
1662年 5月19日 寛文2年 4月2日
1662年 5月20日 寛文2年 4月3日
1662年 5月21日 寛文2年 4月4日
1662年 5月22日 寛文2年 4月5日
1662年 5月23日 寛文2年 4月6日
1662年 5月24日 寛文2年 4月7日
1662年 5月25日 寛文2年 4月8日
1662年 5月26日 寛文2年 4月9日
1662年 5月27日 寛文2年 4月10日
1662年 5月28日 寛文2年 4月11日
1662年 5月29日 寛文2年 4月12日
1662年 5月30日 寛文2年 4月13日
1662年 5月31日 寛文2年 4月14日
1662年 6月1日 寛文2年 4月15日
1662年 6月2日 寛文2年 4月16日
1662年 6月3日 寛文2年 4月17日
1662年 6月4日 寛文2年 4月18日
1662年 6月5日 寛文2年 4月19日
1662年 6月6日 寛文2年 4月20日
1662年 6月7日 寛文2年 4月21日
1662年 6月8日 寛文2年 4月22日
1662年 6月9日 寛文2年 4月23日
1662年 6月10日 寛文2年 4月24日
1662年 6月11日 寛文2年 4月25日
1662年 6月12日 寛文2年 4月26日
1662年 6月13日 寛文2年 4月27日
1662年 6月14日 寛文2年 4月28日
1662年 6月15日 寛文2年 4月29日
1662年 6月16日 寛文2年 5月1日
1662年 6月17日 寛文2年 5月2日
1662年 6月18日 寛文2年 5月3日
1662年 6月19日 寛文2年 5月4日
1662年 6月20日 寛文2年 5月5日
1662年 6月21日 寛文2年 5月6日
1662年 6月22日 寛文2年 5月7日
1662年 6月23日 寛文2年 5月8日
1662年 6月24日 寛文2年 5月9日
1662年 6月25日 寛文2年 5月10日
1662年 6月26日 寛文2年 5月11日
1662年 6月27日 寛文2年 5月12日
1662年 6月28日 寛文2年 5月13日
1662年 6月29日 寛文2年 5月14日
1662年 6月30日 寛文2年 5月15日
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1662年 7月1日 寛文2年 5月16日
1662年 7月2日 寛文2年 5月17日
1662年 7月3日 寛文2年 5月18日
1662年 7月4日 寛文2年 5月19日
1662年 7月5日 寛文2年 5月20日
1662年 7月6日 寛文2年 5月21日
1662年 7月7日 寛文2年 5月22日
1662年 7月8日 寛文2年 5月23日
1662年 7月9日 寛文2年 5月24日
1662年 7月10日 寛文2年 5月25日
1662年 7月11日 寛文2年 5月26日
1662年 7月12日 寛文2年 5月27日
1662年 7月13日 寛文2年 5月28日
1662年 7月14日 寛文2年 5月29日
1662年 7月15日 寛文2年 5月30日
1662年 7月16日 寛文2年 6月1日
1662年 7月17日 寛文2年 6月2日
1662年 7月18日 寛文2年 6月3日
1662年 7月19日 寛文2年 6月4日
1662年 7月20日 寛文2年 6月5日
1662年 7月21日 寛文2年 6月6日
1662年 7月22日 寛文2年 6月7日
1662年 7月23日 寛文2年 6月8日
1662年 7月24日 寛文2年 6月9日
1662年 7月25日 寛文2年 6月10日
1662年 7月26日 寛文2年 6月11日
1662年 7月27日 寛文2年 6月12日
1662年 7月28日 寛文2年 6月13日
1662年 7月29日 寛文2年 6月14日
1662年 7月30日 寛文2年 6月15日
1662年 7月31日 寛文2年 6月16日
1662年 8月1日 寛文2年 6月17日
1662年 8月2日 寛文2年 6月18日
1662年 8月3日 寛文2年 6月19日
1662年 8月4日 寛文2年 6月20日
1662年 8月5日 寛文2年 6月21日
1662年 8月6日 寛文2年 6月22日
1662年 8月7日 寛文2年 6月23日
1662年 8月8日 寛文2年 6月24日
1662年 8月9日 寛文2年 6月25日
1662年 8月10日 寛文2年 6月26日
1662年 8月11日 寛文2年 6月27日
1662年 8月12日 寛文2年 6月28日
1662年 8月13日 寛文2年 6月29日
1662年 8月14日 寛文2年 7月1日
1662年 8月15日 寛文2年 7月2日
1662年 8月16日 寛文2年 7月3日
1662年 8月17日 寛文2年 7月4日
1662年 8月18日 寛文2年 7月5日
1662年 8月19日 寛文2年 7月6日
1662年 8月20日 寛文2年 7月7日
1662年 8月21日 寛文2年 7月8日
1662年 8月22日 寛文2年 7月9日
1662年 8月23日 寛文2年 7月10日
1662年 8月24日 寛文2年 7月11日
1662年 8月25日 寛文2年 7月12日
1662年 8月26日 寛文2年 7月13日
1662年 8月27日 寛文2年 7月14日
1662年 8月28日 寛文2年 7月15日
1662年 8月29日 寛文2年 7月16日
1662年 8月30日 寛文2年 7月17日
1662年 8月31日 寛文2年 7月18日
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1662年 9月1日 寛文2年 7月19日
1662年 9月2日 寛文2年 7月20日
1662年 9月3日 寛文2年 7月21日
1662年 9月4日 寛文2年 7月22日
1662年 9月5日 寛文2年 7月23日
1662年 9月6日 寛文2年 7月24日
1662年 9月7日 寛文2年 7月25日
1662年 9月8日 寛文2年 7月26日
1662年 9月9日 寛文2年 7月27日
1662年 9月10日 寛文2年 7月28日
1662年 9月11日 寛文2年 7月29日
1662年 9月12日 寛文2年 7月30日
1662年 9月13日 寛文2年 8月1日
1662年 9月14日 寛文2年 8月2日
1662年 9月15日 寛文2年 8月3日
1662年 9月16日 寛文2年 8月4日
1662年 9月17日 寛文2年 8月5日
1662年 9月18日 寛文2年 8月6日
1662年 9月19日 寛文2年 8月7日
1662年 9月20日 寛文2年 8月8日
1662年 9月21日 寛文2年 8月9日
1662年 9月22日 寛文2年 8月10日
1662年 9月23日 寛文2年 8月11日
1662年 9月24日 寛文2年 8月12日
1662年 9月25日 寛文2年 8月13日
1662年 9月26日 寛文2年 8月14日
1662年 9月27日 寛文2年 8月15日
1662年 9月28日 寛文2年 8月16日
1662年 9月29日 寛文2年 8月17日
1662年 9月30日 寛文2年 8月18日
1662年 10月1日 寛文2年 8月19日
1662年 10月2日 寛文2年 8月20日
1662年 10月3日 寛文2年 8月21日
1662年 10月4日 寛文2年 8月22日
1662年 10月5日 寛文2年 8月23日
1662年 10月6日 寛文2年 8月24日
1662年 10月7日 寛文2年 8月25日
1662年 10月8日 寛文2年 8月26日
1662年 10月9日 寛文2年 8月27日
1662年 10月10日 寛文2年 8月28日
1662年 10月11日 寛文2年 8月29日
1662年 10月12日 寛文2年 9月1日
1662年 10月13日 寛文2年 9月2日
1662年 10月14日 寛文2年 9月3日
1662年 10月15日 寛文2年 9月4日
1662年 10月16日 寛文2年 9月5日
1662年 10月17日 寛文2年 9月6日
1662年 10月18日 寛文2年 9月7日
1662年 10月19日 寛文2年 9月8日
1662年 10月20日 寛文2年 9月9日
1662年 10月21日 寛文2年 9月10日
1662年 10月22日 寛文2年 9月11日
1662年 10月23日 寛文2年 9月12日
1662年 10月24日 寛文2年 9月13日
1662年 10月25日 寛文2年 9月14日
1662年 10月26日 寛文2年 9月15日
1662年 10月27日 寛文2年 9月16日
1662年 10月28日 寛文2年 9月17日
1662年 10月29日 寛文2年 9月18日
1662年 10月30日 寛文2年 9月19日
1662年 10月31日 寛文2年 9月20日
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1662年 11月1日 寛文2年 9月21日
1662年 11月2日 寛文2年 9月22日
1662年 11月3日 寛文2年 9月23日
1662年 11月4日 寛文2年 9月24日
1662年 11月5日 寛文2年 9月25日
1662年 11月6日 寛文2年 9月26日
1662年 11月7日 寛文2年 9月27日
1662年 11月8日 寛文2年 9月28日
1662年 11月9日 寛文2年 9月29日
1662年 11月10日 寛文2年 9月30日
1662年 11月11日 寛文2年 10月1日
1662年 11月12日 寛文2年 10月2日
1662年 11月13日 寛文2年 10月3日
1662年 11月14日 寛文2年 10月4日
1662年 11月15日 寛文2年 10月5日
1662年 11月16日 寛文2年 10月6日
1662年 11月17日 寛文2年 10月7日
1662年 11月18日 寛文2年 10月8日
1662年 11月19日 寛文2年 10月9日
1662年 11月20日 寛文2年 10月10日
1662年 11月21日 寛文2年 10月11日
1662年 11月22日 寛文2年 10月12日
1662年 11月23日 寛文2年 10月13日
1662年 11月24日 寛文2年 10月14日
1662年 11月25日 寛文2年 10月15日
1662年 11月26日 寛文2年 10月16日
1662年 11月27日 寛文2年 10月17日
1662年 11月28日 寛文2年 10月18日
1662年 11月29日 寛文2年 10月19日
1662年 11月30日 寛文2年 10月20日
1662年 12月1日 寛文2年 10月21日
1662年 12月2日 寛文2年 10月22日
1662年 12月3日 寛文2年 10月23日
1662年 12月4日 寛文2年 10月24日
1662年 12月5日 寛文2年 10月25日
1662年 12月6日 寛文2年 10月26日
1662年 12月7日 寛文2年 10月27日
1662年 12月8日 寛文2年 10月28日
1662年 12月9日 寛文2年 10月29日
1662年 12月10日 寛文2年 10月30日
1662年 12月11日 寛文2年 11月1日
1662年 12月12日 寛文2年 11月2日
1662年 12月13日 寛文2年 11月3日
1662年 12月14日 寛文2年 11月4日
1662年 12月15日 寛文2年 11月5日
1662年 12月16日 寛文2年 11月6日
1662年 12月17日 寛文2年 11月7日
1662年 12月18日 寛文2年 11月8日
1662年 12月19日 寛文2年 11月9日
1662年 12月20日 寛文2年 11月10日
1662年 12月21日 寛文2年 11月11日
1662年 12月22日 寛文2年 11月12日
1662年 12月23日 寛文2年 11月13日
1662年 12月24日 寛文2年 11月14日
1662年 12月25日 寛文2年 11月15日
1662年 12月26日 寛文2年 11月16日
1662年 12月27日 寛文2年 11月17日
1662年 12月28日 寛文2年 11月18日
1662年 12月29日 寛文2年 11月19日
1662年 12月30日 寛文2年 11月20日
1662年 12月31日 寛文2年 11月21日

10 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1663年 1月1日 寛文2年 11月22日
1663年 1月2日 寛文2年 11月23日
1663年 1月3日 寛文2年 11月24日
1663年 1月4日 寛文2年 11月25日
1663年 1月5日 寛文2年 11月26日
1663年 1月6日 寛文2年 11月27日
1663年 1月7日 寛文2年 11月28日
1663年 1月8日 寛文2年 11月29日
1663年 1月9日 寛文2年 11月30日
1663年 1月10日 寛文2年 12月1日
1663年 1月11日 寛文2年 12月2日
1663年 1月12日 寛文2年 12月3日
1663年 1月13日 寛文2年 12月4日
1663年 1月14日 寛文2年 12月5日
1663年 1月15日 寛文2年 12月6日
1663年 1月16日 寛文2年 12月7日
1663年 1月17日 寛文2年 12月8日
1663年 1月18日 寛文2年 12月9日
1663年 1月19日 寛文2年 12月10日
1663年 1月20日 寛文2年 12月11日
1663年 1月21日 寛文2年 12月12日
1663年 1月22日 寛文2年 12月13日
1663年 1月23日 寛文2年 12月14日
1663年 1月24日 寛文2年 12月15日
1663年 1月25日 寛文2年 12月16日
1663年 1月26日 寛文2年 12月17日
1663年 1月27日 寛文2年 12月18日
1663年 1月28日 寛文2年 12月19日
1663年 1月29日 寛文2年 12月20日
1663年 1月30日 寛文2年 12月21日
1663年 1月31日 寛文2年 12月22日
1663年 2月1日 寛文2年 12月23日
1663年 2月2日 寛文2年 12月24日
1663年 2月3日 寛文2年 12月25日
1663年 2月4日 寛文2年 12月26日
1663年 2月5日 寛文2年 12月27日
1663年 2月6日 寛文2年 12月28日
1663年 2月7日 寛文2年 12月29日
1663年 2月8日 寛文3年 正月1日
1663年 2月9日 寛文3年 正月2日
1663年 2月10日 寛文3年 正月3日
1663年 2月11日 寛文3年 正月4日
1663年 2月12日 寛文3年 正月5日
1663年 2月13日 寛文3年 正月6日
1663年 2月14日 寛文3年 正月7日
1663年 2月15日 寛文3年 正月8日
1663年 2月16日 寛文3年 正月9日
1663年 2月17日 寛文3年 正月10日
1663年 2月18日 寛文3年 正月11日
1663年 2月19日 寛文3年 正月12日
1663年 2月20日 寛文3年 正月13日
1663年 2月21日 寛文3年 正月14日
1663年 2月22日 寛文3年 正月15日
1663年 2月23日 寛文3年 正月16日
1663年 2月24日 寛文3年 正月17日
1663年 2月25日 寛文3年 正月18日
1663年 2月26日 寛文3年 正月19日
1663年 2月27日 寛文3年 正月20日
1663年 2月28日 寛文3年 正月21日
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1663年 3月1日 寛文3年 正月22日
1663年 3月2日 寛文3年 正月23日
1663年 3月3日 寛文3年 正月24日
1663年 3月4日 寛文3年 正月25日
1663年 3月5日 寛文3年 正月26日
1663年 3月6日 寛文3年 正月27日
1663年 3月7日 寛文3年 正月28日
1663年 3月8日 寛文3年 正月29日
1663年 3月9日 寛文3年 正月30日
1663年 3月10日 寛文3年 2月1日
1663年 3月11日 寛文3年 2月2日
1663年 3月12日 寛文3年 2月3日
1663年 3月13日 寛文3年 2月4日
1663年 3月14日 寛文3年 2月5日
1663年 3月15日 寛文3年 2月6日
1663年 3月16日 寛文3年 2月7日
1663年 3月17日 寛文3年 2月8日
1663年 3月18日 寛文3年 2月9日
1663年 3月19日 寛文3年 2月10日
1663年 3月20日 寛文3年 2月11日
1663年 3月21日 寛文3年 2月12日
1663年 3月22日 寛文3年 2月13日
1663年 3月23日 寛文3年 2月14日
1663年 3月24日 寛文3年 2月15日
1663年 3月25日 寛文3年 2月16日
1663年 3月26日 寛文3年 2月17日
1663年 3月27日 寛文3年 2月18日
1663年 3月28日 寛文3年 2月19日
1663年 3月29日 寛文3年 2月20日
1663年 3月30日 寛文3年 2月21日
1663年 3月31日 寛文3年 2月22日
1663年 4月1日 寛文3年 2月23日
1663年 4月2日 寛文3年 2月24日
1663年 4月3日 寛文3年 2月25日
1663年 4月4日 寛文3年 2月26日
1663年 4月5日 寛文3年 2月27日
1663年 4月6日 寛文3年 2月28日
1663年 4月7日 寛文3年 2月29日
1663年 4月8日 寛文3年 3月1日
1663年 4月9日 寛文3年 3月2日
1663年 4月10日 寛文3年 3月3日
1663年 4月11日 寛文3年 3月4日
1663年 4月12日 寛文3年 3月5日
1663年 4月13日 寛文3年 3月6日
1663年 4月14日 寛文3年 3月7日
1663年 4月15日 寛文3年 3月8日
1663年 4月16日 寛文3年 3月9日
1663年 4月17日 寛文3年 3月10日
1663年 4月18日 寛文3年 3月11日
1663年 4月19日 寛文3年 3月12日
1663年 4月20日 寛文3年 3月13日
1663年 4月21日 寛文3年 3月14日
1663年 4月22日 寛文3年 3月15日
1663年 4月23日 寛文3年 3月16日
1663年 4月24日 寛文3年 3月17日
1663年 4月25日 寛文3年 3月18日
1663年 4月26日 寛文3年 3月19日
1663年 4月27日 寛文3年 3月20日
1663年 4月28日 寛文3年 3月21日
1663年 4月29日 寛文3年 3月22日
1663年 4月30日 寛文3年 3月23日
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1663年 5月1日 寛文3年 3月24日
1663年 5月2日 寛文3年 3月25日
1663年 5月3日 寛文3年 3月26日
1663年 5月4日 寛文3年 3月27日
1663年 5月5日 寛文3年 3月28日
1663年 5月6日 寛文3年 3月29日
1663年 5月7日 寛文3年 3月30日
1663年 5月8日 寛文3年 4月1日
1663年 5月9日 寛文3年 4月2日
1663年 5月10日 寛文3年 4月3日
1663年 5月11日 寛文3年 4月4日
1663年 5月12日 寛文3年 4月5日
1663年 5月13日 寛文3年 4月6日
1663年 5月14日 寛文3年 4月7日
1663年 5月15日 寛文3年 4月8日
1663年 5月16日 寛文3年 4月9日
1663年 5月17日 寛文3年 4月10日
1663年 5月18日 寛文3年 4月11日
1663年 5月19日 寛文3年 4月12日
1663年 5月20日 寛文3年 4月13日
1663年 5月21日 寛文3年 4月14日
1663年 5月22日 寛文3年 4月15日
1663年 5月23日 寛文3年 4月16日
1663年 5月24日 寛文3年 4月17日
1663年 5月25日 寛文3年 4月18日
1663年 5月26日 寛文3年 4月19日
1663年 5月27日 寛文3年 4月20日
1663年 5月28日 寛文3年 4月21日
1663年 5月29日 寛文3年 4月22日
1663年 5月30日 寛文3年 4月23日
1663年 5月31日 寛文3年 4月24日
1663年 6月1日 寛文3年 4月25日
1663年 6月2日 寛文3年 4月26日
1663年 6月3日 寛文3年 4月27日
1663年 6月4日 寛文3年 4月28日
1663年 6月5日 寛文3年 4月29日
1663年 6月6日 寛文3年 5月1日
1663年 6月7日 寛文3年 5月2日
1663年 6月8日 寛文3年 5月3日
1663年 6月9日 寛文3年 5月4日
1663年 6月10日 寛文3年 5月5日
1663年 6月11日 寛文3年 5月6日
1663年 6月12日 寛文3年 5月7日
1663年 6月13日 寛文3年 5月8日
1663年 6月14日 寛文3年 5月9日
1663年 6月15日 寛文3年 5月10日
1663年 6月16日 寛文3年 5月11日
1663年 6月17日 寛文3年 5月12日
1663年 6月18日 寛文3年 5月13日
1663年 6月19日 寛文3年 5月14日
1663年 6月20日 寛文3年 5月15日
1663年 6月21日 寛文3年 5月16日
1663年 6月22日 寛文3年 5月17日
1663年 6月23日 寛文3年 5月18日
1663年 6月24日 寛文3年 5月19日
1663年 6月25日 寛文3年 5月20日
1663年 6月26日 寛文3年 5月21日
1663年 6月27日 寛文3年 5月22日
1663年 6月28日 寛文3年 5月23日
1663年 6月29日 寛文3年 5月24日
1663年 6月30日 寛文3年 5月25日
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1663年 7月1日 寛文3年 5月26日
1663年 7月2日 寛文3年 5月27日
1663年 7月3日 寛文3年 5月28日
1663年 7月4日 寛文3年 5月29日
1663年 7月5日 寛文3年 6月1日
1663年 7月6日 寛文3年 6月2日
1663年 7月7日 寛文3年 6月3日
1663年 7月8日 寛文3年 6月4日
1663年 7月9日 寛文3年 6月5日
1663年 7月10日 寛文3年 6月6日
1663年 7月11日 寛文3年 6月7日
1663年 7月12日 寛文3年 6月8日
1663年 7月13日 寛文3年 6月9日
1663年 7月14日 寛文3年 6月10日
1663年 7月15日 寛文3年 6月11日
1663年 7月16日 寛文3年 6月12日
1663年 7月17日 寛文3年 6月13日
1663年 7月18日 寛文3年 6月14日
1663年 7月19日 寛文3年 6月15日
1663年 7月20日 寛文3年 6月16日
1663年 7月21日 寛文3年 6月17日
1663年 7月22日 寛文3年 6月18日
1663年 7月23日 寛文3年 6月19日
1663年 7月24日 寛文3年 6月20日
1663年 7月25日 寛文3年 6月21日
1663年 7月26日 寛文3年 6月22日
1663年 7月27日 寛文3年 6月23日
1663年 7月28日 寛文3年 6月24日
1663年 7月29日 寛文3年 6月25日
1663年 7月30日 寛文3年 6月26日
1663年 7月31日 寛文3年 6月27日
1663年 8月1日 寛文3年 6月28日
1663年 8月2日 寛文3年 6月29日
1663年 8月3日 寛文3年 7月1日
1663年 8月4日 寛文3年 7月2日
1663年 8月5日 寛文3年 7月3日
1663年 8月6日 寛文3年 7月4日
1663年 8月7日 寛文3年 7月5日
1663年 8月8日 寛文3年 7月6日
1663年 8月9日 寛文3年 7月7日
1663年 8月10日 寛文3年 7月8日
1663年 8月11日 寛文3年 7月9日
1663年 8月12日 寛文3年 7月10日
1663年 8月13日 寛文3年 7月11日
1663年 8月14日 寛文3年 7月12日
1663年 8月15日 寛文3年 7月13日
1663年 8月16日 寛文3年 7月14日
1663年 8月17日 寛文3年 7月15日
1663年 8月18日 寛文3年 7月16日
1663年 8月19日 寛文3年 7月17日
1663年 8月20日 寛文3年 7月18日
1663年 8月21日 寛文3年 7月19日
1663年 8月22日 寛文3年 7月20日
1663年 8月23日 寛文3年 7月21日
1663年 8月24日 寛文3年 7月22日
1663年 8月25日 寛文3年 7月23日
1663年 8月26日 寛文3年 7月24日
1663年 8月27日 寛文3年 7月25日
1663年 8月28日 寛文3年 7月26日
1663年 8月29日 寛文3年 7月27日
1663年 8月30日 寛文3年 7月28日
1663年 8月31日 寛文3年 7月29日
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1663年 9月1日 寛文3年 7月30日
1663年 9月2日 寛文3年 8月1日
1663年 9月3日 寛文3年 8月2日
1663年 9月4日 寛文3年 8月3日
1663年 9月5日 寛文3年 8月4日
1663年 9月6日 寛文3年 8月5日
1663年 9月7日 寛文3年 8月6日
1663年 9月8日 寛文3年 8月7日
1663年 9月9日 寛文3年 8月8日
1663年 9月10日 寛文3年 8月9日
1663年 9月11日 寛文3年 8月10日
1663年 9月12日 寛文3年 8月11日
1663年 9月13日 寛文3年 8月12日
1663年 9月14日 寛文3年 8月13日
1663年 9月15日 寛文3年 8月14日
1663年 9月16日 寛文3年 8月15日
1663年 9月17日 寛文3年 8月16日
1663年 9月18日 寛文3年 8月17日
1663年 9月19日 寛文3年 8月18日
1663年 9月20日 寛文3年 8月19日
1663年 9月21日 寛文3年 8月20日
1663年 9月22日 寛文3年 8月21日
1663年 9月23日 寛文3年 8月22日
1663年 9月24日 寛文3年 8月23日
1663年 9月25日 寛文3年 8月24日
1663年 9月26日 寛文3年 8月25日
1663年 9月27日 寛文3年 8月26日
1663年 9月28日 寛文3年 8月27日
1663年 9月29日 寛文3年 8月28日
1663年 9月30日 寛文3年 8月29日
1663年 10月1日 寛文3年 9月1日
1663年 10月2日 寛文3年 9月2日
1663年 10月3日 寛文3年 9月3日
1663年 10月4日 寛文3年 9月4日
1663年 10月5日 寛文3年 9月5日
1663年 10月6日 寛文3年 9月6日
1663年 10月7日 寛文3年 9月7日
1663年 10月8日 寛文3年 9月8日
1663年 10月9日 寛文3年 9月9日
1663年 10月10日 寛文3年 9月10日
1663年 10月11日 寛文3年 9月11日
1663年 10月12日 寛文3年 9月12日
1663年 10月13日 寛文3年 9月13日
1663年 10月14日 寛文3年 9月14日
1663年 10月15日 寛文3年 9月15日
1663年 10月16日 寛文3年 9月16日
1663年 10月17日 寛文3年 9月17日
1663年 10月18日 寛文3年 9月18日
1663年 10月19日 寛文3年 9月19日
1663年 10月20日 寛文3年 9月20日
1663年 10月21日 寛文3年 9月21日
1663年 10月22日 寛文3年 9月22日
1663年 10月23日 寛文3年 9月23日
1663年 10月24日 寛文3年 9月24日
1663年 10月25日 寛文3年 9月25日
1663年 10月26日 寛文3年 9月26日
1663年 10月27日 寛文3年 9月27日
1663年 10月28日 寛文3年 9月28日
1663年 10月29日 寛文3年 9月29日
1663年 10月30日 寛文3年 9月30日
1663年 10月31日 寛文3年 10月1日
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1663年 11月1日 寛文3年 10月2日
1663年 11月2日 寛文3年 10月3日
1663年 11月3日 寛文3年 10月4日
1663年 11月4日 寛文3年 10月5日
1663年 11月5日 寛文3年 10月6日
1663年 11月6日 寛文3年 10月7日
1663年 11月7日 寛文3年 10月8日
1663年 11月8日 寛文3年 10月9日
1663年 11月9日 寛文3年 10月10日
1663年 11月10日 寛文3年 10月11日
1663年 11月11日 寛文3年 10月12日
1663年 11月12日 寛文3年 10月13日
1663年 11月13日 寛文3年 10月14日
1663年 11月14日 寛文3年 10月15日
1663年 11月15日 寛文3年 10月16日
1663年 11月16日 寛文3年 10月17日
1663年 11月17日 寛文3年 10月18日
1663年 11月18日 寛文3年 10月19日
1663年 11月19日 寛文3年 10月20日
1663年 11月20日 寛文3年 10月21日
1663年 11月21日 寛文3年 10月22日
1663年 11月22日 寛文3年 10月23日
1663年 11月23日 寛文3年 10月24日
1663年 11月24日 寛文3年 10月25日
1663年 11月25日 寛文3年 10月26日
1663年 11月26日 寛文3年 10月27日
1663年 11月27日 寛文3年 10月28日
1663年 11月28日 寛文3年 10月29日
1663年 11月29日 寛文3年 10月30日
1663年 11月30日 寛文3年 11月1日
1663年 12月1日 寛文3年 11月2日
1663年 12月2日 寛文3年 11月3日
1663年 12月3日 寛文3年 11月4日
1663年 12月4日 寛文3年 11月5日
1663年 12月5日 寛文3年 11月6日
1663年 12月6日 寛文3年 11月7日
1663年 12月7日 寛文3年 11月8日
1663年 12月8日 寛文3年 11月9日
1663年 12月9日 寛文3年 11月10日
1663年 12月10日 寛文3年 11月11日
1663年 12月11日 寛文3年 11月12日
1663年 12月12日 寛文3年 11月13日
1663年 12月13日 寛文3年 11月14日
1663年 12月14日 寛文3年 11月15日
1663年 12月15日 寛文3年 11月16日
1663年 12月16日 寛文3年 11月17日
1663年 12月17日 寛文3年 11月18日
1663年 12月18日 寛文3年 11月19日
1663年 12月19日 寛文3年 11月20日
1663年 12月20日 寛文3年 11月21日
1663年 12月21日 寛文3年 11月22日
1663年 12月22日 寛文3年 11月23日
1663年 12月23日 寛文3年 11月24日
1663年 12月24日 寛文3年 11月25日
1663年 12月25日 寛文3年 11月26日
1663年 12月26日 寛文3年 11月27日
1663年 12月27日 寛文3年 11月28日
1663年 12月28日 寛文3年 11月29日
1663年 12月29日 寛文3年 11月30日
1663年 12月30日 寛文3年 12月1日
1663年 12月31日 寛文3年 12月2日
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1664年 1月1日 寛文3年 12月3日
1664年 1月2日 寛文3年 12月4日
1664年 1月3日 寛文3年 12月5日
1664年 1月4日 寛文3年 12月6日
1664年 1月5日 寛文3年 12月7日
1664年 1月6日 寛文3年 12月8日
1664年 1月7日 寛文3年 12月9日
1664年 1月8日 寛文3年 12月10日
1664年 1月9日 寛文3年 12月11日
1664年 1月10日 寛文3年 12月12日
1664年 1月11日 寛文3年 12月13日
1664年 1月12日 寛文3年 12月14日
1664年 1月13日 寛文3年 12月15日
1664年 1月14日 寛文3年 12月16日
1664年 1月15日 寛文3年 12月17日
1664年 1月16日 寛文3年 12月18日
1664年 1月17日 寛文3年 12月19日
1664年 1月18日 寛文3年 12月20日
1664年 1月19日 寛文3年 12月21日
1664年 1月20日 寛文3年 12月22日
1664年 1月21日 寛文3年 12月23日
1664年 1月22日 寛文3年 12月24日
1664年 1月23日 寛文3年 12月25日
1664年 1月24日 寛文3年 12月26日
1664年 1月25日 寛文3年 12月27日
1664年 1月26日 寛文3年 12月28日
1664年 1月27日 寛文3年 12月29日
1664年 1月28日 寛文4年 正月1日
1664年 1月29日 寛文4年 正月2日
1664年 1月30日 寛文4年 正月3日
1664年 1月31日 寛文4年 正月4日
1664年 2月1日 寛文4年 正月5日
1664年 2月2日 寛文4年 正月6日
1664年 2月3日 寛文4年 正月7日
1664年 2月4日 寛文4年 正月8日
1664年 2月5日 寛文4年 正月9日
1664年 2月6日 寛文4年 正月10日
1664年 2月7日 寛文4年 正月11日
1664年 2月8日 寛文4年 正月12日
1664年 2月9日 寛文4年 正月13日
1664年 2月10日 寛文4年 正月14日
1664年 2月11日 寛文4年 正月15日
1664年 2月12日 寛文4年 正月16日
1664年 2月13日 寛文4年 正月17日
1664年 2月14日 寛文4年 正月18日
1664年 2月15日 寛文4年 正月19日
1664年 2月16日 寛文4年 正月20日
1664年 2月17日 寛文4年 正月21日
1664年 2月18日 寛文4年 正月22日
1664年 2月19日 寛文4年 正月23日
1664年 2月20日 寛文4年 正月24日
1664年 2月21日 寛文4年 正月25日
1664年 2月22日 寛文4年 正月26日
1664年 2月23日 寛文4年 正月27日
1664年 2月24日 寛文4年 正月28日
1664年 2月25日 寛文4年 正月29日
1664年 2月26日 寛文4年 正月30日
1664年 2月27日 寛文4年 2月1日
1664年 2月28日 寛文4年 2月2日
1664年 2月29日 寛文4年 2月3日
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1664年 3月1日 寛文4年 2月4日
1664年 3月2日 寛文4年 2月5日
1664年 3月3日 寛文4年 2月6日
1664年 3月4日 寛文4年 2月7日
1664年 3月5日 寛文4年 2月8日
1664年 3月6日 寛文4年 2月9日
1664年 3月7日 寛文4年 2月10日
1664年 3月8日 寛文4年 2月11日
1664年 3月9日 寛文4年 2月12日
1664年 3月10日 寛文4年 2月13日
1664年 3月11日 寛文4年 2月14日
1664年 3月12日 寛文4年 2月15日
1664年 3月13日 寛文4年 2月16日
1664年 3月14日 寛文4年 2月17日
1664年 3月15日 寛文4年 2月18日
1664年 3月16日 寛文4年 2月19日
1664年 3月17日 寛文4年 2月20日
1664年 3月18日 寛文4年 2月21日
1664年 3月19日 寛文4年 2月22日
1664年 3月20日 寛文4年 2月23日
1664年 3月21日 寛文4年 2月24日
1664年 3月22日 寛文4年 2月25日
1664年 3月23日 寛文4年 2月26日
1664年 3月24日 寛文4年 2月27日
1664年 3月25日 寛文4年 2月28日
1664年 3月26日 寛文4年 2月29日
1664年 3月27日 寛文4年 　　2月30日
1664年 3月28日 寛文4年 3月1日
1664年 3月29日 寛文4年 3月2日
1664年 3月30日 寛文4年 3月3日
1664年 3月31日 寛文4年 3月4日
1664年 4月1日 寛文4年 3月5日
1664年 4月2日 寛文4年 3月6日
1664年 4月3日 寛文4年 3月7日
1664年 4月4日 寛文4年 3月8日
1664年 4月5日 寛文4年 3月9日
1664年 4月6日 寛文4年 3月10日
1664年 4月7日 寛文4年 3月11日
1664年 4月8日 寛文4年 3月12日
1664年 4月9日 寛文4年 3月13日
1664年 4月10日 寛文4年 3月14日
1664年 4月11日 寛文4年 3月15日
1664年 4月12日 寛文4年 3月16日
1664年 4月13日 寛文4年 3月17日
1664年 4月14日 寛文4年 3月18日
1664年 4月15日 寛文4年 3月19日
1664年 4月16日 寛文4年 3月20日
1664年 4月17日 寛文4年 3月21日
1664年 4月18日 寛文4年 3月22日
1664年 4月19日 寛文4年 3月23日
1664年 4月20日 寛文4年 3月24日
1664年 4月21日 寛文4年 3月25日
1664年 4月22日 寛文4年 3月26日
1664年 4月23日 寛文4年 3月27日
1664年 4月24日 寛文4年 3月28日
1664年 4月25日 寛文4年 3月29日
1664年 4月26日 寛文4年 4月1日
1664年 4月27日 寛文4年 4月2日
1664年 4月28日 寛文4年 4月3日
1664年 4月29日 寛文4年 4月4日
1664年 4月30日 寛文4年 4月5日
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1664年 5月1日 寛文4年 4月6日
1664年 5月2日 寛文4年 4月7日
1664年 5月3日 寛文4年 4月8日
1664年 5月4日 寛文4年 4月9日
1664年 5月5日 寛文4年 4月10日
1664年 5月6日 寛文4年 4月11日
1664年 5月7日 寛文4年 4月12日
1664年 5月8日 寛文4年 4月13日
1664年 5月9日 寛文4年 4月14日
1664年 5月10日 寛文4年 4月15日
1664年 5月11日 寛文4年 4月16日
1664年 5月12日 寛文4年 4月17日
1664年 5月13日 寛文4年 4月18日
1664年 5月14日 寛文4年 4月19日
1664年 5月15日 寛文4年 4月20日
1664年 5月16日 寛文4年 4月21日
1664年 5月17日 寛文4年 4月22日
1664年 5月18日 寛文4年 4月23日
1664年 5月19日 寛文4年 4月24日
1664年 5月20日 寛文4年 4月25日
1664年 5月21日 寛文4年 4月26日
1664年 5月22日 寛文4年 4月27日
1664年 5月23日 寛文4年 4月28日
1664年 5月24日 寛文4年 4月29日
1664年 5月25日 寛文4年 4月30日
1664年 5月26日 寛文4年 5月1日
1664年 5月27日 寛文4年 5月2日
1664年 5月28日 寛文4年 5月3日
1664年 5月29日 寛文4年 5月4日
1664年 5月30日 寛文4年 5月5日
1664年 5月31日 寛文4年 5月6日
1664年 6月1日 寛文4年 5月7日
1664年 6月2日 寛文4年 5月8日
1664年 6月3日 寛文4年 5月9日
1664年 6月4日 寛文4年 5月10日
1664年 6月5日 寛文4年 5月11日
1664年 6月6日 寛文4年 5月12日
1664年 6月7日 寛文4年 5月13日
1664年 6月8日 寛文4年 5月14日
1664年 6月9日 寛文4年 5月15日
1664年 6月10日 寛文4年 5月16日
1664年 6月11日 寛文4年 5月17日
1664年 6月12日 寛文4年 5月18日
1664年 6月13日 寛文4年 5月19日
1664年 6月14日 寛文4年 5月20日
1664年 6月15日 寛文4年 5月21日
1664年 6月16日 寛文4年 5月22日
1664年 6月17日 寛文4年 5月23日
1664年 6月18日 寛文4年 5月24日
1664年 6月19日 寛文4年 5月25日
1664年 6月20日 寛文4年 5月26日
1664年 6月21日 寛文4年 5月27日
1664年 6月22日 寛文4年 5月28日
1664年 6月23日 寛文4年 5月29日
1664年 6月24日 寛文4年 閏5月1日
1664年 6月25日 寛文4年 閏5月2日
1664年 6月26日 寛文4年 閏5月3日
1664年 6月27日 寛文4年 閏5月4日
1664年 6月28日 寛文4年 閏5月5日
1664年 6月29日 寛文4年 閏5月6日
1664年 6月30日 寛文4年 閏5月7日
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1664年 7月1日 寛文4年 閏5月8日
1664年 7月2日 寛文4年 閏5月9日
1664年 7月3日 寛文4年 閏5月10日
1664年 7月4日 寛文4年 閏5月11日
1664年 7月5日 寛文4年 閏5月12日
1664年 7月6日 寛文4年 閏5月13日
1664年 7月7日 寛文4年 閏5月14日
1664年 7月8日 寛文4年 閏5月15日
1664年 7月9日 寛文4年 閏5月16日
1664年 7月10日 寛文4年 閏5月17日
1664年 7月11日 寛文4年 閏5月18日
1664年 7月12日 寛文4年 閏5月19日
1664年 7月13日 寛文4年 閏5月20日
1664年 7月14日 寛文4年 閏5月21日
1664年 7月15日 寛文4年 閏5月22日
1664年 7月16日 寛文4年 閏5月23日
1664年 7月17日 寛文4年 閏5月24日
1664年 7月18日 寛文4年 閏5月25日
1664年 7月19日 寛文4年 閏5月26日
1664年 7月20日 寛文4年 閏5月27日
1664年 7月21日 寛文4年 閏5月28日
1664年 7月22日 寛文4年 閏5月29日
1664年 7月23日 寛文4年 6月1日
1664年 7月24日 寛文4年 6月2日
1664年 7月25日 寛文4年 6月3日
1664年 7月26日 寛文4年 6月4日
1664年 7月27日 寛文4年 6月5日
1664年 7月28日 寛文4年 6月6日
1664年 7月29日 寛文4年 6月7日
1664年 7月30日 寛文4年 6月8日
1664年 7月31日 寛文4年 6月9日
1664年 8月1日 寛文4年 6月10日
1664年 8月2日 寛文4年 6月11日
1664年 8月3日 寛文4年 6月12日
1664年 8月4日 寛文4年 6月13日
1664年 8月5日 寛文4年 6月14日
1664年 8月6日 寛文4年 6月15日
1664年 8月7日 寛文4年 6月16日
1664年 8月8日 寛文4年 6月17日
1664年 8月9日 寛文4年 6月18日
1664年 8月10日 寛文4年 6月19日
1664年 8月11日 寛文4年 6月20日
1664年 8月12日 寛文4年 6月21日
1664年 8月13日 寛文4年 6月22日
1664年 8月14日 寛文4年 6月23日
1664年 8月15日 寛文4年 6月24日
1664年 8月16日 寛文4年 6月25日
1664年 8月17日 寛文4年 6月26日
1664年 8月18日 寛文4年 6月27日
1664年 8月19日 寛文4年 6月28日
1664年 8月20日 寛文4年 6月29日
1664年 8月21日 寛文4年 7月1日
1664年 8月22日 寛文4年 7月2日
1664年 8月23日 寛文4年 7月3日
1664年 8月24日 寛文4年 7月4日
1664年 8月25日 寛文4年 7月5日
1664年 8月26日 寛文4年 7月6日
1664年 8月27日 寛文4年 7月7日
1664年 8月28日 寛文4年 7月8日
1664年 8月29日 寛文4年 7月9日
1664年 8月30日 寛文4年 7月10日
1664年 8月31日 寛文4年 7月11日

20 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1664年 9月1日 寛文4年 7月12日
1664年 9月2日 寛文4年 7月13日
1664年 9月3日 寛文4年 7月14日
1664年 9月4日 寛文4年 7月15日
1664年 9月5日 寛文4年 7月16日
1664年 9月6日 寛文4年 7月17日
1664年 9月7日 寛文4年 7月18日
1664年 9月8日 寛文4年 7月19日
1664年 9月9日 寛文4年 7月20日
1664年 9月10日 寛文4年 7月21日
1664年 9月11日 寛文4年 7月22日
1664年 9月12日 寛文4年 7月23日
1664年 9月13日 寛文4年 7月24日
1664年 9月14日 寛文4年 7月25日
1664年 9月15日 寛文4年 7月26日
1664年 9月16日 寛文4年 7月27日
1664年 9月17日 寛文4年 7月28日
1664年 9月18日 寛文4年 7月29日
1664年 9月19日 寛文4年 7月30日
1664年 9月20日 寛文4年 8月1日
1664年 9月21日 寛文4年 8月2日
1664年 9月22日 寛文4年 8月3日
1664年 9月23日 寛文4年 8月4日
1664年 9月24日 寛文4年 8月5日
1664年 9月25日 寛文4年 8月6日
1664年 9月26日 寛文4年 8月7日
1664年 9月27日 寛文4年 8月8日
1664年 9月28日 寛文4年 8月9日
1664年 9月29日 寛文4年 8月10日
1664年 9月30日 寛文4年 8月11日
1664年 10月1日 寛文4年 8月12日
1664年 10月2日 寛文4年 8月13日
1664年 10月3日 寛文4年 8月14日
1664年 10月4日 寛文4年 8月15日
1664年 10月5日 寛文4年 8月16日
1664年 10月6日 寛文4年 8月17日
1664年 10月7日 寛文4年 8月18日
1664年 10月8日 寛文4年 8月19日
1664年 10月9日 寛文4年 8月20日
1664年 10月10日 寛文4年 8月21日
1664年 10月11日 寛文4年 8月22日
1664年 10月12日 寛文4年 8月23日
1664年 10月13日 寛文4年 8月24日
1664年 10月14日 寛文4年 8月25日
1664年 10月15日 寛文4年 8月26日
1664年 10月16日 寛文4年 8月27日
1664年 10月17日 寛文4年 8月28日
1664年 10月18日 寛文4年 8月29日
1664年 10月19日 寛文4年 9月1日
1664年 10月20日 寛文4年 9月2日
1664年 10月21日 寛文4年 9月3日
1664年 10月22日 寛文4年 9月4日
1664年 10月23日 寛文4年 9月5日
1664年 10月24日 寛文4年 9月6日
1664年 10月25日 寛文4年 9月7日
1664年 10月26日 寛文4年 9月8日
1664年 10月27日 寛文4年 9月9日
1664年 10月28日 寛文4年 9月10日
1664年 10月29日 寛文4年 9月11日
1664年 10月30日 寛文4年 9月12日
1664年 10月31日 寛文4年 9月13日
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1664年 11月1日 寛文4年 9月14日
1664年 11月2日 寛文4年 9月15日
1664年 11月3日 寛文4年 9月16日
1664年 11月4日 寛文4年 9月17日
1664年 11月5日 寛文4年 9月18日
1664年 11月6日 寛文4年 9月19日
1664年 11月7日 寛文4年 9月20日
1664年 11月8日 寛文4年 9月21日
1664年 11月9日 寛文4年 9月22日
1664年 11月10日 寛文4年 9月23日
1664年 11月11日 寛文4年 9月24日
1664年 11月12日 寛文4年 9月25日
1664年 11月13日 寛文4年 9月26日
1664年 11月14日 寛文4年 9月27日
1664年 11月15日 寛文4年 9月28日
1664年 11月16日 寛文4年 9月29日
1664年 11月17日 寛文4年 9月30日
1664年 11月18日 寛文4年 10月1日
1664年 11月19日 寛文4年 10月2日
1664年 11月20日 寛文4年 10月3日
1664年 11月21日 寛文4年 10月4日
1664年 11月22日 寛文4年 10月5日
1664年 11月23日 寛文4年 10月6日
1664年 11月24日 寛文4年 10月7日
1664年 11月25日 寛文4年 10月8日
1664年 11月26日 寛文4年 10月9日
1664年 11月27日 寛文4年 10月10日
1664年 11月28日 寛文4年 10月11日
1664年 11月29日 寛文4年 10月12日
1664年 11月30日 寛文4年 10月13日
1664年 12月1日 寛文4年 10月14日
1664年 12月2日 寛文4年 10月15日
1664年 12月3日 寛文4年 10月16日
1664年 12月4日 寛文4年 10月17日
1664年 12月5日 寛文4年 10月18日
1664年 12月6日 寛文4年 10月19日
1664年 12月7日 寛文4年 10月20日
1664年 12月8日 寛文4年 10月21日
1664年 12月9日 寛文4年 10月22日
1664年 12月10日 寛文4年 10月23日
1664年 12月11日 寛文4年 10月24日
1664年 12月12日 寛文4年 10月25日
1664年 12月13日 寛文4年 10月26日
1664年 12月14日 寛文4年 10月27日
1664年 12月15日 寛文4年 10月28日
1664年 12月16日 寛文4年 10月29日
1664年 12月17日 寛文4年 10月30日
1664年 12月18日 寛文4年 11月1日
1664年 12月19日 寛文4年 11月2日
1664年 12月20日 寛文4年 11月3日
1664年 12月21日 寛文4年 11月4日
1664年 12月22日 寛文4年 11月5日
1664年 12月23日 寛文4年 11月6日
1664年 12月24日 寛文4年 11月7日
1664年 12月25日 寛文4年 11月8日
1664年 12月26日 寛文4年 11月9日
1664年 12月27日 寛文4年 11月10日
1664年 12月28日 寛文4年 11月11日
1664年 12月29日 寛文4年 11月12日
1664年 12月30日 寛文4年 11月13日
1664年 12月31日 寛文4年 11月14日

22 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1665年 1月1日 寛文4年 11月15日
1665年 1月2日 寛文4年 11月16日
1665年 1月3日 寛文4年 11月17日
1665年 1月4日 寛文4年 11月18日
1665年 1月5日 寛文4年 11月19日
1665年 1月6日 寛文4年 11月20日
1665年 1月7日 寛文4年 11月21日
1665年 1月8日 寛文4年 11月22日
1665年 1月9日 寛文4年 11月23日
1665年 1月10日 寛文4年 11月24日
1665年 1月11日 寛文4年 11月25日
1665年 1月12日 寛文4年 11月26日
1665年 1月13日 寛文4年 11月27日
1665年 1月14日 寛文4年 11月28日
1665年 1月15日 寛文4年 11月29日
1665年 1月16日 寛文4年 12月1日
1665年 1月17日 寛文4年 12月2日
1665年 1月18日 寛文4年 12月3日
1665年 1月19日 寛文4年 12月4日
1665年 1月20日 寛文4年 12月5日
1665年 1月21日 寛文4年 12月6日
1665年 1月22日 寛文4年 12月7日
1665年 1月23日 寛文4年 12月8日
1665年 1月24日 寛文4年 12月9日
1665年 1月25日 寛文4年 12月10日
1665年 1月26日 寛文4年 12月11日
1665年 1月27日 寛文4年 12月12日
1665年 1月28日 寛文4年 12月13日
1665年 1月29日 寛文4年 12月14日
1665年 1月30日 寛文4年 12月15日
1665年 1月31日 寛文4年 12月16日
1665年 2月1日 寛文4年 12月17日
1665年 2月2日 寛文4年 12月18日
1665年 2月3日 寛文4年 12月19日
1665年 2月4日 寛文4年 12月20日
1665年 2月5日 寛文4年 12月21日
1665年 2月6日 寛文4年 12月22日
1665年 2月7日 寛文4年 12月23日
1665年 2月8日 寛文4年 12月24日
1665年 2月9日 寛文4年 12月25日
1665年 2月10日 寛文4年 12月26日
1665年 2月11日 寛文4年 12月27日
1665年 2月12日 寛文4年 12月28日
1665年 2月13日 寛文4年 12月29日
1665年 2月14日 寛文4年 12月30日
1665年 2月15日 寛文5年 正月1日
1665年 2月16日 寛文5年 正月2日
1665年 2月17日 寛文5年 正月3日
1665年 2月18日 寛文5年 正月4日
1665年 2月19日 寛文5年 正月5日
1665年 2月20日 寛文5年 正月6日
1665年 2月21日 寛文5年 正月7日
1665年 2月22日 寛文5年 正月8日
1665年 2月23日 寛文5年 正月9日
1665年 2月24日 寛文5年 正月10日
1665年 2月25日 寛文5年 正月11日
1665年 2月26日 寛文5年 正月12日
1665年 2月27日 寛文5年 正月13日
1665年 2月28日 寛文5年 正月14日
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1665年 3月1日 寛文5年 正月15日
1665年 3月2日 寛文5年 正月16日
1665年 3月3日 寛文5年 正月17日
1665年 3月4日 寛文5年 正月18日
1665年 3月5日 寛文5年 正月19日
1665年 3月6日 寛文5年 正月20日
1665年 3月7日 寛文5年 正月21日
1665年 3月8日 寛文5年 正月22日
1665年 3月9日 寛文5年 正月23日
1665年 3月10日 寛文5年 正月24日
1665年 3月11日 寛文5年 正月25日
1665年 3月12日 寛文5年 正月26日
1665年 3月13日 寛文5年 正月27日
1665年 3月14日 寛文5年 正月28日
1665年 3月15日 寛文5年 正月29日
1665年 3月16日 寛文5年 正月30日
1665年 3月17日 寛文5年 2月1日
1665年 3月18日 寛文5年 2月2日
1665年 3月19日 寛文5年 2月3日
1665年 3月20日 寛文5年 2月4日
1665年 3月21日 寛文5年 2月5日
1665年 3月22日 寛文5年 2月6日
1665年 3月23日 寛文5年 2月7日
1665年 3月24日 寛文5年 2月8日
1665年 3月25日 寛文5年 2月9日
1665年 3月26日 寛文5年 2月10日
1665年 3月27日 寛文5年 2月11日
1665年 3月28日 寛文5年 2月12日
1665年 3月29日 寛文5年 2月13日
1665年 3月30日 寛文5年 2月14日
1665年 3月31日 寛文5年 2月15日
1665年 4月1日 寛文5年 2月16日
1665年 4月2日 寛文5年 2月17日
1665年 4月3日 寛文5年 2月18日
1665年 4月4日 寛文5年 2月19日
1665年 4月5日 寛文5年 2月20日
1665年 4月6日 寛文5年 2月21日
1665年 4月7日 寛文5年 2月22日
1665年 4月8日 寛文5年 2月23日
1665年 4月9日 寛文5年 2月24日
1665年 4月10日 寛文5年 2月25日
1665年 4月11日 寛文5年 2月26日
1665年 4月12日 寛文5年 2月27日
1665年 4月13日 寛文5年 2月28日
1665年 4月14日 寛文5年 2月29日
1665年 4月15日 寛文5年 　　2月30日
1665年 4月16日 寛文5年 3月1日
1665年 4月17日 寛文5年 3月2日
1665年 4月18日 寛文5年 3月3日
1665年 4月19日 寛文5年 3月4日
1665年 4月20日 寛文5年 3月5日
1665年 4月21日 寛文5年 3月6日
1665年 4月22日 寛文5年 3月7日
1665年 4月23日 寛文5年 3月8日
1665年 4月24日 寛文5年 3月9日
1665年 4月25日 寛文5年 3月10日
1665年 4月26日 寛文5年 3月11日
1665年 4月27日 寛文5年 3月12日
1665年 4月28日 寛文5年 3月13日
1665年 4月29日 寛文5年 3月14日
1665年 4月30日 寛文5年 3月15日
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1665年 5月1日 寛文5年 3月16日
1665年 5月2日 寛文5年 3月17日
1665年 5月3日 寛文5年 3月18日
1665年 5月4日 寛文5年 3月19日
1665年 5月5日 寛文5年 3月20日
1665年 5月6日 寛文5年 3月21日
1665年 5月7日 寛文5年 3月22日
1665年 5月8日 寛文5年 3月23日
1665年 5月9日 寛文5年 3月24日
1665年 5月10日 寛文5年 3月25日
1665年 5月11日 寛文5年 3月26日
1665年 5月12日 寛文5年 3月27日
1665年 5月13日 寛文5年 3月28日
1665年 5月14日 寛文5年 3月29日
1665年 5月15日 寛文5年 4月1日
1665年 5月16日 寛文5年 4月2日
1665年 5月17日 寛文5年 4月3日
1665年 5月18日 寛文5年 4月4日
1665年 5月19日 寛文5年 4月5日
1665年 5月20日 寛文5年 4月6日
1665年 5月21日 寛文5年 4月7日
1665年 5月22日 寛文5年 4月8日
1665年 5月23日 寛文5年 4月9日
1665年 5月24日 寛文5年 4月10日
1665年 5月25日 寛文5年 4月11日
1665年 5月26日 寛文5年 4月12日
1665年 5月27日 寛文5年 4月13日
1665年 5月28日 寛文5年 4月14日
1665年 5月29日 寛文5年 4月15日
1665年 5月30日 寛文5年 4月16日
1665年 5月31日 寛文5年 4月17日
1665年 6月1日 寛文5年 4月18日
1665年 6月2日 寛文5年 4月19日
1665年 6月3日 寛文5年 4月20日
1665年 6月4日 寛文5年 4月21日
1665年 6月5日 寛文5年 4月22日
1665年 6月6日 寛文5年 4月23日
1665年 6月7日 寛文5年 4月24日
1665年 6月8日 寛文5年 4月25日
1665年 6月9日 寛文5年 4月26日
1665年 6月10日 寛文5年 4月27日
1665年 6月11日 寛文5年 4月28日
1665年 6月12日 寛文5年 4月29日
1665年 6月13日 寛文5年 4月30日
1665年 6月14日 寛文5年 5月1日
1665年 6月15日 寛文5年 5月2日
1665年 6月16日 寛文5年 5月3日
1665年 6月17日 寛文5年 5月4日
1665年 6月18日 寛文5年 5月5日
1665年 6月19日 寛文5年 5月6日
1665年 6月20日 寛文5年 5月7日
1665年 6月21日 寛文5年 5月8日
1665年 6月22日 寛文5年 5月9日
1665年 6月23日 寛文5年 5月10日
1665年 6月24日 寛文5年 5月11日
1665年 6月25日 寛文5年 5月12日
1665年 6月26日 寛文5年 5月13日
1665年 6月27日 寛文5年 5月14日
1665年 6月28日 寛文5年 5月15日
1665年 6月29日 寛文5年 5月16日
1665年 6月30日 寛文5年 5月17日

25 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1665年 7月1日 寛文5年 5月18日
1665年 7月2日 寛文5年 5月19日
1665年 7月3日 寛文5年 5月20日
1665年 7月4日 寛文5年 5月21日
1665年 7月5日 寛文5年 5月22日
1665年 7月6日 寛文5年 5月23日
1665年 7月7日 寛文5年 5月24日
1665年 7月8日 寛文5年 5月25日
1665年 7月9日 寛文5年 5月26日
1665年 7月10日 寛文5年 5月27日
1665年 7月11日 寛文5年 5月28日
1665年 7月12日 寛文5年 5月29日
1665年 7月13日 寛文5年 6月1日
1665年 7月14日 寛文5年 6月2日
1665年 7月15日 寛文5年 6月3日
1665年 7月16日 寛文5年 6月4日
1665年 7月17日 寛文5年 6月5日
1665年 7月18日 寛文5年 6月6日
1665年 7月19日 寛文5年 6月7日
1665年 7月20日 寛文5年 6月8日
1665年 7月21日 寛文5年 6月9日
1665年 7月22日 寛文5年 6月10日
1665年 7月23日 寛文5年 6月11日
1665年 7月24日 寛文5年 6月12日
1665年 7月25日 寛文5年 6月13日
1665年 7月26日 寛文5年 6月14日
1665年 7月27日 寛文5年 6月15日
1665年 7月28日 寛文5年 6月16日
1665年 7月29日 寛文5年 6月17日
1665年 7月30日 寛文5年 6月18日
1665年 7月31日 寛文5年 6月19日
1665年 8月1日 寛文5年 6月20日
1665年 8月2日 寛文5年 6月21日
1665年 8月3日 寛文5年 6月22日
1665年 8月4日 寛文5年 6月23日
1665年 8月5日 寛文5年 6月24日
1665年 8月6日 寛文5年 6月25日
1665年 8月7日 寛文5年 6月26日
1665年 8月8日 寛文5年 6月27日
1665年 8月9日 寛文5年 6月28日
1665年 8月10日 寛文5年 6月29日
1665年 8月11日 寛文5年 7月1日
1665年 8月12日 寛文5年 7月2日
1665年 8月13日 寛文5年 7月3日
1665年 8月14日 寛文5年 7月4日
1665年 8月15日 寛文5年 7月5日
1665年 8月16日 寛文5年 7月6日
1665年 8月17日 寛文5年 7月7日
1665年 8月18日 寛文5年 7月8日
1665年 8月19日 寛文5年 7月9日
1665年 8月20日 寛文5年 7月10日
1665年 8月21日 寛文5年 7月11日
1665年 8月22日 寛文5年 7月12日
1665年 8月23日 寛文5年 7月13日
1665年 8月24日 寛文5年 7月14日
1665年 8月25日 寛文5年 7月15日
1665年 8月26日 寛文5年 7月16日
1665年 8月27日 寛文5年 7月17日
1665年 8月28日 寛文5年 7月18日
1665年 8月29日 寛文5年 7月19日
1665年 8月30日 寛文5年 7月20日
1665年 8月31日 寛文5年 7月21日
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1665年 9月1日 寛文5年 7月22日
1665年 9月2日 寛文5年 7月23日
1665年 9月3日 寛文5年 7月24日
1665年 9月4日 寛文5年 7月25日
1665年 9月5日 寛文5年 7月26日
1665年 9月6日 寛文5年 7月27日
1665年 9月7日 寛文5年 7月28日
1665年 9月8日 寛文5年 7月29日
1665年 9月9日 寛文5年 8月1日
1665年 9月10日 寛文5年 8月2日
1665年 9月11日 寛文5年 8月3日
1665年 9月12日 寛文5年 8月4日
1665年 9月13日 寛文5年 8月5日
1665年 9月14日 寛文5年 8月6日
1665年 9月15日 寛文5年 8月7日
1665年 9月16日 寛文5年 8月8日
1665年 9月17日 寛文5年 8月9日
1665年 9月18日 寛文5年 8月10日
1665年 9月19日 寛文5年 8月11日
1665年 9月20日 寛文5年 8月12日
1665年 9月21日 寛文5年 8月13日
1665年 9月22日 寛文5年 8月14日
1665年 9月23日 寛文5年 8月15日
1665年 9月24日 寛文5年 8月16日
1665年 9月25日 寛文5年 8月17日
1665年 9月26日 寛文5年 8月18日
1665年 9月27日 寛文5年 8月19日
1665年 9月28日 寛文5年 8月20日
1665年 9月29日 寛文5年 8月21日
1665年 9月30日 寛文5年 8月22日
1665年 10月1日 寛文5年 8月23日
1665年 10月2日 寛文5年 8月24日
1665年 10月3日 寛文5年 8月25日
1665年 10月4日 寛文5年 8月26日
1665年 10月5日 寛文5年 8月27日
1665年 10月6日 寛文5年 8月28日
1665年 10月7日 寛文5年 8月29日
1665年 10月8日 寛文5年 8月30日
1665年 10月9日 寛文5年 9月1日
1665年 10月10日 寛文5年 9月2日
1665年 10月11日 寛文5年 9月3日
1665年 10月12日 寛文5年 9月4日
1665年 10月13日 寛文5年 9月5日
1665年 10月14日 寛文5年 9月6日
1665年 10月15日 寛文5年 9月7日
1665年 10月16日 寛文5年 9月8日
1665年 10月17日 寛文5年 9月9日
1665年 10月18日 寛文5年 9月10日
1665年 10月19日 寛文5年 9月11日
1665年 10月20日 寛文5年 9月12日
1665年 10月21日 寛文5年 9月13日
1665年 10月22日 寛文5年 9月14日
1665年 10月23日 寛文5年 9月15日
1665年 10月24日 寛文5年 9月16日
1665年 10月25日 寛文5年 9月17日
1665年 10月26日 寛文5年 9月18日
1665年 10月27日 寛文5年 9月19日
1665年 10月28日 寛文5年 9月20日
1665年 10月29日 寛文5年 9月21日
1665年 10月30日 寛文5年 9月22日
1665年 10月31日 寛文5年 9月23日
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1665年 11月1日 寛文5年 9月24日
1665年 11月2日 寛文5年 9月25日
1665年 11月3日 寛文5年 9月26日
1665年 11月4日 寛文5年 9月27日
1665年 11月5日 寛文5年 9月28日
1665年 11月6日 寛文5年 9月29日
1665年 11月7日 寛文5年 10月1日
1665年 11月8日 寛文5年 10月2日
1665年 11月9日 寛文5年 10月3日
1665年 11月10日 寛文5年 10月4日
1665年 11月11日 寛文5年 10月5日
1665年 11月12日 寛文5年 10月6日
1665年 11月13日 寛文5年 10月7日
1665年 11月14日 寛文5年 10月8日
1665年 11月15日 寛文5年 10月9日
1665年 11月16日 寛文5年 10月10日
1665年 11月17日 寛文5年 10月11日
1665年 11月18日 寛文5年 10月12日
1665年 11月19日 寛文5年 10月13日
1665年 11月20日 寛文5年 10月14日
1665年 11月21日 寛文5年 10月15日
1665年 11月22日 寛文5年 10月16日
1665年 11月23日 寛文5年 10月17日
1665年 11月24日 寛文5年 10月18日
1665年 11月25日 寛文5年 10月19日
1665年 11月26日 寛文5年 10月20日
1665年 11月27日 寛文5年 10月21日
1665年 11月28日 寛文5年 10月22日
1665年 11月29日 寛文5年 10月23日
1665年 11月30日 寛文5年 10月24日
1665年 12月1日 寛文5年 10月25日
1665年 12月2日 寛文5年 10月26日
1665年 12月3日 寛文5年 10月27日
1665年 12月4日 寛文5年 10月28日
1665年 12月5日 寛文5年 10月29日
1665年 12月6日 寛文5年 10月30日
1665年 12月7日 寛文5年 11月1日
1665年 12月8日 寛文5年 11月2日
1665年 12月9日 寛文5年 11月3日
1665年 12月10日 寛文5年 11月4日
1665年 12月11日 寛文5年 11月5日
1665年 12月12日 寛文5年 11月6日
1665年 12月13日 寛文5年 11月7日
1665年 12月14日 寛文5年 11月8日
1665年 12月15日 寛文5年 11月9日
1665年 12月16日 寛文5年 11月10日
1665年 12月17日 寛文5年 11月11日
1665年 12月18日 寛文5年 11月12日
1665年 12月19日 寛文5年 11月13日
1665年 12月20日 寛文5年 11月14日
1665年 12月21日 寛文5年 11月15日
1665年 12月22日 寛文5年 11月16日
1665年 12月23日 寛文5年 11月17日
1665年 12月24日 寛文5年 11月18日
1665年 12月25日 寛文5年 11月19日
1665年 12月26日 寛文5年 11月20日
1665年 12月27日 寛文5年 11月21日
1665年 12月28日 寛文5年 11月22日
1665年 12月29日 寛文5年 11月23日
1665年 12月30日 寛文5年 11月24日
1665年 12月31日 寛文5年 11月25日
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1666年 1月1日 寛文5年 11月26日
1666年 1月2日 寛文5年 11月27日
1666年 1月3日 寛文5年 11月28日
1666年 1月4日 寛文5年 11月29日
1666年 1月5日 寛文5年 11月30日
1666年 1月6日 寛文5年 12月1日
1666年 1月7日 寛文5年 12月2日
1666年 1月8日 寛文5年 12月3日
1666年 1月9日 寛文5年 12月4日
1666年 1月10日 寛文5年 12月5日
1666年 1月11日 寛文5年 12月6日
1666年 1月12日 寛文5年 12月7日
1666年 1月13日 寛文5年 12月8日
1666年 1月14日 寛文5年 12月9日
1666年 1月15日 寛文5年 12月10日
1666年 1月16日 寛文5年 12月11日
1666年 1月17日 寛文5年 12月12日
1666年 1月18日 寛文5年 12月13日
1666年 1月19日 寛文5年 12月14日
1666年 1月20日 寛文5年 12月15日
1666年 1月21日 寛文5年 12月16日
1666年 1月22日 寛文5年 12月17日
1666年 1月23日 寛文5年 12月18日
1666年 1月24日 寛文5年 12月19日
1666年 1月25日 寛文5年 12月20日
1666年 1月26日 寛文5年 12月21日
1666年 1月27日 寛文5年 12月22日
1666年 1月28日 寛文5年 12月23日
1666年 1月29日 寛文5年 12月24日
1666年 1月30日 寛文5年 12月25日
1666年 1月31日 寛文5年 12月26日
1666年 2月1日 寛文5年 12月27日
1666年 2月2日 寛文5年 12月28日
1666年 2月3日 寛文5年 12月29日
1666年 2月4日 寛文6年 正月1日
1666年 2月5日 寛文6年 正月2日
1666年 2月6日 寛文6年 正月3日
1666年 2月7日 寛文6年 正月4日
1666年 2月8日 寛文6年 正月5日
1666年 2月9日 寛文6年 正月6日
1666年 2月10日 寛文6年 正月7日
1666年 2月11日 寛文6年 正月8日
1666年 2月12日 寛文6年 正月9日
1666年 2月13日 寛文6年 正月10日
1666年 2月14日 寛文6年 正月11日
1666年 2月15日 寛文6年 正月12日
1666年 2月16日 寛文6年 正月13日
1666年 2月17日 寛文6年 正月14日
1666年 2月18日 寛文6年 正月15日
1666年 2月19日 寛文6年 正月16日
1666年 2月20日 寛文6年 正月17日
1666年 2月21日 寛文6年 正月18日
1666年 2月22日 寛文6年 正月19日
1666年 2月23日 寛文6年 正月20日
1666年 2月24日 寛文6年 正月21日
1666年 2月25日 寛文6年 正月22日
1666年 2月26日 寛文6年 正月23日
1666年 2月27日 寛文6年 正月24日
1666年 2月28日 寛文6年 正月25日
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1666年 3月1日 寛文6年 正月26日
1666年 3月2日 寛文6年 正月27日
1666年 3月3日 寛文6年 正月28日
1666年 3月4日 寛文6年 正月29日
1666年 3月5日 寛文6年 正月30日
1666年 3月6日 寛文6年 2月1日
1666年 3月7日 寛文6年 2月2日
1666年 3月8日 寛文6年 2月3日
1666年 3月9日 寛文6年 2月4日
1666年 3月10日 寛文6年 2月5日
1666年 3月11日 寛文6年 2月6日
1666年 3月12日 寛文6年 2月7日
1666年 3月13日 寛文6年 2月8日
1666年 3月14日 寛文6年 2月9日
1666年 3月15日 寛文6年 2月10日
1666年 3月16日 寛文6年 2月11日
1666年 3月17日 寛文6年 2月12日
1666年 3月18日 寛文6年 2月13日
1666年 3月19日 寛文6年 2月14日
1666年 3月20日 寛文6年 2月15日
1666年 3月21日 寛文6年 2月16日
1666年 3月22日 寛文6年 2月17日
1666年 3月23日 寛文6年 2月18日
1666年 3月24日 寛文6年 2月19日
1666年 3月25日 寛文6年 2月20日
1666年 3月26日 寛文6年 2月21日
1666年 3月27日 寛文6年 2月22日
1666年 3月28日 寛文6年 2月23日
1666年 3月29日 寛文6年 2月24日
1666年 3月30日 寛文6年 2月25日
1666年 3月31日 寛文6年 2月26日
1666年 4月1日 寛文6年 2月27日
1666年 4月2日 寛文6年 2月28日
1666年 4月3日 寛文6年 2月29日
1666年 4月4日 寛文6年 　　2月30日
1666年 4月5日 寛文6年 3月1日
1666年 4月6日 寛文6年 3月2日
1666年 4月7日 寛文6年 3月3日
1666年 4月8日 寛文6年 3月4日
1666年 4月9日 寛文6年 3月5日
1666年 4月10日 寛文6年 3月6日
1666年 4月11日 寛文6年 3月7日
1666年 4月12日 寛文6年 3月8日
1666年 4月13日 寛文6年 3月9日
1666年 4月14日 寛文6年 3月10日
1666年 4月15日 寛文6年 3月11日
1666年 4月16日 寛文6年 3月12日
1666年 4月17日 寛文6年 3月13日
1666年 4月18日 寛文6年 3月14日
1666年 4月19日 寛文6年 3月15日
1666年 4月20日 寛文6年 3月16日
1666年 4月21日 寛文6年 3月17日
1666年 4月22日 寛文6年 3月18日
1666年 4月23日 寛文6年 3月19日
1666年 4月24日 寛文6年 3月20日
1666年 4月25日 寛文6年 3月21日
1666年 4月26日 寛文6年 3月22日
1666年 4月27日 寛文6年 3月23日
1666年 4月28日 寛文6年 3月24日
1666年 4月29日 寛文6年 3月25日
1666年 4月30日 寛文6年 3月26日
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1666年 5月1日 寛文6年 3月27日
1666年 5月2日 寛文6年 3月28日
1666年 5月3日 寛文6年 3月29日
1666年 5月4日 寛文6年 4月1日
1666年 5月5日 寛文6年 4月2日
1666年 5月6日 寛文6年 4月3日
1666年 5月7日 寛文6年 4月4日
1666年 5月8日 寛文6年 4月5日
1666年 5月9日 寛文6年 4月6日
1666年 5月10日 寛文6年 4月7日
1666年 5月11日 寛文6年 4月8日
1666年 5月12日 寛文6年 4月9日
1666年 5月13日 寛文6年 4月10日
1666年 5月14日 寛文6年 4月11日
1666年 5月15日 寛文6年 4月12日
1666年 5月16日 寛文6年 4月13日
1666年 5月17日 寛文6年 4月14日
1666年 5月18日 寛文6年 4月15日
1666年 5月19日 寛文6年 4月16日
1666年 5月20日 寛文6年 4月17日
1666年 5月21日 寛文6年 4月18日
1666年 5月22日 寛文6年 4月19日
1666年 5月23日 寛文6年 4月20日
1666年 5月24日 寛文6年 4月21日
1666年 5月25日 寛文6年 4月22日
1666年 5月26日 寛文6年 4月23日
1666年 5月27日 寛文6年 4月24日
1666年 5月28日 寛文6年 4月25日
1666年 5月29日 寛文6年 4月26日
1666年 5月30日 寛文6年 4月27日
1666年 5月31日 寛文6年 4月28日
1666年 6月1日 寛文6年 4月29日
1666年 6月2日 寛文6年 4月30日
1666年 6月3日 寛文6年 5月1日
1666年 6月4日 寛文6年 5月2日
1666年 6月5日 寛文6年 5月3日
1666年 6月6日 寛文6年 5月4日
1666年 6月7日 寛文6年 5月5日
1666年 6月8日 寛文6年 5月6日
1666年 6月9日 寛文6年 5月7日
1666年 6月10日 寛文6年 5月8日
1666年 6月11日 寛文6年 5月9日
1666年 6月12日 寛文6年 5月10日
1666年 6月13日 寛文6年 5月11日
1666年 6月14日 寛文6年 5月12日
1666年 6月15日 寛文6年 5月13日
1666年 6月16日 寛文6年 5月14日
1666年 6月17日 寛文6年 5月15日
1666年 6月18日 寛文6年 5月16日
1666年 6月19日 寛文6年 5月17日
1666年 6月20日 寛文6年 5月18日
1666年 6月21日 寛文6年 5月19日
1666年 6月22日 寛文6年 5月20日
1666年 6月23日 寛文6年 5月21日
1666年 6月24日 寛文6年 5月22日
1666年 6月25日 寛文6年 5月23日
1666年 6月26日 寛文6年 5月24日
1666年 6月27日 寛文6年 5月25日
1666年 6月28日 寛文6年 5月26日
1666年 6月29日 寛文6年 5月27日
1666年 6月30日 寛文6年 5月28日
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1666年 7月1日 寛文6年 5月29日
1666年 7月2日 寛文6年 6月1日
1666年 7月3日 寛文6年 6月2日
1666年 7月4日 寛文6年 6月3日
1666年 7月5日 寛文6年 6月4日
1666年 7月6日 寛文6年 6月5日
1666年 7月7日 寛文6年 6月6日
1666年 7月8日 寛文6年 6月7日
1666年 7月9日 寛文6年 6月8日
1666年 7月10日 寛文6年 6月9日
1666年 7月11日 寛文6年 6月10日
1666年 7月12日 寛文6年 6月11日
1666年 7月13日 寛文6年 6月12日
1666年 7月14日 寛文6年 6月13日
1666年 7月15日 寛文6年 6月14日
1666年 7月16日 寛文6年 6月15日
1666年 7月17日 寛文6年 6月16日
1666年 7月18日 寛文6年 6月17日
1666年 7月19日 寛文6年 6月18日
1666年 7月20日 寛文6年 6月19日
1666年 7月21日 寛文6年 6月20日
1666年 7月22日 寛文6年 6月21日
1666年 7月23日 寛文6年 6月22日
1666年 7月24日 寛文6年 6月23日
1666年 7月25日 寛文6年 6月24日
1666年 7月26日 寛文6年 6月25日
1666年 7月27日 寛文6年 6月26日
1666年 7月28日 寛文6年 6月27日
1666年 7月29日 寛文6年 6月28日
1666年 7月30日 寛文6年 6月29日
1666年 7月31日 寛文6年 6月30日
1666年 8月1日 寛文6年 7月1日
1666年 8月2日 寛文6年 7月2日
1666年 8月3日 寛文6年 7月3日
1666年 8月4日 寛文6年 7月4日
1666年 8月5日 寛文6年 7月5日
1666年 8月6日 寛文6年 7月6日
1666年 8月7日 寛文6年 7月7日
1666年 8月8日 寛文6年 7月8日
1666年 8月9日 寛文6年 7月9日
1666年 8月10日 寛文6年 7月10日
1666年 8月11日 寛文6年 7月11日
1666年 8月12日 寛文6年 7月12日
1666年 8月13日 寛文6年 7月13日
1666年 8月14日 寛文6年 7月14日
1666年 8月15日 寛文6年 7月15日
1666年 8月16日 寛文6年 7月16日
1666年 8月17日 寛文6年 7月17日
1666年 8月18日 寛文6年 7月18日
1666年 8月19日 寛文6年 7月19日
1666年 8月20日 寛文6年 7月20日
1666年 8月21日 寛文6年 7月21日
1666年 8月22日 寛文6年 7月22日
1666年 8月23日 寛文6年 7月23日
1666年 8月24日 寛文6年 7月24日
1666年 8月25日 寛文6年 7月25日
1666年 8月26日 寛文6年 7月26日
1666年 8月27日 寛文6年 7月27日
1666年 8月28日 寛文6年 7月28日
1666年 8月29日 寛文6年 7月29日
1666年 8月30日 寛文6年 8月1日
1666年 8月31日 寛文6年 8月2日
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1666年 9月1日 寛文6年 8月3日
1666年 9月2日 寛文6年 8月4日
1666年 9月3日 寛文6年 8月5日
1666年 9月4日 寛文6年 8月6日
1666年 9月5日 寛文6年 8月7日
1666年 9月6日 寛文6年 8月8日
1666年 9月7日 寛文6年 8月9日
1666年 9月8日 寛文6年 8月10日
1666年 9月9日 寛文6年 8月11日
1666年 9月10日 寛文6年 8月12日
1666年 9月11日 寛文6年 8月13日
1666年 9月12日 寛文6年 8月14日
1666年 9月13日 寛文6年 8月15日
1666年 9月14日 寛文6年 8月16日
1666年 9月15日 寛文6年 8月17日
1666年 9月16日 寛文6年 8月18日
1666年 9月17日 寛文6年 8月19日
1666年 9月18日 寛文6年 8月20日
1666年 9月19日 寛文6年 8月21日
1666年 9月20日 寛文6年 8月22日
1666年 9月21日 寛文6年 8月23日
1666年 9月22日 寛文6年 8月24日
1666年 9月23日 寛文6年 8月25日
1666年 9月24日 寛文6年 8月26日
1666年 9月25日 寛文6年 8月27日
1666年 9月26日 寛文6年 8月28日
1666年 9月27日 寛文6年 8月29日
1666年 9月28日 寛文6年 8月30日
1666年 9月29日 寛文6年 9月1日
1666年 9月30日 寛文6年 9月2日
1666年 10月1日 寛文6年 9月3日
1666年 10月2日 寛文6年 9月4日
1666年 10月3日 寛文6年 9月5日
1666年 10月4日 寛文6年 9月6日
1666年 10月5日 寛文6年 9月7日
1666年 10月6日 寛文6年 9月8日
1666年 10月7日 寛文6年 9月9日
1666年 10月8日 寛文6年 9月10日
1666年 10月9日 寛文6年 9月11日
1666年 10月10日 寛文6年 9月12日
1666年 10月11日 寛文6年 9月13日
1666年 10月12日 寛文6年 9月14日
1666年 10月13日 寛文6年 9月15日
1666年 10月14日 寛文6年 9月16日
1666年 10月15日 寛文6年 9月17日
1666年 10月16日 寛文6年 9月18日
1666年 10月17日 寛文6年 9月19日
1666年 10月18日 寛文6年 9月20日
1666年 10月19日 寛文6年 9月21日
1666年 10月20日 寛文6年 9月22日
1666年 10月21日 寛文6年 9月23日
1666年 10月22日 寛文6年 9月24日
1666年 10月23日 寛文6年 9月25日
1666年 10月24日 寛文6年 9月26日
1666年 10月25日 寛文6年 9月27日
1666年 10月26日 寛文6年 9月28日
1666年 10月27日 寛文6年 9月29日
1666年 10月28日 寛文6年 10月1日
1666年 10月29日 寛文6年 10月2日
1666年 10月30日 寛文6年 10月3日
1666年 10月31日 寛文6年 10月4日
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1666年 11月1日 寛文6年 10月5日
1666年 11月2日 寛文6年 10月6日
1666年 11月3日 寛文6年 10月7日
1666年 11月4日 寛文6年 10月8日
1666年 11月5日 寛文6年 10月9日
1666年 11月6日 寛文6年 10月10日
1666年 11月7日 寛文6年 10月11日
1666年 11月8日 寛文6年 10月12日
1666年 11月9日 寛文6年 10月13日
1666年 11月10日 寛文6年 10月14日
1666年 11月11日 寛文6年 10月15日
1666年 11月12日 寛文6年 10月16日
1666年 11月13日 寛文6年 10月17日
1666年 11月14日 寛文6年 10月18日
1666年 11月15日 寛文6年 10月19日
1666年 11月16日 寛文6年 10月20日
1666年 11月17日 寛文6年 10月21日
1666年 11月18日 寛文6年 10月22日
1666年 11月19日 寛文6年 10月23日
1666年 11月20日 寛文6年 10月24日
1666年 11月21日 寛文6年 10月25日
1666年 11月22日 寛文6年 10月26日
1666年 11月23日 寛文6年 10月27日
1666年 11月24日 寛文6年 10月28日
1666年 11月25日 寛文6年 10月29日
1666年 11月26日 寛文6年 11月1日
1666年 11月27日 寛文6年 11月2日
1666年 11月28日 寛文6年 11月3日
1666年 11月29日 寛文6年 11月4日
1666年 11月30日 寛文6年 11月5日
1666年 12月1日 寛文6年 11月6日
1666年 12月2日 寛文6年 11月7日
1666年 12月3日 寛文6年 11月8日
1666年 12月4日 寛文6年 11月9日
1666年 12月5日 寛文6年 11月10日
1666年 12月6日 寛文6年 11月11日
1666年 12月7日 寛文6年 11月12日
1666年 12月8日 寛文6年 11月13日
1666年 12月9日 寛文6年 11月14日
1666年 12月10日 寛文6年 11月15日
1666年 12月11日 寛文6年 11月16日
1666年 12月12日 寛文6年 11月17日
1666年 12月13日 寛文6年 11月18日
1666年 12月14日 寛文6年 11月19日
1666年 12月15日 寛文6年 11月20日
1666年 12月16日 寛文6年 11月21日
1666年 12月17日 寛文6年 11月22日
1666年 12月18日 寛文6年 11月23日
1666年 12月19日 寛文6年 11月24日
1666年 12月20日 寛文6年 11月25日
1666年 12月21日 寛文6年 11月26日
1666年 12月22日 寛文6年 11月27日
1666年 12月23日 寛文6年 11月28日
1666年 12月24日 寛文6年 11月29日
1666年 12月25日 寛文6年 11月30日
1666年 12月26日 寛文6年 12月1日
1666年 12月27日 寛文6年 12月2日
1666年 12月28日 寛文6年 12月3日
1666年 12月29日 寛文6年 12月4日
1666年 12月30日 寛文6年 12月5日
1666年 12月31日 寛文6年 12月6日
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1667年 1月1日 寛文6年 12月7日
1667年 1月2日 寛文6年 12月8日
1667年 1月3日 寛文6年 12月9日
1667年 1月4日 寛文6年 12月10日
1667年 1月5日 寛文6年 12月11日
1667年 1月6日 寛文6年 12月12日
1667年 1月7日 寛文6年 12月13日
1667年 1月8日 寛文6年 12月14日
1667年 1月9日 寛文6年 12月15日
1667年 1月10日 寛文6年 12月16日
1667年 1月11日 寛文6年 12月17日
1667年 1月12日 寛文6年 12月18日
1667年 1月13日 寛文6年 12月19日
1667年 1月14日 寛文6年 12月20日
1667年 1月15日 寛文6年 12月21日
1667年 1月16日 寛文6年 12月22日
1667年 1月17日 寛文6年 12月23日
1667年 1月18日 寛文6年 12月24日
1667年 1月19日 寛文6年 12月25日
1667年 1月20日 寛文6年 12月26日
1667年 1月21日 寛文6年 12月27日
1667年 1月22日 寛文6年 12月28日
1667年 1月23日 寛文6年 12月29日
1667年 1月24日 寛文7年 正月1日
1667年 1月25日 寛文7年 正月2日
1667年 1月26日 寛文7年 正月3日
1667年 1月27日 寛文7年 正月4日
1667年 1月28日 寛文7年 正月5日
1667年 1月29日 寛文7年 正月6日
1667年 1月30日 寛文7年 正月7日
1667年 1月31日 寛文7年 正月8日
1667年 2月1日 寛文7年 正月9日
1667年 2月2日 寛文7年 正月10日
1667年 2月3日 寛文7年 正月11日
1667年 2月4日 寛文7年 正月12日
1667年 2月5日 寛文7年 正月13日
1667年 2月6日 寛文7年 正月14日
1667年 2月7日 寛文7年 正月15日
1667年 2月8日 寛文7年 正月16日
1667年 2月9日 寛文7年 正月17日
1667年 2月10日 寛文7年 正月18日
1667年 2月11日 寛文7年 正月19日
1667年 2月12日 寛文7年 正月20日
1667年 2月13日 寛文7年 正月21日
1667年 2月14日 寛文7年 正月22日
1667年 2月15日 寛文7年 正月23日
1667年 2月16日 寛文7年 正月24日
1667年 2月17日 寛文7年 正月25日
1667年 2月18日 寛文7年 正月26日
1667年 2月19日 寛文7年 正月27日
1667年 2月20日 寛文7年 正月28日
1667年 2月21日 寛文7年 正月29日
1667年 2月22日 寛文7年 正月30日
1667年 2月23日 寛文7年 2月1日
1667年 2月24日 寛文7年 2月2日
1667年 2月25日 寛文7年 2月3日
1667年 2月26日 寛文7年 2月4日
1667年 2月27日 寛文7年 2月5日
1667年 2月28日 寛文7年 2月6日
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1667年 3月1日 寛文7年 2月7日
1667年 3月2日 寛文7年 2月8日
1667年 3月3日 寛文7年 2月9日
1667年 3月4日 寛文7年 2月10日
1667年 3月5日 寛文7年 2月11日
1667年 3月6日 寛文7年 2月12日
1667年 3月7日 寛文7年 2月13日
1667年 3月8日 寛文7年 2月14日
1667年 3月9日 寛文7年 2月15日
1667年 3月10日 寛文7年 2月16日
1667年 3月11日 寛文7年 2月17日
1667年 3月12日 寛文7年 2月18日
1667年 3月13日 寛文7年 2月19日
1667年 3月14日 寛文7年 2月20日
1667年 3月15日 寛文7年 2月21日
1667年 3月16日 寛文7年 2月22日
1667年 3月17日 寛文7年 2月23日
1667年 3月18日 寛文7年 2月24日
1667年 3月19日 寛文7年 2月25日
1667年 3月20日 寛文7年 2月26日
1667年 3月21日 寛文7年 2月27日
1667年 3月22日 寛文7年 2月28日
1667年 3月23日 寛文7年 2月29日
1667年 3月24日 寛文7年 　　2月30日
1667年 3月25日 寛文7年 閏2月1日
1667年 3月26日 寛文7年 閏2月2日
1667年 3月27日 寛文7年 閏2月3日
1667年 3月28日 寛文7年 閏2月4日
1667年 3月29日 寛文7年 閏2月5日
1667年 3月30日 寛文7年 閏2月6日
1667年 3月31日 寛文7年 閏2月7日
1667年 4月1日 寛文7年 閏2月8日
1667年 4月2日 寛文7年 閏2月9日
1667年 4月3日 寛文7年 閏2月10日
1667年 4月4日 寛文7年 閏2月11日
1667年 4月5日 寛文7年 閏2月12日
1667年 4月6日 寛文7年 閏2月13日
1667年 4月7日 寛文7年 閏2月14日
1667年 4月8日 寛文7年 閏2月15日
1667年 4月9日 寛文7年 閏2月16日
1667年 4月10日 寛文7年 閏2月17日
1667年 4月11日 寛文7年 閏2月18日
1667年 4月12日 寛文7年 閏2月19日
1667年 4月13日 寛文7年 閏2月20日
1667年 4月14日 寛文7年 閏2月21日
1667年 4月15日 寛文7年 閏2月22日
1667年 4月16日 寛文7年 閏2月23日
1667年 4月17日 寛文7年 閏2月24日
1667年 4月18日 寛文7年 閏2月25日
1667年 4月19日 寛文7年 閏2月26日
1667年 4月20日 寛文7年 閏2月27日
1667年 4月21日 寛文7年 閏2月28日
1667年 4月22日 寛文7年 閏2月29日
1667年 4月23日 寛文7年 3月1日
1667年 4月24日 寛文7年 3月2日
1667年 4月25日 寛文7年 3月3日
1667年 4月26日 寛文7年 3月4日
1667年 4月27日 寛文7年 3月5日
1667年 4月28日 寛文7年 3月6日
1667年 4月29日 寛文7年 3月7日
1667年 4月30日 寛文7年 3月8日
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1667年 5月1日 寛文7年 3月9日
1667年 5月2日 寛文7年 3月10日
1667年 5月3日 寛文7年 3月11日
1667年 5月4日 寛文7年 3月12日
1667年 5月5日 寛文7年 3月13日
1667年 5月6日 寛文7年 3月14日
1667年 5月7日 寛文7年 3月15日
1667年 5月8日 寛文7年 3月16日
1667年 5月9日 寛文7年 3月17日
1667年 5月10日 寛文7年 3月18日
1667年 5月11日 寛文7年 3月19日
1667年 5月12日 寛文7年 3月20日
1667年 5月13日 寛文7年 3月21日
1667年 5月14日 寛文7年 3月22日
1667年 5月15日 寛文7年 3月23日
1667年 5月16日 寛文7年 3月24日
1667年 5月17日 寛文7年 3月25日
1667年 5月18日 寛文7年 3月26日
1667年 5月19日 寛文7年 3月27日
1667年 5月20日 寛文7年 3月28日
1667年 5月21日 寛文7年 3月29日
1667年 5月22日 寛文7年 3月30日
1667年 5月23日 寛文7年 4月1日
1667年 5月24日 寛文7年 4月2日
1667年 5月25日 寛文7年 4月3日
1667年 5月26日 寛文7年 4月4日
1667年 5月27日 寛文7年 4月5日
1667年 5月28日 寛文7年 4月6日
1667年 5月29日 寛文7年 4月7日
1667年 5月30日 寛文7年 4月8日
1667年 5月31日 寛文7年 4月9日
1667年 6月1日 寛文7年 4月10日
1667年 6月2日 寛文7年 4月11日
1667年 6月3日 寛文7年 4月12日
1667年 6月4日 寛文7年 4月13日
1667年 6月5日 寛文7年 4月14日
1667年 6月6日 寛文7年 4月15日
1667年 6月7日 寛文7年 4月16日
1667年 6月8日 寛文7年 4月17日
1667年 6月9日 寛文7年 4月18日
1667年 6月10日 寛文7年 4月19日
1667年 6月11日 寛文7年 4月20日
1667年 6月12日 寛文7年 4月21日
1667年 6月13日 寛文7年 4月22日
1667年 6月14日 寛文7年 4月23日
1667年 6月15日 寛文7年 4月24日
1667年 6月16日 寛文7年 4月25日
1667年 6月17日 寛文7年 4月26日
1667年 6月18日 寛文7年 4月27日
1667年 6月19日 寛文7年 4月28日
1667年 6月20日 寛文7年 4月29日
1667年 6月21日 寛文7年 4月30日
1667年 6月22日 寛文7年 5月1日
1667年 6月23日 寛文7年 5月2日
1667年 6月24日 寛文7年 5月3日
1667年 6月25日 寛文7年 5月4日
1667年 6月26日 寛文7年 5月5日
1667年 6月27日 寛文7年 5月6日
1667年 6月28日 寛文7年 5月7日
1667年 6月29日 寛文7年 5月8日
1667年 6月30日 寛文7年 5月9日
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1667年 7月1日 寛文7年 5月10日
1667年 7月2日 寛文7年 5月11日
1667年 7月3日 寛文7年 5月12日
1667年 7月4日 寛文7年 5月13日
1667年 7月5日 寛文7年 5月14日
1667年 7月6日 寛文7年 5月15日
1667年 7月7日 寛文7年 5月16日
1667年 7月8日 寛文7年 5月17日
1667年 7月9日 寛文7年 5月18日
1667年 7月10日 寛文7年 5月19日
1667年 7月11日 寛文7年 5月20日
1667年 7月12日 寛文7年 5月21日
1667年 7月13日 寛文7年 5月22日
1667年 7月14日 寛文7年 5月23日
1667年 7月15日 寛文7年 5月24日
1667年 7月16日 寛文7年 5月25日
1667年 7月17日 寛文7年 5月26日
1667年 7月18日 寛文7年 5月27日
1667年 7月19日 寛文7年 5月28日
1667年 7月20日 寛文7年 5月29日
1667年 7月21日 寛文7年 6月1日
1667年 7月22日 寛文7年 6月2日
1667年 7月23日 寛文7年 6月3日
1667年 7月24日 寛文7年 6月4日
1667年 7月25日 寛文7年 6月5日
1667年 7月26日 寛文7年 6月6日
1667年 7月27日 寛文7年 6月7日
1667年 7月28日 寛文7年 6月8日
1667年 7月29日 寛文7年 6月9日
1667年 7月30日 寛文7年 6月10日
1667年 7月31日 寛文7年 6月11日
1667年 8月1日 寛文7年 6月12日
1667年 8月2日 寛文7年 6月13日
1667年 8月3日 寛文7年 6月14日
1667年 8月4日 寛文7年 6月15日
1667年 8月5日 寛文7年 6月16日
1667年 8月6日 寛文7年 6月17日
1667年 8月7日 寛文7年 6月18日
1667年 8月8日 寛文7年 6月19日
1667年 8月9日 寛文7年 6月20日
1667年 8月10日 寛文7年 6月21日
1667年 8月11日 寛文7年 6月22日
1667年 8月12日 寛文7年 6月23日
1667年 8月13日 寛文7年 6月24日
1667年 8月14日 寛文7年 6月25日
1667年 8月15日 寛文7年 6月26日
1667年 8月16日 寛文7年 6月27日
1667年 8月17日 寛文7年 6月28日
1667年 8月18日 寛文7年 6月29日
1667年 8月19日 寛文7年 6月30日
1667年 8月20日 寛文7年 7月1日
1667年 8月21日 寛文7年 7月2日
1667年 8月22日 寛文7年 7月3日
1667年 8月23日 寛文7年 7月4日
1667年 8月24日 寛文7年 7月5日
1667年 8月25日 寛文7年 7月6日
1667年 8月26日 寛文7年 7月7日
1667年 8月27日 寛文7年 7月8日
1667年 8月28日 寛文7年 7月9日
1667年 8月29日 寛文7年 7月10日
1667年 8月30日 寛文7年 7月11日
1667年 8月31日 寛文7年 7月12日

38 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1667年 9月1日 寛文7年 7月13日
1667年 9月2日 寛文7年 7月14日
1667年 9月3日 寛文7年 7月15日
1667年 9月4日 寛文7年 7月16日
1667年 9月5日 寛文7年 7月17日
1667年 9月6日 寛文7年 7月18日
1667年 9月7日 寛文7年 7月19日
1667年 9月8日 寛文7年 7月20日
1667年 9月9日 寛文7年 7月21日
1667年 9月10日 寛文7年 7月22日
1667年 9月11日 寛文7年 7月23日
1667年 9月12日 寛文7年 7月24日
1667年 9月13日 寛文7年 7月25日
1667年 9月14日 寛文7年 7月26日
1667年 9月15日 寛文7年 7月27日
1667年 9月16日 寛文7年 7月28日
1667年 9月17日 寛文7年 7月29日
1667年 9月18日 寛文7年 8月1日
1667年 9月19日 寛文7年 8月2日
1667年 9月20日 寛文7年 8月3日
1667年 9月21日 寛文7年 8月4日
1667年 9月22日 寛文7年 8月5日
1667年 9月23日 寛文7年 8月6日
1667年 9月24日 寛文7年 8月7日
1667年 9月25日 寛文7年 8月8日
1667年 9月26日 寛文7年 8月9日
1667年 9月27日 寛文7年 8月10日
1667年 9月28日 寛文7年 8月11日
1667年 9月29日 寛文7年 8月12日
1667年 9月30日 寛文7年 8月13日
1667年 10月1日 寛文7年 8月14日
1667年 10月2日 寛文7年 8月15日
1667年 10月3日 寛文7年 8月16日
1667年 10月4日 寛文7年 8月17日
1667年 10月5日 寛文7年 8月18日
1667年 10月6日 寛文7年 8月19日
1667年 10月7日 寛文7年 8月20日
1667年 10月8日 寛文7年 8月21日
1667年 10月9日 寛文7年 8月22日
1667年 10月10日 寛文7年 8月23日
1667年 10月11日 寛文7年 8月24日
1667年 10月12日 寛文7年 8月25日
1667年 10月13日 寛文7年 8月26日
1667年 10月14日 寛文7年 8月27日
1667年 10月15日 寛文7年 8月28日
1667年 10月16日 寛文7年 8月29日
1667年 10月17日 寛文7年 8月30日
1667年 10月18日 寛文7年 9月1日
1667年 10月19日 寛文7年 9月2日
1667年 10月20日 寛文7年 9月3日
1667年 10月21日 寛文7年 9月4日
1667年 10月22日 寛文7年 9月5日
1667年 10月23日 寛文7年 9月6日
1667年 10月24日 寛文7年 9月7日
1667年 10月25日 寛文7年 9月8日
1667年 10月26日 寛文7年 9月9日
1667年 10月27日 寛文7年 9月10日
1667年 10月28日 寛文7年 9月11日
1667年 10月29日 寛文7年 9月12日
1667年 10月30日 寛文7年 9月13日
1667年 10月31日 寛文7年 9月14日
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1667年 11月1日 寛文7年 9月15日
1667年 11月2日 寛文7年 9月16日
1667年 11月3日 寛文7年 9月17日
1667年 11月4日 寛文7年 9月18日
1667年 11月5日 寛文7年 9月19日
1667年 11月6日 寛文7年 9月20日
1667年 11月7日 寛文7年 9月21日
1667年 11月8日 寛文7年 9月22日
1667年 11月9日 寛文7年 9月23日
1667年 11月10日 寛文7年 9月24日
1667年 11月11日 寛文7年 9月25日
1667年 11月12日 寛文7年 9月26日
1667年 11月13日 寛文7年 9月27日
1667年 11月14日 寛文7年 9月28日
1667年 11月15日 寛文7年 9月29日
1667年 11月16日 寛文7年 10月1日
1667年 11月17日 寛文7年 10月2日
1667年 11月18日 寛文7年 10月3日
1667年 11月19日 寛文7年 10月4日
1667年 11月20日 寛文7年 10月5日
1667年 11月21日 寛文7年 10月6日
1667年 11月22日 寛文7年 10月7日
1667年 11月23日 寛文7年 10月8日
1667年 11月24日 寛文7年 10月9日
1667年 11月25日 寛文7年 10月10日
1667年 11月26日 寛文7年 10月11日
1667年 11月27日 寛文7年 10月12日
1667年 11月28日 寛文7年 10月13日
1667年 11月29日 寛文7年 10月14日
1667年 11月30日 寛文7年 10月15日
1667年 12月1日 寛文7年 10月16日
1667年 12月2日 寛文7年 10月17日
1667年 12月3日 寛文7年 10月18日
1667年 12月4日 寛文7年 10月19日
1667年 12月5日 寛文7年 10月20日
1667年 12月6日 寛文7年 10月21日
1667年 12月7日 寛文7年 10月22日
1667年 12月8日 寛文7年 10月23日
1667年 12月9日 寛文7年 10月24日
1667年 12月10日 寛文7年 10月25日
1667年 12月11日 寛文7年 10月26日
1667年 12月12日 寛文7年 10月27日
1667年 12月13日 寛文7年 10月28日
1667年 12月14日 寛文7年 10月29日
1667年 12月15日 寛文7年 11月1日
1667年 12月16日 寛文7年 11月2日
1667年 12月17日 寛文7年 11月3日
1667年 12月18日 寛文7年 11月4日
1667年 12月19日 寛文7年 11月5日
1667年 12月20日 寛文7年 11月6日
1667年 12月21日 寛文7年 11月7日
1667年 12月22日 寛文7年 11月8日
1667年 12月23日 寛文7年 11月9日
1667年 12月24日 寛文7年 11月10日
1667年 12月25日 寛文7年 11月11日
1667年 12月26日 寛文7年 11月12日
1667年 12月27日 寛文7年 11月13日
1667年 12月28日 寛文7年 11月14日
1667年 12月29日 寛文7年 11月15日
1667年 12月30日 寛文7年 11月16日
1667年 12月31日 寛文7年 11月17日
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1668年 1月1日 寛文7年 11月18日
1668年 1月2日 寛文7年 11月19日
1668年 1月3日 寛文7年 11月20日
1668年 1月4日 寛文7年 11月21日
1668年 1月5日 寛文7年 11月22日
1668年 1月6日 寛文7年 11月23日
1668年 1月7日 寛文7年 11月24日
1668年 1月8日 寛文7年 11月25日
1668年 1月9日 寛文7年 11月26日
1668年 1月10日 寛文7年 11月27日
1668年 1月11日 寛文7年 11月28日
1668年 1月12日 寛文7年 11月29日
1668年 1月13日 寛文7年 11月30日
1668年 1月14日 寛文7年 12月1日
1668年 1月15日 寛文7年 12月2日
1668年 1月16日 寛文7年 12月3日
1668年 1月17日 寛文7年 12月4日
1668年 1月18日 寛文7年 12月5日
1668年 1月19日 寛文7年 12月6日
1668年 1月20日 寛文7年 12月7日
1668年 1月21日 寛文7年 12月8日
1668年 1月22日 寛文7年 12月9日
1668年 1月23日 寛文7年 12月10日
1668年 1月24日 寛文7年 12月11日
1668年 1月25日 寛文7年 12月12日
1668年 1月26日 寛文7年 12月13日
1668年 1月27日 寛文7年 12月14日
1668年 1月28日 寛文7年 12月15日
1668年 1月29日 寛文7年 12月16日
1668年 1月30日 寛文7年 12月17日
1668年 1月31日 寛文7年 12月18日
1668年 2月1日 寛文7年 12月19日
1668年 2月2日 寛文7年 12月20日
1668年 2月3日 寛文7年 12月21日
1668年 2月4日 寛文7年 12月22日
1668年 2月5日 寛文7年 12月23日
1668年 2月6日 寛文7年 12月24日
1668年 2月7日 寛文7年 12月25日
1668年 2月8日 寛文7年 12月26日
1668年 2月9日 寛文7年 12月27日
1668年 2月10日 寛文7年 12月28日
1668年 2月11日 寛文7年 12月29日
1668年 2月12日 寛文8年 正月1日
1668年 2月13日 寛文8年 正月2日
1668年 2月14日 寛文8年 正月3日
1668年 2月15日 寛文8年 正月4日
1668年 2月16日 寛文8年 正月5日
1668年 2月17日 寛文8年 正月6日
1668年 2月18日 寛文8年 正月7日
1668年 2月19日 寛文8年 正月8日
1668年 2月20日 寛文7年 正月9日
1668年 2月21日 寛文7年 正月10日
1668年 2月22日 寛文8年 正月11日
1668年 2月23日 寛文8年 正月12日
1668年 2月24日 寛文8年 正月13日
1668年 2月25日 寛文8年 正月14日
1668年 2月26日 寛文8年 正月15日
1668年 2月27日 寛文8年 正月16日
1668年 2月28日 寛文8年 正月17日
1668年 2月29日 寛文8年 正月18日
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1668年 3月1日 寛文8年 正月19日
1668年 3月2日 寛文8年 正月20日
1668年 3月3日 寛文8年 正月21日
1668年 3月4日 寛文8年 正月22日
1668年 3月5日 寛文8年 正月23日
1668年 3月6日 寛文8年 正月24日
1668年 3月7日 寛文8年 正月25日
1668年 3月8日 寛文8年 正月26日
1668年 3月9日 寛文8年 正月27日
1668年 3月10日 寛文8年 正月28日
1668年 3月11日 寛文8年 正月29日
1668年 3月12日 寛文8年 正月30日
1668年 3月13日 寛文8年 2月1日
1668年 3月14日 寛文8年 2月2日
1668年 3月15日 寛文8年 2月3日
1668年 3月16日 寛文8年 2月4日
1668年 3月17日 寛文8年 2月5日
1668年 3月18日 寛文8年 2月6日
1668年 3月19日 寛文8年 2月7日
1668年 3月20日 寛文8年 2月8日
1668年 3月21日 寛文8年 2月9日
1668年 3月22日 寛文8年 2月10日
1668年 3月23日 寛文8年 2月11日
1668年 3月24日 寛文8年 2月12日
1668年 3月25日 寛文8年 2月13日
1668年 3月26日 寛文8年 2月14日
1668年 3月27日 寛文8年 2月15日
1668年 3月28日 寛文8年 2月16日
1668年 3月29日 寛文8年 2月17日
1668年 3月30日 寛文8年 2月18日
1668年 3月31日 寛文8年 2月19日
1668年 4月1日 寛文8年 2月20日
1668年 4月2日 寛文8年 2月21日
1668年 4月3日 寛文8年 2月22日
1668年 4月4日 寛文8年 2月23日
1668年 4月5日 寛文8年 2月24日
1668年 4月6日 寛文8年 2月25日
1668年 4月7日 寛文8年 2月26日
1668年 4月8日 寛文8年 2月27日
1668年 4月9日 寛文8年 2月28日
1668年 4月10日 寛文8年 2月29日
1668年 4月11日 寛文8年 　　2月30日
1668年 4月12日 寛文8年 3月1日
1668年 4月13日 寛文8年 3月2日
1668年 4月14日 寛文8年 3月3日
1668年 4月15日 寛文8年 3月4日
1668年 4月16日 寛文8年 3月5日
1668年 4月17日 寛文8年 3月6日
1668年 4月18日 寛文8年 3月7日
1668年 4月19日 寛文8年 3月8日
1668年 4月20日 寛文8年 3月9日
1668年 4月21日 寛文8年 3月10日
1668年 4月22日 寛文8年 3月11日
1668年 4月23日 寛文8年 3月12日
1668年 4月24日 寛文8年 3月13日
1668年 4月25日 寛文8年 3月14日
1668年 4月26日 寛文8年 3月15日
1668年 4月27日 寛文8年 3月16日
1668年 4月28日 寛文8年 3月17日
1668年 4月29日 寛文8年 3月18日
1668年 4月30日 寛文8年 3月19日
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1668年 5月1日 寛文8年 3月20日
1668年 5月2日 寛文8年 3月21日
1668年 5月3日 寛文8年 3月22日
1668年 5月4日 寛文8年 3月23日
1668年 5月5日 寛文8年 3月24日
1668年 5月6日 寛文8年 3月25日
1668年 5月7日 寛文8年 3月26日
1668年 5月8日 寛文8年 3月27日
1668年 5月9日 寛文8年 3月28日
1668年 5月10日 寛文8年 3月29日
1668年 5月11日 寛文8年 4月1日
1668年 5月12日 寛文8年 4月2日
1668年 5月13日 寛文8年 4月3日
1668年 5月14日 寛文8年 4月4日
1668年 5月15日 寛文8年 4月5日
1668年 5月16日 寛文8年 4月6日
1668年 5月17日 寛文8年 4月7日
1668年 5月18日 寛文8年 4月8日
1668年 5月19日 寛文8年 4月9日
1668年 5月20日 寛文8年 4月10日
1668年 5月21日 寛文8年 4月11日
1668年 5月22日 寛文8年 4月12日
1668年 5月23日 寛文8年 4月13日
1668年 5月24日 寛文8年 4月14日
1668年 5月25日 寛文8年 4月15日
1668年 5月26日 寛文8年 4月16日
1668年 5月27日 寛文8年 4月17日
1668年 5月28日 寛文8年 4月18日
1668年 5月29日 寛文8年 4月19日
1668年 5月30日 寛文8年 4月20日
1668年 5月31日 寛文8年 4月21日
1668年 6月1日 寛文8年 4月22日
1668年 6月2日 寛文8年 4月23日
1668年 6月3日 寛文8年 4月24日
1668年 6月4日 寛文8年 4月25日
1668年 6月5日 寛文8年 4月26日
1668年 6月6日 寛文8年 4月27日
1668年 6月7日 寛文8年 4月28日
1668年 6月8日 寛文8年 4月29日
1668年 6月9日 寛文8年 4月30日
1668年 6月10日 寛文8年 5月1日
1668年 6月11日 寛文8年 5月2日
1668年 6月12日 寛文8年 5月3日
1668年 6月13日 寛文8年 5月4日
1668年 6月14日 寛文8年 5月5日
1668年 6月15日 寛文8年 5月6日
1668年 6月16日 寛文8年 5月7日
1668年 6月17日 寛文8年 5月8日
1668年 6月18日 寛文8年 5月9日
1668年 6月19日 寛文8年 5月10日
1668年 6月20日 寛文8年 5月11日 天気能 　（殿様九ツ上刻御着座、蒔苗某を御使番に等の人事異動）　（この日から日記が始まる）
1668年 6月21日 寛文8年 5月12日 天気曇　（殿様七ツ半の老中御廻り）
1668年 6月22日 寛文8年 5月13日 天気能
1668年 6月23日 寛文8年 5月14日 天気雨降　八ツ晴　（殿様七ツ半の老中御廻なされ五ツ御帰り）
1668年 6月24日 寛文8年 5月15日 天気能　（朝五ツ半ニ御登城・御目見首尾能く相済む、御国よりの飛脚が九半迄着）
1668年 6月25日 寛文8年 5月16日 天気能　（御国へ飛脚相立ル）
1668年 6月26日 寛文8年 5月17日 少風吹
1668年 6月27日 寛文8年 5月18日 天気能　少雨降　（桂林院様へ参勤の御礼銀30枚等を送っている）
1668年 6月28日 寛文8年 5月19日 天気雲ル　雨少降
1668年 6月29日 寛文8年 5月20日 天気能　（殿様上野御廟参それより津梁院へ）
1668年 6月30日 寛文8年 5月21日 天気雨降
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1668年 7月1日 寛文8年 5月22日 天気能
1668年 7月2日 寛文8年 5月23日 天気能　（四ツ半地志ん（地震）ゆる）
1668年 7月3日 寛文8年 5月24日 天気能
1668年 7月4日 寛文8年 5月25日 天気九ツより雨ふる
1668年 7月5日 寛文8年 5月26日 天気能　（四ツ半御国より飛脚登）
1668年 7月6日 寛文8年 5月27日 天気能
1668年 7月7日 寛文8年 5月28日 天気雨少降
1668年 7月8日 寛文8年 5月29日 　　（天気の記述なし）
1668年 7月9日 寛文8年 6月1日 天気能
1668年 7月10日 寛文8年 6月2日 天気朝少雨降　（七ツ下り御国より飛脚着）
1668年 7月11日 寛文8年 6月3日 天気能　（殿様御奥様五ツ半ニ那須遠江守様へ御振舞）
1668年 7月12日 寛文8年 6月4日 天気能
1668年 7月13日 寛文8年 6月5日 天気能　（桂林院様・左門様（藩主信政の腹違いの弟）に様がついている）
1668年 7月14日 寛文8年 6月6日 天気能　（左京様（藩主信政の従兄弟で黒石藩主）・御奥様・万吉様に様、明ケ前七ツ地志ん（地震）ゆる）
1668年 7月15日 寛文8年 6月7日 天気能
1668年 7月16日 寛文8年 6月8日 天気能
1668年 7月17日 寛文8年 6月9日 天気能
1668年 7月18日 寛文8年 6月10日 天気能
1668年 7月19日 寛文8年 6月11日 天気能　（御国より七ツ半御飛脚上着）
1668年 7月20日 寛文8年 6月12日 天気雨少降
1668年 7月21日 寛文8年 6月13日 天気能
1668年 7月22日 寛文8年 6月14日 天気好
1668年 7月23日 寛文8年 6月15日 天気能
1668年 7月24日 寛文8年 6月16日 天気よく
1668年 7月25日 寛文8年 6月17日 天気能
1668年 7月26日 寛文8年 6月18日 天気能
1668年 7月27日 寛文8年 6月19日 天気能
1668年 7月28日 寛文8年 6月20日 天気好　（夜の八つ半地志ん（地震））
1668年 7月29日 寛文8年 6月21日 天気能
1668年 7月30日 寛文8年 6月22日 天気能
1668年 7月31日 寛文8年 6月23日 天気能
1668年 8月1日 寛文8年 6月24日 天気能
1668年 8月2日 寛文8年 6月25日 天気能
1668年 8月3日 寛文8年 6月26日 天気能
1668年 8月4日 寛文8年 6月27日 天気能
1668年 8月5日 寛文8年 6月28日 天気能
1668年 8月6日 寛文8年 6月29日 天気能　（暮六半御国より飛脚上着）
1668年 8月7日 寛文8年 6月30日 天気能　（昨晩の飛脚が200両の為替手形を持参?）
1668年 8月8日 寛文8年 7月1日 天気能
1668年 8月9日 寛文8年 7月2日 天気能
1668年 8月10日 寛文8年 7月3日 天気能
1668年 8月11日 寛文8年 7月4日 天気能
1668年 8月12日 寛文8年 7月5日 天気能
1668年 8月13日 寛文8年 7月6日 天気
1668年 8月14日 寛文8年 7月7日 天気能
1668年 8月15日 寛文8年 7月8日 天気能
1668年 8月16日 寛文8年 7月9日 天気よく
1668年 8月17日 寛文8年 7月10日 天気能　（夜八つ小伝馬町火事）
1668年 8月18日 寛文8年 7月11日 天気朝少雨降
1668年 8月19日 寛文8年 7月12日 天気能
1668年 8月20日 寛文8年 7月13日 天気能
1668年 8月21日 寛文8年 7月14日 天気能
1668年 8月22日 寛文8年 7月15日 天気能
1668年 8月23日 寛文8年 7月16日 天気能
1668年 8月24日 寛文8年 7月17日 天気能　（御切米渡し様：5両（春1両2歩銀10匁・夏1両2歩銀10匁・暮1両2歩銀10文目以下春登2両2分……）とあるが分らない）
1668年 8月25日 寛文8年 7月18日 天気能　（御国へ御飛脚下ス）
1668年 8月26日 寛文8年 7月19日 天気能
1668年 8月27日 寛文8年 7月20日 天気能
1668年 8月28日 寛文8年 7月21日 天気能
1668年 8月29日 寛文8年 7月22日 天気能
1668年 8月30日 寛文8年 7月23日 天気能
1668年 8月31日 寛文8年 7月24日 天気能
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1668年 9月1日 寛文8年 7月25日 天気能　（水桶60てうちん（提灯?）15出?）
1668年 9月2日 寛文8年 7月26日 天気少夕立　（泉光院様に様）
1668年 9月3日 寛文8年 7月27日 天気能
1668年 9月4日 寛文8年 7月28日 天気少雨降
1668年 9月5日 寛文8年 7月29日 　　（天気の記述なし）
1668年 9月6日 寛文8年 7月30日 天気能
1668年 9月7日 寛文8年 8月1日 天気能　少雨降
1668年 9月8日 寛文8年 8月2日 天気能
1668年 9月9日 寛文8年 8月3日 天気少雨降
1668年 9月10日 寛文8年 8月4日 天気大雨降
1668年 9月11日 寛文8年 8月5日 天気能
1668年 9月12日 寛文8年 8月6日 天気能
1668年 9月13日 寛文8年 8月7日 天気能
1668年 9月14日 寛文8年 8月8日 天気能
1668年 9月15日 寛文8年 8月9日 天気雨降
1668年 9月16日 寛文8年 8月10日 夜九つ時分より雨降
1668年 9月17日 寛文8年 8月11日 雨降　（御国より之御飛脚八つ前到着）
1668年 9月18日 寛文8年 8月12日 雨降
1668年 9月19日 寛文8年 8月13日 天気能
1668年 9月20日 寛文8年 8月14日 天気能
1668年 9月21日 寛文8年 8月15日 天気能
1668年 9月22日 寛文8年 8月16日 天気能
1668年 9月23日 寛文8年 8月17日 天気能　申ノ下刻より雨降
1668年 9月24日 寛文8年 8月18日 雨降
1668年 9月25日 寛文8年 8月19日 朝雨降　（御飛脚御国へ御下八つ）
1668年 9月26日 寛文8年 8月20日 雨時々少降
1668年 9月27日 寛文8年 8月21日 雨降
1668年 9月28日 寛文8年 8月22日 天気能
1668年 9月29日 寛文8年 8月23日 天気能
1668年 9月30日 寛文8年 8月24日 天気能
1668年 10月1日 寛文8年 8月25日 天気能　
1668年 10月2日 寛文8年 8月26日 天気曇ル
1668年 10月3日 寛文8年 8月27日 雨降　八つより晴
1668年 10月4日 寛文8年 8月28日 天気能
1668年 10月5日 寛文8年 8月29日 天気能
1668年 10月6日 寛文8年 9月1日 天気能
1668年 10月7日 寛文8年 9月2日 天気能
1668年 10月8日 寛文8年 9月3日 天気能
1668年 10月9日 寛文8年 9月4日 大雨降　風　（大風大雨が上屋敷屏吹たをし候）
1668年 10月10日 寛文8年 9月5日 天気能　（御飛脚2人小知行御国へ下し申し候）
1668年 10月11日 寛文8年 9月6日 天気能　（三谷勘四郎より小判200両御借り成され御家中へ御扶持方に遣わされ候、上野時鐘の奉加に銀3枚遣わされ候）
1668年 10月12日 寛文8年 9月7日 天気能
1668年 10月13日 寛文8年 9月8日 天気能
1668年 10月14日 寛文8年 9月9日 天気能
1668年 10月15日 寛文8年 9月10日 天気能　夜五つ半少雨降
1668年 10月16日 寛文8年 9月11日 天気能
1668年 10月17日 寛文8年 9月12日 天気能
1668年 10月18日 寛文8年 9月13日 　　（天気の記述なし）
1668年 10月19日 寛文8年 9月14日 少雨降　（暮に及び御国より飛脚到着）
1668年 10月20日 寛文8年 9月15日 雨降
1668年 10月21日 寛文8年 9月16日 雨降
1668年 10月22日 寛文8年 9月17日 天気晴
1668年 10月23日 寛文8年 9月18日 　　（天気の記述なし）
1668年 10月24日 寛文8年 9月19日 天気能
1668年 10月25日 寛文8年 9月20日 天気能
1668年 10月26日 寛文8年 9月21日 天気能
1668年 10月27日 寛文8年 9月22日 天気能
1668年 10月28日 寛文8年 9月23日 天気悪　雨降
1668年 10月29日 寛文8年 9月24日 天気能
1668年 10月30日 寛文8年 9月25日 天気能
1668年 10月31日 寛文8年 9月26日 天気能
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1668年 11月1日 寛文8年 9月27日 天気能
1668年 11月2日 寛文8年 9月28日 天気能
1668年 11月3日 寛文8年 9月29日 天気能
1668年 11月4日 寛文8年 9月30日 天気能
1668年 11月5日 寛文8年 10月1日 天気能　夜五つ雨少降
1668年 11月6日 寛文8年 10月2日 天気能
1668年 11月7日 寛文8年 10月3日 風吹　（御使役一番・御使役二番という用語あり）
1668年 11月8日 寛文8年 10月4日 天気能
1668年 11月9日 寛文8年 10月5日 天気能
1668年 11月10日 寛文8年 10月6日 天気能
1668年 11月11日 寛文8年 10月7日 天気能
1668年 11月12日 寛文8年 10月8日 天気能　（御国より御金持参）
1668年 11月13日 寛文8年 10月9日 天気能
1668年 11月14日 寛文8年 10月10日 天気能
1668年 11月15日 寛文8年 10月11日 天気能　但?風吹
1668年 11月16日 寛文8年 10月12日 天気能
1668年 11月17日 寛文8年 10月13日 天気能
1668年 11月18日 寛文8年 10月14日 天気曇
1668年 11月19日 寛文8年 10月15日 天気能
1668年 11月20日 寛文8年 10月16日 雨降
1668年 11月21日 寛文8年 10月17日 天気能　少風吹　（左門様御奥様同夜（昨夜と思うがいつか不明）御遠行・葬礼暮れ六つ過ニ津梁院で）
1668年 11月22日 寛文8年 10月18日 天気能
1668年 11月23日 寛文8年 10月19日 天気能
1668年 11月24日 寛文8年 10月20日 天気能　（御国へ御飛脚四つ上刻下ス）
1668年 11月25日 寛文8年 10月21日 天気能
1668年 11月26日 寛文8年 10月22日 天気能　（京屋敷に送った赭土について書いてある：事情不明、がへ（替え）と読みたくなるような濁点だろうかあり）
1668年 11月27日 寛文8年 10月23日 天気能
1668年 11月28日 寛文8年 10月24日 天気能
1668年 11月29日 寛文8年 10月25日 天気能
1668年 11月30日 寛文8年 10月26日 天気能
1668年 12月1日 寛文8年 10月27日 天気能
1668年 12月2日 寛文8年 10月28日 天気曇ル　暮雨降　（御飛脚九つニ差下候）
1668年 12月3日 寛文8年 10月29日 天気能　（御国からの材木船が流れ着いた仙台寒沢に御家中を派遣する、800余の材木を寒沢より板久（後の潮来）迄小廻しニ船にて廻し……）
1668年 12月4日 寛文8年 11月1日 天気朝曇ル
1668年 12月5日 寛文8年 11月2日 天気能　（御国より赭土5駄到着）
1668年 12月6日 寛文8年 11月3日 天気曇ル　暮五つ大風吹
1668年 12月7日 寛文8年 11月4日 天気能　朝風少吹
1668年 12月8日 寛文8年 11月5日 雨降
1668年 12月9日 寛文8年 11月6日 天気能
1668年 12月10日 寛文8年 11月7日 天気能
1668年 12月11日 寛文8年 11月8日 天気能
1668年 12月12日 寛文8年 11月9日 天気能
1668年 12月13日 寛文8年 11月10日 天気能　少風吹
1668年 12月14日 寛文8年 11月11日 天気能
1668年 12月15日 寛文8年 11月12日 天気能　夜ニ入風吹
1668年 12月16日 寛文8年 11月13日 天気能
1668年 12月17日 寛文8年 11月14日 曇ル　七つ時分雪降
1668年 12月18日 寛文8年 11月15日 天気能　朝少雪降
1668年 12月19日 寛文8年 11月16日 天気能　但七つより雪降
1668年 12月20日 寛文8年 11月17日 　　（日記の保存なし）
1668年 12月21日 寛文8年 11月18日 天気能
1668年 12月22日 寛文8年 11月19日 天気能　（御国より御飛脚登ル九つ半）
1668年 12月23日 寛文8年 11月20日 天気曇
1668年 12月24日 寛文8年 11月21日 風吹
1668年 12月25日 寛文8年 11月22日 天気曇ル
1668年 12月26日 寛文8年 11月23日 天気能
1668年 12月27日 寛文8年 11月24日 風少吹
1668年 12月28日 寛文8年 11月25日 天気能　（夜五つ浅草寺町火事）
1668年 12月29日 寛文8年 11月26日 天気能
1668年 12月30日 寛文8年 11月27日 天気能
1668年 12月31日 寛文8年 11月28日 天気能　（御国より御飛脚九つ時分到着）
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1669年 1月1日 寛文8年 11月29日 天気能
1669年 1月2日 寛文8年 11月30日 天気能
1669年 1月3日 寛文8年 12月1日 天気能
1669年 1月4日 寛文8年 12月2日 天気能　（御国へ御飛脚下ス4人）
1669年 1月5日 寛文8年 12月3日 天気雨降
1669年 1月6日 寛文8年 12月4日 天気能
1669年 1月7日 寛文8年 12月5日 天気能
1669年 1月8日 寛文8年 12月6日 天気能
1669年 1月9日 寛文8年 12月7日 天気能
1669年 1月10日 寛文8年 12月8日 天気能
1669年 1月11日 寛文8年 12月9日 天気能
1669年 1月12日 寛文8年 12月10日 天気能
1669年 1月13日 寛文8年 12月11日 天気能　（昼九つ地志ん（地震）候）
1669年 1月14日 寛文8年 12月12日 天気能　（昼九つ過ぎ地志ん（地震））
1669年 1月15日 寛文8年 12月13日 天気能
1669年 1月16日 寛文8年 12月14日 風吹
1669年 1月17日 寛文8年 12月15日 天気能
1669年 1月18日 寛文8年 12月16日 風吹
1669年 1月19日 寛文8年 12月17日 天気能
1669年 1月20日 寛文8年 12月18日 少風吹
1669年 1月21日 寛文8年 12月19日 天気能　（本?丁二丁目焼火但四町焼：弘前にそれらしい記事なし・江戸か?)
1669年 1月22日 寛文8年 12月20日 天気能
1669年 1月23日 寛文8年 12月21日 天気能
1669年 1月24日 寛文8年 12月22日 天気能　少風吹　(御国より御飛脚八つ前登ル）
1669年 1月25日 寛文8年 12月23日 天気能
1669年 1月26日 寛文8年 12月24日 小雨降　（濁点の初見かな・殿様御出で成され候時分何時に寄らず御持槍ごみ払……）
1669年 1月27日 寛文8年 12月25日 天気雲
1669年 1月28日 寛文8年 12月26日 雨降
1669年 1月29日 寛文8年 12月27日 天気能
1669年 1月30日 寛文8年 12月28日 天気能　（（虫虫：飛脚か)御国より暮六つ過ニ到着）
1669年 1月31日 寛文8年 12月29日 雲ル
1669年 2月1日 寛文9年 正月1日 天気能　少風吹
1669年 2月2日 寛文9年 正月2日 天気能　（御謡始）
1669年 2月3日 寛文9年 正月3日 天気能
1669年 2月4日 寛文9年 正月4日 天気能　少風吹
1669年 2月5日 寛文9年 正月5日 天気能　（津軽へ御飛脚下ス朝五ツ）
1669年 2月6日 寛文9年 正月6日 少風吹
1669年 2月7日 寛文9年 正月7日 少雪吹
1669年 2月8日 寛文9年 正月8日 天気能
1669年 2月9日 寛文9年 正月9日 少雪降　（津軽より御飛脚暮六つ半到着）
1669年 2月10日 寛文9年 正月10日 天気能　（棟方某に御加増100石）
1669年 2月11日 寛文9年 正月11日 天気能
1669年 2月12日 寛文9年 正月12日 天気能
1669年 2月13日 寛文9年 正月13日 雪降
1669年 2月14日 寛文9年 正月14日 雪降
1669年 2月15日 寛文9年 正月15日 天気雲ル
1669年 2月16日 寛文9年 正月16日 少風吹
1669年 2月17日 寛文9年 正月17日 　　（天気の記述なし）
1669年 2月18日 寛文9年 正月18日 天気能　（御国へ御飛脚下しなされ候四つ半）
1669年 2月19日 寛文9年 正月19日 天気能
1669年 2月20日 寛文9年 正月20日 天気能　（津軽より御飛脚夜五つ半到着）
1669年 2月21日 寛文9年 正月21日 天気能　（津軽左京様に様）
1669年 2月22日 寛文9年 正月22日 天気能
1669年 2月23日 寛文9年 正月23日 天気能
1669年 2月24日 寛文9年 正月24日 天気能
1669年 2月25日 寛文9年 正月25日 天気能　（津軽御飛脚2人他2人の都合4人下ス）
1669年 2月26日 寛文9年 正月26日 天気能
1669年 2月27日 寛文9年 正月27日 天気能
1669年 2月28日 寛文9年 正月28日 風吹
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1669年 3月1日 寛文9年 正月29日 天気雲
1669年 3月2日 寛文9年 2月1日 天気能　（津軽より御飛脚登ル但暮及）
1669年 3月3日 寛文9年 2月2日 天気能
1669年 3月4日 寛文9年 2月3日 天気能　少雲ル
1669年 3月5日 寛文9年 2月4日 雨降
1669年 3月6日 寛文9年 2月5日 天気能
1669年 3月7日 寛文9年 2月6日 天気雲
1669年 3月8日 寛文9年 2月7日 雨降
1669年 3月9日 寛文9年 2月8日 雨降
1669年 3月10日 寛文9年 2月9日 天気能
1669年 3月11日 寛文9年 2月10日 天気能
1669年 3月12日 寛文9年 2月11日 天気能
1669年 3月13日 寛文9年 2月12日 天気能
1669年 3月14日 寛文9年 2月13日 天気能　（御飛脚相立ル）
1669年 3月15日 寛文9年 2月14日 天気能
1669年 3月16日 寛文9年 2月15日 雨降
1669年 3月17日 寛文9年 2月16日 天気能
1669年 3月18日 寛文9年 2月17日 天気能
1669年 3月19日 寛文9年 2月18日 天気能
1669年 3月20日 寛文9年 2月19日 四つ時分過少雨降
1669年 3月21日 寛文9年 2月20日 雨降
1669年 3月22日 寛文9年 2月21日 少風吹
1669年 3月23日 寛文9年 2月22日 風吹
1669年 3月24日 寛文9年 2月23日 天気能　（御飛脚津軽へ下ス、地志ん（地震）ゆる九つ過ぎ）
1669年 3月25日 寛文9年 2月24日 天気能
1669年 3月26日 寛文9年 2月25日 風吹　（夜五つ半過火事・上野東浄院?）
1669年 3月27日 寛文9年 2月26日 雲ル
1669年 3月28日 寛文9年 2月27日 天気能
1669年 3月29日 寛文9年 2月28日 朝雨降る　四つ時分より天気能
1669年 3月30日 寛文9年 2月29日 天気能
1669年 3月31日 寛文9年 　　2月30日天気能
1669年 4月1日 寛文9年 3月1日 天気能
1669年 4月2日 寛文9年 3月2日 朝雨降　昼天気能　夜ニ入雨降
1669年 4月3日 寛文9年 3月3日 雨降
1669年 4月4日 寛文9年 3月4日 雪降
1669年 4月5日 寛文9年 3月5日 天気能
1669年 4月6日 寛文9年 3月6日 風吹
1669年 4月7日 寛文9年 3月7日 天気能
1669年 4月8日 寛文9年 3月8日 天気能　（雷雨七つ半時分昼之）
1669年 4月9日 寛文9年 3月9日 天気能
1669年 4月10日 寛文9年 3月10日 天気能
1669年 4月11日 寛文9年 3月11日 雨降
1669年 4月12日 寛文9年 3月12日 天気能
1669年 4月13日 寛文9年 3月13日 天気能　七つ下り雨降
1669年 4月14日 寛文9年 3月14日 天気能
1669年 4月15日 寛文9年 3月15日 天気能　少風吹　（四つ過頃?津軽へ御飛脚下ス、大久保某の辻番引き継ぐ・一間ほう1本さすまた1本くまて1本等の道具が見える）
1669年 4月16日 寛文9年 3月16日 天気能　（御国より御飛脚登・七つ上着）
1669年 4月17日 寛文9年 3月17日 天気能
1669年 4月18日 寛文9年 3月18日 天気能
1669年 4月19日 寛文9年 3月19日 天気能
1669年 4月20日 寛文9年 3月20日 天気能
1669年 4月21日 寛文9年 3月21日 天気能
1669年 4月22日 寛文9年 3月22日 天気能
1669年 4月23日 寛文9年 3月23日 天気能
1669年 4月24日 寛文9年 3月24日 天気能
1669年 4月25日 寛文9年 3月25日 天気能
1669年 4月26日 寛文9年 3月26日 天気雲　晩及雨降　（御国より金登ル）
1669年 4月27日 寛文9年 3月27日 雨降
1669年 4月28日 寛文9年 3月28日 天気能
1669年 4月29日 寛文9年 3月29日 天気能
1669年 4月30日 寛文9年 4月1日 雨降
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1669年 5月1日 寛文9年 4月2日 天気能　（津軽より御飛脚登）
1669年 5月2日 寛文9年 4月3日 天気能
1669年 5月3日 寛文9年 4月4日 天気能　（高瀬船御徳分（得分：取り分）が延々と書いてある）
1669年 5月4日 寛文9年 4月5日 天気能
1669年 5月5日 寛文9年 4月6日 雨降
1669年 5月6日 寛文9年 4月7日 雨降
1669年 5月7日 寛文9年 4月8日 雨降
1669年 5月8日 寛文9年 4月9日 　　（天気の記述なし）
1669年 5月9日 寛文9年 4月10日 天気能
1669年 5月10日 寛文9年 4月11日 風吹
1669年 5月11日 寛文9年 4月12日 天気能　（御飛脚津軽より到着）
1669年 5月12日 寛文9年 4月13日 天気能
1669年 5月13日 寛文9年 4月14日 天気能
1669年 5月14日 寛文9年 4月15日 天気能
1669年 5月15日 寛文9年 4月16日 風吹
1669年 5月16日 寛文9年 4月17日 少風吹　（御老中様より暇の御奉書あり）
1669年 5月17日 寛文9年 4月18日 雨降　（殿様五つ半御登城成され候・則御暇御拝領成される・銀100枚袷10御頂戴遊ばされる）
1669年 5月18日 寛文9年 4月19日 朝之内雨降　九つ天気晴
1669年 5月19日 寛文9年 4月20日 天気能
1669年 5月20日 寛文9年 4月21日 天気能
1669年 5月21日 寛文9年 4月22日 天気雲ル
1669年 5月22日 寛文9年 4月23日 天気雲ル
1669年 5月23日 寛文9年 4月24日 天気雲ル
1669年 5月24日 寛文9年 4月25日 天気能
1669年 5月25日 寛文9年 4月26日 天気能
1669年 5月26日 寛文9年 4月27日 朝雨降　五つより晴　風少吹
1669年 5月27日 寛文9年 4月28日 雨降　（及暮御飛脚従津軽登：津軽からの飛脚が暮になって到着?）
1669年 5月28日 寛文9年 4月29日 雨降
1669年 5月29日 寛文9年 4月30日 天気能　但雲ル
1669年 5月30日 寛文9年 5月1日 天気能　（易の講釈が4月の1か月に8回書かれている・これが今でいう学問?）
1669年 5月31日 寛文9年 5月2日 天気能　（役者観（金偏に見えるが）世新九郎同新十郎今春（金春）宗左衛門……・多くの流派を使ったらしい）
1669年 6月1日 寛文9年 5月3日 天気能
1669年 6月2日 寛文9年 5月4日 曇ル
1669年 6月3日 寛文9年 5月5日 天気能
1669年 6月4日 寛文9年 5月6日 雨降
1669年 6月5日 寛文9年 5月7日 雨降
1669年 6月6日 寛文9年 5月8日 曇ル
1669年 6月7日 寛文9年 5月9日 雨降
1669年 6月8日 寛文9年 5月10日 天気能　（津軽より御飛脚申之刻上着）
1669年 6月9日 寛文9年 5月11日 天気能　（御国の北の廓の橋の件に関して御奉書あり）
1669年 6月10日 寛文9年 5月12日 天気能　（津軽へ御飛脚御下し成され候）
1669年 6月11日 寛文9年 5月13日 　　（天気の記述なし）
1669年 6月12日 寛文9年 5月14日 　　（天気の記述なし）
1669年 6月13日 寛文9年 5月15日 　　（天気の記述なし）
1669年 6月14日 寛文9年 5月16日 天気能
1669年 6月15日 寛文9年 5月17日 天気好
1669年 6月16日 寛文9年 5月18日 雨少降
1669年 6月17日 寛文9年 5月19日 天気能
1669年 6月18日 寛文9年 5月20日 天気悪
1669年 6月19日 寛文9年 5月21日 天気能
1669年 6月20日 寛文9年 5月22日 天気能
1669年 6月21日 寛文9年 5月23日 雨降
1669年 6月22日 寛文9年 5月24日 天気能　（御飛脚八つ下津軽下ス）
1669年 6月23日 寛文9年 5月25日 雨降　（御国より御飛脚登）
1669年 6月24日 寛文9年 5月26日 雨降
1669年 6月25日 寛文9年 5月27日 天気能
1669年 6月26日 寛文9年 5月28日 朝雨降
1669年 6月27日 寛文9年 5月29日 天気能
1669年 6月28日 寛文9年 6月1日 雨降
1669年 6月29日 寛文9年 6月2日 雨降　（御飛脚登）
1669年 6月30日 寛文9年 6月3日 天気能　（津軽へ御飛脚下）
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1669年 7月1日 寛文9年 6月4日 雨降
1669年 7月2日 寛文9年 6月5日 天気能
1669年 7月3日 寛文9年 6月6日 天気能　（津軽より御飛脚登ル）
1669年 7月4日 寛文9年 6月7日 　　（天気の記述なし）
1669年 7月5日 寛文9年 6月8日 天気能
1669年 7月6日 寛文9年 6月9日 天気能
1669年 7月7日 寛文9年 6月10日 朝雨降　四つ時分天気能
1669年 7月8日 寛文9年 6月11日 天気雲ル
1669年 7月9日 寛文9年 6月12日 　　（天気の記述なし）
1669年 7月10日 寛文9年 6月13日 雲ル
1669年 7月11日 寛文9年 6月14日 天気雲ル　雨少降　（津軽より小知行御飛脚登ル）
1669年 7月12日 寛文9年 6月15日 天気　時々雨降
1669年 7月13日 寛文9年 6月16日 雨降
1669年 7月14日 寛文9年 6月17日 天気能
1669年 7月15日 寛文9年 6月18日 雨降　（御飛脚津軽下ス・但昼九つ、津軽より御飛脚・夜八つ上着）
1669年 7月16日 寛文9年 6月19日 雨降
1669年 7月17日 寛文9年 6月20日 　　（日記の保存なし）
1669年 7月18日 寛文9年 6月21日 雨降
1669年 7月19日 寛文9年 6月22日 小雨降　（毛内某（安兵衛?）が御国で病死?切支丹類族だろうにさらり）
1669年 7月20日 寛文9年 6月23日 天気能
1669年 7月21日 寛文9年 6月24日 天気能
1669年 7月22日 寛文9年 6月25日 天気能
1669年 7月23日 寛文9年 6月26日 天気能
1669年 7月24日 寛文9年 6月27日 天気能　（申の刻御飛脚登ル）
1669年 7月25日 寛文9年 6月28日 天気能
1669年 7月26日 寛文9年 6月29日 天気能
1669年 7月27日 寛文9年 6月30日 天気能
1669年 7月28日 寛文9年 7月1日 天気能　（弘前からこの日江戸から弘前に向かっているであろう殿様あてに松前の蜂起の件について飛脚立てている）
1669年 7月29日 寛文9年 7月2日 天気能
1669年 7月30日 寛文9年 7月3日 天気能　夜ニ入雨降
1669年 7月31日 寛文9年 7月4日 天気能
1669年 8月1日 寛文9年 7月5日 天気能　昼九雨降少雷
1669年 8月2日 寛文9年 7月6日 天気能
1669年 8月3日 寛文9年 7月7日 天気能
1669年 8月4日 寛文9年 7月8日 天気能
1669年 8月5日 寛文9年 7月9日 天気能
1669年 8月6日 寛文9年 7月10日 天気能
1669年 8月7日 寛文9年 7月11日 天気能　（御飛脚登ル）
1669年 8月8日 寛文9年 7月12日 天気能
1669年 8月9日 寛文9年 7月13日 天気能　（飛脚の内容が分からない・盆之御施餓鬼例年の如く）
1669年 8月10日 寛文9年 7月14日 天気能
1669年 8月11日 寛文9年 7月15日 天気能　（松前狄之儀ニ付小知行3人に道中7日の早飛脚ニ下す）
1669年 8月12日 寛文9年 7月16日 天気能　（暮六つ半御国よりはや飛脚到着・松前狄蜂起ニ付）
1669年 8月13日 寛文9年 7月17日 天気能
1669年 8月14日 寛文9年 7月18日 　　（日記の保存なし）
1669年 8月15日 寛文9年 7月19日 　　（日記の保存なし）
1669年 8月16日 寛文9年 7月20日 　　（天気の記述なし）　（殿様夜七半ニ御当地御発駕、天気能く候・御発足の御飛脚を国元へ立てる）
1669年 8月17日 寛文9年 7月21日 　　（天気の記述なし）　但し本文末に「天気よし」
1669年 8月18日 寛文9年 7月22日 天気能
1669年 8月19日 寛文9年 7月23日 天気能
1669年 8月20日 寛文9年 7月24日 天気能
1669年 8月21日 寛文9年 7月25日 天気能
1669年 8月22日 寛文9年 7月26日 天気能
1669年 8月23日 寛文9年 7月27日 天気能　（御国元へ之御飛脚下ス）
1669年 8月24日 寛文9年 7月28日 大風大雨ふる……御座候
1669年 8月25日 寛文9年 7月29日 天気よし
1669年 8月26日 寛文9年 7月30日 天気くもる　（御国元への御飛脚立ル）
1669年 8月27日 寛文9年 8月1日 天気少悪敷?○九時分より雨ふる
1669年 8月28日 寛文9年 8月2日 雨ふり
1669年 8月29日 寛文9年 8月3日 　　（天気の記述なし）　（御飛脚下ス）
1669年 8月30日 寛文9年 8月4日 天気悪敷雨る　（御飛脚道中ニ上)
1669年 8月31日 寛文9年 8月5日 天気悪し
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1669年 9月1日 寛文9年 8月6日 朝之内くもる?
1669年 9月2日 寛文9年 8月7日 天気能
1669年 9月3日 寛文9年 8月8日 天気能　（御飛脚御国元へ立ル）
1669年 9月4日 寛文9年 8月9日 夜中より雨降
1669年 9月5日 寛文9年 8月10日 天気あしく
1669年 9月6日 寛文9年 8月11日 夜中大雨天気あしく　夜八つ過ニ地震　（飛脚立ル）
1669年 9月7日 寛文9年 8月12日 天気あしく
1669年 9月8日 寛文9年 8月13日 天気よし　（大風吹）
1669年 9月9日 寛文9年 8月14日 天気能
1669年 9月10日 寛文9年 8月15日 天気能　（御飛脚下ル）
1669年 9月11日 寛文9年 8月16日 天気よし
1669年 9月12日 寛文9年 8月17日 同断（天気よし）
1669年 9月13日 寛文9年 8月18日 雨ふる
1669年 9月14日 寛文9年 8月19日 天気よし
1669年 9月15日 寛文9年 8月20日 天気よし
1669年 9月16日 寛文9年 8月21日 　　（天気の記述なし?）
1669年 9月17日 寛文9年 8月22日 天気よし
1669年 9月18日 寛文9年 8月23日 天気よし　（暁に早飛脚4人）
1669年 9月19日 寛文9年 8月24日 雨ふる　（御飛脚3人下す）
1669年 9月20日 寛文9年 8月25日 天気能　（国元より御飛脚巳上刻ニ登ル）
1669年 9月21日 寛文9年 8月26日 天気よし　夜雨ふる
1669年 9月22日 寛文9年 8月27日 　　（天気の記述なし?）　（夜七半ニ御飛脚到着）
1669年 9月23日 寛文9年 8月28日 天気よし　（午刻ニ御飛脚両人下す）
1669年 9月24日 寛文9年 8月29日 天気能　（御飛脚夜五半ニ登ル両人）
1669年 9月25日 寛文9年 9月1日 天気晴る　（夜八つニ飛脚到着）
1669年 9月26日 寛文9年 9月2日 天気能
1669年 9月27日 寛文9年 9月3日 天気能
1669年 9月28日 寛文9年 9月4日 天気少くもる　（御飛脚午上刻に下ス）
1669年 9月29日 寛文9年 9月5日 天気くもる
1669年 9月30日 寛文9年 9月6日 天気あしく
1669年 10月1日 寛文9年 9月7日 雨ふる　（御国よりの御飛脚夜五つニ上着）
1669年 10月2日 寛文9年 9月8日 天気少あしし?
1669年 10月3日 寛文9年 9月9日 天気あしく雨ふる　（夜六半に御飛脚上ル、夜中大雨大風）
1669年 10月4日 寛文9年 9月10日 雨ふる　（五半ニ御飛脚下ス）
1669年 10月5日 寛文9年 9月11日 雨ふる　（暁御飛脚御国元より上ル・そのあと読めない）
1669年 10月6日 寛文9年 9月12日 天気能　（昼八ツ時分御飛脚下す、御国元少々御飛脚……以下不明）
1669年 10月7日 寛文9年 9月13日 天気少あしし　夜雨ふる
1669年 10月8日 寛文9年 9月14日 天気能
1669年 10月9日 寛文9年 9月15日 天気能　（御国元より朝四半に御飛脚上る、昼九半ニ御飛脚又上ル、夜七つに御飛脚上ル）
1669年 10月10日 寛文9年 9月16日 天気よし　（御国元へ御飛脚下ス、夜七つニ御飛脚上ル）
1669年 10月11日 寛文9年 9月17日 天気よし　朝霜ふり
1669年 10月12日 寛文9年 9月18日 天気能
1669年 10月13日 寛文9年 9月19日 　　（天気の記述なし?）　（辰之刻に御飛脚立て申し候、夜ル?八つ御国元より御飛脚上ル、昼七つ御飛脚上ル）
1669年 10月14日 寛文9年 9月20日 天気能　辻風吹
1669年 10月15日 寛文9年 9月21日 天気能　（昼七つに御飛脚上ル）
1669年 10月16日 寛文9年 9月22日 天気能
1669年 10月17日 寛文9年 9月23日 天気少悪く　夜雨ふる
1669年 10月18日 寛文9年 9月24日 天気能　（朝巳之上刻ニ御国元より御飛脚両人上ル）
1669年 10月19日 寛文9年 9月25日 天気能
1669年 10月20日 寛文9年 9月26日 雨ふる　（辰之下刻御飛脚上ル、夜中雨ふる）
1669年 10月21日 寛文9年 9月27日 天気曇?る　（辰之上刻雨?ふる、飛脚両人下ス）
1669年 10月22日 寛文9年 9月28日 天気能
1669年 10月23日 寛文9年 9月29日 少雨ふる　（酉之下刻御飛脚上ル、夜亥刻御飛脚下（上かも）ル）
1669年 10月24日 寛文9年 9月30日 天気能　（御国元へ御飛脚下すその後かな飛脚上る）
1669年 10月25日 寛文9年 10月1日 天気能
1669年 10月26日 寛文9年 10月2日 天気能　（未之上刻津軽へ御飛脚下ス）
1669年 10月27日 寛文9年 10月3日 天気能
1669年 10月28日 寛文9年 10月4日 雨ふる　
1669年 10月29日 寛文9年 10月5日 天気能
1669年 10月30日 寛文9年 10月6日 天気能　（暮六半ニ御飛脚上ル）
1669年 10月31日 寛文9年 10月7日 天気能
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1669年 11月1日 寛文9年 10月8日 天気能
1669年 11月2日 寛文9年 10月9日 天気能　（晩七に御飛脚上ル）
1669年 11月3日 寛文9年 10月10日 天気能
1669年 11月4日 寛文9年 10月11日 天気能
1669年 11月5日 寛文9年 10月12日 晩雨ふる　（暮六半ニ御飛脚上ル）
1669年 11月6日 寛文9年 10月13日 天気あ?しし
1669年 11月7日 寛文9年 10月14日 雨ふる　（公事あり）
1669年 11月8日 寛文9年 10月15日 天気能
1669年 11月9日 寛文9年 10月16日 天気能
1669年 11月10日 寛文9年 10月17日 天気能　（辰之刻ニ御飛脚下ス、巳之刻ニ御飛脚立ル）
1669年 11月11日 寛文9年 10月18日 天気能
1669年 11月12日 寛文9年 10月19日 同断（天気能）　（夜昼三度地震）
1669年 11月13日 寛文9年 10月20日 天気晴
1669年 11月14日 寛文9年 10月21日 少雨ふる　四時分より風吹
1669年 11月15日 寛文9年 10月22日 天気あしく
1669年 11月16日 寛文9年 10月23日 天気能　（御飛脚辰之上刻ニ下ス）
1669年 11月17日 寛文9年 10月24日 同断（天気能）　（巳之下刻ニ御飛脚上ル）
1669年 11月18日 寛文9年 10月25日 天気能
1669年 11月19日 寛文9年 10月26日 天気能　（御国元よりの御飛脚八半ニ上ル）
1669年 11月20日 寛文9年 10月27日 天気能
1669年 11月21日 寛文9年 10月28日 雨ふる　かミなり（雷）婦る成（降るなり）
1669年 11月22日 寛文9年 10月29日 天気能　（国元へ御飛脚午之下刻下ス）
1669年 11月23日 寛文9年 10月30日 天気能
1669年 11月24日 寛文9年 閏10月1日 天快能　（閏十月の閏が壬になっている）
1669年 11月25日 寛文9年 閏10月2日 天気能　夜之五つに地震
1669年 11月26日 寛文9年 閏10月3日 天気能
1669年 11月27日 寛文9年 閏10月4日 天気能　（昼八つニ御飛脚上ル）
1669年 11月28日 寛文9年 閏10月5日 天気能　（地震）
1669年 11月29日 寛文9年 閏10月6日 天気能
1669年 11月30日 寛文9年 閏10月7日 天気能
1669年 12月1日 寛文9年 閏10月8日 天気能　（朝五半ニ御飛脚上ル、京都へ飛脚上ス）
1669年 12月2日 寛文9年 閏10月9日 天気能
1669年 12月3日 寛文9年 閏10月10日天気能
1669年 12月4日 寛文9年 閏10月11日同断（天気能）　（御飛脚4人下ス（2人を2回出したのかな?））
1669年 12月5日 寛文9年 閏10月12日天気能
1669年 12月6日 寛文9年 閏10月13日雨ふる　（辰の上刻ニ御飛脚下ス、御国元より御飛脚夜亥?下刻に上ル）
1669年 12月7日 寛文9年 閏10月14日天気能
1669年 12月8日 寛文9年 閏10月15日天気悪し　（申ノ上刻ニ御飛脚下ス）
1669年 12月9日 寛文9年 閏10月16日天気能
1669年 12月10日 寛文9年 閏10月17日同（天気能）　（御国元より御飛脚四つ半時ニ上ル）
1669年 12月11日 寛文9年 閏10月18日同（天気能）
1669年 12月12日 寛文9年 閏10月19日同（天気能）　（御国元へ申ノ下刻御飛脚下ス）
1669年 12月13日 寛文9年 閏10月20日天気能
1669年 12月14日 寛文9年 閏10月21日天気能　（暮六半風吹）
1669年 12月15日 寛文9年 閏10月22日天気能
1669年 12月16日 寛文9年 閏10月23日天気能　（辰之下刻飛脚上ル　巳之下刻飛脚上ル）
1669年 12月17日 寛文9年 閏10月24日天気能
1669年 12月18日 寛文9年 閏10月25日天気能　夜五半より雨ふる
1669年 12月19日 寛文9年 閏10月26日天気能　（午ノ下刻御飛脚上ル）
1669年 12月20日 寛文9年 閏10月27日天気くもる　（巳ノ下刻ニ御飛脚下ス）
1669年 12月21日 寛文9年 閏10月28日天気能
1669年 12月22日 寛文9年 閏10月29日天気能　（この後に晦日（存在しえない日）の記事（天気能）あり：津軽の私大（勝手に小の月を大の月にすること・多分弘前藩だけではない）の一例か?）
1669年 12月23日 寛文9年 11月1日 天気能
1669年 12月24日 寛文9年 11月2日 天気能
1669年 12月25日 寛文9年 11月3日 天気能　（午下刻京都へ之飛脚帰ル）
1669年 12月26日 寛文9年 11月4日 天気能
1669年 12月27日 寛文9年 11月5日 　　（天気の記述なし）　（辰の上刻ニ御飛脚下ス）
1669年 12月28日 寛文9年 11月6日 天気能
1669年 12月29日 寛文9年 11月7日 天気能　（申之上刻少火事御座候）
1669年 12月30日 寛文9年 11月8日 天気能
1669年 12月31日 寛文9年 11月9日 天気能
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1670年 1月1日 寛文9年 11月10日 天気能
1670年 1月2日 寛文9年 11月11日 天気能
1670年 1月3日 寛文9年 11月12日 天気能　（午下刻二飛脚下）
1670年 1月4日 寛文9年 11月13日 天気能　（亥乃上刻に御飛脚上ル）
1670年 1月5日 寛文9年 11月14日 天気能
1670年 1月6日 寛文9年 11月15日 天気能
1670年 1月7日 寛文9年 11月16日 天気能
1670年 1月8日 寛文9年 11月17日 天気能
1670年 1月9日 寛文9年 11月18日 天気能
1670年 1月10日 寛文9年 11月19日 天気能　（御飛脚下ス）
1670年 1月11日 寛文9年 11月20日 天気悪　夜中雨ふる
1670年 1月12日 寛文9年 11月21日 天気悪
1670年 1月13日 寛文9年 11月22日 徒よき（強き）風吹
1670年 1月14日 寛文9年 11月23日 　　（天気の記述なし）　（平蔵様（弘前藩主信政の前名?）へ御帰陣?乃御飛脚にて御飛脚下ス、暮六半ニ御飛脚上ル）
1670年 1月15日 寛文9年 11月24日 天気能
1670年 1月16日 寛文9年 11月25日 天気能
1670年 1月17日 寛文9年 11月26日 天気具毛る（曇る）
1670年 1月18日 寛文9年 11月27日 天気悪し
1670年 1月19日 寛文9年 11月28日 殊の外○○申し候（天気かどうか不明）　（御飛脚申ノ上刻ニ3人下ス）
1670年 1月20日 寛文9年 11月29日 天気くもる
1670年 1月21日 寛文9年 11月30日 天気能
1670年 1月22日 寛文9年 12月1日 天気能
1670年 1月23日 寛文9年 12月2日 天気能　（御飛脚下ス）
1670年 1月24日 寛文9年 12月3日 大風大風吹
1670年 1月25日 寛文9年 12月4日 天気あかる　（巳之下刻ニ御国元より鱈登ル、午之上刻杉山八兵衛登ル）
1670年 1月26日 寛文9年 12月5日 天気くもる　（杉山八兵衛暮七半ニ土井能登守様へ○○申し候）
1670年 1月27日 寛文9年 12月6日 天気能　（○○申し次へ杉山八兵衛罷り登、是は松前より罷り帰り……）
1670年 1月28日 寛文9年 12月7日 風吹
1670年 1月29日 寛文9年 12月8日 天気能
1670年 1月30日 寛文9年 12月9日 天気能　（未の上刻二御飛脚上ル）
1670年 1月31日 寛文9年 12月10日 天気能　（御飛脚両人下ス）
1670年 2月1日 寛文9年 12月11日 天気能
1670年 2月2日 寛文9年 12月12日 同断（天気能）　（昼九ニ時分公事）
1670年 2月3日 寛文9年 12月13日 同断（天気能）
1670年 2月4日 寛文9年 12月14日 同断（天気能）
1670年 2月5日 寛文9年 12月15日 風吹
1670年 2月6日 寛文9年 12月16日 同断（風吹）　（御飛脚申ノ下刻ニ下ス）
1670年 2月7日 寛文9年 12月17日 　　（天気の記述なし）
1670年 2月8日 寛文9年 12月18日 天気能
1670年 2月9日 寛文9年 12月19日 天気能　（未之下刻二飛脚上ル）
1670年 2月10日 寛文9年 12月20日 朝霜立　（飛脚下ス、巳之下刻杉山八兵衛下ル）
1670年 2月11日 寛文9年 12月21日 天気能
1670年 2月12日 寛文9年 12月22日 同断（天気能）
1670年 2月13日 寛文9年 12月23日 天気　（未の下刻御飛脚上る）
1670年 2月14日 寛文9年 12月24日 風吹
1670年 2月15日 寛文9年 12月25日 風吹　（申の下刻より御尺?町より火事）
1670年 2月16日 寛文9年 12月26日 天気能
1670年 2月17日 寛文9年 12月27日 天気能
1670年 2月18日 寛文9年 12月28日 天気能
1670年 2月19日 寛文9年 12月29日 　　（天気の記述なし）
1670年 2月20日 寛文10年正月1日 天気能
1670年 2月21日 寛文10年正月2日 同断（天気能）
1670年 2月22日 寛文10年正月3日 同断（天気能）　（午の下刻辻風）
1670年 2月23日 寛文10年正月4日 天気能
1670年 2月24日 寛文10年正月5日 天気能
1670年 2月25日 寛文10年正月6日 同断（天気能）
1670年 2月26日 寛文10年正月7日 同断（天気能）
1670年 2月27日 寛文10年正月8日 　　（天気の記述なし）　（御国元より○（子か）之上刻ニ蝋燭上ル）
1670年 2月28日 寛文10年正月9日 天気能　大霜ふる
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1670年 3月1日 寛文10年正月10日 天気能
1670年 3月2日 寛文10年正月11日 少々風吹　雨ふる
1670年 3月3日 寛文10年正月12日 天気能
1670年 3月4日 寛文10年正月13日 大風にて四方阿らし（嵐?）
1670年 3月5日 寛文10年正月14日 天気能
1670年 3月6日 寛文10年正月15日 大雪ふる
1670年 3月7日 寛文10年正月16日 天気くらし
1670年 3月8日 寛文10年正月17日 雨ふる　（御飛脚6人上ル）
1670年 3月9日 寛文10年正月18日 　　（天気の記述なし）
1670年 3月10日 寛文10年正月19日 　　（天気の記述なし）　（御飛脚下ス6人、酉の時津軽より御飛脚上ル）
1670年 3月11日 寛文10年正月20日 天気悪し
1670年 3月12日 寛文10年正月21日 雪ふる
1670年 3月13日 寛文10年正月22日 少天気能
1670年 3月14日 寛文10年正月23日 天気能　（御飛脚申ノ上刻下ス）
1670年 3月15日 寛文10年正月24日 午之上刻より大風吹大風吹く
1670年 3月16日 寛文10年正月25日 大風吹
1670年 3月17日 寛文10年正月26日 大風吹
1670年 3月18日 寛文10年正月27日 天気能
1670年 3月19日 寛文10年正月28日 同断（天気能）
1670年 3月20日 寛文10年正月29日 天気能
1670年 3月21日 寛文10年 2月1日 巳の刻まで雪天
1670年 3月22日 寛文10年 2月2日 天気能　（御飛脚酉之下刻上ル）
1670年 3月23日 寛文10年 2月3日 天気悪　（御国元よりの御飛脚出ル?）
1670年 3月24日 寛文10年 2月4日 雨ふる
1670年 3月25日 寛文10年 2月5日 天気能
1670年 3月26日 寛文10年 2月6日 　　（天気の記述なし）　（御飛脚下ス）
1670年 3月27日 寛文10年 2月7日 天気能　（早飛脚午の刻ニ3人下ス）
1670年 3月28日 寛文10年 2月8日 天気能　（御飛脚下ス）
1670年 3月29日 寛文10年 2月9日 天気悪
1670年 3月30日 寛文10年 2月10日 雨ふる
1670年 3月31日 寛文10年 2月11日 天気能
1670年 4月1日 寛文10年 2月12日 同断（天気能）
1670年 4月2日 寛文10年 2月13日 天気能
1670年 4月3日 寛文10年 2月14日 同断（天気能）
1670年 4月4日 寛文10年 2月15日 同断（天気能）
1670年 4月5日 寛文10年 2月16日 風吹
1670年 4月6日 寛文10年 2月17日 天気能　（辰之上刻ニ御飛脚下ス）
1670年 4月7日 寛文10年 2月18日 天気能
1670年 4月8日 寛文10年 2月19日 少風吹
1670年 4月9日 寛文10年 2月20日 雨ふる
1670年 4月10日 寛文10年 2月21日 （同断（雨ふる）　昼八つ時分より晴ル
1670年 4月11日 寛文10年 2月22日 夜三半時分より雨ふる　（昼八ニ御飛脚4人上ル）
1670年 4月12日 寛文10年 2月23日 　　（天気の記述なし）
1670年 4月13日 寛文10年 2月24日 　　（天気の記述なし）
1670年 4月14日 寛文10年 2月25日 　　（天気の記述なし）
1670年 4月15日 寛文10年 2月26日 天気能
1670年 4月16日 寛文10年 2月27日 天気能
1670年 4月17日 寛文10年 2月28日 天気能　（昼九ニ飛脚・又同八つニ飛脚両度）
1670年 4月18日 寛文10年 2月29日 　　（天気の記述なし）
1670年 4月19日 寛文10年　　2月30日天気能
1670年 4月20日 寛文10年 3月1日 天気能
1670年 4月21日 寛文10年 3月2日 同断（天気能）　（御国元への御飛脚昼四つノ頭?ニ下ス）
1670年 4月22日 寛文10年 3月3日 風吹
1670年 4月23日 寛文10年 3月4日 少風吹
1670年 4月24日 寛文10年 3月5日 天気能
1670年 4月25日 寛文10年 3月6日 天気能　（御国元より御飛脚昼ノ午上刻ニ上ル）
1670年 4月26日 寛文10年 3月7日 天気能　（昼の午下刻に津軽へ御飛脚3人下す、亥ノ上刻ニ津軽より御飛脚登ル）
1670年 4月27日 寛文10年 3月8日 天気能
1670年 4月28日 寛文10年 3月9日 天気能　辰ノ上刻ニ御飛脚下ス）
1670年 4月29日 寛文10年 3月10日 雨ふる
1670年 4月30日 寛文10年 3月11日 雨ふる
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1670年 5月1日 寛文10年 3月12日 天気能
1670年 5月2日 寛文10年 3月13日 天気能　（夜五半ニどこかの屋敷が出火）
1670年 5月3日 寛文10年 3月14日 天気能
1670年 5月4日 寛文10年 3月15日 雨ふる　（未之下刻ニ飛脚登ル）
1670年 5月5日 寛文10年 3月16日 天気能　（酉之上刻ニ飛脚下ス）
1670年 5月6日 寛文10年 3月17日 天気能
1670年 5月7日 寛文10年 3月18日 天気能
1670年 5月8日 寛文10年 3月19日 天気能
1670年 5月9日 寛文10年 3月20日 同断（天気能）
1670年 5月10日 寛文10年 3月21日 天気能
1670年 5月11日 寛文10年 3月22日 同断（天気能）
1670年 5月12日 寛文10年 3月23日 同断（天気能）
1670年 5月13日 寛文10年 3月24日 　　（天気の記述なし）　（御飛脚下ス）
1670年 5月14日 寛文10年 3月25日 同断（前日の天気がなく?多分天気能）
1670年 5月15日 寛文10年 3月26日 同断（天気能か）
1670年 5月16日 寛文10年 3月27日 天気能
1670年 5月17日 寛文10年 3月28日 同断（天気能か）
1670年 5月18日 寛文10年 3月29日 同断（天気能か）
1670年 5月19日 寛文10年 4月1日 雨ふる
1670年 5月20日 寛文10年 4月2日 夜七つ時分天気上ル　朝辰之上刻より大風吹
1670年 5月21日 寛文10年 4月3日 天気能
1670年 5月22日 寛文10年 4月4日 天気能
1670年 5月23日 寛文10年 4月5日 天気能
1670年 5月24日 寛文10年 4月6日 　　（天気の記述なし）　（御国元へ御飛脚下ス）
1670年 5月25日 寛文10年 4月7日 天気能　（御国元より御飛脚上ル）
1670年 5月26日 寛文10年 4月8日 天気能　（夜雨ふる）
1670年 5月27日 寛文10年 4月9日 天気能　（申下刻御国元より御飛脚登ル）
1670年 5月28日 寛文10年 4月10日 天気能
1670年 5月29日 寛文10年 4月11日 天気能　（11日と12日の境界付近の12日よりに天気の記述、11日は天気の記述なしかもしれない）
1670年 5月30日 寛文10年 4月12日 天気能
1670年 5月31日 寛文10年 4月13日 同断（天気能）
1670年 6月1日 寛文10年 4月14日 同断（天気能）
1670年 6月2日 寛文10年 4月15日 　　（天気の記述なし）
1670年 6月3日 寛文10年 4月16日 　　（天気の記述なし）
1670年 6月4日 寛文10年 4月17日 天気
1670年 6月5日 寛文10年 4月18日 天気能
1670年 6月6日 寛文10年 4月19日 天気能　（御国元への御飛脚下ス）
1670年 6月7日 寛文10年 4月20日 天気能
1670年 6月8日 寛文10年 4月21日 天気能
1670年 6月9日 寛文10年 4月22日 天気能　（御国元より御飛脚登ル）
1670年 6月10日 寛文10年 4月23日 天気能
1670年 6月11日 寛文10年 4月24日 　　（天気の記述なし）　（御飛脚下す）
1670年 6月12日 寛文10年 4月25日 天気能
1670年 6月13日 寛文10年 4月26日 天気悪し
1670年 6月14日 寛文10年 4月27日 天気能
1670年 6月15日 寛文10年 4月28日 雨ふる　（御飛脚下ス）
1670年 6月16日 寛文10年 4月29日 　　（天気の記述なし）
1670年 6月17日 寛文10年 4月30日 　　（天気の記述なし）
1670年 6月18日 寛文10年 5月1日 　　（天気の記述なし）
1670年 6月19日 寛文10年 5月2日 天気能
1670年 6月20日 寛文10年 5月3日 　　（天気の記述なし）
1670年 6月21日 寛文10年 5月4日 天気能
1670年 6月22日 寛文10年 5月5日 雨ふる
1670年 6月23日 寛文10年 5月6日 天気能　（御飛脚登ル）
1670年 6月24日 寛文10年 5月7日 天気少悪
1670年 6月25日 寛文10年 5月8日 天気能
1670年 6月26日 寛文10年 5月9日 天気能
1670年 6月27日 寛文10年 5月10日 天気悪
1670年 6月28日 寛文10年 5月11日 雨ふる　（酉之刻ニ御飛脚上ル）
1670年 6月29日 寛文10年 5月12日 　　（天気の記述なし）　（御飛脚下す）
1670年 6月30日 寛文10年 5月13日 天気悪
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1670年 7月1日 寛文10年 5月14日 天気くもる
1670年 7月2日 寛文10年 5月15日 天気能
1670年 7月3日 寛文10年 5月16日 同断（天気能）
1670年 7月4日 寛文10年 5月17日 同断（天気能）
1670年 7月5日 寛文10年 5月18日 同断（天気能）　（夜八下刻ニ御飛脚上ル）
1670年 7月6日 寛文10年 5月19日 同断（天気能）
1670年 7月7日 寛文10年 5月20日 同断（天気能）
1670年 7月8日 寛文10年 5月21日 天気能
1670年 7月9日 寛文10年 5月22日 天気能
1670年 7月10日 寛文10年 5月23日 同断（天気能）　（御国元より御飛脚上ル）
1670年 7月11日 寛文10年 5月24日 同断（天気能）
1670年 7月12日 寛文10年 5月25日 同断（天気能）
1670年 7月13日 寛文10年 5月26日 同断（天気能）　（申下刻二早飛脚下ス）
1670年 7月14日 寛文10年 5月27日 同断（天気能）　（辰下刻二4人飛脚下ス）
1670年 7月15日 寛文10年 5月28日 同断（天気能）
1670年 7月16日 寛文10年 5月29日 同断（天気能）　（御飛脚ス）　この後に本来存在しない5月30日の記述：30日　同断（天気能）
1670年 7月17日 寛文10年 6月1日 天気能　（今日酉之下刻ニ御飛脚上ル）
1670年 7月18日 寛文10年 6月2日 天気少くもる
1670年 7月19日 寛文10年 6月3日 昼九半時分より天気能　（代鶴敷?西風吹候　江戸中破損はなはだしく?家なとつふれ申し候由）
1670年 7月20日 寛文10年 6月4日 天気能あしし?
1670年 7月21日 寛文10年 6月5日 天気能
1670年 7月22日 寛文10年 6月6日 天気能
1670年 7月23日 寛文10年 6月7日 少雨ふる
1670年 7月24日 寛文10年 6月8日 　　（天気の記述なし）　（朝ノ四半時分ニ御飛脚上ル）
1670年 7月25日 寛文10年 6月9日 天気○○○
1670年 7月26日 寛文10年 6月10日 天気能
1670年 7月27日 寛文10年 6月11日 同断（天気能）　（御飛脚酉ノ下刻二立ル）
1670年 7月28日 寛文10年 6月12日 天気能
1670年 7月29日 寛文10年 6月13日 同断（天気能）
1670年 7月30日 寛文10年 6月14日 同断（天気能）　（辰之刻ニ御飛脚下ス）
1670年 7月31日 寛文10年 6月15日 天気能
1670年 8月1日 寛文10年 6月16日 同断（天気能）
1670年 8月2日 寛文10年 6月17日 同断（天気能）　（夜八時分ニ御飛脚上ル）
1670年 8月3日 寛文10年 6月18日 同断（天気能）　（昼四つニ御飛脚上ル）
1670年 8月4日 寛文10年 6月19日 同断（天気能）
1670年 8月5日 寛文10年 6月20日 同断（天気能）
1670年 8月6日 寛文10年 6月21日 同断（天気能）　（御飛脚上ル）
1670年 8月7日 寛文10年 6月22日 同断（天気能）
1670年 8月8日 寛文10年 6月23日 同断（天気能）　（未之下刻御飛脚両度上ル）
1670年 8月9日 寛文10年 6月24日 同断（天気能）
1670年 8月10日 寛文10年 6月25日 同断（天気能）
1670年 8月11日 寛文10年 6月26日 同断（天気能）
1670年 8月12日 寛文10年 6月27日 同断（天気能）　（申の上刻ニ御飛脚4人下ス）
1670年 8月13日 寛文10年 6月28日 雨ふる　（辰之下刻御飛脚両人上ル）
1670年 8月14日 寛文10年 6月29日 天気能
1670年 8月15日 寛文10年 6月30日 天気能
1670年 8月16日 寛文10年 7月1日 天気能
1670年 8月17日 寛文10年 7月2日 同断（天気能）
1670年 8月18日 寛文10年 7月3日 同断（天気能）　（御飛脚上ル）
1670年 8月19日 寛文10年 7月4日 同断（天気能）
1670年 8月20日 寛文10年 7月5日 同断（天気能）
1670年 8月21日 寛文10年 7月6日 同断（天気能）
1670年 8月22日 寛文10年 7月7日 同断（天気能）
1670年 8月23日 寛文10年 7月8日 天気能
1670年 8月24日 寛文10年 7月9日 同断（天気能）
1670年 8月25日 寛文10年 7月10日 同断（天気能）
1670年 8月26日 寛文10年 7月11日 同断（天気能）
1670年 8月27日 寛文10年 7月12日 同断（天気能）
1670年 8月28日 寛文10年 7月13日 同断（天気能）
1670年 8月29日 寛文10年 7月14日 同断（天気能）
1670年 8月30日 寛文10年 7月15日 同断（天気能）
1670年 8月31日 寛文10年 7月16日 同断（天気能）
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1670年 9月1日 寛文10年 7月17日 同断（天気能）　（酉之上刻ニ飛脚上ル）
1670年 9月2日 寛文10年 7月18日 天気悪　（辰之上刻飛脚下ス）
1670年 9月3日 寛文10年 7月19日 天気能
1670年 9月4日 寛文10年 7月20日 同断（天気能）
1670年 9月5日 寛文10年 7月21日 同断（天気能）
1670年 9月6日 寛文10年 7月22日 同断（天気能）
1670年 9月7日 寛文10年 7月23日 同断（天気能）
1670年 9月8日 寛文10年 7月24日 同断（天気能）
1670年 9月9日 寛文10年 7月25日 同断（天気能）
1670年 9月10日 寛文10年 7月26日 同断（天気能）
1670年 9月11日 寛文10年 7月27日 大雨ふる
1670年 9月12日 寛文10年 7月28日 天気能
1670年 9月13日 寛文10年 7月29日 同断（天気能）
1670年 9月14日 寛文10年 8月1日 天気能
1670年 9月15日 寛文10年 8月2日 同断（天気能）　（御飛脚下ル）
1670年 9月16日 寛文10年 8月3日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月17日 寛文10年 8月4日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月18日 寛文10年 8月5日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月19日 寛文10年 8月6日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月20日 寛文10年 8月7日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月21日 寛文10年 8月8日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月22日 寛文10年 8月9日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月23日 寛文10年 8月10日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月24日 寛文10年 8月11日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月25日 寛文10年 8月12日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月26日 寛文10年 8月13日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月27日 寛文10年 8月14日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月28日 寛文10年 8月15日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月29日 寛文10年 8月16日 　　（日記の保存なし）
1670年 9月30日 寛文10年 8月17日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月1日 寛文10年 8月18日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月2日 寛文10年 8月19日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月3日 寛文10年 8月20日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月4日 寛文10年 8月21日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月5日 寛文10年 8月22日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月6日 寛文10年 8月23日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月7日 寛文10年 8月24日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月8日 寛文10年 8月25日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月9日 寛文10年 8月26日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月10日 寛文10年 8月27日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月11日 寛文10年 8月28日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月12日 寛文10年 8月29日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月13日 寛文10年 8月30日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月14日 寛文10年 9月1日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月15日 寛文10年 9月2日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月16日 寛文10年 9月3日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月17日 寛文10年 9月4日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月18日 寛文10年 9月5日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月19日 寛文10年 9月6日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月20日 寛文10年 9月7日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月21日 寛文10年 9月8日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月22日 寛文10年 9月9日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月23日 寛文10年 9月10日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月24日 寛文10年 9月11日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月25日 寛文10年 9月12日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月26日 寛文10年 9月13日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月27日 寛文10年 9月14日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月28日 寛文10年 9月15日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月29日 寛文10年 9月16日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月30日 寛文10年 9月17日 　　（日記の保存なし）
1670年 10月31日 寛文10年 9月18日 　　（日記の保存なし）
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1670年 11月1日 寛文10年 9月19日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月2日 寛文10年 9月20日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月3日 寛文10年 9月21日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月4日 寛文10年 9月22日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月5日 寛文10年 9月23日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月6日 寛文10年 9月24日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月7日 寛文10年 9月25日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月8日 寛文10年 9月26日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月9日 寛文10年 9月27日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月10日 寛文10年 9月28日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月11日 寛文10年 9月29日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月12日 寛文10年 9月30日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月13日 寛文10年 10月1日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月14日 寛文10年 10月2日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月15日 寛文10年 10月3日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月16日 寛文10年 10月4日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月17日 寛文10年 10月5日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月18日 寛文10年 10月6日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月19日 寛文10年 10月7日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月20日 寛文10年 10月8日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月21日 寛文10年 10月9日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月22日 寛文10年 10月10日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月23日 寛文10年 10月11日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月24日 寛文10年 10月12日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月25日 寛文10年 10月13日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月26日 寛文10年 10月14日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月27日 寛文10年 10月15日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月28日 寛文10年 10月16日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月29日 寛文10年 10月17日 　　（日記の保存なし）
1670年 11月30日 寛文10年 10月18日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月1日 寛文10年 10月19日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月2日 寛文10年 10月20日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月3日 寛文10年 10月21日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月4日 寛文10年 10月22日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月5日 寛文10年 10月23日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月6日 寛文10年 10月24日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月7日 寛文10年 10月25日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月8日 寛文10年 10月26日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月9日 寛文10年 10月27日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月10日 寛文10年 10月28日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月11日 寛文10年 10月29日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月12日 寛文10年 10月30日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月13日 寛文10年 11月1日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月14日 寛文10年 11月2日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月15日 寛文10年 11月3日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月16日 寛文10年 11月4日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月17日 寛文10年 11月5日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月18日 寛文10年 11月6日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月19日 寛文10年 11月7日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月20日 寛文10年 11月8日 　　（日記の保存なし）
1670年 12月21日 寛文10年 11月9日 天気能　（殿様糟壁迄夜八ツ過ニ御発駕・増賀（草加?）で昼休直ちに御下屋敷江御出御上屋敷江ハ未ノ上刻御着座・則晩脇能登様江御出）
1670年 12月22日 寛文10年 11月10日 天気能　（朝六つニ御老中様江御出押付（おっつけ？）帰、御国江之飛脚立ル）
1670年 12月23日 寛文10年 11月11日 天気能
1670年 12月24日 寛文10年 11月12日 天気能
1670年 12月25日 寛文10年 11月13日 天気能
1670年 12月26日 寛文10年 11月14日 天気能
1670年 12月27日 寛文10年 11月15日 少々風吹　（御座之間で大道寺宇左衛門に400石の御加増、平蔵様（どなたでしょうね?）江御目見……）
1670年 12月28日 寛文10年 11月16日 天気能　（今月3日国元発の飛脚が今日申ノ上刻ニ上着）
1670年 12月29日 寛文10年 11月17日 天気　（板久（潮来?）より飛脚到来）
1670年 12月30日 寛文10年 11月18日 天気能
1670年 12月31日 寛文10年 11月19日 天気能
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1671年 1月1日 寛文10年 11月20日 天気能　（御国へ之飛脚辰之上刻立ル）
1671年 1月2日 寛文10年 11月21日 天気能
1671年 1月3日 寛文10年 11月22日 天気能
1671年 1月4日 寛文10年 11月23日 天気能
1671年 1月5日 寛文10年 11月24日 天気好
1671年 1月6日 寛文10年 11月25日 天気好
1671年 1月7日 寛文10年 11月26日 天気能
1671年 1月8日 寛文10年 11月27日 天気能
1671年 1月9日 寛文10年 11月28日 昨夜より今日迄雪五六寸降　（朝六つ半ニ御登城）
1671年 1月10日 寛文10年 11月29日 曇寒天
1671年 1月11日 寛文10年 12月1日 雨少々降
1671年 1月12日 寛文10年 12月2日 天気能　昼過より風少し
1671年 1月13日 寛文10年 12月3日 天気好
1671年 1月14日 寛文10年 12月4日 天気能　（御納戸役戸田某・横岡某せいし申付ル：幕末に北海道に渡り戦病死したという小説?を書いた横岡某の先祖?）
1671年 1月15日 寛文10年 12月5日 天気能
1671年 1月16日 寛文10年 12月6日 天気能
1671年 1月17日 寛文10年 12月7日 天気能
1671年 1月18日 寛文10年 12月8日 天気能　（御飛脚下ス、夜九つ地震）
1671年 1月19日 寛文10年 12月9日 天気能
1671年 1月20日 寛文10年 12月10日 天気能
1671年 1月21日 寛文10年 12月11日 　　（天気の記述なし）
1671年 1月22日 寛文10年 12月12日 　　（天気の記述なし）
1671年 1月23日 寛文10年 12月13日 　　（天気の記述なし）
1671年 1月24日 寛文10年 12月14日 　　（天気の記述なし）
1671年 1月25日 寛文10年 12月15日 　　（天気の記述なし）
1671年 1月26日 寛文10年 12月16日 　　（天気の記述なし）
1671年 1月27日 寛文10年 12月17日 　　（天気の記述なし）　（御国元より飛脚暮に上着）
1671年 1月28日 寛文10年 12月18日 　　（天気の記述なし）
1671年 1月29日 寛文10年 12月19日 天気好
1671年 1月30日 寛文10年 12月20日 昨夜より雪今日迄
1671年 1月31日 寛文10年 12月21日 雨天
1671年 2月1日 寛文10年 12月22日 昨日よりの雨今日迄
1671年 2月2日 寛文10年 12月23日 天気能
1671年 2月3日 寛文10年 12月24日 天気能　但曇　（10日に国元立御飛脚暮て到着）
1671年 2月4日 寛文10年 12月25日 　　（天気の記述なし）
1671年 2月5日 寛文10年 12月26日 朝雪少降　夫より晴曇
1671年 2月6日 寛文10年 12月27日 天気能
1671年 2月7日 寛文10年 12月28日 天気能
1671年 2月8日 寛文10年 12月29日 天気能
1671年 2月9日 寛文10年 12月30日 天気能
1671年 2月10日 寛文11年正月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月11日 寛文11年正月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月12日 寛文11年正月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月13日 寛文11年正月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月14日 寛文11年正月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月15日 寛文11年正月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月16日 寛文11年正月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月17日 寛文11年正月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月18日 寛文11年正月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月19日 寛文11年正月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月20日 寛文11年正月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月21日 寛文11年正月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月22日 寛文11年正月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月23日 寛文11年正月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月24日 寛文11年正月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月25日 寛文11年正月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月26日 寛文11年正月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月27日 寛文11年正月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 2月28日 寛文11年正月19日 　　（日記の保存なし）
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1671年 3月1日 寛文11年正月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月2日 寛文11年正月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月3日 寛文11年正月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月4日 寛文11年正月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月5日 寛文11年正月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月6日 寛文11年正月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月7日 寛文11年正月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月8日 寛文11年正月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月9日 寛文11年正月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月10日 寛文11年正月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月11日 寛文11年 2月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月12日 寛文11年 2月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月13日 寛文11年 2月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月14日 寛文11年 2月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月15日 寛文11年 2月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月16日 寛文11年 2月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月17日 寛文11年 2月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月18日 寛文11年 2月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月19日 寛文11年 2月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月20日 寛文11年 2月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月21日 寛文11年 2月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月22日 寛文11年 2月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月23日 寛文11年 2月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月24日 寛文11年 2月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月25日 寛文11年 2月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月26日 寛文11年 2月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月27日 寛文11年 2月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月28日 寛文11年 2月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月29日 寛文11年 2月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月30日 寛文11年 2月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 3月31日 寛文11年 2月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月1日 寛文11年 2月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月2日 寛文11年 2月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月3日 寛文11年 2月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月4日 寛文11年 2月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月5日 寛文11年 2月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月6日 寛文11年 2月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月7日 寛文11年 2月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月8日 寛文11年 2月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月9日 寛文11年　　2月30日　　（日記の保存なし）
1671年 4月10日 寛文11年 3月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月11日 寛文11年 3月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月12日 寛文11年 3月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月13日 寛文11年 3月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月14日 寛文11年 3月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月15日 寛文11年 3月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月16日 寛文11年 3月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月17日 寛文11年 3月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月18日 寛文11年 3月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月19日 寛文11年 3月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月20日 寛文11年 3月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月21日 寛文11年 3月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月22日 寛文11年 3月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月23日 寛文11年 3月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月24日 寛文11年 3月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月25日 寛文11年 3月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月26日 寛文11年 3月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月27日 寛文11年 3月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月28日 寛文11年 3月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月29日 寛文11年 3月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 4月30日 寛文11年 3月21日 　　（日記の保存なし）
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1671年 5月1日 寛文11年 3月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月2日 寛文11年 3月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月3日 寛文11年 3月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月4日 寛文11年 3月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月5日 寛文11年 3月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月6日 寛文11年 3月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月7日 寛文11年 3月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月8日 寛文11年 3月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月9日 寛文11年 4月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月10日 寛文11年 4月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月11日 寛文11年 4月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月12日 寛文11年 4月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月13日 寛文11年 4月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月14日 寛文11年 4月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月15日 寛文11年 4月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月16日 寛文11年 4月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月17日 寛文11年 4月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月18日 寛文11年 4月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月19日 寛文11年 4月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月20日 寛文11年 4月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月21日 寛文11年 4月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月22日 寛文11年 4月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月23日 寛文11年 4月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月24日 寛文11年 4月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月25日 寛文11年 4月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月26日 寛文11年 4月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月27日 寛文11年 4月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月28日 寛文11年 4月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月29日 寛文11年 4月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月30日 寛文11年 4月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 5月31日 寛文11年 4月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月1日 寛文11年 4月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月2日 寛文11年 4月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月3日 寛文11年 4月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月4日 寛文11年 4月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月5日 寛文11年 4月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月6日 寛文11年 4月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月7日 寛文11年 5月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月8日 寛文11年 5月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月9日 寛文11年 5月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月10日 寛文11年 5月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月11日 寛文11年 5月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月12日 寛文11年 5月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月13日 寛文11年 5月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月14日 寛文11年 5月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月15日 寛文11年 5月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月16日 寛文11年 5月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月17日 寛文11年 5月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月18日 寛文11年 5月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月19日 寛文11年 5月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月20日 寛文11年 5月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月21日 寛文11年 5月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月22日 寛文11年 5月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月23日 寛文11年 5月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月24日 寛文11年 5月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月25日 寛文11年 5月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月26日 寛文11年 5月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月27日 寛文11年 5月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月28日 寛文11年 5月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月29日 寛文11年 5月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 6月30日 寛文11年 5月24日 　　（日記の保存なし）
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1671年 7月1日 寛文11年 5月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月2日 寛文11年 5月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月3日 寛文11年 5月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月4日 寛文11年 5月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月5日 寛文11年 5月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月6日 寛文11年 5月30日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月7日 寛文11年 6月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月8日 寛文11年 6月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月9日 寛文11年 6月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月10日 寛文11年 6月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月11日 寛文11年 6月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月12日 寛文11年 6月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月13日 寛文11年 6月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月14日 寛文11年 6月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月15日 寛文11年 6月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月16日 寛文11年 6月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月17日 寛文11年 6月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月18日 寛文11年 6月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月19日 寛文11年 6月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月20日 寛文11年 6月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月21日 寛文11年 6月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月22日 寛文11年 6月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月23日 寛文11年 6月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月24日 寛文11年 6月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月25日 寛文11年 6月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月26日 寛文11年 6月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月27日 寛文11年 6月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月28日 寛文11年 6月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月29日 寛文11年 6月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月30日 寛文11年 6月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 7月31日 寛文11年 6月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月1日 寛文11年 6月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月2日 寛文11年 6月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月3日 寛文11年 6月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月4日 寛文11年 6月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月5日 寛文11年 7月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月6日 寛文11年 7月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月7日 寛文11年 7月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月8日 寛文11年 7月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月9日 寛文11年 7月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月10日 寛文11年 7月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月11日 寛文11年 7月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月12日 寛文11年 7月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月13日 寛文11年 7月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月14日 寛文11年 7月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月15日 寛文11年 7月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月16日 寛文11年 7月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月17日 寛文11年 7月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月18日 寛文11年 7月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月19日 寛文11年 7月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月20日 寛文11年 7月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月21日 寛文11年 7月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月22日 寛文11年 7月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月23日 寛文11年 7月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月24日 寛文11年 7月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月25日 寛文11年 7月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月26日 寛文11年 7月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月27日 寛文11年 7月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月28日 寛文11年 7月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月29日 寛文11年 7月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月30日 寛文11年 7月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 8月31日 寛文11年 7月27日 　　（日記の保存なし）
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1671年 9月1日 寛文11年 7月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月2日 寛文11年 7月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月3日 寛文11年 8月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月4日 寛文11年 8月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月5日 寛文11年 8月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月6日 寛文11年 8月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月7日 寛文11年 8月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月8日 寛文11年 8月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月9日 寛文11年 8月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月10日 寛文11年 8月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月11日 寛文11年 8月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月12日 寛文11年 8月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月13日 寛文11年 8月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月14日 寛文11年 8月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月15日 寛文11年 8月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月16日 寛文11年 8月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月17日 寛文11年 8月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月18日 寛文11年 8月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月19日 寛文11年 8月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月20日 寛文11年 8月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月21日 寛文11年 8月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月22日 寛文11年 8月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月23日 寛文11年 8月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月24日 寛文11年 8月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月25日 寛文11年 8月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月26日 寛文11年 8月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月27日 寛文11年 8月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月28日 寛文11年 8月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月29日 寛文11年 8月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 9月30日 寛文11年 8月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月1日 寛文11年 8月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月2日 寛文11年 8月30日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月3日 寛文11年 9月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月4日 寛文11年 9月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月5日 寛文11年 9月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月6日 寛文11年 9月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月7日 寛文11年 9月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月8日 寛文11年 9月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月9日 寛文11年 9月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月10日 寛文11年 9月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月11日 寛文11年 9月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月12日 寛文11年 9月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月13日 寛文11年 9月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月14日 寛文11年 9月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月15日 寛文11年 9月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月16日 寛文11年 9月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月17日 寛文11年 9月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月18日 寛文11年 9月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月19日 寛文11年 9月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月20日 寛文11年 9月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月21日 寛文11年 9月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月22日 寛文11年 9月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月23日 寛文11年 9月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月24日 寛文11年 9月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月25日 寛文11年 9月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月26日 寛文11年 9月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月27日 寛文11年 9月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月28日 寛文11年 9月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月29日 寛文11年 9月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月30日 寛文11年 9月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 10月31日 寛文11年 9月29日 　　（日記の保存なし）
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1671年 11月1日 寛文11年 9月30日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月2日 寛文11年 10月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月3日 寛文11年 10月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月4日 寛文11年 10月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月5日 寛文11年 10月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月6日 寛文11年 10月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月7日 寛文11年 10月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月8日 寛文11年 10月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月9日 寛文11年 10月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月10日 寛文11年 10月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月11日 寛文11年 10月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月12日 寛文11年 10月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月13日 寛文11年 10月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月14日 寛文11年 10月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月15日 寛文11年 10月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月16日 寛文11年 10月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月17日 寛文11年 10月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月18日 寛文11年 10月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月19日 寛文11年 10月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月20日 寛文11年 10月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月21日 寛文11年 10月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月22日 寛文11年 10月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月23日 寛文11年 10月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月24日 寛文11年 10月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月25日 寛文11年 10月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月26日 寛文11年 10月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月27日 寛文11年 10月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月28日 寛文11年 10月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月29日 寛文11年 10月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 11月30日 寛文11年 10月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月1日 寛文11年 10月30日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月2日 寛文11年 11月1日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月3日 寛文11年 11月2日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月4日 寛文11年 11月3日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月5日 寛文11年 11月4日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月6日 寛文11年 11月5日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月7日 寛文11年 11月6日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月8日 寛文11年 11月7日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月9日 寛文11年 11月8日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月10日 寛文11年 11月9日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月11日 寛文11年 11月10日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月12日 寛文11年 11月11日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月13日 寛文11年 11月12日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月14日 寛文11年 11月13日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月15日 寛文11年 11月14日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月16日 寛文11年 11月15日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月17日 寛文11年 11月16日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月18日 寛文11年 11月17日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月19日 寛文11年 11月18日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月20日 寛文11年 11月19日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月21日 寛文11年 11月20日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月22日 寛文11年 11月21日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月23日 寛文11年 11月22日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月24日 寛文11年 11月23日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月25日 寛文11年 11月24日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月26日 寛文11年 11月25日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月27日 寛文11年 11月26日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月28日 寛文11年 11月27日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月29日 寛文11年 11月28日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月30日 寛文11年 11月29日 　　（日記の保存なし）
1671年 12月31日 寛文11年 12月1日 　　（日記の保存なし）
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1672年 1月1日 寛文11年 12月2日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月2日 寛文11年 12月3日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月3日 寛文11年 12月4日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月4日 寛文11年 12月5日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月5日 寛文11年 12月6日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月6日 寛文11年 12月7日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月7日 寛文11年 12月8日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月8日 寛文11年 12月9日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月9日 寛文11年 12月10日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月10日 寛文11年 12月11日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月11日 寛文11年 12月12日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月12日 寛文11年 12月13日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月13日 寛文11年 12月14日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月14日 寛文11年 12月15日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月15日 寛文11年 12月16日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月16日 寛文11年 12月17日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月17日 寛文11年 12月18日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月18日 寛文11年 12月19日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月19日 寛文11年 12月20日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月20日 寛文11年 12月21日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月21日 寛文11年 12月22日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月22日 寛文11年 12月23日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月23日 寛文11年 12月24日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月24日 寛文11年 12月25日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月25日 寛文11年 12月26日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月26日 寛文11年 12月27日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月27日 寛文11年 12月28日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月28日 寛文11年 12月29日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月29日 寛文11年 12月30日 　　（日記の保存なし）
1672年 1月30日 寛文12年正月1日 天気能
1672年 1月31日 寛文12年正月2日 天気能
1672年 2月1日 寛文12年正月3日 天気能　（御国元旧臘20日に立ち候飛脚未の刻上着）
1672年 2月2日 寛文12年正月4日 雨降
1672年 2月3日 寛文12年正月5日 少雨降
1672年 2月4日 寛文12年正月6日 天気能
1672年 2月5日 寛文12年正月7日 天気能
1672年 2月6日 寛文12年正月8日 天気能
1672年 2月7日 寛文12年正月9日 天気能
1672年 2月8日 寛文12年正月10日 天気能　（平蔵様が公方様に御目見?御奥様も登城している、平蔵様は御台様（将軍の妻）より御人形（本てい・祢こ・は登：布袋・猫・鳩）をもらっている）
1672年 2月9日 寛文12年正月11日 天気能　少々風
1672年 2月10日 寛文12年正月12日 天気能　（御国元へ平蔵様御目見の御飛脚指下ス）
1672年 2月11日 寛文12年正月13日 少雨降　（巳ノ下刻ニ能?程乃地震）
1672年 2月12日 寛文12年正月14日 天気能
1672年 2月13日 寛文12年正月15日 天気能　
1672年 2月14日 寛文12年正月16日 天気能
1672年 2月15日 寛文12年正月17日 天気能
1672年 2月16日 寛文12年正月18日 天気能　（今月3日に御国本立候御飛脚申之刻上着）
1672年 2月17日 寛文12年正月19日 天気能
1672年 2月18日 寛文12年正月20日 天気能　（昨夜八半時分二能程之地震仕候・それより夜中二五六度段々ゆり候なり）
1672年 2月19日 寛文12年正月21日 雨降　（佐竹右京大夫様へ御菓子差上げる・殆どが煮たり焼いたりしたものだが現代風の名もある（にんしんとう・あるへいと・ゆきのはな・まつゆき・ほりへあめ））
1672年 2月20日 寛文12年正月22日 天気能
1672年 2月21日 寛文12年正月23日 寒天　（御国本へ御書並びに御用状差下す）
1672年 2月22日 寛文12年正月24日 寒天
1672年 2月23日 寛文12年正月25日 寒天
1672年 2月24日 寛文12年正月26日 天快晴　（御国本今月13日ニ立御飛脚未ノ刻上着）
1672年 2月25日 寛文12年正月27日 風
1672年 2月26日 寛文12年正月28日 風　四方霞（黄砂でしょうか）
1672年 2月27日 寛文12年正月29日 天気能
1672年 2月28日 寛文12年正月30日 天気能　　　下から続く　　　千手（千住）の方ニ能程の火事もあり候押付消候也）
1672年 2月29日 寛文12年 2月1日 　　（天気の記述なし）　（朝五つ時分より夥敷大風にて土地迄吹立?四方けぶりのことく也・然れ共暮六半時分より風和青天になるなり、夜半頃地震四五度ゆり候、　　　上に続く
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1672年 3月1日 寛文12年 2月2日 天気能
1672年 3月2日 寛文12年 2月3日 天気能
1672年 3月3日 寛文12年 2月4日 天気能　（御国本正月20日ニ立候飛脚未之下刻上着）
1672年 3月4日 寛文12年 2月5日 天気能
1672年 3月5日 寛文12年 2月6日 未ノ刻雨天
1672年 3月6日 寛文12年 2月7日 天気能
1672年 3月7日 寛文12年 2月8日 雨降　（御国本へ御飛脚五半時分差下ス）
1672年 3月8日 寛文12年 2月9日 寒曇天　（御国本正月27日に立候飛脚申之刻上着）
1672年 3月9日 寛文12年 2月10日 天気能
1672年 3月10日 寛文12年 2月11日 天気好
1672年 3月11日 寛文12年 2月12日 天気好
1672年 3月12日 寛文12年 2月13日 悪　（昨夜七ツ過より今日五ツ過迄雪降）
1672年 3月13日 寛文12年 2月14日 天気能
1672年 3月14日 寛文12年 2月15日 天気能
1672年 3月15日 寛文12年 2月16日 天気能　（高150石で佐野某を御右筆に召し抱える）
1672年 3月16日 寛文12年 2月17日 天気能
1672年 3月17日 寛文12年 2月18日 天気能
1672年 3月18日 寛文12年 2月19日 天気能
1672年 3月19日 寛文12年 2月20日 天気能
1672年 3月20日 寛文12年 2月21日 天気能
1672年 3月21日 寛文12年 2月22日 天気能
1672年 3月22日 寛文12年 2月23日 天気能　（御国本今月10日に立候飛脚申之下刻上着）
1672年 3月23日 寛文12年 2月24日 未ノ刻より少雨天
1672年 3月24日 寛文12年 2月25日 雨天
1672年 3月25日 寛文12年 2月26日 天気能
1672年 3月26日 寛文12年 2月27日 天気能　申之刻より雨降　（御国本へ御飛脚卯之中刻御差下ス也）
1672年 3月27日 寛文12年 2月28日 雨晴
1672年 3月28日 寛文12年 2月29日 天気好
1672年 3月29日 寛文12年 3月1日 天気能
1672年 3月30日 寛文12年 3月2日 天気能
1672年 3月31日 寛文12年 3月3日 天気能　（2月21日ニ御国元立候飛脚今日申之刻到着）
1672年 4月1日 寛文12年 3月4日 天気能　（御国本へ御飛脚巳ノ上刻御差下ス・但し9日下着候へと申付け遣わし候）
1672年 4月2日 寛文12年 3月5日 天気能
1672年 4月3日 寛文12年 3月6日 大風吹
1672年 4月4日 寛文12年 3月7日 天気能
1672年 4月5日 寛文12年 3月8日 少々風吹　（増上寺の台徳院殿?の御宝前に石燈篭（寛永9年7月24日・津軽平蔵藤原信吉（津軽家3代目といわれる信義の幼名））がある）
1672年 4月6日 寛文12年 3月9日 今朝より雨天
1672年 4月7日 寛文12年 3月10日 雨天
1672年 4月8日 寛文12年 3月11日 雨天
1672年 4月9日 寛文12年 3月12日 天気能
1672年 4月10日 寛文12年 3月13日 天気能
1672年 4月11日 寛文12年 3月14日 天気曇　（御国元今2日ニ立候飛脚昨晩酉之下刻到着成）
1672年 4月12日 寛文12年 3月15日 天快晴
1672年 4月13日 寛文12年 3月16日 昨夜中より雨少し
1672年 4月14日 寛文12年 3月17日 天気能
1672年 4月15日 寛文12年 3月18日 天気能
1672年 4月16日 寛文12年 3月19日 天気能
1672年 4月17日 寛文12年 3月20日 天気能
1672年 4月18日 寛文12年 3月21日 天気能
1672年 4月19日 寛文12年 3月22日 雨降
1672年 4月20日 寛文12年 3月23日 雨降　（今朝六つニ御国本へ御飛脚差下也）
1672年 4月21日 寛文12年 3月24日 天気能　昨夜より今朝迄能程ノ風
1672年 4月22日 寛文12年 3月25日 天気能
1672年 4月23日 寛文12年 3月26日 雨降
1672年 4月24日 寛文12年 3月27日 雨降
1672年 4月25日 寛文12年 3月28日 天快晴　（御国本今月18日ニ立候御飛脚昼九つニ上着）
1672年 4月26日 寛文12年 3月29日 天気能　（卯上刻御国本へ御飛脚立ル）
1672年 4月27日 寛文12年 3月30日 天気能
1672年 4月28日 寛文12年 4月1日 天気能
1672年 4月29日 寛文12年 4月2日 昨夜少雨降　今朝より晴
1672年 4月30日 寛文12年 4月3日 天気能
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1672年 5月1日 寛文12年 4月4日 天気能
1672年 5月2日 寛文12年 4月5日 雨天
1672年 5月3日 寛文12年 4月6日 天気能　（御国本江御飛脚卯之刻差下之）
1672年 5月4日 寛文12年 4月7日 雨天
1672年 5月5日 寛文12年 4月8日 天気能
1672年 5月6日 寛文12年 4月9日 天気能
1672年 5月7日 寛文12年 4月10日 天気能　及暮（暮に及び）雷なり雨降　（御国許3月晦日ニ立候飛脚ニ即日卯刻杉山八兵衛食傷にて病死の由未刻に申来ル・この方より戌上刻ニ御飛脚差下ス）
1672年 5月8日 寛文12年 4月11日 天気能
1672年 5月9日 寛文12年 4月12日 天気能
1672年 5月10日 寛文12年 4月13日 天気能
1672年 5月11日 寛文12年 4月14日 天気能　（事情は読めないが料理・菓子（煮炊き程度でないらしい例：やうかん・かすてら・たけなかし・大板か満ほこ・ういろうもち）がたくさんある・興味があれば原本参照）
1672年 5月12日 寛文12年 4月15日 天気能　（今日登城して御暇をいただく・関連して銀子100枚等を拝領する）
1672年 5月13日 寛文12年 4月16日 雨雷　（昨日御暇拝領に関し御国本江御飛脚卯刻ニ差下ス）
1672年 5月14日 寛文12年 4月17日 天気能
1672年 5月15日 寛文12年 4月18日 天気能　（これまで殿様等に尊敬を表す欠字等があったがよその殿さまにはなかったのかな?紀伊中納言様・尾張中納言様・水戸宰相様に欠字なし）
1672年 5月16日 寛文12年 4月19日 　　（天気の記述なし）　（御国本今月9日立候御飛脚昨夜半上着）
1672年 5月17日 寛文12年 4月20日 天気能
1672年 5月18日 寛文12年 4月21日 天気能
1672年 5月19日 寛文12年 4月22日 天気能
1672年 5月20日 寛文12年 4月23日 天気能
1672年 5月21日 寛文12年 4月24日 昨晩より雨天
1672年 5月22日 寛文12年 4月25日 天晴
1672年 5月23日 寛文12年 4月26日 天気能
1672年 5月24日 寛文12年 4月27日 天気能
1672年 5月25日 寛文12年 4月28日 雨降
1672年 5月26日 寛文12年 4月29日 雨降
1672年 5月27日 寛文12年 5月1日 雨降　（殿様御発足之日限を明後3日に決めたとの飛脚を御国本へ卯刻立ル）
1672年 5月28日 寛文12年 5月2日 小雨降
1672年 5月29日 寛文12年 5月3日 小雨降　（殿様発駕・行烈（行列）の様子あり）
1672年 5月30日 寛文12年 5月4日 雨降夜中
1672年 5月31日 寛文12年 5月5日 雨降夜中
1672年 6月1日 寛文12年 5月6日 午刻より晴天　（御足軽2人飛脚半途迄・但し辰上刻相立ル）
1672年 6月2日 寛文12年 5月7日 天気能
1672年 6月3日 寛文12年 5月8日 天気能
1672年 6月4日 寛文12年 5月9日 天気能
1672年 6月5日 寛文12年 5月10日 天気能　（御国元江御足軽2人今日より10日ニ参着候へと申渡相立ル）
1672年 6月6日 寛文12年 5月11日 未ノ上刻より雨降　（横岡惣兵衛差下申し候）
1672年 6月7日 寛文12年 5月12日 雨降
1672年 6月8日 寛文12年 5月13日 天気好
1672年 6月9日 寛文12年 5月14日 天気能
1672年 6月10日 寛文12年 5月15日 天気能　（昨夜子ノ刻より寅下刻迄雨降）
1672年 6月11日 寛文12年 5月16日 巳ノ上刻ニ地震　午刻より大雨降
1672年 6月12日 寛文12年 5月17日 午后刻地震　申刻より雨降
1672年 6月13日 寛文12年 5月18日 　　（天気の記述なし）　（寅ノ刻地震）
1672年 6月14日 寛文12年 5月19日 天気能
1672年 6月15日 寛文12年 5月20日 天気能
1672年 6月16日 寛文12年 5月21日 巳ノ下刻雨少々降　以後晴天
1672年 6月17日 寛文12年 5月22日 午刻より雨降
1672年 6月18日 寛文12年 5月23日 天気能　（寅ノ刻より少々雨降）
1672年 6月19日 寛文12年 5月24日 天気好　（平蔵様御誕生日にてお祝い）
1672年 6月20日 寛文12年 5月25日 天気能
1672年 6月21日 寛文12年 5月26日 卯の下刻より雨終日降
1672年 6月22日 寛文12年 5月27日 天気
1672年 6月23日 寛文12年 5月28日 天気好　（御国元江御飛脚2人今日より10日ふりニ下着候へと申付相立ル）
1672年 6月24日 寛文12年 5月29日 天気能
1672年 6月25日 寛文12年 6月1日 天気能　（うしの刻より雨降）
1672年 6月26日 寛文12年 6月2日 雨降
1672年 6月27日 寛文12年 6月3日 雨降
1672年 6月28日 寛文12年 6月4日 天気能
1672年 6月29日 寛文12年 6月5日 天気能
1672年 6月30日 寛文12年 6月6日 雨降　（巳ノ刻地震）
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1672年 7月1日 寛文12年 6月7日 朝少々雨降　午刻前ニ晴天
1672年 7月2日 寛文12年 6月8日 朝少々雨降　巳ノ下刻晴天
1672年 7月3日 寛文12年 6月9日 天気好
1672年 7月4日 寛文12年 6月10日 天気好　（去月29日ニ御国より御飛脚未ノ下刻参着・御足軽2人）
1672年 7月5日 寛文12年 6月11日 昨晩子ノ下刻より雨降　（御国元御領内吉利支丹御改御書付2通箱入到来)
1672年 7月6日 寛文12年 6月12日 朝少雨降　昼より晴天
1672年 7月7日 寛文12年 6月13日 天気好　（御公儀御法度切利支旦改御書付……）
1672年 7月8日 寛文12年 6月14日 雨降
1672年 7月9日 寛文12年 6月15日 雨降　晩八晴天
1672年 7月10日 寛文12年 6月16日 天気好
1672年 7月11日 寛文12年 6月17日 天気くもり　（なぜか伊左衛門様が度々来ている・様の付かない喜左衛門は病気でまかり出てていない）
1672年 7月12日 寛文12年 6月18日 天気能　（御飛脚今8日ニ御国罷立候・今日到着仕候）
1672年 7月13日 寛文12年 6月19日 天気能
1672年 7月14日 寛文12年 6月20日 天気能
1672年 7月15日 寛文12年 6月21日 雨降
1672年 7月16日 寛文12年 6月22日 未ノ下刻より雨降
1672年 7月17日 寛文12年 6月23日 天気好　（御国へ御飛脚御足軽2人巳ノ刻立ル）
1672年 7月18日 寛文12年 6月24日 天気能　（神保三右衛門が御奥様へ御機嫌伺い：久しぶりに名前を見た）
1672年 7月19日 寛文12年 6月25日 天気好
1672年 7月20日 寛文12年 6月26日 天気能　（去ル16日ニ御国罷立候御飛脚今日午ノ下刻ニ到来）
1672年 7月21日 寛文12年 6月27日 天気好　（昼の未の上刻より雨降申し候・但夜中雨降）
1672年 7月22日 寛文12年 6月28日 朝六より雨降　昼晴天　（喜左衛門病気に付御国江御飛脚・今日より7日ニ下着候へと申付足軽2人午ノ下刻ニ相立申し候）
1672年 7月23日 寛文12年 6月29日 天気能　四半より雨降　（喜左衛門病気に付而御国へ御飛脚巳ノ中刻ニ足軽2人・今日より7日ニ下着候へと申渡ス）
1672年 7月24日 寛文12年閏6月1日 天気能
1672年 7月25日 寛文12年閏6月2日 天気能　（未ノ上刻雨降）
1672年 7月26日 寛文12年閏6月3日 雨降　（喜左衛門病死・同人家来と足軽の2人を未ノ下刻相立今日より6日ニ下着候へと申渡ス）
1672年 7月27日 寛文12年閏6月4日 雨天
1672年 7月28日 寛文12年閏6月5日 天気能
1672年 7月29日 寛文12年閏6月6日 天気能　（昨夜中雨降）
1672年 7月30日 寛文12年閏6月7日 朝雨降　巳ノ下刻ニ晴天
1672年 7月31日 寛文12年閏6月8日 天気能　（御国元より御飛脚6月26日に相立候今日申ノ上刻ニ参着、御公儀上りの吉利支丹御書付入箱壱ツ到来、去月28日之御飛脚申ノ下刻ニ到着）
1672年 8月1日 寛文12年閏6月9日 天気能　
1672年 8月2日 寛文12年閏6月10日 朝天気好　但未下刻ニ雨少々降　（津軽喜左衛門家来5人指下）
1672年 8月3日 寛文12年閏6月11日 天気好　（御国へ巳ノ上刻ニ御飛脚今日より9日ふりニ下着候へと申付相立・但し足軽2人）
1672年 8月4日 寛文12年閏6月12日 天気能　（今4日ニ御国罷立候御飛脚昨夜子ノ上刻当着、申刻少々雨降申候・但暮合ニ晴）
1672年 8月5日 寛文12年閏6月13日 雨降
1672年 8月6日 寛文12年閏6月14日 天気くもり
1672年 8月7日 寛文12年閏6月15日 朝少々雨降
1672年 8月8日 寛文12年閏6月16日 天気吉　（北村弥右衛門が今6日に御国罷立今朝六ツ半ニ上着、8日立御飛脚同日酉之上刻ニ到着）
1672年 8月9日 寛文12年閏6月17日 天気吉
1672年 8月10日 寛文12年閏6月18日 雨降
1672年 8月11日 寛文12年閏6月19日 天気吉　（津軽喜左衛門家来10人指下・この度も弥右衛門印判にて碇関江入切手出ス）
1672年 8月12日 寛文12年閏6月20日 天気吉
1672年 8月13日 寛文12年閏6月21日 天気吉
1672年 8月14日 寛文12年閏6月22日 雨降
1672年 8月15日 寛文12年閏6月23日 天気吉
1672年 8月16日 寛文12年閏6月24日 天気吉　（御国本今15日罷立候御飛脚酉ノ刻上着)
1672年 8月17日 寛文12年閏6月25日 天気吉
1672年 8月18日 寛文12年閏6月26日 天気吉　（……大津にて米値段銀10匁に付2斗7・8升仕候由・頃日値段あかり（値段上がり）にて2斗5升ほと仕候・大坂にて米之値段大津同前……）
1672年 8月19日 寛文12年閏6月27日 天気吉
1672年 8月20日 寛文12年閏6月28日 天気吉　（御国元江御飛脚ニ御足軽1人卯刻ニ相立ル・今日より9日ふりニ道中急にて下着候へと申渡ス）
1672年 8月21日 寛文12年閏6月29日 　　（天気の記述なし）
1672年 8月22日 寛文12年閏6月30日 　　（天気の記述なし）
1672年 8月23日 寛文12年 7月1日 　　（天気の記述なし）
1672年 8月24日 寛文12年 7月2日 雨降
1672年 8月25日 寛文12年 7月3日 朝小雨降
1672年 8月26日 寛文12年 7月4日 天気吉
1672年 8月27日 寛文12年 7月5日 天気吉　（今日御国元江御飛脚足軽両人今日より9日ふりニ下着候へと申付立）
1672年 8月28日 寛文12年 7月6日 　　（天気の記述なし）　（先月24日に御国罷立候御飛脚昨晩戌下刻に上着）
1672年 8月29日 寛文12年 7月7日 天気吉
1672年 8月30日 寛文12年 7月8日 天気吉
1672年 8月31日 寛文12年 7月9日 天気吉
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1672年 9月1日 寛文12年 7月10日 小雨降
1672年 9月2日 寛文12年 7月11日 天気吉
1672年 9月3日 寛文12年 7月12日 雨降
1672年 9月4日 寛文12年 7月13日 天気吉　（今朝辰之刻御飛脚に足軽2人今日より8日二下着候へと申付下）
1672年 9月5日 寛文12年 7月14日 天気吉　（辰ノ刻少地震、未下刻少々雨降、小判900両を三谷某より借用・但し利息1ヶ月に付而100両に金子1両と銀子5文目7分宛）
1672年 9月6日 寛文12年 7月15日 　　（天気の記述なし）
1672年 9月7日 寛文12年 7月16日 雨風
1672年 9月8日 寛文12年 7月17日 天気吉
1672年 9月9日 寛文12年 7月18日 未明より雨降
1672年 9月10日 寛文12年 7月19日 天気吉　（御国江巳ノ上国ニ御飛脚御足軽2人今日より8日ニ下着候へと申渡相立ル）
1672年 9月11日 寛文12年 7月20日 雨降　（今月11日ニ御国罷立候御飛脚今晩酉之上刻ニ上着仕候）
1672年 9月12日 寛文12年 7月21日 天気吉　（丑ノ刻より雨降）
1672年 9月13日 寛文12年 7月22日 天気吉　（子ノ刻より雨降）
1672年 9月14日 寛文12年 7月23日 天気吉
1672年 9月15日 寛文12年 7月24日 天気吉
1672年 9月16日 寛文12年 7月25日 天気吉
1672年 9月17日 寛文12年 7月26日 天気吉　（酉ノ刻より雨降）
1672年 9月18日 寛文12年 7月27日 　　（天気の記述なし）
1672年 9月19日 寛文12年 7月28日 雨降　巳ノ刻晴天
1672年 9月20日 寛文12年 7月29日 天気能　（御国本今朝辰ノ刻御飛脚2人（村の後に個人名があり足軽ではないのか）指下申候・8日ニ下着候へと申付ル）
1672年 9月21日 寛文12年 8月1日 午刻より雨降　（金利の話あり7月14日と同じ、子ノ刻ニ地震少之間……）
1672年 9月22日 寛文12年 8月2日 午下刻より雨降　（御国元先月20日ニ罷立候御飛脚今日巳中刻上着）
1672年 9月23日 寛文12年 8月3日 終日雨降　（3汁10菜の御献立あり（内容省略））
1672年 9月24日 寛文12年 8月4日 天快晴
1672年 9月25日 寛文12年 8月5日 天気吉
1672年 9月26日 寛文12年 8月6日 　　（天気の記述なし）
1672年 9月27日 寛文12年 8月7日 雨降
1672年 9月28日 寛文12年 8月8日 朝雨少々降　以後晴天　（7月28日ニ罷立候御飛脚今朝寅之刻上着）
1672年 9月29日 寛文12年 8月9日 天気吉
1672年 9月30日 寛文12年 8月10日 天気吉
1672年 10月1日 寛文12年 8月11日 天気吉（　昨夜戌下刻より小雨降）　　　下から続く　　　銀10匁宛褒美、丑ノ下刻より雨降）
1672年 10月2日 寛文12年 8月12日 天気好　（御飛脚御国本へ足軽両人今日より9日ニ下着候へと申付立ル、新酒停止之御書付を公儀?から貰っている、今4日御国本罷立候御飛脚申ノ下刻上着・飛脚両人に　　　上に続く
1672年 10月3日 寛文12年 8月13日 雨降　午ノ刻より晴天
1672年 10月4日 寛文12年 8月14日 天気吉　（今月6日御国元罷立候御飛脚丑ノ刻上着）
1672年 10月5日 寛文12年 8月15日 雨降　（銚子川口で破船との飛脚昨晩到着）
1672年 10月6日 寛文12年 8月16日 昨日より夜中今朝迄不絶雨降
1672年 10月7日 寛文12年 8月17日 天気吉　（今日快天）
1672年 10月8日 寛文12年 8月18日 天気吉　（御国元江御飛脚ニ御足軽3人今日より9日ニ下着候へと申付巳ノ刻ニ相立ル）
1672年 10月9日 寛文12年 8月19日 天気吉　（亥ノ刻ニ地震）
1672年 10月10日 寛文12年 8月20日 天気吉　（御国元今10日ニ罷立候御飛脚申ノ刻ニ上着仕候）
1672年 10月11日 寛文12年 8月21日 天気吉　（御門入候酒1月之定：5升（知行取）・3升（中小姓・医者）・2升（歩行・料理人・坊主・足軽・小人・小知行）・1升（又者））
1672年 10月12日 寛文12年 8月22日 天気吉
1672年 10月13日 寛文12年 8月23日 天気くもり
1672年 10月14日 寛文12年 8月24日 　　（天気の記述なし）　（今月15日御国罷立候御飛脚子ノ刻ニ上着申候）
1672年 10月15日 寛文12年 8月25日 雨降
1672年 10月16日 寛文12年 8月26日 雨降
1672年 10月17日 寛文12年 8月27日 雨降
1672年 10月18日 寛文12年 8月28日 天気吉
1672年 10月19日 寛文12年 8月29日 天気吉
1672年 10月20日 寛文12年 8月30日 天気吉　涼
1672年 10月21日 寛文12年 9月1日 天気吉　（巳の刻地震）
1672年 10月22日 寛文12年 9月2日 　　（天気の記述なし）
1672年 10月23日 寛文12年 9月3日 雨降
1672年 10月24日 寛文12年 9月4日 天気吉　風吹　（御国元先月23日ニ罷立候御飛脚酉ノ刻上着）
1672年 10月25日 寛文12年 9月5日 天気吉
1672年 10月26日 寛文12年 9月6日 天気吉　少々風吹
1672年 10月27日 寛文12年 9月7日 天気吉　涼
1672年 10月28日 寛文12年 9月8日 天気吉
1672年 10月29日 寛文12年 9月9日 天気吉　（御国元へ御飛脚御足軽両人今日より9日ふりニ下着候へと申渡立）
1672年 10月30日 寛文12年 9月10日 天気吉　少々風吹
1672年 10月31日 寛文12年 9月11日 天気吉　（今月朔日ニ御国罷立候御飛脚両人未ノ下刻上着）
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1672年 11月1日 寛文12年 9月12日 天気吉　少々風吹
1672年 11月2日 寛文12年 9月13日 少々雨降
1672年 11月3日 寛文12年 9月14日 天気吉
1672年 11月4日 寛文12年 9月15日 天気曇　未ノ刻より雨降
1672年 11月5日 寛文12年 9月16日 雨降
1672年 11月6日 寛文12年 9月17日 曇　風少々吹
1672年 11月7日 寛文12年 9月18日 天気吉
1672年 11月8日 寛文12年 9月19日 天気吉
1672年 11月9日 寛文12年 9月20日 天気くもり　未ノ刻より少々雨降　（去月晦日に御国罷立候御馬5疋並びに木立長兵衛小知行10人今日未ノ下刻ニ上着）
1672年 11月10日 寛文12年 9月21日 天気くもり
1672年 11月11日 寛文12年 9月22日 天気能
1672年 11月12日 寛文12年 9月23日 天気吉　（御国元江御飛脚足軽2人今日より11日二下着候へと申渡し相立ル、今月11日に御国罷立之御飛脚午ノ下刻ニ上着）
1672年 11月13日 寛文12年 9月24日 天気吉
1672年 11月14日 寛文12年 9月25日 天気吉　涼
1672年 11月15日 寛文12年 9月26日 天気吉
1672年 11月16日 寛文12年 9月27日 天気吉　風吹　（御国へ足軽両人今日より11日ニ下着候へと申付合立ル、今月17日御国元罷立候御飛脚今日申刻上着、戌刻ニ西ノ方より光り物飛由世間ニ而申候）
1672年 11月17日 寛文12年 9月28日 天気吉
1672年 11月18日 寛文12年 9月29日 天気吉　霜降　（戌刻午刻両度地震少にて之?）
1672年 11月19日 寛文12年 9月30日 天気吉　霜降
1672年 11月20日 寛文12年 10月1日 寒天　（御国元巳ノ刻ニ足軽両人今日より10日ニ下着候へと申付相立ル、未ノ刻より雨降・但夜中）
1672年 11月21日 寛文12年 10月2日 天気吉
1672年 11月22日 寛文12年 10月3日 天気吉　風吹
1672年 11月23日 寛文12年 10月4日 天気吉　霜降
1672年 11月24日 寛文12年 10月5日 天気吉　（御飛脚去月24日ニ御国罷立候酉ノ刻上着、未ノ刻より雨降、御材木積申船2艘が海上恙なく品川へ着岸）
1672年 11月25日 寛文12年 10月6日 天気吉
1672年 11月26日 寛文12年 10月7日 天気吉　（御国元へ御飛脚足軽2人今日10日ニ下着候へと申付相立ル）
1672年 11月27日 寛文12年 10月8日 天気吉
1672年 11月28日 寛文12年 10月9日 天気吉　霜降
1672年 11月29日 寛文12年 10月10日 天気吉　霜降
1672年 11月30日 寛文12年 10月11日 天気吉　風吹
1672年 12月1日 寛文12年 10月12日 天気吉
1672年 12月2日 寛文12年 10月13日 天気吉
1672年 12月3日 寛文12年 10月14日 天気吉　（子ノ刻ニ地震）
1672年 12月4日 寛文12年 10月15日 天気吉　霜降　（戌刻飯田町にて火事出来・早速消申候）
1672年 12月5日 寛文12年 10月16日 天気吉　（未ノ刻小雨降）
1672年 12月6日 寛文12年 10月17日 天気吉
1672年 12月7日 寛文12年 10月18日 天気吉　霜降　（御国江御飛脚巳四つニ御足軽両人今日より10日ニ下着候へと申付相立ル）
1672年 12月8日 寛文12年 10月19日 天気吉　少々風吹
1672年 12月9日 寛文12年 10月20日 天気吉　霜降
1672年 12月10日 寛文12年 10月21日 天気吉
1672年 12月11日 寛文12年 10月22日 天気吉　霜降
1672年 12月12日 寛文12年 10月23日 天気吉　雪かすかに降　（国元江御飛脚小知行2人午ノ下刻ニ立・今日より13日ふりニ下着候へと申渡ス）
1672年 12月13日 寛文12年 10月24日 天気吉
1672年 12月14日 寛文12年 10月25日 天気吉　霜降
1672年 12月15日 寛文12年 10月26日 天気吉
1672年 12月16日 寛文12年 10月27日 天気吉　霜降
1672年 12月17日 寛文12年 10月28日 天気吉
1672年 12月18日 寛文12年 10月29日 天気吉　霜降　（今月15日ニ御国罷立候御飛脚今日酉ノ下刻上着）
1672年 12月19日 寛文12年 11月1日 天気能　霜降　（公方様少御風気ニ付今日出御遊ばされず候付御飛脚御足軽2人今日より9日二下着候へと申付酉ノ上刻ニ相立ル）
1672年 12月20日 寛文12年 11月2日 天気吉　（午ノ刻ニ少地震）
1672年 12月21日 寛文12年 11月3日 天気能
1672年 12月22日 寛文12年 11月4日 天気能
1672年 12月23日 寛文12年 11月5日 天気好　霜降　（御国本へ御飛脚御足軽2人小知行1人今日より10日ニ下着候へと申渡相立ル）
1672年 12月24日 寛文12年 11月6日 天気吉　霜降
1672年 12月25日 寛文12年 11月7日 天気好
1672年 12月26日 寛文12年 11月8日 天気吉　霜降　少風吹
1672年 12月27日 寛文12年 11月9日 天気好　（10月23日御国罷立候御飛脚今日巳ノ下刻上着仕候）
1672年 12月28日 寛文12年 11月10日 天気能　少風吹
1672年 12月29日 寛文12年 11月11日 天気吉
1672年 12月30日 寛文12年 11月12日 天気能　少風吹　（御国元へ御飛脚御足軽2人今日より12日ふりニ下着候へと申付相立ル）
1672年 12月31日 寛文12年 11月13日 天気吉
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1673年 1月1日 寛文12年 11月14日 天気吉　（昨夜亥刻より今朝迄雪2寸程降申候、寅ノ刻地震）
1673年 1月2日 寛文12年 11月15日 天気吉　（御国江今日より10日ニ下着候へと申付御飛脚小知行2人申付申ノ下刻ニ相立ル）
1673年 1月3日 寛文12年 11月16日 天気吉　（戌ノ刻ニ天神下にて少火事出来・早速鎮り申候）
1673年 1月4日 寛文12年 11月17日 天気能　（今月5日御国罷立候御飛脚子ノ刻上着、午刻ニ久保?町等に火事出来・寅ノ刻ニ鎮ル）
1673年 1月5日 寛文12年 11月18日 天気　（塩崎某等4人を御手廻ニ仰せ付けられる）
1673年 1月6日 寛文12年 11月19日 天気吉
1673年 1月7日 寛文12年 11月20日 天気好　風少々吹　（申刻地震）
1673年 1月8日 寛文12年 11月21日 天気吉
1673年 1月9日 寛文12年 11月22日 雨降　（御国元へ御飛脚足軽2人今日より12日二下着候へと申付相立ル）
1673年 1月10日 寛文12年 11月23日 天気吉
1673年 1月11日 寛文12年 11月24日 天気吉
1673年 1月12日 寛文12年 11月25日 天気吉　少々風吹　（番町で自火・申ノ下刻ニ即刻消申候）
1673年 1月13日 寛文12年 11月26日 天気吉　少々風吹　（今月13日ニ御国罷立候御飛脚午ノ刻上着）
1673年 1月14日 寛文12年 11月27日 天気吉
1673年 1月15日 寛文12年 11月28日 天気吉　（申ノ刻より亥ノ刻迄雨降）
1673年 1月16日 寛文12年 11月29日 丸雪降　（今月14日ニ御国罷立候御飛脚今日戌刻ニ上着）
1673年 1月17日 寛文12年 11月30日 天気吉
1673年 1月18日 寛文12年 12月1日 天気吉　霜降
1673年 1月19日 寛文12年 12月2日 天気吉
1673年 1月20日 寛文12年 12月3日 天気能　（酉ノ下刻より雨降）
1673年 1月21日 寛文12年 12月4日 天気能
1673年 1月22日 寛文12年 12月5日 天気吉　（御国元先月19日ニ罷立候御飛脚今晩丑ノ刻ニ上着、申ノ下刻二地震也）
1673年 1月23日 寛文12年 12月6日 天気吉
1673年 1月24日 寛文12年 12月7日 天気吉
1673年 1月25日 寛文12年 12月8日 天気吉
1673年 1月26日 寛文12年 12月9日 天気吉
1673年 1月27日 寛文12年 12月10日 天気吉
1673年 1月28日 寛文12年 12月11日 天気吉
1673年 1月29日 寛文12年 12月12日 天気吉
1673年 1月30日 寛文12年 12月13日 天気吉　（御国元へ御足軽1人小知行1人今日より13日二下着候へと申付巳ノ下刻相立申候、先月29日ニ御国元罷り立候御飛脚4人亥ノ刻ニ上着）
1673年 1月31日 寛文12年 12月14日 天気吉
1673年 2月1日 寛文12年 12月15日 天気吉
1673年 2月2日 寛文12年 12月16日 天気吉
1673年 2月3日 寛文12年 12月17日 　　（天気の記述なし）　（今2日ニ御国罷立候御飛脚午ノ刻ニ上着、○の木町1町程戌ノ刻焼失仕候）
1673年 2月4日 寛文12年 12月18日 天気吉　（御国元江御飛脚両人今日より12日二下着候へと申付ける、雪4寸ほと（程）降）
1673年 2月5日 寛文12年 12月19日 天気くもり
1673年 2月6日 寛文12年 12月20日 少雨降
1673年 2月7日 寛文12年 12月21日 少雨降　（御国元へ御飛脚2人今日より12日下着候へと申付相立ル）
1673年 2月8日 寛文12年 12月22日 天気吉
1673年 2月9日 寛文12年 12月23日 天気吉
1673年 2月10日 寛文12年 12月24日 天気吉
1673年 2月11日 寛文12年 12月25日 天気吉
1673年 2月12日 寛文12年 12月26日 天気吉　（御国元江御飛脚2人今日より12日ふりニ下着候へと申付相立ル、御国今月9日罷立候御飛脚同26日申ノ上刻ニ上着、丑ノ下刻ニ本郷のすへないき山と申所火事出来寅の刻ニ鎮）
1673年 2月13日 寛文12年 12月27日 天気吉　（27日明ケ七ツ過より神田明神表門辺より出火・巳ノ刻前ニ鎮候）
1673年 2月14日 寛文12年 12月28日 天気吉
1673年 2月15日 寛文12年 12月29日 天気吉　（丑ノ刻より雨降）
1673年 2月16日 寛文12年 12月30日 天気吉　（申ノ下刻より雨降）
1673年 2月17日 寛文13年正月1日 天気吉
1673年 2月18日 寛文13年正月2日 天気吉　霜降
1673年 2月19日 寛文13年正月3日 天気吉　（年頭之御飛脚御国元江足軽2人今日より12日ふりニ下着候へと申付、酉ノ下刻より小雨降夜中）
1673年 2月20日 寛文13年正月4日 天気吉　午ノ刻くもり　少雨降　（御門松例年之如明六ツニ取ル）
1673年 2月21日 寛文13年正月5日 天気吉
1673年 2月22日 寛文13年正月6日 雨降　（夜中雨降）
1673年 2月23日 寛文13年正月7日 雨降　（夜中雨降）
1673年 2月24日 寛文13年正月8日 天気晴　（雪1寸程降、12月23日御国元罷立候御飛脚両人申ノ上刻ニ到着）
1673年 2月25日 寛文13年正月9日 天気吉
1673年 2月26日 寛文13年正月10日 天気吉　（霜降、御国元へ御飛脚御足軽5人今日より13日ニ下着候へと申付相立ル）
1673年 2月27日 寛文13年正月11日 天気吉
1673年 2月28日 寛文13年正月12日 天気吉
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1673年 3月1日 寛文13年正月13日 天気吉
1673年 3月2日 寛文13年正月14日 雨降
1673年 3月3日 寛文13年正月15日 雨降　（戌下刻より雪降）
1673年 3月4日 寛文13年正月16日 晴天　（御国元今月2日二罷立候御飛脚酉ノ下刻上着）
1673年 3月5日 寛文13年正月17日 天気吉　風吹
1673年 3月6日 寛文13年正月18日 天気吉　風吹
1673年 3月7日 寛文13年正月19日 雨天　（御国元江御飛脚御足軽2人今日11日ニ下着候へと申付相立ル、夜中雨降、午（どう見ても牛に見えるが）ノ刻地震少仕候）
1673年 3月8日 寛文13年正月20日 巳ノ刻より雨降　（今月6日御国元罷立候御飛脚未刻上着仕候）
1673年 3月9日 寛文13年正月21日 　　（天気の記述なし）
1673年 3月10日 寛文13年正月22日 時々雨降
1673年 3月11日 寛文13年正月23日 天気吉
1673年 3月12日 寛文13年正月24日 天気吉　（御国元へ御飛脚御足軽2人今日より11日ニ下着候へと申付、今11日御国本罷立候御飛脚戌下刻二上着仕候、戌ノ刻地震仕候）
1673年 3月13日 寛文13年正月25日 天気吉　（戌刻より雨降）
1673年 3月14日 寛文13年正月26日 雨降
1673年 3月15日 寛文13年正月27日 天気吉　（戌刻より雨風仕候）
1673年 3月16日 寛文13年正月28日 天気吉　（御国元へ御飛脚御足軽2人今日より11日ニ下着候へと申付相立ル）
1673年 3月17日 寛文13年正月29日 雨降　（昨夜丑ノ刻より雨降）
1673年 3月18日 寛文13年正月30日 雨降
1673年 3月19日 寛文13年 2月1日 天気吉
1673年 3月20日 寛文13年 2月2日 天気吉　（丑ノ下刻より雨降）
1673年 3月21日 寛文13年 2月3日 雨降　（御国元江御飛脚2人今日11日ニ下着候へと申付相立ル、正月18日二御国罷立候御飛脚3人戌刻二上着仕候）
1673年 3月22日 寛文13年 2月4日 天気吉
1673年 3月23日 寛文13年 2月5日 天気好
1673年 3月24日 寛文13年 2月6日 天気吉　（子ノ刻ニ染谷町にて火事出来・丑ノ刻ニ鎮り）
1673年 3月25日 寛文13年 2月7日 天気吉　（御国元へ御飛脚3人今日より11日ニ下着候へと申渡し候）
1673年 3月26日 寛文13年 2月8日 天気吉　（戌ノ刻より雨降）
1673年 3月27日 寛文13年 2月9日 天気曇?（最後の文字は雲目のように見える）
1673年 3月28日 寛文13年 2月10日 天気吉　風少吹
1673年 3月29日 寛文13年 2月11日 天気吉
1673年 3月30日 寛文13年 2月12日 天気吉
1673年 3月31日 寛文13年 2月13日 天気吉　（去月27日二御国元罷立候御飛脚4人今日申ノ下刻二上着仕候）
1673年 4月1日 寛文13年 2月14日 　　（天気の記述なし）　（卯ノ刻ニ地震仕候、寅ノ刻より雨降）
1673年 4月2日 寛文13年 2月15日 天気好
1673年 4月3日 寛文13年 2月16日 天気好　（御国元へ御飛脚御足軽4人今日より12日ニ下着候へと申渡し相立ル、午ノ刻より雨降）
1673年 4月4日 寛文13年 2月17日 少々雨降　（戌ノ下刻より風吹）
1673年 4月5日 寛文13年 2月18日 天気吉　（子ノ上刻地震仕候）
1673年 4月6日 寛文13年 2月19日 天気吉
1673年 4月7日 寛文13年 2月20日 天気吉　（御国元2月6日二罷立候御飛脚2人戌刻二上着仕候）
1673年 4月8日 寛文13年 2月21日 天気好
1673年 4月9日 寛文13年 2月22日 少々雨降
1673年 4月10日 寛文13年 2月23日 天気吉　（御国元御飛脚2人今日10日ニ下着候へと申付相立ル）
1673年 4月11日 寛文13年 2月24日 天気吉
1673年 4月12日 寛文13年 2月25日 天気吉　（午ノ下刻より雨降）
1673年 4月13日 寛文13年 2月26日 雨降　（御国元今月14日罷立候御飛脚申ノ刻上着仕候）
1673年 4月14日 寛文13年 2月27日 晴天
1673年 4月15日 寛文13年 2月28日 天気吉
1673年 4月16日 寛文13年 2月29日 雨降　（今月18日御国元罷立候御飛脚今日未ノ刻二上着仕候）
1673年 4月17日 寛文13年 3月1日 天気吉
1673年 4月18日 寛文13年 3月2日 終日天気くもり　時々雨降
1673年 4月19日 寛文13年 3月3日 雨降　（御国元へ御飛脚2人今日より10日ニ下着候へと申付相立、巳ノ刻ニ少地震）
1673年 4月20日 寛文13年 3月4日 雨降
1673年 4月21日 寛文13年 3月5日 雨降
1673年 4月22日 寛文13年 3月6日 雨降　巳ノ刻より晴天　（先月23日罷立候御飛脚4人今日巳ノ刻二到着仕候）
1673年 4月23日 寛文13年 3月7日 天気吉
1673年 4月24日 寛文13年 3月8日 天気吉
1673年 4月25日 寛文13年 3月9日 天気くもり　申ノ刻より雨降　（戌ノ刻より雨降申さず候又丑ノ刻より雨降）
1673年 4月26日 寛文13年 3月10日 雨降
1673年 4月27日 寛文13年 3月11日 晴天
1673年 4月28日 寛文13年 3月12日 天気吉
1673年 4月29日 寛文13年 3月13日 天気吉
1673年 4月30日 寛文13年 3月14日 天気くもり　時々雨降
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1673年 5月1日 寛文13年 3月15日 天気能　（御国元今4日罷立候御飛脚2人申ノ中刻上着仕候）
1673年 5月2日 寛文13年 3月16日 天気能
1673年 5月3日 寛文13年 3月17日 雨降　（今9日に殿様御発駕遊ばされの由にて御飛脚2人即日罷立候・今朝辰ノ中刻ニ上着仕候）
1673年 5月4日 寛文13年 3月18日 天気吉　（申ノ刻より雨降）
1673年 5月5日 寛文13年 3月19日 天気吉
1673年 5月6日 寛文13年 3月20日 天気吉
1673年 5月7日 寛文13年 3月21日 天気吉
1673年 5月8日 寛文13年 3月22日 少風吹　天気吉　（申ノ刻少地震・同刻より雨少々降）
1673年 5月9日 寛文13年 3月23日 時々少々雨降
1673年 5月10日 寛文13年 3月24日 天気吉
1673年 5月11日 寛文13年 3月25日 天気
1673年 5月12日 寛文13年 3月26日 天気　（午中刻ニ御着座遊ばされ候、御老中様等に御使者を遣わしている）
1673年 5月13日 寛文13年 3月27日 天気吉
1673年 5月14日 寛文13年 3月28日 天気能　（御国元御飛脚御足軽両人今日より9日ニ下着候へと申付相立ル）
1673年 5月15日 寛文13年 3月29日 晴天
1673年 5月16日 寛文13年 3月30日 雨降
1673年 5月17日 寛文13年 4月1日 　　（天気の記述なし）　（御国元先月20日罷立候飛脚今日午ノ下刻ニ上着）
1673年 5月18日 寛文13年 4月2日 　　（天気の記述なし）
1673年 5月19日 寛文13年 4月3日 天気能
1673年 5月20日 寛文13年 4月4日 天晴　（飛脚之者2人差下し候・今日より道中8日9日之日積ニ下着仕るべき由申付ル）
1673年 5月21日 寛文13年 4月5日 天快晴
1673年 5月22日 寛文13年 4月6日 天気晴
1673年 5月23日 寛文13年 4月7日 天気晴　（今朝卯刻御国元へ飛脚差下ス・8日9日ふりニ参候へと申渡ス）
1673年 5月24日 寛文13年 4月8日 天気晴　（……喜利支丹（切支丹）……）
1673年 5月25日 寛文13年 4月9日 　　（天気の記述なし）
1673年 5月26日 寛文13年 4月10日 天快晴
1673年 5月27日 寛文13年 4月11日 天快晴
1673年 5月28日 寛文13年 4月12日 天気曇　五ツ過より少雨降　（四ツ半時ニ雨晴・又九つ半過より大雨ニ而夜之四ツ過迄降）
1673年 5月29日 寛文13年 4月13日 天気能
1673年 5月30日 寛文13年 4月14日 天気能　（4月5日御国罷立飛脚上着）
1673年 5月31日 寛文13年 4月15日 天気晴
1673年 6月1日 寛文13年 4月16日 天気曇　（御国江飛脚差下す）
1673年 6月2日 寛文13年 4月17日 天気曇　四つ過より小雨降
1673年 6月3日 寛文13年 4月18日 天気能
1673年 6月4日 寛文13年 4月19日 天気能
1673年 6月5日 寛文13年 4月20日 昨夜より雨天
1673年 6月6日 寛文13年 4月21日 昨終日よりの雨今朝昼少前晴候
1673年 6月7日 寛文13年 4月22日 天気晴
1673年 6月8日 寛文13年 4月23日 天気能
1673年 6月9日 寛文13年 4月24日 天気能　（御国より今月15日ニ罷立候飛脚之者今日上着仕候）
1673年 6月10日 寛文13年 4月25日 天気能
1673年 6月11日 寛文13年 4月26日 天気能　（午以後少風立）
1673年 6月12日 寛文13年 4月27日 午ノ中刻より雨
1673年 6月13日 寛文13年 4月28日 天気曇　四ツ過ニ大雨l降
1673年 6月14日 寛文13年 4月29日 天気能
1673年 6月15日 寛文13年 5月1日 朝五ツより雨降　（御国元より之飛脚先月21日二罷立今日暮六ツ半過ニ上着）
1673年 6月16日 寛文13年 5月2日 天気能
1673年 6月17日 寛文13年 5月3日 天気能　暮六つ前より雨天
1673年 6月18日 寛文13年 5月4日 天気能
1673年 6月19日 寛文13年 5月5日 天気能
1673年 6月20日 寛文13年 5月6日 天晴
1673年 6月21日 寛文13年 5月7日 午の下刻より雷雨瀧?
1673年 6月22日 寛文13年 5月8日 天気能
1673年 6月23日 寛文13年 5月9日 小雨　八ツ時分より大雨
1673年 6月24日 寛文13年 5月10日 雨天
1673年 6月25日 寛文13年 5月11日 朝小雨　晩七ツより晴
1673年 6月26日 寛文13年 5月12日 天快晴　（今8日9日京都出火・禁裏洛中残らず焼失・二條御城ばかり恙なき由申し来る）
1673年 6月27日 寛文13年 5月13日 雨天　終日夜中　（先月27日ニ御国罷立候飛脚之者今日昼過ニ到着、今9日京都出火にて御飛脚御書添田八左衛門?に遣ス）
1673年 6月28日 寛文13年 5月14日 終日曇　（御国元へ飛脚差下御足軽3人の碇関へ御印遣ス、京都より町便之書状来ル・去ル9日の火事ニ御屋敷別条なし）
1673年 6月29日 寛文13年 5月15日 天気晴　昨夜迄雨降
1673年 6月30日 寛文13年 5月16日 天晴
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1673年 7月1日 寛文13年 5月17日 天気快晴
1673年 7月2日 寛文13年 5月18日 曇　風
1673年 7月3日 寛文13年 5月19日 天気能　少々風立　（御国元今8日に罷立候飛脚今日暮時分上着）
1673年 7月4日 寛文13年 5月20日 天気能
1673年 7月5日 寛文13年 5月21日 天気能
1673年 7月6日 寛文13年 5月22日 天気能
1673年 7月7日 寛文13年 5月23日 天気能
1673年 7月8日 寛文13年 5月24日 天気曇　（御国元へ之飛脚2人今朝五ツ前ニ遣ス・道中9日ぶりに下着仕るべき由申付ル）
1673年 7月9日 寛文13年 5月25日 天気能　少時々雨降
1673年 7月10日 寛文13年 5月26日 天気能　（今月12日より14日迄備中松山で大雨・洪水で侍屋敷町家とも流家500軒余・潰れ家等数知れず）
1673年 7月11日 寛文13年 5月27日 少々雨降　七ツ時分より風立
1673年 7月12日 寛文13年 5月28日 雨風
1673年 7月13日 寛文13年 5月29日 早天より雨降風吹　（御奥様亥ノ刻御逝去也）
1673年 7月14日 寛文13年 6月1日 朝より雨天
1673年 7月15日 寛文13年 6月2日 雨天　但申ノ刻より晴　（御奥様御葬礼今晩上野津梁院で）
1673年 7月16日 寛文13年 6月3日 曇
1673年 7月17日 寛文13年 6月4日 天気能
1673年 7月18日 寛文13年 6月5日 天気克
1673年 7月19日 寛文13年 6月6日 天気能
1673年 7月20日 寛文13年 6月7日 天気能
1673年 7月21日 寛文13年 6月8日 天気能
1673年 7月22日 寛文13年 6月9日 暑気甚　（先月26日御国元立候飛脚今日申ノ刻上着御足軽3人）
1673年 7月23日 寛文13年 6月10日 天気克
1673年 7月24日 寛文13年 6月11日 天気能
1673年 7月25日 寛文13年 6月12日 天気能
1673年 7月26日 寛文13年 6月13日 天気能　甚暑
1673年 7月27日 寛文13年 6月14日 天気能
1673年 7月28日 寛文13年 6月15日 天気能　（御国元へ飛脚4人今日遣ス）
1673年 7月29日 寛文13年 6月16日 天気能
1673年 7月30日 寛文13年 6月17日 天気能
1673年 7月31日 寛文13年 6月18日 天気能
1673年 8月1日 寛文13年 6月19日 天気能　七ツ半過より雨降　（御国元今月10日ニ立候飛脚未ノ御后刻到来）
1673年 8月2日 寛文13年 6月20日 天気能
1673年 8月3日 寛文13年 6月21日 天気好
1673年 8月4日 寛文13年 6月22日 天気
1673年 8月5日 寛文13年 6月23日 天晴　甚暑
1673年 8月6日 寛文13年 6月24日 天気能
1673年 8月7日 寛文13年 6月25日 天晴　甚暑
1673年 8月8日 寛文13年 6月26日 天気曇　四つニ少小雨降
1673年 8月9日 寛文13年 6月27日 天気能　八過少雨
1673年 8月10日 寛文13年 6月28日 天気曇　（今昼過より雨降）
1673年 8月11日 寛文13年 6月29日 天気能
1673年 8月12日 寛文13年 7月1日 　　（天気の記述なし）
1673年 8月13日 寛文13年 7月2日 天気能
1673年 8月14日 寛文13年 7月3日 天気能
1673年 8月15日 寛文13年 7月4日 天気能
1673年 8月16日 寛文13年 7月5日 天気能
1673年 8月17日 寛文13年 7月6日 天気能　（6月24日御国元立候飛脚今日未ノ下刻到着）
1673年 8月18日 寛文13年 7月7日 天気能
1673年 8月19日 寛文13年 7月8日 天気能
1673年 8月20日 寛文13年 7月9日 天気能
1673年 8月21日 寛文13年 7月10日 天気能
1673年 8月22日 寛文13年 7月11日 天気能　七ツ過少雨降　（今朝未明ニ御飛脚2人御国元へ遣ス・道中ハ今日より9日ふりに下着申すべき由申付ル）
1673年 8月23日 寛文13年 7月12日 甚暑　（今月3日御国元立候飛脚今日暮合上着也）
1673年 8月24日 寛文13年 7月13日 天気能
1673年 8月25日 寛文13年 7月14日 甚暑
1673年 8月26日 寛文13年 7月15日 天気能
1673年 8月27日 寛文13年 7月16日 甚暑
1673年 8月28日 寛文13年 7月17日 残甚暑
1673年 8月29日 寛文13年 7月18日 天気好
1673年 8月30日 寛文13年 7月19日 天気能　甚暑　（御国元今月11日二罷立候御飛脚今日暮六ツ過ニ到着）
1673年 8月31日 寛文13年 7月20日 天気好
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1673年 9月1日 寛文13年 7月21日 早朝より曇　六ツ半過少雨降　（晩の七つ半過ニ大雨・少之内降、御国元江の飛脚今朝未明ニ相立ル）
1673年 9月2日 寛文13年 7月22日 　　（天気の記述なし）
1673年 9月3日 寛文13年 7月23日 天気能
1673年 9月4日 寛文13年 7月24日 甚暑
1673年 9月5日 寛文13年 7月25日 甚暑
1673年 9月6日 寛文13年 7月26日 少々曇　申ノ下刻より雨降
1673年 9月7日 寛文13年 7月27日 曇　五つより雨降
1673年 9月8日 寛文13年 7月28日 　　（天気の記述なし）
1673年 9月9日 寛文13年 7月29日 天気能
1673年 9月10日 寛文13年 7月30日 　　（天気の記述なし）
1673年 9月11日 寛文13年 8月1日 雨天
1673年 9月12日 寛文13年 8月2日 雨天
1673年 9月13日 寛文13年 8月3日 天気克　（今朝明六ニ御国元へ之飛脚立ル・但道中8日9日ふりに下着仕るべき由申付ル）
1673年 9月14日 寛文13年 8月4日 天気能　
1673年 9月15日 寛文13年 8月5日 天気能　申ノ下刻少雨降
1673年 9月16日 寛文13年 8月6日 天気能　（御国元先月26日立候飛脚今日酉ノ刻上着）
1673年 9月17日 寛文13年 8月7日 天気快晴
1673年 9月18日 寛文13年 8月8日 天気能　
1673年 9月19日 寛文13年 8月9日 少々雨降　申ノ下刻より風烈　所々破損仕
1673年 9月20日 寛文13年 8月10日 天気能　
1673年 9月21日 寛文13年 8月11日 天気能　
1673年 9月22日 寛文13年 8月12日 天気能　
1673年 9月23日 寛文13年 8月13日 昨夕より雨天　（御国元へ之御飛脚2人今朝明六ニ立ル・道中今日より10日11日ふりに下着仕るべき由申付ル）
1673年 9月24日 寛文13年 8月14日 雨天
1673年 9月25日 寛文13年 8月15日 天気能　
1673年 9月26日 寛文13年 8月16日 雨天
1673年 9月27日 寛文13年 8月17日 雨天　巳ノ刻より晴　少曇
1673年 9月28日 寛文13年 8月18日 天快晴　（御国元今月8日ニ立候飛脚今日申ノ上刻到着）
1673年 9月29日 寛文13年 8月19日 天気能
1673年 9月30日 寛文13年 8月20日 暑気
1673年 10月1日 寛文13年 8月21日 天気能
1673年 10月2日 寛文13年 8月22日 天気能
1673年 10月3日 寛文13年 8月23日 雨天
1673年 10月4日 寛文13年 8月24日 終日雨降
1673年 10月5日 寛文13年 8月25日 天気曇　（未ノ下刻少々地震）
1673年 10月6日 寛文13年 8月26日 天気能
1673年 10月7日 寛文13年 8月27日 天気快晴
1673年 10月8日 寛文13年 8月28日 天気能
1673年 10月9日 寛文13年 8月29日 天気能
1673年 10月10日 寛文13年 9月1日 天気能
1673年 10月11日 寛文13年 9月2日 天気快晴
1673年 10月12日 寛文13年 9月3日 天快晴
1673年 10月13日 寛文13年 9月4日 天気快晴　（今朝御国へ之飛脚両人立ル）
1673年 10月14日 寛文13年 9月5日 天気能
1673年 10月15日 寛文13年 9月6日 朝曇雨少降　夫より晴　（先月23日御国元より参候飛脚今日到着）
1673年 10月16日 寛文13年 9月7日 天気能　（御国元への飛脚2人今日差下ス）
1673年 10月17日 寛文13年 9月8日 天気能　風少々
1673年 10月18日 寛文13年 9月9日 天気能
1673年 10月19日 寛文13年 9月10日 天気能
1673年 10月20日 寛文13年 9月11日 天気能　但七ツより時雨　（先月24日に御国元罷立候小知行2人が何かを持参）
1673年 10月21日 寛文13年 9月12日 昨夜中より雨天
1673年 10月22日 寛文13年 9月13日 曇　雨少々
1673年 10月23日 寛文13年 9月14日 雨天
1673年 10月24日 寛文13年 9月15日 朝曇　昼過より晴
1673年 10月25日 寛文13年 9月16日 天気快晴
1673年 10月26日 寛文13年 9月17日 天気能
1673年 10月27日 寛文13年 9月18日 天気能　（御国元江之御飛脚今朝五前ニ立ル）
1673年 10月28日 寛文13年 9月19日 雨天　（御国元今月8日罷立候飛脚今日酉ノ下刻到着）
1673年 10月29日 寛文13年 9月20日 天気能
1673年 10月30日 寛文13年 9月21日 天気能　申ノ刻少雨
1673年 10月31日 寛文13年 9月22日 天気快晴
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1673年 11月1日 寛文13年 9月23日 天気能
1673年 11月2日 寛文13年 9月24日 曇　五半過ニ少雨降
1673年 11月3日 寛文13年 9月25日 天晴
1673年 11月4日 寛文13年 9月26日 天気能
1673年 11月5日 寛文13年 9月27日 天気能
1673年 11月6日 寛文13年 9月28日 天気能　（去ル21日に延宝元年と改元との申し渡しが殿中である）
1673年 11月7日 寛文13年 9月29日 雨天　（御国元今月20日ニ立候飛脚酉ノ刻上着）
1673年 11月8日 寛文13年 9月30日 雨天　（御国元へ之御飛脚立ル・但明六ニ遣ス）
1673年 11月9日 寛文13年 10月1日 天快晴
1673年 11月10日 寛文13年 10月2日 天気曇　
1673年 11月11日 寛文13年 10月3日 天気能　今朝霜甚降
1673年 11月12日 寛文13年 10月4日 天気能　（喜利支丹（切支丹）帳面今朝大隅様へ……、屋敷で坊主が一寸した刃傷事件・捕まる・御門番4人を預け）
1673年 11月13日 寛文13年 10月5日 天気能
1673年 11月14日 寛文13年 10月6日 天気好
1673年 11月15日 寛文13年 10月7日 天気能
1673年 11月16日 寛文13年 10月8日 天気能　（先月19日ニ御国元罷立候御荷物今日上着）
1673年 11月17日 寛文13年 10月9日 天気能　（御国元先月19日ニ罷立候御鷹七居（しちすえと読むはず・７羽のこと）今日上着）
1673年 11月18日 寛文13年 10月10日 天気能
1673年 11月19日 寛文13年 10月11日 雨天
1673年 11月20日 寛文13年 10月12日 終日雨天　（吉利支丹（切支丹）御帳面之下書大隅様へ……）
1673年 11月21日 寛文13年 10月13日 天気能
1673年 11月22日 寛文13年 10月14日 天気快晴
1673年 11月23日 寛文13年 10月15日 天気能
1673年 11月24日 寛文13年 10月16日 天気能　（御国元より今3日に罷登候飛脚昨夕9過ニ到着）
1673年 11月25日 寛文13年 10月17日 天気能
1673年 11月26日 寛文13年 10月18日 天気能
1673年 11月27日 寛文13年 10月19日 天気能
1673年 11月28日 寛文13年 10月20日 天気能
1673年 11月29日 寛文13年 10月21日 雨天
1673年 11月30日 寛文13年 10月22日 風雨
1673年 12月1日 寛文13年 10月23日 天快晴
1673年 12月2日 寛文13年 10月24日 天気能　（御国元へ飛脚差下ス、切支丹帳面大隅様様御差図の通り清書したため候へと申し付ける）
1673年 12月3日 寛文13年 10月25日 天気能
1673年 12月4日 寛文13年 10月26日 天気能
1673年 12月5日 寛文13年 10月27日 天気能
1673年 12月6日 寛文13年 10月28日 天気能　（幾理支丹（切支丹）帳面相認成され（したためなされ）……）
1673年 12月7日 寛文13年 10月29日 天気能
1673年 12月8日 寛文13年 11月1日 天気快晴　（先月18日御国立候飛脚今朝到着）
1673年 12月9日 寛文13年 11月2日 天気曇　少雨
1673年 12月10日 寛文13年 11月3日 天気好
1673年 12月11日 寛文13年 11月4日 天気能
1673年 12月12日 寛文13年 11月5日 天気能
1673年 12月13日 寛文13年 11月6日 天晴
1673年 12月14日 寛文13年 11月7日 天気曇　少々雨天　（今朝卯上刻ニ御国元へ御飛脚2人遣ス・道中今日より12日ふりに参着仕るべき由申付ル）
1673年 12月15日 寛文13年 11月8日 天気能
1673年 12月16日 寛文13年 11月9日 天気能
1673年 12月17日 寛文13年 11月10日 少々雨天
1673年 12月18日 寛文13年 11月11日 天気好
1673年 12月19日 寛文13年 11月12日 曇　少雨降　昼より晴天
1673年 12月20日 寛文13年 11月13日 天気好　（今朝六ツニ御国元之飛脚立ル・道中11日12日ふりニ下着申すべき由申付ル）
1673年 12月21日 寛文13年 11月14日 天気能　（御国元今月2日午之刻立候飛脚今日酉ノ上刻到着）
1673年 12月22日 寛文13年 11月15日 天気能
1673年 12月23日 寛文13年 11月16日 天気好
1673年 12月24日 寛文13年 11月17日 天気能　七つ時分少雨降
1673年 12月25日 寛文13年 11月18日 天気能
1673年 12月26日 寛文13年 11月19日 天気快晴
1673年 12月27日 寛文13年 11月20日 天気能
1673年 12月28日 寛文13年 11月21日 天気曇
1673年 12月29日 寛文13年 11月22日 雨天
1673年 12月30日 寛文13年 11月23日 天気能　風吹
1673年 12月31日 寛文13年 11月24日 風吹　（御国元11月9日未ノ刻立候御飛脚今日酉ノ下刻到着）
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1674年 1月1日 寛文13年 11月25日 天気好
1674年 1月2日 寛文13年 11月26日 昨夜半過より初雪少々降
1674年 1月3日 寛文13年 11月27日 天気好
1674年 1月4日 寛文13年 11月28日 天気能　（御国元今月14日に立候飛脚申ノ下刻到着也）
1674年 1月5日 寛文13年 11月29日 天気好　（御国元へ申ノ下刻飛脚立ル）
1674年 1月6日 寛文13年 11月30日 朝之内雪少降　夫より曇
1674年 1月7日 寛文13年 12月1日 朝の内少々雪降　五過晴　終日曇（晴は晴天ではなく雪が止んだという意味ですな）
1674年 1月8日 寛文13年 12月2日 天気能
1674年 1月9日 寛文13年 12月3日 天気好
1674年 1月10日 寛文13年 12月4日 終日曇　寒気
1674年 1月11日 寛文13年 12月5日 天気曇　少々雨天
1674年 1月12日 寛文13年 12月6日 天曇
1674年 1月13日 寛文13年 12月7日 天気好
1674年 1月14日 寛文13年 12月8日 天気能　（御国先月24日同26日罷立候飛脚今朝到着、今日午ノ刻飛脚差下ス）
1674年 1月15日 寛文13年 12月9日 天気能　風吹
1674年 1月16日 寛文13年 12月10日 天気能　少寒気
1674年 1月17日 寛文13年 12月11日 天気快晴
1674年 1月18日 寛文13年 12月12日 天気能
1674年 1月19日 寛文13年 12月13日 　　（天気の記述なし）
1674年 1月20日 寛文13年 12月14日 天気能　（御国元先月晦日立候飛脚今日申ノ上刻参着也）
1674年 1月21日 寛文13年 12月15日 天気好　少々風吹
1674年 1月22日 寛文13年 12月16日 天気能　少々風
1674年 1月23日 寛文13年 12月17日 天気能
1674年 1月24日 寛文13年 12月18日 天気能　（今朝御国元へ飛脚遣ス）
1674年 1月25日 寛文13年 12月19日 天気快晴　少々風吹
1674年 1月26日 寛文13年 12月20日 風吹
1674年 1月27日 寛文13年 12月21日 天気快晴
1674年 1月28日 寛文13年 12月22日 曇　八過より雨少降
1674年 1月29日 寛文13年 12月23日 天気能　少々風吹　（今朝御国元へ之飛脚立ル、今夜九ツ過本郷三丁目之南うら町御旗本衆より火事・類火10軒同心町10軒ばかり焼失・八時分火留）
1674年 1月30日 寛文13年 12月24日 天気能　風吹
1674年 1月31日 寛文13年 12月25日 天気曇　甚寒
1674年 2月1日 寛文13年 12月26日 天気能　（御囃子あり・演目も記してある、今月8日御国元立候飛脚今日昼時分上着也）
1674年 2月2日 寛文13年 12月27日 天気能
1674年 2月3日 寛文13年 12月28日 天気能　（今朝御国元へ御飛脚差下す）
1674年 2月4日 寛文13年 12月29日 天気快晴
1674年 2月5日 寛文13年 12月30日 天気能
1674年 2月6日 延宝2年 正月1日 天快晴
1674年 2月7日 延宝2年 正月2日 天気能
1674年 2月8日 延宝2年 正月3日 天気能　（例年の如く御国元への御飛脚今未明に相立ル、御国元極月17日立候御飛脚今日申ノ刻到着）
1674年 2月9日 延宝2年 正月4日 終日雨天
1674年 2月10日 延宝2年 正月5日 天気能
1674年 2月11日 延宝2年 正月6日 天気能
1674年 2月12日 延宝2年 正月7日 天気曇　七ツ過より雪
1674年 2月13日 延宝2年 正月8日 　　（天気の記述なし：本文中に）　（昨夜よりの雪四寸程降・今日も四ツ時分迄少ツツふり夫より天快晴）
1674年 2月14日 延宝2年 正月9日 天気能
1674年 2月15日 延宝2年 正月10日 天気能
1674年 2月16日 延宝2年 正月11日 天気能
1674年 2月17日 延宝2年 正月12日 天気能　（御国元へ御飛脚差下ス）
1674年 2月18日 延宝2年 正月13日 天気能　（旧冬極月24日御国元罷立候御飛脚今日八ツ前上着也）
1674年 2月19日 延宝2年 正月14日 天曇　（御国元12月28日ニ相立候御飛脚今日申ノ刻到着也）
1674年 2月20日 延宝2年 正月15日 朝曇　四ツ過より天気能　八ツ過より風吹　六ツ過より雪降
1674年 2月21日 延宝2年 正月16日 曇　寒天
1674年 2月22日 延宝2年 正月17日 天気能
1674年 2月23日 延宝2年 正月18日 天気能　（御国元今月2日立候飛脚今晩六半時分到着）
1674年 2月24日 延宝2年 正月19日 天気曇　少々雨天
1674年 2月25日 延宝2年 正月20日 五ツ時分天快晴　（昨夜子ノ后刻余程之地震
1674年 2月26日 延宝2年 正月21日 天気能
1674年 2月27日 延宝2年 正月22日 天曇
1674年 2月28日 延宝2年 正月23日 天気好　少々風吹　（今未明御国元（虫）飛脚差下ス）
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1674年 3月1日 延宝2年 正月24日 天気能
1674年 3月2日 延宝2年 正月25日 昨夜より少々雨降　今朝五より雪少降
1674年 3月3日 延宝2年 正月26日 終日雪　（御国元今月10日罷立候飛脚今日八ツ過上着也）
1674年 3月4日 延宝2年 正月27日 天気曇　（昨日より之雪六寸程積ル）
1674年 3月5日 延宝2年 正月28日 天快晴
1674年 3月6日 延宝2年 正月29日 天気好
1674年 3月7日 延宝2年 正月30日 天気能
1674年 3月8日 延宝2年 2月1日 天気好
1674年 3月9日 延宝2年 2月2日 天曇　七ツ半頃より雨
1674年 3月10日 延宝2年 2月3日 天気能
1674年 3月11日 延宝2年 2月4日 天気好
1674年 3月12日 延宝2年 2月5日 天気終日曇　酉下刻より少々天雨　（御国元正月21日ニ罷立候飛脚今日暮ニ及び到着）
1674年 3月13日 延宝2年 2月6日 昨夜よりの雨今日終日
1674年 3月14日 延宝2年 2月7日 天気好
1674年 3月15日 延宝2年 2月8日 天気能　（御国元への飛脚差下ス）
1674年 3月16日 延宝2年 2月9日 天快晴
1674年 3月17日 延宝2年 2月10日 終日曇
1674年 3月18日 延宝2年 2月11日 青天（このように書いています・晴天でしょう）
1674年 3月19日 延宝2年 2月12日 雨天
1674年 3月20日 延宝2年 2月13日 天快晴
1674年 3月21日 延宝2年 2月14日 天気能
1674年 3月22日 延宝2年 2月15日 天気能　（正月晦日ニ御国元罷立候飛脚今日八ツ前ニ上着、七ツ半より雨降）
1674年 3月23日 延宝2年 2月16日 天曇　但昨夜降候雪今朝少有
1674年 3月24日 延宝2年 2月17日 天気能
1674年 3月25日 延宝2年 2月18日 天気能
1674年 3月26日 延宝2年 2月19日 天気能
1674年 3月27日 延宝2年 2月20日 天気好　八ツ時分より雨天
1674年 3月28日 延宝2年 2月21日 天気能　風吹
1674年 3月29日 延宝2年 2月22日 少風
1674年 3月30日 延宝2年 2月23日 風吹　四時分より雨天　（今日五ツ過ニ御国元へ飛脚遣ス・道中随分急罷下申べき由申付ル）
1674年 3月31日 延宝2年 2月24日 曇
1674年 4月1日 延宝2年 2月25日 雨天
1674年 4月2日 延宝2年 2月26日 天気能
1674年 4月3日 延宝2年 2月27日 天気能
1674年 4月4日 延宝2年 2月28日 天気能
1674年 4月5日 延宝2年 2月29日 天気能　（今月17日ニ御国元罷立候飛脚酉刻到着）
1674年 4月6日 延宝2年 3月1日 　　（天気の記述なし）
1674年 4月7日 延宝2年 3月2日 天気能
1674年 4月8日 延宝2年 3月3日 終日曇
1674年 4月9日 延宝2年 3月4日 天気快晴
1674年 4月10日 延宝2年 3月5日 天気能
1674年 4月11日 延宝2年 3月6日 天気好　（御国元先月23日ニ罷り立候御飛脚今日暮六半過到着・大道寺宇左衛門病気聢と之無き由申来ル・先月26日ニ久保田に付大風雨で1日逗留）
1674年 4月12日 延宝2年 3月7日 曇　昼過より雨　（御国元へ之飛脚今日相立ル・道中12日3日ふりに下着仕候へ？と申渡ス、御国許先月24日ニ罷立候飛脚2人今日八ツ前上着）
1674年 4月13日 延宝2年 3月8日 雨天　九ツ前より晴
1674年 4月14日 延宝2年 3月9日 天気能
1674年 4月15日 延宝2年 3月10日 天気能　朝五ツ半少地震少
1674年 4月16日 延宝2年 3月11日 天気能　少々風吹
1674年 4月17日 延宝2年 3月12日 天気能
1674年 4月18日 延宝2年 3月13日 曇　七ツ下刻より雨
1674年 4月19日 延宝2年 3月14日 雨天　四ツ時分より晴　終日曇　（先月23日大道寺宇左衛門相果・近昼御国元へ飛脚差下ス・香典銀子10枚）
1674年 4月20日 延宝2年 3月15日 朝之内曇　昼より青天　（御国元今月3日り立候御飛脚今日申ノ刻到着也）
1674年 4月21日 延宝2年 3月16日 　　（天気の記述なし）　（今日御国元へ飛脚2人差遣午之刻立ル・一昨日の飛脚ニ追付下着仕るべき由申付ル）
1674年 4月22日 延宝2年 3月17日 天快晴
1674年 4月23日 延宝2年 3月18日 天快晴　昼過より風少吹
1674年 4月24日 延宝2年 3月19日 雨天　（別条之なく申ノ刻地震）
1674年 4月25日 延宝2年 3月20日 雨天
1674年 4月26日 延宝2年 3月21日 天気能
1674年 4月27日 延宝2年 3月22日 快晴　（御国元への飛脚2人明日早天に爰元相立申すべき由申付ル・……道中11日ぶりに下着仕候へと？申付ル）
1674年 4月28日 延宝2年 3月23日 天気能　（今朝早天ニ御国元へ之飛脚差遣ス）
1674年 4月29日 延宝2年 3月24日 雨天
1674年 4月30日 延宝2年 3月25日 朝之内曇　巳上刻より晴天
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1674年 5月1日 延宝2年 3月26日 天気晴
1674年 5月2日 延宝2年 3月27日 天快晴　（御国元今月16日立候御飛脚今日未ノ下刻到着也）
1674年 5月3日 延宝2年 3月28日 少々雨天
1674年 5月4日 延宝2年 3月29日 昨夜よりの雨今日昼過迄降　夫より風少々
1674年 5月5日 延宝2年 3月30日 快晴
1674年 5月6日 延宝2年 4月1日 天気能　
1674年 5月7日 延宝2年 4月2日 天気曇
1674年 5月8日 延宝2年 4月3日 天気能　但朝之内少曇
1674年 5月9日 延宝2年 4月4日 天気快晴
1674年 5月10日 延宝2年 4月5日 天気能
1674年 5月11日 延宝2年 4月6日 天気快晴　八ツ前より風少々吹
1674年 5月12日 延宝2年 4月7日 風吹
1674年 5月13日 延宝2年 4月8日 天気好　（御国元へ今朝飛脚2人立ル）
1674年 5月14日 延宝2年 4月9日 天気能　但暮時分より曇　雨少
1674年 5月15日 延宝2年 4月10日 昨夜中より雨降　終日雨天
1674年 5月16日 延宝2年 4月11日 昨夜より之雨今日も終日強雨
1674年 5月17日 延宝2年 4月12日 天気好　（御国元今月2日ニ罷立候御飛脚今晩酉ノ刻上着）
1674年 5月18日 延宝2年 4月13日 昨夜より今朝迄雨天　夜五ツ時分地震　（御国元への御飛脚今昼相立ル）
1674年 5月19日 延宝2年 4月14日 天気好
1674年 5月20日 延宝2年 4月15日 天気能
1674年 5月21日 延宝2年 4月16日 天気快晴　（今朝未明ニ御国元へ御飛脚2人差下ス・但津軽左京様今日御在所へ御発足成され候ニ付）
1674年 5月22日 延宝2年 4月17日 天気能　但昼過より雨少降
1674年 5月23日 延宝2年 4月18日 天気好
1674年 5月24日 延宝2年 4月19日 天気能
1674年 5月25日 延宝2年 4月20日 天気好
1674年 5月26日 延宝2年 4月21日 終日曇
1674年 5月27日 延宝2年 4月22日 雨降
1674年 5月28日 延宝2年 4月23日 昨日より之雨今日も終日　（今未明ニ御国元へ飛脚2人相立ル）
1674年 5月29日 延宝2年 4月24日 終日雨
1674年 5月30日 延宝2年 4月25日 天快晴
1674年 5月31日 延宝2年 4月26日 天気曇
1674年 6月1日 延宝2年 4月27日 曇
1674年 6月2日 延宝2年 4月28日 天気快晴
1674年 6月3日 延宝2年 4月29日 天気能
1674年 6月4日 延宝2年 5月1日 天快晴
1674年 6月5日 延宝2年 5月2日 天気能　（御国元先月19日立候飛脚今日申ノ刻到着）
1674年 6月6日 延宝2年 5月3日 天気快晴　少風吹
1674年 6月7日 延宝2年 5月4日 天気曇
1674年 6月8日 延宝2年 5月5日 天快晴
1674年 6月9日 延宝2年 5月6日 天曇　（御国元より先月26日ニ相立候飛脚今朝上着候・先月24日の夜久昌院様御気色少御発遊ばされ候（体調不良？）に付、御国元へ之飛脚今日辰ノ下刻相立ル）
1674年 6月10日 延宝2年 5月7日 天気好
1674年 6月11日 延宝2年 5月8日 天曇
1674年 6月12日 延宝2年 5月9日 天快晴
1674年 6月13日 延宝2年 5月10日 天気好　暮六ツ過より少雨降　（申ノ上刻よ本登（余程）之地震有之、今朝未明ニ御国元へ飛脚遣ス）
1674年 6月14日 延宝2年 5月11日 昨夕より少し終日雨天
1674年 6月15日 延宝2年 5月12日 天晴
1674年 6月16日 延宝2年 5月13日 晴天
1674年 6月17日 延宝2年 5月14日 天気能　但申ノ下刻より雨
1674年 6月18日 延宝2年 5月15日 昨夜中雨　今朝晴ル
1674年 6月19日 延宝2年 5月16日 天気能　（御国元今月6日ニ立候飛脚今日申ノ下刻到着）
1674年 6月20日 延宝2年 5月17日 天気能
1674年 6月21日 延宝2年 5月18日 雨天
1674年 6月22日 延宝2年 5月19日 天気能　（御国元今月11日立候飛脚夜ニ入上着）
1674年 6月23日 延宝2年 5月20日 昼過より雷
1674年 6月24日 延宝2年 5月21日 天気能
1674年 6月25日 延宝2年 5月22日 天気能
1674年 6月26日 延宝2年 5月23日 天気能　暮候而雨
1674年 6月27日 延宝2年 5月24日 雨天
1674年 6月28日 延宝2年 5月25日 雨天　巳刻より晴　但曇
1674年 6月29日 延宝2年 5月26日 雨天
1674年 6月30日 延宝2年 5月27日 曇　（御国元今18日立候飛脚今日暮候而上着也）
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1674年 7月1日 延宝2年 5月28日 雨天
1674年 7月2日 延宝2年 5月29日 雨降
1674年 7月3日 延宝2年 5月30日 　　（日記の保存なし）
1674年 7月4日 延宝2年 6月1日 　　（日記の保存なし）
1674年 7月5日 延宝2年 6月2日 　　（日記の保存なし）
1674年 7月6日 延宝2年 6月3日 　　（日記の保存なし）
1674年 7月7日 延宝2年 6月4日 天晴　（午の刻飛脚相立也、今日御機嫌よく御発駕遊ばされた旨飛脚立ル）
1674年 7月8日 延宝2年 6月5日 天快晴
1674年 7月9日 延宝2年 6月6日 天気能
1674年 7月10日 延宝2年 6月7日 天気能
1674年 7月11日 延宝2年 6月8日 天気能
1674年 7月12日 延宝2年 6月9日 天気能
1674年 7月13日 延宝2年 6月10日 天気能
1674年 7月14日 延宝2年 6月11日 天気能
1674年 7月15日 延宝2年 6月12日 天気能
1674年 7月16日 延宝2年 6月13日 　　（天気の記述なし）　（申之刻風吹・大雨、酉之刻晴、子之刻雨風雷仕）
1674年 7月17日 延宝2年 6月14日 　　（天気の記述なし）　（時々雨）
1674年 7月18日 延宝2年 6月15日 天気能
1674年 7月19日 延宝2年 6月16日 天気能
1674年 7月20日 延宝2年 6月17日 　　（天気の記述なし）　（申の刻雨降退（後の意？）晴）
1674年 7月21日 延宝2年 6月18日 天気能
1674年 7月22日 延宝2年 6月19日 天気能
1674年 7月23日 延宝2年 6月20日 天快晴
1674年 7月24日 延宝2年 6月21日 同断（天快晴）
1674年 7月25日 延宝2年 6月22日 天気能
1674年 7月26日 延宝2年 6月23日 同断（天気能）
1674年 7月27日 延宝2年 6月24日 同断（天気能）　（御国江之飛脚相立候、由利（油利とある）之内本庄より飛脚到着）
1674年 7月28日 延宝2年 6月25日 天気能
1674年 7月29日 延宝2年 6月26日 少々雨
1674年 7月30日 延宝2年 6月27日 天気能
1674年 7月31日 延宝2年 6月28日 同断（天気能）　但昼より少々雨　（八ツ時分より七ツ半時迄大雨、水道ニ水餘ル、大路川のことくに水流也）
1674年 8月1日 延宝2年 6月29日 天曇
1674年 8月2日 延宝2年 7月1日 天気能　（御国江の飛脚相立）
1674年 8月3日 延宝2年 7月2日 天曇　（漬蕨上着）
1674年 8月4日 延宝2年 7月3日 天気能　（土用御機嫌窺之御飛脚到着）
1674年 8月5日 延宝2年 7月4日 時々少々雨
1674年 8月6日 延宝2年 7月5日 少々雨降
1674年 8月7日 延宝2年 7月6日 天曇
1674年 8月8日 延宝2年 7月7日 天気能
1674年 8月9日 延宝2年 7月8日 雨少々仕　（地震・見舞に御使いなどバタバタ）
1674年 8月10日 延宝2年 7月9日 天気能
1674年 8月11日 延宝2年 7月10日 天気能
1674年 8月12日 延宝2年 7月11日 天気能
1674年 8月13日 延宝2年 7月12日 天気能
1674年 8月14日 延宝2年 7月13日 天気能
1674年 8月15日 延宝2年 7月14日 天気能
1674年 8月16日 延宝2年 7月15日 天気能
1674年 8月17日 延宝2年 7月16日 天気能
1674年 8月18日 延宝2年 7月17日 天気能　（暮六ツ御国より飛脚早着）
1674年 8月19日 延宝2年 7月18日 天気能
1674年 8月20日 延宝2年 7月19日 天快晴　（吉利支旦改之儀去年の公儀仰出だされ候由・以来にて？隔年ニ改之書付御公儀江差上べく候……、土風呂七ツ過ニ京都より下着）
1674年 8月21日 延宝2年 7月20日 　　（天気の記述なし）
1674年 8月22日 延宝2年 7月21日 天気能
1674年 8月23日 延宝2年 7月22日 天気能　（御国より之飛脚暮六ツ半ニ参着）
1674年 8月24日 延宝2年 7月23日 昼過ニ少々雨ふる
1674年 8月25日 延宝2年 7月24日 天気能
1674年 8月26日 延宝2年 7月25日 雨降
1674年 8月27日 延宝2年 7月26日 雨降
1674年 8月28日 延宝2年 7月27日 雨降
1674年 8月29日 延宝2年 7月28日 天気能　昼より雨
1674年 8月30日 延宝2年 7月29日 天気曇　雨降　（御国江之飛脚指下ス）
1674年 8月31日 延宝2年 8月1日 時々雨
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1674年 9月1日 延宝2年 8月2日 時々雨
1674年 9月2日 延宝2年 8月3日 時々雨
1674年 9月3日 延宝2年 8月4日 時々雨　（御国へ之飛脚相立候、御国より之飛脚夜ノ五ツニ参着申候）
1674年 9月4日 延宝2年 8月5日 夜中より雨
1674年 9月5日 延宝2年 8月6日 昨夜中より大雨降　少々風も吹
1674年 9月6日 延宝2年 8月7日 天気能
1674年 9月7日 延宝2年 8月8日 天気能　（夜ニ入（人にしか見えないが）少々雨降
1674年 9月8日 延宝2年 8月9日 朝五ツ半ニ雨天後晴　（御国へ之御飛脚相立也）
1674年 9月9日 延宝2年 8月10日 夜より雨降
1674年 9月10日 延宝2年 8月11日 天曇　風吹　（八ツ時より雨降）
1674年 9月11日 延宝2年 8月12日 昨日より打続雨降
1674年 9月12日 延宝2年 8月13日 終日雨降
1674年 9月13日 延宝2年 8月14日 昨日より打続雨
1674年 9月14日 延宝2年 8月15日 雨降
1674年 9月15日 延宝2年 8月16日 雨降
1674年 9月16日 延宝2年 8月17日 天気能　（御国へ之御飛脚立ル）
1674年 9月17日 延宝2年 8月18日 天気能
1674年 9月18日 延宝2年 8月19日 天気能　（御国より之御飛脚今月4日立夜之五ツ前ニ参着・今月8日之御飛脚五ツ半ニ参着）
1674年 9月19日 延宝2年 8月20日 天気能
1674年 9月20日 延宝2年 8月21日 昼少雨
1674年 9月21日 延宝2年 8月22日 天気能
1674年 9月22日 延宝2年 8月23日 雨　（御国へ之飛脚相立候、御国より之御飛脚夜五ツ前参着）
1674年 9月23日 延宝2年 8月24日 雨
1674年 9月24日 延宝2年 8月25日 天気能　（神保三右衛門病死ニ付後家方へ香奠銀子10枚（家老並だ）遣わされる・後家に一生の中10人扶持を下し置かれる）
1674年 9月25日 延宝2年 8月26日 天気能
1674年 9月26日 延宝2年 8月27日 天気能
1674年 9月27日 延宝2年 8月28日 天気能　但夜ノ五ツ時分より雨　（暮六ツ半時過ニ御国より御飛脚参着）
1674年 9月28日 延宝2年 8月29日 天気能
1674年 9月29日 延宝2年 8月30日 天気能　夜五ツ時より雨
1674年 9月30日 延宝2年 9月1日 雨
1674年 10月1日 延宝2年 9月2日 雨
1674年 10月2日 延宝2年 9月3日 少々雨　（御国江ノ御飛脚両人他……八ツ時分下ス、京都より御茶壺下着）
1674年 10月3日 延宝2年 9月4日 雨
1674年 10月4日 延宝2年 9月5日 天気能
1674年 10月5日 延宝2年 9月6日 天気能　（御国よりノ御飛脚七ツ時ニ参着）
1674年 10月6日 延宝2年 9月7日 天気能
1674年 10月7日 延宝2年 9月8日 少雨
1674年 10月8日 延宝2年 9月9日 天気能
1674年 10月9日 延宝2年 9月10日 八ツより雨　（御国へ之御飛脚3人相立候）
1674年 10月10日 延宝2年 9月11日 曇（日編に雲が書いてある）　夜五ツ少雨
1674年 10月11日 延宝2年 9月12日 天気能
1674年 10月12日 延宝2年 9月13日 天気能　夜五ツ前より雨
1674年 10月13日 延宝2年 9月14日 少雨
1674年 10月14日 延宝2年 9月15日 風吹
1674年 10月15日 延宝2年 9月16日 天気能　（御国より御飛脚昼之七ツ時ニ参着）
1674年 10月16日 延宝2年 9月17日 天気能
1674年 10月17日 延宝2年 9月18日 青天（晴天の意でしょうね）　但風吹　（御国より御飛脚参着）
1674年 10月18日 延宝2年 9月19日 雨　（御国へ之御飛脚相立候）
1674年 10月19日 延宝2年 9月20日 天気能
1674年 10月20日 延宝2年 9月21日 天気能
1674年 10月21日 延宝2年 9月22日 天気能
1674年 10月22日 延宝2年 9月23日 天気能　（夜五ツ時より少々雨）
1674年 10月23日 延宝2年 9月24日 天気曇（日編に雲が書いてある）　（夜九ツ半時火事八ツ時焼納・15軒ばかり焼け申し候・以下焼失町名か類焼先かは不明（単に読めないだけ）だが町名多数あり）
1674年 10月24日 延宝2年 9月25日 天気能
1674年 10月25日 延宝2年 9月26日 天気能　（御国江の飛脚立・柿56指下ス）
1674年 10月26日 延宝2年 9月27日 天気能
1674年 10月27日 延宝2年 9月28日 天気能
1674年 10月28日 延宝2年 9月29日 天気能　但昨夜九ツより夜中雨
1674年 10月29日 延宝2年 10月1日 天気能
1674年 10月30日 延宝2年 10月2日 天気能
1674年 10月31日 延宝2年 10月3日 天気能　（御国より之飛脚小知行3人夜五ツ前ニ参着）
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1674年 11月1日 延宝2年 10月4日 天気能
1674年 11月2日 延宝2年 10月5日 天気曇
1674年 11月3日 延宝2年 10月6日 天気能
1674年 11月4日 延宝2年 10月7日 天気能　少々風
1674年 11月5日 延宝2年 10月8日 天気能　（御国江之御飛脚立ル）
1674年 11月6日 延宝2年 10月9日 天気能
1674年 11月7日 延宝2年 10月10日 天気能
1674年 11月8日 延宝2年 10月11日 天気能
1674年 11月9日 延宝2年 10月12日 雨少々
1674年 11月10日 延宝2年 10月13日 天気能
1674年 11月11日 延宝2年 10月14日 雨
1674年 11月12日 延宝2年 10月15日 天気能　（御国へ之飛脚下ス）
1674年 11月13日 延宝2年 10月16日 天気能
1674年 11月14日 延宝2年 10月17日 天気能
1674年 11月15日 延宝2年 10月18日 天気能
1674年 11月16日 延宝2年 10月19日 天気曇
1674年 11月17日 延宝2年 10月20日 雨
1674年 11月18日 延宝2年 10月21日 雨
1674年 11月19日 延宝2年 10月22日 天気能
1674年 11月20日 延宝2年 10月23日 天気能
1674年 11月21日 延宝2年 10月24日 雨
1674年 11月22日 延宝2年 10月25日 天気能
1674年 11月23日 延宝2年 10月26日 天気能　但夜中少々雨　（御国江之御飛脚相立ル）
1674年 11月24日 延宝2年 10月27日 少々雨天
1674年 11月25日 延宝2年 10月28日 朝之内雨
1674年 11月26日 延宝2年 10月29日 天曇　少々風
1674年 11月27日 延宝2年 10月30日 大雨
1674年 11月28日 延宝2年 11月1日 天曇　（御飛脚御国へ相立候）
1674年 11月29日 延宝2年 11月2日 雨
1674年 11月30日 延宝2年 11月3日 天気能　（御国より御飛脚八ツ時ニ到着）
1674年 12月1日 延宝2年 11月4日 天気能
1674年 12月2日 延宝2年 11月5日 雨
1674年 12月3日 延宝2年 11月6日 風少々吹
1674年 12月4日 延宝2年 11月7日 天気曇
1674年 12月5日 延宝2年 11月8日 天気好　（あちこちに鮭（5・3・2尺宛など）・おつとせい（オットセイ）・かつのこ（数の子）を遣わされている）
1674年 12月6日 延宝2年 11月9日 雨
1674年 12月7日 延宝2年 11月10日 天気能
1674年 12月8日 延宝2年 11月11日 天気能
1674年 12月9日 延宝2年 11月12日 少々雨
1674年 12月10日 延宝2年 11月13日 少々雨　（御国へ之飛脚立ル）
1674年 12月11日 延宝2年 11月14日 天曇
1674年 12月12日 延宝2年 11月15日 雨
1674年 12月13日 延宝2年 11月16日 雨
1674年 12月14日 延宝2年 11月17日 天気能
1674年 12月15日 延宝2年 11月18日 天気能　（御国より公方様御機嫌窺之御飛脚到着）
1674年 12月16日 延宝2年 11月19日 少々風　（御国へ御飛脚相立ル）
1674年 12月17日 延宝2年 11月20日 天気能
1674年 12月18日 延宝2年 11月21日 天気能
1674年 12月19日 延宝2年 11月22日 八ツ過より雨　（昨夜七ツ過ニ地震・但つよき震にて候）
1674年 12月20日 延宝2年 11月23日 天気能
1674年 12月21日 延宝2年 11月24日 天気能
1674年 12月22日 延宝2年 11月25日 天気能
1674年 12月23日 延宝2年 11月26日 昼時分より少々雨
1674年 12月24日 延宝2年 11月27日 天気能　（昨夜八ツ過ニ地震）
1674年 12月25日 延宝2年 11月28日 天気能　（昨夜五ツ時地震少々仕）
1674年 12月26日 延宝2年 11月29日 天気能
1674年 12月27日 延宝2年 12月1日 天気能　（御国江之飛脚2人立ル、御国より御飛脚参着）
1674年 12月28日 延宝2年 12月2日 天気能
1674年 12月29日 延宝2年 12月3日 天曇
1674年 12月30日 延宝2年 12月4日 雪降
1674年 12月31日 延宝2年 12月5日 天気能　(御国より飛脚到来)
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1675年 1月1日 延宝2年 12月6日 天気能
1675年 1月2日 延宝2年 12月7日 八ツ時分天気曇
1675年 1月3日 延宝2年 12月8日 八ツ過より雨
1675年 1月4日 延宝2年 12月9日 天気能
1675年 1月5日 延宝2年 12月10日 天気能
1675年 1月6日 延宝2年 12月11日 天気能
1675年 1月7日 延宝2年 12月12日 天気能
1675年 1月8日 延宝2年 12月13日 天気能　（御国へ飛脚立ル）
1675年 1月9日 延宝2年 12月14日 天気能
1675年 1月10日 延宝2年 12月15日 天気能
1675年 1月11日 延宝2年 12月16日 天気能
1675年 1月12日 延宝2年 12月17日 天気能
1675年 1月13日 延宝2年 12月18日 昨夜より雨　但今朝より曇　雨ハ降申さず候
1675年 1月14日 延宝2年 12月19日 　　（天気の記述なし）
1675年 1月15日 延宝2年 12月20日 風
1675年 1月16日 延宝2年 12月21日 天気能
1675年 1月17日 延宝2年 12月22日 天気能　（御飛脚御国より上着申し候）
1675年 1月18日 延宝2年 12月23日 昨夜雪五寸ほど（本と）降
1675年 1月19日 延宝2年 12月24日 天気能　（鱈荷参着）
1675年 1月20日 延宝2年 12月25日 天気能
1675年 1月21日 延宝2年 12月26日 朝雪昼雨　（御国へ之飛脚立ル）
1675年 1月22日 延宝2年 12月27日 天気能
1675年 1月23日 延宝2年 12月28日 天気能
1675年 1月24日 延宝2年 12月29日 天気能
1675年 1月25日 延宝2年 12月30日 昨夜より雨　但五ツより晴　（御国へ之御飛脚立ル）
1675年 1月26日 延宝3年 正月1日 天気能
1675年 1月27日 延宝3年 正月2日 天気能
1675年 1月28日 延宝3年 正月3日 天気能　（御国へ之御飛脚相立ル、御国より旧冬極月15日罷立候御飛脚今夕五ツ過ニ参着）
1675年 1月29日 延宝3年 正月4日 天気能
1675年 1月30日 延宝3年 正月5日 天気能
1675年 1月31日 延宝3年 正月6日 天気能　但暮にて少雨
1675年 2月1日 延宝3年 正月7日 天気能
1675年 2月2日 延宝3年 正月8日 天気能　（地震仕）
1675年 2月3日 延宝3年 正月9日 天気能
1675年 2月4日 延宝3年 正月10日 天気能
1675年 2月5日 延宝3年 正月11日 天気能　（御国へ之飛脚立ル）
1675年 2月6日 延宝3年 正月12日 天気能
1675年 2月7日 延宝3年 正月13日 天気能
1675年 2月8日 延宝3年 正月14日 天気能
1675年 2月9日 延宝3年 正月15日 昨夜より風吹
1675年 2月10日 延宝3年 正月16日 天気能
1675年 2月11日 延宝3年 正月17日 天気能　（暮六過より雪降）
1675年 2月12日 延宝3年 正月18日 天気能　（御国より御飛脚上着暮六ツ過ニ）
1675年 2月13日 延宝3年 正月19日 少々風
1675年 2月14日 延宝3年 正月20日 天気能
1675年 2月15日 延宝3年 正月21日 天気能
1675年 2月16日 延宝3年 正月22日 天気能
1675年 2月17日 延宝3年 正月23日 天気能　但風少々吹　（御国へ飛脚指下候）
1675年 2月18日 延宝3年 正月24日 天気能
1675年 2月19日 延宝3年 正月25日 天気能
1675年 2月20日 延宝3年 正月26日 雨
1675年 2月21日 延宝3年 正月27日 天気能
1675年 2月22日 延宝3年 正月28日 天気能
1675年 2月23日 延宝3年 正月29日 天気能
1675年 2月24日 延宝3年 正月30日 天気能
1675年 2月25日 延宝3年 2月1日 天気能　（夜五ツ過ニ雪少々ふり）
1675年 2月26日 延宝3年 2月2日 天気能
1675年 2月27日 延宝3年 2月3日 天気能　（御国より御飛脚参着・御国ハ正月15日ニ罷立由）
1675年 2月28日 延宝3年 2月4日 天気能　（御国江之飛脚立ル、御国より御飛脚正月17日ニ罷立今日八ツニ参着）
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1675年 3月1日 延宝3年 2月5日 昨夜五ツ過より雪　（雪四五寸降）
1675年 3月2日 延宝3年 2月6日 天気能
1675年 3月3日 延宝3年 2月7日 天気能
1675年 3月4日 延宝3年 2月8日 天気能
1675年 3月5日 延宝3年 2月9日 天気能
1675年 3月6日 延宝3年 2月10日 天気能　（御国より参勤御窺の御飛脚が八ツ時分二参着）
1675年 3月7日 延宝3年 2月11日 天気能
1675年 3月8日 延宝3年 2月12日 雪降
1675年 3月9日 延宝3年 2月13日 雨
1675年 3月10日 延宝3年 2月14日 天気晴　（御国へ御飛脚立ル）
1675年 3月11日 延宝3年 2月15日 天気能
1675年 3月12日 延宝3年 2月16日 天気能
1675年 3月13日 延宝3年 2月17日 天気能
1675年 3月14日 延宝3年 2月18日 天気能
1675年 3月15日 延宝3年 2月19日 天気能　（御国へ御飛脚立ル）
1675年 3月16日 延宝3年 2月20日 大雨
1675年 3月17日 延宝3年 2月21日 天気晴
1675年 3月18日 延宝3年 2月22日 天気能
1675年 3月19日 延宝3年 2月23日 昨夜より大雨　但昼より雪？　（御国より御飛脚参着）
1675年 3月20日 延宝3年 2月24日 天気能　（御国へ御飛脚立ル）
1675年 3月21日 延宝3年 2月25日 天気能　（夜四ツ過ニ地震）
1675年 3月22日 延宝3年 2月26日 雨降
1675年 3月23日 延宝3年 2月27日 天気能
1675年 3月24日 延宝3年 2月28日 天気能
1675年 3月25日 延宝3年 2月29日 暮より雨
1675年 3月26日 延宝3年 3月1日 天気能　（御国より御飛脚参着・但八ツ時分二）
1675年 3月27日 延宝3年 3月2日 夜五ツ過より少々雨
1675年 3月28日 延宝3年 3月3日 天気能
1675年 3月29日 延宝3年 3月4日 天気能
1675年 3月30日 延宝3年 3月5日 天気能
1675年 3月31日 延宝3年 3月6日 天気能
1675年 4月1日 延宝3年 3月7日 終日雨
1675年 4月2日 延宝3年 3月8日 天気能
1675年 4月3日 延宝3年 3月9日 天気曇　少々風吹　（御国より御飛脚参着）
1675年 4月4日 延宝3年 3月10日 少々雨風
1675年 4月5日 延宝3年 3月11日 雨降
1675年 4月6日 延宝3年 3月12日 天曇　時折雨　（御道中江之御飛脚立ル（15日には御国元発駕））
1675年 4月7日 延宝3年 3月13日 天気能
1675年 4月8日 延宝3年 3月14日 天気能
1675年 4月9日 延宝3年 3月15日 天気能
1675年 4月10日 延宝3年 3月16日 風少々吹
1675年 4月11日 延宝3年 3月17日 天気能
1675年 4月12日 延宝3年 3月18日 天気能
1675年 4月13日 延宝3年 3月19日 天気日?（能の偏（左側）の上半分のような記述であり虫の跡なし）　（御国より御飛脚参着・殿様今15日に御発駕之由申来ル）
1675年 4月14日 延宝3年 3月20日 天気能
1675年 4月15日 延宝3年 3月21日 天気能
1675年 4月16日 延宝3年 3月22日 天気能
1675年 4月17日 延宝3年 3月23日 天気能
1675年 4月18日 延宝3年 3月24日 　　（天気の記述なし）
1675年 4月19日 延宝3年 3月25日 天気能　（御国より御飛脚暮前ニ参着）
1675年 4月20日 延宝3年 3月26日 雨
1675年 4月21日 延宝3年 3月27日 天気能　（御道中迄御飛脚立ル）
1675年 4月22日 延宝3年 3月28日 天気能
1675年 4月23日 延宝3年 3月29日 天気能　（御道中迄御飛脚立ル、御国よりの飛脚御道中より……今夕五ツ前ニ参着）
1675年 4月24日 延宝3年 3月30日 天気能
1675年 4月25日 延宝3年 4月1日 天気能
1675年 4月26日 延宝3年 4月2日 天気能
1675年 4月27日 延宝3年 4月3日 雨降　（殿様午之后刻御上着則御座之間へ御着座遊ばされる）
1675年 4月28日 延宝3年 4月4日 天快晴　（殿様今日御老中様へ御出で）
1675年 4月29日 延宝3年 4月5日 天気能
1675年 4月30日 延宝3年 4月6日 昨夜より雨降　（表御門裏御門御留守中ハ暮六ツニゑひさし（蝦錠を差し）かき（鍵）迄……御在江戸之時分ハ……五ツニゑひおろしかき……）
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1675年 5月1日 延宝3年 4月7日 天気晴　八ツ時分より暮ニ至而雨降
1675年 5月2日 延宝3年 4月8日 天晴
1675年 5月3日 延宝3年 4月9日 天晴　戌之后刻より雷電雨降
1675年 5月4日 延宝3年 4月10日 天晴　（先月28日御国元立候飛脚今日七つ頃上着）
1675年 5月5日 延宝3年 4月11日 天快晴
1675年 5月6日 延宝3年 4月12日 天気能　（御国元へ飛脚立てる・御足軽3人9日ふりニ下着候へと申付ル）
1675年 5月7日 延宝3年 4月13日 九ツ前少雨降
1675年 5月8日 延宝3年 4月14日 昨日申刻より今日終日雨降
1675年 5月9日 延宝3年 4月15日 曇
1675年 5月10日 延宝3年 4月16日 天気能
1675年 5月11日 延宝3年 4月17日 天気能
1675年 5月12日 延宝3年 4月18日 天気能
1675年 5月13日 延宝3年 4月19日 天気能
1675年 5月14日 延宝3年 4月20日 天気能
1675年 5月15日 延宝3年 4月21日 天気能
1675年 5月16日 延宝3年 4月22日 昨夜より之雨終日降
1675年 5月17日 延宝3年 4月23日 天気能　（今朝御国元へ飛脚立ル）
1675年 5月18日 延宝3年 4月24日 曇　少々雨降
1675年 5月19日 延宝3年 4月25日 終日曇
1675年 5月20日 延宝3年 4月26日 天気能　少々風吹　（御国元今月16日二相立候飛脚今晩七つ過到着）
1675年 5月21日 延宝3年 4月27日 天快晴
1675年 5月22日 延宝3年 4月28日 天気能
1675年 5月23日 延宝3年 4月29日 天快晴
1675年 5月24日 延宝3年 4月30日 天気能
1675年 5月25日 延宝3年 閏4月1日 昨夜少雨　今朝曇　昼時分より快晴　（御国元先月21日立候飛脚今日未の刻到着）
1675年 5月26日 延宝3年 閏4月2日 少々風吹
1675年 5月27日 延宝3年 閏4月3日 曇　暮候而より雨降
1675年 5月28日 延宝3年 閏4月4日 曇　（今朝御国元へ之御飛脚立ル・道中9日ふりニ下着申すべき由申渡ス）
1675年 5月29日 延宝3年 閏4月5日 天気能
1675年 5月30日 延宝3年 閏4月6日 天気能
1675年 5月31日 延宝3年 閏4月7日 風吹　七つ過より雨天
1675年 6月1日 延宝3年 閏4月8日 風吹　酉ノ刻より雨降
1675年 6月2日 延宝3年 閏4月9日 昨終夜今朝迄雨降　終日雨天
1675年 6月3日 延宝3年 閏4月10日 天快晴　（能でもしているのかな・題名らしき源氏供養・実盛・誓願寺等あり役者として喜多某等が書いてある）
1675年 6月4日 延宝3年 閏4月11日 天気能
1675年 6月5日 延宝3年 閏4月12日 天気能
1675年 6月6日 延宝3年 閏4月13日 雨天　（能でもしているのかな・題名らしき卒塔婆小町・三井寺等あり）
1675年 6月7日 延宝3年 閏4月14日 雨天　（今月2日御国元罷立候飛脚夜四ツ過到着）
1675年 6月8日 延宝3年 閏4月15日 雨天　午ノ刻已前地震
1675年 6月9日 延宝3年 閏4月16日 天気能
1675年 6月10日 延宝3年 閏4月17日 天気能　（御国元へ之飛脚今朝六ツ前ニ立ル・道中9日ふりニ申付ル）
1675年 6月11日 延宝3年 閏4月18日 雨天
1675年 6月12日 延宝3年 閏4月19日 天気能
1675年 6月13日 延宝3年 閏4月20日 雨降
1675年 6月14日 延宝3年 閏4月21日 天快晴
1675年 6月15日 延宝3年 閏4月22日 八ツ迄晴天　七ツより雨降　（能仕舞があったのかな・題名らしき誓願寺・山姥・かきつはた・実盛等あり）
1675年 6月16日 延宝3年 閏4月23日 昨日より之雨終夜　今日迄降
1675年 6月17日 延宝3年 閏4月24日 雨天
1675年 6月18日 延宝3年 閏4月25日 曇
1675年 6月19日 延宝3年 閏4月26日 天気能　午之后刻地震
1675年 6月20日 延宝3年 閏4月27日 天気能
1675年 6月21日 延宝3年 閏4月28日 雨降　（謡仕舞あり・題名道成寺芭蕉等）
1675年 6月22日 延宝3年 閏4月29日 天晴
1675年 6月23日 延宝3年 5月1日 天気能
1675年 6月24日 延宝3年 5月2日 天気能
1675年 6月25日 延宝3年 5月3日 天気能
1675年 6月26日 延宝3年 5月4日 天気能
1675年 6月27日 延宝3年 5月5日 昨夜より今朝迄曇　巳ノ中刻より快晴
1675年 6月28日 延宝3年 5月6日 天気能
1675年 6月29日 延宝3年 5月7日 七ツ時分より雨降
1675年 6月30日 延宝3年 5月8日 昨日より之雨今朝五時迄降　辰ノ后刻より快晴　（御国元へ之飛脚御足軽3人今四ツ時相立候・道中１０日ニ下着仕様ニと申付ル）

85 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1675年 7月1日 延宝3年 5月9日 卯ノ后刻迄少々雨降　辰刻より晴天
1675年 7月2日 延宝3年 5月10日 天気能
1675年 7月3日 延宝3年 5月11日 天気能
1675年 7月4日 延宝3年 5月12日 時々雨降
1675年 7月5日 延宝3年 5月13日 終日雨降　（昨夜連んかしま?に火事）
1675年 7月6日 延宝3年 5月14日 四つ時分迄少々雨降　四つ過より晴天　（敦賀に御城米16艘御米高12875表（俵）無事に着いたとの知らせあり）
1675年 7月7日 延宝3年 5月15日 曇　（平蔵様・主殿様が御祈祷に津梁院に行く行列の様子あり）
1675年 7月8日 延宝3年 5月16日 天気能
1675年 7月9日 延宝3年 5月17日 終日風雨
1675年 7月10日 延宝3年 5月18日 天気能
1675年 7月11日 延宝3年 5月19日 天気能　（御国元今8日立候飛脚今日午ノ刻到着）
1675年 7月12日 延宝3年 5月20日 天気能
1675年 7月13日 延宝3年 5月21日 天気能　但し昼時分小雨追付晴ル
1675年 7月14日 延宝3年 5月22日 天気能
1675年 7月15日 延宝3年 5月23日 天気能　（今朝飛脚差下ス）
1675年 7月16日 延宝3年 5月24日 天気能　（御城米21艘の内17艘が敦賀に着いたとのこと）
1675年 7月17日 延宝3年 5月25日 天気能
1675年 7月18日 延宝3年 5月26日 天気能　但七ツ半頃時雨
1675年 7月19日 延宝3年 5月27日 天気能　昼時分より少々雨降
1675年 7月20日 延宝3年 5月28日 雨天
1675年 7月21日 延宝3年 5月29日 晴天
1675年 7月22日 延宝3年 5月30日 天気能
1675年 7月23日 延宝3年 6月1日 天気能
1675年 7月24日 延宝3年 6月2日 天気能　九ツ過ニ雨少降
1675年 7月25日 延宝3年 6月3日 夜中より今日終日雨降
1675年 7月26日 延宝3年 6月4日 天気能
1675年 7月27日 延宝3年 6月5日 天快晴
1675年 7月28日 延宝3年 6月6日 天気能
1675年 7月29日 延宝3年 6月7日 天気能　（八ツ過御国元より御台所御用物上着先月21日ニ罷立候由・御状箱持参）
1675年 7月30日 延宝3年 6月8日 天気能　（御国への飛脚御足軽2人今朝立ル）
1675年 7月31日 延宝3年 6月9日 天気能
1675年 8月1日 延宝3年 6月10日 天気能
1675年 8月2日 延宝3年 6月11日 天気能
1675年 8月3日 延宝3年 6月12日 天気能
1675年 8月4日 延宝3年 6月13日 天気能
1675年 8月5日 延宝3年 6月14日 天気能
1675年 8月6日 延宝3年 6月15日 天気能
1675年 8月7日 延宝3年 6月16日 天気能
1675年 8月8日 延宝3年 6月17日 天気能　（今朝御飛脚指下候・道中10日ふり御足軽3人）
1675年 8月9日 延宝3年 6月18日 天気能
1675年 8月10日 延宝3年 6月19日 甚暑　（今月8日御国元立候飛脚今晩七ツ過到着）
1675年 8月11日 延宝3年 6月20日 天気能
1675年 8月12日 延宝3年 6月21日 雨天
1675年 8月13日 延宝3年 6月22日 雨天　（昨夜小頭の下知に雑言・刀で手傷を負わせた小人が欠落）
1675年 8月14日 延宝3年 6月23日 雨天
1675年 8月15日 延宝3年 6月24日 天気能
1675年 8月16日 延宝3年 6月25日 雨天
1675年 8月17日 延宝3年 6月26日 晴天　（今5日ニ御国元罷立候漬蕨荷物今晩上着）
1675年 8月18日 延宝3年 6月27日 天気能　（今朝御国元へ御飛脚2人差下ス・来月7日8日二下着申様ニと申付ル、能を見ているのかな・はころも・箙等あり、御徒歩両人今10日御国元罷立今日上着）
1675年 8月19日 延宝3年 6月28日 天気能
1675年 8月20日 延宝3年 6月29日 天気能
1675年 8月21日 延宝3年 7月1日 天気能
1675年 8月22日 延宝3年 7月2日 曇
1675年 8月23日 延宝3年 7月3日 天気能
1675年 8月24日 延宝3年 7月4日 天快晴
1675年 8月25日 延宝3年 7月5日 天気能
1675年 8月26日 延宝3年 7月6日 時々雨降　（21日晩の事件の詳細あり・切付けたのが逆、御小人頭2人をはりい付にて斬罪・切付けられたという小頭を志バりくひ（縛り首）・その他の関係者を追放等：御国日記にも出てくる）
1675年 8月27日 延宝3年 7月7日 天気能　甚暑
1675年 8月28日 延宝3年 7月8日 天気能
1675年 8月29日 延宝3年 7月9日 天気能　（今朝御国元へ飛脚立ル・道中10日ふりニ下着仕るべき由申渡ス、能・仕舞らしい・うとふ等の演目あり）
1675年 8月30日 延宝3年 7月10日 天気能
1675年 8月31日 延宝3年 7月11日 曇
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1675年 9月1日 延宝3年 7月12日 曇
1675年 9月2日 延宝3年 7月13日 天気能
1675年 9月3日 延宝3年 7月14日 天気能
1675年 9月4日 延宝3年 7月15日 天気能
1675年 9月5日 延宝3年 7月16日 雨天
1675年 9月6日 延宝3年 7月17日 曇
1675年 9月7日 延宝3年 7月18日 天気能
1675年 9月8日 延宝3年 7月19日 天気能　（今8日御国元罷立候御飛脚八ツ半時ニ上着）
1675年 9月9日 延宝3年 7月20日 天気能　（今3日御国元罷立候御台所御荷物今日上着）
1675年 9月10日 延宝3年 7月21日 天気能
1675年 9月11日 延宝3年 7月22日 天気能
1675年 9月12日 延宝3年 7月23日 天気能
1675年 9月13日 延宝3年 7月24日 天気能　（御国元への飛脚今日相立ル）
1675年 9月14日 延宝3年 7月25日 天気能
1675年 9月15日 延宝3年 7月26日 天気能　朝之内少々雨降
1675年 9月16日 延宝3年 7月27日 天気能
1675年 9月17日 延宝3年 7月28日 天気能
1675年 9月18日 延宝3年 7月29日 天気能　四ツ過ニ少雨降
1675年 9月19日 延宝3年 7月30日 昼時分より雨降　朝之内少々風吹
1675年 9月20日 延宝3年 8月1日 天気能
1675年 9月21日 延宝3年 8月2日 雨天
1675年 9月22日 延宝3年 8月3日 雨天
1675年 9月23日 延宝3年 8月4日 雨天
1675年 9月24日 延宝3年 8月5日 雨天　（7月23日御国元罷立候御飛脚今日八時到着）
1675年 9月25日 延宝3年 8月6日 雨天
1675年 9月26日 延宝3年 8月7日 雨天
1675年 9月27日 延宝3年 8月8日 昨夜中雨　今日も雨天　（御国元への飛脚今朝未明ニ差下ス）
1675年 9月28日 延宝3年 8月9日 雨天
1675年 9月29日 延宝3年 8月10日 雨天
1675年 9月30日 延宝3年 8月11日 天気能
1675年 10月1日 延宝3年 8月12日 天気能
1675年 10月2日 延宝3年 8月13日 雨天
1675年 10月3日 延宝3年 8月14日 雨天
1675年 10月4日 延宝3年 8月15日 天快晴
1675年 10月5日 延宝3年 8月16日 天気能
1675年 10月6日 延宝3年 8月17日 天気能
1675年 10月7日 延宝3年 8月18日 天気能　（御国元への飛脚今早朝相立ル、不届きをした誰かの御中間を成敗している・浜御屋敷で御道具御た免し？（試し切り？））
1675年 10月8日 延宝3年 8月19日 天気能
1675年 10月9日 延宝3年 8月20日 天気能　但昼時分時雨　（御国元今月8日ニ立候飛脚今日九ツ過上着）
1675年 10月10日 延宝3年 8月21日 曇
1675年 10月11日 延宝3年 8月22日 曇
1675年 10月12日 延宝3年 8月23日 曇
1675年 10月13日 延宝3年 8月24日 快晴　但戌ノ刻より雨降
1675年 10月14日 延宝3年 8月25日 曇　（今11日御国元罷立候御飛脚3人今日到着）
1675年 10月15日 延宝3年 8月26日 曇
1675年 10月16日 延宝3年 8月27日 雨天
1675年 10月17日 延宝3年 8月28日 天気能
1675年 10月18日 延宝3年 8月29日 快晴
1675年 10月19日 延宝3年 9月1日 天気能　（津軽十郎兵衛様（誰だ？）今朝御死去遊ばされる）
1675年 10月20日 延宝3年 9月2日 曇　（御国元へ御飛脚3人八ツ時立ル・但し十郎兵衛様御死去の件を）
1675年 10月21日 延宝3年 9月3日 雨降
1675年 10月22日 延宝3年 9月4日 雨天
1675年 10月23日 延宝3年 9月5日 雨降
1675年 10月24日 延宝3年 9月6日 快晴
1675年 10月25日 延宝3年 9月7日 天気能
1675年 10月26日 延宝3年 9月8日 曇
1675年 10月27日 延宝3年 9月9日 青天
1675年 10月28日 延宝3年 9月10日 天気能
1675年 10月29日 延宝3年 9月11日 天気能　（狂言でもやっているのかな・題名もわからない）
1675年 10月30日 延宝3年 9月12日 天気能　（御国元へ之御飛脚立ル）
1675年 10月31日 延宝3年 9月13日 天気能　但五半時分雨少
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1675年 11月1日 延宝3年 9月14日 雨天
1675年 11月2日 延宝3年 9月15日 曇
1675年 11月3日 延宝3年 9月16日 天気能
1675年 11月4日 延宝3年 9月17日 天気能
1675年 11月5日 延宝3年 9月18日 曇
1675年 11月6日 延宝3年 9月19日 曇
1675年 11月7日 延宝3年 9月20日 天気能
1675年 11月8日 延宝3年 9月21日 天気能　暮候而五時分雨降　（今晩能かな・番組らしいものあり、今月9日御国元罷立候飛脚今晩五ツ過来着ス）
1675年 11月9日 延宝3年 9月22日 曇
1675年 11月10日 延宝3年 9月23日 天気能　（御国元への飛脚今朝差下ス）
1675年 11月11日 延宝3年 9月24日 天気能
1675年 11月12日 延宝3年 9月25日 天気能
1675年 11月13日 延宝3年 9月26日 天気能
1675年 11月14日 延宝3年 9月27日 天気能　（御国元今月5日罷ニ立候御台所荷物今日来着）
1675年 11月15日 延宝3年 9月28日 天気能
1675年 11月16日 延宝3年 9月29日 天気能
1675年 11月17日 延宝3年 10月1日 曇
1675年 11月18日 延宝3年 10月2日 曇　（昨夜六半時分雨今朝迄　（御国元先月17日罷立候飛脚今日七過ニ来着）
1675年 11月19日 延宝3年 10月3日 快晴
1675年 11月20日 延宝3年 10月4日 天気能　（今朝御国元への飛脚差下ス）
1675年 11月21日 延宝3年 10月5日 終日雨天
1675年 11月22日 延宝3年 10月6日 天気能
1675年 11月23日 延宝3年 10月7日 曇　（暮六ツ時より御能・番組あり）
1675年 11月24日 延宝3年 10月8日 天気能　暮六より小雨
1675年 11月25日 延宝3年 10月9日 天気能
1675年 11月26日 延宝3年 10月10日 天気能
1675年 11月27日 延宝3年 10月11日 天気能　（先月26日御国立候御飛脚今夜暮六半過来着）
1675年 11月28日 延宝3年 10月12日 天気能　（今四時余程之地震）
1675年 11月29日 延宝3年 10月13日 天気能
1675年 11月30日 延宝3年 10月14日 天気能
1675年 12月1日 延宝3年 10月15日 天気能
1675年 12月2日 延宝3年 10月16日 天気能
1675年 12月3日 延宝3年 10月17日 曇
1675年 12月4日 延宝3年 10月18日 昨夜四時分より雨　今朝晴　夫れより天気能
1675年 12月5日 延宝3年 10月19日 天気能
1675年 12月6日 延宝3年 10月20日 雨天
1675年 12月7日 延宝3年 10月21日 天気能
1675年 12月8日 延宝3年 10月22日 天気能
1675年 12月9日 延宝3年 10月23日 天気能
1675年 12月10日 延宝3年 10月24日 天気好　（御国元今月9日ニ立候飛脚今日七時分上着也）
1675年 12月11日 延宝3年 10月25日 天気能
1675年 12月12日 延宝3年 10月26日 曇　七半過より雨降
1675年 12月13日 延宝3年 10月27日 雨天　（御献上之塩鮭今朔日御国元罷立今晩暮に及び到着）
1675年 12月14日 延宝3年 10月28日 天気能　（御国元へ今朝飛脚立ル・但足軽4人道中15日ふりニ申付ル）
1675年 12月15日 延宝3年 10月29日 天気能
1675年 12月16日 延宝3年 10月30日 　　（天気の記述なし）
1675年 12月17日 延宝3年 11月1日 　　（天気の記述なし）
1675年 12月18日 延宝3年 11月2日 天気能
1675年 12月19日 延宝3年 11月3日 天気能
1675年 12月20日 延宝3年 11月4日 天気能
1675年 12月21日 延宝3年 11月5日 曇
1675年 12月22日 延宝3年 11月6日 天気能
1675年 12月23日 延宝3年 11月7日 曇
1675年 12月24日 延宝3年 11月8日 昨晩より今日に至り雪終日降　（御国元先月23日ニ立候飛脚今日七半過上着也）
1675年 12月25日 延宝3年 11月9日 昨夜中少々雪降　ニ三寸有之
1675年 12月26日 延宝3年 11月10日 天気晴
1675年 12月27日 延宝3年 11月11日 天気能
1675年 12月28日 延宝3年 11月12日 曇　七つ半過より雪降
1675年 12月29日 延宝3年 11月13日 昨日より之雪　夜中ふり　今朝四寸ほと有之候　今日天気能
1675年 12月30日 延宝3年 11月14日 天気能
1675年 12月31日 延宝3年 11月15日 天気能
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1676年 1月1日 延宝3年 11月16日 天気能　（謡？あり番組に西行桜等）
1676年 1月2日 延宝3年 11月17日 天気能
1676年 1月3日 延宝3年 11月18日 天気能
1676年 1月4日 延宝3年 11月19日 天気能
1676年 1月5日 延宝3年 11月20日 天気能
1676年 1月6日 延宝3年 11月21日 天気能
1676年 1月7日 延宝3年 11月22日 今朝より雪降　四時分より天気能　（御国元今月8日ニ立候飛脚今日上着也）
1676年 1月8日 延宝3年 11月23日 時雨雪　（今日御国元への飛脚差下ス）
1676年 1月9日 延宝3年 11月24日 天気能
1676年 1月10日 延宝3年 11月25日 天気能
1676年 1月11日 延宝3年 11月26日 天気能
1676年 1月12日 延宝3年 11月27日 天気能
1676年 1月13日 延宝3年 11月28日 降雨　七時より晴
1676年 1月14日 延宝3年 11月29日 晴天　（去25日京都で火事）
1676年 1月15日 延宝3年 12月1日 天気能
1676年 1月16日 延宝3年 12月2日 曇　（近衛様この度に類火ニ逢い……）
1676年 1月17日 延宝3年 12月3日 天気能
1676年 1月18日 延宝3年 12月4日 天気能
1676年 1月19日 延宝3年 12月5日 天気能
1676年 1月20日 延宝3年 12月6日 天気能
1676年 1月21日 延宝3年 12月7日 天気能
1676年 1月22日 延宝3年 12月8日 七ツ時分より雪降　（今朝御国元へ之御飛脚2人道中15日ふりニ申付指下ス）
1676年 1月23日 延宝3年 12月9日 天気能
1676年 1月24日 延宝3年 12月10日 天気能
1676年 1月25日 延宝3年 12月11日 小雨　（能があったのかな：隅田川・ぬめり?などの番組あり）
1676年 1月26日 延宝3年 12月12日 小雨降
1676年 1月27日 延宝3年 12月13日 小雨降
1676年 1月28日 延宝3年 12月14日 暮より雪降
1676年 1月29日 延宝3年 12月15日 曇
1676年 1月30日 延宝3年 12月16日 天気能　（先月27日御国元罷立候飛脚今日到着）
1676年 1月31日 延宝3年 12月17日 天気能
1676年 2月1日 延宝3年 12月18日 天気能
1676年 2月2日 延宝3年 12月19日 天気能
1676年 2月3日 延宝3年 12月20日 天気能
1676年 2月4日 延宝3年 12月21日 天気能　（御能：加茂・忠則・葵上・善知鳥・隅田川・狂言ぬけがら?等々）
1676年 2月5日 延宝3年 12月22日 天気能
1676年 2月6日 延宝3年 12月23日 天気能　七ツ時分風吹
1676年 2月7日 延宝3年 12月24日 天気能　（御国元へ今朝飛脚3人・道中15日振ニ申付相立候）
1676年 2月8日 延宝3年 12月25日 曇　七時分より雪降
1676年 2月9日 延宝3年 12月26日 曇
1676年 2月10日 延宝3年 12月27日 天気能
1676年 2月11日 延宝3年 12月28日 天気能
1676年 2月12日 延宝3年 12月29日 天気能
1676年 2月13日 延宝3年 12月30日 天気能
1676年 2月14日 延宝4年 正月1日 　　（天気の記述なし）
1676年 2月15日 延宝4年 正月2日 昨夜中より雨降
1676年 2月16日 延宝4年 正月3日 天気能　（年頭之御飛脚今朝御国江相立ル）
1676年 2月17日 延宝4年 正月4日 天気能　昨夜中少々雨降
1676年 2月18日 延宝4年 正月5日 天気能
1676年 2月19日 延宝4年 正月6日 天気曇
1676年 2月20日 延宝4年 正月7日 天気能　（今朝如例年七草御祝有之）
1676年 2月21日 延宝4年 正月8日 天快晴
1676年 2月22日 延宝4年 正月9日 天気能
1676年 2月23日 延宝4年 正月10日 天気能
1676年 2月24日 延宝4年 正月11日 少々風吹　暮に及び少雨降
1676年 2月25日 延宝4年 正月12日 曇　（御国元へ之飛脚3人今日相立候、御国元極月24日ニ罷立候飛脚今日上着）
1676年 2月26日 延宝4年 正月13日 時雨
1676年 2月27日 延宝4年 正月14日 昨夜より今朝迄雪降
1676年 2月28日 延宝4年 正月15日 終日雪降
1676年 2月29日 延宝4年 正月16日 今朝も雪降　昼過より晴ル
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1676年 3月1日 延宝4年 正月17日 天気能
1676年 3月2日 延宝4年 正月18日 天気能　暮前より雨降
1676年 3月3日 延宝4年 正月19日 雨降
1676年 3月4日 延宝4年 正月20日 雨降　（去2日御国元罷立候御飛脚今日上着）
1676年 3月5日 延宝4年 正月21日 天気能
1676年 3月6日 延宝4年 正月22日 天気能
1676年 3月7日 延宝4年 正月23日 天気能　（今未明ニ御国元へ飛脚差下ス）
1676年 3月8日 延宝4年 正月24日 雨天
1676年 3月9日 延宝4年 正月25日 天気能
1676年 3月10日 延宝4年 正月26日 天気能
1676年 3月11日 延宝4年 正月27日 天気能
1676年 3月12日 延宝4年 正月28日 天気能
1676年 3月13日 延宝4年 正月29日 天気能
1676年 3月14日 延宝4年 正月30日 天気能
1676年 3月15日 延宝4年 2月1日 今朝より曇　昼過より雨降
1676年 3月16日 延宝4年 2月2日 雨降
1676年 3月17日 延宝4年 2月3日 雨天
1676年 3月18日 延宝4年 2月4日 雨天
1676年 3月19日 延宝4年 2月5日 雨天
1676年 3月20日 延宝4年 2月6日 雨天
1676年 3月21日 延宝4年 2月7日 雨天
1676年 3月22日 延宝4年 2月8日 天快晴　昨夜四つ半過より八つ迄風吹　（今朝御国元へ御飛脚2人立ル）
1676年 3月23日 延宝4年 2月9日 天気能　（御国元去月23日立候飛脚今日八半過到着）
1676年 3月24日 延宝4年 2月10日 昨夜中より少々雨降
1676年 3月25日 延宝4年 2月11日 天気能
1676年 3月26日 延宝4年 2月12日 天気能　（浄瑠璃という用語あり）
1676年 3月27日 延宝4年 2月13日 雨降
1676年 3月28日 延宝4年 2月14日 雨降
1676年 3月29日 延宝4年 2月15日 天快晴
1676年 3月30日 延宝4年 2月16日 天気能　但七半時より曇大ひやう（大雹）降　暫く有テ快晴
1676年 3月31日 延宝4年 2月17日 天気能
1676年 4月1日 延宝4年 2月18日 天気能
1676年 4月2日 延宝4年 2月19日 天気能　七時分雨降
1676年 4月3日 延宝4年 2月20日 雨降　（今5日御国元罷り候飛脚2人今昼到着）
1676年 4月4日 延宝4年 2月21日 天気能
1676年 4月5日 延宝4年 2月22日 天気能
1676年 4月6日 延宝4年 2月23日 雨降　（御国元今月11日立候飛脚今日到着也）
1676年 4月7日 延宝4年 2月24日 天気能
1676年 4月8日 延宝4年 2月25日 雨降
1676年 4月9日 延宝4年 2月26日 天気能　（今朝御国江飛脚差下）
1676年 4月10日 延宝4年 2月27日 天気能　七半頃より雨
1676年 4月11日 延宝4年 2月28日 天気能　風吹
1676年 4月12日 延宝4年 2月29日 天気能　昼過より少々曇
1676年 4月13日 延宝4年 3月1日 天気能
1676年 4月14日 延宝4年 3月2日 天気能
1676年 4月15日 延宝4年 3月3日 昨夜より今日迄雨降
1676年 4月16日 延宝4年 3月4日 天気能　七半過より雨降
1676年 4月17日 延宝4年 3月5日 昨日よりノ雨今日迄降
1676年 4月18日 延宝4年 3月6日 天気能　（能?：髑髏小町?等演目あり）
1676年 4月19日 延宝4年 3月7日 天気能
1676年 4月20日 延宝4年 3月8日 天気能
1676年 4月21日 延宝4年 3月9日 天気能
1676年 4月22日 延宝4年 3月10日 天気能　風少々
1676年 4月23日 延宝4年 3月11日 天気能　（能かな?観世某が来て演目にそとは小町（卒塔婆小町?）等あり、先月26日御国元立候飛脚昨日七時分到着）
1676年 4月24日 延宝4年 3月12日 曇　七半過より雨降
1676年 4月25日 延宝4年 3月13日 天気能
1676年 4月26日 延宝4年 3月14日 天気能
1676年 4月27日 延宝4年 3月15日 終日風吹
1676年 4月28日 延宝4年 3月16日 天気能（天と読んだが一八一八ノ四文字を縦に並べたように書いてある）
1676年 4月29日 延宝4年 3月17日 天気能
1676年 4月30日 延宝4年 3月18日 天気能
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1676年 5月1日 延宝4年 3月19日 天気能
1676年 5月2日 延宝4年 3月20日 天気能
1676年 5月3日 延宝4年 3月21日 天気能　但七半過より雨少々　（御国元今月9日立候飛脚今日来着）
1676年 5月4日 延宝4年 3月22日 昨夜より之雨今終日　（今朝御国許へ御飛脚差下ス）
1676年 5月5日 延宝4年 3月23日 天気能
1676年 5月6日 延宝4年 3月24日 天気能
1676年 5月7日 延宝4年 3月25日 天気能
1676年 5月8日 延宝4年 3月26日 昨夜より雨今朝迄　四時より晴　夫れより風少々
1676年 5月9日 延宝4年 3月27日 天気能
1676年 5月10日 延宝4年 3月28日 天気能
1676年 5月11日 延宝4年 3月29日 天気能
1676年 5月12日 延宝4年 3月30日 風吹
1676年 5月13日 延宝4年 4月1日 　　（天気の記述なし）
1676年 5月14日 延宝4年 4月2日 雨天
1676年 5月15日 延宝4年 4月3日 天気能
1676年 5月16日 延宝4年 4月4日 今朝より曇　八過より雨　（能があったのかな：乱・土車?等の演目あり）
1676年 5月17日 延宝4年 4月5日 雨天
1676年 5月18日 延宝4年 4月6日 雨天　（御国元先月24日立候飛脚七半時過来着）
1676年 5月19日 延宝4年 4月7日 天気能
1676年 5月20日 延宝4年 4月8日 曇　昼過より大雨　追付晴　（今朝未明ニ御国元江飛脚差下ス）
1676年 5月21日 延宝4年 4月9日 　　（天気の記述なし）
1676年 5月22日 延宝4年 4月10日 天気能
1676年 5月23日 延宝4年 4月11日 天気能　（御国元へ飛脚今昼相立候・但道中9日ふりニ申付ル）
1676年 5月24日 延宝4年 4月12日 天気よく
1676年 5月25日 延宝4年 4月13日 天気能
1676年 5月26日 延宝4年 4月14日 天気能
1676年 5月27日 延宝4年 4月15日 風吹
1676年 5月28日 延宝4年 4月16日 天気能
1676年 5月29日 延宝4年 4月17日 天気能
1676年 5月30日 延宝4年 4月18日 天気能
1676年 5月31日 延宝4年 4月19日 雨天
1676年 6月1日 延宝4年 4月20日 天気能
1676年 6月2日 延宝4年 4月21日 雨天　（御拍子仰せ付けられ候：演目あるが分らない）
1676年 6月3日 延宝4年 4月22日 雨降
1676年 6月4日 延宝4年 4月23日 　　（日記の保存なし）
1676年 6月5日 延宝4年 4月24日 　　（天気の記述なし）
1676年 6月6日 延宝4年 4月25日 天気能
1676年 6月7日 延宝4年 4月26日 朝暮迄天気能五つ時分雨降　（殿様が平蔵様・主殿様・桂林院様?・左京様・伊左衛門様に御暇乞いの上辰の刻御国江御発駕遊ばされる）
1676年 6月8日 延宝4年 4月27日 　　（天気の記述なし）　（巳之中刻糟壁（春日部）より飛脚到着）
1676年 6月9日 延宝4年 4月28日 戌之刻雨降
1676年 6月10日 延宝4年 4月29日 天気能
1676年 6月11日 延宝4年 4月30日 天気能暮ニ至雨少々　（道中江御飛脚相立ル）
1676年 6月12日 延宝4年 5月1日 曇　申之刻より雨
1676年 6月13日 延宝4年 5月2日 曇　申之刻より雨　（4月20日御国立候御飛脚今日申之后刻到着・殿様御下向ニ芦野（栃木県那須郡芦野宿か）ニ而御状差上ル）
1676年 6月14日 延宝4年 5月3日 少々雨
1676年 6月15日 延宝4年 5月4日 曇　酉の刻より雨　（午之刻御国江御足軽2人御飛脚相立候・道中今日よ里11日ふり申付ル）
1676年 6月16日 延宝4年 5月5日 曇　未之刻より雨
1676年 6月17日 延宝4年 5月6日 終日雨
1676年 6月18日 延宝4年 5月7日 終日雨
1676年 6月19日 延宝4年 5月8日 終日雨
1676年 6月20日 延宝4年 5月9日 終日雨
1676年 6月21日 延宝4年 5月10日 少々雨　（何者か知らないが津軽平八殿が去月28日疱瘡で御死去）
1676年 6月22日 延宝4年 5月11日 少々雨
1676年 6月23日 延宝4年 5月12日 少々雨
1676年 6月24日 延宝4年 5月13日 晴天　（津軽江御飛脚ニ御足軽2人巳之刻相立候・道中11日振ニ申付ル）
1676年 6月25日 延宝4年 5月14日 少雨
1676年 6月26日 延宝4年 5月15日 少雨
1676年 6月27日 延宝4年 5月16日 少雨天
1676年 6月28日 延宝4年 5月17日 右同断（少雨天）
1676年 6月29日 延宝4年 5月18日 曇
1676年 6月30日 延宝4年 5月19日 少々雨
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1676年 7月1日 延宝4年 5月20日 雨降
1676年 7月2日 延宝4年 5月21日 晴天
1676年 7月3日 延宝4年 5月22日 晴天　（5月11日森岡（秋田県能代市付近）罷立候御飛脚午之后刻到着）
1676年 7月4日 延宝4年 5月23日 少雨
1676年 7月5日 延宝4年 5月24日 大雨　酉の刻雷
1676年 7月6日 延宝4年 5月25日 雷雨　（殿様去13日御着城、14日津軽発足道中12日振にて今晩亥之后刻上着）
1676年 7月7日 延宝4年 5月26日 晴天　（今朝田舎館村からの人足が病死）
1676年 7月8日 延宝4年 5月27日 天気能
1676年 7月9日 延宝4年 5月28日 　　（天気の記述なし）
1676年 7月10日 延宝4年 5月29日 天気能
1676年 7月11日 延宝4年 6月1日 天気能　（5月19日津軽より之御飛脚未之刻到着）
1676年 7月12日 延宝4年 6月2日 天気能
1676年 7月13日 延宝4年 6月3日 天気能
1676年 7月14日 延宝4年 6月4日 天気能
1676年 7月15日 延宝4年 6月5日 天気能
1676年 7月16日 延宝4年 6月6日 天気能
1676年 7月17日 延宝4年 6月7日 天気能
1676年 7月18日 延宝4年 6月8日 天気能
1676年 7月19日 延宝4年 6月9日 少雨
1676年 7月20日 延宝4年 6月10日 天気
1676年 7月21日 延宝4年 6月11日 天気能
1676年 7月22日 延宝4年 6月12日 　　（天気の記述なし）　（5月29日御国相立候御飛脚今日未之刻到着）
1676年 7月23日 延宝4年 6月13日 天気能
1676年 7月24日 延宝4年 6月14日 天気能
1676年 7月25日 延宝4年 6月15日 天気能　（御飛脚御国江未之下刻相立）
1676年 7月26日 延宝4年 6月16日 少々雨
1676年 7月27日 延宝4年 6月17日 天気能
1676年 7月28日 延宝4年 6月18日 天気能
1676年 7月29日 延宝4年 6月19日 少雨
1676年 7月30日 延宝4年 6月20日 天気能
1676年 7月31日 延宝4年 6月21日 天気能
1676年 8月1日 延宝4年 6月22日 少雨　申の刻大風
1676年 8月2日 延宝4年 6月23日 天気能　暮六つ夥敷雷　大雨　（今月13日御国立候御飛脚今日申之刻到着）
1676年 8月3日 延宝4年 6月24日 酉の刻夥敷雷　大雨
1676年 8月4日 延宝4年 6月25日 天気能
1676年 8月5日 延宝4年 6月26日 天気能
1676年 8月6日 延宝4年 6月27日 天気能
1676年 8月7日 延宝4年 6月28日 天気能　（6月18日御国罷立候御飛脚申之刻到着）
1676年 8月8日 延宝4年 6月29日 天気能
1676年 8月9日 延宝4年 6月30日 天気能
1676年 8月10日 延宝4年 7月1日 天気能
1676年 8月11日 延宝4年 7月2日 天気能
1676年 8月12日 延宝4年 7月3日 天気能
1676年 8月13日 延宝4年 7月4日 少々風吹
1676年 8月14日 延宝4年 7月5日 雨降
1676年 8月15日 延宝4年 7月6日 天気能
1676年 8月16日 延宝4年 7月7日 天気能
1676年 8月17日 延宝4年 7月8日 天気能　（6月29日御国立候御飛脚戌之刻到着）
1676年 8月18日 延宝4年 7月9日 天気能　申の刻雷雨　戌の刻雷　大雨　（御国江之御飛脚午之刻相立ル・道中今日より11日ふりニ申付ル・御足軽3人遣ス）
1676年 8月19日 延宝4年 7月10日 雨降
1676年 8月20日 延宝4年 7月11日 天気能
1676年 8月21日 延宝4年 7月12日 天気能
1676年 8月22日 延宝4年 7月13日 天気能
1676年 8月23日 延宝4年 7月14日 天気能
1676年 8月24日 延宝4年 7月15日 未之刻より雨　雷
1676年 8月25日 延宝4年 7月16日 天気能
1676年 8月26日 延宝4年 7月17日 天気能
1676年 8月27日 延宝4年 7月18日 天気能
1676年 8月28日 延宝4年 7月19日 天気能　（三井某という町人より500両借り成され候・利息は100両に付1か月1両1歩宛）
1676年 8月29日 延宝4年 7月20日 天気能　（7月8日御国立候御飛脚今日辰之刻到着）
1676年 8月30日 延宝4年 7月21日 　　（天気の記述なし）　（今日申之刻御国江御飛脚御足軽相立ル・御台様御不例候御事申し遣ス）
1676年 8月31日 延宝4年 7月22日 天気能
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1676年 9月1日 延宝4年 7月23日 天気能
1676年 9月2日 延宝4年 7月24日 天気能
1676年 9月3日 延宝4年 7月25日 天気能
1676年 9月4日 延宝4年 7月26日 子の后刻雨降　今朝晴ル　（辰之中刻地震少、申之后刻よ里大雨ふり）
1676年 9月5日 延宝4年 7月27日 大雨降
1676年 9月6日 延宝4年 7月28日 少々雨
1676年 9月7日 延宝4年 7月29日 天気曇
1676年 9月8日 延宝4年 8月1日 天気能
1676年 9月9日 延宝4年 8月2日 天気能
1676年 9月10日 延宝4年 8月3日 終日雨降
1676年 9月11日 延宝4年 8月4日 天曇
1676年 9月12日 延宝4年 8月5日 終日雨　（津軽江御飛脚卯之刻相立ル・道中8日振り申付ル・御足軽2人御台様御不例御大切之段申遣ス）
1676年 9月13日 延宝4年 8月6日 天気能　（御台様昨亥之刻御薨逝・之依御国元へ飛脚さし下ス・今日より7日ふりニ下着（すへし？）と申付ル）
1676年 9月14日 延宝4年 8月7日 天気能
1676年 9月15日 延宝4年 8月8日 天気能　（未之后刻地震）
1676年 9月16日 延宝4年 8月9日 天気能　（辰之后刻地震）
1676年 9月17日 延宝4年 8月10日 天気能
1676年 9月18日 延宝4年 8月11日 雨降　（御国7月23日立候御飛脚酉之刻到着）
1676年 9月19日 延宝4年 8月12日 大雨終日降　戌之刻大風吹　（今月2日御国立候御飛脚酉之后刻到着）
1676年 9月20日 延宝4年 8月13日 天晴
1676年 9月21日 延宝4年 8月14日 天曇
1676年 9月22日 延宝4年 8月15日 雨降
1676年 9月23日 延宝4年 8月16日 雨降
1676年 9月24日 延宝4年 8月17日 天気能
1676年 9月25日 延宝4年 8月18日 天気能
1676年 9月26日 延宝4年 8月19日 天気能　（今月8日御国申候御飛脚午之刻到着）
1676年 9月27日 延宝4年 8月20日 雨降
1676年 9月28日 延宝4年 8月21日 雨降　（夥敷雷）
1676年 9月29日 延宝4年 8月22日 天気能
1676年 9月30日 延宝4年 8月23日 雨降
1676年 10月1日 延宝4年 8月24日 雨降　（今15日ニ御国元立候御飛脚今日戌之刻到着、津軽主馬殿今8日御死去之由申来之依……）
1676年 10月2日 延宝4年 8月25日 雨降
1676年 10月3日 延宝4年 8月26日 天気能
1676年 10月4日 延宝4年 8月27日 天気能
1676年 10月5日 延宝4年 8月28日 雨降
1676年 10月6日 延宝4年 8月29日 天気能
1676年 10月7日 延宝4年 8月30日 天気能
1676年 10月8日 延宝4年 9月1日 天気能
1676年 10月9日 延宝4年 9月2日 天気能
1676年 10月10日 延宝4年 9月3日 少雨
1676年 10月11日 延宝4年 9月4日 少雨
1676年 10月12日 延宝4年 9月5日 曇　（8月23日御国罷立候御飛脚今日酉之刻到着）
1676年 10月13日 延宝4年 9月6日 雨降
1676年 10月14日 延宝4年 9月7日 雨
1676年 10月15日 延宝4年 9月8日 少雨
1676年 10月16日 延宝4年 9月9日 終日雨
1676年 10月17日 延宝4年 9月10日 天快晴
1676年 10月18日 延宝4年 9月11日 天気能
1676年 10月19日 延宝4年 9月12日 天気能
1676年 10月20日 延宝4年 9月13日 雨
1676年 10月21日 延宝4年 9月14日 終日雨
1676年 10月22日 延宝4年 9月15日 天晴
1676年 10月23日 延宝4年 9月16日 天気能　（御国江御飛脚御足軽2人相立ル）
1676年 10月24日 延宝4年 9月17日 少雨
1676年 10月25日 延宝4年 9月18日 天気能
1676年 10月26日 延宝4年 9月19日 天気能
1676年 10月27日 延宝4年 9月20日 天気能
1676年 10月28日 延宝4年 9月21日 天気能　（今月2日御国立候御飛脚戌之后刻到着、今夜丑之刻増上寺方丈より出火・客殿残らず焼失）
1676年 10月29日 延宝4年 9月22日 天気能
1676年 10月30日 延宝4年 9月23日 天気能
1676年 10月31日 延宝4年 9月24日 天曇
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1676年 11月1日 延宝4年 9月25日 天気能
1676年 11月2日 延宝4年 9月26日 天気能
1676年 11月3日 延宝4年 9月27日 天気能
1676年 11月4日 延宝4年 9月28日 天気能
1676年 11月5日 延宝4年 9月29日 天気能　（9月16日御国罷立候御飛脚今日未（米のように見える）之后刻到着）
1676年 11月6日 延宝4年 10月1日 　　（天気の記述なし）
1676年 11月7日 延宝4年 10月2日 大雨　（御国江御飛脚ニ御足軽2人差下・今日道中13日ふりニ申付ル）
1676年 11月8日 延宝4年 10月3日 天気能
1676年 11月9日 延宝4年 10月4日 天気能
1676年 11月10日 延宝4年 10月5日 天気能
1676年 11月11日 延宝4年 10月6日 夜八つ過大雨　今朝晴
1676年 11月12日 延宝4年 10月7日 天気能
1676年 11月13日 延宝4年 10月8日 天気能
1676年 11月14日 延宝4年 10月9日 天気能　（子之刻地震）
1676年 11月15日 延宝4年 10月10日 天気能　少風吹
1676年 11月16日 延宝4年 10月11日 天気能　（御国9月26日立候御飛脚今日酉之刻到着）
1676年 11月17日 延宝4年 10月12日 天気能
1676年 11月18日 延宝4年 10月13日 天気能
1676年 11月19日 延宝4年 10月14日 天気能
1676年 11月20日 延宝4年 10月15日 天気能
1676年 11月21日 延宝4年 10月16日 天気能
1676年 11月22日 延宝4年 10月17日 天気能
1676年 11月23日 延宝4年 10月18日 天気能
1676年 11月24日 延宝4年 10月19日 天気能
1676年 11月25日 延宝4年 10月20日 天曇
1676年 11月26日 延宝4年 10月21日 天気能　（今9日御国罷立候御飛脚今日戌之刻到着、同10日御国罷立候御飛脚今日亥之刻到着）
1676年 11月27日 延宝4年 10月22日 天気能
1676年 11月28日 延宝4年 10月23日 雨降
1676年 11月29日 延宝4年 10月24日 雨降
1676年 11月30日 延宝4年 10月25日 天晴　少風吹
1676年 12月1日 延宝4年 10月26日 天気能
1676年 12月2日 延宝4年 10月27日 天気能
1676年 12月3日 延宝4年 10月28日 天気能
1676年 12月4日 延宝4年 10月29日 天曇　（御国江御飛脚ニ御足軽3人申之刻相立ル）
1676年 12月5日 延宝4年 11月1日 天気能
1676年 12月6日 延宝4年 11月2日 天気
1676年 12月7日 延宝4年 11月3日 天気能
1676年 12月8日 延宝4年 11月4日 天気能
1676年 12月9日 延宝4年 11月5日 天気能
1676年 12月10日 延宝4年 11月6日 天気能
1676年 12月11日 延宝4年 11月7日 天気曇ル
1676年 12月12日 延宝4年 11月8日 天気能　今朝七ツ時分地震　（御国江之御飛脚未（ここも米のように見える）之刻相立・道中今日より12日ふり申付ル）
1676年 12月13日 延宝4年 11月9日 天気能
1676年 12月14日 延宝4年 11月10日 天気能　（10月23日御国立候御飛脚今日申之刻到着）
1676年 12月15日 延宝4年 11月11日 天気能
1676年 12月16日 延宝4年 11月12日 天気能
1676年 12月17日 延宝4年 11月13日 天気能
1676年 12月18日 延宝4年 11月14日 天気能
1676年 12月19日 延宝4年 11月15日 天気能
1676年 12月20日 延宝4年 11月16日 天気能　少風吹
1676年 12月21日 延宝4年 11月17日 少々風吹
1676年 12月22日 延宝4年 11月18日 天気能
1676年 12月23日 延宝4年 11月19日 曇ル　（御国江御飛脚ニ御足軽3人今日未之刻相立ル・道中13日ふり申付ル）
1676年 12月24日 延宝4年 11月20日 天気能　（11月6日御国罷立候御飛脚今日申之刻到着）
1676年 12月25日 延宝4年 11月21日 雨降
1676年 12月26日 延宝4年 11月22日 雨降
1676年 12月27日 延宝4年 11月23日 雨　少風吹
1676年 12月28日 延宝4年 11月24日 曇ル　（11月10日御国立候御飛脚今日戌之刻到着）
1676年 12月29日 延宝4年 11月25日 天気能
1676年 12月30日 延宝4年 11月26日 天気能　（巳之刻地震）
1676年 12月31日 延宝4年 11月27日 天気能
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1677年 1月1日 延宝4年 11月28日 天気能
1677年 1月2日 延宝4年 11月29日 天気能
1677年 1月3日 延宝4年 11月30日 天気能
1677年 1月4日 延宝4年 12月1日 天気能
1677年 1月5日 延宝4年 12月2日 天気能
1677年 1月6日 延宝4年 12月3日 天気能
1677年 1月7日 延宝4年 12月4日 天気能　（御国江御飛脚ニ御足軽3人相立ル・道中13日振申付ル）
1677年 1月8日 延宝4年 12月5日 天気能
1677年 1月9日 延宝4年 12月6日 天気能
1677年 1月10日 延宝4年 12月7日 天気能　少々風吹　（今月20日切で小判600両を借りている・利息は20両に付1歩充）
1677年 1月11日 延宝4年 12月8日 天気能　（戌之刻地震）
1677年 1月12日 延宝4年 12月9日 天気能
1677年 1月13日 延宝4年 12月10日 天気能
1677年 1月14日 延宝4年 12月11日 天気能　（御国江御飛脚3人相立ル・道中13日ふり申付ル）
1677年 1月15日 延宝4年 12月12日 天気能　（御国江御足軽御飛脚ニ3人相立ル・道中10日ふりニ申付ル）
1677年 1月16日 延宝4年 12月13日 天気能　六ツ半地震
1677年 1月17日 延宝4年 12月14日 天気能　（11月23日御国元御登し成され?候御飛脚今日午之刻到着、11月26日御国元御登し成され?候御飛脚今日午之后刻到着）
1677年 1月18日 延宝4年 12月15日 雨降
1677年 1月19日 延宝4年 12月16日 雨降
1677年 1月20日 延宝4年 12月17日 天気能
1677年 1月21日 延宝4年 12月18日 天気能
1677年 1月22日 延宝4年 12月19日 天気能
1677年 1月23日 延宝4年 12月20日 天気能
1677年 1月24日 延宝4年 12月21日 天気能
1677年 1月25日 延宝4年 12月22日 天気能　少々風吹
1677年 1月26日 延宝4年 12月23日 天気能
1677年 1月27日 延宝4年 12月24日 雨降
1677年 1月28日 延宝4年 12月25日 曇　（3月晦日切で小判800両を借りている・利息は20両に付1歩充）
1677年 1月29日 延宝4年 12月26日 天気能　（12月7日御国元御登し成され?候御飛脚未之后刻到着、3月晦日切で小判1000両を借りている・利息は1月100両に付1両1歩充）
1677年 1月30日 延宝4年 12月27日 天曇　（丑之刻より火事尤巳之后刻迄焼ル・火元筋違橋見付土手きわ……焼失範囲が書いてあるが分らない）
1677年 1月31日 延宝4年 12月28日 天気能　（来正月25日切で小判500両を借りている・利息は1月100両に付1両1歩充）
1677年 2月1日 延宝4年 12月29日 天気能
1677年 2月2日 延宝5年 正月1日 天気能
1677年 2月3日 延宝5年 正月2日 雨降
1677年 2月4日 延宝5年 正月3日 天気能　（御国江御飛脚御足軽4人相立ル）
1677年 2月5日 延宝5年 正月4日 天気能
1677年 2月6日 延宝5年 正月5日 天気能
1677年 2月7日 延宝5年 正月6日 天気能
1677年 2月8日 延宝5年 正月7日 天気能　少々風吹　（昨夜子之后刻三田某御役屋敷が自火にて焼失）
1677年 2月9日 延宝5年 正月8日 天気能
1677年 2月10日 延宝5年 正月9日 天気能
1677年 2月11日 延宝5年 正月10日 暮六より雨降
1677年 2月12日 延宝5年 正月11日 朝曇ル
1677年 2月13日 延宝5年 正月12日 曇ル　（12月23日御国元御登し成され候御飛脚今日酉之刻到着）
1677年 2月14日 延宝5年 正月13日 曇ル
1677年 2月15日 延宝5年 正月14日 雪五六寸程降　（極月26日御国元御登し成され候御飛脚申之刻到着）
1677年 2月16日 延宝5年 正月15日 天気能
1677年 2月17日 延宝5年 正月16日 天気能　（御国江御飛脚ニ御足軽小頭1人小知行3人差下ス・道中14日ふり申付ル）
1677年 2月18日 延宝5年 正月17日 雨降　（期限の記述がないが小判800両の借金あり・100両1か月1両1歩充）
1677年 2月19日 延宝5年 正月18日 天気能　（寅之中刻地震）
1677年 2月20日 延宝5年 正月19日 天気能　（年頭の御飛脚正月2日御国元御登し成され酉之刻到着・御吉例の御金200両等が届いている）
1677年 2月21日 延宝5年 正月20日 天気能
1677年 2月22日 延宝5年 正月21日 雪六寸程降
1677年 2月23日 延宝5年 正月22日 天気能
1677年 2月24日 延宝5年 正月23日 天気能
1677年 2月25日 延宝5年 正月24日 天気能
1677年 2月26日 延宝5年 正月25日 曇
1677年 2月27日 延宝5年 正月26日 雪五寸程降　夜中風吹　（御国江御飛脚御足軽3人申之刻相立ル・道中今日より15日振申付ル）
1677年 2月28日 延宝5年 正月27日 天気能
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1677年 3月1日 延宝5年 正月28日 天気能
1677年 3月2日 延宝5年 正月29日 天気能
1677年 3月3日 延宝5年 正月30日 天気能
1677年 3月4日 延宝5年 2月1日 雨降
1677年 3月5日 延宝5年 2月2日 雨天　（正月15日御国元御登し成され候御飛脚子之刻到着）
1677年 3月6日 延宝5年 2月3日 雨天
1677年 3月7日 延宝5年 2月4日 天気能　風吹
1677年 3月8日 延宝5年 2月5日 天気能
1677年 3月9日 延宝5年 2月6日 天気能　少風吹　（御国江御飛脚御足軽3人申之刻相立ル・道中今日より13日ふり申付ル）
1677年 3月10日 延宝5年 2月7日 風吹　天気能
1677年 3月11日 延宝5年 2月8日 天気能　（来る29日に小判1000両（利息は1ヶ月100両に付1両1分充）の元利共に相済む筈之由……）
1677年 3月12日 延宝5年 2月9日 雨天
1677年 3月13日 延宝5年 2月10日 少雨　（御国元正月23日御登し成され候御飛脚今日酉之后刻到着）
1677年 3月14日 延宝5年 2月11日 天気能
1677年 3月15日 延宝5年 2月12日 天気能
1677年 3月16日 延宝5年 2月13日 天気能　（正月28日御国元御立御飛脚酉之刻到着）
1677年 3月17日 延宝5年 2月14日 天気
1677年 3月18日 延宝5年 2月15日 雨天
1677年 3月19日 延宝5年 2月16日 天気能
1677年 3月20日 延宝5年 2月17日 天気能
1677年 3月21日 延宝5年 2月18日 天気能　（今月6日御国元御立成され候御飛脚今日申之刻到着、御国元へ今日亥之刻御飛脚御足軽3人相立ル・道中今日より15日ふり申付ル）
1677年 3月22日 延宝5年 2月19日 天気能
1677年 3月23日 延宝5年 2月20日 天気能
1677年 3月24日 延宝5年 2月21日 雨降
1677年 3月25日 延宝5年 2月22日 雨天
1677年 3月26日 延宝5年 2月23日 雨天
1677年 3月27日 延宝5年 2月24日 天気能
1677年 3月28日 延宝5年 2月25日 天気能　（御国元へ御飛脚今日申之刻中川小隼人組2人差下・道中14日振申付ル、今月10日御国元御御登し成され候御飛脚未之刻到着）
1677年 3月29日 延宝5年 2月26日 天気能
1677年 3月30日 延宝5年 2月27日 天気能
1677年 3月31日 延宝5年 2月28日 天曇
1677年 4月1日 延宝5年 2月29日 雨天
1677年 4月2日 延宝5年 3月1日 天気能
1677年 4月3日 延宝5年 3月2日 天気能
1677年 4月4日 延宝5年 3月3日 雨天
1677年 4月5日 延宝5年 3月4日 晴天　（御国江御飛脚御足軽両人差下）
1677年 4月6日 延宝5年 3月5日 曇
1677年 4月7日 延宝5年 3月6日 雨天
1677年 4月8日 延宝5年 3月7日 雨天
1677年 4月9日 延宝5年 3月8日 曇ル
1677年 4月10日 延宝5年 3月9日 雨降　（2月23日御国元御御登し成され候御飛脚午之刻到着）
1677年 4月11日 延宝5年 3月10日 天気能　（2月25日御国元御御登し成され候御飛脚今日亥之后刻到着）
1677年 4月12日 延宝5年 3月11日 天気能
1677年 4月13日 延宝5年 3月12日 少々雨
1677年 4月14日 延宝5年 3月13日 天気能
1677年 4月15日 延宝5年 3月14日 風吹　少雨
1677年 4月16日 延宝5年 3月15日 天気能
1677年 4月17日 延宝5年 3月16日 曇
1677年 4月18日 延宝5年 3月17日 少々雨
1677年 4月19日 延宝5年 3月18日 曇ル　（御足軽2人御飛脚相立ル）
1677年 4月20日 延宝5年 3月19日 雨降　（3月8日御国元御立成され候御飛脚申之刻到着・殿様3月16日御国御発駕遊ばされる由、3月9日御国元御登し成され候御飛脚酉之刻到着）
1677年 4月21日 延宝5年 3月20日 天気能
1677年 4月22日 延宝5年 3月21日 天気能
1677年 4月23日 延宝5年 3月22日 天気能
1677年 4月24日 延宝5年 3月23日 雨降　（道中迄江御飛脚ニ御足軽両人相立ル）
1677年 4月25日 延宝5年 3月24日 雨降　（今9日御国元御登し成され候戌之刻到着）
1677年 4月26日 延宝5年 3月25日 天気能　（金子1000両の借用有り・利息はこれまで通り）
1677年 4月27日 延宝5年 3月26日 天気能
1677年 4月28日 延宝5年 3月27日 天気能　（今16日碇関より罷立候御飛脚戌之刻到着・同日殿様御発駕遊ばされ候由申来ル）
1677年 4月29日 延宝5年 3月28日 雨天　（御飛脚御足軽両人道中迄差下ス）
1677年 4月30日 延宝5年 3月29日 天気能
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1677年 5月1日 延宝5年 3月30日 天気能　（道中にて御金不足付早々差下申すべき由渡辺次太夫より申来ル付則刻1歩判100切御飛脚にて差下ス）
1677年 5月2日 延宝5年 4月1日 天気能
1677年 5月3日 延宝5年 4月2日 曇
1677年 5月4日 延宝5年 4月3日 天気能　（殿様午の刻御到着、酉ノ下刻浜田町?近所烏丁の辺りより火事出来・風も能候而早速相静候）
1677年 5月5日 延宝5年 4月4日 天気能
1677年 5月6日 延宝5年 4月5日 天気能　（御国江今朝飛脚両人立ル・今日より道中10日振申付ル）
1677年 5月7日 延宝5年 4月6日 天気能　（9半過より浅草筋火事出来）
1677年 5月8日 延宝5年 4月7日 天気能　酉ノ刻少々雨
1677年 5月9日 延宝5年 4月8日 終日雨降
1677年 5月10日 延宝5年 4月9日 終日雨天　（今朝御国元へ飛脚差下・未明ニ相立道中9日振と申付之）
1677年 5月11日 延宝5年 4月10日 天気能
1677年 5月12日 延宝5年 4月11日 天気能
1677年 5月13日 延宝5年 4月12日 天気能　但風吹　（今日御国本へ之御飛脚両人立ル・今日より道中10日ふりニ申渡之）
1677年 5月14日 延宝5年 4月13日 天気能　（先年の如く吉利支丹宗門御改之御証文並びに御書添渡辺大隅守様……）
1677年 5月15日 延宝5年 4月14日 天気能
1677年 5月16日 延宝5年 4月15日 天気能　（御国本今月4日相立候御飛脚今日到着、御知行（四つ成……）之覚・馬指持?（馬を持てば100石の士には1日大豆4升を渡す……）之覚・御扶持方（100石の士は4人等）の覚あり）
1677年 5月17日 延宝5年 4月16日 天気能　卯下刻地震
1677年 5月18日 延宝5年 4月17日 天曇
1677年 5月19日 延宝5年 4月18日 雨天
1677年 5月20日 延宝5年 4月19日 天気能
1677年 5月21日 延宝5年 4月20日 天気能
1677年 5月22日 延宝5年 4月21日 夜前より雨降　（謡仕舞など仰せ付けられる、坂本某から金2500両を借りた?）
1677年 5月23日 延宝5年 4月22日 天気能　（卯上刻御国本へ之御飛脚相立・御足軽両人今日より道中8日ふりに罷着候へと申渡）
1677年 5月24日 延宝5年 4月23日 天気能
1677年 5月25日 延宝5年 4月24日 天曇
1677年 5月26日 延宝5年 4月25日 雨降
1677年 5月27日 延宝5年 4月26日 天気能
1677年 5月28日 延宝5年 4月27日 天気能　（御国元今月16日二立候飛脚今日四過到着）
1677年 5月29日 延宝5年 4月28日 天気能
1677年 5月30日 延宝5年 4月29日 天気能
1677年 5月31日 延宝5年 4月30日 天気能
1677年 6月1日 延宝5年 5月1日 雨天
1677年 6月2日 延宝5年 5月2日 天気能　（今月21日二御国本罷立候飛脚今日到着）
1677年 6月3日 延宝5年 5月3日 天気能
1677年 6月4日 延宝5年 5月4日 昨夜より雨天　今日終日少ツツ降
1677年 6月5日 延宝5年 5月5日 昨夜より雨天　巳刻より晴
1677年 6月6日 延宝5年 5月6日 天気能
1677年 6月7日 延宝5年 5月7日 天気能
1677年 6月8日 延宝5年 5月8日 天気能
1677年 6月9日 延宝5年 5月9日 天気能
1677年 6月10日 延宝5年 5月10日 天気能　（御国本先月29日二罷立候飛脚2人今日七半時到着）
1677年 6月11日 延宝5年 5月11日 天気能
1677年 6月12日 延宝5年 5月12日 天気能
1677年 6月13日 延宝5年 5月13日 雨降
1677年 6月14日 延宝5年 5月14日 天気能
1677年 6月15日 延宝5年 5月15日 天気能　（朝六時分二御国本へ御飛脚6人御足軽申付・今日より道中10日ふりニ申渡之）
1677年 6月16日 延宝5年 5月16日 昨子の刻大雨　早速晴
1677年 6月17日 延宝5年 5月17日 天気能
1677年 6月18日 延宝5年 5月18日 天気能　（御国本今月8日二立候御飛脚2人午之下刻到来也）
1677年 6月19日 延宝5年 5月19日 天気能
1677年 6月20日 延宝5年 5月20日 天気能　（昨夜五過松平下総守様御屋敷と当家屋敷の間で口論・手負い人あり、報告書がある）
1677年 6月21日 延宝5年 5月21日 天気能
1677年 6月22日 延宝5年 5月22日 雨降
1677年 6月23日 延宝5年 5月23日 八前より雨降　（御国本へ御飛脚両人明日より道中9日ふりニ申付ル）
1677年 6月24日 延宝5年 5月24日 雨降
1677年 6月25日 延宝5年 5月25日 雨降
1677年 6月26日 延宝5年 5月26日 雨降
1677年 6月27日 延宝5年 5月27日 天気能
1677年 6月28日 延宝5年 5月28日 天気能　但八時分より雨　（七半時地震あり）
1677年 6月29日 延宝5年 5月29日 風雨
1677年 6月30日 延宝5年 6月1日 天気能
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1677年 7月1日 延宝5年 6月2日 天気能
1677年 7月2日 延宝5年 6月3日 天気能
1677年 7月3日 延宝5年 6月4日 天気能
1677年 7月4日 延宝5年 6月5日 天気能
1677年 7月5日 延宝5年 6月6日 天気能
1677年 7月6日 延宝5年 6月7日 天気能
1677年 7月7日 延宝5年 6月8日 天気能
1677年 7月8日 延宝5年 6月9日 天気能
1677年 7月9日 延宝5年 6月10日 八過より少雨
1677年 7月10日 延宝5年 6月11日 七時分より雨　（御国元へ御飛脚2人明日より道中10日振ニ罷下り申すべき由申渡）
1677年 7月11日 延宝5年 6月12日 今終日雨天
1677年 7月12日 延宝5年 6月13日 雨天
1677年 7月13日 延宝5年 6月14日 雨降
1677年 7月14日 延宝5年 6月15日 晴天
1677年 7月15日 延宝5年 6月16日 天気能　（今月6日ニ御国本罷立御飛脚2人今日到着）
1677年 7月16日 延宝5年 6月17日 天気能
1677年 7月17日 延宝5年 6月18日 暑気
1677年 7月18日 延宝5年 6月19日 天気能　（御国元御内分之御金502両新藤庄兵衛方より1箱参候）
1677年 7月19日 延宝5年 6月20日 天気能　（この度京都にて御借り金御借状（30貫目の手形3枚35貫目手形1枚25貫（かたかなのスに見えるが）目手形1枚）・利息ハ1ヶ月ニ10貫目ニ100目宛当霜月切成）
1677年 7月20日 延宝5年 6月21日 天気能
1677年 7月21日 延宝5年 6月22日 暑気
1677年 7月22日 延宝5年 6月23日 雨天
1677年 7月23日 延宝5年 6月24日 朝曇四過より暑気
1677年 7月24日 延宝5年 6月25日 天気能　少々風吹
1677年 7月25日 延宝5年 6月26日 終日雨降　（今朝御国本へ御飛脚御足軽3人相立ル）
1677年 7月26日 延宝5年 6月27日 天気能
1677年 7月27日 延宝5年 6月28日 甚暑
1677年 7月28日 延宝5年 6月29日 天気能
1677年 7月29日 延宝5年 6月30日 今朝より時雨
1677年 7月30日 延宝5年 7月1日 天気能　（御国本去月20日ニ罷立御飛脚3人到着）
1677年 7月31日 延宝5年 7月2日 甚暑　（昨夜寅ノ上刻地震）
1677年 8月1日 延宝5年 7月3日 暑気
1677年 8月2日 延宝5年 7月4日 今朝より雨天
1677年 8月3日 延宝5年 7月5日 少々雨降
1677年 8月4日 延宝5年 7月6日 天気能
1677年 8月5日 延宝5年 7月7日 曇
1677年 8月6日 延宝5年 7月8日 天気能
1677年 8月7日 延宝5年 7月9日 天気能　（今朝御国本へ御飛脚4人相立ル・今日より道中10日振ニ申付ル、6月26日ニ御国本立候御飛脚夜ニ入到着）
1677年 8月8日 延宝5年 7月10日 暑気甚　（夜八過時分余程の地震也）
1677年 8月9日 延宝5年 7月11日 天気能
1677年 8月10日 延宝5年 7月12日 甚暑
1677年 8月11日 延宝5年 7月13日 天気能
1677年 8月12日 延宝5年 7月14日 甚暑
1677年 8月13日 延宝5年 7月15日 天気能
1677年 8月14日 延宝5年 7月16日 甚暑
1677年 8月15日 延宝5年 7月17日 天気能
1677年 8月16日 延宝5年 7月18日 天気能
1677年 8月17日 延宝5年 7月19日 天気能
1677年 8月18日 延宝5年 7月20日 天気能
1677年 8月19日 延宝5年 7月21日 八時分少雨降
1677年 8月20日 延宝5年 7月22日 天気能　（八過ニ少々地震）
1677年 8月21日 延宝5年 7月23日 天気能　（今朝御国本へ御飛脚御足軽両人立ル・今日より道中10日ふりニ申付之）
1677年 8月22日 延宝5年 7月24日 天気能
1677年 8月23日 延宝5年 7月25日 天気能　（七ツ過より六つ迄雨降・雷、大久保出羽守様が今朝御老中に・名を加賀守に改める）
1677年 8月24日 延宝5年 7月26日 天気能　（御国元今月12日ニ立候御飛脚今日到着・御内分之御金500両入り1箱進藤庄兵衛分より……）
1677年 8月25日 延宝5年 7月27日 天気能
1677年 8月26日 延宝5年 7月28日 暑気
1677年 8月27日 延宝5年 7月29日 天気能
1677年 8月28日 延宝5年 8月1日 天気能
1677年 8月29日 延宝5年 8月2日 天気能
1677年 8月30日 延宝5年 8月3日 暑気
1677年 8月31日 延宝5年 8月4日 暑気

98 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1677年 9月1日 延宝5年 8月5日 天気能
1677年 9月2日 延宝5年 8月6日 天気能
1677年 9月3日 延宝5年 8月7日 曇
1677年 9月4日 延宝5年 8月8日 昨夜中より雨降　（今朝御国本へ御飛脚両人立ル・今日より道中10日振ニ申付之）
1677年 9月5日 延宝5年 8月9日 天気能
1677年 9月6日 延宝5年 8月10日 天気能
1677年 9月7日 延宝5年 8月11日 朝雨降
1677年 9月8日 延宝5年 8月12日 天気能
1677年 9月9日 延宝5年 8月13日 終日雨天　（御国本去月29日ニ立候御飛脚七半時分到着也）
1677年 9月10日 延宝5年 8月14日 天気能
1677年 9月11日 延宝5年 8月15日 終日雨天
1677年 9月12日 延宝5年 8月16日 塁雨
1677年 9月13日 延宝5年 8月17日 時雨　（初鮭到来に付今晩御料理……）
1677年 9月14日 延宝5年 8月18日 昨夜中より雨　（今朝御国元へ之御飛脚両人立候・道中今日より10日ふりニ申付之、8月7日ニ御国本罷立候御飛脚2人今日夜ル五前二到着）
1677年 9月15日 延宝5年 8月19日 天気能
1677年 9月16日 延宝5年 8月20日 天気能
1677年 9月17日 延宝5年 8月21日 曇　（渡辺次太夫に御加増300石・都合1000石とする）
1677年 9月18日 延宝5年 8月22日 曇
1677年 9月19日 延宝5年 8月23日 七時より雨降
1677年 9月20日 延宝5年 8月24日 昨日より今日迄雨降
1677年 9月21日 延宝5年 8月25日 天気能
1677年 9月22日 延宝5年 8月26日 天気能
1677年 9月23日 延宝5年 8月27日 天気能　（京都から銀高100貫目を借りている?・利息ハ10貫目に付1ヶ月100目宛也）
1677年 9月24日 延宝5年 8月28日 天気能
1677年 9月25日 延宝5年 8月29日 昨夜中より終日雨
1677年 9月26日 延宝5年 8月30日 天気能
1677年 9月27日 延宝5年 9月1日 　　（天気の記述なし）　（今朝御国元へ御飛脚相立ル）
1677年 9月28日 延宝5年 9月2日 天気能
1677年 9月29日 延宝5年 9月3日 天気能
1677年 9月30日 延宝5年 9月4日 終日雨降
1677年 10月1日 延宝5年 9月5日 晴天
1677年 10月2日 延宝5年 9月6日 天気能　（狂言番組巳之中刻初ル（竹生嶋参など15番組・さらに5番組）・途中で御菓子・梨子ふとう・御膳等々あり）
1677年 10月3日 延宝5年 9月7日 晴天　
1677年 10月4日 延宝5年 9月8日 晴天　（御飛脚先月26日ニ御国本罷立今晩六到着）
1677年 10月5日 延宝5年 9月9日 天気能
1677年 10月6日 延宝5年 9月10日 天気能
1677年 10月7日 延宝5年 9月11日 天気能
1677年 10月8日 延宝5年 9月12日 曇
1677年 10月9日 延宝5年 9月13日 天気能　（当月4日巳の刻御国本の親方町で出火・一応焼け止まる・4日之酉之刻相立候飛脚が今日申之刻到着・則時返事之飛脚をこの方よりも相立候・道中8日ふりニ申付け候）
1677年 10月10日 延宝5年 9月14日 雨降
1677年 10月11日 延宝5年 9月15日 寅の刻よ里少雨
1677年 10月12日 延宝5年 9月16日 曇　（多数の客が来て狂言（ち里ゃくのあんま・非人かたきうち等の曲目らしいものが示されているが分らない）、七ツ半過地震有之）
1677年 10月13日 延宝5年 9月17日 天気能
1677年 10月14日 延宝5年 9月18日 天気能
1677年 10月15日 延宝5年 9月19日 天気能　但し酉ノ下刻少雨　（御国元今月7日酉刻ニ立候飛脚今日ひつしの下刻（未之下刻）到着）
1677年 10月16日 延宝5年 9月20日 終日雨
1677年 10月17日 延宝5年 9月21日 終日雨
1677年 10月18日 延宝5年 9月22日 終日雨
1677年 10月19日 延宝5年 9月23日 快天
1677年 10月20日 延宝5年 9月24日 天気能　（狂言：曲目あり）
1677年 10月21日 延宝5年 9月25日 天気能
1677年 10月22日 延宝5年 9月26日 雨天　（今日御国元へ之飛脚立ル・道中今日より12日振申付之）
1677年 10月23日 延宝5年 9月27日 曇　（狂言：曲目・料理の品々あり）
1677年 10月24日 延宝5年 9月28日 雨
1677年 10月25日 延宝5年 9月29日 雨天
1677年 10月26日 延宝5年 9月30日 雨降
1677年 10月27日 延宝5年 10月1日 四時より天快晴
1677年 10月28日 延宝5年 10月2日 天気能
1677年 10月29日 延宝5年 10月3日 昨夜中より雨天
1677年 10月30日 延宝5年 10月4日 天気能
1677年 10月31日 延宝5年 10月5日 天気能
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1677年 11月1日 延宝5年 10月6日 天気能　但暮時分より雨少降
1677年 11月2日 延宝5年 10月7日 天気能　（先月23日御国本罷立候飛脚両人今日之着）
1677年 11月3日 延宝5年 10月8日 天気能　（今朝御国本へ之御飛脚2人小知行1人今日より道中12日ふりニ下着候へと申付相立候）
1677年 11月4日 延宝5年 10月9日 天気能
1677年 11月5日 延宝5年 10月10日 天気能
1677年 11月6日 延宝5年 10月11日 天気能
1677年 11月7日 延宝5年 10月12日 天気能　（御国本先月28日罷立候御足軽12人今晩暮前に参着）
1677年 11月8日 延宝5年 10月13日 天気能
1677年 11月9日 延宝5年 10月14日 天気能　（今朝御国本へ之御飛脚両人立ル・今日よ里道中12日ふりニ申付之、暮六ツ過時両度地震也）
1677年 11月10日 延宝5年 10月15日 天気能
1677年 11月11日 延宝5年 10月16日 天気能
1677年 11月12日 延宝5年 10月17日 天気能
1677年 11月13日 延宝5年 10月18日 天気能
1677年 11月14日 延宝5年 10月19日 快天
1677年 11月15日 延宝5年 10月20日 終日雨降
1677年 11月16日 延宝5年 10月21日 終日雨天
1677年 11月17日 延宝5年 10月22日 曇
1677年 11月18日 延宝5年 10月23日 曇　（御国元へ月並之飛脚今朝立ル・御足軽2人今日より道中11日振ニ下着候用と申渡之）
1677年 11月19日 延宝5年 10月24日 天気能
1677年 11月20日 延宝5年 10月25日 天気能
1677年 11月21日 延宝5年 10月26日 雨天
1677年 11月22日 延宝5年 10月27日 天気能　（御国元今月13日ニ立候御飛脚暮酉之下刻到着也）
1677年 11月23日 延宝5年 10月28日 天気能
1677年 11月24日 延宝5年 10月29日 曇
1677年 11月25日 延宝5年 11月1日 曇
1677年 11月26日 延宝5年 11月2日 天気能
1677年 11月27日 延宝5年 11月3日 天気能
1677年 11月28日 延宝5年 11月4日 天気能
1677年 11月29日 延宝5年 11月5日 天気能
1677年 11月30日 延宝5年 11月6日 天気能
1677年 12月1日 延宝5年 11月7日 雨降　（御国元へ之飛脚御足軽両人申付・明日より道中12日ふりニ申付今晩御状箱相渡之）
1677年 12月2日 延宝5年 11月8日 雨降
1677年 12月3日 延宝5年 11月9日 天気能
1677年 12月4日 延宝5年 11月10日 天気能　（客があり仕舞（山姥等）の演目あり）
1677年 12月5日 延宝5年 11月11日 天気能
1677年 12月6日 延宝5年 11月12日 天気能
1677年 12月7日 延宝5年 11月13日 天気能
1677年 12月8日 延宝5年 11月14日 天気能
1677年 12月9日 延宝5年 11月15日 天気能
1677年 12月10日 延宝5年 11月16日 天気能　（板久（潮来）経由で濱屋敷に材木（長さ2間8寸角108本・長さ2間6寸角が221本等）が届いている）
1677年 12月11日 延宝5年 11月17日 天気能
1677年 12月12日 延宝5年 11月18日 天気能
1677年 12月13日 延宝5年 11月19日 天気能
1677年 12月14日 延宝5年 11月20日 天気能
1677年 12月15日 延宝5年 11月21日 天気能　（去月27日御国本立の御馬5匹が今日参着)
1677年 12月16日 延宝5年 11月22日 天気能
1677年 12月17日 延宝5年 11月23日 天気能　（御国元へ飛脚御足軽3人申付指下候）
1677年 12月18日 延宝5年 11月24日 天気能
1677年 12月19日 延宝5年 11月25日 天気能
1677年 12月20日 延宝5年 11月26日 天気能
1677年 12月21日 延宝5年 11月27日 天気能　夜ニ入五ツ時分より雨
1677年 12月22日 延宝5年 11月28日 天気能
1677年 12月23日 延宝5年 11月29日 天気能
1677年 12月24日 延宝5年 11月30日 天気能
1677年 12月25日 延宝5年 12月1日 天気能
1677年 12月26日 延宝5年 12月2日 天気能
1677年 12月27日 延宝5年 12月3日 天気能
1677年 12月28日 延宝5年 12月4日 天気能
1677年 12月29日 延宝5年 12月5日 天気能
1677年 12月30日 延宝5年 12月6日 天気能
1677年 12月31日 延宝5年 12月7日 天気能　（11月23日ニ御国本罷立候御飛脚今日七つ時分到来）
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1678年 1月1日 延宝5年 12月8日 天気能　（今朝津軽へ之飛脚四ツ立ル・道中13日ふりニ申付之、板久（潮来）着御材木（合計があわないな）が着いているらしい）
1678年 1月2日 延宝5年 12月9日 天気よし
1678年 1月3日 延宝5年 12月10日 天気能
1678年 1月4日 延宝5年 12月11日 天気能
1678年 1月5日 延宝5年 12月12日 天気能
1678年 1月6日 延宝5年 12月13日 天気能　（今9日に本庄三つ目橋末で殺人事件・犯人2人?逃亡）
1678年 1月7日 延宝5年 12月14日 天気能
1678年 1月8日 延宝5年 12月15日 天気能
1678年 1月9日 延宝5年 12月16日 天気能
1678年 1月10日 延宝5年 12月17日 天気能
1678年 1月11日 延宝5年 12月18日 天気能　（板久（潮来）に材木が着いている）
1678年 1月12日 延宝5年 12月19日 天気能
1678年 1月13日 延宝5年 12月20日 天気能
1678年 1月14日 延宝5年 12月21日 天気能
1678年 1月15日 延宝5年 12月22日 天気能
1678年 1月16日 延宝5年 12月23日 天気能　（今朝御国本へ之飛脚両人・道中今日より14日ふり申付立ル、御軍用茂合出銀申渡覚：高400石銀40目唐牛八郎左衛門等15人の名と金額あり（意味不明））
1678年 1月17日 延宝5年 12月24日 天気能
1678年 1月18日 延宝5年 12月25日 天気能　（去ル8日御国本罷立候飛脚3人今晩参着）
1678年 1月19日 延宝5年 12月26日 天気能
1678年 1月20日 延宝5年 12月27日 天気能
1678年 1月21日 延宝5年 12月28日 天気能
1678年 1月22日 延宝5年 12月29日 天気能
1678年 1月23日 延宝5年 閏12月1日 天気能
1678年 1月24日 延宝5年 閏12月2日 少々雨　夜ニ入大雨降　　　下から続く　　　100貫目（11月11日付午の9月限り））
1678年 1月25日 延宝5年 閏12月3日 天気能　（今日京都へ御遣わし候御借状之覚：100貫目（8月11日付午の（今年は巳年）8月限り）・50貫目（9月11日付午の9月限り）・50貫目（10月11日付午の10月限り）・　　　上に続く
1678年 1月26日 延宝5年 閏12月4日 天気能
1678年 1月27日 延宝5年 閏12月5日 天気能
1678年 1月28日 延宝5年 閏12月6日 天気能　（申之后刻地震）
1678年 1月29日 延宝5年 閏12月7日 天気能
1678年 1月30日 延宝5年 閏12月8日 天気能　（名替え4人、今朝御国本へ之飛脚両人申付立・道中今日より15日ふりニ申候）
1678年 1月31日 延宝5年 閏12月9日 天気能
1678年 2月1日 延宝5年 閏12月10日天気能
1678年 2月2日 延宝5年 閏12月11日天気能
1678年 2月3日 延宝5年 閏12月12日天気能
1678年 2月4日 延宝5年 閏12月13日天気能
1678年 2月5日 延宝5年 閏12月14日風吹　（板久（潮来）着御材木船之事：内容あり）
1678年 2月6日 延宝5年 閏12月15日天気能
1678年 2月7日 延宝5年 閏12月16日天気能
1678年 2月8日 延宝5年 閏12月17日天気能
1678年 2月9日 延宝5年 閏12月18日天気能
1678年 2月10日 延宝5年 閏12月19日天気能
1678年 2月11日 延宝5年 閏12月20日天気能
1678年 2月12日 延宝5年 閏12月21日天気能
1678年 2月13日 延宝5年 閏12月22日天気能
1678年 2月14日 延宝5年 閏12月23日天気能　（今朝御国本へ之飛脚4人相立候・道中今日より15日ふりニ申付之）
1678年 2月15日 延宝5年 閏12月24日風吹
1678年 2月16日 延宝5年 閏12月25日天気能　（御国今月8日罷立候飛脚3人今晩暮六ニ到来）
1678年 2月17日 延宝5年 閏12月26日雨降
1678年 2月18日 延宝5年 閏12月27日雪降
1678年 2月19日 延宝5年 閏12月28日朝少雨降
1678年 2月20日 延宝5年 閏12月29日天気能
1678年 2月21日 延宝6年 正月1日 天気能
1678年 2月22日 延宝6年 正月2日 天気能
1678年 2月23日 延宝6年 正月3日 天気能　（今日御謡初暮六ニ初ル、今朝御国元へ御飛脚4人今日より道中15日振申付之）
1678年 2月24日 延宝6年 正月4日 七ツ時分雨降
1678年 2月25日 延宝6年 正月5日 天気能
1678年 2月26日 延宝6年 正月6日 天気能　（今晩御七種御たたき初年男勤之：七草の草を年男がたたく（切る）ということ）
1678年 2月27日 延宝6年 正月7日 天気能　（七種の御祝いをしたとの記述なし）
1678年 2月28日 延宝6年 正月8日 天気能
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1678年 3月1日 延宝6年 正月9日 天気能
1678年 3月2日 延宝6年 正月10日 大風吹　（旧冬壬（閏の省略形：公文書に出てくるのは珍しい）12月23日御国本立候御飛脚両人今晩七時分到着之）
1678年 3月3日 延宝6年 正月11日 天気能
1678年 3月4日 延宝6年 正月12日 天気能
1678年 3月5日 延宝6年 正月13日 天気能　（御国元へ御飛脚4人申付相立ル・道中今日より15日ふりニ申付之）
1678年 3月6日 延宝6年 正月14日 天気能
1678年 3月7日 延宝6年 正月15日 天気能
1678年 3月8日 延宝6年 正月16日 天気能
1678年 3月9日 延宝6年 正月17日 天気能
1678年 3月10日 延宝6年 正月18日 雨降　（御飛脚御国本今月2日立候・今晩六過到来・例年のごとく御金200両持参候）
1678年 3月11日 延宝6年 正月19日 天気能
1678年 3月12日 延宝6年 正月20日 天気能
1678年 3月13日 延宝6年 正月21日 天気能
1678年 3月14日 延宝6年 正月22日 少々雨降
1678年 3月15日 延宝6年 正月23日 天気能
1678年 3月16日 延宝6年 正月24日 天気能
1678年 3月17日 延宝6年 正月25日 天気能　　　下から続く　　　当年極月切利息ハ100両ニ付1ヶ月ニ1両宛也・金子500両延宝5年閏極月15日付利息右同断（返済期限がないな））
1678年 3月18日 延宝6年 正月26日 天気能　（今日の添田八左衛門方へ町飛脚を以って申遣候事：銀子35貫目延宝5年巳ノ年閏12月7日付当年午10月切利息その外前々の通り・金子500両延宝5年極月15日付　　　上に続く
1678年 3月19日 延宝6年 正月27日 天気能
1678年 3月20日 延宝6年 正月28日 天気能
1678年 3月21日 延宝6年 正月29日 天気能
1678年 3月22日 延宝6年 正月30日 天気能
1678年 3月23日 延宝6年 2月1日 天気能
1678年 3月24日 延宝6年 2月2日 天気能
1678年 3月25日 延宝6年 2月3日 天気能
1678年 3月26日 延宝6年 2月4日 天気能
1678年 3月27日 延宝6年 2月5日 天気能
1678年 3月28日 延宝6年 2月6日 雨降
1678年 3月29日 延宝6年 2月7日 雨降　（御飛脚御国本正月23日二罷立・今晩到着）
1678年 3月30日 延宝6年 2月8日 雨降
1678年 3月31日 延宝6年 2月9日 雨降
1678年 4月1日 延宝6年 2月10日 曇
1678年 4月2日 延宝6年 2月11日 天気能　（謡・料理があった）
1678年 4月3日 延宝6年 2月12日 天気能
1678年 4月4日 延宝6年 2月13日 天気能　但夜ニ入五時分より雨
1678年 4月5日 延宝6年 2月14日 雨降
1678年 4月6日 延宝6年 2月15日 朝四前より雨
1678年 4月7日 延宝6年 2月16日 天気能
1678年 4月8日 延宝6年 2月17日 天気能　（御飛脚御国元へ今朝立ル・今日より道中12日振申付ル・御足軽3人遣）
1678年 4月9日 延宝6年 2月18日 天気能
1678年 4月10日 延宝6年 2月19日 雨降
1678年 4月11日 延宝6年 2月20日 天気能　但夜ニ入雨降
1678年 4月12日 延宝6年 2月21日 昨夜より今日迄雨降
1678年 4月13日 延宝6年 2月22日 昨夜より今日ニ至雨降
1678年 4月14日 延宝6年 2月23日 昨夜より夜中今日ニ至雨降　（御飛脚今月9日ニ御国本立候由今晩暮に及び両人到着也）
1678年 4月15日 延宝6年 2月24日 天気能
1678年 4月16日 延宝6年 2月25日 天気能
1678年 4月17日 延宝6年 2月26日 天気能
1678年 4月18日 延宝6年 2月27日 天気能
1678年 4月19日 延宝6年 2月28日 天気能　（御料理・御拍子（番付：花かたみ・三井寺・春日龍神等））
1678年 4月20日 延宝6年 2月29日 雨降
1678年 4月21日 延宝6年 3月1日 天気能
1678年 4月22日 延宝6年 3月2日 天気能　（御飛脚両人御国元へ相立ル・今日より道中11日ふりニ申付ル）
1678年 4月23日 延宝6年 3月3日 天気能
1678年 4月24日 延宝6年 3月4日 天気能
1678年 4月25日 延宝6年 3月5日 天気能
1678年 4月26日 延宝6年 3月6日 天気能
1678年 4月27日 延宝6年 3月7日 天気能　（御飛脚両人去月24日ニ御国本罷立今八過ニ到着也）
1678年 4月28日 延宝6年 3月8日 天気能　（御飛脚3人御国元へ遣ス・明9日より道中10日振下着候様ニと申付・今晩ハ状はこ（状箱）相渡ス）
1678年 4月29日 延宝6年 3月9日 天気能
1678年 4月30日 延宝6年 3月10日 天気能
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1678年 5月1日 延宝6年 3月11日 暮過少々雨降
1678年 5月2日 延宝6年 3月12日 昨夜中より今日ニ至雨降
1678年 5月3日 延宝6年 3月13日 昨今余程の風吹
1678年 5月4日 延宝6年 3月14日 天気能
1678年 5月5日 延宝6年 3月15日 八過より雨降　（御飛脚両人御国元へ相立ル・明9日より道中10日ふりに申付・今晩御状はこ相渡之、今日濱手御屋敷ニ御腰物（21振り）ためし）
1678年 5月6日 延宝6年 3月16日 天気能
1678年 5月7日 延宝6年 3月17日 天気能
1678年 5月8日 延宝6年 3月18日 天気能
1678年 5月9日 延宝6年 3月19日 朝五時分雨降　（御飛脚両人今月8日ニ御国本罷立今日到着也）
1678年 5月10日 延宝6年 3月20日 天気能
1678年 5月11日 延宝6年 3月21日 天気能
1678年 5月12日 延宝6年 3月22日 夜八時分より少々雨降
1678年 5月13日 延宝6年 3月23日 天気能　（御飛脚両人今朝御国元へ立ル・今日より道中10日振ニ申付ル）
1678年 5月14日 延宝6年 3月24日 風吹
1678年 5月15日 延宝6年 3月25日 天気能
1678年 5月16日 延宝6年 3月26日 天気能　（御飛脚両人今月16日二御国立・今晩到着）
1678年 5月17日 延宝6年 3月27日 天気能
1678年 5月18日 延宝6年 3月28日 八過より雨降　（火消御役御免）
1678年 5月19日 延宝6年 3月29日 昨夜中より終日雨降
1678年 5月20日 延宝6年 3月30日 天気能
1678年 5月21日 延宝6年 4月1日 天気能
1678年 5月22日 延宝6年 4月2日 天気能
1678年 5月23日 延宝6年 4月3日 天気能
1678年 5月24日 延宝6年 4月4日 天気好
1678年 5月25日 延宝6年 4月5日 天気能　（御飛脚両人3月23日二御国本立・今日八時分到来）
1678年 5月26日 延宝6年 4月6日 天気能
1678年 5月27日 延宝6年 4月7日 天気能　（御飛脚両人今朝御国本へ遣わされ候・今晩状箱相渡ス・明日より道中9日ふりニ申付ル）
1678年 5月28日 延宝6年 4月8日 八時分より雨　（御飛脚両人去月28日御国本立・今晩到来）
1678年 5月29日 延宝6年 4月9日 雨少々降
1678年 5月30日 延宝6年 4月10日 雨少々降
1678年 5月31日 延宝6年 4月11日 雨降　（御囃子（龍田・・東北）等あり）
1678年 6月1日 延宝6年 4月12日 天気能　（仕舞（宋女・源氏供養・実盛・羽衣）等あり）
1678年 6月2日 延宝6年 4月13日 雨降
1678年 6月3日 延宝6年 4月14日 天気能　（今日辰ノ下刻地震）
1678年 6月4日 延宝6年 4月15日 雨降
1678年 6月5日 延宝6年 4月16日 天気能　（今日巳ノ下刻地震）
1678年 6月6日 延宝6年 4月17日 天気能
1678年 6月7日 延宝6年 4月18日 天気能
1678年 6月8日 延宝6年 4月19日 天気能　（御飛脚両人今朝御国本へ相立ル・道中9日ふりニ申付ル）
1678年 6月9日 延宝6年 4月20日 天気能　但七ツ過より夜ニ入雨　雷も数度
1678年 6月10日 延宝6年 4月21日 終日雨
1678年 6月11日 延宝6年 4月22日 天気能
1678年 6月12日 延宝6年 4月23日 天気能　（板久（潮来）着御材木の覚え：2間半7寸角132本など1200本）
1678年 6月13日 延宝6年 4月24日 天気能
1678年 6月14日 延宝6年 4月25日 天気能
1678年 6月15日 延宝6年 4月26日 天気能
1678年 6月16日 延宝6年 4月27日 天気能
1678年 6月17日 延宝6年 4月28日 天気能
1678年 6月18日 延宝6年 4月29日 終日雨降　（御国本より御飛脚両人今月20日二立・今晩五時到来）
1678年 6月19日 延宝6年 5月1日 雨降　（今月9日に御国本へ御発駕の旨仰せ出される）
1678年 6月20日 延宝6年 5月2日 朝雨少降
1678年 6月21日 延宝6年 5月3日 天気能
1678年 6月22日 延宝6年 5月4日 天気能
1678年 6月23日 延宝6年 5月5日 雨降
1678年 6月24日 延宝6年 5月6日 曇　（江戸でも初真桑瓜などを八百屋が上げている）
1678年 6月25日 延宝6年 5月7日 天気能　（寅ノ刻地震）
1678年 6月26日 延宝6年 5月8日 天気能　（今9日発駕の予定が遅れるとに飛脚を国に送っているのかな?）
1678年 6月27日 延宝6年 5月9日 天気能
1678年 6月28日 延宝6年 5月10日 朝少々雨
1678年 6月29日 延宝6年 5月11日 雨降　（殿様御発駕之御日限今月21日ニ御究遊ばされ候、御飛脚両人御国本今月2日ニ罷立今日到着、御飛脚1人今日御国本へ立ル・今日より9日ふりニ御国元へ下着候へと申渡也）
1678年 6月30日 延宝6年 5月12日 天気能
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1678年 7月1日 延宝6年 5月13日 天気能
1678年 7月2日 延宝6年 5月14日 雨天　（今晩四過地震）
1678年 7月3日 延宝6年 5月15日 天気よし
1678年 7月4日 延宝6年 5月16日 天気能　（今日濱手御屋敷に御ゐて成敗・御ためしあり）
1678年 7月5日 延宝6年 5月17日 天気能
1678年 7月6日 延宝6年 5月18日 天気能
1678年 7月7日 延宝6年 5月19日 天気能
1678年 7月8日 延宝6年 5月20日 天気能
1678年 7月9日 延宝6年 5月21日 天気能　至晩雷鳴少雨　（殿様卯中刻ニ御発駕・行列の順（江戸草下間・草下碇関間・碇関弘前間に区分）あり・御国江御飛脚小知行両人相立ル今日より9日ふりニ下着候へと申付けル）
1678年 7月10日 延宝6年 5月22日 天気能　（未（米に見えるが）ノ下刻地震
1678年 7月11日 延宝6年 5月23日 快天　未（これも米に見える）ノ下刻大雷雨
1678年 7月12日 延宝6年 5月24日 晴天　（御国5月12日罷立候御飛脚足軽両人小山にて22日に御状差上候・夫れより罷登候未（ここも米）ノ下刻上着）
1678年 7月13日 延宝6年 5月25日 少々雨降
1678年 7月14日 延宝6年 5月26日 天気能
1678年 7月15日 延宝6年 5月27日 天気能
1678年 7月16日 延宝6年 5月28日 天気能
1678年 7月17日 延宝6年 5月29日 天気能
1678年 7月18日 延宝6年 5月30日 天気能
1678年 7月19日 延宝6年 6月1日 天気能
1678年 7月20日 延宝6年 6月2日 天気能
1678年 7月21日 延宝6年 6月3日 天気能
1678年 7月22日 延宝6年 6月4日 天気能
1678年 7月23日 延宝6年 6月5日 天気能　（御国より之御飛脚足軽2人先月29日山形にて御状指上候・今晩戌刻上着）
1678年 7月24日 延宝6年 6月6日 雨降
1678年 7月25日 延宝6年 6月7日 朝内雨　巳刻晴天　（御国へ御飛脚2人下・今日より10日二下着と申付相立ル）
1678年 7月26日 延宝6年 6月8日 天気能
1678年 7月27日 延宝6年 6月9日 天気能
1678年 7月28日 延宝6年 6月10日 天気能
1678年 7月29日 延宝6年 6月11日 快天
1678年 7月30日 延宝6年 6月12日 天気能　酉ノ中刻雨降　（申の刻纔（わずか）地震）
1678年 7月31日 延宝6年 6月13日 巳刻少雨　午刻前より晴天
1678年 8月1日 延宝6年 6月14日 天気能　巳刻霧雨少
1678年 8月2日 延宝6年 6月15日 天気能　少風吹　（子刻地震少有）
1678年 8月3日 延宝6年 6月16日 天気能
1678年 8月4日 延宝6年 6月17日 少々雨降
1678年 8月5日 延宝6年 6月18日 雨降　午刻晴
1678年 8月6日 延宝6年 6月19日 天気能　（御城米舟5艘海上無事に兵庫着の報あり）
1678年 8月7日 延宝6年 6月20日 天気能
1678年 8月8日 延宝6年 6月21日 天気能　（今11日御国より之御飛脚御足軽両人今日午ノ上刻到着、今10日御飛脚御足軽1人今日午ノ下刻上着（伊左衛門様御下がりに付御礼））
1678年 8月9日 延宝6年 6月22日 天気能
1678年 8月10日 延宝6年 6月23日 天気能　（御城米舟27艘が海上恙なく大坂に上着の由申し来る）
1678年 8月11日 延宝6年 6月24日 少雨
1678年 8月12日 延宝6年 6月25日 雨降
1678年 8月13日 延宝6年 6月26日 天気能
1678年 8月14日 延宝6年 6月27日 天気能　（御国江御飛脚御足軽両人今日より9日ふり二下着候へと申付卯ノ上刻相立ル）
1678年 8月15日 延宝6年 6月28日 天気能　（御飛脚御足軽両人御国今18日罷立候・今日酉ノ刻上着）
1678年 8月16日 延宝6年 6月29日 天気能
1678年 8月17日 延宝6年 7月1日 天気能
1678年 8月18日 延宝6年 7月2日 天気能　（亥の刻柳原佐久間町久右衛門町2丁目之角より火事出る・西東へ80間・北南30間ほどに見える）
1678年 8月19日 延宝6年 7月3日 天気能
1678年 8月20日 延宝6年 7月4日 天気能
1678年 8月21日 延宝6年 7月5日 天気
1678年 8月22日 延宝6年 7月6日 天気能
1678年 8月23日 延宝6年 7月7日 天気能
1678年 8月24日 延宝6年 7月8日 天気能
1678年 8月25日 延宝6年 7月9日 天気能
1678年 8月26日 延宝6年 7月10日 天気能
1678年 8月27日 延宝6年 7月11日 少々雨降　（御国へ御飛脚御足軽両人今日より10日ふり二下着候へと申付相立ル）
1678年 8月28日 延宝6年 7月12日 天気能
1678年 8月29日 延宝6年 7月13日 天気能
1678年 8月30日 延宝6年 7月14日 天気能
1678年 8月31日 延宝6年 7月15日 天気能
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1678年 9月1日 延宝6年 7月16日 天気能
1678年 9月2日 延宝6年 7月17日 雨降
1678年 9月3日 延宝6年 7月18日 朝之内少々雨　午刻晴　（御国今8日の御飛脚午刻上着）
1678年 9月4日 延宝6年 7月19日 雨降
1678年 9月5日 延宝6年 7月20日 天気能
1678年 9月6日 延宝6年 7月21日 雨降
1678年 9月7日 延宝6年 7月22日 雨降　（亥刻少地震）
1678年 9月8日 延宝6年 7月23日 天気能
1678年 9月9日 延宝6年 7月24日 天気能
1678年 9月10日 延宝6年 7月25日 天気能
1678年 9月11日 延宝6年 7月26日 天気能
1678年 9月12日 延宝6年 7月27日 晴天
1678年 9月13日 延宝6年 7月28日 晴天
1678年 9月14日 延宝6年 7月29日 快天
1678年 9月15日 延宝6年 7月30日 雨降
1678年 9月16日 延宝6年 8月1日 雨降
1678年 9月17日 延宝6年 8月2日 少々雨降
1678年 9月18日 延宝6年 8月3日 雨降
1678年 9月19日 延宝6年 8月4日 雨降　（去月24日立候御飛脚御足軽両人丑ノ刻ニ上着）
1678年 9月20日 延宝6年 8月5日 雨降　夜中共ニ
1678年 9月21日 延宝6年 8月6日 大雨降
1678年 9月22日 延宝6年 8月7日 天気能　（去月26日之御飛脚御足軽両人丑酉ノ刻ニ上着申候）
1678年 9月23日 延宝6年 8月8日 天気能
1678年 9月24日 延宝6年 8月9日 雨天
1678年 9月25日 延宝6年 8月10日 晴天　（7月28日立候御飛脚御足軽両人丑巳ノ刻ニ上着）
1678年 9月26日 延宝6年 8月11日 晴天　（午刻少地震）
1678年 9月27日 延宝6年 8月12日 天気能
1678年 9月28日 延宝6年 8月13日 雨降　（御国江御飛脚御足軽両人今日より10日ふり二下ス）
1678年 9月29日 延宝6年 8月14日 天気能　（午中刻地震）
1678年 9月30日 延宝6年 8月15日 晴天
1678年 10月1日 延宝6年 8月16日 天気能
1678年 10月2日 延宝6年 8月17日 天気能　（戌上刻大地震・屋敷中破損もなし）
1678年 10月3日 延宝6年 8月18日 天気能
1678年 10月4日 延宝6年 8月19日 雨降　（8月8日之御飛脚御足軽両人今日酉ノ刻上着）
1678年 10月5日 延宝6年 8月20日 天気好　（御飛脚二御足軽両人今日より12日ふり二下着候へと申付荷物も下し申候）
1678年 10月6日 延宝6年 8月21日 曇　夜中雨降
1678年 10月7日 延宝6年 8月22日 晴天
1678年 10月8日 延宝6年 8月23日 天気能
1678年 10月9日 延宝6年 8月24日 晴天
1678年 10月10日 延宝6年 8月25日 天気能
1678年 10月11日 延宝6年 8月26日 天気能
1678年 10月12日 延宝6年 8月27日 晴天　夜入雨降
1678年 10月13日 延宝6年 8月28日 雨天　夜中も雨降
1678年 10月14日 延宝6年 8月29日 晴天
1678年 10月15日 延宝6年 8月30日 天気能
1678年 10月16日 延宝6年 9月1日 天気能
1678年 10月17日 延宝6年 9月2日 天気能
1678年 10月18日 延宝6年 9月3日 雨降
1678年 10月19日 延宝6年 9月4日 晴天　夜入雨降
1678年 10月20日 延宝6年 9月5日 天気能　（8月23日二立候御飛脚御足軽両人未（米に見える）ノ刻上着、同25日二立候御飛脚御足軽両人同刻上着）
1678年 10月21日 延宝6年 9月6日 天気能　（辰ノ刻小地震）
1678年 10月22日 延宝6年 9月7日 天気能
1678年 10月23日 延宝6年 9月8日 少々雨降　（御飛脚御足軽2人今日より13日下着候へと申付相立ル）
1678年 10月24日 延宝6年 9月9日 天気能
1678年 10月25日 延宝6年 9月10日 天気能　（この前赭土（赤土：鉄分が多く赤い土で藩の特産）拂い値段：上土1貫目ニ付銀50目・中土1貫目ニ40目・下30目に御座候由申来ル）
1678年 10月26日 延宝6年 9月11日 天気能
1678年 10月27日 延宝6年 9月12日 天気能　夜ニ入雨降
1678年 10月28日 延宝6年 9月13日 大雨
1678年 10月29日 延宝6年 9月14日 晴天
1678年 10月30日 延宝6年 9月15日 天気能　（亥ノ刻小地震、水道橋近所で長屋10間程丑ノ刻焼失）
1678年 10月31日 延宝6年 9月16日 天気能
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1678年 11月1日 延宝6年 9月17日 大雨
1678年 11月2日 延宝6年 9月18日 晴天
1678年 11月3日 延宝6年 9月19日 少々風吹
1678年 11月4日 延宝6年 9月20日 天気能　（御飛脚御足軽両人指下ス）
1678年 11月5日 延宝6年 9月21日 曇
1678年 11月6日 延宝6年 9月22日 朝雨降　昼より晴天　（未（米に見える）ノ刻小地震）
1678年 11月7日 延宝6年 9月23日 雨降
1678年 11月8日 延宝6年 9月24日 晴天　（丑ノ刻小地震）
1678年 11月9日 延宝6年 9月25日 曇
1678年 11月10日 延宝6年 9月26日 雨降
1678年 11月11日 延宝6年 9月27日 曇
1678年 11月12日 延宝6年 9月28日 天気能　（御足軽小頭両人御飛脚二今日差下ス）
1678年 11月13日 延宝6年 9月29日 天気能
1678年 11月14日 延宝6年 10月1日 天気能　霜降　（京都にて御借銀100貫目受け取る）
1678年 11月15日 延宝6年 10月2日 天気能
1678年 11月16日 延宝6年 10月3日 天気能
1678年 11月17日 延宝6年 10月4日 天気能　少風吹
1678年 11月18日 延宝6年 10月5日 天気能
1678年 11月19日 延宝6年 10月6日 天気能　（9月23日立候御飛脚御足軽両人今日申ノ下刻上着、御飛脚二御足軽小頭両人差下）
1678年 11月20日 延宝6年 10月7日 天気能　少々風吹
1678年 11月21日 延宝6年 10月8日 曇
1678年 11月22日 延宝6年 10月9日 天気能
1678年 11月23日 延宝6年 10月10日 天気能
1678年 11月24日 延宝6年 10月11日 天気能
1678年 11月25日 延宝6年 10月12日 天気能
1678年 11月26日 延宝6年 10月13日 天気能
1678年 11月27日 延宝6年 10月14日 天気能
1678年 11月28日 延宝6年 10月15日 天気能　風吹
1678年 11月29日 延宝6年 10月16日 天気能
1678年 11月30日 延宝6年 10月17日 晴天　霜降
1678年 12月1日 延宝6年 10月18日 天気能　（戌丑ノ刻小地震両度）
1678年 12月2日 延宝6年 10月19日 天気能　風少吹
1678年 12月3日 延宝6年 10月20日 天気能　（御飛脚御足軽両人今8日立候午ノ刻上着）
1678年 12月4日 延宝6年 10月21日 天気能
1678年 12月5日 延宝6年 10月22日 天気能
1678年 12月6日 延宝6年 10月23日 雨降
1678年 12月7日 延宝6年 10月24日 晴天
1678年 12月8日 延宝6年 10月25日 少々雨降　夜中大雨　（御飛脚御足軽両人指下申候）
1678年 12月9日 延宝6年 10月26日 天気能
1678年 12月10日 延宝6年 10月27日 天気能
1678年 12月11日 延宝6年 10月28日 天気能
1678年 12月12日 延宝6年 10月29日 天気能　霜降
1678年 12月13日 延宝6年 10月30日 天気能　（御飛脚小知行組頭1人御足軽1人両人申付差下ス）
1678年 12月14日 延宝6年 11月1日 天気能
1678年 12月15日 延宝6年 11月2日 天気能
1678年 12月16日 延宝6年 11月3日 天気能
1678年 12月17日 延宝6年 11月4日 雨降　（三井某方より金550両但100両ニ付1ヶ月ニ1両3歩2朱宛之利息ニ借用申候処……）
1678年 12月18日 延宝6年 11月5日 天気能　（去月20日立候御飛脚御足軽両人未ノ下刻上着）
1678年 12月19日 延宝6年 11月6日 曇
1678年 12月20日 延宝6年 11月7日 雨降
1678年 12月21日 延宝6年 11月8日 天気能
1678年 12月22日 延宝6年 11月9日 天気能　霜降
1678年 12月23日 延宝6年 11月10日 天気能　霜降
1678年 12月24日 延宝6年 11月11日 天気能　霜降
1678年 12月25日 延宝6年 11月12日 曇　霜降
1678年 12月26日 延宝6年 11月13日 天気能
1678年 12月27日 延宝6年 11月14日 雨天　（御飛脚御足軽両人差下、去月29日立候御飛脚今日未ノ下刻上着）
1678年 12月28日 延宝6年 11月15日 天気能
1678年 12月29日 延宝6年 11月16日 天気能
1678年 12月30日 延宝6年 11月17日 天気能
1678年 12月31日 延宝6年 11月18日 晴天　（赭土（赤土）値段付之覚：1番之御見せ土1貫目ニ付（以下同じ）銀25匁宛・2番目の土銀12匁宛・3番目の土銀17匁宛・4番目の土銀10匁宛）
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1679年 1月1日 延宝6年 11月19日 雨降
1679年 1月2日 延宝6年 11月20日 天気能　（丑ノ刻小地震）
1679年 1月3日 延宝6年 11月21日 晴天　霜降
1679年 1月4日 延宝6年 11月22日 天気能　（御飛脚御足軽両人去ル8日ニ立候今日未ノ刻上着）
1679年 1月5日 延宝6年 11月23日 天気能
1679年 1月6日 延宝6年 11月24日 天気能
1679年 1月7日 延宝6年 11月25日 天気能
1679年 1月8日 延宝6年 11月26日 天気能
1679年 1月9日 延宝6年 11月27日 天気能
1679年 1月10日 延宝6年 11月28日 天気能　初雪少降
1679年 1月11日 延宝6年 11月29日 天気能
1679年 1月12日 延宝6年 11月30日 天気能
1679年 1月13日 延宝6年 12月1日 天気能
1679年 1月14日 延宝6年 12月2日 天気能　風吹
1679年 1月15日 延宝6年 12月3日 晴天　（寅ノ上刻飛天門外?松平某屋敷火元で残らず焼失・類焼あり）
1679年 1月16日 延宝6年 12月4日 天気能
1679年 1月17日 延宝6年 12月5日 雪少々降
1679年 1月18日 延宝6年 12月6日 晴天
1679年 1月19日 延宝6年 12月7日 天気能　風吹
1679年 1月20日 延宝6年 12月8日 天気能
1679年 1月21日 延宝6年 12月9日 曇　大風吹
1679年 1月22日 延宝6年 12月10日 天気能　少々風
1679年 1月23日 延宝6年 12月11日 天気能
1679年 1月24日 延宝6年 12月12日 天気能　霜降　（去月28日之御飛脚御足軽3人戌刻上着）
1679年 1月25日 延宝6年 12月13日 天気能
1679年 1月26日 延宝6年 12月14日 天気能
1679年 1月27日 延宝6年 12月15日 天気好
1679年 1月28日 延宝6年 12月16日 天気能
1679年 1月29日 延宝6年 12月17日 天気能　（御飛脚御足軽両人今日指下ス）
1679年 1月30日 延宝6年 12月18日 晴天
1679年 1月31日 延宝6年 12月19日 少々風有　（御飛脚御足軽両人今朔日罷立候今日上着）
1679年 2月1日 延宝6年 12月20日 天気能
1679年 2月2日 延宝6年 12月21日 天気能
1679年 2月3日 延宝6年 12月22日 天気能
1679年 2月4日 延宝6年 12月23日 天気好
1679年 2月5日 延宝6年 12月24日 天気能　（今8日之御飛脚御足軽両人酉ノ刻上着）
1679年 2月6日 延宝6年 12月25日 天気能
1679年 2月7日 延宝6年 12月26日 天気能　（御飛脚御足軽両人差下）
1679年 2月8日 延宝6年 12月27日 天気能
1679年 2月9日 延宝6年 12月28日 天気能
1679年 2月10日 延宝6年 12月29日 晴天
1679年 2月11日 延宝7年 正月1日 晴天
1679年 2月12日 延宝7年 正月2日 天気能　（年初之御飛脚御足軽両人相立ル）
1679年 2月13日 延宝7年 正月3日 天気吉
1679年 2月14日 延宝7年 正月4日 天気能　（今朝六つ前ニ御門松引取）
1679年 2月15日 延宝7年 正月5日 天気能
1679年 2月16日 延宝7年 正月6日 天気吉　大風吹　（同日酉ノ刻七種ただき（たたき：切ること）御歳男罷出）
1679年 2月17日 延宝7年 正月7日 天気能　昨夜雪少降　（今朝七種之御粥御祝上ル）
1679年 2月18日 延宝7年 正月8日 天気好　（月並之御飛脚御足軽両人相立ル）
1679年 2月19日 延宝7年 正月9日 天気能　霜降　（御国より12月23日之御飛脚御足軽両人之内1人酉ノ下刻上着・道中金山にて1人相煩候由）
1679年 2月20日 延宝7年 正月10日 天気能
1679年 2月21日 延宝7年 正月11日 天気能
1679年 2月22日 延宝7年 正月12日 晴天　（浅草錦町昨寅ノ刻火事出来・各屋敷から遠い）
1679年 2月23日 延宝7年 正月13日 天気吉
1679年 2月24日 延宝7年 正月14日 晴天
1679年 2月25日 延宝7年 正月15日 天気能
1679年 2月26日 延宝7年 正月16日 天気能
1679年 2月27日 延宝7年 正月17日 雨降　昨夜中より
1679年 2月28日 延宝7年 正月18日 雨降
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1679年 3月1日 延宝7年 正月19日 雨降　昨夜雪降　（年始之御飛脚御足軽3人小頭1人以上4人子刻上着）
1679年 3月2日 延宝7年 正月20日 晴天
1679年 3月3日 延宝7年 正月21日 天気能
1679年 3月4日 延宝7年 正月22日 晴天　（今6日ニ御国罷立候御飛脚御足軽両人酉ノ刻ニ上着）
1679年 3月5日 延宝7年 正月23日 天気能　丑ノ刻より雨降
1679年 3月6日 延宝7年 正月24日 大雨降
1679年 3月7日 延宝7年 正月25日 晴天
1679年 3月8日 延宝7年 正月26日 晴天
1679年 3月9日 延宝7年 正月27日 晴天
1679年 3月10日 延宝7年 正月28日 晴天
1679年 3月11日 延宝7年 正月29日 天気能
1679年 3月12日 延宝7年 2月1日 天気能　（正月16日之御飛脚御足軽3人子ノ刻上着）
1679年 3月13日 延宝7年 2月2日 天気能　（今度御手廻組5組・御馬廻7組に改める、大頭を組頭・小頭を番頭とする、なぜかお留守居組頭もできた）
1679年 3月14日 延宝7年 2月3日 雨降
1679年 3月15日 延宝7年 2月4日 天気能
1679年 3月16日 延宝7年 2月5日 天気能　（御参勤之御奉書今日差下ス、今晩戌刻過ニ中山某屋敷焼失・馬屋は焼けなかったが追放候由にて4・5疋かけ走る）
1679年 3月17日 延宝7年 2月6日 天気能
1679年 3月18日 延宝7年 2月7日 酉刻より大雨雷
1679年 3月19日 延宝7年 2月8日 晴天　（正月23日御飛脚御足軽両人今日未ノ刻上着）
1679年 3月20日 延宝7年 2月9日 天気能　戌刻雨降
1679年 3月21日 延宝7年 2月10日 天気能　（御国元正月26日立候御飛脚御足軽両人1人ハ相煩山形差置1人今日未ノ刻上着）
1679年 3月22日 延宝7年 2月11日 雨天
1679年 3月23日 延宝7年 2月12日 天気能
1679年 3月24日 延宝7年 2月13日 曇　酉刻雨降
1679年 3月25日 延宝7年 2月14日 雨降
1679年 3月26日 延宝7年 2月15日 天気能　（御飛脚小頭2人並御足軽1人今日指下ス）
1679年 3月27日 延宝7年 2月16日 天気能
1679年 3月28日 延宝7年 2月17日 天気能　風吹
1679年 3月29日 延宝7年 2月18日 天気能　（去ル2日之御飛脚御足軽2人午ノ上刻上着）
1679年 3月30日 延宝7年 2月19日 雨降
1679年 3月31日 延宝7年 2月20日 天気能
1679年 4月1日 延宝7年 2月21日 雨天夜中
1679年 4月2日 延宝7年 2月22日 雨降夜中
1679年 4月3日 延宝7年 2月23日 雨降　夜中共ニ　（今9日之御飛脚御足軽2人申下刻上着）
1679年 4月4日 延宝7年 2月24日 天気能
1679年 4月5日 延宝7年 2月25日 天気能　（御飛脚御足軽両人下ス、今13日之御飛脚亥下刻ニ上着）
1679年 4月6日 延宝7年 2月26日 雨降
1679年 4月7日 延宝7年 2月27日 晴天
1679年 4月8日 延宝7年 2月28日 天気能　夜入雨降
1679年 4月9日 延宝7年 2月29日 雨天
1679年 4月10日 延宝7年 　　2月30日天気能　少々風吹　（御飛脚御足軽2人指下ス）
1679年 4月11日 延宝7年 3月1日 天気能
1679年 4月12日 延宝7年 3月2日 天気能　夜入雨降
1679年 4月13日 延宝7年 3月3日 雨天　夜中共
1679年 4月14日 延宝7年 3月4日 晴天
1679年 4月15日 延宝7年 3月5日 天気能　（去月23日御飛脚御足軽3人未ノ刻上着）
1679年 4月16日 延宝7年 3月6日 雨降　（御飛脚御足軽2人今日指下ス）
1679年 4月17日 延宝7年 3月7日 快天
1679年 4月18日 延宝7年 3月8日 曇
1679年 4月19日 延宝7年 3月9日 雨降
1679年 4月20日 延宝7年 3月10日 晴天　（御飛脚御足軽2人午刻相立ル、2月晦日之御飛脚亥刻上着・去る9日（殿様）御発足今26日ニ御上着成さるべき由……）
1679年 4月21日 延宝7年 3月11日 天気能
1679年 4月22日 延宝7年 3月12日 曇
1679年 4月23日 延宝7年 3月13日 　　（天気の記述なし）
1679年 4月24日 延宝7年 3月14日 天気能
1679年 4月25日 延宝7年 3月15日 雨降
1679年 4月26日 延宝7年 3月16日 晴天
1679年 4月27日 延宝7年 3月17日 天気能　（2月晦日御国罷立候関札打が今日上着）
1679年 4月28日 延宝7年 3月18日 雨天　午の刻より晴
1679年 4月29日 延宝7年 3月19日 天気能
1679年 4月30日 延宝7年 3月20日 天気能
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1679年 5月1日 延宝7年 3月21日 天気能　（御飛脚御足軽2人下ス、亥ノ刻小地震）
1679年 5月2日 延宝7年 3月22日 曇
1679年 5月3日 延宝7年 3月23日 雨天
1679年 5月4日 延宝7年 3月24日 天気曇小雨　未ノ刻晴
1679年 5月5日 延宝7年 3月25日 天気能
1679年 5月6日 延宝7年 3月26日 晴天　（殿様今朝糟壁（春日部）御立草下（草加）御昼休午之刻江戸江御着遊ばされる・道具等も見える）
1679年 5月7日 延宝7年 3月27日 天気能　（御国元江御飛脚卯上刻御足軽両人立ル）
1679年 5月8日 延宝7年 3月28日 雨天
1679年 5月9日 延宝7年 3月29日 晴天
1679年 5月10日 延宝7年 4月1日 天気能
1679年 5月11日 延宝7年 4月2日 天気能
1679年 5月12日 延宝7年 4月3日 晴天
1679年 5月13日 延宝7年 4月4日 天気能
1679年 5月14日 延宝7年 4月5日 曇
1679年 5月15日 延宝7年 4月6日 天気能
1679年 5月16日 延宝7年 4月7日 天気能　（御国元江御飛脚辰刻御足軽両人道中9日ふりニ申付立ル）
1679年 5月17日 延宝7年 4月8日 雨天
1679年 5月18日 延宝7年 4月9日 天気能　（吉利支丹宗門御改め御証文今朝御上ケ成され候ニ付……）
1679年 5月19日 延宝7年 4月10日 天気能
1679年 5月20日 延宝7年 4月11日 天気能　申ノ刻より雷雨
1679年 5月21日 延宝7年 4月12日 天気能
1679年 5月22日 延宝7年 4月13日 天気能
1679年 5月23日 延宝7年 4月14日 天気能
1679年 5月24日 延宝7年 4月15日 雷　少雨
1679年 5月25日 延宝7年 4月16日 天気能
1679年 5月26日 延宝7年 4月17日 曇
1679年 5月27日 延宝7年 4月18日 雨天
1679年 5月28日 延宝7年 4月19日 天気能
1679年 5月29日 延宝7年 4月20日 雨天
1679年 5月30日 延宝7年 4月21日 雨天
1679年 5月31日 延宝7年 4月22日 雨天
1679年 6月1日 延宝7年 4月23日 雨天
1679年 6月2日 延宝7年 4月24日 天快晴
1679年 6月3日 延宝7年 4月25日 雨天　（4月10日付之御用状を同11日ニ御勘定之者立候付持参・今日午刻参着）
1679年 6月4日 延宝7年 4月26日 天気能
1679年 6月5日 延宝7年 4月27日 天気能
1679年 6月6日 延宝7年 4月28日 天気能
1679年 6月7日 延宝7年 4月29日 雨天
1679年 6月8日 延宝7年 4月30日 曇　少雨　（御国元今月18日二立候御飛脚今日午刻到着）
1679年 6月9日 延宝7年 5月1日 天気能
1679年 6月10日 延宝7年 5月2日 天気能
1679年 6月11日 延宝7年 5月3日 天気能
1679年 6月12日 延宝7年 5月4日 天気能
1679年 6月13日 延宝7年 5月5日 天気能
1679年 6月14日 延宝7年 5月6日 天気能
1679年 6月15日 延宝7年 5月7日 天気能　（大がかりな狂言：番組20くらい（嵯峨ぬめり・太平楽大おど里等）見えるが「狂言辞典（語彙編）」に見出せない）
1679年 6月16日 延宝7年 5月8日 天気能
1679年 6月17日 延宝7年 5月9日 天気能　（御国元へ御飛脚3人午刻立ル）
1679年 6月18日 延宝7年 5月10日 未刻より雨天
1679年 6月19日 延宝7年 5月11日 天気能　（5月朔日御国元立候御飛脚申下刻到着）
1679年 6月20日 延宝7年 5月12日 天気能
1679年 6月21日 延宝7年 5月13日 雨天昨夜より打続　（狂言番組が15（鞍馬天狗・京わらべ等）あるが分らない）
1679年 6月22日 延宝7年 5月14日 風雨
1679年 6月23日 延宝7年 5月15日 風雨
1679年 6月24日 延宝7年 5月16日 雨天　（御国元へ御飛脚御足軽3人今朝五半立ル）
1679年 6月25日 延宝7年 5月17日 雨天
1679年 6月26日 延宝7年 5月18日 天快晴
1679年 6月27日 延宝7年 5月19日 天気能
1679年 6月28日 延宝7年 5月20日 天気能
1679年 6月29日 延宝7年 5月21日 雨天
1679年 6月30日 延宝7年 5月22日 雨天
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1679年 7月1日 延宝7年 5月23日 天気能
1679年 7月2日 延宝7年 5月24日 天気能
1679年 7月3日 延宝7年 5月25日 天曇
1679年 7月4日 延宝7年 5月26日 天気能
1679年 7月5日 延宝7年 5月27日 天気能
1679年 7月6日 延宝7年 5月28日 天気能
1679年 7月7日 延宝7年 5月29日 天気能　（今朝巳之下刻堺町より出火・大門通りなど10町焼失）
1679年 7月8日 延宝7年 6月1日 天気能
1679年 7月9日 延宝7年 6月2日 昨夜より今日至而雨天
1679年 7月10日 延宝7年 6月3日 雨天
1679年 7月11日 延宝7年 6月4日 天快晴　（5月23日御国元立候御飛脚両人暮六過ニ上着）
1679年 7月12日 延宝7年 6月5日 天気能
1679年 7月13日 延宝7年 6月6日 天気能
1679年 7月14日 延宝7年 6月7日 天快晴
1679年 7月15日 延宝7年 6月8日 天気能
1679年 7月16日 延宝7年 6月9日 天気能
1679年 7月17日 延宝7年 6月10日 天気能
1679年 7月18日 延宝7年 6月11日 天気能
1679年 7月19日 延宝7年 6月12日 天気能
1679年 7月20日 延宝7年 6月13日 天気能
1679年 7月21日 延宝7年 6月14日 天気能
1679年 7月22日 延宝7年 6月15日 天気能　（御国元へ之御飛脚3人卯刻立・状箱三ツ也）
1679年 7月23日 延宝7年 6月16日 天気能
1679年 7月24日 延宝7年 6月17日 天気能
1679年 7月25日 延宝7年 6月18日 昨夜中より雨天
1679年 7月26日 延宝7年 6月19日 昨夜中より雨天
1679年 7月27日 延宝7年 6月20日 天気能
1679年 7月28日 延宝7年 6月21日 天気能
1679年 7月29日 延宝7年 6月22日 雨天
1679年 7月30日 延宝7年 6月23日 雨天　（昨夜より打続今暮方より大風雨）
1679年 7月31日 延宝7年 6月24日 午刻より晴天
1679年 8月1日 延宝7年 6月25日 天気能
1679年 8月2日 延宝7年 6月26日 未后刻より少雨　（御国元今月16日立候御飛脚に足軽2人申刻上着）
1679年 8月3日 延宝7年 6月27日 天気
1679年 8月4日 延宝7年 6月28日 天気能　卯下刻地震
1679年 8月5日 延宝7年 6月29日 昨暮より少宛雨天
1679年 8月6日 延宝7年 6月30日 雨天
1679年 8月7日 延宝7年 7月1日 天気快晴
1679年 8月8日 延宝7年 7月2日 雨天
1679年 8月9日 延宝7年 7月3日 天気能
1679年 8月10日 延宝7年 7月4日 天気能　（酉之后刻某（旗本かな?）屋敷より火事出来・江戸中さわき（騒ぎ?））
1679年 8月11日 延宝7年 7月5日 少風雨
1679年 8月12日 延宝7年 7月6日 天気能
1679年 8月13日 延宝7年 7月7日 未ノ刻より雨天
1679年 8月14日 延宝7年 7月8日 雨天　（今朝卯刻御国元江御飛脚立ル・4人差下之）
1679年 8月15日 延宝7年 7月9日 雨天
1679年 8月16日 延宝7年 7月10日 雨天
1679年 8月17日 延宝7年 7月11日 天気能　少々風　（御国元江御飛脚両人今朝卯上刻立ル）
1679年 8月18日 延宝7年 7月12日 天気能
1679年 8月19日 延宝7年 7月13日 天気能
1679年 8月20日 延宝7年 7月14日 天気能
1679年 8月21日 延宝7年 7月15日 天気能
1679年 8月22日 延宝7年 7月16日 天気能
1679年 8月23日 延宝7年 7月17日 天気能
1679年 8月24日 延宝7年 7月18日 雨天
1679年 8月25日 延宝7年 7月19日 雨天
1679年 8月26日 延宝7年 7月20日 雨天
1679年 8月27日 延宝7年 7月21日 　　（天気の記述なし）
1679年 8月28日 延宝7年 7月22日 大風雨　（御国元今8日立候御飛脚昨夜亥刻参着）
1679年 8月29日 延宝7年 7月23日 天気能
1679年 8月30日 延宝7年 7月24日 天気能
1679年 8月31日 延宝7年 7月25日 天気能

110 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1679年 9月1日 延宝7年 7月26日 天気能
1679年 9月2日 延宝7年 7月27日 天気能
1679年 9月3日 延宝7年 7月28日 天気能
1679年 9月4日 延宝7年 7月29日 天気能
1679年 9月5日 延宝7年 8月1日 　　（天気の記述なし）
1679年 9月6日 延宝7年 8月2日 天気能
1679年 9月7日 延宝7年 8月3日 天気能
1679年 9月8日 延宝7年 8月4日 天気能
1679年 9月9日 延宝7年 8月5日 天気能　（御国元江之御飛脚2人午刻ニ相立ル・道中今日より9日ふりニ申付之）
1679年 9月10日 延宝7年 8月6日 天気能　（御国元7月23日二立候御飛脚酉之刻上着）
1679年 9月11日 延宝7年 8月7日 天気能
1679年 9月12日 延宝7年 8月8日 雨天
1679年 9月13日 延宝7年 8月9日 　　（天気の記述なし）
1679年 9月14日 延宝7年 8月10日 朝之内雨天　辰刻より晴
1679年 9月15日 延宝7年 8月11日 天気能
1679年 9月16日 延宝7年 8月12日 天気能　酉下刻より雨天
1679年 9月17日 延宝7年 8月13日 曇
1679年 9月18日 延宝7年 8月14日 昨暮より今日終日雨
1679年 9月19日 延宝7年 8月15日 天気能　（御拍子：中に志に濁点せんせき（じせんせき・漢字で書けば二千石）その他あり）
1679年 9月20日 延宝7年 8月16日 天気能
1679年 9月21日 延宝7年 8月17日 天気能
1679年 9月22日 延宝7年 8月18日 巳刻より雨　（御拍子：羽衣・西行桜・山姥等々）
1679年 9月23日 延宝7年 8月19日 天気能
1679年 9月24日 延宝7年 8月20日 天気能　昨夜子上刻地震
1679年 9月25日 延宝7年 8月21日 天気能
1679年 9月26日 延宝7年 8月22日 天気能　暮六半地震
1679年 9月27日 延宝7年 8月23日 天気能　（奇往丸?100粒1包野村盛安方へ遣わされる）
1679年 9月28日 延宝7年 8月24日 天気能
1679年 9月29日 延宝7年 8月25日 　　（天気の記述なし）
1679年 9月30日 延宝7年 8月26日 雨天
1679年 10月1日 延宝7年 8月27日 天気能
1679年 10月2日 延宝7年 8月28日 天気能
1679年 10月3日 延宝7年 8月29日 天気能
1679年 10月4日 延宝7年 8月30日 終日雨
1679年 10月5日 延宝7年 9月1日 雨　（御国元8月21日ニ立候御飛脚両人申下刻ニ到着）
1679年 10月6日 延宝7年 9月2日 雨
1679年 10月7日 延宝7年 9月3日 雨天
1679年 10月8日 延宝7年 9月4日 雨降
1679年 10月9日 延宝7年 9月5日 天気能　午刻地震
1679年 10月10日 延宝7年 9月6日 雨天
1679年 10月11日 延宝7年 9月7日 雨天
1679年 10月12日 延宝7年 9月8日 天気能　風　未下午刻地震
1679年 10月13日 延宝7年 9月9日 天気能　（昨夜半頃より車坂辺りより火事出来・北西の風烈敷よほど焼失・寅之刻鎮）
1679年 10月14日 延宝7年 9月10日 天気能　（請取申川船御年貢のこと：永362文5分　高瀬船　この京銭1貫450文：意味不明）
1679年 10月15日 延宝7年 9月11日 天気能
1679年 10月16日 延宝7年 9月12日 昨夜より巳刻迄雨降　夫より晴
1679年 10月17日 延宝7年 9月13日 終日雨降　丑下刻地震　（御国元江御飛脚3人卯上刻立ル）
1679年 10月18日 延宝7年 9月14日 雨天
1679年 10月19日 延宝7年 9月15日 天気能　未刻地震
1679年 10月20日 延宝7年 9月16日 天気能
1679年 10月21日 延宝7年 9月17日 天気能
1679年 10月22日 延宝7年 9月18日 天気能
1679年 10月23日 延宝7年 9月19日 天気能
1679年 10月24日 延宝7年 9月20日 天気能
1679年 10月25日 延宝7年 9月21日 天気能
1679年 10月26日 延宝7年 9月22日 天気能　（御国元今月8日之日付で翌9日立候御飛脚道中にて相煩2日逗留今朝五ツ過ニ到着）
1679年 10月27日 延宝7年 9月23日 天気能
1679年 10月28日 延宝7年 9月24日 天気能
1679年 10月29日 延宝7年 9月25日 雨降
1679年 10月30日 延宝7年 9月26日 天気能
1679年 10月31日 延宝7年 9月27日 天気能
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1679年 11月1日 延宝7年 9月28日 昨夜四ツ時分より雨　今朝辰刻より晴
1679年 11月2日 延宝7年 9月29日 天気能
1679年 11月3日 延宝7年 9月30日 雨
1679年 11月4日 延宝7年 10月1日 天気能
1679年 11月5日 延宝7年 10月2日 天気能
1679年 11月6日 延宝7年 10月3日 天気能
1679年 11月7日 延宝7年 10月4日 天気能　酉中刻戌刻両度まて地震
1679年 11月8日 延宝7年 10月5日 天気能
1679年 11月9日 延宝7年 10月6日 雨降
1679年 11月10日 延宝7年 10月7日 天気能
1679年 11月11日 延宝7年 10月8日 天気能　（御国元江御飛脚両人ニ状箱1ツ渡卯上刻相立ル）
1679年 11月12日 延宝7年 10月9日 天気能
1679年 11月13日 延宝7年 10月10日 天気能
1679年 11月14日 延宝7年 10月11日 天気能
1679年 11月15日 延宝7年 10月12日 昨夕より雨天　（梨子（15日に記述で松尾と申す品種）20斎藤金?兵衛差上之・右ハ津軽より持参之由）
1679年 11月16日 延宝7年 10月13日 天気曇
1679年 11月17日 延宝7年 10月14日 天気曇　暮過より小雨降
1679年 11月18日 延宝7年 10月15日 天快晴
1679年 11月19日 延宝7年 10月16日 雨天
1679年 11月20日 延宝7年 10月17日 天気能
1679年 11月21日 延宝7年 10月18日 雨天
1679年 11月22日 延宝7年 10月19日 天気能
1679年 11月23日 延宝7年 10月20日 天気能　（御国元へ御飛脚4人午刻差下）
1679年 11月24日 延宝7年 10月21日 天気能
1679年 11月25日 延宝7年 10月22日 天気能　（今月8日ニ御国元立候御飛脚昨夜子刻上着）
1679年 11月26日 延宝7年 10月23日 天気能
1679年 11月27日 延宝7年 10月24日 雨降
1679年 11月28日 延宝7年 10月25日 天気能
1679年 11月29日 延宝7年 10月26日 天気能　（御国本江御飛脚2人未刻差下之）
1679年 11月30日 延宝7年 10月27日 天気能　（御国元江急之御飛脚2人未下刻差下・今日より道中9日ふりニ申付右之刻付ニ而立ル）
1679年 12月1日 延宝7年 10月28日 天気能
1679年 12月2日 延宝7年 10月29日 天気能
1679年 12月3日 延宝7年 11月1日 天気能
1679年 12月4日 延宝7年 11月2日 天気能　（御隠居様より松尾の梨子35遣わされる）
1679年 12月5日 延宝7年 11月3日 天気能
1679年 12月6日 延宝7年 11月4日 天気能
1679年 12月7日 延宝7年 11月5日 天気能
1679年 12月8日 延宝7年 11月6日 天気能
1679年 12月9日 延宝7年 11月7日 天快晴
1679年 12月10日 延宝7年 11月8日 雨降
1679年 12月11日 延宝7年 11月9日 天気曇
1679年 12月12日 延宝7年 11月10日 天気能
1679年 12月13日 延宝7年 11月11日 天気能　（御国元10月27日ニ罷立候御飛脚今日申中刻到着、田村藤太夫を用人役にする）
1679年 12月14日 延宝7年 11月12日 天気能
1679年 12月15日 延宝7年 11月13日 天気終日曇
1679年 12月16日 延宝7年 11月14日 天気能
1679年 12月17日 延宝7年 11月15日 天快晴
1679年 12月18日 延宝7年 11月16日 天気能
1679年 12月19日 延宝7年 11月17日 天気好
1679年 12月20日 延宝7年 11月18日 雨初雪降
1679年 12月21日 延宝7年 11月19日 風吹
1679年 12月22日 延宝7年 11月20日 天気好
1679年 12月23日 延宝7年 11月21日 天気能
1679年 12月24日 延宝7年 11月22日 卯刻より雪　午下刻より雨降
1679年 12月25日 延宝7年 11月23日 天気能
1679年 12月26日 延宝7年 11月24日 雨天
1679年 12月27日 延宝7年 11月25日 雨天
1679年 12月28日 延宝7年 11月26日 天気能　（今月11日ニ御国元立候御飛脚申之下刻到着）
1679年 12月29日 延宝7年 11月27日 天気能
1679年 12月30日 延宝7年 11月28日 天気能
1679年 12月31日 延宝7年 11月29日 天気好
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1680年 1月1日 延宝7年 11月30日 天気能
1680年 1月2日 延宝7年 12月1日 天気好
1680年 1月3日 延宝7年 12月2日 申刻ヨリ雨降　（青菜1台白魚1器を山鹿某が持ち込む）
1680年 1月4日 延宝7年 12月3日 少々雨天
1680年 1月5日 延宝7年 12月4日 天気能
1680年 1月6日 延宝7年 12月5日 天気能
1680年 1月7日 延宝7年 12月6日 天気能　戌時分より小寒ニ入　（御国元江之御飛脚卯刻ニ2人立ル道中13日ふりに下着候得と申付之）
1680年 1月8日 延宝7年 12月7日 天気能　（御国許江御飛脚ニ2人今朝卯刻ニ差下之）
1680年 1月9日 延宝7年 12月8日 天気能　（御国元11月14日に立候黄鷹3居……今日午刻参着）
1680年 1月10日 延宝7年 12月9日 天気好
1680年 1月11日 延宝7年 12月10日 天気好　（御国元より去月14日ニ罷立候赭土荷物10駄（40箱：13日の記述）今日到着・40貫目に付代金60両程に）
1680年 1月12日 延宝7年 12月11日 天気好
1680年 1月13日 延宝7年 12月12日 天気能
1680年 1月14日 延宝7年 12月13日 天気能
1680年 1月15日 延宝7年 12月14日 天気能
1680年 1月16日 延宝7年 12月15日 天快晴
1680年 1月17日 延宝7年 12月16日 天気能
1680年 1月18日 延宝7年 12月17日 天気能
1680年 1月19日 延宝7年 12月18日 天気能　（11月晦日に御国元立候御飛脚今日未刻上着）
1680年 1月20日 延宝7年 12月19日 雪降　昨夜寅刻前地震
1680年 1月21日 延宝7年 12月20日 天気能
1680年 1月22日 延宝7年 12月21日 天気能
1680年 1月23日 延宝7年 12月22日 天気能　（今朝卯刻御国元江之御飛脚3人道中13日ぶりに（久しぶりの濁点）下着仕候様ニと申付差下之）
1680年 1月24日 延宝7年 12月23日 天気能　（先月27日に御国元立候鱈御荷物今日上着）
1680年 1月25日 延宝7年 12月24日 天気能　（酉の下刻本郷地こく谷辺より出火・上屋敷に詰めたが鎮火退出）
1680年 1月26日 延宝7年 12月25日 天気好
1680年 1月27日 延宝7年 12月26日 天気能
1680年 1月28日 延宝7年 12月27日 天気能
1680年 1月29日 延宝7年 12月28日 天気能
1680年 1月30日 延宝7年 12月29日 天気能
1680年 1月31日 延宝7年 12月30日 天気能
1680年 2月1日 延宝8年 正月1日 天気能　（御隠居様・若殿様・主殿様・御部屋様・山鹿人甚五左衛門様・津軽宋女様・同伊織様に、部外者で那須遠江守様・津軽左京様に様、御国元12月14日に立候御飛脚申刻到着）
1680年 2月2日 延宝8年 正月2日 天気能
1680年 2月3日 延宝8年 正月3日 天気能　（身内らしい様付に泉光院様、御国元江之御飛脚4人差下、柳川素庵様・伊左衛門様（藩主の弟）・庄右衛門様（同じく後に越境）江年始之御書被遣之付右之御飛脚ニ差下之）
1680年 2月4日 延宝8年 正月4日 天気能　（御国元江朔日立候御飛脚追而　久昌院様江之御書一通今朝御出し被遊候付またせ?相立ル）
1680年 2月5日 延宝8年 正月5日 天気能
1680年 2月6日 延宝8年 正月6日 天気能
1680年 2月7日 延宝8年 正月7日 天気能　昨夜少雨降　巳下刻地震
1680年 2月8日 延宝8年 正月8日 少々風
1680年 2月9日 延宝8年 正月9日 天気能　卯刻地震
1680年 2月10日 延宝8年 正月10日 天気能
1680年 2月11日 延宝8年 正月11日 天気能　（津軽玄蕃に御家老役申付400石加増・都合2000石に仰せ付ける・喜多村源八に300石加増監物と改名都合800石に等の人事異動）
1680年 2月12日 延宝8年 正月12日 天気能　（御国元江昨日立申御飛脚御用候而今朝立下刻御足軽5人立ル）
1680年 2月13日 延宝8年 正月13日 天気好　少々風
1680年 2月14日 延宝8年 正月14日 天気能　少々風
1680年 2月15日 延宝8年 正月15日 天気能　少々風　（御国元江御飛脚3人今朝卯刻差下）
1680年 2月16日 延宝8年 正月16日 雨天
1680年 2月17日 延宝8年 正月17日 雪少降
1680年 2月18日 延宝8年 正月18日 天気能　（近衛様に使者田村某が白銀100枚などを持って発足）
1680年 2月19日 延宝8年 正月19日 天気能
1680年 2月20日 延宝8年 正月20日 風吹　（当月2日御国元罷立候年始之御飛脚今日申刻到来・御金200両持参）
1680年 2月21日 延宝8年 正月21日 天気好　（謡かな・三井寺・葵上あり）
1680年 2月22日 延宝8年 正月22日 天気能
1680年 2月23日 延宝8年 正月23日 天気能
1680年 2月24日 延宝8年 正月24日 天気好
1680年 2月25日 延宝8年 正月25日 天気好
1680年 2月26日 延宝8年 正月26日 風吹　（在江戸中御扶持方之覚（意味不明）：100石4人150石6人200石8人……1000石20人……2000石45人……3000石75人）
1680年 2月27日 延宝8年 正月27日 天気能
1680年 2月28日 延宝8年 正月28日 天気好
1680年 2月29日 延宝8年 正月29日 天気好
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1680年 3月1日 延宝8年 2月1日 天気能
1680年 3月2日 延宝8年 2月2日 天気能　此?夜中は雨降　（去月14日御国元立候御飛脚未刻到着）
1680年 3月3日 延宝8年 2月3日 天気能
1680年 3月4日 延宝8年 2月4日 天気好
1680年 3月5日 延宝8年 2月5日 天気能　少風
1680年 3月6日 延宝8年 2月6日 天気能　（正月19日御国元罷立候御飛脚未下刻上着、仕舞：源氏供養・実盛等）
1680年 3月7日 延宝8年 2月7日 天気好
1680年 3月8日 延宝8年 2月8日 雨少降
1680年 3月9日 延宝8年 2月9日 雨降　（御客様があり狂言：番組13あり・料理名・菓子名あり）
1680年 3月10日 延宝8年 2月10日 天気能　昨夜少々雨降
1680年 3月11日 延宝8年 2月11日 雨天
1680年 3月12日 延宝8年 2月12日 雨降
1680年 3月13日 延宝8年 2月13日 曇
1680年 3月14日 延宝8年 2月14日 少々雪降
1680年 3月15日 延宝8年 2月15日 天気能
1680年 3月16日 延宝8年 2月16日 天気能　但巳剋少々地震　（今朝卯上刻御国元江御飛脚御足軽3人・道中13日二下着仕るべき由申渡ス）
1680年 3月17日 延宝8年 2月17日 少々雨　（2月3日御国元罷立候御飛脚申ノ刻到着）
1680年 3月18日 延宝8年 2月18日 昨日より相続雨降　（仕舞：羽衣・山姥・源氏供養・勧進帳・春日龍神等々）
1680年 3月19日 延宝8年 2月19日 雨降
1680年 3月20日 延宝8年 2月20日 天気能
1680年 3月21日 延宝8年 2月21日 天気曇　（御国元江御飛脚4人?卯ノ刻差下之）
1680年 3月22日 延宝8年 2月22日 雨降
1680年 3月23日 延宝8年 2月23日 天気好
1680年 3月24日 延宝8年 2月24日 天気好
1680年 3月25日 延宝8年 2月25日 天気能
1680年 3月26日 延宝8年 2月26日 天気能
1680年 3月27日 延宝8年 2月27日 天気能　及暮あら連少々降（暮に及び霰少々降る）
1680年 3月28日 延宝8年 2月28日 天気好
1680年 3月29日 延宝8年 2月29日 天気能　暮より少々雨降　（翌晦日までが3月3日の後に綴じられている）
1680年 3月30日 延宝8年 　　2月30日昨夜より今朝迄雨　昼より晴少々風　（柳川素庵様の病死の通知がある）
1680年 3月31日 延宝8年 3月1日 天快晴
1680年 4月1日 延宝8年 3月2日 天気好
1680年 4月2日 延宝8年 3月3日 天気能
1680年 4月3日 延宝8年 3月4日 天気能　昨夜少雨降
1680年 4月4日 延宝8年 3月5日 昨夕より雨天再雨雪降
1680年 4月5日 延宝8年 3月6日 天気好
1680年 4月6日 延宝8年 3月7日 天気能
1680年 4月7日 延宝8年 3月8日 天気能
1680年 4月8日 延宝8年 3月9日 天気好
1680年 4月9日 延宝8年 3月10日 雷雨
1680年 4月10日 延宝8年 3月11日 天気能　（御国元2月晦日ニ罷立候御飛脚今日午ノ下刻到着、狂言：花見座頭・花くるま等々）
1680年 4月11日 延宝8年 3月12日 少風雨
1680年 4月12日 延宝8年 3月13日 天気曇　昼時分少々雨天
1680年 4月13日 延宝8年 3月14日 天気能
1680年 4月14日 延宝8年 3月15日 天気能
1680年 4月15日 延宝8年 3月16日 風　（御客様あり狂言：竹生嶋・きよくだんぢり（意味は知らないが濁点が見えたので拾う）等々、料理菓子等も記されている）
1680年 4月16日 延宝8年 3月17日 雨天
1680年 4月17日 延宝8年 3月18日 天気好　未ノ剋より雨降
1680年 4月18日 延宝8年 3月19日 少雨降
1680年 4月19日 延宝8年 3月20日 少々雨降　（御国元江の御飛脚2人今朝卯刻差下之・道中8日ふりニ申付之、御国元今月8日ニ立候御飛脚酉刻到着）
1680年 4月20日 延宝8年 3月21日 快天
1680年 4月21日 延宝8年 3月22日 天気好
1680年 4月22日 延宝8年 3月23日 雨降　（赭土100貫（10箱入り）献上）
1680年 4月23日 延宝8年 3月24日 少々雨天
1680年 4月24日 延宝8年 3月25日 天気能
1680年 4月25日 延宝8年 3月26日 天気能　（赭土の受領書をもらっている）
1680年 4月26日 延宝8年 3月27日 少々風吹
1680年 4月27日 延宝8年 3月28日 雨天
1680年 4月28日 延宝8年 3月29日 天気能
1680年 4月29日 延宝8年 4月1日 天快晴　少風吹
1680年 4月30日 延宝8年 4月2日 天気能　少々風　未ノ刻より雨降
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1680年 5月1日 延宝8年 4月3日 天気能　（御国元江之御飛脚道中8日ふりに申渡之・巳之刻ニ差下）
1680年 5月2日 延宝8年 4月4日 天気好　（仕舞等あり：番組に卒塔婆小町・誓願寺等）
1680年 5月3日 延宝8年 4月5日 天気能
1680年 5月4日 延宝8年 4月6日 天気能
1680年 5月5日 延宝8年 4月7日 終日雨天　（御在所江之御飛脚両人他に御足軽小頭1人・道中8日ふりに申付今朝卯刻ニ立ル
1680年 5月6日 延宝8年 4月8日 天気能
1680年 5月7日 延宝8年 4月9日 天気能
1680年 5月8日 延宝8年 4月10日 天気能
1680年 5月9日 延宝8年 4月11日 天気能
1680年 5月10日 延宝8年 4月12日 天気能
1680年 5月11日 延宝8年 4月13日 天気能
1680年 5月12日 延宝8年 4月14日 天気好
1680年 5月13日 延宝8年 4月15日 天気能　但申ノ下刻より雨降
1680年 5月14日 延宝8年 4月16日 雨天　（狂言あり・番付：養老・羅生門・花筏等々）
1680年 5月15日 延宝8年 4月17日 天気能
1680年 5月16日 延宝8年 4月18日 天快晴
1680年 5月17日 延宝8年 4月19日 終日雨天
1680年 5月18日 延宝8年 4月20日 天気能　少々風　（土器町と申すところより火事・追付鎮る）
1680年 5月19日 延宝8年 4月21日 天快晴
1680年 5月20日 延宝8年 4月22日 天気能　（御国元4月7日ニ立候御歩行持参之御用之状箱未刻到着）
1680年 5月21日 延宝8年 4月23日 天気能
1680年 5月22日 延宝8年 4月24日 雨天
1680年 5月23日 延宝8年 4月25日 天気能
1680年 5月24日 延宝8年 4月26日 天気能　（今月16日御国元立候御飛脚今日申ノ刻到着、女手形の写あり）
1680年 5月25日 延宝8年 4月27日 天曇　少々霧　雨降
1680年 5月26日 延宝8年 4月28日 天気能
1680年 5月27日 延宝8年 4月29日 天気能
1680年 5月28日 延宝8年 5月1日 少々雨天　午刻より晴天　（御国元江御飛脚ニ2人・道中明11日より10日ふりに下着候へと申渡申刻立ル）
1680年 5月29日 延宝8年 5月2日 天気能
1680年 5月30日 延宝8年 5月3日 　　（天気の記述なし）
1680年 5月31日 延宝8年 5月4日 天気能　未刻少々雨天　早速晴
1680年 6月1日 延宝8年 5月5日 天気能　（巳ノ下刻本江矢沢寺前に火事・午ノ后刻鎮まる）
1680年 6月2日 延宝8年 5月6日 天気能
1680年 6月3日 延宝8年 5月7日 雨降　（御国元へ之御飛脚御足軽2人・明日より道中8日ふりニ申付今日申ノ下刻相立ル）
1680年 6月4日 延宝8年 5月8日 天気能
1680年 6月5日 延宝8年 5月9日 天気能　（公方様（四代将軍徳川家綱）斃御ニ付今晩より御精進遊ばされる
1680年 6月6日 延宝8年 5月10日 雨降
1680年 6月7日 延宝8年 5月11日 雨天
1680年 6月8日 延宝8年 5月12日 天気能　（去月26日ニ御国元立の御歩行目付が今日上着、上野津梁院屋敷が御用地に……との件で骨を掘り出すなどの作業をしているのかな）
1680年 6月9日 延宝8年 5月13日 雨天
1680年 6月10日 延宝8年 5月14日 天気能　（上野津梁院寺引こほち（上の寛永寺の隣の津軽家の寺を引き壊すというらしい）申すに付……多数がつめている、今晩酉の刻（欠字）尊棺上野へ（欠字）渡御ニ付……）
1680年 6月11日 延宝8年 5月15日 天気能
1680年 6月12日 延宝8年 5月16日 雨天　未刻少々雷
1680年 6月13日 延宝8年 5月17日 天気能
1680年 6月14日 延宝8年 5月18日 　　（天気の記述なし）
1680年 6月15日 延宝8年 5月19日 天気能
1680年 6月16日 延宝8年 5月20日 天気能　（御国元今9日立候御飛脚両人申下刻到着）
1680年 6月17日 延宝8年 5月21日 天気能
1680年 6月18日 延宝8年 5月22日 雨降
1680年 6月19日 延宝8年 5月23日 天気能
1680年 6月20日 延宝8年 5月24日 天気能
1680年 6月21日 延宝8年 5月25日 天気
1680年 6月22日 延宝8年 5月26日 雨天　（この度御発駕相延候ニ付……）
1680年 6月23日 延宝8年 5月27日 天気能　（御国元より今月16日二罷立候御飛脚今日酉下刻到着、御国元今月18日立候御飛脚今晩戌下刻到着）
1680年 6月24日 延宝8年 5月28日 卯刻雨　夫より晴
1680年 6月25日 延宝8年 5月29日 天気能
1680年 6月26日 延宝8年 6月1日 天気能　酉刻より雨
1680年 6月27日 延宝8年 6月2日 天気曇
1680年 6月28日 延宝8年 6月3日 雨天
1680年 6月29日 延宝8年 6月4日 少々雨天
1680年 6月30日 延宝8年 6月5日 雨降　（5月24日御国元立候御飛脚今日午刻半到着）
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1680年 7月1日 延宝8年 6月6日 天気能　未ノ刻より少々雨天　（御国元より5月26日27日両度之御飛脚酉ノ上刻到着）
1680年 7月2日 延宝8年 6月7日 天気能
1680年 7月3日 延宝8年 6月8日 天気能
1680年 7月4日 延宝8年 6月9日 天気能
1680年 7月5日 延宝8年 6月10日 天気能
1680年 7月6日 延宝8年 6月11日 雨降
1680年 7月7日 延宝8年 6月12日 天気能
1680年 7月8日 延宝8年 6月13日 雨降
1680年 7月9日 延宝8年 6月14日 少雨
1680年 7月10日 延宝8年 6月15日 天気能　（御国元江御飛脚両人寅上刻立ル）
1680年 7月11日 延宝8年 6月16日 天気曇　雨少々降
1680年 7月12日 延宝8年 6月17日 天気能
1680年 7月13日 延宝8年 6月18日 少々雨天
1680年 7月14日 延宝8年 6月19日 雨降
1680年 7月15日 延宝8年 6月20日 雨降
1680年 7月16日 延宝8年 6月21日 天気能
1680年 7月17日 延宝8年 6月22日 天気能
1680年 7月18日 延宝8年 6月23日 雨降
1680年 7月19日 延宝8年 6月24日 雨天
1680年 7月20日 延宝8年 6月25日 雨天　土用ニ入
1680年 7月21日 延宝8年 6月26日 雨天
1680年 7月22日 延宝8年 6月27日 雨天
1680年 7月23日 延宝8年 6月28日 天気能　未ノ刻より雨降
1680年 7月24日 延宝8年 6月29日 曇　昼より天気晴
1680年 7月25日 延宝8年 6月30日 天気能　未ノ刻より少雨
1680年 7月26日 延宝8年 7月1日 天気好
1680年 7月27日 延宝8年 7月2日 天気能
1680年 7月28日 延宝8年 7月3日 天気能　（津軽玄蕃が家老に?）
1680年 7月29日 延宝8年 7月4日 天気能　（今朝明ケ六ツ前ニ御在所へ之御飛脚2人立ル・道中9日ふりニ申付候）
1680年 7月30日 延宝8年 7月5日 雨降　（申刻白山御屋敷御裏御門前往来で喧嘩、明6日の御飛脚2人明日より道中9日ふりニ申付）
1680年 7月31日 延宝8年 7月6日 雨天　午ノ刻より晴
1680年 8月1日 延宝8年 7月7日 天気能　（6月27日御国元罷立候御飛脚今朝卯ノ刻過ニ到着）
1680年 8月2日 延宝8年 7月8日 午刻雨降
1680年 8月3日 延宝8年 7月9日 天気能
1680年 8月4日 延宝8年 7月10日 天気能
1680年 8月5日 延宝8年 7月11日 未剋より雨降
1680年 8月6日 延宝8年 7月12日 天気能
1680年 8月7日 延宝8年 7月13日 天気能　（御在所へ之御飛脚ニ御足軽3人・今日より道中9日ふりニ申付未ノ后刻立ル、井川某方よりの為替2979両の手形を受け取る？）
1680年 8月8日 延宝8年 7月14日 少々雨天　但昨夕より雨l降
1680年 8月9日 延宝8年 7月15日 曇　申ノ刻より少雨
1680年 8月10日 延宝8年 7月16日 天気能
1680年 8月11日 延宝8年 7月17日 天気能　（例年盆中津梁院に於いて御施餓鬼仰せ付けられ候へ共当年ハ津梁院寺茂当分之無付上野寿松院おゐて御施餓鬼仰せ付けられ候……）
1680年 8月12日 延宝8年 7月18日 　　（天気の記述なし）　（今日殿様御誕生日に付……）
1680年 8月13日 延宝8年 7月19日 天気少雨
1680年 8月14日 延宝8年 7月20日 天気能
1680年 8月15日 延宝8年 7月21日 天気曇　午ノ刻過より雨降　（御国今月11日罷立候御飛脚今日酉ノ刻到着、（将軍の代替わりに関する?）上様・御台様・御姫君様等に対する大名の献上の多寡が書いてある）
1680年 8月16日 延宝8年 7月22日 天気能
1680年 8月17日 延宝8年 7月23日 雨降　酉刻半過地震　（酉下刻地震）
1680年 8月18日 延宝8年 7月24日 明六つ半迄雨天　午刻前より晴　（御国元江之御飛脚今朝卯刻立ル・3人を今日より道中10日ふりニ下着仕るべき由申付ル）
1680年 8月19日 延宝8年 7月25日 午中刻より未上刻迄大風雨　今朝寅刻地震　（御下屋敷所々破損）
1680年 8月20日 延宝8年 7月26日 天気快晴
1680年 8月21日 延宝8年 7月27日 雨天　午ノ刻より快晴
1680年 8月22日 延宝8年 7月28日 雨降
1680年 8月23日 延宝8年 7月29日 天気能
1680年 8月24日 延宝8年 8月1日 終日雨降
1680年 8月25日 延宝8年 8月2日 雨降
1680年 8月26日 延宝8年 8月3日 天気曇
1680年 8月27日 延宝8年 8月4日 雨降
1680年 8月28日 延宝8年 8月5日 天気曇
1680年 8月29日 延宝8年 8月6日 天快晴　未下刻より雨降
1680年 8月30日 延宝8年 8月7日 天気能
1680年 8月31日 延宝8年 8月8日 天気能
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1680年 9月1日 延宝8年 8月9日 天気能　酉ノ刻より雷雨　及夜半　（御国元7月26日ニ立候御飛脚8月9日申ノ上刻ニ到着・途中の天気が悪く3日遅く上着）
1680年 9月2日 延宝8年 8月10日 天気曇　申刻少雨降
1680年 9月3日 延宝8年 8月11日 天気能
1680年 9月4日 延宝8年 8月12日 天気能
1680年 9月5日 延宝8年 8月13日 天気能
1680年 9月6日 延宝8年 8月14日 天気能
1680年 9月7日 延宝8年 8月15日 快天
1680年 9月8日 延宝8年 8月16日 天気能
1680年 9月9日 延宝8年 8月17日 天気曇
1680年 9月10日 延宝8年 8月18日 天気能
1680年 9月11日 延宝8年 8月19日 天気能　少々風吹
1680年 9月12日 延宝8年 8月20日 天気好　但巳刻より曇　（御在所より今月12日ニ卯上刻ニ罷立候御飛脚之者3人の内2人が7日ふりに上着・打続く雨天で今日になった由、御国元より今月8日ニ罷立候御飛脚申下刻到来）
1680年 9月13日 延宝8年 8月21日 辰刻少之内雨　早速晴
1680年 9月14日 延宝8年 8月22日 天気能　（明日の将軍宣下の装束等が示されている）
1680年 9月15日 延宝8年 8月23日 少雨天　（将軍宣下、行列の配置などあり）
1680年 9月16日 延宝8年 8月24日 雨天　（御国元へ御飛脚卯ノ刻相立てる・道中9日振に下着候へと申渡）
1680年 9月17日 延宝8年 8月25日 雨天
1680年 9月18日 延宝8年 8月26日 天快晴
1680年 9月19日 延宝8年 8月27日 曇　少風吹
1680年 9月20日 延宝8年 8月28日 天気能　卯刻半地震
1680年 9月21日 延宝8年 8月29日 天気能　（赭土を100貫目注文されている）
1680年 9月22日 延宝8年 8月30日 少々雨天　（（多分本年の）大阪回米到着内容：米1728俵と銅100固・米790俵・米970俵・米1463俵と銅60固・米1200俵・米1757俵と銅40固・米1078俵）
1680年 9月23日 延宝8年 閏8月1日 天気能
1680年 9月24日 延宝8年 閏8月2日 雨降
1680年 9月25日 延宝8年 閏8月3日 天気能
1680年 9月26日 延宝8年 閏8月4日 天気能　（御国元より8月24日卯刻罷立候早御飛脚2人7日ふり之筈之処雨天にて洪水故遅参・昨夜丑ノ刻到着申下刻到着）
1680年 9月27日 延宝8年 閏8月5日 終日雨天
1680年 9月28日 延宝8年 閏8月6日 大風雨　但巳刻より未刻迄　（当御屋敷殊に御隠居様御座所之御屋根吹はき候）
1680年 9月29日 延宝8年 閏8月7日 天気能　（昨日の大風にて御下屋敷御長屋破損）
1680年 9月30日 延宝8年 閏8月8日 天気曇
1680年 10月1日 延宝8年 閏8月9日 天気能
1680年 10月2日 延宝8年 閏8月10日 早朝より霧深　辰后刻より晴
1680年 10月3日 延宝8年 閏8月11日 天気能　　　下から続く　　　紺屋町橋土手町之大橋押流・その外侍屋敷御町屋も所々押流候由申来ル）
1680年 10月4日 延宝8年 閏8月12日 天気能　（今朔日御国元罷立候御飛脚2人今日未ノ上刻到着・道中8日ふりニ仰せ付けられたが川々の洪水にて滞り今日上着、先月26日御国元で夥しい大水・御馬屋町之橋　　　上に続く
1680年 10月5日 延宝8年 閏8月13日 雨天
1680年 10月6日 延宝8年 閏8月14日 昨日より之風雨　今日及辰中刻ニ
1680年 10月7日 延宝8年 閏8月15日 天気能　（今朝卯刻御在所江之御飛脚2人遣ス・道中10日ぶり13日ぶり迄ニ下着が（欠字）御意の旨申付候）
1680年 10月8日 延宝8年 閏8月16日 天気能
1680年 10月9日 延宝8年 閏8月17日 天気能
1680年 10月10日 延宝8年 閏8月18日 天気能
1680年 10月11日 延宝8年 閏8月19日 天気能
1680年 10月12日 延宝8年 閏8月20日 快天　（今月10日二御国元罷立候御飛脚3人今日申ノ刻到来・道中9日ぶりニ仰せ付けられたが雨天洪水で11日ふりにて今日参着）
1680年 10月13日 延宝8年 閏8月21日 天気能　風
1680年 10月14日 延宝8年 閏8月22日 天気能
1680年 10月15日 延宝8年 閏8月23日 天気能　（今朝寅ノ下刻御国江之御飛脚3人・道中10日ふりニ申付相立ル）
1680年 10月16日 延宝8年 閏8月24日 天気曇　未ノ刻ニ少雨
1680年 10月17日 延宝8年 閏8月25日 天気好
1680年 10月18日 延宝8年 閏8月26日 天気能
1680年 10月19日 延宝8年 閏8月27日 天気能
1680年 10月20日 延宝8年 閏8月28日 天気能　（関札打罷立候・覚：馬数250疋余・御家中宿数御昼は100軒余・御寓は15・60軒余）
1680年 10月21日 延宝8年 閏8月29日 天気能
1680年 10月22日 延宝8年 閏8月30日 天気曇
1680年 10月23日 延宝8年 9月1日 天気能　（当7日発駕宣言）
1680年 10月24日 延宝8年 9月2日 天気能
1680年 10月25日 延宝8年 9月3日 天気能
1680年 10月26日 延宝8年 9月4日 天気曇
1680年 10月27日 延宝8年 9月5日 天気能
1680年 10月28日 延宝8年 9月6日 天気能　（去月20日御国元罷立の男が今日到着）
1680年 10月29日 延宝8年 9月7日 雨天　（巳ノ后刻御発駕（20泊21日の行程・地名あり）、御国江ノ御飛脚申刻立ル・御国御足軽2人13日ふりニ申付ル）
1680年 10月30日 延宝8年 9月8日 天気能
1680年 10月31日 延宝8年 9月9日 雨天
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1680年 11月1日 延宝8年 9月10日 天気能
1680年 11月2日 延宝8年 9月11日 天気能
1680年 11月3日 延宝8年 9月12日 天気曇
1680年 11月4日 延宝8年 9月13日 天気能
1680年 11月5日 延宝8年 9月14日 天気能
1680年 11月6日 延宝8年 9月15日 雨降
1680年 11月7日 延宝8年 9月16日 天気能
1680年 11月8日 延宝8年 9月17日 雨降
1680年 11月9日 延宝8年 9月18日 天気能　（三井某の手代に借金の返済延期を申しわたしている）
1680年 11月10日 延宝8年 9月19日 天気能
1680年 11月11日 延宝8年 9月20日 天気能　（今月8日御国元相立候御飛脚が今15日白石ニ而御用状披露仕今日酉ノ下刻到着）
1680年 11月12日 延宝8年 9月21日 雨降　（今日御在所へ之御飛脚御足軽両人今日より9日ふりニ下着仕るべき由申付け申ノ中刻相立ル、板倉石見守様御老中に仰せ付けられる）
1680年 11月13日 延宝8年 9月22日 天気能
1680年 11月14日 延宝8年 9月23日 天気能
1680年 11月15日 延宝8年 9月24日 天気能
1680年 11月16日 延宝8年 9月25日 天気能
1680年 11月17日 延宝8年 9月26日 天気能
1680年 11月18日 延宝8年 9月27日 昨夜より今日迄風吹　（戌ノ刻御国元へ御飛脚御足軽2人今日より道中13日ふりニ下着申すべき由申付相立ル）
1680年 11月19日 延宝8年 9月28日 天気能
1680年 11月20日 延宝8年 9月29日 天気能
1680年 11月21日 延宝8年 10月1日 天気能　（9月14日御国元罷立候御飛脚秋田之内六郷ニ而御用状差上げ今日申ノ刻到着御足軽2人罷登候）
1680年 11月22日 延宝8年 10月2日 　　（天気の記述なし）　（御国へ之御飛脚酉刻立ル・道中9日二申付候・小知行両人差下ス）
1680年 11月23日 延宝8年 10月3日 天気能
1680年 11月24日 延宝8年 10月4日 天気能　（御国元への御飛脚御足軽1人と小知行1人を差下ス・明朝七つニ罷立道中13日振ニ下着仕るべき由申渡候）
1680年 11月25日 延宝8年 10月5日 辰刻少雨降　終日曇
1680年 11月26日 延宝8年 10月6日 天気能
1680年 11月27日 延宝8年 10月7日 天気能
1680年 11月28日 延宝8年 10月8日 天気能　（御献上御材木30本の受領書（5日付）をもらっている）
1680年 11月29日 延宝8年 10月9日 曇
1680年 11月30日 延宝8年 10月10日 天気能　暮六半時分雨降
1680年 12月1日 延宝8年 10月11日 天気能　夜中雨降
1680年 12月2日 延宝8年 10月12日 天気能
1680年 12月3日 延宝8年 10月13日 天気能　（三井某からきつい借金返済の催促）
1680年 12月4日 延宝8年 10月14日 天気能
1680年 12月5日 延宝8年 10月15日 天気能　及暮阿ら連少々降（暮に及び霰少々降る）　（酉の上刻御国元へ御飛脚相立ル・御足軽1人小知行1人・明16日より道中12日ふりニ申付ル）
1680年 12月6日 延宝8年 10月16日 天気能
1680年 12月7日 延宝8年 10月17日 天気能　（今月4日御国元罷立候御飛脚の者3人と同5日に罷立候御飛脚の者2人が今夕酉の刻半過同時ニ到着）
1680年 12月8日 延宝8年 10月18日 天気能
1680年 12月9日 延宝8年 10月19日 天気能
1680年 12月10日 延宝8年 10月20日 天気能　（御国へ御飛脚御足軽3人・明21日より10日ふりニ下着仕るべき由申付け戌刻相立ル、今月7日御国元相立候飛脚2人酉の中刻到着）
1680年 12月11日 延宝8年 10月21日 天気能　（昨夜丑ノ下刻新小田原町3丁目から火事出来・多くの町佐竹様などの大名屋敷も焼失）
1680年 12月12日 延宝8年 10月22日 天気能
1680年 12月13日 延宝8年 10月23日 天気能　（申ノ下刻御国へ御飛脚御足軽2人道中12日振ニ申付候）
1680年 12月14日 延宝8年 10月24日 天気能
1680年 12月15日 延宝8年 10月25日 少々風吹
1680年 12月16日 延宝8年 10月26日 天気能
1680年 12月17日 延宝8年 10月27日 天気能　（昨夜子の刻竹橋の内で普請小屋焼失）
1680年 12月18日 延宝8年 10月28日 少雨
1680年 12月19日 延宝8年 10月29日 天気能　（10月15日御国元罷立候御飛脚御足軽2人申ノ刻到着）
1680年 12月20日 延宝8年 10月30日 天気能　（御国へ御飛脚御足軽2人酉ノ刻相立ル・明朔日より13日ふりニ下着仕るべき由申渡ス）
1680年 12月21日 延宝8年 11月1日 天気能　　　下から続く　　　2倍のこと）遣ス、酉ノ上刻御国元先月18日ニ罷立候御飛脚到着仕り候）
1680年 12月22日 延宝8年 11月2日 天気能　（献上の赭土（60貫目）の目録の認め様などあり、御国へ之御飛脚御足軽2人申ノ上刻相立ル・明3日より10日ふりニ下着仕るべき由申付路銀1倍（今の言葉では　　　上に続く
1680年 12月23日 延宝8年 11月3日 天気能　（吉利支丹御改之御証文2通を（公儀担当者に）持参する）
1680年 12月24日 延宝8年 11月4日 天気能
1680年 12月25日 延宝8年 11月5日 天気能
1680年 12月26日 延宝8年 11月6日 天気能
1680年 12月27日 延宝8年 11月7日 天気能　（御国本へ之御飛脚小知行2人今日13日ふりニ下着仕るべき由申付け午刻立ル）
1680年 12月28日 延宝8年 11月8日 天気能
1680年 12月29日 延宝8年 11月9日 天気能　（去月23日御国元相立候飛脚今日午ノ刻到着・御足軽2人罷登候）
1680年 12月30日 延宝8年 11月10日 天気能　（公儀に対する大名（禄高別）の歳暮等の金額がある・1万石より4万9千石迄の歳暮銀5枚端午銀3枚……・金ではないのにびっくり）
1680年 12月31日 延宝8年 11月11日 　　（天気の記述なし）
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1681年 1月1日 延宝8年 11月12日 天気能　卯ノ刻地震
1681年 1月2日 延宝8年 11月13日 天気能　（御国へ御飛脚御足軽4人申ノ刻相立ル道中12日ふりニ申付）
1681年 1月3日 延宝8年 11月14日 天気能
1681年 1月4日 延宝8年 11月15日 天気能
1681年 1月5日 延宝8年 11月16日 天気能
1681年 1月6日 延宝8年 11月17日 天気能　（去る2日御国元罷立候御飛脚今日申ノ下刻到着）
1681年 1月7日 延宝8年 11月18日 寒ニ入　天気能
1681年 1月8日 延宝8年 11月19日 天気能　少々風吹
1681年 1月9日 延宝8年 11月20日 天気能
1681年 1月10日 延宝8年 11月21日 天気曇
1681年 1月11日 延宝8年 11月22日 天気能
1681年 1月12日 延宝8年 11月23日 天気能
1681年 1月13日 延宝8年 11月24日 天気能　（厳有院様上野（欠字）御仏殿江石燈篭献上の覚え：大きさ等あり）
1681年 1月14日 延宝8年 11月25日 天気能
1681年 1月15日 延宝8年 11月26日 天気能
1681年 1月16日 延宝8年 11月27日 天気能　（御国へ之御飛脚江戸足軽1人小知行1人今日より12日振ニ下着仕るべき由申付酉ノ下刻相立ル）
1681年 1月17日 延宝8年 11月28日 天気能　申ノ后刻地震
1681年 1月18日 延宝8年 11月29日 天気能
1681年 1月19日 延宝8年 11月30日 天気能
1681年 1月20日 延宝8年 12月1日 天気能
1681年 1月21日 延宝8年 12月2日 天気能
1681年 1月22日 延宝8年 12月3日 天気能　（御国元へ御飛脚小知行小頭1人並小知行2人申付今夜亥ノ刻相立ル・但道中12日振ニ申付候・雪中故増銀遣之）
1681年 1月23日 延宝8年 12月4日 天気曇
1681年 1月24日 延宝8年 12月5日 天気能
1681年 1月25日 延宝8年 12月6日 天気能
1681年 1月26日 延宝8年 12月7日 天気能
1681年 1月27日 延宝8年 12月8日 少々雪降
1681年 1月28日 延宝8年 12月9日 天気能　（今晩戌ノ下刻御国元へ飛脚相立ル）
1681年 1月29日 延宝8年 12月10日 天気能　（去月22日ニ御国元相立候御飛脚今暁寅ノ刻到着）
1681年 1月30日 延宝8年 12月11日 天気能
1681年 1月31日 延宝8年 12月12日 天気能
1681年 2月1日 延宝8年 12月13日 天気能
1681年 2月2日 延宝8年 12月14日 天気能　昨夜少々雪降
1681年 2月3日 延宝8年 12月15日 天気能
1681年 2月4日 延宝8年 12月16日 天気能
1681年 2月5日 延宝8年 12月17日 天気能　（御国へ之御飛脚御足軽2人道中15日振ニ申付ケ申ノ下刻相立ル）
1681年 2月6日 延宝8年 12月18日 天気能　（御国元去月晦日ニ相立候御飛脚2人今日午ノ下刻到着、御国元去ル3日ニ立候御飛脚今日申ノ中刻到着）
1681年 2月7日 延宝8年 12月19日 天気能　（御国江戌ノ刻飛脚相立ル・御足軽2人道中13日ニ申付増銀遣わされる（増銀被遣之））
1681年 2月8日 延宝8年 12月20日 天気能
1681年 2月9日 延宝8年 12月21日 夜中より雨降　巳ノ刻晴天
1681年 2月10日 延宝8年 12月22日 少々雪降
1681年 2月11日 延宝8年 12月23日 天気能　（御隠居様100両・土井能登守様御奥様150両等にお金を配分している・何時着いたのかは明記なし）
1681年 2月12日 延宝8年 12月24日 天気能
1681年 2月13日 延宝8年 12月25日 天気能
1681年 2月14日 延宝8年 12月26日 天気能
1681年 2月15日 延宝8年 12月27日 少々雪降　（御国へ之御飛脚御足軽2人戌ノ中刻相立ル）
1681年 2月16日 延宝8年 12月28日 雨降
1681年 2月17日 延宝8年 12月29日 天気能
1681年 2月18日 延宝8年 12月30日 天気能
1681年 2月19日 延宝9年 正月1日 雪降　（旧臘13日御国元罷立候御飛脚2人昨夜丑ノ刻到着、旧臘16日御国元罷立候御飛脚今日申ノ下刻到着）
1681年 2月20日 延宝9年 正月2日 天気能
1681年 2月21日 延宝9年 正月3日 天気能
1681年 2月22日 延宝9年 正月4日 天気能
1681年 2月23日 延宝9年 正月5日 天気能
1681年 2月24日 延宝9年 正月6日 天気能
1681年 2月25日 延宝9年 正月7日 天気能　（今朝七種之御粥之御祝御嘉例の如く主膳勤之、御国へ御飛脚御足軽2人今日より道中14日振ニ申付午刻相立ル）
1681年 2月26日 延宝9年 正月8日 天気能
1681年 2月27日 延宝9年 正月9日 天気能
1681年 2月28日 延宝9年 正月10日 天気能
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1681年 3月1日 延宝9年 正月11日 天気能
1681年 3月2日 延宝9年 正月12日 天気能
1681年 3月3日 延宝9年 正月13日 天気能
1681年 3月4日 延宝9年 正月14日 天気能
1681年 3月5日 延宝9年 正月15日 天気能　（旧臘28日御国元罷立候御飛脚今日申ノ刻到着）
1681年 3月6日 延宝9年 正月16日 天気能
1681年 3月7日 延宝9年 正月17日 天気能　（御国元へ御飛脚御足軽2人今日より道中14日振ニ申付未ノ后刻相立ル、津梁院新屋敷江御石塔今日も引取申候・昨日より今日迄鳶之者67人遣申候）
1681年 3月8日 延宝9年 正月18日 天気能　（今2日御国相立候年頭之御飛脚と同4日二相立候御飛脚一度ニ今夜丑ノ刻到着・年頭の御飛脚は御吉例の如く御金200両等を持参・津軽左門殿の御預け赦免）
1681年 3月9日 延宝9年 正月19日 雨降　（御国元御飛脚御足軽3人申付け今日より道中13・4日ニ下着仕り候様にと申付申ノ上刻相立ル）
1681年 3月10日 延宝9年 正月20日 天気能　及暮少々雨降
1681年 3月11日 延宝9年 正月21日 天気能
1681年 3月12日 延宝9年 正月22日 天気能
1681年 3月13日 延宝9年 正月23日 終日風吹
1681年 3月14日 延宝9年 正月24日 曇
1681年 3月15日 延宝9年 正月25日 天気能　（御国元へ御飛脚御足軽2人道中12日振に下着仕るべき由申付未ノ后刻相立ル・但し御様?ニ申付候故5割の増銀遣ス）
1681年 3月16日 延宝9年 正月26日 卯刻より終日雪降　（今11日御国元相立候御飛脚今日申下刻到着・2人で出発したが途中で1人が怪我し1人で到着、山鹿八郎左衛門がこの度新知1000石津軽大学と改名御家老になる）
1681年 3月17日 延宝9年 正月27日 昨日より雪　今朝2寸余積ル　今日晴天
1681年 3月18日 延宝9年 正月28日 天気能
1681年 3月19日 延宝9年 正月29日 夜中より雪降　2寸程積ル
1681年 3月20日 延宝9年 2月1日 天気能
1681年 3月21日 延宝9年 2月2日 曇
1681年 3月22日 延宝9年 2月3日 夜中雨降　今日晴天　（御国元への飛脚御足軽2人並びに山鹿甚五左衛門様よりの御飛脚を道中同道仕り14・5日ふりニ上着（下着ならわかるが……）仕る……申渡ス）
1681年 3月23日 延宝9年 2月4日 少々雨降　（御国元へ御飛脚御足軽小頭1人並1人道中11日ふりニ申付今日申ノ下刻相立ニ付1倍の増銀（2倍にしたとのこと）遣ス）
1681年 3月24日 延宝9年 2月5日 天気能
1681年 3月25日 延宝9年 2月6日 天気能
1681年 3月26日 延宝9年 2月7日 天気能　（御国元先月21日ニ相立候御飛脚御足軽2人今日申下刻到着、御国元への御飛脚を申付けていたが飛脚が到着したので即刻御国飛脚に申付け相立ル）
1681年 3月27日 延宝9年 2月8日 天気能　（御国元去月19日罷立候御献上赭土50貫が今日午ノ下刻到着）
1681年 3月28日 延宝9年 2月9日 天気能　（浜御屋敷水門の御番の中の2人が喧嘩・一方を切り殺し他方が逃亡・疵の様子等あり）
1681年 3月29日 延宝9年 2月10日 天気能　（御国元へ御飛脚御足軽2人・小知行1人申付戌ノ中刻相立ル）
1681年 3月30日 延宝9年 2月11日 天気能　（赭土50貫目の受領書あり）
1681年 3月31日 延宝9年 2月12日 天気能
1681年 4月1日 延宝9年 2月13日 天気能
1681年 4月2日 延宝9年 2月14日 天気能
1681年 4月3日 延宝9年 2月15日 天気能
1681年 4月4日 延宝9年 2月16日 天気能
1681年 4月5日 延宝9年 2月17日 天気能
1681年 4月6日 延宝9年 2月18日 天気能　（御国元今4日相立候御飛脚3人今日申ノ下刻到着）
1681年 4月7日 延宝9年 2月19日 天気能
1681年 4月8日 延宝9年 2月20日 天気能
1681年 4月9日 延宝9年 2月21日 天気能　（今9日御国元相立候御飛脚3人昨夜亥ノ后刻到着、御国元へ之御飛脚今日より12日ふりニ申付御足軽2人・小知行1人右3人戌ノ上刻相立ル殿様の参勤を内証で伺っている?）
1681年 4月10日 延宝9年 2月22日 天気能
1681年 4月11日 延宝9年 2月23日 曇　少々風吹
1681年 4月12日 延宝9年 2月24日 雨降
1681年 4月13日 延宝9年 2月25日 雨降　（那須遠江守が8000石御加増?）
1681年 4月14日 延宝9年 2月26日 天気能
1681年 4月15日 延宝9年 2月27日 天気能　（御国元へ之御飛脚御足軽2人道中11日振ニ申付卯ノ刻相立ル）
1681年 4月16日 延宝9年 2月28日 天気能
1681年 4月17日 延宝9年 2月29日 天気能
1681年 4月18日 延宝9年 　　2月30日雨降　（御国元江之御飛脚江戸御足軽2人申付今日より道中12日ふりニ申渡ス・午ノ后刻相立ル）
1681年 4月19日 延宝9年 3月1日 雨降　（御国元去月18ニ罷立候御飛脚昨夜牛ノ刻到着）
1681年 4月20日 延宝9年 3月2日 曇
1681年 4月21日 延宝9年 3月3日 曇
1681年 4月22日 延宝9年 3月4日 雨降　未ノ刻より晴天
1681年 4月23日 延宝9年 3月5日 天気能
1681年 4月24日 延宝9年 3月6日 天気能
1681年 4月25日 延宝9年 3月7日 天気能　（2月24日御国元罷立候御飛脚御足軽2人今日申ノ后刻到着・殿様今3日御国元御発駕と仰せ出される）
1681年 4月26日 延宝9年 3月8日 天気能　（御国元江の御飛脚相立ル・山形迄6日ニ参るべき由申付け昨日到着之御足軽2人を午ノ刻立ル）
1681年 4月27日 延宝9年 3月9日 天気能
1681年 4月28日 延宝9年 3月10日 曇　午ノ刻より少雨
1681年 4月29日 延宝9年 3月11日 天気能
1681年 4月30日 延宝9年 3月12日 天気能　（今朔日御国元罷立候御飛脚御足軽2人今夜戌ノ中刻到着・殿様今3日御国元御発駕・道中19日振りに而今21日に御着座されるとの由申来る）
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1681年 5月1日 延宝9年 3月13日 天気能　（関札打到着）
1681年 5月2日 延宝9年 3月14日 天気能　（御国元今3日相立候御飛脚2人今夜戌ノ刻到着）
1681年 5月3日 延宝9年 3月15日 雨降
1681年 5月4日 延宝9年 3月16日 天気能
1681年 5月5日 延宝9年 3月17日 天気能
1681年 5月6日 延宝9年 3月18日 天気能　（今日横手よりの御飛脚2人巳ノ后刻到着）
1681年 5月7日 延宝9年 3月19日 雨降　（一昨17日本宮より之御飛脚今朝辰ノ中刻到着、山形より今14日二罷立候御飛脚今日申ノ刻到着）
1681年 5月8日 延宝9年 3月20日 天気能　（御供の面々に御扶持の半分（10人扶持なら米7斗2升5合）を渡すらしい記述あり）
1681年 5月9日 延宝9年 3月21日 天気能　（殿様今朝幸手御立草加御昼休申ノ刻江戸御着遊ばされ候）
1681年 5月10日 延宝9年 3月22日 天気能
1681年 5月11日 延宝9年 3月23日 雨降
1681年 5月12日 延宝9年 3月24日 天気能
1681年 5月13日 延宝9年 3月25日 天気曇　午ノ下刻より雨降　（上野御仏殿江石燈篭献上に関し「どうつき」にて……：濁点があったので記録した、工作の様子も少しは分かる）
1681年 5月14日 延宝9年 3月26日 雨降
1681年 5月15日 延宝9年 3月27日 天気能
1681年 5月16日 延宝9年 3月28日 天気能　（ひいとろうのちよく5ツ和泉屋宗寿御参勤之為御祝儀……：誰かが参勤の祝儀としてビードロの猪口（ガラスのコップ?）を差上げたらしいのだ）
1681年 5月17日 延宝9年 3月29日 天気曇
1681年 5月18日 延宝9年 4月1日 晴天　（殿様今朝六ツ半に御登城・御参府之御目見例年之通御献上物指上げられる）
1681年 5月19日 延宝9年 4月2日 曇　午刻より雨降
1681年 5月20日 延宝9年 4月3日 雨降
1681年 5月21日 延宝9年 4月4日 天気能　（寅ノ下刻地震）
1681年 5月22日 延宝9年 4月5日 天気能
1681年 5月23日 延宝9年 4月6日 天気能　（八百屋が初茄子を差し上げている）
1681年 5月24日 延宝9年 4月7日 天気能　申ノ刻雷
1681年 5月25日 延宝9年 4月8日 天気能
1681年 5月26日 延宝9年 4月9日 天気好
1681年 5月27日 延宝9年 4月10日 天気能
1681年 5月28日 延宝9年 4月11日 天気能
1681年 5月29日 延宝9年 4月12日 天気能
1681年 5月30日 延宝9年 4月13日 天気能　（今日御国江御飛脚・道中明日より11日振ニ差し立てられる）
1681年 5月31日 延宝9年 4月14日 朝小雨　午刻晴
1681年 6月1日 延宝9年 4月15日 天気能
1681年 6月2日 延宝9年 4月16日 晴天
1681年 6月3日 延宝9年 4月17日 未ノ刻より雨降
1681年 6月4日 延宝9年 4月18日 雨降
1681年 6月5日 延宝9年 4月19日 天気能
1681年 6月6日 延宝9年 4月20日 天気能　申刻雷雨
1681年 6月7日 延宝9年 4月21日 晴天
1681年 6月8日 延宝9年 4月22日 天気能
1681年 6月9日 延宝9年 4月23日 天気能　（厳有院（4代家綱）様御一周忌御香典献上覚：銀30枚60万石以上……・銀2枚1万石より4万9千石・その他）
1681年 6月10日 延宝9年 4月24日 未ノ中刻より雨降　（これまでもそうだったが京都への飛脚は町飛脚）
1681年 6月11日 延宝9年 4月25日 雨降
1681年 6月12日 延宝9年 4月26日 小雨
1681年 6月13日 延宝9年 4月27日 天晴　（御国より御飛脚御足軽両人今17日罷立今日巳ノ刻上着）
1681年 6月14日 延宝9年 4月28日 小風雨
1681年 6月15日 延宝9年 4月29日 晴天
1681年 6月16日 延宝9年 5月1日 雨降
1681年 6月17日 延宝9年 5月2日 雨降
1681年 6月18日 延宝9年 5月3日 天気能
1681年 6月19日 延宝9年 5月4日 天気能
1681年 6月20日 延宝9年 5月5日 巳ノ中刻より大雨降
1681年 6月21日 延宝9年 5月6日 少々雨
1681年 6月22日 延宝9年 5月7日 天気好
1681年 6月23日 延宝9年 5月8日 晴天
1681年 6月24日 延宝9年 5月9日 天気能　（今朔日御国元罷立候御飛脚御足軽2人酉ノ上刻到着）
1681年 6月25日 延宝9年 5月10日 小雨
1681年 6月26日 延宝9年 5月11日 晴天
1681年 6月27日 延宝9年 5月12日 曇
1681年 6月28日 延宝9年 5月13日 小雨
1681年 6月29日 延宝9年 5月14日 昨夜より雨降
1681年 6月30日 延宝9年 5月15日 小雨
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1681年 7月1日 延宝9年 5月16日 昨夜より雨降
1681年 7月2日 延宝9年 5月17日 天気能
1681年 7月3日 延宝9年 5月18日 晴天
1681年 7月4日 延宝9年 5月19日 雨降　（御飛脚御足軽2人今日より10日振二下着候へと申付卯ノ中刻相立・御馳走役が首尾よくできたとのこと、祝いの品々が届いている）
1681年 7月5日 延宝9年 5月20日 天気能
1681年 7月6日 延宝9年 5月21日 天気能　（祝いの?品々が届いている）
1681年 7月7日 延宝9年 5月22日 天気能
1681年 7月8日 延宝9年 5月23日 天気能　酉ノ刻少雨
1681年 7月9日 延宝9年 5月24日 雨降
1681年 7月10日 延宝9年 5月25日 天気曇
1681年 7月11日 延宝9年 5月26日 天気能
1681年 7月12日 延宝9年 5月27日 雨天　（御国元今17日罷立候御飛脚御足軽両人酉ノ刻上着）
1681年 7月13日 延宝9年 5月28日 天気能
1681年 7月14日 延宝9年 5月29日 雨天　但巳ノ刻より未ノ刻迄雨降
1681年 7月15日 延宝9年 6月1日 天気能
1681年 7月16日 延宝9年 6月2日 天気能
1681年 7月17日 延宝9年 6月3日 雨天
1681年 7月18日 延宝9年 6月4日 天気曇
1681年 7月19日 延宝9年 6月5日 曇
1681年 7月20日 延宝9年 6月6日 天気能
1681年 7月21日 延宝9年 6月7日 天気能
1681年 7月22日 延宝9年 6月8日 天気曇
1681年 7月23日 延宝9年 6月9日 晴天
1681年 7月24日 延宝9年 6月10日 天気能
1681年 7月25日 延宝9年 6月11日 天気曇　但未ノ刻より雨降
1681年 7月26日 延宝9年 6月12日 晴天　（巳ノ后刻盛岡主膳等が御国元へ発足）
1681年 7月27日 延宝9年 6月13日 天気能
1681年 7月28日 延宝9年 6月14日 天気能
1681年 7月29日 延宝9年 6月15日 天気能
1681年 7月30日 延宝9年 6月16日 天気能
1681年 7月31日 延宝9年 6月17日 晴天　（御飛脚御足軽両人今6日御国元罷立今日午刻上着）
1681年 8月1日 延宝9年 6月18日 快晴
1681年 8月2日 延宝9年 6月19日 甚暑
1681年 8月3日 延宝9年 6月20日 曇
1681年 8月4日 延宝9年 6月21日 天気能　巳ノ刻少雨
1681年 8月5日 延宝9年 6月22日 時折雨　時々晴
1681年 8月6日 延宝9年 6月23日 朝之内少雨　午之刻より快晴
1681年 8月7日 延宝9年 6月24日 晴天　（申之中刻御国江御飛脚御足軽両人明日より11日ふりに下着候へと申付相立ル）
1681年 8月8日 延宝9年 6月25日 天気能　（今3日御国元罷立今日未ノ下刻上着）
1681年 8月9日 延宝9年 6月26日 巳之刻より少雨
1681年 8月10日 延宝9年 6月27日 雨天
1681年 8月11日 延宝9年 6月28日 天気能　（御国元境まで御国廻様方御着に付去19日に罷立候御飛脚御足軽両人卯ノ中刻到着、御国許へ御飛脚御足軽両人未ノ中刻相立ル・道中11日ふりニ申付ル）
1681年 8月12日 延宝9年 6月29日 晴天　（申之刻御国元より御飛脚御足軽両人到着也）
1681年 8月13日 延宝9年 6月30日 天気能
1681年 8月14日 延宝9年 7月1日 晴天
1681年 8月15日 延宝9年 7月2日 天気能　（三井某方より延宝7年7月御借金本金?壱千両今日相済なされ此の利金翌年9月までの分は相済候・同10月より今年6月までの利金135両は重ねて返済申すべき由……）
1681年 8月16日 延宝9年 7月3日 雨降
1681年 8月17日 延宝9年 7月4日 雨天　（多分4日の後に5日の一部が間違って日記に綴じられている）
1681年 8月18日 延宝9年 7月5日 晴天
1681年 8月19日 延宝9年 7月6日 雨天
1681年 8月20日 延宝9年 7月7日 辰刻より巳ノ中刻迄大雨　同刻晴　時々小雨　（御国元先月21日罷立の名字がある2人が今日巳之上刻到着・御用状持参）
1681年 8月21日 延宝9年 7月8日 昨夜中より今日終日雨天
1681年 8月22日 延宝9年 7月9日 時々雨降
1681年 8月23日 延宝9年 7月10日 天気能
1681年 8月24日 延宝9年 7月11日 天気能
1681年 8月25日 延宝9年 7月12日 天気能　（戌の中刻御国元より之御飛脚到着・御国元今月3日に相立候由・御国廻様方今3日に松前江御出船成され候由之飛脚也、亥之上刻御国元より之御飛脚到着）
1681年 8月26日 延宝9年 7月13日 晴天　（御国廻様方の行程が一寸ある）
1681年 8月27日 延宝9年 7月14日 午之下刻雨降
1681年 8月28日 延宝9年 7月15日 晴天
1681年 8月29日 延宝9年 7月16日 天気曇　時々雨降　（今朝卯上刻御国元への御飛脚立ル・御足軽2人今日より道中12日ふりに参候様にと申付遣ス）
1681年 8月30日 延宝9年 7月17日 天気曇　時々雨降
1681年 8月31日 延宝9年 7月18日 天気能　（梨子・里んこ1籠（梨・リンゴがあったのだ）を誰かが差上げている、すいせん御吸物を食事に出している・今じゃ傷害罪位に問われるかな・すいとんのような普通の料理名）
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1681年 9月1日 延宝9年 7月19日 晴天
1681年 9月2日 延宝9年 7月20日 天気能
1681年 9月3日 延宝9年 7月21日 終日風　（昨夜戌之刻より今朝迄強風、御国元今月10日ニ立候飛脚昨夜来着）
1681年 9月4日 延宝9年 7月22日 天気能
1681年 9月5日 延宝9年 7月23日 天気能　午ノ后刻より雨降
1681年 9月6日 延宝9年 7月24日 雨天
1681年 9月7日 延宝9年 7月25日 曇
1681年 9月8日 延宝9年 7月26日 終日曇
1681年 9月9日 延宝9年 7月27日 天気能
1681年 9月10日 延宝9年 7月28日 天気能
1681年 9月11日 延宝9年 7月29日 天気好
1681年 9月12日 延宝9年 8月1日 天気能
1681年 9月13日 延宝9年 8月2日 天気能　（午ノ后刻地震）
1681年 9月14日 延宝9年 8月3日 天気能
1681年 9月15日 延宝9年 8月4日 天気暑　未刻少雨
1681年 9月16日 延宝9年 8月5日 小雨
1681年 9月17日 延宝9年 8月6日 天気能　（御国元猿賀神宮寺後住に御当地青山の長泉寺就くべきの由……）
1681年 9月18日 延宝9年 8月7日 雨天　但巳ノ刻過より大風雨
1681年 9月19日 延宝9年 8月8日 晴天
1681年 9月20日 延宝9年 8月9日 　　（天気の記述なし）
1681年 9月21日 延宝9年 8月10日 天気能
1681年 9月22日 延宝9年 8月11日 天気能
1681年 9月23日 延宝9年 8月12日 天気能　（今日辰ノ刻御国元へ御飛脚相立ル・但12日ふり）
1681年 9月24日 延宝9年 8月13日 朝より午ノ刻迄小雨少々　終日曇
1681年 9月25日 延宝9年 8月14日 雨天　但巳ノ中刻より強風　（吉利支丹宗門改め証文の書き様が書いてある）
1681年 9月26日 延宝9年 8月15日 晴天
1681年 9月27日 延宝9年 8月16日 天気能
1681年 9月28日 延宝9年 8月17日 天気能
1681年 9月29日 延宝9年 8月18日 天気能　（今月10日申ノ下刻御国元罷立候御飛脚両人今日申ノ下刻到着・松前より青森に御国廻様が帰ったとのこと）
1681年 9月30日 延宝9年 8月19日 天気能
1681年 10月1日 延宝9年 8月20日 雨天　（板久（潮来）より江戸まで27里半の路銀の内容がある）
1681年 10月2日 延宝9年 8月21日 雨天　（今月12日御国元罷立候御飛脚2人今朝辰ノ上刻到着・御国廻様が青森に一宿12日浅虫より南部領にとの事、御足軽小頭1人並足軽3人御国元江差下）
1681年 10月3日 延宝9年 8月22日 昨夜より今日終日小雨
1681年 10月4日 延宝9年 8月23日 天気能　（御国元今5日罷立候御飛脚両人今日巳ノ刻到着、当月之御用金1000両之内500両田中某方より為替手形下ル・藤田某方より金子500両差越ス・大納戸へ入置）
1681年 10月5日 延宝9年 8月24日 曇　（8月15日?卯ノ刻御国元罷立候御飛脚両人今日申ノ下刻到着）
1681年 10月6日 延宝9年 8月25日 天気能
1681年 10月7日 延宝9年 8月26日 終日雨天　（御国元へ急御飛脚両人今日より7日ふり参着致候へ?よし申付卯ノ刻相立ル）
1681年 10月8日 延宝9年 8月27日 曇
1681年 10月9日 延宝9年 8月28日 天気能　但午刻過より曇
1681年 10月10日 延宝9年 8月29日 雨降　（京都井川某肝煎の為替手形到来・江戸藤田某方より金子500両受取ス・納戸へ渡ス）
1681年 10月11日 延宝9年 8月30日 雨天
1681年 10月12日 延宝9年 9月1日 天気能　　　下から続く　　　所々川水出候ニ付12日振ニ参着）
1681年 10月13日 延宝9年 9月2日 雨天　（御国元江今朝御飛脚2人相立ル・道中12日振ニ下着仕るべき由、御国元去月21日七ツ時罷立候御飛脚2人今暮六過上着・道中9日振ニ参着仕るべき由に候得共　　　上に続く
1681年 10月14日 延宝9年 9月3日 雨
1681年 10月15日 延宝9年 9月4日 雨降
1681年 10月16日 延宝9年 9月5日 天気能　南風吹
1681年 10月17日 延宝9年 9月6日 天気能
1681年 10月18日 延宝9年 9月7日 晴天　（青山長泉寺がこの度猿賀神宮寺後住仰せ付けられ今日発足）
1681年 10月19日 延宝9年 9月8日 天気能　（御国元へ御飛脚両人卯ノ刻相立ル・道中13日ふりニ申付）
1681年 10月20日 延宝9年 9月9日 　　（天気の記述なし）
1681年 10月21日 延宝9年 9月10日 雨降
1681年 10月22日 延宝9年 9月11日 雨天
1681年 10月23日 延宝9年 9月12日 天気能
1681年 10月24日 延宝9年 9月13日 小雨
1681年 10月25日 延宝9年 9月14日 雨降
1681年 10月26日 延宝9年 9月15日 　　（天気の記述なし）
1681年 10月27日 延宝9年 9月16日 晴天
1681年 10月28日 延宝9年 9月17日 青天（このように書いてあるのです）
1681年 10月29日 延宝9年 9月18日 天気能
1681年 10月30日 延宝9年 9月19日 曇　未ノ刻地震　申ノ刻少雨
1681年 10月31日 延宝9年 9月20日 曇　卯之下刻地震　未之下刻少雨　（御国元今月8日二罷立候御飛脚両人今日巳之刻到着）
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1681年 11月1日 延宝9年 9月21日 天気能
1681年 11月2日 延宝9年 9月22日 　　（天気の記述なし）
1681年 11月3日 延宝9年 9月23日 天気能
1681年 11月4日 延宝9年 9月24日 天気能
1681年 11月5日 延宝9年 9月25日 天気能
1681年 11月6日 延宝9年 9月26日 天気能
1681年 11月7日 延宝9年 9月27日 天気能
1681年 11月8日 延宝9年 9月28日 天気能　（御国元今月17日立候飛脚今日酉刻参着）
1681年 11月9日 延宝9年 9月29日 晴天　　　　（この後に存在しえない晦日の記録がある（天気の記述なし）：普通の日のように朝御前を召し上がり夕御前を召し上がっている）
1681年 11月10日 延宝9年 10月1日 天気能
1681年 11月11日 延宝9年 10月2日 天気能
1681年 11月12日 延宝9年 10月3日 申之中刻小雨
1681年 11月13日 延宝9年 10月4日 少々雨降
1681年 11月14日 延宝9年 10月5日 天気能　但暮時より小雨　（御国元江の飛脚5人差下ス・今日より14日振ニ参候用ニと申渡）
1681年 11月15日 延宝9年 10月6日 天気能
1681年 11月16日 延宝9年 10月7日 天気能
1681年 11月17日 延宝9年 10月8日 雨天　　　下から続く　　　仰せ渡される・京都にては先月29日近衛様御改め遊ばされ候由今朝仰せ渡される（改元は9月29日である）、弘前藩庁日記（江戸）は12月迄が1冊で「延宝」が続く）
1681年 11月18日 延宝9年 10月9日 天気能　（日付の前に：延宝9年10月9日に改元也・天和元年10月9日と書いてある、今朝1万石以上の御大名様に仰せ渡され候はこの度年号を「天和」と改元の由白書院で　　　上に続く
1681年 11月19日 延宝9年 10月10日 雨降　（卯ノ刻御国元江御飛脚2人遣わされる）
1681年 11月20日 延宝9年 10月11日 天気能　（今昼初風雪少降）
1681年 11月21日 延宝9年 10月12日 天気能
1681年 11月22日 延宝9年 10月13日 天気能
1681年 11月23日 延宝9年 10月14日 天気能
1681年 11月24日 延宝9年 10月15日 天気能
1681年 11月25日 延宝9年 10月16日 天気能
1681年 11月26日 延宝9年 10月17日 天気能
1681年 11月27日 延宝9年 10月18日 雨降
1681年 11月28日 延宝9年 10月19日 天気能
1681年 11月29日 延宝9年 10月20日 天気能
1681年 11月30日 延宝9年 10月21日 雨天　（坂本右衛門佐様江喜利支丹（切支丹）御書付1通並びに……）
1681年 12月1日 延宝9年 10月22日 天気能　（幾里志丹（切支丹）御証文は青木遠江守様にも出さなければならず両人に今日差上げる）
1681年 12月2日 延宝9年 10月23日 天気能　（下々が博奕をしていることがお耳に達し固く停止を命じられる・五半切ニ火を消すように等（綱吉の政治が動き出したかな））
1681年 12月3日 延宝9年 10月24日 天気能
1681年 12月4日 延宝9年 10月25日 天気能
1681年 12月5日 延宝9年 10月26日 天気能
1681年 12月6日 延宝9年 10月27日 天気能
1681年 12月7日 延宝9年 10月28日 天気能
1681年 12月8日 延宝9年 10月29日 天気能
1681年 12月9日 延宝9年 10月30日 　　（天気の記述なし）
1681年 12月10日 天和元年 11月1日 天気能　（今日御城で火消御役仰せ付けられる）
1681年 12月11日 天和元年 11月2日 天気能　（御国元10月18日罷立候御飛脚今日未ノ刻到着）
1681年 12月12日 天和元年 11月3日 天気能　（火の見御役に対応して御台所屋根の上に火之見矢倉を仰せ付けられ今日出来・この御用に関し江戸の新絵図一通御買上・担当町名等あり）
1681年 12月13日 天和元年 11月4日 天気能　風吹
1681年 12月14日 天和元年 11月5日 天気能
1681年 12月15日 天和元年 11月6日 　　（天気の記述なし）
1681年 12月16日 天和元年 11月7日 天気能
1681年 12月17日 天和元年 11月8日 天気能　（御国元を10月20日に罷立の名字付の男が今日午ノ后刻到着、水溜桶差置候所之覚：打越三十郎様御屋敷前など51か所）
1681年 12月18日 天和元年 11月9日 天気能　（御国元江之御飛脚小組足軽両人今日より14日振ニ下着候用ニ申付差下ス）
1681年 12月19日 天和元年 11月10日 天気能
1681年 12月20日 天和元年 11月11日 天気能
1681年 12月21日 天和元年 11月12日 天気能
1681年 12月22日 天和元年 11月13日 天気能
1681年 12月23日 天和元年 11月14日 天気能
1681年 12月24日 天和元年 11月15日 天気能
1681年 12月25日 天和元年 11月16日 天気能　（15日昼ノ九時分松平下総守様御屋敷前の当藩の辻番所より倒者が見える・見守るうちに松平家江の辻番の者が出てきたので自分の番所へ罷帰る）
1681年 12月26日 天和元年 11月17日 天気能
1681年 12月27日 天和元年 11月18日 天気能　（今朝御国元へ御飛脚2人相立てる・道中15日振ニ参着仕るべきの旨）
1681年 12月28日 天和元年 11月19日 天気能
1681年 12月29日 天和元年 11月20日 天気能
1681年 12月30日 天和元年 11月21日 天気能
1681年 12月31日 天和元年 11月22日 天気能　（歳暮の御祝儀?として久祥院様・柳川素庵様に荷物を送っている)
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1682年 1月1日 天和元年 11月23日 天気能
1682年 1月2日 天和元年 11月24日 天気能
1682年 1月3日 天和元年 11月25日 天気能
1682年 1月4日 天和元年 11月26日 天気能
1682年 1月5日 天和元年 11月27日 天気能
1682年 1月6日 天和元年 11月28日 雨降
1682年 1月7日 天和元年 11月29日 天気能
1682年 1月8日 天和元年 11月30日 初雪降　（赭土10固鱈1固が7人で御国元当月7日に罷立今日上着）
1682年 1月9日 天和元年 12月1日 天気能
1682年 1月10日 天和元年 12月2日 天気能
1682年 1月11日 天和元年 12月3日 天気能　（酉ノ中刻白銀町二町目ニ火事出来・御受取場近所故殿様にも御出（自分の担当の端?）遊ばされる、酉の下刻火鎮まり御帰り）
1682年 1月12日 天和元年 12月4日 天気能
1682年 1月13日 天和元年 12月5日 少雪降　（御国元11月12日之朝罷立候御飛脚両人戌之下刻上着・御国元で雪2尺程降申候由・道中最上之内雪１丈余・14日振と仰せつけられ14日振ニ上着）
1682年 1月14日 天和元年 12月6日 天気能
1682年 1月15日 天和元年 12月7日 天気能
1682年 1月16日 天和元年 12月8日 天気能
1682年 1月17日 天和元年 12月9日 天気能
1682年 1月18日 天和元年 12月10日 天気能　未ノ刻より雪降
1682年 1月19日 天和元年 12月11日 昨夜中より雪降　巳之刻より少晴　（巳之刻御国元江御飛脚両人相立ル・道中15日振ニ下着候ようニと申渡ス）
1682年 1月20日 天和元年 12月12日 天気能
1682年 1月21日 天和元年 12月13日 天気能
1682年 1月22日 天和元年 12月14日 天気能
1682年 1月23日 天和元年 12月15日 天気能
1682年 1月24日 天和元年 12月16日 天気能
1682年 1月25日 天和元年 12月17日 天気能
1682年 1月26日 天和元年 12月18日 　　（天気の記述なし）
1682年 1月27日 天和元年 12月19日 天気曇　（御足軽両人御国元より飛脚今月5日暮六つ罷立道中15日ふりニ今日申ノ中刻到着）
1682年 1月28日 天和元年 12月20日 天気能
1682年 1月29日 天和元年 12月21日 天気能
1682年 1月30日 天和元年 12月22日 天曇
1682年 1月31日 天和元年 12月23日 天気能
1682年 2月1日 天和元年 12月24日 天気能
1682年 2月2日 天和元年 12月25日 天気能
1682年 2月3日 天和元年 12月26日 天気能
1682年 2月4日 天和元年 12月27日 天気能　（寅ノ刻雉子町稲荷丁出火ニ付御役所へ多数が罷出候・火事鎮り則刻罷帰）
1682年 2月5日 天和元年 12月28日 申ノ刻過より少々雨降　（御国元去12日ニ罷立候御飛脚今日戌ノ刻到着・御用状並びに茂合金375両来ル則大納戸へ納之）
1682年 2月6日 天和元年 12月29日 小雨
1682年 2月7日 天和元年 12月30日 天曇
1682年 2月8日 天和2年 正月1日 天気能　（大殿様・若殿様・主殿様・御部屋様・御隠居様・津軽宋女様・津軽伊織様・津軽左京様・津軽玄蕃殿・津軽大学殿あり、津軽監物・田村藤大夫等は呼び捨て）
1682年 2月9日 天和2年 正月2日 天気能
1682年 2月10日 天和2年 正月3日 天気能　（久祥院様・柳川素庵様あり、今晩御謡初）
1682年 2月11日 天和2年 正月4日 天気能
1682年 2月12日 天和2年 正月5日 天気能
1682年 2月13日 天和2年 正月6日 天気能　（那須遠江守様・山鹿甚五左衛門様あり）
1682年 2月14日 天和2年 正月7日 天気能
1682年 2月15日 天和2年 正月8日 昨夜中より雪降　午ノ刻より晴
1682年 2月16日 天和2年 正月9日 天気能
1682年 2月17日 天和2年 正月10日 天気能　（預かっていて潰れた屋敷の材料が書いてある：4寸角3寸5分之角但長さ6尺5寸等々）
1682年 2月18日 天和2年 正月11日 天気能
1682年 2月19日 天和2年 正月12日 天気能
1682年 2月20日 天和2年 正月13日 天気能　（今日御国元へ御飛脚御足軽小頭等4人を罷立・飛脚3人は今日より14日ふりニ下着候へとて御状箱相渡之・1人は勝手次第とする、津軽監物殿が御家老を仰せ付けられる）
1682年 2月21日 天和2年 正月14日 曇　（御国元旧冬極月晦日罷立候御飛脚今日酉ノ下刻上着）
1682年 2月22日 天和2年 正月15日 風吹
1682年 2月23日 天和2年 正月16日 雪降　（御国元江急御飛脚今日申ノ刻相立ル・2人を明17日より道中14日振ニ下着仕るべき旨也）
1682年 2月24日 天和2年 正月17日 天気能
1682年 2月25日 天和2年 正月18日 天気能
1682年 2月26日 天和2年 正月19日 天気能　（御国元今月3日ニ罷立候御飛脚両人今日申ノ下刻到着・例年之通御金200両参候・則大納戸江納之）
1682年 2月27日 天和2年 正月20日 天気能
1682年 2月28日 天和2年 正月21日 天気能
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1682年 3月1日 天和2年 正月22日 雪降
1682年 3月2日 天和2年 正月23日 天気能
1682年 3月3日 天和2年 正月24日 天気能
1682年 3月4日 天和2年 正月25日 天気能
1682年 3月5日 天和2年 正月26日 天気能　（御夜食そうめん戌ノ刻召し上られる（そうめんが珍しいのと時刻が珍しいので拾う））　　　下から続く　　　際迄御出・火事鎮まり未之下刻御帰）
1682年 3月6日 天和2年 正月27日 天気能　（巳ノ刻本郷天沢寺前ニ火事出来・殿様御請取之場ニ而ハ之なく候え共大火に付1番組2番組を早速遣わす・追付3番組騎馬遣わされ午の刻殿様も御茶之水土手　　　上に続く
1682年 3月7日 天和2年 正月28日 天気能
1682年 3月8日 天和2年 正月29日 天気能　（御国元へ今朝卯ノ刻御飛脚相立ル・道中15日ふりニ申付ル）
1682年 3月9日 天和2年 2月1日 天気能　風吹
1682年 3月10日 天和2年 2月2日 天気能
1682年 3月11日 天和2年 2月3日 天気能
1682年 3月12日 天和2年 2月4日 雨降
1682年 3月13日 天和2年 2月5日 雨天　（東廻（江戸廻船?）仰せ付けられ舟役惣奉行等が決まる）
1682年 3月14日 天和2年 2月6日 天気能
1682年 3月15日 天和2年 2月7日 天気能
1682年 3月16日 天和2年 2月8日 天気能　辰之中刻地震
1682年 3月17日 天和2年 2月9日 天気能
1682年 3月18日 天和2年 2月10日 天気能
1682年 3月19日 天和2年 2月11日 少々雨降
1682年 3月20日 天和2年 2月12日 晴天
1682年 3月21日 天和2年 2月13日 天気能
1682年 3月22日 天和2年 2月14日 雨降
1682年 3月23日 天和2年 2月15日 天気能　（御領分中惣酒屋数並びに酒造米高之覚：酒屋271軒（弘前135・浦々在々136）・此の造米高12245石（弘前7355・浦々在々4890）・色々条件があり変更もあるらしいが原本参照）
1682年 3月24日 天和2年 2月16日 天気能　風吹
1682年 3月25日 天和2年 2月17日 天気能
1682年 3月26日 天和2年 2月18日 天気能
1682年 3月27日 天和2年 2月19日 風吹　（御国元今4日ニ罷立候御飛脚御足軽3人今日申ノ下刻上着）
1682年 3月28日 天和2年 2月20日 終日曇
1682年 3月29日 天和2年 2月21日 雨降
1682年 3月30日 天和2年 2月22日 雨降
1682年 3月31日 天和2年 2月23日 終日雨降　（御国元江御飛脚3人相立ル・今日より14日振ニ下着候様ニと申付相立ル）
1682年 4月1日 天和2年 2月24日 天気能
1682年 4月2日 天和2年 2月25日 天気能
1682年 4月3日 天和2年 2月26日 天気能
1682年 4月4日 天和2年 2月27日 天気曇　午ノ刻より小雨　　　下から続く　　　付……、酉之下刻御国元へ御飛脚相立ル・2人を今朝相立候御飛脚に追付候様にと申付ル）
1682年 4月5日 天和2年 2月28日 終日雨降　（今朝未明ニ御国元江之御飛脚相立ル・御足軽両人道中今日より14日振ニ申付ル、この度東海廻舟申付け御在所より米並びに材木江戸江取寄せ成され候に　　　上に続く
1682年 4月6日 天和2年 2月29日 天気能　（今朝御国元江御飛脚2人相立ル・昨日罷立候御飛脚ニ道ニ而追付夫より同道ニ而下着仕べき由）
1682年 4月7日 天和2年 　　2月30日天気能
1682年 4月8日 天和2年 3月1日 雨降　　　下から続く　　　津梁院・今大路道三?様）
1682年 4月9日 天和2年 3月2日 天気能　（例年の通り草餅を上げられた方様：御隠居様・御部屋様・土井能登守様御夫婦様・先光院様・雲晴様・那須遠江守様御夫婦様・津軽左京様御夫婦様・増山某?様・　　　上に続く
1682年 4月10日 天和2年 3月3日 天気能　　（部分的に原本に欠あり）
1682年 4月11日 天和2年 3月4日 曇
1682年 4月12日 天和2年 3月5日 朝曇　巳ノ刻より天気晴　（舟積荷物之覚：弓12挺・鉄砲3挺（2挺は3匁5分玉1挺は9分?玉）・鎗4本鎗之柄8本・長刀柄4本等々）
1682年 4月13日 天和2年 3月6日 天気能
1682年 4月14日 天和2年 3月7日 晴天
1682年 4月15日 天和2年 3月8日 少雨
1682年 4月16日 天和2年 3月9日 天気能
1682年 4月17日 天和2年 3月10日 曇　（御国元先月28日卯之上刻罷立候由ニ而御飛脚両人今日未之中刻到着）
1682年 4月18日 天和2年 3月11日 天気能　（今朝御国元へ御飛脚御足軽2人並びに郷足軽4人他ニ小頭1人等を今朝相立ル・御飛脚ハ今日より12日ふり下着仕候様ニ申付ル、相尋者の人相あり）
1682年 4月19日 天和2年 3月12日 天気能　（御国へ御飛脚相立ル・今日より13日ふりニ申付差下ス）
1682年 4月20日 天和2年 3月13日 雨降
1682年 4月21日 天和2年 3月14日 天気能　（今七つ過ぎ狼藉者が御門前へ欠参り候・捕える）
1682年 4月22日 天和2年 3月15日 天気能　（殿中で火消御役御免を仰せ渡される）
1682年 4月23日 天和2年 3月16日 天気能　（今朝卯の刻御国元江御飛脚相立てる・道中今日より11日振ニ申付ル）
1682年 4月24日 天和2年 3月17日 天気能
1682年 4月25日 天和2年 3月18日 申の下刻より少々雨降
1682年 4月26日 天和2年 3月19日 風雨
1682年 4月27日 天和2年 3月20日 天気能　（今度越後国高田御検地仰せ付けられ候に付……）
1682年 4月28日 天和2年 3月21日 天気能
1682年 4月29日 天和2年 3月22日 天気能
1682年 4月30日 天和2年 3月23日 天気能
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1682年 5月1日 天和2年 3月24日 天気能
1682年 5月2日 天和2年 3月25日 雨降
1682年 5月3日 天和2年 3月26日 風雨
1682年 5月4日 天和2年 3月27日 風吹　小雨時々　（越後検地の面々を指名し始めている）
1682年 5月5日 天和2年 3月28日 天気能
1682年 5月6日 天和2年 3月29日 天気能
1682年 5月7日 天和2年 3月30日 天気能　（今度急御用ニ付中川小隼人支配の2人を道中8日ふりニ御国江参着仕るよう金子2両宛相渡し亥之刻ニ御国元江罷立）
1682年 5月8日 天和2年 4月1日 天気能　（並足軽28人にこの度越後御用仰せ付けられ名字御赦免）
1682年 5月9日 天和2年 4月2日 　　（天気の記述なし）
1682年 5月10日 天和2年 4月3日 天気能
1682年 5月11日 天和2年 4月4日 曇　（越後御検地御用の間宮求馬等が誓紙勤める）
1682年 5月12日 天和2年 4月5日 天気能
1682年 5月13日 天和2年 4月6日 天気曇　時々小雨
1682年 5月14日 天和2年 4月7日 天気能　八ツ過より風吹　（御国元より御飛脚2人来ル・3月23日御国元罷立候・今日15日ふりニ而到着）
1682年 5月15日 天和2年 4月8日 天気能
1682年 5月16日 天和2年 4月9日 青天　（今朝卯ノ刻御国元江御飛脚相立ル・道中10日振ニ申付ル）
1682年 5月17日 天和2年 4月10日 天気能
1682年 5月18日 天和2年 4月11日 天気能　（今日琉球人登城御礼申上候ニ付長上下等で辰の刻登城）
1682年 5月19日 天和2年 4月12日 天気能
1682年 5月20日 天和2年 4月13日 天気能　　　下から続く　　　江戸を立高田で27日に初竿・他藩（伊豆守・因幡守・遠江守）も類似）
1682年 5月21日 天和2年 4月14日 天気能　（辰の刻過ぎ両替町出火・大火・火事鎮帰、御国元へ急御飛脚両人明日より8日ふりニ申着べき由御家老中仰せられ則申渡・申ノ下刻相立ル、津軽越中守は16日に　　　上に続く
1682年 5月22日 天和2年 4月15日 曇　申刻少雨　（越後高田へ一番立之面々発足）
1682年 5月23日 天和2年 4月16日 少々雨降　（大道寺隼人等二番立之面々発足）
1682年 5月24日 天和2年 4月17日 晴天　（三番立之面々罷立）
1682年 5月25日 天和2年 4月18日 天気能
1682年 5月26日 天和2年 4月19日 天気能　少々風吹
1682年 5月27日 天和2年 4月20日 天気能
1682年 5月28日 天和2年 4月21日 曇
1682年 5月29日 天和2年 4月22日 天気能
1682年 5月30日 天和2年 4月23日 天気能　（今朝国元へ御飛脚2人道中12日振ニ下着仕る様ニ申付ル、御国元今月13日明ケ卯ノ刻罷立候御飛脚2人道中13日振ニ而午ノ刻上着）
1682年 5月31日 天和2年 4月24日 天気能
1682年 6月1日 天和2年 4月25日 天気能　（御国元今14日二罷立候御足軽目付と並足軽10人酉ノ刻上着）
1682年 6月2日 天和2年 4月26日 天気能　申ノ下刻より小雨　（卯の上刻御国元へ御飛脚相立ル、関札打罷立）
1682年 6月3日 天和2年 4月27日 天気能　未之刻雨降
1682年 6月4日 天和2年 4月28日 天気能
1682年 6月5日 天和2年 4月29日 天気能
1682年 6月6日 天和2年 5月1日 天気能　（御宿取2人発足）
1682年 6月7日 天和2年 5月2日 　　（天気の記述なし）
1682年 6月8日 天和2年 5月3日 曇　（辰の上刻御発駕・見送ったのは若殿様・主殿様・津軽左京様・同宋女様・同伊織様、発足道筋あり、19日振の日程あり）
1682年 6月9日 天和2年 5月4日 天気能　午ノ刻大嵐
1682年 6月10日 天和2年 5月5日 天気曇　巳ノ刻強雨　午ノ刻晴
1682年 6月11日 天和2年 5月6日 天気能
1682年 6月12日 天和2年 5月7日 天気能
1682年 6月13日 天和2年 5月8日 曇
1682年 6月14日 天和2年 5月9日 天気能
1682年 6月15日 天和2年 5月10日 天気能
1682年 6月16日 天和2年 5月11日 曇
1682年 6月17日 天和2年 5月12日 天気能
1682年 6月18日 天和2年 5月13日 青天
1682年 6月19日 天和2年 5月14日 天気能
1682年 6月20日 天和2年 5月15日 天気能
1682年 6月21日 天和2年 5月16日 天気能
1682年 6月22日 天和2年 5月17日 天気曇　午ノ刻ニ雨降
1682年 6月23日 天和2年 5月18日 天気能
1682年 6月24日 天和2年 5月19日 雨降　午ノ刻より晴
1682年 6月25日 天和2年 5月20日 天気能
1682年 6月26日 天和2年 5月21日 天気曇　未ノ刻より小雨
1682年 6月27日 天和2年 5月22日 曇　午ノ下刻より雨降
1682年 6月28日 天和2年 5月23日 曇
1682年 6月29日 天和2年 5月24日 曇　巳ノ刻より雨降　夜中強雨
1682年 6月30日 天和2年 5月25日 天気晴　但昨夜中強雨
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1682年 7月1日 天和2年 5月26日 雨降
1682年 7月2日 天和2年 5月27日 天気曇
1682年 7月3日 天和2年 5月28日 天気曇　（今未ノ中刻御国元へ飛脚2人相立ル・道中今日より13日ふりニ申付ル）
1682年 7月4日 天和2年 5月29日 曇
1682年 7月5日 天和2年 6月1日 雨降
1682年 7月6日 天和2年 6月2日 曇　午ノ下刻より雨降　（巳ノ刻御飛脚両人御国元へ相立ル）
1682年 7月7日 天和2年 6月3日 天気能
1682年 7月8日 天和2年 6月4日 天気能
1682年 7月9日 天和2年 6月5日 天気能
1682年 7月10日 天和2年 6月6日 天気能
1682年 7月11日 天和2年 6月7日 天気能
1682年 7月12日 天和2年 6月8日 天気能
1682年 7月13日 天和2年 6月9日 天気能　（殿様御機嫌よく去月21日御着城遊ばされる、御国先月27日罷立候御飛脚両人今日未ノ刻到着）
1682年 7月14日 天和2年 6月10日 天気能
1682年 7月15日 天和2年 6月11日 天気能
1682年 7月16日 天和2年 6月12日 天気能
1682年 7月17日 天和2年 6月13日 天気能
1682年 7月18日 天和2年 6月14日 天気能
1682年 7月19日 天和2年 6月15日 天気能　（御国去ル4日酉ノ刻罷立候御飛脚今日酉ノ刻両人上着）
1682年 7月20日 天和2年 6月16日 天気能　（津軽監物死去に付……）
1682年 7月21日 天和2年 6月17日 天気能　土用ニ入　（御国元へ御飛脚両人相立ル・道中9日ふりニ申付寅ノ刻相立ル）
1682年 7月22日 天和2年 6月18日 天気能
1682年 7月23日 天和2年 6月19日 天気能　（御国去ル11日罷立候御飛脚両人今日亥ノ刻到着）
1682年 7月24日 天和2年 6月20日 小雨降　（卯の刻御国元へ郷足軽1人?を御飛脚ニ相立ル・道中13・14日二参着申し候様ニと申渡ス・但山鹿甚五左衛門様よりの御飛脚と同道申し候様ニと申付候）
1682年 7月25日 天和2年 6月21日 雨天
1682年 7月26日 天和2年 6月22日 天気能
1682年 7月27日 天和2年 6月23日 天気能
1682年 7月28日 天和2年 6月24日 天気能
1682年 7月29日 天和2年 6月25日 天気能　（去ル14日御国元罷立候御飛脚3人今日申ノ后刻到着・御国元にて仰せ付けの通道中13日振ニ到着）
1682年 7月30日 天和2年 6月26日 天気能
1682年 7月31日 天和2年 6月27日 天気能
1682年 8月1日 天和2年 6月28日 曇　未ノ刻より雨降
1682年 8月2日 天和2年 6月29日 天気能　（今日午ノ中刻御国元江御飛脚両人相立ル・道中10日振ニ申付ル、御国元江去ル2日相立候町雇飛脚両人今日午ノ中刻帰着・御用状持参候）
1682年 8月3日 天和2年 7月1日 天気能　申上刻より雨降　雷鳴
1682年 8月4日 天和2年 7月2日 天気能　曇　未ノ刻より雨　（すでに死亡した伊左衛門様の売掛金の請求が来ている）
1682年 8月5日 天和2年 7月3日 天気能
1682年 8月6日 天和2年 7月4日 曇　午ノ中刻雨降　未上刻晴
1682年 8月7日 天和2年 7月5日 　　（天気の記述なし）　（御国元去月21日未刻罷立候御飛脚3人今日巳ノ下刻到着・道中10日振ニ仰せ付けられ候へとも洪水故今日、同月24日午ノ下刻罷立候御飛脚2人今日午ノ上刻到着）
1682年 8月8日 天和2年 7月6日 雨降　（今朝越後御検地場江町雇飛脚1人相立ル・道中3日ふりニ申付ル）
1682年 8月9日 天和2年 7月7日 曇　巳ノ中刻より少雨
1682年 8月10日 天和2年 7月8日 天気能　(去2日越後罷立候御飛脚今日未中刻到）
1682年 8月11日 天和2年 7月9日 天気能
1682年 8月12日 天和2年 7月10日 天気能
1682年 8月13日 天和2年 7月11日 天気能
1682年 8月14日 天和2年 7月12日 天気能　未ノ刻少し雨降　（今朝御国元へ御飛脚2人相立ル・道中13日振ニ申付ル）
1682年 8月15日 天和2年 7月13日 天気能　未ノ刻より雨降
1682年 8月16日 天和2年 7月14日 天気能　（船上乗郷足軽9人御国元へ相立ル、去ル6日越後江相立候町雇飛脚今日申ノ中刻帰着）
1682年 8月17日 天和2年 7月15日 雨ふる
1682年 8月18日 天和2年 7月16日 時々雨降
1682年 8月19日 天和2年 7月17日 雨降　（御国元去ル7日卯ノ刻罷立候御飛脚両人今日午ノ下刻到着）
1682年 8月20日 天和2年 7月18日 曇
1682年 8月21日 天和2年 7月19日 曇　（御国より中川小隼人支配の2人が御飛脚ニ6月28日御国元罷立今日酉ノ下刻到着・道中ニ而相煩候由）
1682年 8月22日 天和2年 7月20日 曇
1682年 8月23日 天和2年 7月21日 雨降　（越後江飛脚両人相立ル、去ル12日御国元罷立候御飛脚両人今日午ノ上刻上着）
1682年 8月24日 天和2年 7月22日 曇
1682年 8月25日 天和2年 7月23日 曇　時々雨降　（御国元去ル14日罷立候御飛脚3人今夜丑ノ刻到着）
1682年 8月26日 天和2年 7月24日 雨天
1682年 8月27日 天和2年 7月25日 雨天
1682年 8月28日 天和2年 7月26日 天気能
1682年 8月29日 天和2年 7月27日 天気能
1682年 8月30日 天和2年 7月28日 天気能
1682年 8月31日 天和2年 7月29日 曇　時々雨降

128 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1682年 9月1日 天和2年 7月30日 天気能
1682年 9月2日 天和2年 8月1日 天気能　　　下から続く　　　10日か11日振ニ参着候様ニ仰せ付けられた由）
1682年 9月3日 天和2年 8月2日 天気能　（越後御検地場去月28日罷立候御飛脚今日午ノ下刻到着・去月27日御検地首尾能相済候由申来、御国元去月22日罷立候御飛脚両人今日申ノ中刻到着・道中　　　上に続く
1682年 9月4日 天和2年 8月3日 天気能
1682年 9月5日 天和2年 8月4日 天気能　（御国元去月27日罷立候御飛脚3人今日酉ノ上刻到着）
1682年 9月6日 天和2年 8月5日 曇　巳ノ刻少雨　（越後御検地所江御飛脚両人相立・道中6日ふりニ申付）
1682年 9月7日 天和2年 8月6日 天気能
1682年 9月8日 天和2年 8月7日 雨降　（御国元へ御飛脚4人相立ル・今日より道中11日ふりニ申付差下候）
1682年 9月9日 天和2年 8月8日 曇　（御国元7月27日罷立候御飛脚両人今日午ノ刻到着）
1682年 9月10日 天和2年 8月9日 甘　午后刻晴
1682年 9月11日 天和2年 8月10日 曇
1682年 9月12日 天和2年 8月11日 天気能　（越後より43人が帰る・内一人は桶かわニ而欠落（桶川で出奔?））
1682年 9月13日 天和2年 8月12日 曇　（御国元去月晦日罷立候御飛脚両人今日酉ノ上刻到着）
1682年 9月14日 天和2年 8月13日 天気能　（御国元江御飛脚未ノ上刻3人相立ル・今日より道中12日振ニ申付候）
1682年 9月15日 天和2年 8月14日 天気能
1682年 9月16日 天和2年 8月15日 雨降　（越後より5人到着）
1682年 9月17日 天和2年 8月16日 雨降　（御国元江御飛脚両人相立ル・道中12日ふりニ申付ル、預かっている真田様の屋敷前に年50余の非人と見える倒死之者あり報告している）
1682年 9月18日 天和2年 8月17日 天気能
1682年 9月19日 天和2年 8月18日 天気能　（御国元去ル8日罷立候御飛脚両人今日酉ノ中刻到着）
1682年 9月20日 天和2年 8月19日 天気能　午ノ刻雨降
1682年 9月21日 天和2年 8月20日 天気能　（朝鮮人明21日到着ニ付……）
1682年 9月22日 天和2年 8月21日 巳ノ刻より雨降
1682年 9月23日 天和2年 8月22日 天気能　（御国元去ル11日罷立候御飛脚今日未ノ上刻到着）
1682年 9月24日 天和2年 8月23日 天気能　（越後高田江御飛脚両人相立ル・道中6日ふりニ申付ル）
1682年 9月25日 天和2年 8月24日 天気能
1682年 9月26日 天和2年 8月25日 天気能
1682年 9月27日 天和2年 8月26日 天気能
1682年 9月28日 天和2年 8月27日 天気能
1682年 9月29日 天和2年 8月28日 天気能　（御国元江飛脚両人相立ル・道中11日ふりニ申付ル）
1682年 9月30日 天和2年 8月29日 天気能　（御国元江御飛脚両人相立ル・道中11日ふりニ申付ル）
1682年 10月1日 天和2年 9月1日 天気能
1682年 10月2日 天和2年 9月2日 雨降　（去月19日御国元罷立候御飛脚両人今日未之中刻到着）
1682年 10月3日 天和2年 9月3日 天気能　（御国元江御飛脚両人相立ル・今日巳ノ下刻より道中11日ふりニ申付ル、去月21日御国元罷立候御飛脚両人今日申ノ中刻到着）
1682年 10月4日 天和2年 9月4日 天気能
1682年 10月5日 天和2年 9月5日 天気能
1682年 10月6日 天和2年 9月6日 天気能
1682年 10月7日 天和2年 9月7日 天気能
1682年 10月8日 天和2年 9月8日 曇
1682年 10月9日 天和2年 9月9日 天気能
1682年 10月10日 天和2年 9月10日 天気能　（御国元去月27日罷立候御飛脚両人今日酉ノ后刻到着）
1682年 10月11日 天和2年 9月11日 天気能
1682年 10月12日 天和2年 9月12日 天気能　（今日辰后刻朝鮮人御当地発足……、越後高田去ル7日ニ罷立候御飛脚両人今日申后刻到着）
1682年 10月13日 天和2年 9月13日 雨降
1682年 10月14日 天和2年 9月14日 天気能
1682年 10月15日 天和2年 9月15日 曇
1682年 10月16日 天和2年 9月16日 天気能
1682年 10月17日 天和2年 9月17日 天気能　午ノ中刻あら連ふる（午の中刻霰降る）
1682年 10月18日 天和2年 9月18日 天気能　（御国元へ御飛脚3人相立ル・道中11日振ニ申付ル）
1682年 10月19日 天和2年 9月19日 天気能　（御国元浅虫去ル8日罷立候御飛脚両人今日申ノ后刻到着）
1682年 10月20日 天和2年 9月20日 天気能　（越後高田去ル15日罷立候御飛脚両人今日巳ノ下刻到着）
1682年 10月21日 天和2年 9月21日 天気能
1682年 10月22日 天和2年 9月22日 天気能　（御国元去ル11日罷立候御飛脚両人今日申ノ中刻到着、御国元去ル12日罷立候御飛脚両人今日酉ノ上刻到着）
1682年 10月23日 天和2年 9月23日 曇　巳ノ刻より雨降
1682年 10月24日 天和2年 9月24日 天気能　（今日卯ノ刻前御在所へ御飛脚3人相立ル・道中8日振ニ申付ル）
1682年 10月25日 天和2年 9月25日 曇　（御国元去ル13日罷立候御飛脚両人今日申ノ中刻到着）
1682年 10月26日 天和2年 9月26日 天気能
1682年 10月27日 天和2年 9月27日 天気能
1682年 10月28日 天和2年 9月28日 天気能
1682年 10月29日 天和2年 9月29日 天気能　（御国元去ル17日罷立候御飛脚両人今日辰ノ上刻到着）
1682年 10月30日 天和2年 9月30日 天気能
1682年 10月31日 天和2年 10月1日 天気能
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1682年 11月1日 天和2年 10月2日 天気能
1682年 11月2日 天和2年 10月3日 天気能
1682年 11月3日 天和2年 10月4日 雨降　（御部屋様吐血・脈なし（死亡）、丑ノ刻過御国元へ御飛脚両人相立ル・道中明5日より8日ふりニ申付け候）
1682年 11月4日 天和2年 10月5日 天気能　（御国元去月24日罷立候御飛脚両人今日申ノ上刻到着）
1682年 11月5日 天和2年 10月6日 天気能　（越後からの14人今日上着）
1682年 11月6日 天和2年 10月7日 午ノ刻より少々雨ふる
1682年 11月7日 天和2年 10月8日 天気能
1682年 11月8日 天和2年 10月9日 天気能　（御国元へ御飛脚両人道中明5日より11日振ニ申付ル、御国元9月28日罷立候御飛脚両人今日申ノ中刻到着）
1682年 11月9日 天和2年 10月10日 天気能　（霜林院様（御部屋様）の御法事を津梁院で行う・香典等を出した様付の者：御隠居・土井能登守・久世出雲守・甚正院・津軽左京・正徳院?・津軽宋女・酒井左京まで）
1682年 11月10日 天和2年 10月11日 天気能
1682年 11月11日 天和2年 10月12日 天気能　（今日午ノ中刻御国元へ御飛脚両人相立ル・道中12日ふりニ申付ル）
1682年 11月12日 天和2年 10月13日 天気能
1682年 11月13日 天和2年 10月14日 天気能　（御国元去ル5日卯ノ刻罷立候御飛脚両人今日未ノ中刻前到着・8日ふりニ仰せ付けられたが1人が道中にて相煩い今日到着の由）
1682年 11月14日 天和2年 10月15日 天気能
1682年 11月15日 天和2年 10月16日 天気能
1682年 11月16日 天和2年 10月17日 天気能
1682年 11月17日 天和2年 10月18日 雨降
1682年 11月18日 天和2年 10月19日 天気能　（今日午ノ上刻御国元へ御飛脚3人道中12日ふりニ申付候）
1682年 11月19日 天和2年 10月20日 雨降
1682年 11月20日 天和2年 10月21日 天気能
1682年 11月21日 天和2年 10月22日 天気能
1682年 11月22日 天和2年 10月23日 天気能
1682年 11月23日 天和2年 10月24日 天気能　（去ル13日御国元罷立候御飛脚両人今日申ノ中刻到着）
1682年 11月24日 天和2年 10月25日 天気能　（去ル13日御国元罷立候御飛脚両人・同15日御国元罷立候御飛脚両人今日申ノ中刻一度ニ到着）
1682年 11月25日 天和2年 10月26日 天気能　（御国元へ御飛脚両人相立道中11日振ニ申付候、今晩亥ノ刻明神石坂下出火ニ付御家中之諸士御上屋敷江相詰ル）
1682年 11月26日 天和2年 10月27日 天気能
1682年 11月27日 天和2年 10月28日 天気能　（越後高田江御飛脚両人相立ル・道中6日振ニ申付ル
1682年 11月28日 天和2年 10月29日 天気能
1682年 11月29日 天和2年 11月1日 雨降
1682年 11月30日 天和2年 11月2日 天気能　（御国元去月19日罷立候御飛脚両人今日酉ノ上刻到着）
1682年 12月1日 天和2年 11月3日 雨天　（高倉主計が10月16日御国元罷立今日17日振未の后刻上着）
1682年 12月2日 天和2年 11月4日 天気能　（越後高田を去月27日罷立の佐藤某等14人が到着・途中鴻巣付近で馬方と揉めている）
1682年 12月3日 天和2年 11月5日 天気能　（鴻巣で馬方と口論した御小人を追放申付ける）
1682年 12月4日 天和2年 11月6日 天気能　（御国元へ御飛脚3人相立ル・道中12日振ニ申付ル、越後高田を去月29日罷立の田口某など8人が今日到着）
1682年 12月5日 天和2年 11月7日 天気能　（今日より越後御検地清帳書初ル、去る朔日越後高田を罷立の大道寺隼人など12人が今日到着）
1682年 12月6日 天和2年 11月8日 天気能
1682年 12月7日 天和2年 11月9日 天気能　（霜林院様（御部屋様）の35日法要：殿・久祥院・若殿・主殿・土井能登守・津軽庄右衛門までが様付、津軽玄蕃・大学・外記・左門が殿付、大道寺隼人以下は呼び捨て）
1682年 12月8日 天和2年 11月10日 天気能　（御国元去月27日罷立候御飛脚両人今日酉ノ后刻到着）
1682年 12月9日 天和2年 11月11日 天気能
1682年 12月10日 天和2年 11月12日 天気能　（御国元へ御飛脚4人相立ル・道中12日振ニ申付ル）
1682年 12月11日 天和2年 11月13日 小雨降　終日曇
1682年 12月12日 天和2年 11月14日 曇　申刻より雪降
1682年 12月13日 天和2年 11月15日 天気能
1682年 12月14日 天和2年 11月16日 天気能　未ノ刻より雪降　嵐　（棟方某が去ル11日越後高田罷立今日酉ノ刻到着）
1682年 12月15日 天和2年 11月17日 天気能　（御在所江御飛脚4人相立ル・道中13日振ニ申付候）
1682年 12月16日 天和2年 11月18日 天気能　（去ル5日御国元罷立候御飛脚両人今日申ノ下刻到着）
1682年 12月17日 天和2年 11月19日 天気能　（越後より財津某など5人が去ル14日に罷立今日7日振ニ而未ノ上刻到着）
1682年 12月18日 天和2年 11月20日 天気能　（今朝御国元へ御飛脚両人相立ル・道中13日振ニ申付候）
1682年 12月19日 天和2年 11月21日 天気能
1682年 12月20日 天和2年 11月22日 天気能
1682年 12月21日 天和2年 11月23日 天気能
1682年 12月22日 天和2年 11月24日 天気能
1682年 12月23日 天和2年 11月25日 天気能
1682年 12月24日 天和2年 11月26日 天気能　（今朝御国元へ御飛脚両人相立ル・道中13日ふりニ申付候）
1682年 12月25日 天和2年 11月27日 天気能
1682年 12月26日 天和2年 11月28日 天気能　（河田久保?（新宿区にはこういう地名あるが違うよね）より巳ノ刻出火・北風強・芝海端迄焼失ニ付御家中之面々御上屋敷へ相詰ル）
1682年 12月27日 天和2年 11月29日 天気能
1682年 12月28日 天和2年 11月30日 天気能
1682年 12月29日 天和2年 12月1日 天気能
1682年 12月30日 天和2年 12月2日 天気能
1682年 12月31日 天和2年 12月3日 天気能
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1683年 1月1日 天和2年 12月4日 天気能
1683年 1月2日 天和2年 12月5日 小雨降
1683年 1月3日 天和2年 12月6日 曇　時々小雨
1683年 1月4日 天和2年 12月7日 雨降
1683年 1月5日 天和2年 12月8日 天気能
1683年 1月6日 天和2年 12月9日 天気能
1683年 1月7日 天和2年 12月10日 天気能　寒ニ入
1683年 1月8日 天和2年 12月11日 天気能　夜中少し雨降　（御国元去月27日罷立候御飛脚両人今日酉后刻到着）
1683年 1月9日 天和2年 12月12日 天気能
1683年 1月10日 天和2年 12月13日 天気能　（吉例の如く今朝煤取……）
1683年 1月11日 天和2年 12月14日 天気能
1683年 1月12日 天和2年 12月15日 天気能
1683年 1月13日 天和2年 12月16日 天気能　（今四時御国元へ御飛脚4人相立ル・道中日数記述なし）
1683年 1月14日 天和2年 12月17日 天気能
1683年 1月15日 天和2年 12月18日 天気能　夜中薄雪降　（御国元去月26日罷立雉子鱈御荷物今日辰刻到着）
1683年 1月16日 天和2年 12月19日 天気能
1683年 1月17日 天和2年 12月20日 天気能
1683年 1月18日 天和2年 12月21日 天気能　（御国元去ル6日罷立候御飛脚両人今日申上刻到着）
1683年 1月19日 天和2年 12月22日 天気能
1683年 1月20日 天和2年 12月23日 天気能
1683年 1月21日 天和2年 12月24日 天気能
1683年 1月22日 天和2年 12月25日 天気能
1683年 1月23日 天和2年 12月26日 天気能　（御国元去ル13日罷立候御飛脚3人今日戌ノ上刻上着）
1683年 1月24日 天和2年 12月27日 天気能
1683年 1月25日 天和2年 12月28日 天気能　西風強吹　（今日未の上刻駒込大円寺内の寺より出火・西風烈しく大火ニおよひ戌ノ刻御屋敷危うく若殿様御隠居様白山屋敷江御退・丑ノ中刻御帰、関連して34人が類火に逢う）
1683年 1月26日 天和2年 12月29日 天気能　（御国元去ル16日罷立候御飛脚両人今日丑ノ刻到着）
1683年 1月27日 天和2年 12月30日 天気能
1683年 1月28日 天和3年 正月1日 辰ノ上刻より雨降　（正月の挨拶をしている・様付は若殿・主殿・御隠居・公方・津軽左京・津軽伊織迄）
1683年 1月29日 天和3年 正月2日 天気能
1683年 1月30日 天和3年 正月3日 天気能　（今日申ノ中刻御国元へ御飛脚相立ル・両人道中13日ふりニ申付ル）
1683年 1月31日 天和3年 正月4日 天気能
1683年 2月1日 天和3年 正月5日 天気能
1683年 2月2日 天和3年 正月6日 天気能　（中川小隼人が板久（潮来）より帰着、申ノ后刻七種たたき初御歳男田村某勤）
1683年 2月3日 天和3年 正月7日 雨降　申ノ刻晴　（今朝七種の御粥御祝）
1683年 2月4日 天和3年 正月8日 天気能
1683年 2月5日 天和3年 正月9日 天気能
1683年 2月6日 天和3年 正月10日 天気能　節分
1683年 2月7日 天和3年 正月11日 天気能
1683年 2月8日 天和3年 正月12日 天気能　（御国元極月27日罷立候御飛脚両人今日午ノ中刻到着）
1683年 2月9日 天和3年 正月13日 天気能
1683年 2月10日 天和3年 正月14日 天気能
1683年 2月11日 天和3年 正月15日 風吹
1683年 2月12日 天和3年 正月16日 天気能
1683年 2月13日 天和3年 正月17日 天気能
1683年 2月14日 天和3年 正月18日 風吹　天気能　（御国元去ル2日ニ罷立候御飛脚3人今日未ノ刻到着）
1683年 2月15日 天和3年 正月19日 天気能　風吹
1683年 2月16日 天和3年 正月20日 雪降
1683年 2月17日 天和3年 正月21日 天気能
1683年 2月18日 天和3年 正月22日 天気能
1683年 2月19日 天和3年 正月23日 天気能
1683年 2月20日 天和3年 正月24日 天気能
1683年 2月21日 天和3年 正月25日 天気能
1683年 2月22日 天和3年 正月26日 天気能　（御国元へ御飛脚3人相立ル・道中14日振ニ申付ル）
1683年 2月23日 天和3年 正月27日 天気能
1683年 2月24日 天和3年 正月28日 天気能　（御国元去ル13日ニ罷立候御飛脚両人道中18日振ニ而今日未ノ刻到着）
1683年 2月25日 天和3年 正月29日 雪降
1683年 2月26日 天和3年 正月30日 雨降
1683年 2月27日 天和3年 2月1日 天気能
1683年 2月28日 天和3年 2月2日 天気能　（御国元去月18日ニ罷立候御飛脚両人今日到着）
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1683年 3月1日 天和3年 2月3日 天気能　（御国元去月21日罷立候御飛脚両人今日申ノ刻上着）
1683年 3月2日 天和3年 2月4日 天気能
1683年 3月3日 天和3年 2月5日 天気能　（旧冬類火に遭った面々に下され物：田村孫太夫に御材木6寸角30本・野村盛安に金子20両など、日吉塩町?より出火・大火に及候付御家中の諸士御上屋敷江相詰ル）
1683年 3月4日 天和3年 2月6日 天気能
1683年 3月5日 天和3年 2月7日 天気能　（御国元へ今日御飛脚3人相立ル・道中13日振ニ申付候）
1683年 3月6日 天和3年 2月8日 天気能
1683年 3月7日 天和3年 2月9日 天気能
1683年 3月8日 天和3年 2月10日 天気能
1683年 3月9日 天和3年 2月11日 終日曇　（今朝御国元へ御飛脚両人相立ル・道中13日振ニ申付ル、正月3日三宅嶋で青森船（11人乗り）が破損・当月11日伊奈家の霊巌嶋江着岸）
1683年 3月10日 天和3年 2月12日 天気能　（御国元去月28日罷立候御飛脚両人今日酉ノ刻到着）
1683年 3月11日 天和3年 2月13日 　　（日記の保存なし・但し紙が続いており書き忘れたのか）
1683年 3月12日 天和3年 2月14日 雨降
1683年 3月13日 天和3年 2月15日 天気能
1683年 3月14日 天和3年 2月16日 天気能
1683年 3月15日 天和3年 2月17日 天気能
1683年 3月16日 天和3年 2月18日 天気能
1683年 3月17日 天和3年 2月19日 雨降
1683年 3月18日 天和3年 2月20日 天気能
1683年 3月19日 天和3年 2月21日 雨降　（今朝御国元へ御飛脚両人相立ル・道中13日振ニ申付ル）
1683年 3月20日 天和3年 2月22日 天気能　（今日御国元へ御飛脚両人相立ル・道中13日ふりニ申付ル）
1683年 3月21日 天和3年 2月23日 天気能
1683年 3月22日 天和3年 2月24日 天気能　未ノ中刻より大嵐　雪降
1683年 3月23日 天和3年 2月25日 天気能　少々風吹
1683年 3月24日 天和3年 2月26日 天気能　（御国元去る12日罷立候御飛脚両人今日申中刻到着）
1683年 3月25日 天和3年 2月27日 雨降　申ノ刻より夜中迄南風吹
1683年 3月26日 天和3年 2月28日 天気能
1683年 3月27日 天和3年 2月29日 天気能
1683年 3月28日 天和3年 3月1日 雨降　（今朝御国元へ御飛脚両人相立ル・道中13日振ニ申付ル）
1683年 3月29日 天和3年 3月2日 天気能　（御国元去月17日二罷立候御飛脚両人道中15日振ニ而今日午ノ刻到着）
1683年 3月30日 天和3年 3月3日 天気能
1683年 3月31日 天和3年 3月4日 雨降
1683年 4月1日 天和3年 3月5日 雨降
1683年 4月2日 天和3年 3月6日 天気能　（今朝御国元へ御飛脚両人相立ル・道中13日振ニ申付ル）
1683年 4月3日 天和3年 3月7日 曇
1683年 4月4日 天和3年 3月8日 天気能　（御国元去月27日二罷立候御飛脚両人今日未ノ刻到着）
1683年 4月5日 天和3年 3月9日 辰ノ刻少雨　追付晴
1683年 4月6日 天和3年 3月10日 小雨降
1683年 4月7日 天和3年 3月11日 小雨降　（御国元へ御飛脚両人相立ル・道中山形迄6日ニ参着候様ニ申付ル）
1683年 4月8日 天和3年 3月12日 雨降　（御道中迄飛脚両人相立ル）
1683年 4月9日 天和3年 3月13日 雨降
1683年 4月10日 天和3年 3月14日 曇　（御道中迄飛脚両人相立ル）
1683年 4月11日 天和3年 3月15日 曇　（去月26日罷立の関札役が今日未ノ下刻到着）
1683年 4月12日 天和3年 3月16日 曇
1683年 4月13日 天和3年 3月17日 雨降
1683年 4月14日 天和3年 3月18日 天気能
1683年 4月15日 天和3年 3月19日 雨降
1683年 4月16日 天和3年 3月20日 雨降　（去る7日御国元罷立候御飛脚両人今日午ノ刻到着・殿様御国元今月7日御機嫌能御発駕と申来る、（欠字）春宮・（欠字）中宮・（欠字）宣下……との記述あり）
1683年 4月17日 天和3年 3月21日 天気能　（御道中小山迄御飛脚1人相立ル）
1683年 4月18日 天和3年 3月22日 天気能　酉ノ刻より雨降
1683年 4月19日 天和3年 3月23日 雨降　（山形御寓17日二罷立候御飛脚両人今日未ノ中刻到着・白川御寓21日罷立候御飛脚申ノ中刻到着）
1683年 4月20日 天和3年 3月24日 雨降　（御道中草下（草加）御寓迄御飛脚1人相立ル、小山より昨日罷立候御飛脚両人今日酉ノ刻到着）
1683年 4月21日 天和3年 3月25日 天気能　（御国元よりの宿取到着）
1683年 4月22日 天和3年 3月26日 天気能　（殿様今朝草下（草加）御発駕・巳后刻江戸御着座、草下・千住に足軽2人ずつ・下谷車坂とくつ連橋（崩橋?）に御歩行2人づつを置き御着の儀注進申付ける、多数から献上?品）
1683年 4月23日 天和3年 3月27日 天気能　（御国元へ御飛脚両人相立ル・道中11日振ニ申付ル、去る15日御国元罷立候御飛脚今日到着）
1683年 4月24日 天和3年 3月28日 天気能
1683年 4月25日 天和3年 3月29日 天気能
1683年 4月26日 天和3年 3月30日 天気能
1683年 4月27日 天和3年 4月1日 天気能
1683年 4月28日 天和3年 4月2日 天気能　（御国元へ御飛脚両人相立・道中今日卯ノ刻より13日振ニ申付之）
1683年 4月29日 天和3年 4月3日 終日雨降
1683年 4月30日 天和3年 4月4日 天気能　未刻雷雨
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1683年 5月1日 天和3年 4月5日 天気能
1683年 5月2日 天和3年 4月6日 天気能
1683年 5月3日 天和3年 4月7日 天気能
1683年 5月4日 天和3年 4月8日 天気能
1683年 5月5日 天和3年 4月9日 天気能
1683年 5月6日 天和3年 4月10日 夜中少雨　辰之刻より天気能
1683年 5月7日 天和3年 4月11日 天気能　（今朝御国元江飛脚両人申付差下ス）
1683年 5月8日 天和3年 4月12日 天気能
1683年 5月9日 天和3年 4月13日 雨降
1683年 5月10日 天和3年 4月14日 風吹
1683年 5月11日 天和3年 4月15日 天気能　（当月4日御国元罷立候御飛脚道中12日ふりニ而未之中刻到着）
1683年 5月12日 天和3年 4月16日 天気能
1683年 5月13日 天和3年 4月17日 雨天　（幾利支丹（いろいろ書き方がある・後で検索に困るだろうから：切支丹）御改め証文差上げ候時分・内証承り候処6月末7月時分差出候様ニと申される由）
1683年 5月14日 天和3年 4月18日 天気能
1683年 5月15日 天和3年 4月19日 天気能
1683年 5月16日 天和3年 4月20日 天気能
1683年 5月17日 天和3年 4月21日 天気能
1683年 5月18日 天和3年 4月22日 終日曇
1683年 5月19日 天和3年 4月23日 　　（天気の記述なし）　
1683年 5月20日 天和3年 4月24日 雨天
1683年 5月21日 天和3年 4月25日 天気能
1683年 5月22日 天和3年 4月26日 天気能　（御国元江飛脚2人今日より道中12日ふりニ申付卯之下刻相立ル）
1683年 5月23日 天和3年 4月27日 天気能
1683年 5月24日 天和3年 4月28日 天気能　（午之刻御国元罷立候御飛脚両人去18日御国元罷立候由・道中12日振ニ而上着）
1683年 5月25日 天和3年 4月29日 　　（天気の記述なし）　
1683年 5月26日 天和3年 5月1日 雨降
1683年 5月27日 天和3年 5月2日 夜中雨降　辰下刻より晴
1683年 5月28日 天和3年 5月3日 雨天
1683年 5月29日 天和3年 5月4日 天気能　　　下から続く　　　御目付・御寄合・御手筒頭・御手廻組外・等々の役職の者たちが一同御礼：役職名を示すため）
1683年 5月30日 天和3年 5月5日 晴天　（御手廻頭・御用人・大目付・御籏奉行・御持鎗奉行・大組御足軽頭・江戸御足軽頭・諸手御足軽頭・御目付・御小姓組頭・御児小姓之頭・御中小姓・御歩行之頭・　　　上に続く
1683年 5月31日 天和3年 5月6日 天気能
1683年 6月1日 天和3年 5月7日 天気能
1683年 6月2日 天和3年 5月8日 天気能
1683年 6月3日 天和3年 5月9日 天気能
1683年 6月4日 天和3年 5月10日 雨降
1683年 6月5日 天和3年 5月11日 天気能
1683年 6月6日 天和3年 5月12日 晴天
1683年 6月7日 天和3年 5月13日 晴天
1683年 6月8日 天和3年 5月14日 天気能
1683年 6月9日 天和3年 5月15日 天気能　辰中刻地震
1683年 6月10日 天和3年 5月16日 天気能
1683年 6月11日 天和3年 5月17日 天気能
1683年 6月12日 天和3年 5月18日 天気能
1683年 6月13日 天和3年 5月19日 　　（天気の記述なし）　
1683年 6月14日 天和3年 5月20日 曇
1683年 6月15日 天和3年 5月21日 天気能
1683年 6月16日 天和3年 5月22日 天気能
1683年 6月17日 天和3年 5月23日 晴天　辰之中刻地震　（去11日御国元罷立候御飛脚3人道中12日振ニ仰付られ候得共最上（山形県でしょうね）之内に而大雨ニ遭申候而今日13日振ニ到着）
1683年 6月18日 天和3年 5月24日 天気能　地震卯中刻1度・巳后刻2度・未后刻2度
1683年 6月19日 天和3年 5月25日 雨天
1683年 6月20日 天和3年 5月26日 天気能
1683年 6月21日 天和3年 5月27日 天気能
1683年 6月22日 天和3年 5月28日 曇　巳ノ中刻より雨降
1683年 6月23日 天和3年 5月29日 天気能　（未后刻山鹿甚五左衛門様御出・御小座敷に於いて御対顔・御すいせん（水仙ではありません）御吸物上之・七つ半時御帰成され候）
1683年 6月24日 天和3年 5月30日 曇　巳刻より晴
1683年 6月25日 天和3年 閏5月1日 天気能　（去月25日土井能登守様御遠行）
1683年 6月26日 天和3年 閏5月2日 天気能　（尾張中納言様から津軽越中守殿への切紙：勝手甚だ不如意ニ付……贈答の儀相止めるようにする：弘前藩庁日記（江戸）の記事は藩主の食事と贈答のみの感あり）
1683年 6月27日 天和3年 閏5月3日 天気能　（主殿様御養子の御祝かな?、申ノ中刻御国許へ飛脚両人相立今日より道中11日振ニ申付候）
1683年 6月28日 天和3年 閏5月4日 天気能　（主殿様御養子の御祝儀差上げの覚え：沢山（50人くらい）あり）
1683年 6月29日 天和3年 閏5月5日 天気能　（上の続きのような物20件くらい）
1683年 6月30日 天和3年 閏5月6日 曇　辰中刻より雨降
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1683年 7月1日 天和3年 閏5月7日 天気能
1683年 7月2日 天和3年 閏5月8日 天気能　（先月20日深浦出船致し候御船1艘去5日ちやうし（銚子か）口江入候由申来ル・中川小隼人等を板久（潮来）に派遣を申渡ス）
1683年 7月3日 天和3年 閏5月9日 天気能　（主殿様那須遠江守様江御養子ニ仰せ付けられ……）
1683年 7月4日 天和3年 閏5月10日 天気能　戌下刻南風吹　地震　（13ページにわたる主殿様への祝儀あり）
1683年 7月5日 天和3年 閏5月11日 天気能
1683年 7月6日 天和3年 閏5月12日 曇
1683年 7月7日 天和3年 閏5月13日 天気能　未ノ刻より少し雨降
1683年 7月8日 天和3年 閏5月14日 天気能
1683年 7月9日 天和3年 閏5月15日 　　（天気の記述なし）
1683年 7月10日 天和3年 閏5月16日 天気能
1683年 7月11日 天和3年 閏5月17日 天気能
1683年 7月12日 天和3年 閏5月18日 天気能
1683年 7月13日 天和3年 閏5月19日 天気能
1683年 7月14日 天和3年 閏5月20日 天気能
1683年 7月15日 天和3年 閏5月21日 雷雨　（去9日御国元罷立候御飛脚3人?戌之刻参着也）
1683年 7月16日 天和3年 閏5月22日 天気能　（巳刻御国元江郷足軽警固と郷足軽合わせて3人飛脚申付差下ス・道中11日ふりニ申付之）
1683年 7月17日 天和3年 閏5月23日 雨降
1683年 7月18日 天和3年 閏5月24日 天気能
1683年 7月19日 天和3年 閏5月25日 天気能　（去13日御国元罷立候御飛脚両人道中13日振午之刻到着、去15日御国元罷立候御飛脚2人道中13日振未之中刻到着）
1683年 7月20日 天和3年 閏5月26日 天気能
1683年 7月21日 天和3年 閏5月27日 雨天　土用入　（日光御修復御手伝仰せ付けられる、御国元江御飛脚2人今日より道中11日ふりニ申付立之、日光御修復に関し御国元へ早飛脚遣される・明日より道中8日ふりニ申付ル）
1683年 7月22日 天和3年 閏5月28日 曇　未下刻少地震
1683年 7月23日 天和3年 閏5月29日 雨天　（若君様（5代将軍綱吉の男子か）昨28日酉下刻御逝去・御国元江飛脚両人今日より道中11日ふりニ申付相立ル、大坂へ急御用あり5日飛脚今日相立ル）
1683年 7月24日 天和3年 6月1日 　　（天気の記述なし）　（今朝御国元へ御飛脚両人相立ル・道中11日ふりニ申付ル)
1683年 7月25日 天和3年 6月2日 天気能
1683年 7月26日 天和3年 6月3日 天気能
1683年 7月27日 天和3年 6月4日 天気能
1683年 7月28日 天和3年 6月5日 天気能　（大阪の御払米御用に江戸御足軽3人今日差登ス）
1683年 7月29日 天和3年 6月6日 天気能
1683年 7月30日 天和3年 6月7日 天気能
1683年 7月31日 天和3年 6月8日 天気能　（御国元江御用帳?ニ付御飛脚道中8日振ニ相立ル）
1683年 8月1日 天和3年 6月9日 天気能
1683年 8月2日 天和3年 6月10日 天気能　（日光御普請場担当の総奉行津軽玄蕃等に申し渡す、御国元へ御飛脚郷足軽両人明日より8日ふりニ罷立（下着?）べき由申渡之）
1683年 8月3日 天和3年 6月11日 天気能
1683年 8月4日 天和3年 6月12日 天気能　（主殿様を那須資徳様に変更）
1683年 8月5日 天和3年 6月13日 天気能
1683年 8月6日 天和3年 6月14日 天気能　（今別石を御老中様方に上げたのかな?）
1683年 8月7日 天和3年 6月15日 天気能
1683年 8月8日 天和3年 6月16日 天気能
1683年 8月9日 天和3年 6月17日 天気能
1683年 8月10日 天和3年 6月18日 天気能　（去9日御国元罷立候御飛脚2人道中10日振今日到着、上方の小川某等から為替金300両到来・則大納戸江相渡之）
1683年 8月11日 天和3年 6月19日 天気能
1683年 8月12日 天和3年 6月20日 雨天
1683年 8月13日 天和3年 6月21日 雨天　（去11日御国元罷立候御飛脚2人道中11日振二而午之刻到着也）
1683年 8月14日 天和3年 6月22日 雨天
1683年 8月15日 天和3年 6月23日 雨天
1683年 8月16日 天和3年 6月24日 天気能
1683年 8月17日 天和3年 6月25日 天気能　（御国元今16日罷立候御飛脚2人申刻到着）
1683年 8月18日 天和3年 6月26日 天気能
1683年 8月19日 天和3年 6月27日 天気能　（去25日日光山洪水に付申之刻飛脚到着）
1683年 8月20日 天和3年 6月28日 天気能　（御国元へ御飛脚両人相立ル・今日より10日振ニ参着候様ニと申渡之）
1683年 8月21日 天和3年 6月29日 天気能
1683年 8月22日 天和3年 7月1日 天気能　未之刻地震
1683年 8月23日 天和3年 7月2日 晴天　（御国元去月22日罷立候御飛脚2人道中9日振今2日戌ノ刻到着）
1683年 8月24日 天和3年 7月3日 天気能
1683年 8月25日 天和3年 7月4日 天気能
1683年 8月26日 天和3年 7月5日 天気能
1683年 8月27日 天和3年 7月6日 天気能
1683年 8月28日 天和3年 7月7日 晴天
1683年 8月29日 天和3年 7月8日 雨天
1683年 8月30日 天和3年 7月9日 天気能
1683年 8月31日 天和3年 7月10日 天気能　（いつの間にか（那須）与一（翌日には与市）様になっている）
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1683年 9月1日 天和3年 7月11日 雨天　（那須与市様今日初御目見）
1683年 9月2日 天和3年 7月12日 天気能
1683年 9月3日 天和3年 7月13日 晴天　（御国元江御飛脚2人差下・今日より11日振参着候様に申渡・與一（与一）様御目見の件）
1683年 9月4日 天和3年 7月14日 　　（天気の記述なし）
1683年 9月5日 天和3年 7月15日 天気能
1683年 9月6日 天和3年 7月16日 　　（天気の記述なし）
1683年 9月7日 天和3年 7月17日 晴天
1683年 9月8日 天和3年 7月18日 天気能
1683年 9月9日 天和3年 7月19日 　　（天気の記述なし）
1683年 9月10日 天和3年 7月20日 晴天
1683年 9月11日 天和3年 7月21日 天気能
1683年 9月12日 天和3年 7月22日 小雨　（去13日御国元罷立候御飛脚2人道中9日振昨夜子之刻過到着也、御国元江御飛脚2人道中11日振ニ申付午之刻相立ル、去10日御国元罷立候御飛脚2人道中12日申之刻到着也）
1683年 9月13日 天和3年 7月23日 　　（天気の記述なし）
1683年 9月14日 天和3年 7月24日 天気能　（去22日御国元より罷登候御飛脚両人今日御国元江差下ス）
1683年 9月15日 天和3年 7月25日 天気能
1683年 9月16日 天和3年 7月26日 晴天
1683年 9月17日 天和3年 7月27日 天気能
1683年 9月18日 天和3年 7月28日 天気能　（高田検地の総奉行・本〆役等に白銀30枚等の褒美が出ている・作業した他の大名にもほぼ同様）
1683年 9月19日 天和3年 7月29日 天気能
1683年 9月20日 天和3年 7月30日 天気能
1683年 9月21日 天和3年 8月1日 天気能　（昨夜戌刻日光より飛脚到着・去29日御普請首尾能相済由）
1683年 9月22日 天和3年 8月2日 晴天
1683年 9月23日 天和3年 8月3日 雨天
1683年 9月24日 天和3年 8月4日 曇
1683年 9月25日 天和3年 8月5日 天気能
1683年 9月26日 天和3年 8月6日 雨天
1683年 9月27日 天和3年 8月7日 　　（天気の記述なし）
1683年 9月28日 天和3年 8月8日 雨天
1683年 9月29日 天和3年 8月9日 天気能
1683年 9月30日 天和3年 8月10日 　　（天気の記述なし）
1683年 10月1日 天和3年 8月11日 天気能　（去朔日御国元罷立候御飛脚2人道中11日振ニ戌之中刻到着）
1683年 10月2日 天和3年 8月12日 天気能
1683年 10月3日 天和3年 8月13日 天気能
1683年 10月4日 天和3年 8月14日 未之中刻小雨
1683年 10月5日 天和3年 8月15日 雨天
1683年 10月6日 天和3年 8月16日 曇　（御国元へ御飛脚両人明日より12日ふりニ申付）
1683年 10月7日 天和3年 8月17日 曇
1683年 10月8日 天和3年 8月18日 曇天
1683年 10月9日 天和3年 8月19日 天気能
1683年 10月10日 天和3年 8月20日 天気能
1683年 10月11日 天和3年 8月21日 天気能
1683年 10月12日 天和3年 8月22日 雨天
1683年 10月13日 天和3年 8月23日 雨天
1683年 10月14日 天和3年 8月24日 天気能
1683年 10月15日 天和3年 8月25日 天気能
1683年 10月16日 天和3年 8月26日 天気能
1683年 10月17日 天和3年 8月27日 天気能
1683年 10月18日 天和3年 8月28日 天気能
1683年 10月19日 天和3年 8月29日 天気能
1683年 10月20日 天和3年 9月1日 天気能　寅中刻地震
1683年 10月21日 天和3年 9月2日 雨天　但辰刻少地震　（日光より昨夜寅刻相立候2人寅刻過到着・去月29日日光大地震の由申し来る、御国元8月24日罷立候御飛脚両人戌中刻到着）
1683年 10月22日 天和3年 9月3日 雨天　（去月23日御国元罷立候御飛脚両人道中10日振申之中刻到着、昨日着いた日光からの飛脚に褒美の上戌の刻相立ル）
1683年 10月23日 天和3年 9月4日 天気能　（昨3日亥刻日光罷立候御飛脚今晩戌刻到着）
1683年 10月24日 天和3年 9月5日 天気能　（日光昨4日寅之刻罷立候御飛脚1人申之刻到着）
1683年 10月25日 天和3年 9月6日 少々雨天
1683年 10月26日 天和3年 9月7日 曇　（御国元へ御飛脚両人道中12日振ニ申付戌刻相立候、津軽靫負の中間が欠落・屋敷内で見つかり白山の御屋敷で斬罪）
1683年 10月27日 天和3年 9月8日 曇　（卯ノ刻御国元江御飛脚2人相立ル・12日ふりニ参着候様ニと申付）
1683年 10月28日 天和3年 9月9日 雨天
1683年 10月29日 天和3年 9月10日 晴天
1683年 10月30日 天和3年 9月11日 　　（天気の記述なし）
1683年 10月31日 天和3年 9月12日 天気好
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1683年 11月1日 天和3年 9月13日 雨天　（卯ノ刻日光江御発駕遊ばされる）
1683年 11月2日 天和3年 9月14日 天気能　但未刻過より雨降　（今晩津梁院で津軽左京（黒石藩二代）様御葬礼）
1683年 11月3日 天和3年 9月15日 雨天
1683年 11月4日 天和3年 9月16日 雨天
1683年 11月5日 天和3年 9月17日 曇
1683年 11月6日 天和3年 9月18日 晴天
1683年 11月7日 天和3年 9月19日 天気能　（去16日申之刻過日光御発駕・今日午之刻御帰館、津軽左京様御墓参の為津梁院へ・香奠白銀10枚）
1683年 11月8日 天和3年 9月20日 　　（天気の記述なし）
1683年 11月9日 天和3年 9月21日 雨天
1683年 11月10日 天和3年 9月22日 天気能
1683年 11月11日 天和3年 9月23日 天気能
1683年 11月12日 天和3年 9月24日 雨天
1683年 11月13日 天和3年 9月25日 天気能
1683年 11月14日 天和3年 9月26日 天気能
1683年 11月15日 天和3年 9月27日 天気能
1683年 11月16日 天和3年 9月28日 天気能
1683年 11月17日 天和3年 9月29日 天気能
1683年 11月18日 天和3年 9月30日 天気能
1683年 11月19日 天和3年 10月1日 天気能
1683年 11月20日 天和3年 10月2日 　　（天気の記述なし）　（今朝御国元江御飛脚両人道中今日より12日振り相立ル、日光29日之夜八ツ罷立候御飛脚1人今晩戌刻到着）
1683年 11月21日 天和3年 10月3日 天気能　（中川小隼人今朝御国元へ発足）
1683年 11月22日 天和3年 10月4日 天気能　（香奠（香典）の金額らしいもの：白銀1枚・金200疋・金300疋・金100疋・白銀2枚・銀1包（この単位は初見））
1683年 11月23日 天和3年 10月5日 天気能　（9月23日御国元罷立候御飛脚両人今酉ノ刻到着）
1683年 11月24日 天和3年 10月6日 天気能
1683年 11月25日 天和3年 10月7日 天気能
1683年 11月26日 天和3年 10月8日 天気能
1683年 11月27日 天和3年 10月9日 天気能
1683年 11月28日 天和3年 10月10日 天気能
1683年 11月29日 天和3年 10月11日 天気能　（江戸弘前間に中田御関所がある、このほか仙台御領・上ノ山御領・山形御領・新庄御領・秋田御領にも御関所があるのか?）
1683年 11月30日 天和3年 10月12日 天気能　（御国元去朔日罷立候御飛脚両人亥之刻到着）
1683年 12月1日 天和3年 10月13日 天気能
1683年 12月2日 天和3年 10月14日 天気能
1683年 12月3日 天和3年 10月15日 天気能
1683年 12月4日 天和3年 10月16日 天気能
1683年 12月5日 天和3年 10月17日 天気能　（御国元去ル6日申刻罷立候御飛脚2人今日未刻参着）
1683年 12月6日 天和3年 10月18日 天気能
1683年 12月7日 天和3年 10月19日 曇天
1683年 12月8日 天和3年 10月20日 天気能
1683年 12月9日 天和3年 10月21日 天気能　（幾里支丹（切支丹）御改の御証文を……）
1683年 12月10日 天和3年 10月22日 雨天　（日光御普請相済候ニ付日光去ル20日罷立候面々（数十人：福眞には計数不能・数えて行くと「組」という文字があり派遣した組の頭で行っていないのだ）今日参着）
1683年 12月11日 天和3年 10月23日 天気能　（御国元江御飛脚両人相立）
1683年 12月12日 天和3年 10月24日 天気能
1683年 12月13日 天和3年 10月25日 天気能
1683年 12月14日 天和3年 10月26日 天気能
1683年 12月15日 天和3年 10月27日 天気能
1683年 12月16日 天和3年 10月28日 天気能
1683年 12月17日 天和3年 10月29日 天気能
1683年 12月18日 天和3年 11月1日 天気能
1683年 12月19日 天和3年 11月2日 天気能
1683年 12月20日 天和3年 11月3日 天気能
1683年 12月21日 天和3年 11月4日 天気能
1683年 12月22日 天和3年 11月5日 天気能
1683年 12月23日 天和3年 11月6日 曇
1683年 12月24日 天和3年 11月7日 天気能
1683年 12月25日 天和3年 11月8日 曇天
1683年 12月26日 天和3年 11月9日 天気能
1683年 12月27日 天和3年 11月10日 天気能
1683年 12月28日 天和3年 11月11日 曇天
1683年 12月29日 天和3年 11月12日 天気能　（日光の遷宮等が済んだらしい・殿様御機嫌能御着）
1683年 12月30日 天和3年 11月13日 天気能
1683年 12月31日 天和3年 11月14日 天気能　（御国元江御飛脚両人卯之刻相立ル、日光普請場に詰めた面々に翌日から10日休息とする、誰かの3回忌法要で香奠金額の例：白銀5枚・鳥目1貫文・金子200疋・銭300文等）
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1684年 1月1日 天和3年 11月15日 晴天
1684年 1月2日 天和3年 11月16日 天気能
1684年 1月3日 天和3年 11月17日 天気能
1684年 1月4日 天和3年 11月18日 晴天
1684年 1月5日 天和3年 11月19日 天気能
1684年 1月6日 天和3年 11月20日 天気能
1684年 1月7日 天和3年 11月21日 天気能　戌刻寒入
1684年 1月8日 天和3年 11月22日 天気能　（久祥院様・柳川素案様に贈物をしている）
1684年 1月9日 天和3年 11月23日 天気能
1684年 1月10日 天和3年 11月24日 天気能
1684年 1月11日 天和3年 11月25日 天気能
1684年 1月12日 天和3年 11月26日 天気能
1684年 1月13日 天和3年 11月27日 天気能
1684年 1月14日 天和3年 11月28日 天気能　（御国元江之御飛脚両人未ノ上刻相立・翌日より道中13日振……）
1684年 1月15日 天和3年 11月29日 天気能
1684年 1月16日 天和3年 11月30日 天気能　（15種の菓子名（あるへいとう・かすていら・うゐろもち等）がある）
1684年 1月17日 天和3年 12月1日 天気能
1684年 1月18日 天和3年 12月2日 天気能　（日光御普請完了の御褒めと下され物（白銀30枚等）あり・他藩にも類似の措置がなされている）
1684年 1月19日 天和3年 12月3日 天気能
1684年 1月20日 天和3年 12月4日 天気能
1684年 1月21日 天和3年 12月5日 天気能
1684年 1月22日 天和3年 12月6日 天気能
1684年 1月23日 天和3年 12月7日 天気能
1684年 1月24日 天和3年 12月8日 天気能
1684年 1月25日 天和3年 12月9日 天気能
1684年 1月26日 天和3年 12月10日 天気能　（巳ノ刻御在所へ之御飛脚御足軽両人相立・今日より14日ふりニ申付ル）
1684年 1月27日 天和3年 12月11日 天気能
1684年 1月28日 天和3年 12月12日 天気能
1684年 1月29日 天和3年 12月13日 天気能　（掃除等の役人を指名している・中に御二階御掃除役人あり、御国元先月27日ニ罷立候御飛脚2人未刻到着）
1684年 1月30日 天和3年 12月14日 天気能　（去朔日御国元罷立候御飛脚3人酉之刻到着）
1684年 1月31日 天和3年 12月15日 天気能　（年末の贈り物で相手が様付の者：津軽宋女様・長寿院様・津軽伊織様・清徳院?様・津軽主計様)
1684年 2月1日 天和3年 12月16日 天気能
1684年 2月2日 天和3年 12月17日 天気能
1684年 2月3日 天和3年 12月18日 天気能
1684年 2月4日 天和3年 12月19日 天気能
1684年 2月5日 天和3年 12月20日 天気能
1684年 2月6日 天和3年 12月21日 天気能　節分
1684年 2月7日 天和3年 12月22日 天気能
1684年 2月8日 天和3年 12月23日 天気能　（人事異動）
1684年 2月9日 天和3年 12月24日 天気能　（人事異動）
1684年 2月10日 天和3年 12月25日 午刻より雪降　（去11日御国元罷立候御飛脚3人道中15日振ニ而申之中刻到着）
1684年 2月11日 天和3年 12月26日 天気能
1684年 2月12日 天和3年 12月27日 曇
1684年 2月13日 天和3年 12月28日 天気能
1684年 2月14日 天和3年 12月29日 天気能
1684年 2月15日 天和3年 12月30日 天気能
1684年 2月16日 天和4年 正月1日 天気能　（新年のお料理等あり、様付は若殿様・与一様・御隠居様・津軽宋女様・津軽伊織様まで）
1684年 2月17日 天和4年 正月2日 天気能　（山鹿甚左衛門様あり）
1684年 2月18日 天和4年 正月3日 天気能　（御国元へ年始之御飛脚両人明日より道中14日振二申付之、久祥院様江贈り物、今晩御謡初）
1684年 2月19日 天和4年 正月4日 天気能
1684年 2月20日 天和4年 正月5日 天気能
1684年 2月21日 天和4年 正月6日 晴天　（御国元極月晦日罷立候御飛脚2人申之后刻到着）
1684年 2月22日 天和4年 正月7日 　　（天気の記述なし）
1684年 2月23日 天和4年 正月8日 雨天
1684年 2月24日 天和4年 正月9日 天気能
1684年 2月25日 天和4年 正月10日 　　（天気の記述なし）
1684年 2月26日 天和4年 正月11日 天気能
1684年 2月27日 天和4年 正月12日 天気能
1684年 2月28日 天和4年 正月13日 天気能
1684年 2月29日 天和4年 正月14日 天気能
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1684年 3月1日 天和4年 正月15日 雨天
1684年 3月2日 天和4年 正月16日 天気能
1684年 3月3日 天和4年 正月17日 天気能　（去3日御国元罷立候年始之御飛脚3人道中15日振戌之刻参着）
1684年 3月4日 天和4年 正月18日 天気能
1684年 3月5日 天和4年 正月19日 曇
1684年 3月6日 天和4年 正月20日 天気能
1684年 3月7日 天和4年 正月21日 天気能
1684年 3月8日 天和4年 正月22日 天気能
1684年 3月9日 天和4年 正月23日 天気能
1684年 3月10日 天和4年 正月24日 天気能
1684年 3月11日 天和4年 正月25日 天気能
1684年 3月12日 天和4年 正月26日 雨天　但未刻より晴天
1684年 3月13日 天和4年 正月27日 雨天
1684年 3月14日 天和4年 正月28日 天気能　（（那須）遠江守様江与一様御出：まだ那須家で生活していない）
1684年 3月15日 天和4年 正月29日 天気能
1684年 3月16日 天和4年 2月1日 天気能
1684年 3月17日 天和4年 2月2日 　　（天気の記述なし）　（去月16日御国元罷立候御飛脚2人未之刻参着）
1684年 3月18日 天和4年 2月3日 天気能
1684年 3月19日 天和4年 2月4日 天気能
1684年 3月20日 天和4年 2月5日 天気能　（御国元へ御飛脚4人?道中12日振二申付巳ノ中川（刻?）相立）
1684年 3月21日 天和4年 2月6日 天気能
1684年 3月22日 天和4年 2月7日 天気能
1684年 3月23日 天和4年 2月8日 天気能
1684年 3月24日 天和4年 2月9日 天気能
1684年 3月25日 天和4年 2月10日 天気能
1684年 3月26日 天和4年 2月11日 雨天
1684年 3月27日 天和4年 2月12日 天気能
1684年 3月28日 天和4年 2月13日 天気能
1684年 3月29日 天和4年 2月14日 昨寅刻より午之刻過迄雪降　（去月29日御国元罷立候御飛脚2人道中15日振戌之刻過到着）
1684年 3月30日 天和4年 2月15日 天気能
1684年 3月31日 天和4年 2月16日 天気能　（後半の裏に文字が見える・どこかの部分が移ったのだろう・日記の書き方の一部を示しているはず）
1684年 4月1日 天和4年 2月17日 天気能
1684年 4月2日 天和4年 2月18日 雨天
1684年 4月3日 天和4年 2月19日 天気能
1684年 4月4日 天和4年 2月20日 天気能
1684年 4月5日 天和4年 2月21日 天気能
1684年 4月6日 天和4年 2月22日 小雨
1684年 4月7日 天和4年 2月23日 天気能　（（交代の先駆けとして）多数が御国元へ罷立）
1684年 4月8日 天和4年 2月24日 天気能
1684年 4月9日 天和4年 2月25日 天気能
1684年 4月10日 天和4年 2月26日 天気能
1684年 4月11日 天和4年 2月27日 天気能
1684年 4月12日 天和4年 2月28日 天気能　（年号を貞享と改元・今日殿中出仕之諸士江御老中様御烈座（列座?）ニ而仰渡されると申来ル・改元の日不明）
1684年 4月13日 天和4年 2月29日 天気能
1684年 4月14日 天和4年 　　2月30日天気能
1684年 4月15日 貞享元年 3月1日 曇　（御国元江御発駕12日と仰せ出される）
1684年 4月16日 貞享元年 3月2日 雨天　（御国元へ御飛脚両人明3日より道中11日ふりニ参着候様ニ申付相立ル）
1684年 4月17日 貞享元年 3月3日 雨天
1684年 4月18日 貞享元年 3月4日 雨天
1684年 4月19日 貞享元年 3月5日 雨天　（道中関札打今日相立ル）
1684年 4月20日 貞享元年 3月6日 天気能
1684年 4月21日 貞享元年 3月7日 天気能
1684年 4月22日 貞享元年 3月8日 天気能
1684年 4月23日 貞享元年 3月9日 天気能
1684年 4月24日 貞享元年 3月10日 雨天
1684年 4月25日 貞享元年 3月11日 天気能　　　下から続く　　　辰中刻相立てる・道中12日ふりニ申渡）
1684年 4月26日 貞享元年 3月12日 天気能　（辰后刻御発駕・見送り?若殿様・与一様・津軽宋女様・同伊織様・西尾小左衛門様、道中19日振ニて来ル晦日御城着之筈也・道中の宿等あり、御国元へ御飛脚　　　上に続く
1684年 4月27日 貞享元年 3月13日 晴天　（御発駕の御祝儀が町人から差上げられている）
1684年 4月28日 貞享元年 3月14日 天気能　（今日申中刻御道中迄御飛脚・町飛脚にて相立）
1684年 4月29日 貞享元年 3月15日 天気能
1684年 4月30日 貞享元年 3月16日 天気能
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1684年 5月1日 貞享元年 3月17日 天気能
1684年 5月2日 貞享元年 3月18日 小雨降　（8日夜に脇差を抜いた酔っ払いを通した辻番人2人を死罪・4人を江戸並びに津軽領追放とする）
1684年 5月3日 貞享元年 3月19日 天気能　（上の執行）
1684年 5月4日 貞享元年 3月20日 天気能
1684年 5月5日 貞享元年 3月21日 曇　（道中本宮より御飛脚両人未刻到着、御国元へ御飛脚両人道中12日振ニ申付午ノ刻相立）
1684年 5月6日 貞享元年 3月22日 天気能
1684年 5月7日 貞享元年 3月23日 天気能
1684年 5月8日 貞享元年 3月24日 天気能　（御国許へ御飛脚2人道中8日ふりニ申付午刻相立）
1684年 5月9日 貞享元年 3月25日 雨天
1684年 5月10日 貞享元年 3月26日 天気能
1684年 5月11日 貞享元年 3月27日 天気能
1684年 5月12日 貞享元年 3月28日 天気能
1684年 5月13日 貞享元年 3月29日 天気能
1684年 5月14日 貞享元年 3月30日 雨天
1684年 5月15日 貞享元年 4月1日 曇
1684年 5月16日 貞享元年 4月2日 天気能
1684年 5月17日 貞享元年 4月3日 天気能　（御国元へ御飛脚両人今日より道中11日振ニ申付申刻相立）
1684年 5月18日 貞享元年 4月4日 天気能
1684年 5月19日 貞享元年 4月5日 天気能
1684年 5月20日 貞享元年 4月6日 天気能　但未刻より雨降
1684年 5月21日 貞享元年 4月7日 曇
1684年 5月22日 貞享元年 4月8日 天気能
1684年 5月23日 貞享元年 4月9日 天気能
1684年 5月24日 貞享元年 4月10日 天気能
1684年 5月25日 貞享元年 4月11日 天気能
1684年 5月26日 貞享元年 4月12日 天気能　（今日卯ノ刻町飛脚を以って御国元江御用状遣ス・道中11日ふり申付……、御国元去朔日罷立候御飛脚両人未中刻到着・晦日御着城との事、去る5日未刻京都寺町通りより出火）
1684年 5月27日 貞享元年 4月13日 曇　（御国元去3日罷立候御飛脚両人申刻到着）
1684年 5月28日 貞享元年 4月14日 小雨降
1684年 5月29日 貞享元年 4月15日 天気能　（御国元去月29日罷立候足軽目付等12人が今日未刻到着（飛脚でない旅行はこんなもの））
1684年 5月30日 貞享元年 4月16日 天気能　（御国許江御飛脚両人今日より9日ふりニ参着致す様ニ申付け午刻相立ル）
1684年 5月31日 貞享元年 4月17日 天気能
1684年 6月1日 貞享元年 4月18日 天気能
1684年 6月2日 貞享元年 4月19日 天気能
1684年 6月3日 貞享元年 4月20日 雨降
1684年 6月4日 貞享元年 4月21日 雨天
1684年 6月5日 貞享元年 4月22日 曇　但未刻より雨降
1684年 6月6日 貞享元年 4月23日 曇
1684年 6月7日 貞享元年 4月24日 雨降
1684年 6月8日 貞享元年 4月25日 雨天　（御国元去12日罷立候御飛脚両人今日申刻到着）
1684年 6月9日 貞享元年 4月26日 曇
1684年 6月10日 貞享元年 4月27日 天気能
1684年 6月11日 貞享元年 4月28日 天気能　（去12日御国元罷立候御飛脚両人今日申刻到着）
1684年 6月12日 貞享元年 4月29日 天気能
1684年 6月13日 貞享元年 5月1日 天気能
1684年 6月14日 貞享元年 5月2日 曇　（御国元へ御飛脚3人今日より道中12日ふりニ参着致し候様ニ申付巳刻相立ル）
1684年 6月15日 貞享元年 5月3日 曇
1684年 6月16日 貞享元年 5月4日 天気能　（御国許去月22日罷立候御飛脚両人昨夜子刻到来）
1684年 6月17日 貞享元年 5月5日 曇　未下刻より雨降
1684年 6月18日 貞享元年 5月6日 曇
1684年 6月19日 貞享元年 5月7日 曇　（去月29日御国許罷立候御飛脚両人今日申中刻到着）
1684年 6月20日 貞享元年 5月8日 曇
1684年 6月21日 貞享元年 5月9日 雨天
1684年 6月22日 貞享元年 5月10日 小雨降
1684年 6月23日 貞享元年 5月11日 曇
1684年 6月24日 貞享元年 5月12日 雨降
1684年 6月25日 貞享元年 5月13日 天気能　（御国許へ御飛脚両人今日より道中10日振ニ参着致し候様ニと申付申刻過相立）
1684年 6月26日 貞享元年 5月14日 雨降
1684年 6月27日 貞享元年 5月15日 天気能　（御国許去4日二罷立候御飛脚両人申刻過到着）
1684年 6月28日 貞享元年 5月16日 天気能
1684年 6月29日 貞享元年 5月17日 曇
1684年 6月30日 貞享元年 5月18日 天気能
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1684年 7月1日 貞享元年 5月19日 天気好
1684年 7月2日 貞享元年 5月20日 天気能
1684年 7月3日 貞享元年 5月21日 天気能
1684年 7月4日 貞享元年 5月22日 天気好　（今日戌中刻御国元へ御飛脚両人相立候・道中10日ふりニ申付之）
1684年 7月5日 貞享元年 5月23日 天気能
1684年 7月6日 貞享元年 5月24日 天気好
1684年 7月7日 貞享元年 5月25日 天気能　（御国許去月15日二罷立候御飛脚両人今日申刻到着）
1684年 7月8日 貞享元年 5月26日 天気好
1684年 7月9日 貞享元年 5月27日 天気能
1684年 7月10日 貞享元年 5月28日 天気能
1684年 7月11日 貞享元年 5月29日 天気能　（御国許へ今日申刻御飛脚両人相立候・3人道中今日より9日振ニ申付候）
1684年 7月12日 貞享元年 5月30日 天気能
1684年 7月13日 貞享元年 6月1日 天気能
1684年 7月14日 貞享元年 6月2日 曇
1684年 7月15日 貞享元年 6月3日 天気能
1684年 7月16日 貞享元年 6月4日 曇
1684年 7月17日 貞享元年 6月5日 天気能
1684年 7月18日 貞享元年 6月6日 　　（日記の保存なし）
1684年 7月19日 貞享元年 6月7日 天気能
1684年 7月20日 貞享元年 6月8日 曇　土用ニ入
1684年 7月21日 貞享元年 6月9日 曇　（御国元より先月29日二罷立候御飛脚両人道中12日振ニ而今日未刻到着）
1684年 7月22日 貞享元年 6月10日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日道中8日振ニ申付卯刻相立）
1684年 7月23日 貞享元年 6月11日 昼より雨少降
1684年 7月24日 貞享元年 6月12日 天気能　（去4日御国罷立候御飛脚両人今日未刻過到着）
1684年 7月25日 貞享元年 6月13日 曇　（子刻御国元江御飛脚1人相立・道中7日振申付）
1684年 7月26日 貞享元年 6月14日 辰刻白雨降（白雨とは夕立?）
1684年 7月27日 貞享元年 6月15日 天気能
1684年 7月28日 貞享元年 6月16日 天気能
1684年 7月29日 貞享元年 6月17日 曇　（津軽靫負等が今月5日御国元罷立御朱印（状）持参で今日未之下刻到着）
1684年 7月30日 貞享元年 6月18日 時々夕立降（にわか雨ですな）　（今夜戌刻御国元江早飛脚立ル・3人に明19日より7日振ニ申付ル）
1684年 7月31日 貞享元年 6月19日 天気能
1684年 8月1日 貞享元年 6月20日 天気能
1684年 8月2日 貞享元年 6月21日 天気能
1684年 8月3日 貞享元年 6月22日 天気能
1684年 8月4日 貞享元年 6月23日 天気能　（御国元去12日罷立候御飛脚両人今日戌刻到着（うち1人が未刻到着?））
1684年 8月5日 貞享元年 6月24日 雨降　（御国元江御飛脚3人卯上刻相立・道中9日振ニ申付候）
1684年 8月6日 貞享元年 6月25日 雨降　（御国元当17日罷立候御飛脚2人未刻到着）
1684年 8月7日 貞享元年 6月26日 曇　時々夕立降　（御朱印入れ候箱・御料地御目録入れ箱の寸法等がある）
1684年 8月8日 貞享元年 6月27日 天気能
1684年 8月9日 貞享元年 6月28日 天気能
1684年 8月10日 貞享元年 6月29日 天気能　（御国元去17日二罷立候御飛脚2人未刻到着）
1684年 8月11日 貞享元年 7月1日 天気能　（与一様が毎日の様に那須遠江守様へ御出で・養子になるとはこんなこと?）
1684年 8月12日 貞享元年 7月2日 天気能　（御国元先月20日酉刻罷立今日午下刻到着の飛脚到着・栗原泰芸（流人の一人）死去の注進）
1684年 8月13日 貞享元年 7月3日 天気能
1684年 8月14日 貞享元年 7月4日 天気能　（泰芸の検死等について老中にお伺いしたところ検死者は派遣しないとのこと・死骸取り置き候寺と宗旨を仰せ上げるよう仰せ渡される）
1684年 8月15日 貞享元年 7月5日 天気能　（御国元へ申刻御飛脚2人相立候・道中9日ふりニ申付候）
1684年 8月16日 貞享元年 7月6日 天気能　但未刻より雷雨　（御国許先月26日罷立候御飛脚2人未刻到着、板久（潮来）江御国より御廻米着岸の由申来）
1684年 8月17日 貞享元年 7月7日 曇
1684年 8月18日 貞享元年 7月8日 天気能
1684年 8月19日 貞享元年 7月9日 天気能　申刻より雷雨
1684年 8月20日 貞享元年 7月10日 天気能
1684年 8月21日 貞享元年 7月11日 天気能
1684年 8月22日 貞享元年 7月12日 天気能
1684年 8月23日 貞享元年 7月13日 曇　（御国元へ御飛脚両人今日より道中12日振ニ申付酉ノ刻相立候）
1684年 8月24日 貞享元年 7月14日 天気能
1684年 8月25日 貞享元年 7月15日 雨天
1684年 8月26日 貞享元年 7月16日 小雨降　（御国許去4日罷立候御飛脚両人申刻到着）
1684年 8月27日 貞享元年 7月17日 晴天
1684年 8月28日 貞享元年 7月18日 晴天
1684年 8月29日 貞享元年 7月19日 天気能
1684年 8月30日 貞享元年 7月20日 小雨
1684年 8月31日 貞享元年 7月21日 曇　（御国去12日罷立候御飛脚両人申刻過到着）
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1684年 9月1日 貞享元年 7月22日 天気能
1684年 9月2日 貞享元年 7月23日 天気能
1684年 9月3日 貞享元年 7月24日 天気能　（御国許へ御飛脚3人今日より道中11日ふりニ申付卯刻相立）
1684年 9月4日 貞享元年 7月25日 天気能
1684年 9月5日 貞享元年 7月26日 天気能
1684年 9月6日 貞享元年 7月27日 曇
1684年 9月7日 貞享元年 7月28日 曇
1684年 9月8日 貞享元年 7月29日 小雨降　（去19日御国元罷立候御飛脚両人今日巳刻到着）
1684年 9月9日 貞享元年 7月30日 雨天
1684年 9月10日 貞享元年 8月1日 雨天
1684年 9月11日 貞享元年 8月2日 天気能
1684年 9月12日 貞享元年 8月3日 天気能
1684年 9月13日 貞享元年 8月4日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日より道中11日振申付未刻相立）
1684年 9月14日 貞享元年 8月5日 天気能
1684年 9月15日 貞享元年 8月6日 天気能
1684年 9月16日 貞享元年 8月7日 雨天
1684年 9月17日 貞享元年 8月8日 曇　（御国元先月28日罷立候御飛脚両人今日申刻到着）
1684年 9月18日 貞享元年 8月9日 天気能
1684年 9月19日 貞享元年 8月10日 曇
1684年 9月20日 貞享元年 8月11日 天気能
1684年 9月21日 貞享元年 8月12日 曇
1684年 9月22日 貞享元年 8月13日 天気能　午刻より雨ふる　（去5日御国元罷立候御飛脚3人今日未刻到着、柳川素庵様御煩……）
1684年 9月23日 貞享元年 8月14日 天気能　（御国元当月4日罷立候御足軽5人今日戌刻到着）
1684年 9月24日 貞享元年 8月15日 雨降　（今晩酉下刻御国元江御飛脚両人相立・明日より道中11日ふりニ申付候）
1684年 9月25日 貞享元年 8月16日 小雨降
1684年 9月26日 貞享元年 8月17日 天気能
1684年 9月27日 貞享元年 8月18日 曇
1684年 9月28日 貞享元年 8月19日 　　（天気の記述なし）
1684年 9月29日 貞享元年 8月20日 天気能　（御国去11日罷立候御足軽両人今日申下刻到着）
1684年 9月30日 貞享元年 8月21日 雨天
1684年 10月1日 貞享元年 8月22日 曇
1684年 10月2日 貞享元年 8月23日 雨天
1684年 10月3日 貞享元年 8月24日 天気能
1684年 10月4日 貞享元年 8月25日 曇
1684年 10月5日 貞享元年 8月26日 雨降
1684年 10月6日 貞享元年 8月27日 天気能
1684年 10月7日 貞享元年 8月28日 天気能　（今朝御城で堀田筑前守様稲葉石見守様が喧嘩・喧嘩に付在所江御飛脚両人明日より7日振ニ参着候様申付未刻過相立、堀田筑前守は深手御死去・酉中刻御飛脚3人立てる）
1684年 10月8日 貞享元年 8月29日 天気能
1684年 10月9日 貞享元年 9月1日 　　（天気の記述なし）
1684年 10月10日 貞享元年 9月2日 　　（天気の記述なし）
1684年 10月11日 貞享元年 9月3日 天気能　（御国元江御飛脚両人酉ノ中刻相立候・明日より道中8日ふりニ申付）
1684年 10月12日 貞享元年 9月4日 天気能　（去月24日御国元罷立候御飛脚両人今日申刻到着）
1684年 10月13日 貞享元年 9月5日 曇
1684年 10月14日 貞享元年 9月6日 天気能
1684年 10月15日 貞享元年 9月7日 天気能
1684年 10月16日 貞享元年 9月8日 晴天
1684年 10月17日 貞享元年 9月9日 天気能
1684年 10月18日 貞享元年 9月10日 天気能　（御国元江御用に付御飛脚2人相立之・今日より10日ぶり（振又はふりであり珍しい例）申付け候・御奉書差下す）
1684年 10月19日 貞享元年 9月11日 曇
1684年 10月20日 貞享元年 9月12日 雨天
1684年 10月21日 貞享元年 9月13日 小雨
1684年 10月22日 貞享元年 9月14日 天気能
1684年 10月23日 貞享元年 9月15日 天気能　（御国去3日同8日ニ罷立候御飛脚8人申ノ刻過到着）
1684年 10月24日 貞享元年 9月16日 天気能
1684年 10月25日 貞享元年 9月17日 天気能
1684年 10月26日 貞享元年 9月18日 曇
1684年 10月27日 貞享元年 9月19日 天気能
1684年 10月28日 貞享元年 9月20日 曇　（御国去9日罷立候御足軽6人酉ノ刻到着）
1684年 10月29日 貞享元年 9月21日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日より道中11日ふりに参着致様ニ申付未刻相立之）
1684年 10月30日 貞享元年 9月22日 天気能
1684年 10月31日 貞享元年 9月23日 曇
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1684年 11月1日 貞享元年 9月24日 天気能
1684年 11月2日 貞享元年 9月25日 天気能
1684年 11月3日 貞享元年 9月26日 小雨　（御国去17日罷立候御飛脚両人酉ノ刻過到着・吉里支丹御証文両通到来）
1684年 11月4日 貞享元年 9月27日 天気能
1684年 11月5日 貞享元年 9月28日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日より10日ぶりに参着致様ニ申付未ノ刻相立）
1684年 11月6日 貞享元年 9月29日 天気能
1684年 11月7日 貞享元年 10月1日 天気能　（御国去21日罷立候御飛脚両人今日申刻到着）
1684年 11月8日 貞享元年 10月2日 曇
1684年 11月9日 貞享元年 10月3日 曇
1684年 11月10日 貞享元年 10月4日 天気能
1684年 11月11日 貞享元年 10月5日 天気能　（御国去21日罷立候御飛脚両人今日未刻過到着）
1684年 11月12日 貞享元年 10月6日 曇　（御国江御飛脚両人道中10日ふりニ申付巳ノ刻相立之）
1684年 11月13日 貞享元年 10月7日 曇
1684年 11月14日 貞享元年 10月8日 曇
1684年 11月15日 貞享元年 10月9日 曇
1684年 11月16日 貞享元年 10月10日 曇
1684年 11月17日 貞享元年 10月11日 雨降
1684年 11月18日 貞享元年 10月12日 天気能　（御国元9月29夜四半時罷立候御飛脚今朝六半時到着、今晩申刻御国元江御飛脚両人相立・道中明日より11日振ニ申付候）
1684年 11月19日 貞享元年 10月13日 天気能
1684年 11月20日 貞享元年 10月14日 雨天
1684年 11月21日 貞享元年 10月15日 天気能
1684年 11月22日 貞享元年 10月16日 天気能　（柳川素庵様去る朔日御死去・御注進使者笠原八郎兵衛が2日御国元罷立今日巳下刻到着）
1684年 11月23日 貞享元年 10月17日 曇
1684年 11月24日 貞享元年 10月18日 天気能
1684年 11月25日 貞享元年 10月19日 天気能　（塩詰にしてある柳川素庵を軽キ検使遣らるとの事?・御在所へ御飛脚3人道中9日振ニ申付申刻相立）
1684年 11月26日 貞享元年 10月20日 天気能
1684年 11月27日 貞享元年 10月21日 天気能　（御国元去9日罷立候御飛脚両人今日戌刻到着）
1684年 11月28日 貞享元年 10月22日 天気能　（検使の御徒歩目付達が笠原八郎兵衛等と同道することとする、御国元去12日罷立候御飛脚両人今夜亥之上刻到着）
1684年 11月29日 貞享元年 10月23日 天気能　（検使の御徒歩目付2人が笠原八郎兵衛と同道・卯刻御国へ発足）
1684年 11月30日 貞享元年 10月24日 天気能
1684年 12月1日 貞享元年 10月25日 天気能
1684年 12月2日 貞享元年 10月26日 雨天　卯刻雷
1684年 12月3日 貞享元年 10月27日 天気能
1684年 12月4日 貞享元年 10月28日 天気能
1684年 12月5日 貞享元年 10月29日 天気能
1684年 12月6日 貞享元年 10月30日 天気能
1684年 12月7日 貞享元年 11月1日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日より道中10日振ニ申付巳之刻過相立候）
1684年 12月8日 貞享元年 11月2日 天気能
1684年 12月9日 貞享元年 11月3日 天気能
1684年 12月10日 貞享元年 11月4日 天気能
1684年 12月11日 貞享元年 11月5日 天気能
1684年 12月12日 貞享元年 11月6日 天気能
1684年 12月13日 貞享元年 11月7日 天気能
1684年 12月14日 貞享元年 11月8日 雨降
1684年 12月15日 貞享元年 11月9日 天気能
1684年 12月16日 貞享元年 11月10日 天気能　（去月28日御国元罷立候御飛脚両人今日申下刻到着）
1684年 12月17日 貞享元年 11月11日 天気能
1684年 12月18日 貞享元年 11月12日 天気能
1684年 12月19日 貞享元年 11月13日 天気能
1684年 12月20日 貞享元年 11月14日 天気能　（御国元へ今日午之刻御飛脚3人相立之・道中11日ふりニ申付之）
1684年 12月21日 貞享元年 11月15日 天気能
1684年 12月22日 貞享元年 11月16日 天気能
1684年 12月23日 貞享元年 11月17日 天気能　（御国去5日罷立候御飛脚両人今日申中刻到着之）
1684年 12月24日 貞享元年 11月18日 天気能
1684年 12月25日 貞享元年 11月19日 天気能　（明後21日五半時領地の御判物・御朱印下されるので名代を出せとの連絡あり）
1684年 12月26日 貞享元年 11月20日 天気能
1684年 12月27日 貞享元年 11月21日 天気能　（今朝六つ半時若殿様が那須遠江守と同道して登城御朱印御頂戴）
1684年 12月28日 貞享元年 11月22日 天気能　（御国元江御飛脚両人今朝巳之刻相立・道中12日振ニ申付之）
1684年 12月29日 貞享元年 11月23日 天気能　（御朱印が発足）
1684年 12月30日 貞享元年 11月24日 天気能　（去12日之御国より御飛脚両人今日辰刻到着）
1684年 12月31日 貞享元年 11月25日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日より道中10日振ニ申付之・卯刻相立之）
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1685年 1月1日 貞享元年 11月26日 天気能
1685年 1月2日 貞享元年 11月27日 天気能　（御国元去15日罷立候御飛脚両人今日戌刻着・検使之御徒歩目付衆が去14日二御国発足の由）
1685年 1月3日 貞享元年 11月28日 天気能
1685年 1月4日 貞享元年 11月29日 天気能
1685年 1月5日 貞享元年 12月1日 天気能
1685年 1月6日 貞享元年 12月2日 天気能
1685年 1月7日 貞享元年 12月3日 天気能　古歴寒ニ入（貞享から新しいこ暦が使われたか・その後だと国の定めと異なるので謀反だな）
1685年 1月8日 貞享元年 12月4日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日酉刻より道中13日振ニ申付相立候）
1685年 1月9日 貞享元年 12月5日 天気能
1685年 1月10日 貞享元年 12月6日 天気能
1685年 1月11日 貞享元年 12月7日 天気能
1685年 1月12日 貞享元年 12月8日 天気能
1685年 1月13日 貞享元年 12月9日 晴天　（御国へ御飛脚両人相立道中12日ふりニ申付卯刻発足）
1685年 1月14日 貞享元年 12月10日 曇
1685年 1月15日 貞享元年 12月11日 天気能　（御国許へ御飛脚両人今日より道中12日ふりニ参着いたす之様申付申刻相立）
1685年 1月16日 貞享元年 12月12日 天気能　（御国へ御飛脚1人午下刻相立・昨日の飛脚の者に追付き一所ニ罷下候様ニと申付之）
1685年 1月17日 貞享元年 12月13日 天気能
1685年 1月18日 貞享元年 12月14日 天気能　（御国許去29日罷立候御飛脚両人今日戌刻到着）
1685年 1月19日 貞享元年 12月15日 天気能
1685年 1月20日 貞享元年 12月16日 天気能
1685年 1月21日 貞享元年 12月17日 天気能
1685年 1月22日 貞享元年 12月18日 天気能
1685年 1月23日 貞享元年 12月19日 天気能
1685年 1月24日 貞享元年 12月20日 天気能
1685年 1月25日 貞享元年 12月21日 天気能
1685年 1月26日 貞享元年 12月22日 天気能
1685年 1月27日 貞享元年 12月23日 天気能
1685年 1月28日 貞享元年 12月24日 天気能　（御国去7日罷立候御飛脚両人今日戌刻到着）
1685年 1月29日 貞享元年 12月25日 天気能　（若殿様に官位?）
1685年 1月30日 貞享元年 12月26日 雪降　（今日午上刻御国元江御飛脚相立之・御足軽3人道中13日ふりニ申付候、若殿様御官位御祝儀差上げの覚：30件くらいあり）
1685年 1月31日 貞享元年 12月27日 天気能
1685年 2月1日 貞享元年 12月28日 天気能
1685年 2月2日 貞享元年 12月29日 天気能
1685年 2月3日 貞享元年 12月30日 天気能　節分　（御国元去ル16日罷立候御飛脚今夜酉下刻到着）
1685年 2月4日 貞享2年 正月1日 雪降　巳刻晴　立春　今年より暦改マル
1685年 2月5日 貞享2年 正月2日 天気能
1685年 2月6日 貞享2年 正月3日 天気能
1685年 2月7日 貞享2年 正月4日 天気能
1685年 2月8日 貞享2年 正月5日 天気能
1685年 2月9日 貞享2年 正月6日 天気能
1685年 2月10日 貞享2年 正月7日 天気能
1685年 2月11日 貞享2年 正月8日 天気能
1685年 2月12日 貞享2年 正月9日 天気能　（今夜戌下刻御国元へ御飛脚両人相立候・道中明10日より12日振ニ申付候）
1685年 2月13日 貞享2年 正月10日 天気能
1685年 2月14日 貞享2年 正月11日 天気能
1685年 2月15日 貞享2年 正月12日 卯后刻より雪降　辰下刻より快晴　（酉刻御在所より飛脚到着・旧臘23日御国元罷立之由、子刻御在所江飛脚3人相立・道中12日ふりニ申付）
1685年 2月16日 貞享2年 正月13日 天気能
1685年 2月17日 貞享2年 正月14日 天気能
1685年 2月18日 貞享2年 正月15日 天気能
1685年 2月19日 貞享2年 正月16日 天気能　（戌刻御在所へ御飛脚両人相立候・道中明17日より12日ふり申付候、御国去ル2日罷立候御飛脚今日申下刻到着）
1685年 2月20日 貞享2年 正月17日 曇　未中刻より雨降　同下刻より雪降
1685年 2月21日 貞享2年 正月18日 天気能
1685年 2月22日 貞享2年 正月19日 天気能
1685年 2月23日 貞享2年 正月20日 天気能
1685年 2月24日 貞享2年 正月21日 天気能　（今朝卯刻御国許へ御飛脚両人相立道中明13日ふりニ申付候）
1685年 2月25日 貞享2年 正月22日 天気能
1685年 2月26日 貞享2年 正月23日 曇　（御国元去9日罷立候御飛脚両人今日酉中刻到着）
1685年 2月27日 貞享2年 正月24日 曇
1685年 2月28日 貞享2年 正月25日 晴天　（御国へ御飛脚両人相立道中12日ふりニ申付卯刻発足）
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1685年 3月1日 貞享2年 正月26日 天気能
1685年 3月2日 貞享2年 正月27日 天気能
1685年 3月3日 貞享2年 正月28日 天気能
1685年 3月4日 貞享2年 正月29日 天気能　（御国元去13日罷立候御飛脚両人今日酉中刻到着）
1685年 3月5日 貞享2年 2月1日 天気能
1685年 3月6日 貞享2年 2月2日 曇　（御国元去月19日罷立候御飛脚両人今日辰刻到着）
1685年 3月7日 貞享2年 2月3日 雪降
1685年 3月8日 貞享2年 2月4日 天気能
1685年 3月9日 貞享2年 2月5日 曇　（御国元去23日罷立候御飛脚両人今日酉ノ中刻到着）
1685年 3月10日 貞享2年 2月6日 曇
1685年 3月11日 貞享2年 2月7日 天気能
1685年 3月12日 貞享2年 2月8日 雪降　巳刻地震
1685年 3月13日 貞享2年 2月9日 曇
1685年 3月14日 貞享2年 2月10日 雪降
1685年 3月15日 貞享2年 2月11日 天気能
1685年 3月16日 貞享2年 2月12日 天気能　（御国元去月19日罷立候御飛脚両人今日未下刻到着）
1685年 3月17日 貞享2年 2月13日 天気能
1685年 3月18日 貞享2年 2月14日 雨降
1685年 3月19日 貞享2年 2月15日 天気能
1685年 3月20日 貞享2年 2月16日 天気能　（御国へ今日酉刻御飛脚3人相立候・道中明17日より12日振ニ申付候）
1685年 3月21日 貞享2年 2月17日 雨降
1685年 3月22日 貞享2年 2月18日 曇
1685年 3月23日 貞享2年 2月19日 天気能
1685年 3月24日 貞享2年 2月20日 天気能
1685年 3月25日 貞享2年 2月21日 天気能
1685年 3月26日 貞享2年 2月22日 曇　（御国元去9日罷立候御飛脚両人今日申刻到着）
1685年 3月27日 貞享2年 2月23日 曇
1685年 3月28日 貞享2年 2月24日 小雨降　（御国本江御飛脚3人申后刻相立候・道中9日振ニ申付候）
1685年 3月29日 貞享2年 2月25日 天気能
1685年 3月30日 貞享2年 2月26日 曇
1685年 3月31日 貞享2年 2月27日 少し雪降
1685年 4月1日 貞享2年 2月28日 天気能
1685年 4月2日 貞享2年 2月29日 天気能　（今日申刻御国へ御飛脚3人相立候・明晦日より道中8日振ニ申付候）
1685年 4月3日 貞享2年 　　2月30日雨降
1685年 4月4日 貞享2年 3月1日 曇
1685年 4月5日 貞享2年 3月2日 小雨降
1685年 4月6日 貞享2年 3月3日 天気能
1685年 4月7日 貞享2年 3月4日 天気能
1685年 4月8日 貞享2年 3月5日 雨降　巳后刻晴　（今日戌刻御国より飛脚到着・是は去月20日御国罷立候由）
1685年 4月9日 貞享2年 3月6日 曇
1685年 4月10日 貞享2年 3月7日 曇
1685年 4月11日 貞享2年 3月8日 雨降
1685年 4月12日 貞享2年 3月9日 雨降
1685年 4月13日 貞享2年 3月10日 天気能
1685年 4月14日 貞享2年 3月11日 天気能
1685年 4月15日 貞享2年 3月12日 天気能
1685年 4月16日 貞享2年 3月13日 天気能
1685年 4月17日 貞享2年 3月14日 天気能　（御国元去ル5日罷立候御飛脚両人今日申刻到着）
1685年 4月18日 貞享2年 3月15日 曇
1685年 4月19日 貞享2年 3月16日 雨降
1685年 4月20日 貞享2年 3月17日 天気能
1685年 4月21日 貞享2年 3月18日 天気能
1685年 4月22日 貞享2年 3月19日 曇　（御国元去ル11日罷立候御飛脚両人酉刻過到着）
1685年 4月23日 貞享2年 3月20日 天気能　（森岡主膳・牧只右衛門到着）
1685年 4月24日 貞享2年 3月21日 天気能
1685年 4月25日 貞享2年 3月22日 天気能　（巳下刻御国元江御飛脚両人相立之・道中9日ふりニ申付候）
1685年 4月26日 貞享2年 3月23日 天気能
1685年 4月27日 貞享2年 3月24日 曇　巳刻雨ふり
1685年 4月28日 貞享2年 3月25日 雨天
1685年 4月29日 貞享2年 3月26日 天気能　（森岡主膳・牧只右衛門国元へ発足）
1685年 4月30日 貞享2年 3月27日 天気能　（御国元去16日罷立候御飛脚今日酉刻過到着）
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1685年 5月1日 貞享2年 3月28日 天気能
1685年 5月2日 貞享2年 3月29日 天気能
1685年 5月3日 貞享2年 4月1日 天気能
1685年 5月4日 貞享2年 4月2日 天気能
1685年 5月5日 貞享2年 4月3日 天気能
1685年 5月6日 貞享2年 4月4日 天気能
1685年 5月7日 貞享2年 4月5日 雨降　（御国元去月23日罷立候御飛脚両人今日巳ノ中刻過到着）
1685年 5月8日 貞享2年 4月6日 天気能　（若殿様が登城・御能見物御料理召しあがられる）
1685年 5月9日 貞享2年 4月7日 天気能
1685年 5月10日 貞享2年 4月8日 天気能
1685年 5月11日 貞享2年 4月9日 天気能
1685年 5月12日 貞享2年 4月10日 天気能　（御在所江辰上刻御飛脚両人今日より道中10日振ニ申付け相立候）
1685年 5月13日 貞享2年 4月11日 天気能
1685年 5月14日 貞享2年 4月12日 天気能
1685年 5月15日 貞享2年 4月13日 天気能
1685年 5月16日 貞享2年 4月14日 天気能
1685年 5月17日 貞享2年 4月15日 雨降巳刻晴　（今朝御国元江辰上刻御飛脚両人相立候・道中9日振ニ申付候）
1685年 5月18日 貞享2年 4月16日 曇
1685年 5月19日 貞享2年 4月17日 天気能　（御国元江町飛脚両人今朝相立候・道中9日振ニ申付候）
1685年 5月20日 貞享2年 4月18日 天気能　（御国去8日二罷立候御飛脚両人今夜子刻到着）
1685年 5月21日 貞享2年 4月19日 曇
1685年 5月22日 貞享2年 4月20日 天気能
1685年 5月23日 貞享2年 4月21日 天気能　（御国元江今晩酉中刻御飛脚両人相立候・道中明22日より9日振ニ申付候）
1685年 5月24日 貞享2年 4月22日 曇
1685年 5月25日 貞享2年 4月23日 雨降
1685年 5月26日 貞享2年 4月24日 天気能
1685年 5月27日 貞享2年 4月25日 天気能　（御国元去15日罷立候生蕨今日丑之下刻到着：生の蕨を送れるものかね・何らかの工作があったかもしれないが不明）
1685年 5月28日 貞享2年 4月26日 天気能　（昨日到着の生蕨を方々に配っている、御国元去17日罷立候御飛脚両人今日申ノ中刻到着）
1685年 5月29日 貞享2年 4月27日 天気能
1685年 5月30日 貞享2年 4月28日 天気能
1685年 5月31日 貞享2年 4月29日 天気能
1685年 6月1日 貞享2年 4月30日 曇
1685年 6月2日 貞享2年 5月1日 　　（天気の記述なし）　（今朝卯刻御国元江御飛脚両人並びに警固1人御足軽1人差下・道中9日振ニ申付候）
1685年 6月3日 貞享2年 5月2日 天気能
1685年 6月4日 貞享2年 5月3日 曇
1685年 6月5日 貞享2年 5月4日 天気能
1685年 6月6日 貞享2年 5月5日 天気能　（申之后刻御国元江御飛脚両人相立之、町人沢山から端午の節句の御祝儀を貰っている）
1685年 6月7日 貞享2年 5月6日 天気能
1685年 6月8日 貞享2年 5月7日 天気能
1685年 6月9日 貞享2年 5月8日 　　（天気の記述なし）
1685年 6月10日 貞享2年 5月9日 曇
1685年 6月11日 貞享2年 5月10日 雨降
1685年 6月12日 貞享2年 5月11日 雨降　（御道中山形迄御飛脚1人相立之）
1685年 6月13日 貞享2年 5月12日 　　（天気の記述なし）
1685年 6月14日 貞享2年 5月13日 曇
1685年 6月15日 貞享2年 5月14日 小雨降　（塩沢某が去る6日より傷寒相煩候処今日未刻相果・死骸見分のため御歩行目付と表右筆罷越）
1685年 6月16日 貞享2年 5月15日 曇　（与一様が那須遠江守様江御出：養子になって永いのにまだ津軽家に居る!）
1685年 6月17日 貞享2年 5月16日 天気能　（去月晦日御国元を出た関札役等沢山が到着、御国去6日罷立候御飛脚両人今日未刻過到着）
1685年 6月18日 貞享2年 5月17日 天気能
1685年 6月19日 貞享2年 5月18日 天気能
1685年 6月20日 貞享2年 5月19日 天気能　（御道中白川(白河)迄御飛脚1人未下刻相立之）
1685年 6月21日 貞享2年 5月20日 天気能　（御国去10日二罷立候御飛脚両人今日未刻過到着）
1685年 6月22日 貞享2年 5月21日 曇
1685年 6月23日 貞享2年 5月22日 天気能　（御道中宇都宮迄竹子(筍)5本・茄子20・白瓜5・佐倉蒟蒻10・くわへ(くわい?)30御飛脚御飛脚1人午中刻差遣之）
1685年 6月24日 貞享2年 5月23日 天気能　子刻地震　(去19日山形罷立候御飛脚今日申上刻到着、今晩酉ノ上刻御道中迄御飛脚両人相立之、御宿札打4人今夜子中刻御国より到着）
1685年 6月25日 貞享2年 5月24日 天気能　(御道中迄御飛脚1人午中刻相立之、御道中白川（白河）より之御飛脚両人丑之刻到着）
1685年 6月26日 貞享2年 5月25日 天気能　巳中刻地震　（御道中幸手迄御飛脚1人差遣之、御道中迄申中刻御飛脚1人相立候、宇都宮昨晩罷立候御飛脚両人今晩戌上刻到着）
1685年 6月27日 貞享2年 5月26日 天気能　（幸手より御飛脚両人午中刻到着、御注進の為千住・下谷・崩橋に足軽を置く、殿様今朝幸手御発駕・未中刻御着座、若殿様・与一様・宋女様・伊織様・道三様・小左衛門様が御出）
1685年 6月28日 貞享2年 5月27日 天気能　申刻白雨　（午后刻御国元へ御飛脚両人相立候・道中11日ふりニ申付候）
1685年 6月29日 貞享2年 5月28日 天気能
1685年 6月30日 貞享2年 5月29日 天気能　（涼松院様（現殿様の正室）御13回忌に付津梁院江相詰める、御家中よりの香奠：金200疋・金100疋・鳥目100疋・銀1包・銭1包・鳥目20疋等あり）
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1685年 7月1日 貞享2年 5月30日 曇　（午下刻御国元へ御飛脚4人今日より道中12日ふりニ申付相立之）
1685年 7月2日 貞享2年 6月1日 小雨降　巳刻より晴　（午刻水せん（水仙ではない）御吸物御肴2種上之）
1685年 7月3日 貞享2年 6月2日 未之刻より雨天
1685年 7月4日 貞享2年 6月3日 天気能
1685年 7月5日 貞享2年 6月4日 天気能　（参勤の御礼に若殿様・津軽宋女様御同道で辰の刻登城）
1685年 7月6日 貞享2年 6月5日 天気能　（去月25日御国元罷立候御飛脚両人道中11日振未刻到着）
1685年 7月7日 貞享2年 6月6日 天気能　（御夜食に水せん（水仙ではない）御ひやめし等あり：水せんが普通に食事に出ている）
1685年 7月8日 貞享2年 6月7日 天気能
1685年 7月9日 貞享2年 6月8日 天気能
1685年 7月10日 貞享2年 6月9日 天気能　未刻地震
1685年 7月11日 貞享2年 6月10日 天気能
1685年 7月12日 貞享2年 6月11日 天気能
1685年 7月13日 貞享2年 6月12日 天気能
1685年 7月14日 貞享2年 6月13日 天気能
1685年 7月15日 貞享2年 6月14日 天気好
1685年 7月16日 貞享2年 6月15日 天気能　（御国より漬け蕨4樽・海栗(ウニ)塩辛1升5合等が届いている）
1685年 7月17日 貞享2年 6月16日 天気能
1685年 7月18日 貞享2年 6月17日 晴天　土用ニ入
1685年 7月19日 貞享2年 6月18日 天気能
1685年 7月20日 貞享2年 6月19日 天気能
1685年 7月21日 貞享2年 6月20日 天気能
1685年 7月22日 貞享2年 6月21日 天気能　(御在所江之御飛脚両人道中明22日より11日振ニ申付相立ル、鎌田某が雑言の御駕頭を討之）
1685年 7月23日 貞享2年 6月22日 亥刻過雨降
1685年 7月24日 貞享2年 6月23日 　　（天気の記述なし）
1685年 7月25日 貞享2年 6月24日 天気能
1685年 7月26日 貞享2年 6月25日 天気好　（今日御在所へ之御飛脚2人道中11日ふりニ申付卯刻相立）
1685年 7月27日 貞享2年 6月26日 天気能
1685年 7月28日 貞享2年 6月27日 天気能
1685年 7月29日 貞享2年 6月28日 天気能
1685年 7月30日 貞享2年 6月29日 天気能
1685年 7月31日 貞享2年 7月1日 天気能　（去月19日御在所相立候御飛脚3人道中12日振ニ而今日未之中刻到着）
1685年 8月1日 貞享2年 7月2日 天気能
1685年 8月2日 貞享2年 7月3日 天気能
1685年 8月3日 貞享2年 7月4日 雨降
1685年 8月4日 貞享2年 7月5日 小雨　辰之刻より晴
1685年 8月5日 貞享2年 7月6日 午ノ刻前少々雨天
1685年 8月6日 貞享2年 7月7日 晴天
1685年 8月7日 貞享2年 7月8日 天気能　（中間2人が猫2匹捕えたとしてご褒美青銅500文宛下し置かれる）
1685年 8月8日 貞享2年 7月9日 天気能
1685年 8月9日 貞享2年 7月10日 天気能
1685年 8月10日 貞享2年 7月11日 天気能　（若殿様御縁組）
1685年 8月11日 貞享2年 7月12日 　　（天気の記述なし）
1685年 8月12日 貞享2年 7月13日 天気能　（今晩津軽江飛脚3人相立ル・道中明14日より12日振と申付之）
1685年 8月13日 貞享2年 7月14日 晴天
1685年 8月14日 貞享2年 7月15日 天気能　（去4日御在所相立候御飛脚両人道中12日振ニ而今日巳中刻到着、また猫をとらえた家中の家来に褒美青銅500文宛）
1685年 8月15日 貞享2年 7月16日 天気能
1685年 8月16日 貞享2年 7月17日 天気能　（江戸詰時に増俸とする：足軽目付45俵3人扶持に5俵加え・御国の1人扶持は2人扶持とする）
1685年 8月17日 貞享2年 7月18日 天気能　（銚子口まで御手船4艘入津（1000石・1000石・700石・700石）
1685年 8月18日 貞享2年 7月19日 天気能
1685年 8月19日 貞享2年 7月20日 　　（天気の記述なし）
1685年 8月20日 貞享2年 7月21日 天気能
1685年 8月21日 貞享2年 7月22日 天気能
1685年 8月22日 貞享2年 7月23日 天気能
1685年 8月23日 貞享2年 7月24日 天気能
1685年 8月24日 貞享2年 7月25日 天気能
1685年 8月25日 貞享2年 7月26日 天気能
1685年 8月26日 貞享2年 7月27日 天気能
1685年 8月27日 貞享2年 7月28日 天気能
1685年 8月28日 貞享2年 7月29日 申刻ヨリ雨降
1685年 8月29日 貞享2年 7月30日 天気能
1685年 8月30日 貞享2年 8月1日 天気能
1685年 8月31日 貞享2年 8月2日 小雨　曇
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1685年 9月1日 貞享2年 8月3日 天気能　（去月23日御国許罷立候御飛脚3人道中11日振ニ今日未下刻到着）
1685年 9月2日 貞享2年 8月4日 天気能
1685年 9月3日 貞享2年 8月5日 天気能
1685年 9月4日 貞享2年 8月6日 晴天
1685年 9月5日 貞享2年 8月7日 晴天
1685年 9月6日 貞享2年 8月8日 天気能
1685年 9月7日 貞享2年 8月9日 小雨
1685年 9月8日 貞享2年 8月10日 天気能
1685年 9月9日 貞享2年 8月11日 少々雨降
1685年 9月10日 貞享2年 8月12日 雨天
1685年 9月11日 貞享2年 8月13日 天気能
1685年 9月12日 貞享2年 8月14日 天気能
1685年 9月13日 貞享2年 8月15日 曇
1685年 9月14日 貞享2年 8月16日 天気能
1685年 9月15日 貞享2年 8月17日 雨天　（御在所江之御飛脚足軽3人申付道中明18日より11日振参着候様ニ申付今日申之刻相立之、谷七左衛門が高6尺計（ばかり）之梨木1本差上之）
1685年 9月16日 貞享2年 8月18日 雨天　（高瀬船頭に金子100疋・水主4人に銭1貫文等の御褒美）
1685年 9月17日 貞享2年 8月19日 　　（天気の記述なし）　（足軽が今月9日より相煩昨晩暮六つ時分相果：2日前にも似た病死者あり）
1685年 9月18日 貞享2年 8月20日 天気能
1685年 9月19日 貞享2年 8月21日 天気能
1685年 9月20日 貞享2年 8月22日 天気能
1685年 9月21日 貞享2年 8月23日 　　（天気の記述なし）
1685年 9月22日 貞享2年 8月24日 天気能　（今日24日暮六ツ半前西御長屋角より2間余北の水道江倒者あり・少し暖かかったが医者を呼び死亡確認・大工棟梁、住居の家守・五人組に死骸渡す）
1685年 9月23日 貞享2年 8月25日 曇　（当月14日未中刻御在所罷立候御飛脚3人道中12日振亥刻到着）
1685年 9月24日 貞享2年 8月26日 雨天
1685年 9月25日 貞享2年 8月27日 天気能　（午中刻御国へ御飛脚両人明日より12日振ニ申付け相立之）
1685年 9月26日 貞享2年 8月28日 天気能　（津軽江塩焼候石河六右衛門と申者罷下り申すべき由申し立て候：塩の国産の初めかな?）
1685年 9月27日 貞享2年 8月29日 天気好
1685年 9月28日 貞享2年 9月1日 雨天
1685年 9月29日 貞享2年 9月2日 雨降
1685年 9月30日 貞享2年 9月3日 晴天
1685年 10月1日 貞享2年 9月4日 天気能
1685年 10月2日 貞享2年 9月5日 雨降　午刻より晴
1685年 10月3日 貞享2年 9月6日 天気能
1685年 10月4日 貞享2年 9月7日 雨天
1685年 10月5日 貞享2年 9月8日 小雨降
1685年 10月6日 貞享2年 9月9日 天気能　（町人が重陽の祝儀を差し上げている・生干さより1台・むかて（むかで？）1台・かすてら1本・海老1折等々）
1685年 10月7日 貞享2年 9月10日 天気能
1685年 10月8日 貞享2年 9月11日 天気能　（今朝若殿様御結入之御祝儀）
1685年 10月9日 貞享2年 9月12日 天気能　（若殿様の御結入に関し御国元江之御飛脚両人今朝立）
1685年 10月10日 貞享2年 9月13日 雨天　（御国元より初鮭1本等到着）
1685年 10月11日 貞享2年 9月14日 雨天
1685年 10月12日 貞享2年 9月15日 　　（天気の記述なし）
1685年 10月13日 貞享2年 9月16日 天気能
1685年 10月14日 貞享2年 9月17日 天気能　（御国元江之御飛脚両人今朝相立、行徳之半左衛門等を塩浜見立ニ津軽江差下候ニ付……）
1685年 10月15日 貞享2年 9月18日 天気能
1685年 10月16日 貞享2年 9月19日 晴天　（馬之筋のへ（筋延べ：歩き方が美しく見えるよう馬の脚の腱を切ること）候儀先年より御停止）
1685年 10月17日 貞享2年 9月20日 天気能
1685年 10月18日 貞享2年 9月21日 天気能　（午刻御国元へ御飛脚相立之・両人道中12日振ニ申付候、若殿様へ左文字御刀代金10枚）
1685年 10月19日 貞享2年 9月22日 天気能
1685年 10月20日 貞享2年 9月23日 天気能　（若殿様の御結入御祝儀の御料理・品数沢山あり）
1685年 10月21日 貞享2年 9月24日 天気能
1685年 10月22日 貞享2年 9月25日 小雨降
1685年 10月23日 貞享2年 9月26日 未之刻より小雨　（御在所江の御飛脚両人道中今日より13日振ニ申付辰中刻相立之、（山鹿）甚五左衛門様今朝六半御死去）
1685年 10月24日 貞享2年 9月27日 天気能
1685年 10月25日 貞享2年 9月28日 雨天　（去15日御国元罷立候御飛脚両人道中金山において水ニ遭1日逗留道中14日振ニ而酉后刻到着）
1685年 10月26日 貞享2年 9月29日 雨天　（御借金都合1241両2歩相済申すべき旨河合作右衛門ニ申渡之）
1685年 10月27日 貞享2年 9月30日 曇
1685年 10月28日 貞享2年 10月1日 天気好
1685年 10月29日 貞享2年 10月2日 天気能　（山鹿甚五左衛門初七日の法事・大殿様より白銀10枚・若殿様より5枚・与一様より3枚）
1685年 10月30日 貞享2年 10月3日 天気能
1685年 10月31日 貞享2年 10月4日 雨降
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1685年 11月1日 貞享2年 10月5日 雨降　（東廻御廻舟江戸着ニ付御褒美：金子2両・銭3貫文等）
1685年 11月2日 貞享2年 10月6日 天気能
1685年 11月3日 貞享2年 10月7日 天気能　（東廻運賃金100石ニ付11両ニ雇申すべき由・そのように申渡之）
1685年 11月4日 貞享2年 10月8日 天気能　（去月26日御国元相立候御飛脚両人昨晩子刻到着）
1685年 11月5日 貞享2年 10月9日 天気能
1685年 11月6日 貞享2年 10月10日 晴天
1685年 11月7日 貞享2年 10月11日 天気能　（今朝御在所江之御飛脚2人道中12日振ニ申付相立ル）
1685年 11月8日 貞享2年 10月12日 天気能
1685年 11月9日 貞享2年 10月13日 天気能
1685年 11月10日 貞享2年 10月14日 天気能
1685年 11月11日 貞享2年 10月15日 天気能　（御国元9月26日罷立候鮭荷物今日酉刻到着）
1685年 11月12日 貞享2年 10月16日 曇
1685年 11月13日 貞享2年 10月17日 晴天
1685年 11月14日 貞享2年 10月18日 天気能
1685年 11月15日 貞享2年 10月19日 天気能
1685年 11月16日 貞享2年 10月20日 天気能　（御在所へ之御飛脚両人道中12日振申付午刻相立之）
1685年 11月17日 貞享2年 10月21日 天気能
1685年 11月18日 貞享2年 10月22日 曇　申刻小雨降
1685年 11月19日 貞享2年 10月23日 天気能
1685年 11月20日 貞享2年 10月24日 天気能
1685年 11月21日 貞享2年 10月25日 天気能　（御国去13日罷立候飛脚両人今日巳下刻到着之）
1685年 11月22日 貞享2年 10月26日 天気能　寅刻より辰刻迄之内地震四度
1685年 11月23日 貞享2年 10月27日 晴天　（御国元当月15日申刻罷立候御飛脚両人道中13日振ニ而今日未刻到着、酉刻斎藤某が御右筆部屋で吐血即時病死）
1685年 11月24日 貞享2年 10月28日 天気能
1685年 11月25日 貞享2年 10月29日 天気能
1685年 11月26日 貞享2年 11月1日 天気能
1685年 11月27日 貞享2年 11月2日 曇
1685年 11月28日 貞享2年 11月3日 天気能
1685年 11月29日 貞享2年 11月4日 晴天　（子刻伝馬町筋出火・諸士相詰帳面記之退出）
1685年 11月30日 貞享2年 11月5日 曇
1685年 12月1日 貞享2年 11月6日 天気能
1685年 12月2日 貞享2年 11月7日 　　（天気の記述なし）
1685年 12月3日 貞享2年 11月8日 曇
1685年 12月4日 貞享2年 11月9日 曇
1685年 12月5日 貞享2年 11月10日 晴天
1685年 12月6日 貞享2年 11月11日 天気能
1685年 12月7日 貞享2年 11月12日 雨天
1685年 12月8日 貞享2年 11月13日 天気能　（朝鮮の麦種ちんちくりん?を貰う・御在所江遣わし白山御屋敷ニも植えさせる）
1685年 12月9日 貞享2年 11月14日 風雨　（御国元江御飛脚相立ル・両人午下刻相立ル、御国元今月2日ニ相立候御飛脚両人戌中刻到着・道中13日振ニ申付けられの由也）
1685年 12月10日 貞享2年 11月15日 天気能
1685年 12月11日 貞享2年 11月16日 晴天
1685年 12月12日 貞享2年 11月17日 天気能
1685年 12月13日 貞享2年 11月18日 晴天
1685年 12月14日 貞享2年 11月19日 天気能
1685年 12月15日 貞享2年 11月20日 天気能
1685年 12月16日 貞享2年 11月21日 天気能
1685年 12月17日 貞享2年 11月22日 晴天
1685年 12月18日 貞享2年 11月23日 天気能
1685年 12月19日 貞享2年 11月24日 天気能
1685年 12月20日 貞享2年 11月25日 天気能
1685年 12月21日 貞享2年 11月26日 晴天
1685年 12月22日 貞享2年 11月27日 天気好
1685年 12月23日 貞享2年 11月28日 天気能
1685年 12月24日 貞享2年 11月29日 天気能
1685年 12月25日 貞享2年 11月30日 天気能　（盗みをした旗本家（様付）?の家来を早速白状等で命を助け髪ばかり剃り……江戸追放：弘前藩に何が関係しているか不明）
1685年 12月26日 貞享2年 12月1日 晴天
1685年 12月27日 貞享2年 12月2日 天気能
1685年 12月28日 貞享2年 12月3日 天気好
1685年 12月29日 貞享2年 12月4日 天気能
1685年 12月30日 貞享2年 12月5日 天気能
1685年 12月31日 貞享2年 12月6日 天気能
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1686年 1月1日 貞享2年 12月7日 晴天
1686年 1月2日 貞享2年 12月8日 天気能
1686年 1月3日 貞享2年 12月9日 天気能
1686年 1月4日 貞享2年 12月10日 天気能
1686年 1月5日 貞享2年 12月11日 曇　寒ニ入
1686年 1月6日 貞享2年 12月12日 天気能
1686年 1月7日 貞享2年 12月13日 天気能　（昨日与一様御縁組首尾能く仰出だされ御祝儀、年末の為か掃除役人等を決めている、御在所へ御飛脚両人相立之・道中今日より13日振ニ申付け御状箱相渡之）
1686年 1月8日 貞享2年 12月14日 曇
1686年 1月9日 貞享2年 12月15日 曇
1686年 1月10日 貞享2年 12月16日 天気能　（御廻船3艘銚子江入津、当秋御国江塩焼き見立てに下った塩焼の者が報告：褒美銀1枚宛）
1686年 1月11日 貞享2年 12月17日 天気能
1686年 1月12日 貞享2年 12月18日 丑ノ刻過より卯ノ中刻過迄雪降　（昨夜中雪2寸ばかり振申候ニ付ご機嫌伺いの使者を出す、客があり御馳走御能（番組名あり）・狂言（同様））
1686年 1月13日 貞享2年 12月19日 天気能
1686年 1月14日 貞享2年 12月20日 天気能
1686年 1月15日 貞享2年 12月21日 終日雪降　巳下刻地震
1686年 1月16日 貞享2年 12月22日 天気能　（御国元去月27日ニ罷立候雉子217羽・鱈10本道中26日振ニ而申刻過到着）
1686年 1月17日 貞享2年 12月23日 天気能　（多数に御加増等の人事異動）
1686年 1月18日 貞享2年 12月24日 天気能　（御国元6日ニ罷立候御飛脚両人今日未之后刻到着）
1686年 1月19日 貞享2年 12月25日 天気能
1686年 1月20日 貞享2年 12月26日 天気能
1686年 1月21日 貞享2年 12月27日 天気能
1686年 1月22日 貞享2年 12月28日 天気能　（多数に褒美が出ている）
1686年 1月23日 貞享2年 12月29日 天気能　（今朝御国元江御飛脚相立候・8人差下之）
1686年 1月24日 貞享3年 正月1日 晴天　（正月の行事：様が付いているのは殿様・若殿様・与一様・御隠居様・津軽宋女様・津軽伊織様まで）
1686年 1月25日 貞享3年 正月2日 天気能　（若殿様同道で登城、様付：久世出雲守様・清昌陰様?・おすま様?・おのへ様?・近衛様、御在所江御吉例の如く御飛脚両人相立ル・明3日より道中13日振ニ申付戌中刻相立ル之）
1686年 1月26日 貞享3年 正月3日 天気能　（昨日までにない様付：長寿院様?・久世出雲守様御奥様・山口大膳亮様・真珠院様?その他）
1686年 1月27日 貞享3年 正月4日 天気能
1686年 1月28日 貞享3年 正月5日 天気能
1686年 1月29日 貞享3年 正月6日 天気能　（御国雉子を御隠居様家老殿その他呼び捨てに下されている・数は10・5・3・2羽で4羽はない）
1686年 1月30日 貞享3年 正月7日 天気能　（七種の御祝儀）
1686年 1月31日 貞享3年 正月8日 天気能　戌刻地震
1686年 2月1日 貞享3年 正月9日 天気能
1686年 2月2日 貞享3年 正月10日 天気能
1686年 2月3日 貞享3年 正月11日 天気能　（御国御供の面々を指名、戸沢某・磯谷某を御用人に戸沢は加増100石との人事異動、御料理人平野某を金2枚5人扶持に召し出される）
1686年 2月4日 貞享3年 正月12日 天気能
1686年 2月5日 貞享3年 正月13日 晴天
1686年 2月6日 貞享3年 正月14日 天気能　風吹
1686年 2月7日 貞享3年 正月15日 天気好　（去29日御国許罷立候御飛脚両人今日戌刻到着也）
1686年 2月8日 貞享3年 正月16日 天気能
1686年 2月9日 貞享3年 正月17日 天気能
1686年 2月10日 貞享3年 正月18日 曇　風吹
1686年 2月11日 貞享3年 正月19日 風吹
1686年 2月12日 貞享3年 正月20日 少々雨天
1686年 2月13日 貞享3年 正月21日 天気能
1686年 2月14日 貞享3年 正月22日 天気能　（津軽将監方江御国の塩鰤1本塩鴨3羽等遣わす（鰤が珍しく記述））
1686年 2月15日 貞享3年 正月23日 天気能
1686年 2月16日 貞享3年 正月24日 天気能
1686年 2月17日 貞享3年 正月25日 　　（天気の記述なし）　
1686年 2月18日 貞享3年 正月26日 天気能
1686年 2月19日 貞享3年 正月27日 天気能
1686年 2月20日 貞享3年 正月28日 曇
1686年 2月21日 貞享3年 正月29日 　　（天気の記述なし）　
1686年 2月22日 貞享3年 正月30日 雨降
1686年 2月23日 貞享3年 2月1日 雨天
1686年 2月24日 貞享3年 2月2日 天気能
1686年 2月25日 貞享3年 2月3日 少雨
1686年 2月26日 貞享3年 2月4日 天気能
1686年 2月27日 貞享3年 2月5日 雨天
1686年 2月28日 貞享3年 2月6日 天気能
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1686年 3月1日 貞享3年 2月7日 雨天　従午刻快晴（雨天　午刻より快晴）
1686年 3月2日 貞享3年 2月8日 天気能
1686年 3月3日 貞享3年 2月9日 天気能
1686年 3月4日 貞享3年 2月10日 雨天　（正月21日夜患った御手廻が今夕病死）
1686年 3月5日 貞享3年 2月11日 天気能　（白魚差上げ候勘兵衛と申す者江白銀1枚下される)
1686年 3月6日 貞享3年 2月12日 天気能
1686年 3月7日 貞享3年 2月13日 天気能
1686年 3月8日 貞享3年 2月14日 天気能
1686年 3月9日 貞享3年 2月15日 天気能　（御国当月朔日罷立候御飛脚両人道中15日振ニ而未之中刻到着）
1686年 3月10日 貞享3年 2月16日 天気能
1686年 3月11日 貞享3年 2月17日 天気能　（道三様の初七日に御香奠5枚・若殿様御香奠白銀3枚・与一様御香奠白銀1枚）
1686年 3月12日 貞享3年 2月18日 天気能
1686年 3月13日 貞享3年 2月19日 風吹　（御客あり・狂言（ふみすまふ？・萩大名・福の神等々））
1686年 3月14日 貞享3年 2月20日 天気能
1686年 3月15日 貞享3年 2月21日 天気能
1686年 3月16日 貞享3年 2月22日 天気能
1686年 3月17日 貞享3年 2月23日 雨天
1686年 3月18日 貞享3年 2月24日 天気能　（御小人が部屋頭に仰せ付けられ・金2歩2朱1人扶持増で都合金3両2人扶持となる・2両1歩2朱1人扶持だった?）
1686年 3月19日 貞享3年 2月25日 終日風吹
1686年 3月20日 貞享3年 2月26日 天気能
1686年 3月21日 貞享3年 2月27日 天気能
1686年 3月22日 貞享3年 2月28日 天気能
1686年 3月23日 貞享3年 2月29日 雨降
1686年 3月24日 貞享3年 3月1日 曇　彼岸入　（那須玄竹様?誰だ・別に那須遠江守様は存在する）
1686年 3月25日 貞享3年 3月2日 天気能
1686年 3月26日 貞享3年 3月3日 天気能
1686年 3月27日 貞享3年 3月4日 風吹
1686年 3月28日 貞享3年 3月5日 天気能　（塩焼・紙漉の支度が出来次第罷り下るべき由御家老中仰せ出される：国の産業を振興させる動き・先日の白魚も?）
1686年 3月29日 貞享3年 3月6日 天気能
1686年 3月30日 貞享3年 3月7日 雨降
1686年 3月31日 貞享3年 3月8日 天気能
1686年 4月1日 貞享3年 3月9日 天気能
1686年 4月2日 貞享3年 3月10日 天気好
1686年 4月3日 貞享3年 3月11日 天気能
1686年 4月4日 貞享3年 3月12日 天気好　（一町田権進・中川小隼人・塩焼石塚又兵衛等が御国江罷下候）
1686年 4月5日 貞享3年 3月13日 天気能
1686年 4月6日 貞享3年 3月14日 天気好
1686年 4月7日 貞享3年 3月15日 天気能
1686年 4月8日 貞享3年 3月16日 天気能
1686年 4月9日 貞享3年 3月17日 天気能
1686年 4月10日 貞享3年 3月18日 天気能　卯后刻地震
1686年 4月11日 貞享3年 3月19日 天気能
1686年 4月12日 貞享3年 3月20日 天気能
1686年 4月13日 貞享3年 3月21日 曇　（今晩御囃子並びに一調（いっちょう：謡曲の一部を……）あり候：一調の例三井寺・柏崎・勧進帳・御囃子組の例：西行桜・二人静等）
1686年 4月14日 貞享3年 3月22日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中11日ふりニ申付相立ル）
1686年 4月15日 貞享3年 3月23日 天気能
1686年 4月16日 貞享3年 3月24日 天気能
1686年 4月17日 貞享3年 3月25日 天気能
1686年 4月18日 貞享3年 3月26日 天気能
1686年 4月19日 貞享3年 3月27日 天気能
1686年 4月20日 貞享3年 3月28日 天気能
1686年 4月21日 貞享3年 3月29日 天気能
1686年 4月22日 貞享3年 3月30日 雨天
1686年 4月23日 貞享3年 閏3月1日 小雷雨
1686年 4月24日 貞享3年 閏3月2日 天気能　（当年御廻米石高例年より多く候ニ付……）
1686年 4月25日 貞享3年 閏3月3日 天気能
1686年 4月26日 貞享3年 閏3月4日 天気能
1686年 4月27日 貞享3年 閏3月5日 天気能
1686年 4月28日 貞享3年 閏3月6日 天気能
1686年 4月29日 貞享3年 閏3月7日 天気能
1686年 4月30日 貞享3年 閏3月8日 天気能
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1686年 5月1日 貞享3年 閏3月9日 天気能　（御在所の赭土献上……）
1686年 5月2日 貞享3年 閏3月10日 天気能
1686年 5月3日 貞享3年 閏3月11日 天気能　（御在所の赭土進上目録あり100貫目）
1686年 5月4日 貞享3年 閏3月12日 天気能　（献上の赭土の箱（10貫目入）外のり（長サ2尺1寸8歩・横9寸8歩・深サ7寸5歩）板厚サ4歩）
1686年 5月5日 貞享3年 閏3月13日 天気能　（女通切手の写あり）
1686年 5月6日 貞享3年 閏3月14日 天気能
1686年 5月7日 貞享3年 閏3月15日 天気能
1686年 5月8日 貞享3年 閏3月16日 天気能　（勅使の御馳走役を仰せ付けらる、この件に付御国元へ御飛脚両人明17日より道中11日ふりニ申付相立ル・高家衆大沢・吉良・畠山様へ御使者遣わされる）
1686年 5月9日 貞享3年 閏3月17日 天気能　（去ル6日御国元相立候御飛脚今日到着）
1686年 5月10日 貞享3年 閏3月18日 天気能
1686年 5月11日 貞享3年 閏3月19日 天気能
1686年 5月12日 貞享3年 閏3月20日 天気能
1686年 5月13日 貞享3年 閏3月21日 天気能
1686年 5月14日 貞享3年 閏3月22日 天気能
1686年 5月15日 貞享3年 閏3月23日 雨天
1686年 5月16日 貞享3年 閏3月24日 天気能　（今朝卯刻御在所江之御飛脚両人今日より道中11日振申付相立ル）
1686年 5月17日 貞享3年 閏3月25日 申ノ下刻より雷雨
1686年 5月18日 貞享3年 閏3月26日 　　（天気の記述なし）　（昨夜中雷雨夥敷月番御老中様へその他に御機嫌覗）
1686年 5月19日 貞享3年 閏3月27日 天気能　（御国元へ御飛脚両人今日より道中12日ふりニ参着候様ニ申付相立候、今夕白山御屋敷前に手負い・何か手続きをしている）
1686年 5月20日 貞享3年 閏3月28日 天気能
1686年 5月21日 貞享3年 閏3月29日 天気能
1686年 5月22日 貞享3年 4月1日 天気能
1686年 5月23日 貞享3年 4月2日 天気能
1686年 5月24日 貞享3年 4月3日 天気能
1686年 5月25日 貞享3年 4月4日 雨天
1686年 5月26日 貞享3年 4月5日 天気能
1686年 5月27日 貞享3年 4月6日 午下刻より雷雨　申中刻より晴
1686年 5月28日 貞享3年 4月7日 天気能
1686年 5月29日 貞享3年 4月8日 天気好
1686年 5月30日 貞享3年 4月9日 曇
1686年 5月31日 貞享3年 4月10日 天気能　（御国許去朔日罷立候御飛脚今日未刻到着也）
1686年 6月1日 貞享3年 4月11日 天気能
1686年 6月2日 貞享3年 4月12日 天気能
1686年 6月3日 貞享3年 4月13日 天気能
1686年 6月4日 貞享3年 4月14日 　　（天気の記述なし）
1686年 6月5日 貞享3年 4月15日 　　（天気の記述なし）　（今晩御慰御囃）
1686年 6月6日 貞享3年 4月16日 曇
1686年 6月7日 貞享3年 4月17日 曇
1686年 6月8日 貞享3年 4月18日 　　（天気の記述なし）
1686年 6月9日 貞享3年 4月19日 天気能
1686年 6月10日 貞享3年 4月20日 天気能
1686年 6月11日 貞享3年 4月21日 　　（天気の記述なし）
1686年 6月12日 貞享3年 4月22日 雨降　（今朝辰中刻御国元江御飛脚両人相立候・道中11日振り申付候）
1686年 6月13日 貞享3年 4月23日 雨天
1686年 6月14日 貞享3年 4月24日 雨天
1686年 6月15日 貞享3年 4月25日 　　（天気の記述なし）
1686年 6月16日 貞享3年 4月26日 曇
1686年 6月17日 貞享3年 4月27日 天気能　（御隠居様御死去）
1686年 6月18日 貞享3年 4月28日 天気能
1686年 6月19日 貞享3年 4月29日 天気能
1686年 6月20日 貞享3年 4月30日 天気能　（御国元江御飛脚両人辰刻相立、慶林院様（御隠居様）の火葬場への道筋・行列の配置あり）
1686年 6月21日 貞享3年 5月1日 天気能
1686年 6月22日 貞享3年 5月2日 雨天
1686年 6月23日 貞享3年 5月3日 天気能
1686年 6月24日 貞享3年 5月4日 天気能
1686年 6月25日 貞享3年 5月5日 天気能　（御国許江御飛脚両人今日より道中11日振ニ申付卯刻相立之）
1686年 6月26日 貞享3年 5月6日 天気能　未下刻より雷雨　（先月24日御国元罷立候御飛脚両人今日辰中刻到着）
1686年 6月27日 貞享3年 5月7日 天気能
1686年 6月28日 貞享3年 5月8日 天気能
1686年 6月29日 貞享3年 5月9日 天気能
1686年 6月30日 貞享3年 5月10日 天気能
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1686年 7月1日 貞享3年 5月11日 天気能　（慶林院様の初七日法事・三七日等の法事も続けている、香奠の金額（白銀5枚・白銀2枚・・銀10枚・金100疋・）あり）
1686年 7月2日 貞享3年 5月12日 曇
1686年 7月3日 貞享3年 5月13日 午刻より雨降
1686年 7月4日 貞享3年 5月14日 雨天
1686年 7月5日 貞享3年 5月15日 雨降
1686年 7月6日 貞享3年 5月16日 天気能
1686年 7月7日 貞享3年 5月17日 天気能
1686年 7月8日 貞享3年 5月18日 雨天
1686年 7月9日 貞享3年 5月19日 天気能
1686年 7月10日 貞享3年 5月20日 雨天　（去10日御国元罷立候御飛脚両人巳之刻過到着也）
1686年 7月11日 貞享3年 5月21日 天気能
1686年 7月12日 貞享3年 5月22日 天気能　（今朝御国元江御飛脚3人道中11日ふりニ申付相立ル）
1686年 7月13日 貞享3年 5月23日 天気能
1686年 7月14日 貞享3年 5月24日 　　（天気の記述なし）
1686年 7月15日 貞享3年 5月25日 天気能
1686年 7月16日 貞享3年 5月26日 天気能　（御国元今月16日午刻罷立候御飛脚両人今晩戌中刻到着）
1686年 7月17日 貞享3年 5月27日 天気好
1686年 7月18日 貞享3年 5月28日 天気能
1686年 7月19日 貞享3年 5月29日 天気能
1686年 7月20日 貞享3年 6月1日 天気能
1686年 7月21日 貞享3年 6月2日 天気好
1686年 7月22日 貞享3年 6月3日 天気能
1686年 7月23日 貞享3年 6月4日 雨降　（御国元へ御飛脚両人明5日より道中9日りニ着仕候様ニ申付今夜亥刻相立候）
1686年 7月24日 貞享3年 6月5日 雨天　但午刻より晴
1686年 7月25日 貞享3年 6月6日 天気能　（去月25日御国元罷立候御飛脚両人申之刻到着也）
1686年 7月26日 貞享3年 6月7日 天気能
1686年 7月27日 貞享3年 6月8日 曇
1686年 7月28日 貞享3年 6月9日 天気能
1686年 7月29日 貞享3年 6月10日 天気能
1686年 7月30日 貞享3年 6月11日 天気能　時々夕立
1686年 7月31日 貞享3年 6月12日 天気能　（御国許5月26日相立候御台所荷物と一緒に御国楮で漉候紙目録あり：上杉原・上御鼻紙1束・中御鼻紙5束・中杉原1帖・大奉1帳等々）
1686年 8月1日 貞享3年 6月13日 天気能
1686年 8月2日 貞享3年 6月14日 天気能　（今月3日御国元罷立候御飛脚3人今日未刻到着）
1686年 8月3日 貞享3年 6月15日 天気能
1686年 8月4日 貞享3年 6月16日 天気好
1686年 8月5日 貞享3年 6月17日 天気能　（慶林院付の者達をそれなりに収容）
1686年 8月6日 貞享3年 6月18日 天気能
1686年 8月7日 貞享3年 6月19日 天気能
1686年 8月8日 貞享3年 6月20日 曇　時々雨降　（卯后刻御国元へ御飛脚両人相立候・道中10日振申付之）
1686年 8月9日 貞享3年 6月21日 天気能
1686年 8月10日 貞享3年 6月22日 天気能
1686年 8月11日 貞享3年 6月23日 天気能　（漬蕨等献上）
1686年 8月12日 貞享3年 6月24日 天気能
1686年 8月13日 貞享3年 6月25日 天気能　（去14日御国元罷立候御飛脚2人道中12日振ニて申刻到着）
1686年 8月14日 貞享3年 6月26日 天気能　（御国元江御飛脚2人道中12日振ニ申付午之刻相立之・御能を拝見したのかな?）
1686年 8月15日 貞享3年 6月27日 天気能　（申下刻すいせん御吸物御肴上候：すいせんは水仙ではなくすいせん鍋という別のものがあるとのこと）
1686年 8月16日 貞享3年 6月28日 天気能
1686年 8月17日 貞享3年 6月29日 雨天　（今朝御国許江御飛脚両人相立ル）
1686年 8月18日 貞享3年 6月30日 天気能
1686年 8月19日 貞享3年 7月1日 雨天　（御国元去月21日罷立候御飛脚両人今日未下刻到着）
1686年 8月20日 貞享3年 7月2日 天気能
1686年 8月21日 貞享3年 7月3日 天気好
1686年 8月22日 貞享3年 7月4日 天気能
1686年 8月23日 貞享3年 7月5日 天気好
1686年 8月24日 貞享3年 7月6日 　　（天気の記述なし）
1686年 8月25日 貞享3年 7月7日 天気能　（御囃子（高砂・東北等）・一調（誓願寺・乱等）・舞（実盛・春日龍神等）・囃子（三輪・海女等）・狂言（すおふおとし?・今まいり?））
1686年 8月26日 貞享3年 7月8日 天気能
1686年 8月27日 貞享3年 7月9日 天気能
1686年 8月28日 貞享3年 7月10日 天気好
1686年 8月29日 貞享3年 7月11日 天気能
1686年 8月30日 貞享3年 7月12日 巳刻より雨天　（江戸御発駕・江戸内の道筋あり・道中19日振で晦日到着予定の行程あり、御国元江御飛脚辰刻相立道中10日振)
1686年 8月31日 貞享3年 7月13日 天気能

152 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1686年 9月1日 貞享3年 7月14日 天気能
1686年 9月2日 貞享3年 7月15日 天気能
1686年 9月3日 貞享3年 7月16日 天気能　（御国元7月6日相立候御飛脚2人が宇都宮で御状箱差上げ同所より書状添今日此元江到着）
1686年 9月4日 貞享3年 7月17日 天気曇
1686年 9月5日 貞享3年 7月18日 天気能　（今晩御国元江の御飛脚2人を明日より道中10日振申付）
1686年 9月6日 貞享3年 7月19日 曇　
1686年 9月7日 貞享3年 7月20日 雨降
1686年 9月8日 貞享3年 7月21日 曇
1686年 9月9日 貞享3年 7月22日 天気能
1686年 9月10日 貞享3年 7月23日 天気能
1686年 9月11日 貞享3年 7月24日 天気能
1686年 9月12日 貞享3年 7月25日 天気能
1686年 9月13日 貞享3年 7月26日 天気好
1686年 9月14日 貞享3年 7月27日 天気能
1686年 9月15日 貞享3年 7月28日 天気能
1686年 9月16日 貞享3年 7月29日 晴天
1686年 9月17日 貞享3年 7月30日 天気好
1686年 9月18日 貞享3年 8月1日 天気能
1686年 9月19日 貞享3年 8月2日 天気能
1686年 9月20日 貞享3年 8月3日 天気能
1686年 9月21日 貞享3年 8月4日 天気能
1686年 9月22日 貞享3年 8月5日 天気能
1686年 9月23日 貞享3年 8月6日 雨降
1686年 9月24日 貞享3年 8月7日 天気能
1686年 9月25日 貞享3年 8月8日 天気能
1686年 9月26日 貞享3年 8月9日 天気能
1686年 9月27日 貞享3年 8月10日 天気能
1686年 9月28日 貞享3年 8月11日 天気能
1686年 9月29日 貞享3年 8月12日 天気能　（先月晦日御着城との今月2日相立候御飛脚2人が今日到着）
1686年 9月30日 貞享3年 8月13日 天気能
1686年 10月1日 貞享3年 8月14日 天気能
1686年 10月2日 貞享3年 8月15日 天気能
1686年 10月3日 貞享3年 8月16日 天気能
1686年 10月4日 貞享3年 8月17日 天気能
1686年 10月5日 貞享3年 8月18日 天気能
1686年 10月6日 貞享3年 8月19日 天気能
1686年 10月7日 貞享3年 8月20日 晴天
1686年 10月8日 貞享3年 8月21日 天気能
1686年 10月9日 貞享3年 8月22日 天気能
1686年 10月10日 貞享3年 8月23日 雨天　（今日酉刻御国江御飛脚両人明日より道中10日振ニ申付相立）
1686年 10月11日 貞享3年 8月24日 天気能
1686年 10月12日 貞享3年 8月25日 天気能　（御国元去13日罷立候御飛脚両人今日巳刻到着）
1686年 10月13日 貞享3年 8月26日 天気能
1686年 10月14日 貞享3年 8月27日 天気能
1686年 10月15日 貞享3年 8月28日 天気能
1686年 10月16日 貞享3年 8月29日 晴天
1686年 10月17日 貞享3年 9月1日 天気能
1686年 10月18日 貞享3年 9月2日 天気能　（この2・3・4日は逆順に綴じられている）
1686年 10月19日 貞享3年 9月3日 天気能
1686年 10月20日 貞享3年 9月4日 雨天　（御国元去月23日ニ相立候御飛脚2人道中10日振ニ而今日申刻到着）
1686年 10月21日 貞享3年 9月5日 天気能
1686年 10月22日 貞享3年 9月6日 天気能　（御国元8月25日罷立候御飛脚之者両人道中10日振ニ而今日酉刻到着）
1686年 10月23日 貞享3年 9月7日 天気能
1686年 10月24日 貞享3年 9月8日 雨降
1686年 10月25日 貞享3年 9月9日 天気能
1686年 10月26日 貞享3年 9月10日 天気能
1686年 10月27日 貞享3年 9月11日 天気能
1686年 10月28日 貞享3年 9月12日 天気能
1686年 10月29日 貞享3年 9月13日 天気能
1686年 10月30日 貞享3年 9月14日 天気好
1686年 10月31日 貞享3年 9月15日 天気能
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1686年 11月1日 貞享3年 9月16日 天気能
1686年 11月2日 貞享3年 9月17日 天気能
1686年 11月3日 貞享3年 9月18日 天気能　午刻より雨降　（御国元去6日相立候御飛脚両人今日到着）
1686年 11月4日 貞享3年 9月19日 天気能
1686年 11月5日 貞享3年 9月20日 天気能
1686年 11月6日 貞享3年 9月21日 天気能
1686年 11月7日 貞享3年 9月22日 天気能
1686年 11月8日 貞享3年 9月23日 天気能
1686年 11月9日 貞享3年 9月24日 天気能
1686年 11月10日 貞享3年 9月25日 天気能
1686年 11月11日 貞享3年 9月26日 天気能
1686年 11月12日 貞享3年 9月27日 天気能
1686年 11月13日 貞享3年 9月28日 天気能
1686年 11月14日 貞享3年 9月29日 天気能
1686年 11月15日 貞享3年 9月30日 天気能
1686年 11月16日 貞享3年 10月1日 天気能
1686年 11月17日 貞享3年 10月2日 天気能 　（去頃御国元より遣わされ候幾里師丹（切支丹）御改之御証文林信濃守様戸田又兵衛様へ河合作右衛門持参）
1686年 11月18日 貞享3年 10月3日 天気能
1686年 11月19日 貞享3年 10月4日 天気能
1686年 11月20日 貞享3年 10月5日 天気好
1686年 11月21日 貞享3年 10月6日 天気好
1686年 11月22日 貞享3年 10月7日 天気能　（御国元去月27日に罷立候御飛脚両人未刻到着）
1686年 11月23日 貞享3年 10月8日 天気好
1686年 11月24日 貞享3年 10月9日 天気好　（御国元江御飛脚3人道中12日振ニ申付未之中刻相立候）
1686年 11月25日 貞享3年 10月10日 天気好
1686年 11月26日 貞享3年 10月11日 天気好
1686年 11月27日 貞享3年 10月12日 天気好
1686年 11月28日 貞享3年 10月13日 天気好
1686年 11月29日 貞享3年 10月14日 天気好
1686年 11月30日 貞享3年 10月15日 天気好　（御国元去3日相立候御飛脚両人午刻到着、御国元江御飛脚両人明日より道中12日振ニ申付未刻相立候）
1686年 12月1日 貞享3年 10月16日 天気好
1686年 12月2日 貞享3年 10月17日 天気好
1686年 12月3日 貞享3年 10月18日 天気好
1686年 12月4日 貞享3年 10月19日 雨天
1686年 12月5日 貞享3年 10月20日 天気能
1686年 12月6日 貞享3年 10月21日 天気好
1686年 12月7日 貞享3年 10月22日 曇天
1686年 12月8日 貞享3年 10月23日 曇天
1686年 12月9日 貞享3年 10月24日 天気好
1686年 12月10日 貞享3年 10月25日 天気好
1686年 12月11日 貞享3年 10月26日 天気能
1686年 12月12日 貞享3年 10月27日 晴天
1686年 12月13日 貞享3年 10月28日 天気好
1686年 12月14日 貞享3年 10月29日 雨降
1686年 12月15日 貞享3年 11月1日 雨降
1686年 12月16日 貞享3年 11月2日 雨少降
1686年 12月17日 貞享3年 11月3日 天気好
1686年 12月18日 貞享3年 11月4日 天気好
1686年 12月19日 貞享3年 11月5日 天気好
1686年 12月20日 貞享3年 11月6日 晴天　　　下から続く　　　支配の2人・明8日より道中6日振之町飛脚二而京都江差登之）
1686年 12月21日 貞享3年 11月7日 天気好　（御国元去月24日相立候御飛脚道中13日振仰付けられ今日到着3人、御国元去月28日相立候御飛脚29日より道中13日振仰付けられ今夜亥刻到着・中川小隼人　　　上に続く
1686年 12月22日 貞享3年 11月8日 天気能　（保井算哲?が来歴（来年の暦でしょうか）2本差上之）
1686年 12月23日 貞享3年 11月9日 天気好
1686年 12月24日 貞享3年 11月10日 晴天
1686年 12月25日 貞享3年 11月11日 天気好
1686年 12月26日 貞享3年 11月12日 天気好
1686年 12月27日 貞享3年 11月13日 天気好
1686年 12月28日 貞享3年 11月14日 申刻初雪降
1686年 12月29日 貞享3年 11月15日 天気好
1686年 12月30日 貞享3年 11月16日 天気能
1686年 12月31日 貞享3年 11月17日 天気好
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1687年 1月1日 貞享3年 11月18日 天気好
1687年 1月2日 貞享3年 11月19日 天気好
1687年 1月3日 貞享3年 11月20日 晴天
1687年 1月4日 貞享3年 11月21日 天気能
1687年 1月5日 貞享3年 11月22日 晴天　寒ニ入
1687年 1月6日 貞享3年 11月23日 天気能
1687年 1月7日 貞享3年 11月24日 天気好
1687年 1月8日 貞享3年 11月25日 巳之刻迄雹少し降　（御国元去11日相立候御飛脚道中13日振仰付けられ候得共大雪而2日滞留いたし15日振ニ而今日到着の由）
1687年 1月9日 貞享3年 11月26日 天気能
1687年 1月10日 貞享3年 11月27日 天気好　（御国元江御飛脚明28日より道中12日振申付未刻相立・右の飛脚3人）
1687年 1月11日 貞享3年 11月28日 天気好
1687年 1月12日 貞享3年 11月29日 天気能　（今日御国元江之飛脚申付相立候・但明晦日より道中12日振申付・2人）
1687年 1月13日 貞享3年 11月30日 　　（日記の保存なし）
1687年 1月14日 貞享3年 12月1日 　　（天気の記述なし）　（御国元去月11日相立候塩鱈今日到着、去月18日御国元相立候御飛脚両人今日到着）
1687年 1月15日 貞享3年 12月2日 天気能
1687年 1月16日 貞享3年 12月3日 天気能
1687年 1月17日 貞享3年 12月4日 天気能
1687年 1月18日 貞享3年 12月5日 天気能　（御献上の塩鱈を目録指添え御城江持参）
1687年 1月19日 貞享3年 12月6日 天気能　（御国元江御飛脚両人酉刻相立候）
1687年 1月20日 貞享3年 12月7日 天気能
1687年 1月21日 貞享3年 12月8日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中13日振ニ申付酉刻相立）
1687年 1月22日 貞享3年 12月9日 曇　（去月26日御国元相立候御飛脚2人が道中13日振仰付けられ候得共道中雪積今日到着之由）
1687年 1月23日 貞享3年 12月10日 昨夜酉中刻より初雪降　（御国元去月28日罷立候御飛脚両人今日未之刻過到着）
1687年 1月24日 貞享3年 12月11日 天気能
1687年 1月25日 貞享3年 12月12日 天気能
1687年 1月26日 貞享3年 12月13日 天気能
1687年 1月27日 貞享3年 12月14日 天気能
1687年 1月28日 貞享3年 12月15日 天気能　（御国元飛脚3人今日より道中13日振ニ申付）
1687年 1月29日 貞享3年 12月16日 天気能
1687年 1月30日 貞享3年 12月17日 天気能
1687年 1月31日 貞享3年 12月18日 天気能
1687年 2月1日 貞享3年 12月19日 天気能
1687年 2月2日 貞享3年 12月20日 曇
1687年 2月3日 貞享3年 12月21日 天気能
1687年 2月4日 貞享3年 12月22日 天気能
1687年 2月5日 貞享3年 12月23日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中13日振ニ申付酉ノ中刻相立）
1687年 2月6日 貞享3年 12月24日 天気能　（御国元江御飛脚今日より道中13日振ニ申付未刻相立之）
1687年 2月7日 貞享3年 12月25日 小雨降　（御国元去9日罷立候御飛脚酉刻過到着）
1687年 2月8日 貞享3年 12月26日 雪降
1687年 2月9日 貞享3年 12月27日 曇
1687年 2月10日 貞享3年 12月28日 天気能　（御国元去18日罷立候御飛脚今晩酉刻到着）
1687年 2月11日 貞享3年 12月29日 天気能
1687年 2月12日 貞享4年 正月1日 　　（天気の記述なし）
1687年 2月13日 貞享4年 正月2日 天気能　（御国元江御嘉例の如く御飛脚3人申付け明日より道中13日ふりニ申付申刻相立候、町民多数から差上げ物あり）
1687年 2月14日 貞享4年 正月3日 天気能
1687年 2月15日 貞享4年 正月4日 天気能
1687年 2月16日 貞享4年 正月5日 天気能
1687年 2月17日 貞享4年 正月6日 天気能
1687年 2月18日 貞享4年 正月7日 天気能
1687年 2月19日 貞享4年 正月8日 天気能
1687年 2月20日 貞享4年 正月9日 天気能　（今日御国元江之御飛脚道中13日振ニ申付相立候）
1687年 2月21日 貞享4年 正月10日 天気能
1687年 2月22日 貞享4年 正月11日 曇　（具足餅御料理）
1687年 2月23日 貞享4年 正月12日 雪降
1687年 2月24日 貞享4年 正月13日 天気能
1687年 2月25日 貞享4年 正月14日 天気能
1687年 2月26日 貞享4年 正月15日 天気能　（近年御家中之面々勝手不如意有候御耳に達し何か手を打っている）
1687年 2月27日 貞享4年 正月16日 天気好
1687年 2月28日 貞享4年 正月17日 天気能　（去る2日御国元罷立候御飛脚未刻到着）
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1687年 3月1日 貞享4年 正月18日 天気能
1687年 3月2日 貞享4年 正月19日 天気好
1687年 3月3日 貞享4年 正月20日 天気好
1687年 3月4日 貞享4年 正月21日 天気好　（御国元江御飛脚慮両人今日より12日振ニ申付之）
1687年 3月5日 貞享4年 正月22日 天気好
1687年 3月6日 貞享4年 正月23日 天気能
1687年 3月7日 貞享4年 正月24日 曇
1687年 3月8日 貞享4年 正月25日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日より道中12日ふりニ申付相立候）
1687年 3月9日 貞享4年 正月26日 曇　但申中刻より雪降　（御在所去12日罷立候御飛脚両人申刻到着・田村藤太夫を御家老に等の人事異動通知）
1687年 3月10日 貞享4年 正月27日 天気能
1687年 3月11日 貞享4年 正月28日 天気能
1687年 3月12日 貞享4年 正月29日 天気能
1687年 3月13日 貞享4年 正月30日 天気能
1687年 3月14日 貞享4年 2月1日 天気能
1687年 3月15日 貞享4年 2月2日 天気能
1687年 3月16日 貞享4年 2月3日 天気能
1687年 3月17日 貞享4年 2月4日 天気能
1687年 3月18日 貞享4年 2月5日 曇
1687年 3月19日 貞享4年 2月6日 天気能
1687年 3月20日 貞享4年 2月7日 天気能　（御国元去月25日相立候御飛脚今晩申后刻到着）
1687年 3月21日 貞享4年 2月8日 天気能
1687年 3月22日 貞享4年 2月9日 天気能
1687年 3月23日 貞享4年 2月10日 天気能　（御国去月24日相立候御飛脚今日申刻到着）
1687年 3月24日 貞享4年 2月11日 雨天
1687年 3月25日 貞享4年 2月12日 天気好
1687年 3月26日 貞享4年 2月13日 天気能
1687年 3月27日 貞享4年 2月14日 天気好
1687年 3月28日 貞享4年 2月15日 天気好
1687年 3月29日 貞享4年 2月16日 天気好　（5両1人扶持の御歩行目付を6両2人扶持に成下される）
1687年 3月30日 貞享4年 2月17日 晴天
1687年 3月31日 貞享4年 2月18日 雨天
1687年 4月1日 貞享4年 2月19日 晴天
1687年 4月2日 貞享4年 2月20日 晴天
1687年 4月3日 貞享4年 2月21日 晴天　（御国元江之御飛脚相立明22日より道中12日振・2人）
1687年 4月4日 貞享4年 2月22日 晴天
1687年 4月5日 貞享4年 2月23日 雨天
1687年 4月6日 貞享4年 2月24日 天気能
1687年 4月7日 貞享4年 2月25日 天気能
1687年 4月8日 貞享4年 2月26日 天気能　（御国許去14日罷立候御飛脚今日午刻到着）
1687年 4月9日 貞享4年 2月27日 天気能
1687年 4月10日 貞享4年 2月28日 天気能
1687年 4月11日 貞享4年 2月29日 少雨降
1687年 4月12日 貞享4年 3月1日 天気能
1687年 4月13日 貞享4年 3月2日 天気能
1687年 4月14日 貞享4年 3月3日 天気能
1687年 4月15日 貞享4年 3月4日 雨天
1687年 4月16日 貞享4年 3月5日 曇天
1687年 4月17日 貞享4年 3月6日 天気能
1687年 4月18日 貞享4年 3月7日 天気能
1687年 4月19日 貞享4年 3月8日 天気能
1687年 4月20日 貞享4年 3月9日 天気能
1687年 4月21日 貞享4年 3月10日 天気能　（去月28日御国元相立候御飛脚申刻到着）
1687年 4月22日 貞享4年 3月11日 天気好
1687年 4月23日 貞享4年 3月12日 天気能
1687年 4月24日 貞享4年 3月13日 天気好
1687年 4月25日 貞享4年 3月14日 天気能
1687年 4月26日 貞享4年 3月15日 雨天
1687年 4月27日 貞享4年 3月16日 天気能
1687年 4月28日 貞享4年 3月17日 天気能
1687年 4月29日 貞享4年 3月18日 天気能　（家中が不届きな家来を手打、御国許去8日罷立候御飛脚未刻到着）
1687年 4月30日 貞享4年 3月19日 天気能
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1687年 5月1日 貞享4年 3月20日 天気能　（道中山形迄飛脚2人相立候）
1687年 5月2日 貞享4年 3月21日 天気能
1687年 5月3日 貞享4年 3月22日 天気能
1687年 5月4日 貞享4年 3月23日 天気能　（御国許去7日相立候関札打今日到着）
1687年 5月5日 貞享4年 3月24日 少雨　（御国元江の御飛脚1人相立てる・御用状並びに道中までからすみ等を差下す）
1687年 5月6日 貞享4年 3月25日 晴天　（御国去15日罷立候御飛脚今日未刻過到着）
1687年 5月7日 貞享4年 3月26日 天気能　（御国碇関去19日相立候御飛脚両人（中川小隼人支配）が今朝刻到着、この2人に3人を加え金1000両を御国へ明27日より9日振ニ申付候・百沢御宮御普請に付いての御用金）
1687年 5月8日 貞享4年 3月27日 雨天
1687年 5月9日 貞享4年 3月28日 天気能
1687年 5月10日 貞享4年 3月29日 天気能
1687年 5月11日 貞享4年 4月1日 天気能
1687年 5月12日 貞享4年 4月2日 天気能
1687年 5月13日 貞享4年 4月3日 天気能　（山形（道中）の飛脚が御膳米不足之由昨夜申来候ニ付飛脚1人に御膳米1斗を今朝指遣之）
1687年 5月14日 貞享4年 4月4日 天気好　（道中に御料理材料を送っている）
1687年 5月15日 貞享4年 4月5日 天気好
1687年 5月16日 貞享4年 4月6日 天気能　（今日御着座ニ付注進之為千住・下谷車坂・崩橋に御足軽1人宛付置之、殿様今朝幸手御発駕未上刻御着座・玄関板之間迄出たのが若殿様・与一様・宋女様・西尾小左衛門様）
1687年 5月17日 貞享4年 4月7日 天気能　（多分御老中様（戸田・秋元・大久保・稲垣・阿部）?に挨拶に出ている、卯下刻御飛脚相立候・2人）
1687年 5月18日 貞享4年 4月8日 天気能
1687年 5月19日 貞享4年 4月9日 曇　申中刻より雨降ル
1687年 5月20日 貞享4年 4月10日 雨天　（今晩御在所江之御飛脚両人相立候）
1687年 5月21日 貞享4年 4月11日 雨降
1687年 5月22日 貞享4年 4月12日 曇　（今朝御国元江御飛脚3人相立候・道中13日振ニ申付候）
1687年 5月23日 貞享4年 4月13日 天気能　（御国元江之御飛脚両人今日より道中9日振ニ申付相立候）
1687年 5月24日 貞享4年 4月14日 天気能
1687年 5月25日 貞享4年 4月15日 天気能
1687年 5月26日 貞享4年 4月16日 雨天
1687年 5月27日 貞享4年 4月17日 天気能
1687年 5月28日 貞享4年 4月18日 曇
1687年 5月29日 貞享4年 4月19日 曇
1687年 5月30日 貞享4年 4月20日 天気能
1687年 5月31日 貞享4年 4月21日 天気能
1687年 6月1日 貞享4年 4月22日 天気能
1687年 6月2日 貞享4年 4月23日 小雨降
1687年 6月3日 貞享4年 4月24日 曇　未刻より小雨降
1687年 6月4日 貞享4年 4月25日 雨降　午中刻より晴
1687年 6月5日 貞享4年 4月26日 天気能
1687年 6月6日 貞享4年 4月27日 雨天
1687年 6月7日 貞享4年 4月28日 天気能
1687年 6月8日 貞享4年 4月29日 小雨降　（登城の上公家衆の御馳走役を仰せ付けられる、この役に関し戌下刻御国元江御飛脚両人相立候・道中11日ふりニ申付候、江戸足軽が病死・足軽目付が見分）
1687年 6月9日 貞享4年 4月30日 　　（天気の記述なし）
1687年 6月10日 貞享4年 5月1日 雨降　（御馳走役の追加?）
1687年 6月11日 貞享4年 5月2日 晴天
1687年 6月12日 貞享4年 5月3日 天気能
1687年 6月13日 貞享4年 5月4日 晴天
1687年 6月14日 貞享4年 5月5日 天気能
1687年 6月15日 貞享4年 5月6日 天気能
1687年 6月16日 貞享4年 5月7日 天気能
1687年 6月17日 貞享4年 5月8日 雨天
1687年 6月18日 貞享4年 5月9日 雨降　（御国元去月29日罷立候御飛脚到着）
1687年 6月19日 貞享4年 5月10日 雨天
1687年 6月20日 貞享4年 5月11日 天気能
1687年 6月21日 貞享4年 5月12日 雨降
1687年 6月22日 貞享4年 5月13日 小雨降
1687年 6月23日 貞享4年 5月14日 天気能　（御国元江之御飛脚両人今朝相立之・但道中今日より9日振申付之）
1687年 6月24日 貞享4年 5月15日 天気好
1687年 6月25日 貞享4年 5月16日 雨降
1687年 6月26日 貞享4年 5月17日 天気能
1687年 6月27日 貞享4年 5月18日 曇　（吉良上野介様等を招き御振舞・御囃子番付：誓願寺・龍田・宋女等）
1687年 6月28日 貞享4年 5月19日 雨降
1687年 6月29日 貞享4年 5月20日 天気好
1687年 6月30日 貞享4年 5月21日 晴天　（酉刻御冷麦（欠字）召しあがられる）
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1687年 7月1日 貞享4年 5月22日 天気能　（この度御在所に引越す紙漉2人（新井・大久保）に上下6人分の路銀・馬銀を下し置かれる、御国元去11日罷立候御飛脚2人今日到着、不届きな小者?を成敗・もう1人を追放）
1687年 7月2日 貞享4年 5月23日 天気能
1687年 7月3日 貞享4年 5月24日 天気能
1687年 7月4日 貞享4年 5月25日 天気能
1687年 7月5日 貞享4年 5月26日 天気能　未刻地震
1687年 7月6日 貞享4年 5月27日 天気能
1687年 7月7日 貞享4年 5月28日 天気能　（御国元去12日罷立候御飛脚3人道中13日振ニ而申刻到着）
1687年 7月8日 貞享4年 5月29日 天気能
1687年 7月9日 貞享4年 6月1日 雨天
1687年 7月10日 貞享4年 6月2日 雨天
1687年 7月11日 貞享4年 6月3日 曇　（最近殿様が飯を食べていないなぁ）
1687年 7月12日 貞享4年 6月4日 少雨
1687年 7月13日 貞享4年 6月5日 天気能
1687年 7月14日 貞享4年 6月6日 天気能
1687年 7月15日 貞享4年 6月7日 天気能　（今日公家集が京都江御発駕）
1687年 7月16日 貞享4年 6月8日 天気能　（辰中刻朝御膳（欠字）召しあがられる：久しぶりに、御祝の品が届いている）
1687年 7月17日 貞享4年 6月9日 天気能　（御祝の品が届いている、今晩御帰りの節日本橋肴店ニ而御駕籠脇御右の方の小山某が犬ニ触り詮議・駕籠脇より犬鳴出シ心ならずも触ったとして御奉公遠慮）
1687年 7月18日 貞享4年 6月10日 天気好
1687年 7月19日 貞享4年 6月11日 天気能　土用ニ入
1687年 7月20日 貞享4年 6月12日 天気能　（不届きの御家中を召放・追払）
1687年 7月21日 貞享4年 6月13日 天気能
1687年 7月22日 貞享4年 6月14日 天気能
1687年 7月23日 貞享4年 6月15日 天気能
1687年 7月24日 貞享4年 6月16日 雨天
1687年 7月25日 貞享4年 6月17日 天気能
1687年 7月26日 貞享4年 6月18日 天気能　（那須遠江守様が病気で与一様は当分遠江守様へ御引越）
1687年 7月27日 貞享4年 6月19日 天気能
1687年 7月28日 貞享4年 6月20日 天気能
1687年 7月29日 貞享4年 6月21日 天気能　（犬に触った小山某の遠慮御免、泉光院様昨夜4時御遠行、山中某がりんこ（リンゴ?）１籠差上げる）
1687年 7月30日 貞享4年 6月22日 天気能
1687年 7月31日 貞享4年 6月23日 天気好　（去ル12日御国元相立候御飛脚3人が道中12日振ニ而今日辰中刻到着）
1687年 8月1日 貞享4年 6月24日 天気能
1687年 8月2日 貞享4年 6月25日 晴天　（今朝那須遠江守様御遠行）
1687年 8月3日 貞享4年 6月26日 天気能
1687年 8月4日 貞享4年 6月27日 天気能
1687年 8月5日 貞享4年 6月28日 天気能
1687年 8月6日 貞享4年 6月29日 天気能
1687年 8月7日 貞享4年 6月30日 天気能　（那須遠江守様に関する香奠：殿様より白銀10枚・若殿様より白銀5枚）
1687年 8月8日 貞享4年 7月1日 天気能
1687年 8月9日 貞享4年 7月2日 天気能
1687年 8月10日 貞享4年 7月3日 天気能
1687年 8月11日 貞享4年 7月4日 曇　（御国元去月22日罷立候御飛脚両人戌刻到着之）
1687年 8月12日 貞享4年 7月5日 雨天
1687年 8月13日 貞享4年 7月6日 天気能
1687年 8月14日 貞享4年 7月7日 晴天
1687年 8月15日 貞享4年 7月8日 天気能　（申上刻那須与一様江御出）
1687年 8月16日 貞享4年 7月9日 天気能
1687年 8月17日 貞享4年 7月10日 天気能
1687年 8月18日 貞享4年 7月11日 天気能　（御草履取が先月26日より傷寒・今朝病死）
1687年 8月19日 貞享4年 7月12日 曇　（紙漉今泉傳兵衛が去月2日御国元罷立今日午后刻到着）
1687年 8月20日 貞享4年 7月13日 天気能
1687年 8月21日 貞享4年 7月14日 天気能
1687年 8月22日 貞享4年 7月15日 天気能
1687年 8月23日 貞享4年 7月16日 天気能
1687年 8月24日 貞享4年 7月17日 天気能
1687年 8月25日 貞享4年 7月18日 天気能
1687年 8月26日 貞享4年 7月19日 天気能　（今日戌刻御国元江飛脚相立候・両人道中明日より12日振ニ申付候）
1687年 8月27日 貞享4年 7月20日 天気能
1687年 8月28日 貞享4年 7月21日 天気能　四時少雨降　（去12日御国元相立候御飛脚到着・御国別条なし）
1687年 8月29日 貞享4年 7月22日 天気能
1687年 8月30日 貞享4年 7月23日 晴天
1687年 8月31日 貞享4年 7月24日 天気能
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1687年 9月1日 貞享4年 7月25日 天気能　（今朝五時御屋敷前西ノ方角より後五・六間程北ノ方ニ鳩一死有る・早速番人付置御目付様へ……）
1687年 9月2日 貞享4年 7月26日 雨降
1687年 9月3日 貞享4年 7月27日 雨天
1687年 9月4日 貞享4年 7月28日 曇天
1687年 9月5日 貞享4年 7月29日 少雨
1687年 9月6日 貞享4年 7月30日 天気能　（5月17日に御国元を立ち去る13日夜越中之国宮崎と申す所で船が破損し病気で20日に宮崎を立った男が28日に江戸着・長屋に入れ置き今日の便に御国元へ差下す）
1687年 9月7日 貞享4年 8月1日 天気能　（江戸惣御家中切支丹改役人を竹内某と海老名某に仰付けられる・勤方：寺廻り判形見届申すべきこと・証文取立て候以後大目付を宛所に差出申すべきこと……）
1687年 9月8日 貞享4年 8月2日 天気能
1687年 9月9日 貞享4年 8月3日 天気能
1687年 9月10日 貞享4年 8月4日 雨天
1687年 9月11日 貞享4年 8月5日 雨天　（今日雷雨に付ご機嫌伺大久保加賀守様へ出す、中田（関所）上番之者ニ来（年）（欠字）御下向之刻200疋宛下さるべく候の間帳面ニ付置き失念仕るまじき旨御家老中仰せられる）
1687年 9月12日 貞享4年 8月6日 天気能　（今晩西尾小左衛門様等の御客があり御囃子（羽衣・江口?・芦刈・富士太鼓・猩々）狂言（朝比奈・船ふな?））
1687年 9月13日 貞享4年 8月7日 曇
1687年 9月14日 貞享4年 8月8日 雨降　（御奥女中を御切米金2両ニ2人扶持菜銀15匁で召出す）
1687年 9月15日 貞享4年 8月9日 天気能
1687年 9月16日 貞享4年 8月10日 天気能　（7月29日御国元罷立候御飛脚両人今日午后刻到着）
1687年 9月17日 貞享4年 8月11日 天気能
1687年 9月18日 貞享4年 8月12日 晴天
1687年 9月19日 貞享4年 8月13日 天気能
1687年 9月20日 貞享4年 8月14日 天気能　（御料理人を御切米金1枚4人扶持で召し出される）
1687年 9月21日 貞享4年 8月15日 雨天
1687年 9月22日 貞享4年 8月16日 雨天
1687年 9月23日 貞享4年 8月17日 曇
1687年 9月24日 貞享4年 8月18日 曇天　四時より八迄之内雨少降
1687年 9月25日 貞享4年 8月19日 曇　（御囃子（千寿・女郎花・箙・船弁慶等々））
1687年 9月26日 貞享4年 8月20日 雨天
1687年 9月27日 貞享4年 8月21日 天気能
1687年 9月28日 貞享4年 8月22日 曇　（去11日罷立候御国元より之御飛脚今日到着也）
1687年 9月29日 貞享4年 8月23日 天気能　（松浦肥前守様が相撲の者を連れて御客・西尾小左衛門等数人で相撲を見る・相撲の者桜川に銀1枚沖石に金子200疋御褒美として下される）
1687年 9月30日 貞享4年 8月24日 天気能
1687年 10月1日 貞享4年 8月25日 雨降　（那須与一様が登城し那須遠江守様の跡式を相違なく仰付られる）
1687年 10月2日 貞享4年 8月26日 雨天
1687年 10月3日 貞享4年 8月27日 雨降
1687年 10月4日 貞享4年 8月28日 雨天
1687年 10月5日 貞享4年 8月29日 雨天
1687年 10月6日 貞享4年 9月1日 雨降
1687年 10月7日 貞享4年 9月2日 雨天
1687年 10月8日 貞享4年 9月3日 雨降　（御馬口取小頭が昨夜縊死）
1687年 10月9日 貞享4年 9月4日 雨天
1687年 10月10日 貞享4年 9月5日 雨降
1687年 10月11日 貞享4年 9月6日 雨降　（津軽宋女様御婚礼一昨4日相済候）
1687年 10月12日 貞享4年 9月7日 天気能
1687年 10月13日 貞享4年 9月8日 雨降
1687年 10月14日 貞享4年 9月9日 雨天
1687年 10月15日 貞享4年 9月10日 天気能
1687年 10月16日 貞享4年 9月11日 天気能
1687年 10月17日 貞享4年 9月12日 天気能
1687年 10月18日 貞享4年 9月13日 天気能
1687年 10月19日 貞享4年 9月14日 天気能
1687年 10月20日 貞享4年 9月15日 天気能
1687年 10月21日 貞享4年 9月16日 天気能
1687年 10月22日 貞享4年 9月17日 天気能
1687年 10月23日 貞享4年 9月18日 晴天
1687年 10月24日 貞享4年 9月19日 天気能　（御客あり相撲（松浦肥前守様の者8人・松平半左衛門様の者3人））
1687年 10月25日 貞享4年 9月20日 天気能
1687年 10月26日 貞享4年 9月21日 雨天
1687年 10月27日 貞享4年 9月22日 天気能
1687年 10月28日 貞享4年 9月23日 天気能　（今月14日御国元罷立候御飛脚両人今日未上刻到着）
1687年 10月29日 貞享4年 9月24日 曇
1687年 10月30日 貞享4年 9月25日 曇　昼より小雨
1687年 10月31日 貞享4年 9月26日 天気能　（昨夜午之中刻（こんな時刻あり?）地震ニ付御機嫌窺のため阿部豊後守様江御使者遣わす）
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1687年 11月1日 貞享4年 9月27日 天気能
1687年 11月2日 貞享4年 9月28日 晴天
1687年 11月3日 貞享4年 9月29日 天気能
1687年 11月4日 貞享4年 9月30日 晴天
1687年 11月5日 貞享4年 10月1日 天気能
1687年 11月6日 貞享4年 10月2日 天気能
1687年 11月7日 貞享4年 10月3日 天気能
1687年 11月8日 貞享4年 10月4日 天気能
1687年 11月9日 貞享4年 10月5日 天気能　（申刻過表御門前でどこかの下人が鳩を踏み殺す・主人が明らかであり足軽3人付き添いで証文を受けとる）
1687年 11月10日 貞享4年 10月6日 天気能　（なぜか送った菓子の名：屋うかん・さくら餅・にんしんとう・ささ波・ういろう餅・?煎餅・こ満もち・ちよよ餅）
1687年 11月11日 貞享4年 10月7日 雨降
1687年 11月12日 貞享4年 10月8日 曇天
1687年 11月13日 貞享4年 10月9日 雨天
1687年 11月14日 貞享4年 10月10日 天気能
1687年 11月15日 貞享4年 10月11日 天気能　（御国許去月晦日罷立候御飛脚酉刻過到着）
1687年 11月16日 貞享4年 10月12日 　　（天気の記述なし）　　　下から続く　　　外から板を打ち付ける、浅草・濱手・小石川の屋敷も同断）
1687年 11月17日 貞享4年 10月13日 天気能　　　下から続く　　　であり閉門、御閉門で表御門・東御門・西の方北御門の大門に板打ち付け蝦錠下ろし西之方御門小門より出入りするよう仰せ付けられる・窓等も　　　上に続く
1687年 11月18日 貞享4年 10月14日 天気能　（今日御閉門（欠字）仰せ付けられる：那須遠江守様御実子の由にて福原図書と申す仁が烏山より罷り出でる・実子存在を知りながら与一を養子に遣わす段不調法　　　上に続く
1687年 11月19日 貞享4年 10月15日 天気能
1687年 11月20日 貞享4年 10月16日 天気能　（今夜御国元へ御飛脚3人相立候・道中17日より10日ふりニ申付候）
1687年 11月21日 貞享4年 10月17日 天気能
1687年 11月22日 貞享4年 10月18日 天気能
1687年 11月23日 貞享4年 10月19日 雨天　（18歳の郷足軽40石が今16日相煩い今晩六時病死・小石川御屋敷に人を遣り埋め置く、御国元去る11日罷り立候御飛脚が道中9日振ニ而戌刻到着・古懸不動尊御出汗の件申来る）
1687年 11月24日 貞享4年 10月20日 天気能　（戸田山城守様御家来から松前に米を送るよう依頼あり）
1687年 11月25日 貞享4年 10月21日 天気能　（御国元江之御飛脚2人相立之・松前江之津出米之件、飛脚之者只今の儀羽織着の儀無用ニ仕るべき旨御目付江申渡し御国元江も申遣之）
1687年 11月26日 貞享4年 10月22日 天気能
1687年 11月27日 貞享4年 10月23日 雨天
1687年 11月28日 貞享4年 10月24日 曇
1687年 11月29日 貞享4年 10月25日 天気能
1687年 11月30日 貞享4年 10月26日 雨天
1687年 12月1日 貞享4年 10月27日 天気能　（御国元江之御飛脚2人明日より道中11日振ニ申付相立候）
1687年 12月2日 貞享4年 10月28日 午刻より雨降
1687年 12月3日 貞享4年 10月29日 天気能
1687年 12月4日 貞享4年 10月30日 雨天
1687年 12月5日 貞享4年 11月1日 雨天
1687年 12月6日 貞享4年 11月2日 雨降
1687年 12月7日 貞享4年 11月3日 天気能
1687年 12月8日 貞享4年 11月4日 雨天　（今夜御国元江之飛脚2人道中5日より9日振ニ申付之）
1687年 12月9日 貞享4年 11月5日 天気能
1687年 12月10日 貞享4年 11月6日 曇　（御国元去月26日罷立候御飛脚3人之内2人今暁七つ半過到着・1人は相煩小山御本陣ニ残置候由）
1687年 12月11日 貞享4年 11月7日 晴天
1687年 12月12日 貞享4年 11月8日 天気能
1687年 12月13日 貞享4年 11月9日 雨降　（御国元去月27日罷立候御飛脚4人今朝六つ前将監方迄付申候由にて（虫：申?）刻前御殿に参り候）
1687年 12月14日 貞享4年 11月10日 晴天　（9日朝太田某が病死・屋敷内に埋め置く・親類の見舞いも御門入り禁止）
1687年 12月15日 貞享4年 11月11日 天気能　（今朝七つ横嶋某が時疫病死）
1687年 12月16日 貞享4年 11月12日 天気能
1687年 12月17日 貞享4年 11月13日 晴天
1687年 12月18日 貞享4年 11月14日 天気能　（昨夜六つ半過横嶋某の家来が病死）
1687年 12月19日 貞享4年 11月15日 天気能
1687年 12月20日 貞享4年 11月16日 天気能
1687年 12月21日 貞享4年 11月17日 晴天
1687年 12月22日 貞享4年 11月18日 雪降　（御国元より御飛脚4人今晩到着、御国元江之御飛脚3人道中明19日より12日振ニ申付相立之）
1687年 12月23日 貞享4年 11月19日 雪降　（御家中からの欠落ちが多いな）
1687年 12月24日 貞享4年 11月20日 天気能
1687年 12月25日 貞享4年 11月21日 晴天
1687年 12月26日 貞享4年 11月22日 天気能　（御国元江之御飛脚3人明日より道中10日振ニ参着仕るべく候様申付相立之・9日振ニ参着したら増銀?）
1687年 12月27日 貞享4年 11月23日 天気能　（六つ過葛西某が病死)
1687年 12月28日 貞享4年 11月24日 天気能　（御国元去る15日罷立候御飛脚今日巳刻前津軽将監宅迄付候由ニ而今夜ニ入御屋敷へ参られ候）
1687年 12月29日 貞享4年 11月25日 晴天　（御国元去る13日相立候御飛脚道中13日振今夜亥刻参着）
1687年 12月30日 貞享4年 11月26日 天気能
1687年 12月31日 貞享4年 11月27日 天気能　（今晩御国元江御飛脚3人相立之）
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1688年 1月1日 貞享4年 11月28日 天気能　（浅草御下屋敷辻番近所に非人倒死・担当役人に届ける）
1688年 1月2日 貞享4年 11月29日 晴天　（御家中の母死亡・閉門中でもめて?居る）
1688年 1月3日 貞享4年 12月1日 天気能
1688年 1月4日 貞享4年 12月2日 天気能　（今夜在所江之御飛脚6人道中12日振申付相立之）
1688年 1月5日 貞享4年 12月3日 天気能
1688年 1月6日 貞享4年 12月4日 晴天
1688年 1月7日 貞享4年 12月5日 天気能
1688年 1月8日 貞享4年 12月6日 天気能
1688年 1月9日 貞享4年 12月7日 天気能
1688年 1月10日 貞享4年 12月8日 天気能
1688年 1月11日 貞享4年 12月9日 天気能
1688年 1月12日 貞享4年 12月10日 天気能　（河合作左衛門が宗門改御証文御伺之書付を久世出雲守様へ持参）
1688年 1月13日 貞享4年 12月11日 天気能　（先月26日御国元罷立候御飛脚到着）
1688年 1月14日 貞享4年 12月12日 天気能
1688年 1月15日 貞享4年 12月13日 微風　（今日御煤掃ニ候得共此節故御掃除無之）
1688年 1月16日 貞享4年 12月14日 天気能
1688年 1月17日 貞享4年 12月15日 天気能　（今朝五時御屋敷廻で虎毛の猫病死・塩詰ニし最前鳩などを埋め候所ニ印立置く）
1688年 1月18日 貞享4年 12月16日 天気能
1688年 1月19日 貞享4年 12月17日 天気能
1688年 1月20日 貞享4年 12月18日 晴天
1688年 1月21日 貞享4年 12月19日 天気能
1688年 1月22日 貞享4年 12月20日 天気能
1688年 1月23日 貞享4年 12月21日 天気能
1688年 1月24日 貞享4年 12月22日 晴天　（御国元去9日相立候御飛脚3人戌刻到着、御国元江飛脚相立・今日より道中12日振ニ申付之）
1688年 1月25日 貞享4年 12月23日 天気能
1688年 1月26日 貞享4年 12月24日 天気能　未刻より雪降
1688年 1月27日 貞享4年 12月25日 天気能
1688年 1月28日 貞享4年 12月26日 晴天
1688年 1月29日 貞享4年 12月27日 天気能
1688年 1月30日 貞享4年 12月28日 天気能
1688年 1月31日 貞享4年 12月29日 天気能
1688年 2月1日 貞享4年 12月30日 晴天　（当月16日御国元相立候御飛脚道中12日振仰付けられ候得共大雪ニ而15日振ニ今日8時将監殿御宅迄参着申由、御国元江御飛脚道中13日振申付3人相立之）
1688年 2月2日 貞享5年 正月1日 天気能
1688年 2月3日 貞享5年 正月2日 天気能　（御長柄之者旧臘10日より相煩今夜六過ぎ病死）
1688年 2月4日 貞享5年 正月3日 天気好
1688年 2月5日 貞享5年 正月4日 晴天
1688年 2月6日 貞享5年 正月5日 曇
1688年 2月7日 貞享5年 正月6日 天気能　未刻より風吹　（御国元江之御飛脚3人相立之・道中13日ふりに申渡之）
1688年 2月8日 貞享5年 正月7日 天気能
1688年 2月9日 貞享5年 正月8日 終日雪降
1688年 2月10日 貞享5年 正月9日 曇
1688年 2月11日 貞享5年 正月10日 天気能
1688年 2月12日 貞享5年 正月11日 天気能
1688年 2月13日 貞享5年 正月12日 晴天　（10日死亡の杉山丹次郎の死骸を六半時寺に遣わす）
1688年 2月14日 貞享5年 正月13日 天気能
1688年 2月15日 貞享5年 正月14日 風吹
1688年 2月16日 貞享5年 正月15日 曇　（旧冬極月28日御国元罷立候御飛脚3人今夜到着）
1688年 2月17日 貞享5年 正月16日 晴天
1688年 2月18日 貞享5年 正月17日 天気能
1688年 2月19日 貞享5年 正月18日 天気能
1688年 2月20日 貞享5年 正月19日 雪降
1688年 2月21日 貞享5年 正月20日 晴天
1688年 2月22日 貞享5年 正月21日 曇
1688年 2月23日 貞享5年 正月22日 天気能
1688年 2月24日 貞享5年 正月23日 天気好
1688年 2月25日 貞享5年 正月24日 晴天
1688年 2月26日 貞享5年 正月25日 天気能
1688年 2月27日 貞享5年 正月26日 天気能　（今夜御国元江之御飛脚4人相立之、今日九半御児小姓付坊主が時疫で病死）
1688年 2月28日 貞享5年 正月27日 天気好
1688年 2月29日 貞享5年 正月28日 晴天
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1688年 3月1日 貞享5年 正月29日 天気能　（今夜戌下刻御国元江御飛脚3人相立之・道中10日振ニ申付之）
1688年 3月2日 貞享5年 2月1日 天気能
1688年 3月3日 貞享5年 2月2日 夜中より朝迄雪降　辰刻より晴　天気好
1688年 3月4日 貞享5年 2月3日 天曇
1688年 3月5日 貞享5年 2月4日 天気能
1688年 3月6日 貞享5年 2月5日 天気能　（御国元去月18日罷立候御飛脚戌中刻到着）
1688年 3月7日 貞享5年 2月6日 晴天
1688年 3月8日 貞享5年 2月7日 風吹
1688年 3月9日 貞享5年 2月8日 曇
1688年 3月10日 貞享5年 2月9日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中13日ふりニ参るべき由申渡之）
1688年 3月11日 貞享5年 2月10日 天気能
1688年 3月12日 貞享5年 2月11日 少風吹　（今夜五前より小石河（小石川）竹町火事出来・九つ前火鎮申候）
1688年 3月13日 貞享5年 2月12日 雨降
1688年 3月14日 貞享5年 2月13日 巳之刻より雪
1688年 3月15日 貞享5年 2月14日 晴天
1688年 3月16日 貞享5年 2月15日 晴天
1688年 3月17日 貞享5年 2月16日 天気能
1688年 3月18日 貞享5年 2月17日 天気能
1688年 3月19日 貞享5年 2月18日 晴天
1688年 3月20日 貞享5年 2月19日 雨降　（御国元江之御飛脚道中11日振申付両人相立之）
1688年 3月21日 貞享5年 2月20日 未刻より雨降　（足軽と小人が行方不明）
1688年 3月22日 貞享5年 2月21日 天気能
1688年 3月23日 貞享5年 2月22日 晴天
1688年 3月24日 貞享5年 2月23日 晴天　（御国元去ル10日罷立候御飛脚今晩六半時分将監殿江参着致し候）
1688年 3月25日 貞享5年 2月24日 時々雨降　　　下から続く　　　・たうふ（豆腐?）・たうふかす（おから？）：閉門になったおかげで当時の生活が分かる、でも白魚がないな・高級品?）
1688年 3月26日 貞享5年 2月25日 曇天　　　下から続く　　　他に日々の（御門に入れさせる）食糧?：はまくり・阿さり・志ゝミ・ゑひ・このしろ・塩ふり（鰤）・塩いなた・赤かい・こ飛らめ・阿ら?・金頭・石もち・さより・きす　　　上に続く
1688年 3月27日 貞享5年 2月26日 雨天　（御国元江之御飛脚2人明日より道中12日ふりニ申付今晩相立之）　　　下から続く　　　・ほふき？・元結・油・伽羅油・紙・草履・付木・わら・とうしん・らうそく・こぬり?・薪、　　　上に続く
1688年 3月28日 貞享5年 2月27日 晴天　（相定ニ而御門入候（日用）品々：米・味噌・塩・醤油・ス・麦・牛蒡・祢き・阿さつき・わかめ・菜大こん・阿らめ・干肴・いわし・たはこ・せんちゃ・衣類・わた・糸・はり・筆・墨　　　上に続く
1688年 3月29日 貞享5年 2月28日 天気能
1688年 3月30日 貞享5年 2月29日 天気能
1688年 3月31日 貞享5年 　　2月30日晴天
1688年 4月1日 貞享5年 3月1日 曇　（御国元去月19日罷立候御飛脚6人今夜到着・御用状持参之）
1688年 4月2日 貞享5年 3月2日 天気能
1688年 4月3日 貞享5年 3月3日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中11日振申付差下之）
1688年 4月4日 貞享5年 3月4日 風吹
1688年 4月5日 貞享5年 3月5日 天気能
1688年 4月6日 貞享5年 3月6日 天気能
1688年 4月7日 貞享5年 3月7日 晴天　（御家中の家来多数が欠け落ちしたり暇を下されたりしている、御家中の死亡者も多い）
1688年 4月8日 貞享5年 3月8日 晴天
1688年 4月9日 貞享5年 3月9日 天気能
1688年 4月10日 貞享5年 3月10日 天気能
1688年 4月11日 貞享5年 3月11日 晴天
1688年 4月12日 貞享5年 3月12日 晴天
1688年 4月13日 貞享5年 3月13日 天気能　
1688年 4月14日 貞享5年 3月14日 天気能
1688年 4月15日 貞享5年 3月15日 天気能　（御国元江御飛脚2人道中12日振ニ申付相立之）
1688年 4月16日 貞享5年 3月16日 晴天
1688年 4月17日 貞享5年 3月17日 雨降
1688年 4月18日 貞享5年 3月18日 天気能
1688年 4月19日 貞享5年 3月19日 晴天
1688年 4月20日 貞享5年 3月20日 天気能
1688年 4月21日 貞享5年 3月21日 雨天
1688年 4月22日 貞享5年 3月22日 天気能
1688年 4月23日 貞享5年 3月23日 晴天　（御国元江之御飛脚2人道中11日振申付相立之）
1688年 4月24日 貞享5年 3月24日 曇　午中刻小雨
1688年 4月25日 貞享5年 3月25日 晴天　（今日午中刻浅草筋出火・七前火消申候）
1688年 4月26日 貞享5年 3月26日 天気能
1688年 4月27日 貞享5年 3月27日 雨天
1688年 4月28日 貞享5年 3月28日 雨降
1688年 4月29日 貞享5年 3月29日 晴天
1688年 4月30日 貞享5年 4月1日 天気能
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1688年 5月1日 貞享5年 4月2日 天気能　（御国元江之御飛脚3人道中11日振ニ申付相立之）
1688年 5月2日 貞享5年 4月3日 晴天
1688年 5月3日 貞享5年 4月4日 天気能　（御国元先月21日罷立候御飛脚戌之下刻到着）
1688年 5月4日 貞享5年 4月5日 晴天　（去月18日御国元誓願寺焼失の由）
1688年 5月5日 貞享5年 4月6日 天気能
1688年 5月6日 貞享5年 4月7日 天気能　（先月24日御国元罷立候御飛脚4人今夜酉之下刻到着、御国元江今夜御飛脚相立之・4人明日より道中12日振ニ申付之）
1688年 5月7日 貞享5年 4月8日 晴天
1688年 5月8日 貞享5年 4月9日 天気能
1688年 5月9日 貞享5年 4月10日 天気能　（御家中佐田某が昨夜頓死）
1688年 5月10日 貞享5年 4月11日 雨天　午刻晴　（御国元江今夜御飛脚4人相立之・道中明12日より12日振ニ申付候）
1688年 5月11日 貞享5年 4月12日 晴天
1688年 5月12日 貞享5年 4月13日 雨天　（御国元当月2日罷立候御飛脚4人酉下刻到着）
1688年 5月13日 貞享5年 4月14日 雨降　巳之刻より晴　（昨夜の飛脚の報告では出羽山形で今月5日夜百姓町60軒焼失とのこと）
1688年 5月14日 貞享5年 4月15日 曇　午刻晴
1688年 5月15日 貞享5年 4月16日 晴天　（今夜御国元江御飛脚3人相立之）
1688年 5月16日 貞享5年 4月17日 天気能　（若殿様同道で阿部豊後守様宅に来いとの奉書・御遠慮御赦免を申しわたされ・御老中様江直ちに御廻り遊ばされる、御国元江御飛脚4人随分急々にて相立てる、開門作業）
1688年 5月17日 貞享5年 4月18日 晴天　（御国元江飛脚両人相立之・御家中の面々さかやき剃りの儀など）
1688年 5月18日 貞享5年 4月19日 天気能　（去ル9日御国元罷立候御馬廻と足軽4人今夜子下刻到着・御用金来ル）
1688年 5月19日 貞享5年 4月20日 天気能
1688年 5月20日 貞享5年 4月21日 晴天
1688年 5月21日 貞享5年 4月22日 晴天
1688年 5月22日 貞享5年 4月23日 未中刻より雨降
1688年 5月23日 貞享5年 4月24日 雨降
1688年 5月24日 貞享5年 4月25日 晴天
1688年 5月25日 貞享5年 4月26日 晴天
1688年 5月26日 貞享5年 4月27日 未刻より雨l降
1688年 5月27日 貞享5年 4月28日 天気能
1688年 5月28日 貞享5年 4月29日 晴天
1688年 5月29日 貞享5年 5月1日 晴天　申之刻より暮迄雷雨　（昨夜蒔田様で出火・早速鎮まる）
1688年 5月30日 貞享5年 5月2日 天気能
1688年 5月31日 貞享5年 5月3日 天気能　（御国元4月21日罷立候御飛脚4人道中12日振ニ而今日午中刻到着）
1688年 6月1日 貞享5年 5月4日 晴天
1688年 6月2日 貞享5年 5月5日 天気能　（昨夜本江火事・御家中2軒が類火に遭う）
1688年 6月3日 貞享5年 5月6日 雨天　巳下刻晴
1688年 6月4日 貞享5年 5月7日 晴天
1688年 6月5日 貞享5年 5月8日 晴天　（類火に遭った御家中に拝借金などの手当）
1688年 6月6日 貞享5年 5月9日 天気能　（御国元江御飛脚両人相立之・明10日より道中12日振申付候）
1688年 6月7日 貞享5年 5月10日 天気能
1688年 6月8日 貞享5年 5月11日 晴天
1688年 6月9日 貞享5年 5月12日 晴天
1688年 6月10日 貞享5年 5月13日 雨降
1688年 6月11日 貞享5年 5月14日 雨降　巳上刻晴
1688年 6月12日 貞享5年 5月15日 晴天
1688年 6月13日 貞享5年 5月16日 雨降
1688年 6月14日 貞享5年 5月17日 雨降
1688年 6月15日 貞享5年 5月18日 雨天　（御国元今月7日罷立候御飛脚昨夜戌刻到着）
1688年 6月16日 貞享5年 5月19日 晴天
1688年 6月17日 貞享5年 5月20日 雨降
1688年 6月18日 貞享5年 5月21日 天気能　卯中刻地震
1688年 6月19日 貞享5年 5月22日 雨降
1688年 6月20日 貞享5年 5月23日 晴天　（御国元江之御飛脚3人相立之・道中明日より11日振申付相立之）
1688年 6月21日 貞享5年 5月24日 晴天
1688年 6月22日 貞享5年 5月25日 天気能
1688年 6月23日 貞享5年 5月26日 天気能
1688年 6月24日 貞享5年 5月27日 晴天　風吹
1688年 6月25日 貞享5年 5月28日 雨降
1688年 6月26日 貞享5年 5月29日 天気能
1688年 6月27日 貞享5年 5月30日 天気能
1688年 6月28日 貞享5年 6月1日 晴天
1688年 6月29日 貞享5年 6月2日 曇
1688年 6月30日 貞享5年 6月3日 曇
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1688年 7月1日 貞享5年 6月4日 天気能
1688年 7月2日 貞享5年 6月5日 雨降
1688年 7月3日 貞享5年 6月6日 雨降　（御国元先月27日罷立候御飛脚申之中刻到着）
1688年 7月4日 貞享5年 6月7日 未刻より雨降
1688年 7月5日 貞享5年 6月8日 天気能
1688年 7月6日 貞享5年 6月9日 晴天
1688年 7月7日 貞享5年 6月10日 雨降
1688年 7月8日 貞享5年 6月11日 曇　（今夜子中刻御国元江御飛脚両人相立之・明日より道中9日振ニ申付之）
1688年 7月9日 貞享5年 6月12日 天気能　（御家中の中間2人が欠落）
1688年 7月10日 貞享5年 6月13日 晴天　（上方飛脚賃3両相渡候様ニ申渡之）
1688年 7月11日 貞享5年 6月14日 晴天
1688年 7月12日 貞享5年 6月15日 天気能
1688年 7月13日 貞享5年 6月16日 天気能
1688年 7月14日 貞享5年 6月17日 晴天
1688年 7月15日 貞享5年 6月18日 曇
1688年 7月16日 貞享5年 6月19日 雨降　（当月9日御国元罷立候御飛脚酉上刻到着）
1688年 7月17日 貞享5年 6月20日 雨降
1688年 7月18日 貞享5年 6月21日 晴天
1688年 7月19日 貞享5年 6月22日 曇
1688年 7月20日 貞享5年 6月23日 天気能　（御国元江御飛脚3人亥中刻相立之・道中明24日より10日ふりニ申付之）
1688年 7月21日 貞享5年 6月24日 雨降
1688年 7月22日 貞享5年 6月25日 雨降
1688年 7月23日 貞享5年 6月26日 天気能
1688年 7月24日 貞享5年 6月27日 天気能
1688年 7月25日 貞享5年 6月28日 天気能
1688年 7月26日 貞享5年 6月29日 天気能
1688年 7月27日 貞享5年 7月1日 天気能
1688年 7月28日 貞享5年 7月2日 天気好
1688年 7月29日 貞享5年 7月3日 小雨降　巳之刻晴
1688年 7月30日 貞享5年 7月4日 天気能
1688年 7月31日 貞享5年 7月5日 曇　（御国元先月24日相立候御飛脚3人今朝卯之刻到着）
1688年 8月1日 貞享5年 7月6日 晴天
1688年 8月2日 貞享5年 7月7日 晴天
1688年 8月3日 貞享5年 7月8日 晴天
1688年 8月4日 貞享5年 7月9日 晴天
1688年 8月5日 貞享5年 7月10日 天気能
1688年 8月6日 貞享5年 7月11日 雨天
1688年 8月7日 貞享5年 7月12日 晴天
1688年 8月8日 貞享5年 7月13日 天気能
1688年 8月9日 貞享5年 7月14日 晴天
1688年 8月10日 貞享5年 7月15日 晴天
1688年 8月11日 貞享5年 7月16日 天気能
1688年 8月12日 貞享5年 7月17日 晴天
1688年 8月13日 貞享5年 7月18日 曇
1688年 8月14日 貞享5年 7月19日 晴天
1688年 8月15日 貞享5年 7月20日 雨降
1688年 8月16日 貞享5年 7月21日 曇　（昨夜風雨ニ濱御屋敷破損、御国元当月12日相立候御飛脚今日戌上刻到着）
1688年 8月17日 貞享5年 7月22日 天気能
1688年 8月18日 貞享5年 7月23日 天気能
1688年 8月19日 貞享5年 7月24日 天気能
1688年 8月20日 貞享5年 7月25日 晴天
1688年 8月21日 貞享5年 7月26日 曇
1688年 8月22日 貞享5年 7月27日 天気能
1688年 8月23日 貞享5年 7月28日 天気好　（今日御登城：町人多数が御祝差上げる）
1688年 8月24日 貞享5年 7月29日 晴天
1688年 8月25日 貞享5年 7月30日 天気能
1688年 8月26日 貞享5年 8月1日 天気能
1688年 8月27日 貞享5年 8月2日 晴天　（両殿様が（神田御屋敷から?）柳原御下屋敷江御引越）
1688年 8月28日 貞享5年 8月3日 晴天
1688年 8月29日 貞享5年 8月4日 天気好
1688年 8月30日 貞享5年 8月5日 雨天
1688年 8月31日 貞享5年 8月6日 天気能

164 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1688年 9月1日 貞享5年 8月7日 天気好　（先月28日御国元罷立候御飛脚両人道中10日振ニ而今日申刻到着・御国元之新米参候）
1688年 9月2日 貞享5年 8月8日 雨降　（浅草御屋敷御修復の担当者を決めている）
1688年 9月3日 貞享5年 8月9日 雨天
1688年 9月4日 貞享5年 8月10日 雨天
1688年 9月5日 貞享5年 8月11日 晴天
1688年 9月6日 貞享5年 8月12日 晴天
1688年 9月7日 貞享5年 8月13日 晴天
1688年 9月8日 貞享5年 8月14日 晴天
1688年 9月9日 貞享5年 8月15日 雨天　（御国元去7日相立候御飛脚3人道中8日振ニ而昨夜丑刻到着）
1688年 9月10日 貞享5年 8月16日 微雨　（御国元江御飛脚3人相立・明17日より道中10日ぶりに（初めての濁点かな?）申渡之）
1688年 9月11日 貞享5年 8月17日 晴天
1688年 9月12日 貞享5年 8月18日 晴天　（今度仰渡され候ハ御領内近年不作付而御勝手御不如意・役料半分・40俵以上の俵子取10ヶ1・100石以下与力之分5分通御借りなされ……と申渡之）
1688年 9月13日 貞享5年 8月19日 曇
1688年 9月14日 貞享5年 8月20日 晴天
1688年 9月15日 貞享5年 8月21日 晴天
1688年 9月16日 貞享5年 8月22日 雨降
1688年 9月17日 貞享5年 8月23日 晴天
1688年 9月18日 貞享5年 8月24日 晴天
1688年 9月19日 貞享5年 8月25日 晴天　（御国元当月13日罷立候御飛脚道中13日ふりニ今日申下刻到着致候、下谷筋の道路工事の注意?を申付けられている）
1688年 9月20日 貞享5年 8月26日 晴天
1688年 9月21日 貞享5年 8月27日 天気能
1688年 9月22日 貞享5年 8月28日 晴天
1688年 9月23日 貞享5年 8月29日 晴天
1688年 9月24日 貞享5年 9月1日 晴天
1688年 9月25日 貞享5年 9月2日 晴天
1688年 9月26日 貞享5年 9月3日 曇
1688年 9月27日 貞享5年 9月4日 天気能
1688年 9月28日 貞享5年 9月5日 天気能
1688年 9月29日 貞享5年 9月6日 晴天
1688年 9月30日 貞享5年 9月7日 晴天
1688年 10月1日 貞享5年 9月8日 曇
1688年 10月2日 貞享5年 9月9日 天気能　（重陽の御祝儀を町民どもが差上げる）
1688年 10月3日 貞享5年 9月10日 晴天　（去月28日御国元罷立候御飛脚今朝到着・初鮭菱喰参候）
1688年 10月4日 貞享5年 9月11日 曇　（今日本庄御屋敷御請取）
1688年 10月5日 貞享5年 9月12日 天気能　（今朝六時御国元江之御飛脚道中10日振ニ申付相立之）
1688年 10月6日 貞享5年 9月13日 天気能
1688年 10月7日 貞享5年 9月14日 晴天　（御馬7疋御払い・値段なし）
1688年 10月8日 貞享5年 9月15日 天気能　未刻より雨降（従未刻雨降）
1688年 10月9日 貞享5年 9月16日 晴天　（これまでも度々あったが御家中の家来2人欠落、今朝御国元江之御飛脚両人明六時相立之・但道中10日振申付之）
1688年 10月10日 貞享5年 9月17日 曇
1688年 10月11日 貞享5年 9月18日 天気能
1688年 10月12日 貞享5年 9月19日 天気能　（大工を御切米金7両ニ2人扶持で召出）
1688年 10月13日 貞享5年 9月20日 晴天
1688年 10月14日 貞享5年 9月21日 晴天
1688年 10月15日 貞享5年 9月22日 天気好　（14日に御払いの馬の内5疋の値段：3両・2両・3両・2疋で7両）
1688年 10月16日 貞享5年 9月23日 天気好
1688年 10月17日 貞享5年 9月24日 晴天
1688年 10月18日 貞享5年 9月25日 雨降
1688年 10月19日 貞享5年 9月26日 天気能
1688年 10月20日 貞享5年 9月27日 天気好　（御国元去る11日罷立候御徒小頭等6人が今日到着、御国元去16日罷立候御飛脚今日到着候）
1688年 10月21日 貞享5年 9月28日 天気能
1688年 10月22日 貞享5年 9月29日 曇
1688年 10月23日 貞享5年 9月30日 曇　
1688年 10月24日 貞享5年 10月1日 天気能　（吉川惟足老同内蔵介殿が来ている）
1688年 10月25日 貞享5年 10月2日 晴天
1688年 10月26日 貞享5年 10月3日 天気能　（切支丹改の作業をしている、御国元江御飛脚4人酉刻相立・道中11日振ニ参候様ニと申付之）
1688年 10月27日 貞享5年 10月4日 曇
1688年 10月28日 貞享5年 10月5日 天気能　　　下から続く　　　弘前に届いたのは10月17日）、御国元江御飛脚3人申付・明日より道中10日振ニ申付戌刻相立之）
1688年 10月29日 貞享5年 10月6日 天気能　（御登城遊ばされたところ年号元禄と御改めの由仰せ渡される（本日記の表紙には10月6日より元禄と年号改元との記載あり・辞書には9月30日からとある・　　　上に続く
1688年 10月30日 貞享5年 10月7日 曇
1688年 10月31日 貞享5年 10月8日 天気能
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1688年 11月1日 貞享5年 10月9日 晴天
1688年 11月2日 貞享5年 10月10日 天気能　（御国元先月28日二相立候御飛脚両人巳之刻過到着、稲生様へ切支丹御改御帳面相渡候）
1688年 11月3日 貞享5年 10月11日 天気能
1688年 11月4日 貞享5年 10月12日 曇
1688年 11月5日 貞享5年 10月13日 風雨
1688年 11月6日 貞享5年 10月14日 天気能
1688年 11月7日 貞享5年 10月15日 天気能
1688年 11月8日 貞享5年 10月16日 晴天
1688年 11月9日 貞享5年 10月17日 晴天　（浜御屋敷の足軽頓死）
1688年 11月10日 貞享5年 10月18日 天気能
1688年 11月11日 貞享5年 10月19日 午刻より雨降（従午刻雨降）
1688年 11月12日 貞享5年 10月20日 天気能
1688年 11月13日 貞享5年 10月21日 天気能　（八つ過ぎ北之方御長屋脇ニ而犬4疋ニ而猫1疋喰殺す・報告している）
1688年 11月14日 貞享5年 10月22日 天気能
1688年 11月15日 貞享5年 10月23日 天気能
1688年 11月16日 貞享5年 10月24日 天気能
1688年 11月17日 貞享5年 10月25日 雨天　（奥女中を御切米金5両ニ2人扶持で召し抱える）
1688年 11月18日 貞享5年 10月26日 天気能
1688年 11月19日 貞享5年 10月27日 天気能
1688年 11月20日 貞享5年 10月28日 天気能
1688年 11月21日 貞享5年 10月29日 天気能
1688年 11月22日 貞享5年 10月30日 天気能
1688年 11月23日 元禄元年 11月1日 晴天
1688年 11月24日 元禄元年 11月2日 晴天
1688年 11月25日 元禄元年 11月3日 天気能
1688年 11月26日 元禄元年 11月4日 晴天　（吉川惟足老同内蔵介殿が度々来ている）
1688年 11月27日 元禄元年 11月5日 晴天
1688年 11月28日 元禄元年 11月6日 曇
1688年 11月29日 元禄元年 11月7日 曇　（広須新田米8125俵之内4000俵御用米・3000俵御普請米・1250俵御救米に仰せ付けられるよう願い奉り候……了解される）
1688年 11月30日 元禄元年 11月8日 晴天
1688年 12月1日 元禄元年 11月9日 晴天
1688年 12月2日 元禄元年 11月10日 雨天
1688年 12月3日 元禄元年 11月11日 曇
1688年 12月4日 元禄元年 11月12日 晴天
1688年 12月5日 元禄元年 11月13日 曇　（南部遠江守様・柳沢出羽守様江御役替えの御祝儀を送る）
1688年 12月6日 元禄元年 11月14日 晴天　（初鱈1本御国許より今日到着）
1688年 12月7日 元禄元年 11月15日 晴天
1688年 12月8日 元禄元年 11月16日 雨降
1688年 12月9日 元禄元年 11月17日 天気好
1688年 12月10日 元禄元年 11月18日 天気好　（田村藤太夫より白魚１重差上げられる、去6日御国許罷立候御飛脚両人午下刻到着）
1688年 12月11日 元禄元年 11月19日 曇
1688年 12月12日 元禄元年 11月20日 晴天
1688年 12月13日 元禄元年 11月21日 青天（こう書いてあるのです）
1688年 12月14日 元禄元年 11月22日 雨天
1688年 12月15日 元禄元年 11月23日 晴天
1688年 12月16日 元禄元年 11月24日 天気好
1688年 12月17日 元禄元年 11月25日 晴天
1688年 12月18日 元禄元年 11月26日 晴天
1688年 12月19日 元禄元年 11月27日 晴天　（御国許江御飛脚明8日より道中14日振ニ相立候様ニと御目付江申渡之）
1688年 12月20日 元禄元年 11月28日 晴天
1688年 12月21日 元禄元年 11月29日 曇
1688年 12月22日 元禄元年 11月30日 晴天　（御国青森正覚寺の僧が門まで来ている）
1688年 12月23日 元禄元年 12月1日 天気好　（切支丹類族下帳?を藤堂伊予守に持参）
1688年 12月24日 元禄元年 12月2日 天気能
1688年 12月25日 元禄元年 12月3日 天気好
1688年 12月26日 元禄元年 12月4日 晴天
1688年 12月27日 元禄元年 12月5日 晴天
1688年 12月28日 元禄元年 12月6日 曇　（夜四つ半時分下谷肴棚（魚店?：上野駅付近）より出火家数少々焼失・子刻静・木村木工介類火ニ遭候）
1688年 12月29日 元禄元年 12月7日 晴天
1688年 12月30日 元禄元年 12月8日 曇　（類火に遭った木村木工介金子10両拝領仰せ付けられる）
1688年 12月31日 元禄元年 12月9日 天気能
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1689年 1月1日 元禄元年 12月10日 晴天
1689年 1月2日 元禄元年 12月11日 天気能　（若殿様の前髪取の御祝かな?）
1689年 1月3日 元禄元年 12月12日 天気能
1689年 1月4日 元禄元年 12月13日 天気能　（津軽越中守納米卯之夏（今年は辰年）大阪江相廻シ各江売渡申定ニ右之米前銀として請取・国元不作に付……関係する商人（丁子や某・沢村某）に一筆入れている）
1689年 1月5日 元禄元年 12月14日 天気能　但酉ノ刻より寒ニ入
1689年 1月6日 元禄元年 12月15日 天気能
1689年 1月7日 元禄元年 12月16日 曇
1689年 1月8日 元禄元年 12月17日 曇　但申刻より初雪降　　　下から続く　　　この高潮は深浦より小泊まで海辺19里の間幅2間より5間迄破損仕る・牛4疋流失）
1689年 1月9日 元禄元年 12月18日 天気能　（幕府への報告：私領内西之濱当11月朔日2日両日大風雨高潮ニ付海辺波損之覚（流家18軒・波損家225軒、塩釜流失13ヶ所・並損16ヶ所、田地永荒１反8畝歩）・　　　上に続く
1689年 1月10日 元禄元年 12月19日 天気能
1689年 1月11日 元禄元年 12月20日 天気能
1689年 1月12日 元禄元年 12月21日 天気能
1689年 1月13日 元禄元年 12月22日 雨天
1689年 1月14日 元禄元年 12月23日 天気能　（人事異動）
1689年 1月15日 元禄元年 12月24日 天気能
1689年 1月16日 元禄元年 12月25日 天気能　（当月10日御国元立候御飛脚今日夜四過到着之）
1689年 1月17日 元禄元年 12月26日 天気能　（先日の人事異動の誓紙、御国元江之御飛脚両人相立候・道中15日婦り（ふり）申付之）
1689年 1月18日 元禄元年 12月27日 天気好
1689年 1月19日 元禄元年 12月28日 天気好
1689年 1月20日 元禄元年 12月29日 天気能
1689年 1月21日 元禄2年 正月1日 晴天　（様付：若殿様・与一様・津軽宋女様）
1689年 1月22日 元禄2年 正月2日 晴天　（例年の通り御国元江年始の御飛脚遣わされる、御国元旧臘15日相立候御飛脚3人酉刻到着）
1689年 1月23日 元禄2年 正月3日 晴天　（今晩御座之間で御謡初）
1689年 1月24日 元禄2年 正月4日 曇
1689年 1月25日 元禄2年 正月5日 雨天　酉刻過より雪少々降
1689年 1月26日 元禄2年 正月6日 晴天
1689年 1月27日 元禄2年 正月7日 晴天　（今朝七種の御粥御吸物）
1689年 1月28日 元禄2年 正月8日 晴天
1689年 1月29日 元禄2年 正月9日 晴天
1689年 1月30日 元禄2年 正月10日 晴天
1689年 1月31日 元禄2年 正月11日 晴天
1689年 2月1日 元禄2年 正月12日 晴天
1689年 2月2日 元禄2年 正月13日 天気能
1689年 2月3日 元禄2年 正月14日 晴天
1689年 2月4日 元禄2年 正月15日 晴天
1689年 2月5日 元禄2年 正月16日 晴天
1689年 2月6日 元禄2年 正月17日 晴天　（旧臘28日御国元罷立候御飛脚今日未刻到着）
1689年 2月7日 元禄2年 正月18日 晴天
1689年 2月8日 元禄2年 正月19日 晴天
1689年 2月9日 元禄2年 正月20日 雨降　（御国元去3日相立候御飛脚3人道中18日振ニ而今日巳刻到着・吉礼金200両参候）
1689年 2月10日 元禄2年 正月21日 晴天
1689年 2月11日 元禄2年 正月22日 晴天
1689年 2月12日 元禄2年 正月23日 晴天
1689年 2月13日 元禄2年 正月24日 晴天
1689年 2月14日 元禄2年 正月25日 晴天
1689年 2月15日 元禄2年 正月26日 朝の内雪降
1689年 2月16日 元禄2年 正月27日 雪降
1689年 2月17日 元禄2年 正月28日 晴天　少風吹
1689年 2月18日 元禄2年 正月29日 晴天
1689年 2月19日 元禄2年 正月30日 晴天
1689年 2月20日 元禄2年 閏正月1日 天気好
1689年 2月21日 元禄2年 閏正月2日 天気能
1689年 2月22日 元禄2年 閏正月3日 雨降　（町奉行様方より町中江御触れ：はした下女の衣類木綿着申すべく候……）
1689年 2月23日 元禄2年 閏正月4日 天気能　（鉄砲御改ニ付差上申証文之事：200目筒長サ2尺5寸1挺・20目筒長サ2尺3寸1挺・10匁筒長サ2尺5寸1挺・4文目筒長サ3尺2寸1挺・2匁8分筒長サ2尺5寸1挺・2匁筒長サ6寸1挺）
1689年 2月24日 元禄2年 閏正月5日 曇
1689年 2月25日 元禄2年 閏正月6日 天気能　（誰か知らないがひいとろこ川婦（ビードロコップ?）を差し上げている）
1689年 2月26日 元禄2年 閏正月7日 晴天
1689年 2月27日 元禄2年 閏正月8日 天気好
1689年 2月28日 元禄2年 閏正月9日 天気能
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1689年 3月1日 元禄2年 閏正月10日晴天
1689年 3月2日 元禄2年 閏正月11日晴天
1689年 3月3日 元禄2年 閏正月12日曇
1689年 3月4日 元禄2年 閏正月13日雨降
1689年 3月5日 元禄2年 閏正月14日晴天
1689年 3月6日 元禄2年 閏正月15日天気能
1689年 3月7日 元禄2年 閏正月16日曇
1689年 3月8日 元禄2年 閏正月17日雨降
1689年 3月9日 元禄2年 閏正月18日晴天
1689年 3月10日 元禄2年 閏正月19日雨降
1689年 3月11日 元禄2年 閏正月20日曇
1689年 3月12日 元禄2年 閏正月21日晴天
1689年 3月13日 元禄2年 閏正月22日晴天
1689年 3月14日 元禄2年 閏正月23日晴天
1689年 3月15日 元禄2年 閏正月24日晴天
1689年 3月16日 元禄2年 閏正月25日曇
1689年 3月17日 元禄2年 閏正月26日雨降
1689年 3月18日 元禄2年 閏正月27日曇
1689年 3月19日 元禄2年 閏正月28日天気能
1689年 3月20日 元禄2年 閏正月29日天気能
1689年 3月21日 元禄2年 2月1日 天気能　（金5両1人扶持の与一様御歩行を1両3人扶持御加増で御中小姓御切米金6両4人扶持とする）
1689年 3月22日 元禄2年 2月2日 晴天　但申刻余程地震
1689年 3月23日 元禄2年 2月3日 晴天
1689年 3月24日 元禄2年 2月4日 曇
1689年 3月25日 元禄2年 2月5日 雨降
1689年 3月26日 元禄2年 2月6日 晴天
1689年 3月27日 元禄2年 2月7日 晴天
1689年 3月28日 元禄2年 2月8日 曇
1689年 3月29日 元禄2年 2月9日 曇
1689年 3月30日 元禄2年 2月10日 天気能
1689年 3月31日 元禄2年 2月11日 天気能
1689年 4月1日 元禄2年 2月12日 晴天
1689年 4月2日 元禄2年 2月13日 曇
1689年 4月3日 元禄2年 2月14日 雨降
1689年 4月4日 元禄2年 2月15日 晴天
1689年 4月5日 元禄2年 2月16日 晴天
1689年 4月6日 元禄2年 2月17日 晴天
1689年 4月7日 元禄2年 2月18日 晴天　（去10日より相煩御児小姓坊主が酉刻病死）
1689年 4月8日 元禄2年 2月19日 曇　（津軽将監宅に下された御菓子：やうかん（羊羹？）・ういらう餅（ういろう餅?）・抺?餅・つばさ餅・切こわめし・黄白・煮肴五客）
1689年 4月9日 元禄2年 2月20日 雨降
1689年 4月10日 元禄2年 2月21日 曇
1689年 4月11日 元禄2年 2月22日 晴天
1689年 4月12日 元禄2年 2月23日 晴天
1689年 4月13日 元禄2年 2月24日 曇
1689年 4月14日 元禄2年 2月25日 雨降
1689年 4月15日 元禄2年 2月26日 曇
1689年 4月16日 元禄2年 2月27日 晴天　（延宝8年3月23日頃献上した赭土（赤土）100貫目の目録……分らん、御菓子2客あん餅・きなこ餅、御国元江御飛脚両人明28日より道中10日振ニ申付相立之）
1689年 4月17日 元禄2年 2月28日 晴天　（御国元江御飛脚2人明朝より道中14日振ニ申付酉刻相立之）
1689年 4月18日 元禄2年 2月29日 晴天
1689年 4月19日 元禄2年 　　2月30日曇
1689年 4月20日 元禄2年 3月1日 晴天
1689年 4月21日 元禄2年 3月2日 晴天
1689年 4月22日 元禄2年 3月3日 雨降
1689年 4月23日 元禄2年 3月4日 曇
1689年 4月24日 元禄2年 3月5日 晴天
1689年 4月25日 元禄2年 3月6日 天気好
1689年 4月26日 元禄2年 3月7日 曇
1689年 4月27日 元禄2年 3月8日 曇
1689年 4月28日 元禄2年 3月9日 天気能
1689年 4月29日 元禄2年 3月10日 晴天
1689年 4月30日 元禄2年 3月11日 晴天

晴天
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1689年 5月1日 元禄2年 3月12日 晴天　（御国元去月29日罷立候御飛脚両人今日巳刻到着之）
1689年 5月2日 元禄2年 3月13日 雨降
1689年 5月3日 元禄2年 3月14日 曇
1689年 5月4日 元禄2年 3月15日 晴天
1689年 5月5日 元禄2年 3月16日 天気能
1689年 5月6日 元禄2年 3月17日 晴天
1689年 5月7日 元禄2年 3月18日 晴天
1689年 5月8日 元禄2年 3月19日 雨降
1689年 5月9日 元禄2年 3月20日 曇
1689年 5月10日 元禄2年 3月21日 曇
1689年 5月11日 元禄2年 3月22日 天気能
1689年 5月12日 元禄2年 3月23日 天気能
1689年 5月13日 元禄2年 3月24日 曇
1689年 5月14日 元禄2年 3月25日 曇
1689年 5月15日 元禄2年 3月26日 雨降
1689年 5月16日 元禄2年 3月27日 天気能　（御国元に帰った御家中に売掛金があるとの訴えが富沢町の商人から来ている、狩野某に百合草1重並びにぢぶ（婦に濁点）し?1重を遣わされる）
1689年 5月17日 元禄2年 3月28日 晴天　（江戸詰の中間小頭6両2人扶持（江戸増金（以下同じ）2両）・御鎗持5両1人半扶持（1両2分）・御鋏箱持・御馬取4両1人半扶持（1両2分）・御借馬取3両1人半扶持（江戸増金1両））
1689年 5月18日 元禄2年 3月29日 天気能　（御国元去16日ニ罷立候御飛脚両人午刻到着）
1689年 5月19日 元禄2年 4月1日 晴天
1689年 5月20日 元禄2年 4月2日 晴天
1689年 5月21日 元禄2年 4月3日 晴天
1689年 5月22日 元禄2年 4月4日 曇
1689年 5月23日 元禄2年 4月5日 雨降
1689年 5月24日 元禄2年 4月6日 曇　（昨晩出火あり・御家中?が類火に遭う）
1689年 5月25日 元禄2年 4月7日 晴天
1689年 5月26日 元禄2年 4月8日 曇
1689年 5月27日 元禄2年 4月9日 曇
1689年 5月28日 元禄2年 4月10日 晴天
1689年 5月29日 元禄2年 4月11日 晴天
1689年 5月30日 元禄2年 4月12日 晴天
1689年 5月31日 元禄2年 4月13日 曇
1689年 6月1日 元禄2年 4月14日 雨降　（御中小姓を10両4人扶持で召し抱える）
1689年 6月2日 元禄2年 4月15日 晴天
1689年 6月3日 元禄2年 4月16日 小雨降　（土朱（赭土とも書いてある）10貫目入り10箱献上）
1689年 6月4日 元禄2年 4月17日 天気好
1689年 6月5日 元禄2年 4月18日 晴天
1689年 6月6日 元禄2年 4月19日 晴天
1689年 6月7日 元禄2年 4月20日 曇
1689年 6月8日 元禄2年 4月21日 雨降
1689年 6月9日 元禄2年 4月22日 雨降
1689年 6月10日 元禄2年 4月23日 晴天
1689年 6月11日 元禄2年 4月24日 晴天
1689年 6月12日 元禄2年 4月25日 曇
1689年 6月13日 元禄2年 4月26日 雨降
1689年 6月14日 元禄2年 4月27日 晴天
1689年 6月15日 元禄2年 4月28日 晴天
1689年 6月16日 元禄2年 4月29日 雨降
1689年 6月17日 元禄2年 5月1日 天気能
1689年 6月18日 元禄2年 5月2日 天気能
1689年 6月19日 元禄2年 5月3日 雨降
1689年 6月20日 元禄2年 5月4日 雨天
1689年 6月21日 元禄2年 5月5日 朝雨降
1689年 6月22日 元禄2年 5月6日 雨天　（備後の国から濁点が付きござを差し上げた者がある）
1689年 6月23日 元禄2年 5月7日 天気好　（髪が抜けて願により総髪を許している）
1689年 6月24日 元禄2年 5月8日 天気能
1689年 6月25日 元禄2年 5月9日 天気能
1689年 6月26日 元禄2年 5月10日 天気能　（御家中が貞享4年からの代銀を払わず14人に銀335匁余の訴状が届いている）
1689年 6月27日 元禄2年 5月11日 天気能
1689年 6月28日 元禄2年 5月12日 曇
1689年 6月29日 元禄2年 5月13日 天気能
1689年 6月30日 元禄2年 5月14日 天気能
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1689年 7月1日 元禄2年 5月15日 天気能　（御国元江の御飛脚両人戌之刻相立・道中明日より12日振ニ申付之）
1689年 7月2日 元禄2年 5月16日 雨天
1689年 7月3日 元禄2年 5月17日 天気能
1689年 7月4日 元禄2年 5月18日 天気能
1689年 7月5日 元禄2年 5月19日 天気能
1689年 7月6日 元禄2年 5月20日 雨天
1689年 7月7日 元禄2年 5月21日 天気能　（赭土（赤土・赫土）300貫目が到着・残り100貫目）
1689年 7月8日 元禄2年 5月22日 天気能
1689年 7月9日 元禄2年 5月23日 天気能
1689年 7月10日 元禄2年 5月24日 天気能
1689年 7月11日 元禄2年 5月25日 天気能
1689年 7月12日 元禄2年 5月26日 天気能　（去9日御国元罷立候赭土142貫800目到着）
1689年 7月13日 元禄2年 5月27日 天気能
1689年 7月14日 元禄2年 5月28日 雨天
1689年 7月15日 元禄2年 5月29日 雨降　午刻より晴天
1689年 7月16日 元禄2年 5月30日 雨降　（御国元当月20日相立候御飛脚3人申下刻到着）
1689年 7月17日 元禄2年 6月1日 天気能
1689年 7月18日 元禄2年 6月2日 天気能　土用ニ入
1689年 7月19日 元禄2年 6月3日 天気能
1689年 7月20日 元禄2年 6月4日 天気能
1689年 7月21日 元禄2年 6月5日 天気能
1689年 7月22日 元禄2年 6月6日 天気能
1689年 7月23日 元禄2年 6月7日 天気能
1689年 7月24日 元禄2年 6月8日 天気能　（御国元去月28日相立候御飛脚両人道中11日振ニ而今日酉刻過到着、今日御在所の土朱（赭土とも記述）300貫目を献上遊ばされる）
1689年 7月25日 元禄2年 6月9日 天気能　（御国元江の御飛脚諸手足軽・郷足軽警固・郷足軽（苗字なし）の3人を道中11日振ニ申付今日未刻相立之）
1689年 7月26日 元禄2年 6月10日 天気能　　　（この後11日までの間に「第百七十三号」と記した付箋紙?（縦20cm幅3cm程度）が入っている）
1689年 7月27日 元禄2年 6月11日 天気能
1689年 7月28日 元禄2年 6月12日 天気能
1689年 7月29日 元禄2年 6月13日 天気能
1689年 7月30日 元禄2年 6月14日 天気能
1689年 7月31日 元禄2年 6月15日 天気能
1689年 8月1日 元禄2年 6月16日 天気能
1689年 8月2日 元禄2年 6月17日 天気能
1689年 8月3日 元禄2年 6月18日 天気能
1689年 8月4日 元禄2年 6月19日 朝少雨降
1689年 8月5日 元禄2年 6月20日 天気能　（御在所の赭土100貫目（10箱）献納）
1689年 8月6日 元禄2年 6月21日 天気能　（今日御国元江之御飛脚3人道中明22日より9日振ニ申付相立之、当月11日御国元相立候御飛脚3人道中11日振ニ而今日未刻到着）
1689年 8月7日 元禄2年 6月22日 天気能
1689年 8月8日 元禄2年 6月23日 天気能
1689年 8月9日 元禄2年 6月24日 天気能　（京都去ル17日相立候町飛脚未中刻到着）
1689年 8月10日 元禄2年 6月25日 天気能　（御国元江之御飛脚両人明26日より道中10日振ニ申付今日相立之）
1689年 8月11日 元禄2年 6月26日 天気能
1689年 8月12日 元禄2年 6月27日 天気能
1689年 8月13日 元禄2年 6月28日 天気能　（殿様が登城の上大目付様方よりの申渡：生類あはれミの志弥専要（こころざしいよいよせんよう）に仕るべく候・この度（欠字）仰せ出だされ候は……）
1689年 8月14日 元禄2年 6月29日 天気能
1689年 8月15日 元禄2年 7月1日 天気能　（昨夜七つ半時夜廻中に猫が食い合い死んだとの報告をしている）
1689年 8月16日 元禄2年 7月2日 天気能
1689年 8月17日 元禄2年 7月3日 天気能
1689年 8月18日 元禄2年 7月4日 天気能　（御家中に買掛金があると3月27日に来た冨沢町の夫婦が昨今両日駕籠訴?）
1689年 8月19日 元禄2年 7月5日 天気能
1689年 8月20日 元禄2年 7月6日 曇
1689年 8月21日 元禄2年 7月7日 天気能
1689年 8月22日 元禄2年 7月8日 天気能
1689年 8月23日 元禄2年 7月9日 天気能
1689年 8月24日 元禄2年 7月10日 天気能　（当月2日御国元相立候御飛脚中川小隼人組の2人が今夜戌中刻到着・道中7日振仰付けられ候えども雨降道中洪水ニ而逗留いたし9日振ニ到来）
1689年 8月25日 元禄2年 7月11日 曇　（川越某を御用人にとの人事異動、御国元去ル4日相立候御飛脚2人今晩酉刻到着）
1689年 8月26日 元禄2年 7月12日 曇　（6月29日御国元相立候御飛脚3人今日巳刻到着、御国元江御飛脚3人道中8日振ニ申付け酉刻相立之）
1689年 8月27日 元禄2年 7月13日 天気能　（御国元当月5日相立候御飛脚3人午刻到着・道中7日振仰付けられ候えども雨降道中洪水故9日振ニ而今日到着）
1689年 8月28日 元禄2年 7月14日 曇　　　下から続く　　　道中9日振仰付けられ候えども雨降道橋落候而10日振ニ到着）
1689年 8月29日 元禄2年 7月15日 曇　（兵庫殿の諸事を尋ねられたら諸事御結構遊ばされ他領に何故出たのかわからないと答えるようにとの指示あり、御国元当月6日相立候御飛脚2人今夜戌刻到着・　　　上に続く
1689年 8月30日 元禄2年 7月16日 天気能
1689年 8月31日 元禄2年 7月17日 天気能
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1689年 9月1日 元禄2年 7月18日 天気能
1689年 9月2日 元禄2年 7月19日 天気能　（今11日御国元相立候御飛脚1人道中8日振ニ仰せ付けられ候・相役1人は白川（白河）で落馬し養生中）
1689年 9月3日 元禄2年 7月20日 天気能
1689年 9月4日 元禄2年 7月21日 天気能　（今月13日酉刻御国相立候御飛脚2人道中7日振仰せられ昨夜子刻到着）
1689年 9月5日 元禄2年 7月22日 天気能　　　下から続く　　　可成程ハ随分急下着候様ニ申付け今夜子下刻相立之）
1689年 9月6日 元禄2年 7月23日 天気能　（当月11日御国相立候御飛脚の相役の方到着、御国江之御飛脚3人道中今日より8日振申付け酉上刻相立、御国江之御飛脚3人道中今日より6日・7日両日中　　　上に続く
1689年 9月7日 元禄2年 7月24日 天気能　（殿様が兵庫越境に関する御遠慮・これに伴う表御門等の措置あり、御国江之御飛脚2人今日より道中8日振ニ申付け今夜子刻相立之）
1689年 9月8日 元禄2年 7月25日 天気能　　　下から続く　　　戌刻相立之、御国元当月18日相立候御飛脚2道中9日振ニ而今日未中刻到着）
1689年 9月9日 元禄2年 7月26日 天気　（御国当月13日酉刻相立候御飛脚2人去ル20日子刻道中7日振ニ而到着候ニ付御褒美1人金子3両宛下し置かれる、この2人に警固1人を今日より道中8日振ニ申渡し　　　上に続く
1689年 9月10日 元禄2年 7月27日 曇　（当年初米7月9日小杉村彦左衛門より・6月24日大鰐御菜園より初米差上げる）
1689年 9月11日 元禄2年 7月28日 天気能　（当月20日午上刻御国相立候御飛脚道中7日振ニ仰せ付けられたが昨夜丑刻到着）
1689年 9月12日 元禄2年 7月29日 天気能
1689年 9月13日 元禄2年 7月30日 天気能　（御国江之御飛脚3人明日より道中8日振ニ申付け今暮酉下刻相立之）
1689年 9月14日 元禄2年 8月1日 天気好
1689年 9月15日 元禄2年 8月2日 晴天
1689年 9月16日 元禄2年 8月3日 晴天　（御国元7月24日巳之中刻相立候御飛脚5人道中9日振ニ而昨夜亥之中刻参着）
1689年 9月17日 元禄2年 8月4日 晴天
1689年 9月18日 元禄2年 8月5日 申ノ中刻より雷雨　（今日申之中刻過雷雨・藤堂某様屋敷に落雷出火・早速火鎮）
1689年 9月19日 元禄2年 8月6日 雨天
1689年 9月20日 元禄2年 8月7日 雨天　（御家中の昨日欠落ちの家来が浅草の寺中で切り殺される）
1689年 9月21日 元禄2年 8月8日 晴天　（先月晦日御国元相立候御飛脚3人今日寅之刻到着）
1689年 9月22日 元禄2年 8月9日 晴天
1689年 9月23日 元禄2年 8月10日 晴天　（当月2日御国元相立候御飛脚2人道中9日振ニ而今日未下刻到着）
1689年 9月24日 元禄2年 8月11日 雨降
1689年 9月25日 元禄2年 8月12日 曇　（御国江之御飛脚6人今日巳下刻相立）
1689年 9月26日 元禄2年 8月13日 晴天　（当月5日未之中刻御国元相立候御飛脚2人道中7日振ニ申付け候得共6日の夜九ツ時金ヶ沢横手間ニ而落馬・痛有之・8日八時半にて今晩戌中刻上着）
1689年 9月27日 元禄2年 8月14日 天気好
1689年 9月28日 元禄2年 8月15日 曇　（御国元当月8日未之刻相立候御飛脚2人今日酉上刻到着・道中7日三時）
1689年 9月29日 元禄2年 8月16日 曇
1689年 9月30日 元禄2年 8月17日 晴天
1689年 10月1日 元禄2年 8月18日 雨天　（御国元当月10日午中刻相立候御飛脚2人今日午中刻上着）
1689年 10月2日 元禄2年 8月19日 曇　（御国元当月12日午上刻相立候御飛脚2人道中7日振ニ而今日巳下刻到着）
1689年 10月3日 元禄2年 8月20日 曇　（当月14日酉之刻秋田領土崎湊より大道寺隼人と添田儀左衛門方より注進・御飛脚2人今日午之后刻到着）
1689年 10月4日 元禄2年 8月21日 晴天　（御国江之御飛脚両人明22日より道中8日振ニ申付け申刻相立、津軽兵庫殿を佐竹様家来から請取る段申し来る）
1689年 10月5日 元禄2年 8月22日 晴天
1689年 10月6日 元禄2年 8月23日 天気好
1689年 10月7日 元禄2年 8月24日 天気好
1689年 10月8日 元禄2年 8月25日 曇　（御国元当月18日酉之刻相立候御飛脚2人道中7日2時ニ而今日亥之刻（この後書いていない：福眞））
1689年 10月9日 元禄2年 8月26日 天気好　（津軽兵庫を連れもどしたことを報告している）
1689年 10月10日 元禄2年 8月27日 晴天　（最近届いた飛脚4組に褒美）
1689年 10月11日 元禄2年 8月28日 天気好
1689年 10月12日 元禄2年 8月29日 曇
1689年 10月13日 元禄2年 9月1日 天気能　（御国元8月21日未之中刻罷立候御飛脚両人道中9日2時振ニ而午之刻過到着也）
1689年 10月14日 元禄2年 9月2日 天気能
1689年 10月15日 元禄2年 9月3日 晴天
1689年 10月16日 元禄2年 9月4日 天気能
1689年 10月17日 元禄2年 9月5日 天気能
1689年 10月18日 元禄2年 9月6日 天気能　（津軽伊織様（公儀旗本黒石津軽4000石の弟1000石））御死去の段を手紙で報告）
1689年 10月19日 元禄2年 9月7日 天気能　（御国元先月27日酉之刻相立候御飛脚2人今日酉上刻到着）
1689年 10月20日 元禄2年 9月8日 天気能
1689年 10月21日 元禄2年 9月9日 天気能
1689年 10月22日 元禄2年 9月10日 天気能
1689年 10月23日 元禄2年 9月11日 雨天　（牧野備後守から土朱（赤土）少々申し受けたいとの無心あり）
1689年 10月24日 元禄2年 9月12日 雨天　（土朱30貫目を了解している）
1689年 10月25日 元禄2年 9月13日 天気能
1689年 10月26日 元禄2年 9月14日 天気能
1689年 10月27日 元禄2年 9月15日 天気能　（御国江之御飛脚2人と病人等3人道中16日より10日振ニ申付之午中刻相立之）
1689年 10月28日 元禄2年 9月16日 天気能
1689年 10月29日 元禄2年 9月17日 天気能
1689年 10月30日 元禄2年 9月18日 天気能
1689年 10月31日 元禄2年 9月19日 天気能
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1689年 11月1日 元禄2年 9月20日 曇
1689年 11月2日 元禄2年 9月21日 雨天
1689年 11月3日 元禄2年 9月22日 天気能　（ちんちくりん麦（丈の短い麦でしょうか）1升5夕を小石川御屋敷江年に蒔く、小石川御屋敷が昨日の風雨でちょっとした被害あり）
1689年 11月4日 元禄2年 9月23日 天気能
1689年 11月5日 元禄2年 9月24日 曇　（御国元当月14日暮六時相立候御飛脚道中11日振酉刻到着）
1689年 11月6日 元禄2年 9月25日 雨天
1689年 11月7日 元禄2年 9月26日 曇
1689年 11月8日 元禄2年 9月27日 天気能
1689年 11月9日 元禄2年 9月28日 天気能
1689年 11月10日 元禄2年 9月29日 天気能　（当月19日御国元相立候御飛脚道中11日振酉中刻到着）
1689年 11月11日 元禄2年 9月30日 小雨降
1689年 11月12日 元禄2年 10月1日 晴天
1689年 11月13日 元禄2年 10月2日 天気能
1689年 11月14日 元禄2年 10月3日 晴天
1689年 11月15日 元禄2年 10月4日 天気能　（御国元9月23日相立候御飛脚両人道中12日振ニ而今日酉下刻到着）
1689年 11月16日 元禄2年 10月5日 晴天
1689年 11月17日 元禄2年 10月6日 天気能　（御国元江之御飛脚2人（共に名字がなく郷足軽?）道中今日より12日振ニ申付午刻相立之）
1689年 11月18日 元禄2年 10月7日 天気能
1689年 11月19日 元禄2年 10月8日 天気能
1689年 11月20日 元禄2年 10月9日 天気能　（御家中の小物自害、幾里支丹（切支丹）宗門当秋改之義を御目付2人に申し渡す）
1689年 11月21日 元禄2年 10月10日 天気能
1689年 11月22日 元禄2年 10月11日 天気能
1689年 11月23日 元禄2年 10月12日 天気能
1689年 11月24日 元禄2年 10月13日 天気能　（御国元江之御飛脚両人道中今日より13日振ニ申付午刻過相立之）
1689年 11月25日 元禄2年 10月14日 曇
1689年 11月26日 元禄2年 10月15日 雨降
1689年 11月27日 元禄2年 10月16日 天気能
1689年 11月28日 元禄2年 10月17日 天気能
1689年 11月29日 元禄2年 10月18日 天気能
1689年 11月30日 元禄2年 10月19日 天気能　（御国元当月7日相立候御飛脚両人道中10日振ニ申渡され候処道中雪雨ニ遭13日振ニ而今日酉刻到着候由）
1689年 12月1日 元禄2年 10月20日 天気能
1689年 12月2日 元禄2年 10月21日 天気能
1689年 12月3日 元禄2年 10月22日 天気能
1689年 12月4日 元禄2年 10月23日 雨天
1689年 12月5日 元禄2年 10月24日 雨天
1689年 12月6日 元禄2年 10月25日 天気能
1689年 12月7日 元禄2年 10月26日 曇
1689年 12月8日 元禄2年 10月27日 天気能
1689年 12月9日 元禄2年 10月28日 晴天
1689年 12月10日 元禄2年 10月29日 天気能
1689年 12月11日 元禄2年 10月30日 天気能
1689年 12月12日 元禄2年 11月1日 天気能　（御国元江之御飛脚2人今日より道中12日振ニ申付卯刻過相立之、去月19日御国元相立候御飛脚2人道中13日振ニ而今晩酉刻到着）
1689年 12月13日 元禄2年 11月2日 天気能
1689年 12月14日 元禄2年 11月3日 天気能
1689年 12月15日 元禄2年 11月4日 天気能　（御国元江之御飛脚両人道中13日振ニ申付今朝卯刻相立之）
1689年 12月16日 元禄2年 11月5日 天気能
1689年 12月17日 元禄2年 11月6日 曇
1689年 12月18日 元禄2年 11月7日 天気能　（先月27日御国元相立候御飛脚3人道中13日振ニ而午下刻到着）
1689年 12月19日 元禄2年 11月8日 曇
1689年 12月20日 元禄2年 11月9日 天気能
1689年 12月21日 元禄2年 11月10日 天気能　（先月28日御国元相立候御飛脚2人道中13日振今日午刻到着）
1689年 12月22日 元禄2年 11月11日 天気能
1689年 12月23日 元禄2年 11月12日 雨天
1689年 12月24日 元禄2年 11月13日 曇
1689年 12月25日 元禄2年 11月14日 天気能
1689年 12月26日 元禄2年 11月15日 天気能　（御国元江御飛脚4人今日より道中13日振ニ申付巳刻相立之）
1689年 12月27日 元禄2年 11月16日 天気能
1689年 12月28日 元禄2年 11月17日 曇
1689年 12月29日 元禄2年 11月18日 天気能
1689年 12月30日 元禄2年 11月19日 天気能
1689年 12月31日 元禄2年 11月20日 天気能
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1690年 1月1日 元禄2年 11月21日 天気能
1690年 1月2日 元禄2年 11月22日 天気　（御国元江御飛脚2人今日より道中15日振申付卯刻相立之）
1690年 1月3日 元禄2年 11月23日 天気能
1690年 1月4日 元禄2年 11月24日 天気能
1690年 1月5日 元禄2年 11月25日 曇
1690年 1月6日 元禄2年 11月26日 天気能
1690年 1月7日 元禄2年 11月27日 天気能
1690年 1月8日 元禄2年 11月28日 天気能
1690年 1月9日 元禄2年 11月29日 曇
1690年 1月10日 元禄2年 11月30日 天気能　（御国元当月16日相立候御飛脚3人今夜戌刻到着）
1690年 1月11日 元禄2年 12月1日 天気好
1690年 1月12日 元禄2年 12月2日 風吹
1690年 1月13日 元禄2年 12月3日 天気好
1690年 1月14日 元禄2年 12月4日 天気能
1690年 1月15日 元禄2年 12月5日 天気能
1690年 1月16日 元禄2年 12月6日 雨天　（御家中切支丹宗門改相済候）
1690年 1月17日 元禄2年 12月7日 雨降
1690年 1月18日 元禄2年 12月8日 天気好
1690年 1月19日 元禄2年 12月9日 天気好
1690年 1月20日 元禄2年 12月10日 天気能
1690年 1月21日 元禄2年 12月11日 天気好　（御国元江御飛脚2人道中今日より14日振ニ申付今朝卯刻相立之）
1690年 1月22日 元禄2年 12月12日 天気能
1690年 1月23日 元禄2年 12月13日 天気能　（先月29日御国元相立候御飛脚3人今日巳中刻到着）
1690年 1月24日 元禄2年 12月14日 天気能
1690年 1月25日 元禄2年 12月15日 天気能
1690年 1月26日 元禄2年 12月16日 天気能
1690年 1月27日 元禄2年 12月17日 天気好
1690年 1月28日 元禄2年 12月18日 天気好
1690年 1月29日 元禄2年 12月19日 風吹
1690年 1月30日 元禄2年 12月20日 天気能
1690年 1月31日 元禄2年 12月21日 天気能　（御国元江御飛脚4人明22日より道中15日振ニ申付今日午下刻相立之）
1690年 2月1日 元禄2年 12月22日 天気能
1690年 2月2日 元禄2年 12月23日 風吹　（町人達から歳暮の差上げ物が届いている）
1690年 2月3日 元禄2年 12月24日 天気能　（御国元当月11日相立候御飛脚今日未中刻到着3人）
1690年 2月4日 元禄2年 12月25日 天気能
1690年 2月5日 元禄2年 12月26日 天気能
1690年 2月6日 元禄2年 12月27日 天気能　（殿様御目見御遠慮御免（津軽兵庫の越境の件で御目見遠慮だったのだ）、御国元江御飛脚4人明28日より道中9日振ニ申付け今日午中刻相立之）
1690年 2月7日 元禄2年 12月28日 天気能　（御国元江御飛脚2人今日相立之・何人か同行させている）
1690年 2月8日 元禄2年 12月29日 天気能
1690年 2月9日 元禄3年 正月1日 晴天　（正月の行事で様付：若殿様・与一様・清?昌院様・津軽宋女様）
1690年 2月10日 元禄3年 正月2日 天気能　（たくさんの町民から贈り物が届いている）
1690年 2月11日 元禄3年 正月3日 天気能　（御座間で御謡初、御国元江年始の飛脚例年の如く立之）
1690年 2月12日 元禄3年 正月4日 晴天
1690年 2月13日 元禄3年 正月5日 八時より風吹（従八時風吹）
1690年 2月14日 元禄3年 正月6日 風吹　（旧臘21日御国元罷立候御飛脚両人道中15日振ニ而酉刻過到着）
1690年 2月15日 元禄3年 正月7日 天気能
1690年 2月16日 元禄3年 正月8日 晴天
1690年 2月17日 元禄3年 正月9日 雨天
1690年 2月18日 元禄3年 正月10日 曇　風吹　地震
1690年 2月19日 元禄3年 正月11日 天気能
1690年 2月20日 元禄3年 正月12日 天気能　（先月28日御国元相立候御飛脚2人申中刻過到着）
1690年 2月21日 元禄3年 正月13日 天気能
1690年 2月22日 元禄3年 正月14日 雨降　（神田明神江若殿様より毎年ニ献候覚：正月15日1貫文・5月15日1貫文・9月15日1貫文・御誕生日5月24日白銀1枚）
1690年 2月23日 元禄3年 正月15日 天気能　（御国元江之御飛脚3人道中15日振ニ申付之、3日の御謡初めの節の地謡3人に白銀1枚宛下し置かれる、去3日御国元罷立候御飛脚5人道中13日振ニ而戌刻到着）　
1690年 2月24日 元禄3年 正月16日 天気能
1690年 2月25日 元禄3年 正月17日 天気能
1690年 2月26日 元禄3年 正月18日 天気能　（関白宣下の宣下の前を欠字で尊敬を表している、当月9日御国元相立候御飛脚3人道中10日振ニ而六半時到着也）　
1690年 2月27日 元禄3年 正月19日 巳刻より雨天
1690年 2月28日 元禄3年 正月20日 天気能
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1690年 3月1日 元禄3年 正月21日 天気能
1690年 3月2日 元禄3年 正月22日 晴天
1690年 3月3日 元禄3年 正月23日 天気能　　　下から続く　　　浅草川吹越え本庄石原より中之郷?類火に合い新御屋敷西之方御旗本衆屋敷残らず類火致す・新御屋敷正方板囲い25・6間程焼失いに合い候・その他恙なし）
1690年 3月4日 元禄3年 正月24日 天気能　（御国元江之御飛脚4人道中13日振ニ申付卯刻相立之、未刻浅草仁王門の内智楽院寺内より出火致し・折節西北之風強く並木茶屋より駒形町ニ而焼留まる・夫より　　　上に続く
1690年 3月5日 元禄3年 正月25日 天気能
1690年 3月6日 元禄3年 正月26日 天気能　（今朝表御門前に手負い犬死ある・医者を申付けた、この犬は箱に入れ釘付けにし筵に包んで御土蔵脇に埋め札を立て置く）
1690年 3月7日 元禄3年 正月27日 辰刻巳刻両度地震
1690年 3月8日 元禄3年 正月28日 曇
1690年 3月9日 元禄3年 正月29日 晴天
1690年 3月10日 元禄3年 正月30日 天気能　（当月17日御国元相立候御飛脚2人道中14日振午中到着）　
1690年 3月11日 元禄3年 2月1日 雨天　（当御屋敷へ火之見櫓出来）
1690年 3月12日 元禄3年 2月2日 曇
1690年 3月13日 元禄3年 2月3日 天気能
1690年 3月14日 元禄3年 2月4日 天気好
1690年 3月15日 元禄3年 2月5日 天気好
1690年 3月16日 元禄3年 2月6日 天気能
1690年 3月17日 元禄3年 2月7日 雨天
1690年 3月18日 元禄3年 2月8日 天気能
1690年 3月19日 元禄3年 2月9日 曇
1690年 3月20日 元禄3年 2月10日 雨天
1690年 3月21日 元禄3年 2月11日 天気能　（両殿様も関白宣下も欠字で尊敬を表している、客が来て浄瑠璃をしているらしい）
1690年 3月22日 元禄3年 2月12日 曇
1690年 3月23日 元禄3年 2月13日 天気能　（去月晦日御国元相立候御飛脚両人今日午刻上着、午刻本所亀戸辺ニ出火・半途で収まる）
1690年 3月24日 元禄3年 2月14日 天気能
1690年 3月25日 元禄3年 2月15日 天気能
1690年 3月26日 元禄3年 2月16日 天気能
1690年 3月27日 元禄3年 2月17日 天気能　（去4日御国元相立候御飛脚両人今日酉刻到着）
1690年 3月28日 元禄3年 2月18日 天気能
1690年 3月29日 元禄3年 2月19日 天気能
1690年 3月30日 元禄3年 2月20日 天気能
1690年 3月31日 元禄3年 2月21日 天気能
1690年 4月1日 元禄3年 2月22日 天気能
1690年 4月2日 元禄3年 2月23日 雨天　（御国元へ御飛脚明日より道中13日振ニ申付今日申刻相立之）
1690年 4月3日 元禄3年 2月24日 天気能
1690年 4月4日 元禄3年 2月25日 天気好
1690年 4月5日 元禄3年 2月26日 雨天
1690年 4月6日 元禄3年 2月27日 天気能　（今暮渡部主殿様の家来が裏門に欠け込む）
1690年 4月7日 元禄3年 2月28日 天気能
1690年 4月8日 元禄3年 2月29日 天気能
1690年 4月9日 元禄3年 3月1日 天気能
1690年 4月10日 元禄3年 3月2日 天気能
1690年 4月11日 元禄3年 3月3日 天気能　（先月20日御国元相立候御飛脚2人道中13日振ニ而今日午下刻到着）
1690年 4月12日 元禄3年 3月4日 雨降
1690年 4月13日 元禄3年 3月5日 　　（天気の記述なし）
1690年 4月14日 元禄3年 3月6日 天気能
1690年 4月15日 元禄3年 3月7日 雨天
1690年 4月16日 元禄3年 3月8日 天気能　（去月29日京都発の町飛脚到着）
1690年 4月17日 元禄3年 3月9日 天気能　（未中刻鳥越明神前で出火・暮過ぎ御帰り）
1690年 4月18日 元禄3年 3月10日 天気能
1690年 4月19日 元禄3年 3月11日 天気能　（今日御国元江之御飛脚4人道中今日より10日振ニ申付相立之）
1690年 4月20日 元禄3年 3月12日 天気能
1690年 4月21日 元禄3年 3月13日 天気能　（当月6日京都相立候町飛脚酉之上刻到着）
1690年 4月22日 元禄3年 3月14日 天気能
1690年 4月23日 元禄3年 3月15日 雨天
1690年 4月24日 元禄3年 3月16日 天気能　（去8日京都相立候町飛脚今日未中刻到着）
1690年 4月25日 元禄3年 3月17日 天気能
1690年 4月26日 元禄3年 3月18日 天気能
1690年 4月27日 元禄3年 3月19日 雨天
1690年 4月28日 元禄3年 3月20日 天気能
1690年 4月29日 元禄3年 3月21日 風吹　未刻過雨降　（将軍が通る際の先払いから行列が終わるまでは火之見櫓番をおろすと書いてある）
1690年 4月30日 元禄3年 3月22日 申刻過雨降　（申刻亀?井之先ニ火事有之・同中刻過御帰り遊ばされる）
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1690年 5月1日 元禄3年 3月23日 天気能
1690年 5月2日 元禄3年 3月24日 天気能　（当月15日御国元相立候御飛脚4人今日申刻到着）
1690年 5月3日 元禄3年 3月25日 　　（天気の記述なし）　（戌下刻金龍山辺で出火・殿さま半途より御帰り遊ばされる）
1690年 5月4日 元禄3年 3月26日 天気能　（柳沢出羽守様御加増で御祝に出られる）
1690年 5月5日 元禄3年 3月27日 曇
1690年 5月6日 元禄3年 3月28日 晴天　（御国元江之御飛脚2人道中今日より10日振ニ申付未明相立之）
1690年 5月7日 元禄3年 3月29日 天気能
1690年 5月8日 元禄3年 3月30日 雨天
1690年 5月9日 元禄3年 4月1日 天気能
1690年 5月10日 元禄3年 4月2日 天気能
1690年 5月11日 元禄3年 4月3日 　　（天気の記述なし）
1690年 5月12日 元禄3年 4月4日 天気能
1690年 5月13日 元禄3年 4月5日 天気能
1690年 5月14日 元禄3年 4月6日 天気能
1690年 5月15日 元禄3年 4月7日 天気能
1690年 5月16日 元禄3年 4月8日 天気能　（京都の神源大夫方に6日飛脚にて御用状を遣わす）
1690年 5月17日 元禄3年 4月9日 天気能　（御国元先月29日相立候御飛脚4人今日申中刻到着）
1690年 5月18日 元禄3年 4月10日 曇　（御国元江御飛脚3人今日より道中9日振ニ申付卯中刻相立之）
1690年 5月19日 元禄3年 4月11日 天気能
1690年 5月20日 元禄3年 4月12日 天気能
1690年 5月21日 元禄3年 4月13日 天気能　（御姫様（翌日に2歳とある）御逝去）
1690年 5月22日 元禄3年 4月14日 天気能　（御国元江御飛脚2人道中明日より10日振ニ申付未刻相立之）
1690年 5月23日 元禄3年 4月15日 天気能
1690年 5月24日 元禄3年 4月16日 雨天
1690年 5月25日 元禄3年 4月17日 天気能
1690年 5月26日 元禄3年 4月18日 雨天
1690年 5月27日 元禄3年 4月19日 天気能　（当月9日御国元相立候御飛脚2人今日申中刻到着）
1690年 5月28日 元禄3年 4月20日 天気能　（御国元江御飛脚3人今日より道中10日振申付午刻立之）
1690年 5月29日 元禄3年 4月21日 天気能　（御国元江御飛脚2人明日より道中10日振ニ申付午刻相立之）
1690年 5月30日 元禄3年 4月22日 天気能
1690年 5月31日 元禄3年 4月23日 天気能
1690年 6月1日 元禄3年 4月24日 天気能　（11人が御国表に出立している）
1690年 6月2日 元禄3年 4月25日 天気能
1690年 6月3日 元禄3年 4月26日 曇　（なぜか御家中等3人を（江戸から?）追放している）
1690年 6月4日 元禄3年 4月27日 天気能
1690年 6月5日 元禄3年 4月28日 天気能
1690年 6月6日 元禄3年 4月29日 天気能
1690年 6月7日 元禄3年 5月1日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中10日振に申付今日午上刻相立之）
1690年 6月8日 元禄3年 5月2日 天気能
1690年 6月9日 元禄3年 5月3日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中明日より10日振ニ申付申刻相立之）
1690年 6月10日 元禄3年 5月4日 雨降　（御国元先月24日二相立候御飛脚4人道中11日振ニ今日午中刻到着）
1690年 6月11日 元禄3年 5月5日 晴天
1690年 6月12日 元禄3年 5月6日 天気能　（御国元江之御飛脚両人相立・道中11日振申付、先月26日御国元相立候御飛脚3人今日申刻到着）
1690年 6月13日 元禄3年 5月7日 雨天
1690年 6月14日 元禄3年 5月8日 天気能
1690年 6月15日 元禄3年 5月9日 雨天
1690年 6月16日 元禄3年 5月10日 雨降
1690年 6月17日 元禄3年 5月11日 辰刻迄雨降
1690年 6月18日 元禄3年 5月12日 天気能
1690年 6月19日 元禄3年 5月13日 天気能
1690年 6月20日 元禄3年 5月14日 天気能
1690年 6月21日 元禄3年 5月15日 天気能
1690年 6月22日 元禄3年 5月16日 天気能
1690年 6月23日 元禄3年 5月17日 天気能　（御国元去7日二罷立候御飛脚4人中3人申之刻到着）
1690年 6月24日 元禄3年 5月18日 曇　（御国元江御飛脚両人今日より道中10日振申渡辰刻相立之）
1690年 6月25日 元禄3年 5月19日 雨天　（今晩御客・料理狂言など）
1690年 6月26日 元禄3年 5月20日 天気能
1690年 6月27日 元禄3年 5月21日 天気能
1690年 6月28日 元禄3年 5月22日 天気能　（切支丹宗門改御役人様の御家来に注意事項を聞いているらしい）
1690年 6月29日 元禄3年 5月23日 天気能
1690年 6月30日 元禄3年 5月24日 曇
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1690年 7月1日 元禄3年 5月25日 雨天
1690年 7月2日 元禄3年 5月26日 天気能
1690年 7月3日 元禄3年 5月27日 天気能
1690年 7月4日 元禄3年 5月28日 曇
1690年 7月5日 元禄3年 5月29日 天気能
1690年 7月6日 元禄3年 6月1日 天気能
1690年 7月7日 元禄3年 6月2日 天気能　（今朝本庄新御屋敷御地祭・所要物件いろいろあり）
1690年 7月8日 元禄3年 6月3日 天気能
1690年 7月9日 元禄3年 6月4日 天気能
1690年 7月10日 元禄3年 6月5日 天気能　（御国元先月24日二罷立候御飛脚4人道中11日ふりニ而今日未之刻参着）
1690年 7月11日 元禄3年 6月6日 天気能
1690年 7月12日 元禄3年 6月7日 天気能
1690年 7月13日 元禄3年 6月8日 天気能
1690年 7月14日 元禄3年 6月9日 曇
1690年 7月15日 元禄3年 6月10日 天気能
1690年 7月16日 元禄3年 6月11日 天気能
1690年 7月17日 元禄3年 6月12日 天気能
1690年 7月18日 元禄3年 6月13日 天気能
1690年 7月19日 元禄3年 6月14日 天気能　土用ニ入　（御国元江御飛脚3人明15日より道中10日ふりニ申付相立之）
1690年 7月20日 元禄3年 6月15日 天気能
1690年 7月21日 元禄3年 6月16日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中10日ふりニ申付申ノ中刻相立之）
1690年 7月22日 元禄3年 6月17日 天気能
1690年 7月23日 元禄3年 6月18日 天気能
1690年 7月24日 元禄3年 6月19日 天気能
1690年 7月25日 元禄3年 6月20日 曇
1690年 7月26日 元禄3年 6月21日 小雨　（御国元江御飛脚両人道中10日ふりニ申付相立）
1690年 7月27日 元禄3年 6月22日 曇
1690年 7月28日 元禄3年 6月23日 小雨　（御国元当月12日立之御飛脚両人今日四ツ過到着）
1690年 7月29日 元禄3年 6月24日 晴天
1690年 7月30日 元禄3年 6月25日 天気能
1690年 7月31日 元禄3年 6月26日 曇
1690年 8月1日 元禄3年 6月27日 小雨
1690年 8月2日 元禄3年 6月28日 大雨
1690年 8月3日 元禄3年 6月29日 雨降
1690年 8月4日 元禄3年 6月30日 天気能
1690年 8月5日 元禄3年 7月1日 雨降
1690年 8月6日 元禄3年 7月2日 雨降
1690年 8月7日 元禄3年 7月3日 天気能　（御客・仕舞かな）
1690年 8月8日 元禄3年 7月4日 天気能
1690年 8月9日 元禄3年 7月5日 天気能　（御国元先月24日二罷立候御飛脚両人今日申中刻到着）
1690年 8月10日 元禄3年 7月6日 晴天
1690年 8月11日 元禄3年 7月7日 晴天
1690年 8月12日 元禄3年 7月8日 天気能　（小泉嘉右衛門死亡（転切支丹小泉長兵衛孫同前嘉右衛門同後嘉右衛門当午5月17日26歳ニ而病死・旦那寺津軽郡弘前禅宗安盛寺）との報告を幕府にしている）
1690年 8月13日 元禄3年 7月9日 天気能　（先月29日御国元罷立候御飛脚4人今日申下刻到着）
1690年 8月14日 元禄3年 7月10日 雨降
1690年 8月15日 元禄3年 7月11日 天気能　（御国元江御飛脚8人今日より道中10日振ニ申付昼過相立之）
1690年 8月16日 元禄3年 7月12日 小雨降　但昨夜中より卯刻迄大雨　（御国元江之御暇御拝領之御知らせあり）
1690年 8月17日 元禄3年 7月13日 天気好
1690年 8月18日 元禄3年 7月14日 天気能
1690年 8月19日 元禄3年 7月15日 天気能
1690年 8月20日 元禄3年 7月16日 曇　（御発駕を来ル28日と仰せ出される）
1690年 8月21日 元禄3年 7月17日 雨降
1690年 8月22日 元禄3年 7月18日 天気能　（御国元江御飛脚2人明日より道中9日振ニ申付未刻相立之）
1690年 8月23日 元禄3年 7月19日 晴天　（火の見番が解役となったので今日火ノ見櫓こほち（壊すことかな?）申すに付……）
1690年 8月24日 元禄3年 7月20日 天気能
1690年 8月25日 元禄3年 7月21日 天気能
1690年 8月26日 元禄3年 7月22日 天気能　　　下から続く　　　道中10日振ニ申付戌刻相立之）
1690年 8月27日 元禄3年 7月23日 天気好（気の右隣に明瞭な○・原本によると焼跡、たばこの跡かな?）　（御国元去12日罷立候御飛脚4人今日午刻到着・但御国初米到来、御国元江御飛脚両人明日より　　　上に続く
1690年 8月28日 元禄3年 7月24日 天気能
1690年 8月29日 元禄3年 7月25日 雨天
1690年 8月30日 元禄3年 7月26日 天気能
1690年 8月31日 元禄3年 7月27日 天気能
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1690年 9月1日 元禄3年 7月28日 天気能　（殿様御国許江辰刻御発駕・20日振の行程あり、その後御国許江御飛脚両人道中12日振ニ申付相立之）
1690年 9月2日 元禄3年 7月29日 天気能
1690年 9月3日 元禄3年 8月1日 天気能　（去月19日御国元罷立候御飛脚2人栗橋御昼休江参着御状差上げそれより罷登候由・今日七ツ過参着）
1690年 9月4日 元禄3年 8月2日 天気能　（山形御一宿までの御飛脚両人を粕漬などを持たせて差下す）
1690年 9月5日 元禄3年 8月3日 天気能
1690年 9月6日 元禄3年 8月4日 天気能
1690年 9月7日 元禄3年 8月5日 天気能
1690年 9月8日 元禄3年 8月6日 天気能
1690年 9月9日 元禄3年 8月7日 天気能
1690年 9月10日 元禄3年 8月8日 風雨
1690年 9月11日 元禄3年 8月9日 天気能
1690年 9月12日 元禄3年 8月10日 風雨　（今日の風で奥方御居間之屋根吹きはき申候・修復を申付ける）
1690年 9月13日 元禄3年 8月11日 小雨　（先月22日御国元罷立候御飛脚両人今月2日大田原御本陣江参着・夫より此方江罷登候由・今日暮前参着）
1690年 9月14日 元禄3年 8月12日 天気能
1690年 9月15日 元禄3年 8月13日 天気能　（今朝御国元江御飛脚2人道中9日ふりニ申付相立之）
1690年 9月16日 元禄3年 8月14日 曇
1690年 9月17日 元禄3年 8月15日 雨天　（御国元去3日罷立候御飛脚両人山形御一宿江8日二参着・翌9日山形罷立候由ニ而今日七つ過到着）
1690年 9月18日 元禄3年 8月16日 雨天
1690年 9月19日 元禄3年 8月17日 天気能
1690年 9月20日 元禄3年 8月18日 天気能
1690年 9月21日 元禄3年 8月19日 天気能
1690年 9月22日 元禄3年 8月20日 天気能　（今日八ツ時御国元江御飛脚相立之、去6日御国元罷立候御持鑓之者4人院内御本陣江御用状差上げ夫より罷登候由今日申之刻到着）
1690年 9月23日 元禄3年 8月21日 天気能
1690年 9月24日 元禄3年 8月22日 天気能
1690年 9月25日 元禄3年 8月23日 天気能
1690年 9月26日 元禄3年 8月24日 雨天
1690年 9月27日 元禄3年 8月25日 天気能
1690年 9月28日 元禄3年 8月26日 晴天
1690年 9月29日 元禄3年 8月27日 天気能
1690年 9月30日 元禄3年 8月28日 天気能
1690年 10月1日 元禄3年 8月29日 雨天　（去ル19日御国元罷立候御飛脚両人道中9日ふりニ而今日申之刻参着）
1690年 10月2日 元禄3年 9月1日 天気能　（大道寺隼人が先月18日御国元罷立今日未之刻参着）
1690年 10月3日 元禄3年 9月2日 天気能
1690年 10月4日 元禄3年 9月3日 天気能
1690年 10月5日 元禄3年 9月4日 天気能
1690年 10月6日 元禄3年 9月5日 天気能
1690年 10月7日 元禄3年 9月6日 天気能
1690年 10月8日 元禄3年 9月7日 雨天
1690年 10月9日 元禄3年 9月8日 天気能　但申之刻より雨天
1690年 10月10日 元禄3年 9月9日 天気能
1690年 10月11日 元禄3年 9月10日 天気能
1690年 10月12日 元禄3年 9月11日 曇　夜中大雨　（御国元江之御飛脚3人道中今日より10日ふりニ申付相立ル、御国元去朔日立之御飛脚両人未之刻参着）
1690年 10月13日 元禄3年 9月12日 天気能　七ツ過小雨
1690年 10月14日 元禄3年 9月13日 天気能
1690年 10月15日 元禄3年 9月14日 天気能
1690年 10月16日 元禄3年 9月15日 晴天
1690年 10月17日 元禄3年 9月16日 曇　（去6日御国元罷立候御飛脚両人今晩子之刻参着）
1690年 10月18日 元禄3年 9月17日 天気能
1690年 10月19日 元禄3年 9月18日 雨天　（大道寺隼人が今朝御国元へ発足）
1690年 10月20日 元禄3年 9月19日 曇
1690年 10月21日 元禄3年 9月20日 雨天
1690年 10月22日 元禄3年 9月21日 卯刻地震　天気能
1690年 10月23日 元禄3年 9月22日 天気能
1690年 10月24日 元禄3年 9月23日 天気能
1690年 10月25日 元禄3年 9月24日 天気能
1690年 10月26日 元禄3年 9月25日 雨天
1690年 10月27日 元禄3年 9月26日 天気能　（御国元去16日立之御飛脚2人今日申之刻参着）
1690年 10月28日 元禄3年 9月27日 天気能
1690年 10月29日 元禄3年 9月28日 天気能　（御国元江之御飛脚3人今日より道中11日ふりニ申付相立之）
1690年 10月30日 元禄3年 9月29日 雨天
1690年 10月31日 元禄3年 9月30日 天気能
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1690年 11月1日 元禄3年 10月1日 　　（天気の記述なし）
1690年 11月2日 元禄3年 10月2日 天気
1690年 11月3日 元禄3年 10月3日 　　（天気の記述なし）　（先月23日御国元罷立候御飛脚2人道中11日振ニ而戌之刻到着）
1690年 11月4日 元禄3年 10月4日 天気能
1690年 11月5日 元禄3年 10月5日 雨天
1690年 11月6日 元禄3年 10月6日 雨天
1690年 11月7日 元禄3年 10月7日 天気能　（先月26日御国元罷立候御飛脚2人今晩酉之中刻参着）
1690年 11月8日 元禄3年 10月8日 天気能
1690年 11月9日 元禄3年 10月9日 　　（天気の記述なし）
1690年 11月10日 元禄3年 10月10日 　　（天気の記述なし）
1690年 11月11日 元禄3年 10月11日 天気能
1690年 11月12日 元禄3年 10月12日 天気能
1690年 11月13日 元禄3年 10月13日 天気能　（今月2日御国元罷立候御飛脚両人申之下刻到着、御国元江之御飛脚2人今晩五ツ時分罷立候様ニ申付け明日より道中11日振申渡）
1690年 11月14日 元禄3年 10月14日 天気能
1690年 11月15日 元禄3年 10月15日 小雨降　但午刻より晴天
1690年 11月16日 元禄3年 10月16日 曇
1690年 11月17日 元禄3年 10月17日 曇
1690年 11月18日 元禄3年 10月18日 曇
1690年 11月19日 元禄3年 10月19日 天気能
1690年 11月20日 元禄3年 10月20日 天気能　（御国元江御飛脚2人道中10日振申付相立之）
1690年 11月21日 元禄3年 10月21日 天気能
1690年 11月22日 元禄3年 10月22日 天気能　（加藤佐渡守様が御老中に仰せ付けられる）
1690年 11月23日 元禄3年 10月23日 天気能
1690年 11月24日 元禄3年 10月24日 雨天　但申刻より晴天
1690年 11月25日 元禄3年 10月25日 天気能　（御国元今月13日二罷立候御飛脚道中12日振に而申之下刻到着）
1690年 11月26日 元禄3年 10月26日 天気能　（切支丹御証文2通9月15日之日付ニ而差登・今日（担当の）藤堂伊代守様等に持参）
1690年 11月27日 元禄3年 10月27日 雨天　（今晩戌之刻御在所江御飛脚両人道中明28日より11日振申付相立之）
1690年 11月28日 元禄3年 10月28日 天気能　（今朝御国元江の御飛脚3人道中12日振ニ申付相立之）
1690年 11月29日 元禄3年 10月29日 曇
1690年 11月30日 元禄3年 10月30日 天気能
1690年 12月1日 元禄3年 11月1日 天気能
1690年 12月2日 元禄3年 11月2日 雨天
1690年 12月3日 元禄3年 11月3日 天気能
1690年 12月4日 元禄3年 11月4日 雨天　（御国元江御飛脚4人道中明5日より11日振ニ申付今日相立ル）
1690年 12月5日 元禄3年 11月5日 天気能
1690年 12月6日 元禄3年 11月6日 曇
1690年 12月7日 元禄3年 11月7日 初雪
1690年 12月8日 元禄3年 11月8日 　　（天気の記述なし）
1690年 12月9日 元禄3年 11月9日 　　（天気の記述なし）
1690年 12月10日 元禄3年 11月10日 　　（日記の保存なし）
1690年 12月11日 元禄3年 11月11日 天気能
1690年 12月12日 元禄3年 11月12日 雨天
1690年 12月13日 元禄3年 11月13日 天気能
1690年 12月14日 元禄3年 11月14日 雨天　（御国元当月朔日罷立候御飛脚2人今日午刻参着）
1690年 12月15日 元禄3年 11月15日 晴天
1690年 12月16日 元禄3年 11月16日 天気能
1690年 12月17日 元禄3年 11月17日 天気能
1690年 12月18日 元禄3年 11月18日 天気能
1690年 12月19日 元禄3年 11月19日 天気能
1690年 12月20日 元禄3年 11月20日 天気能
1690年 12月21日 元禄3年 11月21日 晴天　（御国元江御飛脚3人道中12日振ニ申付辰中刻相立之）
1690年 12月22日 元禄3年 11月22日 　　（天気の記述なし）
1690年 12月23日 元禄3年 11月23日 天気能
1690年 12月24日 元禄3年 11月24日 晴天
1690年 12月25日 元禄3年 11月25日 晴天
1690年 12月26日 元禄3年 11月26日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中12日振ニ申付相立之、小人50人余之御扶持金9両餘りを請取両替候由ニ而小人部屋頭欠落ち）
1690年 12月27日 元禄3年 11月27日 天気能　（御国元去13日罷立候御飛脚3人道中15日振ニ而今日参着）
1690年 12月28日 元禄3年 11月28日 天気能
1690年 12月29日 元禄3年 11月29日 天気能
1690年 12月30日 元禄3年 12月1日 天気能　（野村方江三馬屋之梨子1箱大湯五左衛門書状添え参り候に付則差遣之：三厩の梨が出てきたので記載した）
1690年 12月31日 元禄3年 12月2日 天気能　（津軽宋女様が今日御側小姓仰せ付けられる）
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1691年 1月1日 元禄3年 12月3日 天気能　（方々に梨子（三厩梨子かどうかは不明）を送っている）
1691年 1月2日 元禄3年 12月4日 天気能
1691年 1月3日 元禄3年 12月5日 天気能　（御国元先月20日二罷立候御飛脚2人今日九つ半時分参着）
1691年 1月4日 元禄3年 12月6日 天気能　（御国元江之御飛脚4人明日より12日ふりニ申付相立之）
1691年 1月5日 元禄3年 12月7日 晴天　寒ニ入
1691年 1月6日 元禄3年 12月8日 天気能
1691年 1月7日 元禄3年 12月9日 天気能
1691年 1月8日 元禄3年 12月10日 天気能
1691年 1月9日 元禄3年 12月11日 天気能
1691年 1月10日 元禄3年 12月12日 天気能
1691年 1月11日 元禄3年 12月13日 　　（日記の保存なし）
1691年 1月12日 元禄3年 12月14日 　　（日記の保存なし）
1691年 1月13日 元禄3年 12月15日 　　（日記の保存なし）
1691年 1月14日 元禄3年 12月16日 　　（日記の保存なし）
1691年 1月15日 元禄3年 12月17日 天気能
1691年 1月16日 元禄3年 12月18日 天気能
1691年 1月17日 元禄3年 12月19日 曇
1691年 1月18日 元禄3年 12月20日 天気能　未ノ刻過地震
1691年 1月19日 元禄3年 12月21日 天気能　（御国元去7日立之御飛脚3人酉之刻到着）
1691年 1月20日 元禄3年 12月22日 晴天　（御国元江御飛脚両人道中14日ふりニ申付午之刻相立之）
1691年 1月21日 元禄3年 12月23日 天気能
1691年 1月22日 元禄3年 12月24日 天気能　（24日の記述が終わった後に紙が1枚綴じられており町飛脚（京方面の事件）で火災が報じられている）
1691年 1月23日 元禄3年 12月25日 昨夜より雪降
1691年 1月24日 元禄3年 12月26日 　　（天気の記述なし）
1691年 1月25日 元禄3年 12月27日 曇　（御国元去10日立之御飛脚3人申之刻到着）
1691年 1月26日 元禄3年 12月28日 曇
1691年 1月27日 元禄3年 12月29日 雪降
1691年 1月28日 元禄3年 12月30日 雪降
1691年 1月29日 元禄4年 正月1日 天気能
1691年 1月30日 元禄4年 正月2日 天気能　（御国元旧臘16日立之御飛脚3人今晩戌之刻到着）
1691年 1月31日 元禄4年 正月3日 天気能　（御国元江御飛脚4人昨日の日付で相立之）
1691年 2月1日 元禄4年 正月4日 曇　但午ノ刻より雨降
1691年 2月2日 元禄4年 正月5日 天気能
1691年 2月3日 元禄4年 正月6日 天気能
1691年 2月4日 元禄4年 正月7日 天気能
1691年 2月5日 元禄4年 正月8日 天気能
1691年 2月6日 元禄4年 正月9日 天気能
1691年 2月7日 元禄4年 正月10日 天気能　（旧臘24日御国元罷立候御飛脚2人今日酉之下刻参着）
1691年 2月8日 元禄4年 正月11日 天気能
1691年 2月9日 元禄4年 正月12日 天気能　（旧臘26日立之御飛脚3人今日午之刻到着）
1691年 2月10日 元禄4年 正月13日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中14日ふりニ申付相立ル）
1691年 2月11日 元禄4年 正月14日 天気能
1691年 2月12日 元禄4年 正月15日 雪降
1691年 2月13日 元禄4年 正月16日 天気能　（御国元旧臘28日罷立候御飛脚今午之刻到着）
1691年 2月14日 元禄4年 正月17日 天気能　（御国元旧臘29日之夜戌之刻過罷立候御飛脚2人今巳之中刻到着）
1691年 2月15日 元禄4年 正月18日 雨天　（去2日御国元罷立候年始之御飛脚3人参着・御吉例金200両差上られる）
1691年 2月16日 元禄4年 正月19日 天気能
1691年 2月17日 元禄4年 正月20日 天気能
1691年 2月18日 元禄4年 正月21日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中13日振に申付相立之）
1691年 2月19日 元禄4年 正月22日 雨天
1691年 2月20日 元禄4年 正月23日 天気能　（御国元江御飛脚3人今午刻ニ相立ル・道中14日振申付ル）
1691年 2月21日 元禄4年 正月24日 天気能　（御国元去9日罷立候御飛脚3人道中16日振ニ而今日申刻到着）
1691年 2月22日 元禄4年 正月25日 曇　但未刻より雨天
1691年 2月23日 元禄4年 正月26日 天気能
1691年 2月24日 元禄4年 正月27日 天気能
1691年 2月25日 元禄4年 正月28日 天気能　（御国元より去13日立之御飛脚3人申之刻到着）
1691年 2月26日 元禄4年 正月29日 天気能　（御国元江之御飛脚4人今午之刻相立ル・道中14日振申付ル・今日より道中14日ふりニ申渡ス）
1691年 2月27日 元禄4年 正月30日 天気能
1691年 2月28日 元禄4年 2月1日 曇
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1691年 3月1日 元禄4年 2月2日 雨天
1691年 3月2日 元禄4年 2月3日 天気能
1691年 3月3日 元禄4年 2月4日 天気能　（去月18日御国元罷立候御飛脚3人今日午中刻到着、御国元江御飛脚4人道中14日振ニ申付相立之）
1691年 3月4日 元禄4年 2月5日 天気能
1691年 3月5日 元禄4年 2月6日 辰之刻前雨　夫より晴　（正月21日御国元罷立候御飛脚2人道中16日振に而今日巳之中刻到着）
1691年 3月6日 元禄4年 2月7日 曇
1691年 3月7日 元禄4年 2月8日 雨天
1691年 3月8日 元禄4年 2月9日 天気能
1691年 3月9日 元禄4年 2月10日 天気能
1691年 3月10日 元禄4年 2月11日 天気能　（昨夜子の刻過糀町五丁め河野某殿宅より出火・同2丁目中程迄焼失・津軽宋女様御屋敷類火の由）
1691年 3月11日 元禄4年 2月12日 天気能
1691年 3月12日 元禄4年 2月13日 天気能
1691年 3月13日 元禄4年 2月14日 天気能　（御国元江之御飛脚両人今日申之刻相立之）
1691年 3月14日 元禄4年 2月15日 天気能
1691年 3月15日 元禄4年 2月16日 天気能　（御国元去3日罷立候御飛脚4人今日申之刻到着）
1691年 3月16日 元禄4年 2月17日 天気能
1691年 3月17日 元禄4年 2月18日 天気能　（今朝御国元江御飛脚両人道中14日振ニ申付相立之）
1691年 3月18日 元禄4年 2月19日 天気能
1691年 3月19日 元禄4年 2月20日 天気能　（夜前戌之下刻出火・原町二丁目より皮田ヶ窪（新宿区?）迄町屋一丁程類火・夫外御旗本衆御屋敷44軒焼失・寺庵方6ヶ寺、去7日御国元罷立候御飛脚2人今日申之下刻到着）
1691年 3月20日 元禄4年 2月21日 天気能
1691年 3月21日 元禄4年 2月22日 天気能
1691年 3月22日 元禄4年 2月23日 天気能　（御国元江之御飛脚2人今日より道中13日振申付、御国元去7日立之御飛脚3人今酉之中刻到着）
1691年 3月23日 元禄4年 2月24日 天気能　午中刻地震
1691年 3月24日 元禄4年 2月25日 雨天　但未刻より晴天　彼岸ニ入
1691年 3月25日 元禄4年 2月26日 天気能　（御国元去13日立之御飛脚2人今酉之刻過到着）
1691年 3月26日 元禄4年 2月27日 曇　未之刻より雨天
1691年 3月27日 元禄4年 2月28日 天気能　（御国元江之御飛脚明29日より道中12日振ニ申付夜中2人相立之）
1691年 3月28日 元禄4年 2月29日 天気能　（御国元去16日立之御飛脚2人今巳之刻到着）
1691年 3月29日 元禄4年 　　2月30日曇
1691年 3月30日 元禄4年 3月1日 天気能
1691年 3月31日 元禄4年 3月2日 天気能
1691年 4月1日 元禄4年 3月3日 天気能
1691年 4月2日 元禄4年 3月4日 曇
1691年 4月3日 元禄4年 3月5日 曇　（御国元去月22日罷立候御飛脚2人今日申刻到着）
1691年 4月4日 元禄4年 3月6日 曇
1691年 4月5日 元禄4年 3月7日 曇　但辰下刻より小雨降
1691年 4月6日 元禄4年 3月8日 雨降　（御国元先月25日立之御飛脚3人酉之刻到着）
1691年 4月7日 元禄4年 3月9日 曇　未刻地震　（御国元江御飛脚両人今日より道中12日振ニ申付け未刻相立之・旅行を見次第御状箱差上べき旨申渡之）
1691年 4月8日 元禄4年 3月10日 天気能
1691年 4月9日 元禄4年 3月11日 天気能
1691年 4月10日 元禄4年 3月12日 曇
1691年 4月11日 元禄4年 3月13日 曇　（去月晦日御国元罷立候御飛脚両人申中刻到着）
1691年 4月12日 元禄4年 3月14日 曇
1691年 4月13日 元禄4年 3月15日 曇
1691年 4月14日 元禄4年 3月16日 曇
1691年 4月15日 元禄4年 3月17日 雨天　（当月8日御国元罷立候御飛脚2人道中10日振ニ而午上刻到着、去6日立之御飛脚2人道中11日振にて今日到着、御道中山形迄来ル13日参着候様ニ申付御飛脚両人相立之）
1691年 4月16日 元禄4年 3月18日 曇
1691年 4月17日 元禄4年 3月19日 雨天
1691年 4月18日 元禄4年 3月20日 雨天
1691年 4月19日 元禄4年 3月21日 雨天
1691年 4月20日 元禄4年 3月22日 天気能
1691年 4月21日 元禄4年 3月23日 天気能　（道中までの御飛脚を出している・焼き小鯛等を持たせる）
1691年 4月22日 元禄4年 3月24日 天気能
1691年 4月23日 元禄4年 3月25日 天気能　（道中迄飛脚両人相立之）
1691年 4月24日 元禄4年 3月26日 天気能　（去15日御国許罷立候御飛脚2人午中刻到着）
1691年 4月25日 元禄4年 3月27日 天気能　（道中湯沢より御飛脚両人到着、去10日御国元罷立候御飛脚2人がもたついて届いている）
1691年 4月26日 元禄4年 3月28日 天気能
1691年 4月27日 元禄4年 3月29日 天気能　（去14日道中山形より罷立候御飛脚両人酉中刻到着）
1691年 4月28日 元禄4年 4月1日 天気能　（先月26日道中本宮より参候御飛脚両人巳刻到着、同中太田原より之御飛脚両人申刻到着）
1691年 4月29日 元禄4年 4月2日 雨天　　　下から続く　　　回向院後に各1人の注進足軽を配置している）
1691年 4月30日 元禄4年 4月3日 雨天　（今日草下御発駕・千寿より下谷車坂筋御通・直ちに御老中様（2人のみ?）を廻本所新御屋敷御新宅江・午刻前御着座、千寿大橋・常盤橋・両国橋・裏御門通突ぬけ川岸・　　　上に続く
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1691年 5月1日 元禄4年 4月4日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中12日振ニ申付相立之、御国元先月23日相立之御飛脚両人申刻到着、8ページにわたる町民からの進物）
1691年 5月2日 元禄4年 4月5日 天気能　
1691年 5月3日 元禄4年 4月6日 天気能
1691年 5月4日 元禄4年 4月7日 雨降
1691年 5月5日 元禄4年 4月8日 天気能　
1691年 5月6日 元禄4年 4月9日 天気能
1691年 5月7日 元禄4年 4月10日 折々雨降
1691年 5月8日 元禄4年 4月11日 天気能
1691年 5月9日 元禄4年 4月12日 曇　但申刻より雨降
1691年 5月10日 元禄4年 4月13日 雨天　（去4日御国元罷立候御飛脚両人今日酉刻到着）
1691年 5月11日 元禄4年 4月14日 晴天
1691年 5月12日 元禄4年 4月15日 曇　但し午刻より雨降
1691年 5月13日 元禄4年 4月16日 天気能
1691年 5月14日 元禄4年 4月17日 天気能
1691年 5月15日 元禄4年 4月18日 雨降
1691年 5月16日 元禄4年 4月19日 天気能　（御国許江御飛脚両人今日より道中8日振ニ申付差下之）
1691年 5月17日 元禄4年 4月20日 天気能
1691年 5月18日 元禄4年 4月21日 天気能　（与一様下谷御屋敷より本庄御部屋に御移り）
1691年 5月19日 元禄4年 4月22日 晴天
1691年 5月20日 元禄4年 4月23日 雨天
1691年 5月21日 元禄4年 4月24日 天気能
1691年 5月22日 元禄4年 4月25日 晴天
1691年 5月23日 元禄4年 4月26日 曇
1691年 5月24日 元禄4年 4月27日 晴天
1691年 5月25日 元禄4年 4月28日 天気能
1691年 5月26日 元禄4年 4月29日 天気能
1691年 5月27日 元禄4年 4月30日 晴天
1691年 5月28日 元禄4年 5月1日 曇　（御国元江御飛脚両人明日より道中8日振ニ申付相立之）
1691年 5月29日 元禄4年 5月2日 天気能　（御国元4月23日罷立候御飛脚両人今夜五前到着）
1691年 5月30日 元禄4年 5月3日 曇
1691年 5月31日 元禄4年 5月4日 雨降
1691年 6月1日 元禄4年 5月5日 曇　但巳刻過より晴天
1691年 6月2日 元禄4年 5月6日 天気能
1691年 6月3日 元禄4年 5月7日 雨降
1691年 6月4日 元禄4年 5月8日 天気能
1691年 6月5日 元禄4年 5月9日 天気能　但未刻地震
1691年 6月6日 元禄4年 5月10日 小雨降　（去朔日御国元罷立候御飛脚両人今日到着）
1691年 6月7日 元禄4年 5月11日 曇
1691年 6月8日 元禄4年 5月12日 雨降　（御国元江御飛脚両人相立明日より道中9日振ニ申付之）
1691年 6月9日 元禄4年 5月13日 雨降
1691年 6月10日 元禄4年 5月14日 晴天
1691年 6月11日 元禄4年 5月15日 天気能　（御国許江御飛脚4人今日より道中10日振ニ申付辰刻過相立之）
1691年 6月12日 元禄4年 5月16日 午刻迄雨降　夫より晴天
1691年 6月13日 元禄4年 5月17日 曇
1691年 6月14日 元禄4年 5月18日 曇
1691年 6月15日 元禄4年 5月19日 晴天
1691年 6月16日 元禄4年 5月20日 天気能
1691年 6月17日 元禄4年 5月21日 雨降　（大雨で水があふれたとの記述あり）
1691年 6月18日 元禄4年 5月22日 晴天
1691年 6月19日 元禄4年 5月23日 曇
1691年 6月20日 元禄4年 5月24日 晴天
1691年 6月21日 元禄4年 5月25日 晴天　（御国元去16日相立候御飛脚今晩戌刻到着）
1691年 6月22日 元禄4年 5月26日 天気能
1691年 6月23日 元禄4年 5月27日 晴天
1691年 6月24日 元禄4年 5月28日 雨天　（御国許江御飛脚両人今日より道中10日振ニ申付辰中刻相立之）
1691年 6月25日 元禄4年 5月29日 晴天
1691年 6月26日 元禄4年 6月1日 天気能
1691年 6月27日 元禄4年 6月2日 天気能　（御徒歩が傷寒で今朝死亡）
1691年 6月28日 元禄4年 6月3日 雨降　（川越某を御用人に兼ねて御馬廻組頭にした）
1691年 6月29日 元禄4年 6月4日 風雨
1691年 6月30日 元禄4年 6月5日 晴天
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1691年 7月1日 元禄4年 6月6日 天気能
1691年 7月2日 元禄4年 6月7日 天気能
1691年 7月3日 元禄4年 6月8日 曇
1691年 7月4日 元禄4年 6月9日 天気能
1691年 7月5日 元禄4年 6月10日 天気好　（御国素麺が細すぎこより位にしろと申し遣わす）
1691年 7月6日 元禄4年 6月11日 天気能　（御徒歩が今朝病死）
1691年 7月7日 元禄4年 6月12日 雨降
1691年 7月8日 元禄4年 6月13日 天気能
1691年 7月9日 元禄4年 6月14日 天気能
1691年 7月10日 元禄4年 6月15日 曇　但辰刻より雨降
1691年 7月11日 元禄4年 6月16日 雨天
1691年 7月12日 元禄4年 6月17日 雨降
1691年 7月13日 元禄4年 6月18日 天気能
1691年 7月14日 元禄4年 6月19日 天気能
1691年 7月15日 元禄4年 6月20日 晴天
1691年 7月16日 元禄4年 6月21日 曇　但未刻過より雨降
1691年 7月17日 元禄4年 6月22日 晴天
1691年 7月18日 元禄4年 6月23日 晴天
1691年 7月19日 元禄4年 6月24日 天気能　土用ニ入　（御国元去13日二罷立候御飛脚今日到着）
1691年 7月20日 元禄4年 6月25日 天気能
1691年 7月21日 元禄4年 6月26日 晴天
1691年 7月22日 元禄4年 6月27日 晴天
1691年 7月23日 元禄4年 6月28日 天気能
1691年 7月24日 元禄4年 6月29日 天気能
1691年 7月25日 元禄4年 7月1日 天気能
1691年 7月26日 元禄4年 7月2日 天気能　（東廻船3艘俵数4320俵今日着岸：板久（潮来）経由でなくなったのかな?）
1691年 7月27日 元禄4年 7月3日 曇　（66歳の田村某と82歳の山田某に駕籠御免）
1691年 7月28日 元禄4年 7月4日 天気能
1691年 7月29日 元禄4年 7月5日 曇
1691年 7月30日 元禄4年 7月6日 雨天
1691年 7月31日 元禄4年 7月7日 天気能
1691年 8月1日 元禄4年 7月8日 天気能
1691年 8月2日 元禄4年 7月9日 天気能
1691年 8月3日 元禄4年 7月10日 曇　（去月28日御国元罷立候御飛脚両人今朝卯刻到着・熊殺之儀ニ付而也）
1691年 8月4日 元禄4年 7月11日 天気能　（御徒歩・郷中間が今日死亡）
1691年 8月5日 元禄4年 7月12日 雨天
1691年 8月6日 元禄4年 7月13日 曇　（御国許江御飛脚両人道中10日振ニ申付申刻相立之）
1691年 8月7日 元禄4年 7月14日 天気能
1691年 8月8日 元禄4年 7月15日 天気能
1691年 8月9日 元禄4年 7月16日 天気能
1691年 8月10日 元禄4年 7月17日 曇
1691年 8月11日 元禄4年 7月18日 天気能　（東廻御廻船7艘今晩品川江着岸）
1691年 8月12日 元禄4年 7月19日 天気能
1691年 8月13日 元禄4年 7月20日 天気能
1691年 8月14日 元禄4年 7月21日 曇　（表祐筆今晩病死）
1691年 8月15日 元禄4年 7月22日 曇　（御国許去11日罷立候御飛脚両人今日午刻到着）
1691年 8月16日 元禄4年 7月23日 雨天
1691年 8月17日 元禄4年 7月24日 曇　（大組足軽・郷中間が今日病死）
1691年 8月18日 元禄4年 7月25日 雨降
1691年 8月19日 元禄4年 7月26日 天気能　（御国許去18日二罷立候御飛脚両人今日到着）
1691年 8月20日 元禄4年 7月27日 天気能
1691年 8月21日 元禄4年 7月28日 天気能　（本所火消（前任者は浅野内匠様らしい）を仰せ付けられる）
1691年 8月22日 元禄4年 7月29日 曇
1691年 8月23日 元禄4年 7月30日 天気能　（火之見櫓今日出来）
1691年 8月24日 元禄4年 8月1日 雨天
1691年 8月25日 元禄4年 8月2日 曇
1691年 8月26日 元禄4年 8月3日 天気能　（御国元去月4日相立候御飛脚両人午刻到着）
1691年 8月27日 元禄4年 8月4日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日より道中11日ふりニ申付今朝相立之）
1691年 8月28日 元禄4年 8月5日 天気能
1691年 8月29日 元禄4年 8月6日 天気能　（御国元去月29日罷立候御飛脚両人辰刻到着・於国元熊殺候ニ付而詮議之儀申来る・御老中江申遣之）
1691年 8月30日 元禄4年 8月7日 天気能
1691年 8月31日 元禄4年 8月8日 天気能　（御国元去月晦日罷立候御飛脚今朝辰刻到着・1人は白川（白河）領で落馬逗留中、御国元江御飛脚両人今日より時付ニ而道中8日振ニ申付未刻相立之）
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1691年 9月1日 元禄4年 8月9日 天気能
1691年 9月2日 元禄4年 8月10日 天気能
1691年 9月3日 元禄4年 8月11日 雨降　（去3日御国元相立候御飛脚両人今日到着）
1691年 9月4日 元禄4年 8月12日 曇
1691年 9月5日 元禄4年 8月13日 天気能
1691年 9月6日 元禄4年 8月14日 天気能
1691年 9月7日 元禄4年 8月15日 天気能
1691年 9月8日 元禄4年 8月16日 天気能
1691年 9月9日 元禄4年 8月17日 天気能
1691年 9月10日 元禄4年 8月18日 曇
1691年 9月11日 元禄4年 8月19日 天気能　（津軽屋敷と隣の屋敷の間の向こうの方に犬の子あり・押し付け合っている?・隣が引き取る）
1691年 9月12日 元禄4年 8月20日 天気能
1691年 9月13日 元禄4年 8月21日 天気能
1691年 9月14日 元禄4年 8月22日 天気能
1691年 9月15日 元禄4年 8月23日 曇
1691年 9月16日 元禄4年 8月24日 曇
1691年 9月17日 元禄4年 8月25日 雨降
1691年 9月18日 元禄4年 8月26日 天気能
1691年 9月19日 元禄4年 8月27日 天気能
1691年 9月20日 元禄4年 8月28日 天気能
1691年 9月21日 元禄4年 8月29日 天気能　（御在所で熊殺申す者の儀ニ付戸田山城守様が仰渡之儀に付ニ付御国元江御飛脚両人今日より道中9日振ニ申付午刻相立之）
1691年 9月22日 元禄4年 閏8月1日 天気能
1691年 9月23日 元禄4年 閏8月2日 天気能
1691年 9月24日 元禄4年 閏8月3日 曇　（御国許去月22日ニ罷立候御飛脚両人今日到着）
1691年 9月25日 元禄4年 閏8月4日 風雨　（今晩四つ半過ぎ深川辺ニ而出火ニ付早速御出馬・間もなく消鐘御帰）
1691年 9月26日 元禄4年 閏8月5日 天気能
1691年 9月27日 元禄4年 閏8月6日 天気能　（御国元で狼が荒れたの報があり狼が荒れた村々で鉄砲を打たせる儀を窺っている）
1691年 9月28日 元禄4年 閏8月7日 天気能　　　下から続く　　　相立候御飛脚両人今日申刻到着）
1691年 9月29日 元禄4年 閏8月8日 天気能　（狼を鉄砲で打つ件が了承され御国元江御飛脚両人今日より道中9日振ニ申付相立之・但打留めた狼の長寸尺毛色等を申越すべき由申遣之、御国元去月28日　　　上に続く
1691年 9月30日 元禄4年 閏8月9日 雨降
1691年 10月1日 元禄4年 閏8月10日 天気能
1691年 10月2日 元禄4年 閏8月11日 天気能
1691年 10月3日 元禄4年 閏8月12日 天気能
1691年 10月4日 元禄4年 閏8月13日 天気好
1691年 10月5日 元禄4年 閏8月14日 天気能
1691年 10月6日 元禄4年 閏8月15日 天気能　（御国許当月5日相立候御飛脚今日巳刻到着）
1691年 10月7日 元禄4年 閏8月16日 天気能
1691年 10月8日 元禄4年 閏8月17日 曇
1691年 10月9日 元禄4年 閏8月18日 天気能
1691年 10月10日 元禄4年 閏8月19日 天気能　（今日御国元江御飛脚3人道中11日振ニ申付相立之）
1691年 10月11日 元禄4年 閏8月20日 天気能
1691年 10月12日 元禄4年 閏8月21日 曇
1691年 10月13日 元禄4年 閏8月22日 天気能
1691年 10月14日 元禄4年 閏8月23日 天気能　（御国許当月11日罷立候御飛脚3人今日申刻到着）
1691年 10月15日 元禄4年 閏8月24日 曇　（御国元先月16日ニ相立候御飛脚3人昨夜丑刻到着）
1691年 10月16日 元禄4年 閏8月25日 雨降
1691年 10月17日 元禄4年 閏8月26日 天気能
1691年 10月18日 元禄4年 閏8月27日 天気能
1691年 10月19日 元禄4年 閏8月28日 天気能
1691年 10月20日 元禄4年 閏8月29日 天気能
1691年 10月21日 元禄4年 9月1日 晴天
1691年 10月22日 元禄4年 9月2日 天気能
1691年 10月23日 元禄4年 9月3日 天気能　（囚人次兵衛?が草下まで到着の報あり）　　　下から続く　　　男2人の4人を先月16日に領内追放、御国元江御飛脚2人明5日より道中10日振ニ申付七半時分相立之）
1691年 10月24日 元禄4年 9月4日 天気能　（先月16日石田坂村次兵衛召連罷登候御馬廻両人足軽8人百姓4人道中18日振ニ而今日午刻過到着、戸田山城守への報告：本人が到着、その妻・娘1人・関係者　　　上に続く
1691年 10月25日 元禄4年 9月5日 天気能　（今朝五つ時囚人次兵衛を御町奉行江相渡・道中の行列?がある)
1691年 10月26日 元禄4年 9月6日 雨降
1691年 10月27日 元禄4年 9月7日 曇
1691年 10月28日 元禄4年 9月8日 晴天
1691年 10月29日 元禄4年 9月9日 晴天
1691年 10月30日 元禄4年 9月10日 雨降
1691年 10月31日 元禄4年 9月11日 天気能
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1691年 11月1日 元禄4年 9月12日 曇　（御国元江御飛脚両人今日より道中11日振ニ申付相立之）
1691年 11月2日 元禄4年 9月13日 雨降
1691年 11月3日 元禄4年 9月14日 天気能
1691年 11月4日 元禄4年 9月15日 天気能　（御国元当月3日相立候御飛脚今日到着）
1691年 11月5日 元禄4年 9月16日 晴天
1691年 11月6日 元禄4年 9月17日 晴天
1691年 11月7日 元禄4年 9月18日 天気能
1691年 11月8日 元禄4年 9月19日 天気能
1691年 11月9日 元禄4年 9月20日 曇
1691年 11月10日 元禄4年 9月21日 雨降
1691年 11月11日 元禄4年 9月22日 曇
1691年 11月12日 元禄4年 9月23日 天気能
1691年 11月13日 元禄4年 9月24日 曇
1691年 11月14日 元禄4年 9月25日 雨降
1691年 11月15日 元禄4年 9月26日 晴天
1691年 11月16日 元禄4年 9月27日 天気能
1691年 11月17日 元禄4年 9月28日 晴天
1691年 11月18日 元禄4年 9月29日 天気能
1691年 11月19日 元禄4年 9月30日 天気能
1691年 11月20日 元禄4年 10月1日 天気能
1691年 11月21日 元禄4年 10月2日 晴天
1691年 11月22日 元禄4年 10月3日 天気能
1691年 11月23日 元禄4年 10月4日 天気能
1691年 11月24日 元禄4年 10月5日 天気能
1691年 11月25日 元禄4年 10月6日 曇
1691年 11月26日 元禄4年 10月7日 曇　（9月24日御国元相立候御飛脚両人卯刻到着）
1691年 11月27日 元禄4年 10月8日 晴天
1691年 11月28日 元禄4年 10月9日 天気能
1691年 11月29日 元禄4年 10月10日 晴天　（御国元江御飛脚3人相立道中明日より12日ふりニ申付相立之）
1691年 11月30日 元禄4年 10月11日 天気能
1691年 12月1日 元禄4年 10月12日 雨降
1691年 12月2日 元禄4年 10月13日 曇　（津軽伊織（黒石領の内1000石相続した弟）の上地（後継ぎがなく死亡?）に関する切支丹に関する注意?）
1691年 12月3日 元禄4年 10月14日 天気能
1691年 12月4日 元禄4年 10月15日 天気能
1691年 12月5日 元禄4年 10月16日 晴天
1691年 12月6日 元禄4年 10月17日 晴天
1691年 12月7日 元禄4年 10月18日 晴天
1691年 12月8日 元禄4年 10月19日 雨降
1691年 12月9日 元禄4年 10月20日 雨降
1691年 12月10日 元禄4年 10月21日 晴天
1691年 12月11日 元禄4年 10月22日 天気能
1691年 12月12日 元禄4年 10月23日 曇　（当月11日御国元相立候御飛脚今日到着）
1691年 12月13日 元禄4年 10月24日 曇
1691年 12月14日 元禄4年 10月25日 曇
1691年 12月15日 元禄4年 10月26日 晴天
1691年 12月16日 元禄4年 10月27日 雨天
1691年 12月17日 元禄4年 10月28日 曇
1691年 12月18日 元禄4年 10月29日 天気能
1691年 12月19日 元禄4年 10月30日 晴天　（御国元江御飛脚4人明朝より道中12日ふりニ申付相立候）
1691年 12月20日 元禄4年 11月1日 晴天　（先月19日御国元罷立候御飛脚道中13日振にて今日戌刻到着）
1691年 12月21日 元禄4年 11月2日 晴天
1691年 12月22日 元禄4年 11月3日 天気能
1691年 12月23日 元禄4年 11月4日 晴天
1691年 12月24日 元禄4年 11月5日 天気能
1691年 12月25日 元禄4年 11月6日 天気能
1691年 12月26日 元禄4年 11月7日 曇
1691年 12月27日 元禄4年 11月8日 曇
1691年 12月28日 元禄4年 11月9日 雨降
1691年 12月29日 元禄4年 11月10日 天気能
1691年 12月30日 元禄4年 11月11日 晴天　（柳沢出羽守様・吉良上野介様等に数の子等を送っている：忠臣蔵に出ているから書いただけ・こんなの普通）
1691年 12月31日 元禄4年 11月12日 晴天
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1692年 1月1日 元禄4年 11月13日 曇
1692年 1月2日 元禄4年 11月14日 曇　但し霰降
1692年 1月3日 元禄4年 11月15日 曇
1692年 1月4日 元禄4年 11月16日 夜中より初雪降　（去月晦日罷立候御飛脚今日申刻到着）
1692年 1月5日 元禄4年 11月17日 天気能　寒ニ入
1692年 1月6日 元禄4年 11月18日 晴天　（御国元去5日二罷立候御飛脚今日午刻到着）
1692年 1月7日 元禄4年 11月19日 晴天
1692年 1月8日 元禄4年 11月20日 天気能
1692年 1月9日 元禄4年 11月21日 天気能
1692年 1月10日 元禄4年 11月22日 天気能　（御国元去7日相立候御飛脚今日到着）
1692年 1月11日 元禄4年 11月23日 晴天　（御国元江御飛脚両人今日より道中13日振ニ申付相立之）
1692年 1月12日 元禄4年 11月24日 曇
1692年 1月13日 元禄4年 11月25日 曇
1692年 1月14日 元禄4年 11月26日 晴天
1692年 1月15日 元禄4年 11月27日 天気能　（御国元去13日相立候御飛脚今日到着・初鱈3本等持参、切死丹（切支丹）改め証文の案文を幕府の担当者に相談している）
1692年 1月16日 元禄4年 11月28日 晴天
1692年 1月17日 元禄4年 11月29日 天気能
1692年 1月18日 元禄4年 12月1日 天気能　（今宵戌刻過北本庄ニ而出火・御出馬・この方人数ニ而火消す・戌刻過御帰）
1692年 1月19日 元禄4年 12月2日 天気能　（今夜八ツ過回向院阿弥陀堂より出火ニ付早速御馬出・御人数ばかりにて火御鎮成され七ツ過御帰）
1692年 1月20日 元禄4年 12月3日 曇
1692年 1月21日 元禄4年 12月4日 曇
1692年 1月22日 元禄4年 12月5日 雪降
1692年 1月23日 元禄4年 12月6日 晴天
1692年 1月24日 元禄4年 12月7日 晴天
1692年 1月25日 元禄4年 12月8日 晴天
1692年 1月26日 元禄4年 12月9日 晴天
1692年 1月27日 元禄4年 12月10日 晴天　（御国元江御飛脚両人相立・明11日より道中11日振ニ申付之）
1692年 1月28日 元禄4年 12月11日 晴天　（御国元江今日御飛脚3人明12日より道中11日振ニ申付寅刻相立之・御新造（松平宮内少輔様の娘）様御輿入ニ付）
1692年 1月29日 元禄4年 12月12日 天気能
1692年 1月30日 元禄4年 12月13日 曇　（御国元江御飛脚両人道中13日振ニ申付戌刻相立之）
1692年 1月31日 元禄4年 12月14日 天気能
1692年 2月1日 元禄4年 12月15日 晴天　（若殿様に祝いの品沢山（20ページくらい）・その返礼?茂ある）
1692年 2月2日 元禄4年 12月16日 曇
1692年 2月3日 元禄4年 12月17日 天気能
1692年 2月4日 元禄4年 12月18日 曇　（切死丹（切支丹）類族由布某が病死・今日証文を幕府役人に渡す・請取手形を持ち帰る）
1692年 2月5日 元禄4年 12月19日 天気能
1692年 2月6日 元禄4年 12月20日 曇
1692年 2月7日 元禄4年 12月21日 天気能　（今晩御拍子：高砂・東北等）
1692年 2月8日 元禄4年 12月22日 天気能
1692年 2月9日 元禄4年 12月23日 曇
1692年 2月10日 元禄4年 12月24日 曇
1692年 2月11日 元禄4年 12月25日 雪降
1692年 2月12日 元禄4年 12月26日 天気能　（御国元去11日二罷立候御飛脚両人今日未刻到着、今日御国元江御飛脚4人道中明日より13日振ニ申付相立之）
1692年 2月13日 元禄4年 12月27日 天気能
1692年 2月14日 元禄4年 12月28日 天気能　（多数に加増・褒美・ほうひ（褒美）が出ている）
1692年 2月15日 元禄4年 12月29日 曇
1692年 2月16日 元禄4年 12月30日 天気能　（今朝夜明前松浦某様御屋敷前出火ニ付早速出馬・卯中刻火鎮御帰）
1692年 2月17日 元禄5年 正月1日 天気能
1692年 2月18日 元禄5年 正月2日 天気能
1692年 2月19日 元禄5年 正月3日 天気能　（御国元江御飛脚4人道中13日振ニ申付之午刻相立之）
1692年 2月20日 元禄5年 正月4日 天気能
1692年 2月21日 元禄5年 正月5日 曇　（旧臘22日御国元相立候御飛脚道中14日振ニ而今日巳刻過到着）
1692年 2月22日 元禄5年 正月6日 曇
1692年 2月23日 元禄5年 正月7日 雨降
1692年 2月24日 元禄5年 正月8日 雪降
1692年 2月25日 元禄5年 正月9日 天気能
1692年 2月26日 元禄5年 正月10日 天気能
1692年 2月27日 元禄5年 正月11日 晴天
1692年 2月28日 元禄5年 正月12日 晴天　（御国元旧臘29日相立候御飛脚道中14日振ニ而今日申刻過到着）
1692年 2月29日 元禄5年 正月13日 曇
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1692年 3月1日 元禄5年 正月14日 曇　（御国元江御飛脚両人明日より道中14日振ニ申付酉之刻相立之）
1692年 3月2日 元禄5年 正月15日 天気能
1692年 3月3日 元禄5年 正月16日 天気能
1692年 3月4日 元禄5年 正月17日 晴天　（御国元去3日相立候御飛脚5人今晩酉刻過到着・吉例御金200両持参）
1692年 3月5日 元禄5年 正月18日 曇
1692年 3月6日 元禄5年 正月19日 雨降
1692年 3月7日 元禄5年 正月20日 晴天
1692年 3月8日 元禄5年 正月21日 天気能
1692年 3月9日 元禄5年 正月22日 天気能
1692年 3月10日 元禄5年 正月23日 天気能
1692年 3月11日 元禄5年 正月24日 晴天
1692年 3月12日 元禄5年 正月25日 天気能
1692年 3月13日 元禄5年 正月26日 曇
1692年 3月14日 元禄5年 正月27日 曇
1692年 3月15日 元禄5年 正月28日 天気能　（去14日御国元罷立候御飛脚両人今日到着）
1692年 3月16日 元禄5年 正月29日 雨降
1692年 3月17日 元禄5年 正月30日 天気能　（多分大殿様の末子が死亡している）
1692年 3月18日 元禄5年 2月1日 晴天
1692年 3月19日 元禄5年 2月2日 晴天
1692年 3月20日 元禄5年 2月3日 天気能
1692年 3月21日 元禄5年 2月4日 天気能
1692年 3月22日 元禄5年 2月5日 雨降
1692年 3月23日 元禄5年 2月6日 晴天
1692年 3月24日 元禄5年 2月7日 天気能　（御国元先月23日相立候御飛脚両人未刻到着、今日御国元江御飛脚警固共8人相立之）
1692年 3月25日 元禄5年 2月8日 晴天
1692年 3月26日 元禄5年 2月9日 雨降　（今日御国許江御飛脚道中10日振ニ申付3人申刻相立之）
1692年 3月27日 元禄5年 2月10日 天気能
1692年 3月28日 元禄5年 2月11日 晴天　（正月28日御国元罷立候御飛脚両人亥ノ中刻到着）
1692年 3月29日 元禄5年 2月12日 天気能
1692年 3月30日 元禄5年 2月13日 天気能
1692年 3月31日 元禄5年 2月14日 天気能
1692年 4月1日 元禄5年 2月15日 晴天
1692年 4月2日 元禄5年 2月16日 曇
1692年 4月3日 元禄5年 2月17日 晴天
1692年 4月4日 元禄5年 2月18日 雨降
1692年 4月5日 元禄5年 2月19日 天気能
1692年 4月6日 元禄5年 2月20日 雨降
1692年 4月7日 元禄5年 2月21日 曇
1692年 4月8日 元禄5年 2月22日 天気能　但大風吹
1692年 4月9日 元禄5年 2月23日 曇　（御中屋敷前辻番所が昨日の大風で少々破損）
1692年 4月10日 元禄5年 2月24日 曇
1692年 4月11日 元禄5年 2月25日 曇
1692年 4月12日 元禄5年 2月26日 天気能
1692年 4月13日 元禄5年 2月27日 曇　但昼時より小雨降
1692年 4月14日 元禄5年 2月28日 天気能
1692年 4月15日 元禄5年 2月29日 晴天　（先頃類火に遭った丁子屋某の当地の宅に寸法100挺畳之表50枚下される）
1692年 4月16日 元禄5年 3月1日 晴天
1692年 4月17日 元禄5年 3月2日 晴天　（昨夜七つ時分下谷第六天堂?之後松田某殿屋敷より出火・1町半四方焼失・殿様ニも御l行列ニ而浅草川端ニ御控?遊ばされ夜明過火鎮り御帰り遊ばされ候）
1692年 4月18日 元禄5年 3月3日 晴天
1692年 4月19日 元禄5年 3月4日 晴天　（御国元江御飛脚両人相立之・道中今日より11日振ニ申付之）
1692年 4月20日 元禄5年 3月5日 晴天　（去月23日御国許相立候御飛脚道中12日振ニて午刻到着）
1692年 4月21日 元禄5年 3月6日 風雨　（去月23日御国元罷立候御飛脚両人今日巳刻到着）
1692年 4月22日 元禄5年 3月7日 曇　（去月24日御国元罷立候御飛脚両人道中13日振ニて今日巳刻到着）
1692年 4月23日 元禄5年 3月8日 雨降
1692年 4月24日 元禄5年 3月9日 雨降
1692年 4月25日 元禄5年 3月10日 天気能
1692年 4月26日 元禄5年 3月11日 曇
1692年 4月27日 元禄5年 3月12日 天気能
1692年 4月28日 元禄5年 3月13日 曇　（当月3日御国元罷立候御飛脚昨夜子之刻到着・久祥院様御機嫌段々御勝し遊ばされない由申し来る、医者?を送り御国元江御飛脚両人明日より道中8日振ニ申付相立由申渡す）
1692年 4月29日 元禄5年 3月14日 曇
1692年 4月30日 元禄5年 3月15日 天気能
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1692年 5月1日 元禄5年 3月16日 晴天
1692年 5月2日 元禄5年 3月17日 晴天
1692年 5月3日 元禄5年 3月18日 曇
1692年 5月4日 元禄5年 3月19日 天気能
1692年 5月5日 元禄5年 3月20日 天気能
1692年 5月6日 元禄5年 3月21日 天気能　（当月10日御国元相立候御飛脚両人道中12日振ニて今日到着）
1692年 5月7日 元禄5年 3月22日 天気能
1692年 5月8日 元禄5年 3月23日 天気能
1692年 5月9日 元禄5年 3月24日 曇
1692年 5月10日 元禄5年 3月25日 曇
1692年 5月11日 元禄5年 3月26日 曇　（当月13日御国元罷立候御飛脚今日到着）
1692年 5月12日 元禄5年 3月27日 天気能　（今朝津梁院で慶林院様27回忌御法事・乞食共が御門に参り御祝を求める・金1分（金100疋）下されるよう申渡す）
1692年 5月13日 元禄5年 3月28日 雨降
1692年 5月14日 元禄5年 3月29日 曇　（相渕某の籠が公儀に許されている、御国元当月20日相立候御飛脚今日午刻到着）
1692年 5月15日 元禄5年 3月30日 天気能
1692年 5月16日 元禄5年 4月1日 晴天
1692年 5月17日 元禄5年 4月2日 晴天
1692年 5月18日 元禄5年 4月3日 天気能
1692年 5月19日 元禄5年 4月4日 曇　（先月27日御国元罷立候御飛脚道中8日振ニ而戌刻到着・久祥院様御機嫌悪敷由申来也）
1692年 5月20日 元禄5年 4月5日 晴天　（久祥院様御病気御祈祷を津梁院で行わせる）
1692年 5月21日 元禄5年 4月6日 天気能　（先月29日御国元相立候御飛脚道中7日半振ニ而到着・久祥院様御気色申来也）
1692年 5月22日 元禄5年 4月7日 天気能　（今朝御国元江御飛脚両人道中8日振ニ申付巳刻相立之）
1692年 5月23日 元禄5年 4月8日 曇　（御国許江御飛脚両人明日より道中8日振ニ申付相立之）　　　11日から続く　　　8日振ニ申付戌刻相立之）
1692年 5月24日 元禄5年 4月9日 晴天　　　下から続く　　　8日振ニて今日申刻到着、4月3日御国元相立候御飛脚両人今晩亥刻到着・久祥院様御気色以て之外之由）
1692年 5月25日 元禄5年 4月10日 晴天　（今日午刻御国元江御飛脚両人道中10日振ニ申付相立之、3月晦日御国元罷立候御飛脚両人道中10日ふりニ而今日未刻到着、去る2日御国元罷立候御飛脚道中　　　上に続く
1692年 5月26日 元禄5年 4月11日 晴天　（御国元去4日立之御飛脚3人未中刻到着・4日申刻久祥院様御遠行、御月番老中に報告：在所より実母相果申候段申来候故忌中……、御国元江御飛脚3人明13日より　　　8日に続く
1692年 5月27日 元禄5年 4月12日 天気能
1692年 5月28日 元禄5年 4月13日 天気能　　（山川角右衛門が御国下、御国元江御飛脚両人道中10日ふりニ申付相立之）
1692年 5月29日 元禄5年 4月14日 曇　（当月6日御国元相立候御飛脚今夜八ツ半時到着）
1692年 5月30日 元禄5年 4月15日 天気能
1692年 5月31日 元禄5年 4月16日 天気能
1692年 6月1日 元禄5年 4月17日 晴天　（御国元去9日罷立候御飛脚両人道中8日ふりニて今日到着）
1692年 6月2日 元禄5年 4月18日 天気能　（昨夜丑上刻駒形寺際竹町より出火・殿様御忌中で出馬なし・御名代盛岡主膳等が川端に罷出）
1692年 6月3日 元禄5年 4月19日 天気能
1692年 6月4日 元禄5年 4月20日 天気能
1692年 6月5日 元禄5年 4月21日 雨降
1692年 6月6日 元禄5年 4月22日 曇
1692年 6月7日 元禄5年 4月23日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中10日振ニ申付相立之）
1692年 6月8日 元禄5年 4月24日 曇
1692年 6月9日 元禄5年 4月25日 雨降　（御国元江御飛脚両人道中11日ふりニ申付相立之）
1692年 6月10日 元禄5年 4月26日 雨降
1692年 6月11日 元禄5年 4月27日 曇
1692年 6月12日 元禄5年 4月28日 雨天
1692年 6月13日 元禄5年 4月29日 曇
1692年 6月14日 元禄5年 4月30日 晴天
1692年 6月15日 元禄5年 5月1日 天気能
1692年 6月16日 元禄5年 5月2日 雨降
1692年 6月17日 元禄5年 5月3日 天気能
1692年 6月18日 元禄5年 5月4日 雨降
1692年 6月19日 元禄5年 5月5日 雨降
1692年 6月20日 元禄5年 5月6日 曇
1692年 6月21日 元禄5年 5月7日 天気能　（御国元4月27日罷立候御飛脚2人今日申刻到着、東廻御米船が今4日板久・銚子近所屋たべ（矢田部?）浦と申す所の大風で破損・役人派遣）
1692年 6月22日 元禄5年 5月8日 天気能
1692年 6月23日 元禄5年 5月9日 天気能
1692年 6月24日 元禄5年 5月10日 　　（天気の記述なし）
1692年 6月25日 元禄5年 5月11日 晴天　（御国元江瀬戸物焼瀬戸助?・久兵衛が平清水三右衛門同道で罷下様申付ける）
1692年 6月26日 元禄5年 5月12日 晴天
1692年 6月27日 元禄5年 5月13日 天気能　（当月2日御国元罷立候御飛脚2人今日到着）
1692年 6月28日 元禄5年 5月14日 天気能
1692年 6月29日 元禄5年 5月15日 天気能　（今宵四つ過坂庭某罷り有る長屋庇より出火早速毛ミ（揉み）消す）
1692年 6月30日 元禄5年 5月16日 天気能　（昨夜四つ過の出火を老中に報告している）
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1692年 7月1日 元禄5年 5月17日 曇
1692年 7月2日 元禄5年 5月18日 天気能
1692年 7月3日 元禄5年 5月19日 天気能
1692年 7月4日 元禄5年 5月20日 天気能
1692年 7月5日 元禄5年 5月21日 晴天
1692年 7月6日 元禄5年 5月22日 曇
1692年 7月7日 元禄5年 5月23日 曇　（今日御国元江御飛脚3人道中11日振ニ申付相立之）
1692年 7月8日 元禄5年 5月24日 雨降　（東廻御廻船604石5斗積之御船頭今日品川沖江着岸）
1692年 7月9日 元禄5年 5月25日 晴天
1692年 7月10日 元禄5年 5月26日 天気能
1692年 7月11日 元禄5年 5月27日 曇
1692年 7月12日 元禄5年 5月28日 天気能
1692年 7月13日 元禄5年 5月29日 晴天
1692年 7月14日 元禄5年 6月1日 　　（天気の記述なし）　（久祥院様の忌中が今日まで）
1692年 7月15日 元禄5年 6月2日 晴天
1692年 7月16日 元禄5年 6月3日 天気能
1692年 7月17日 元禄5年 6月4日 天気能
1692年 7月18日 元禄5年 6月5日 天気能　申刻より土用ニ入
1692年 7月19日 元禄5年 6月6日 天気能　（津軽宋女様湯治で有馬江発足）
1692年 7月20日 元禄5年 6月7日 晴天　（5月26日御国罷立候御飛脚道中11日振ニ而今日到着）
1692年 7月21日 元禄5年 6月8日 天気好
1692年 7月22日 元禄5年 6月9日 曇
1692年 7月23日 元禄5年 6月10日 天気能
1692年 7月24日 元禄5年 6月11日 天気能
1692年 7月25日 元禄5年 6月12日 雨降
1692年 7月26日 元禄5年 6月13日 天気能
1692年 7月27日 元禄5年 6月14日 曇
1692年 7月28日 元禄5年 6月15日 晴天
1692年 7月29日 元禄5年 6月16日 曇　（当月7日御国元罷立候御飛脚2人今日到着）
1692年 7月30日 元禄5年 6月17日 天気能
1692年 7月31日 元禄5年 6月18日 晴天
1692年 8月1日 元禄5年 6月19日 天気能
1692年 8月2日 元禄5年 6月20日 晴天
1692年 8月3日 元禄5年 6月21日 晴天
1692年 8月4日 元禄5年 6月22日 天気能　（当13日御国元相立候御飛脚両人道中13日ふりニ而今日到着）
1692年 8月5日 元禄5年 6月23日 雨天
1692年 8月6日 元禄5年 6月24日 曇
1692年 8月7日 元禄5年 6月25日 雨降
1692年 8月8日 元禄5年 6月26日 晴天　（当月16日御国元罷立候御飛脚今日到着）
1692年 8月9日 元禄5年 6月27日 晴天
1692年 8月10日 元禄5年 6月28日 晴天　（御国元江御飛脚3人道中8日振ニ申付相立之）
1692年 8月11日 元禄5年 6月29日 天気能
1692年 8月12日 元禄5年 7月1日 天気能
1692年 8月13日 元禄5年 7月2日 晴天
1692年 8月14日 元禄5年 7月3日 晴天
1692年 8月15日 元禄5年 7月4日 天気好
1692年 8月16日 元禄5年 7月5日 晴天　（火消番を浅野内匠様に引継ぐ手続きをしているらしい）
1692年 8月17日 元禄5年 7月6日 天気能　（今日も吉川老が御出でになっている）
1692年 8月18日 元禄5年 7月7日 天気能　（御国元先月26日相立候御飛脚2人道中11日振ニ而今日到着）
1692年 8月19日 元禄5年 7月8日 天気能　但未刻より雨降
1692年 8月20日 元禄5年 7月9日 天気能
1692年 8月21日 元禄5年 7月10日 晴天　（御国元当月2日罷立候御飛脚今日酉刻到着）
1692年 8月22日 元禄5年 7月11日 天気能
1692年 8月23日 元禄5年 7月12日 天気能
1692年 8月24日 元禄5年 7月13日 天気能
1692年 8月25日 元禄5年 7月14日 天気能
1692年 8月26日 元禄5年 7月15日 天気能
1692年 8月27日 元禄5年 7月16日 雨降　（御国元去6日相立候御飛脚両人今日酉刻到着）
1692年 8月28日 元禄5年 7月17日 天気能
1692年 8月29日 元禄5年 7月18日 晴天　（今日関札役人御手廻両人相立之）
1692年 8月30日 元禄5年 7月19日 天気能
1692年 8月31日 元禄5年 7月20日 天気能
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1692年 9月1日 元禄5年 7月21日 晴天　（火の見櫓御役中精を出し相勤候足軽12人江御ほうひ（御褒美）として金子200疋宛下される）
1692年 9月2日 元禄5年 7月22日 天気好
1692年 9月3日 元禄5年 7月23日 晴天
1692年 9月4日 元禄5年 7月24日 雨降　（今日御宿取役御手廻両人発足）
1692年 9月5日 元禄5年 7月25日 天気能
1692年 9月6日 元禄5年 7月26日 天気能
1692年 9月7日 元禄5年 7月27日 天気能　（御国元当月17日罷立候御飛脚今日到着、明28日四つ時御発駕）
1692年 9月8日 元禄5年 7月28日 天気能　（巳刻御発駕・先立は将監・8月16日弘前着の行程表有り、粕壁（春日部）並びに御国元江御飛脚両人道中10日振ニ申付相立ル、今晩御姫様病死）
1692年 9月9日 元禄5年 7月29日 天気能
1692年 9月10日 元禄5年 7月30日 天気能
1692年 9月11日 元禄5年 8月1日 雨降　（今日山形御寓まで御飛脚両人相立之）
1692年 9月12日 元禄5年 8月2日 天気能
1692年 9月13日 元禄5年 8月3日 晴天
1692年 9月14日 元禄5年 8月4日 天気能
1692年 9月15日 元禄5年 8月5日 天気能
1692年 9月16日 元禄5年 8月6日 曇　（御国元江今日町飛脚相立之・右は御飛脚の者有合せ申さざる付而也：飛脚要員がなく止むを得ず町飛脚を使ったということ）
1692年 9月17日 元禄5年 8月7日 雨降
1692年 9月18日 元禄5年 8月8日 晴天
1692年 9月19日 元禄5年 8月9日 天気能
1692年 9月20日 元禄5年 8月10日 天気能
1692年 9月21日 元禄5年 8月11日 雨降
1692年 9月22日 元禄5年 8月12日 曇　（去6日道中山形より之御飛脚両人今日巳刻到着）
1692年 9月23日 元禄5年 8月13日 曇
1692年 9月24日 元禄5年 8月14日 晴天　（御道中金山より相立候御飛脚今日未之刻到着、御奥様今晩五半過御男子様御平産・御国元江御飛脚両人子之刻相立之）
1692年 9月25日 元禄5年 8月15日 天気能
1692年 9月26日 元禄5年 8月16日 天気能　（去る14日御出生之御若子様今朝御死去遊ばされ候・御国元江御飛脚両人今日より道中10日振ニ申付相立之）
1692年 9月27日 元禄5年 8月17日 天気能
1692年 9月28日 元禄5年 8月18日 晴天
1692年 9月29日 元禄5年 8月19日 晴天
1692年 9月30日 元禄5年 8月20日 雨降　（当月12日御道中湊より相立候御飛脚両人未刻到着）
1692年 10月1日 元禄5年 8月21日 天気能　（今晩御国元江御飛脚両人明日より道中11日ふりニ申付相立之）
1692年 10月2日 元禄5年 8月22日 曇
1692年 10月3日 元禄5年 8月23日 曇　（去15日御国元相立候御飛脚亥刻過到着）
1692年 10月4日 元禄5年 8月24日 雨降
1692年 10月5日 元禄5年 8月25日 天気能
1692年 10月6日 元禄5年 8月26日 晴天　（御国元当月16日罷立候御飛脚両人今日到着・去16日御着城之旨申来る）
1692年 10月7日 元禄5年 8月27日 晴天
1692年 10月8日 元禄5年 8月28日 雨降　（御国元当月16日相立候御飛脚道中11日振ニ而今日午刻到着、今晩御国元江御飛脚両人相立之・道中明日より10日振ニ申付相立之）
1692年 10月9日 元禄5年 8月29日 曇
1692年 10月10日 元禄5年 9月1日 天気能　（先月22日御国元相立候御飛脚両人道中8日振ニ而今日到着）
1692年 10月11日 元禄5年 9月2日 晴天
1692年 10月12日 元禄5年 9月3日 晴天
1692年 10月13日 元禄5年 9月4日 曇
1692年 10月14日 元禄5年 9月5日 曇　（御奥様御病気ニ付今晩亥中刻御国元江御飛脚両人相立之）
1692年 10月15日 元禄5年 9月6日 晴天　（先月23日御国元罷立候御飛脚両人今晩酉刻到着）
1692年 10月16日 元禄5年 9月7日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中11日振ニ申付酉刻相立之、先月27日御国許罷立候御飛脚3人今道中10日振ニ而亥刻到着）
1692年 10月17日 元禄5年 9月8日 晴天
1692年 10月18日 元禄5年 9月9日 天気能
1692年 10月19日 元禄5年 9月10日 雨降　（去月29日御国元相立候御飛脚道中11日振ニ而午刻過到着、今日酉刻御国元江御飛脚両人道中10日ふりニ申付相立之）
1692年 10月20日 元禄5年 9月11日 曇
1692年 10月21日 元禄5年 9月12日 晴天
1692年 10月22日 元禄5年 9月13日 天気能
1692年 10月23日 元禄5年 9月14日 天気能　（御国ニ而熊荒れ候に付御内意伺い）
1692年 10月24日 元禄5年 9月15日 晴天
1692年 10月25日 元禄5年 9月16日 天気能　（今日御国元江御飛脚両人道中10日振ニ申付相立之）
1692年 10月26日 元禄5年 9月17日 天気能
1692年 10月27日 元禄5年 9月18日 天気能　（御国ニ而熊荒れ候に付伺い）
1692年 10月28日 元禄5年 9月19日 曇　（当月6日御国元罷立候御飛脚両人午刻到着、熊荒れ候に付伺い・藩主からの熊打ち殺し願書を大目付3人に出すこととする）
1692年 10月29日 元禄5年 9月20日 天気能
1692年 10月30日 元禄5年 9月21日 晴天　（当月13日御国元相立候御飛脚両人亥ノ刻到着）
1692年 10月31日 元禄5年 9月22日 晴天
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1692年 11月1日 元禄5年 9月23日 天気能
1692年 11月2日 元禄5年 9月24日 曇　（御国元江御飛脚両人今日より道中11日ふりニ申付相立之、御国元当月13日罷立候御飛脚両人戌刻到着）
1692年 11月3日 元禄5年 9月25日 曇
1692年 11月4日 元禄5年 9月26日 晴天
1692年 11月5日 元禄5年 9月27日 天気能
1692年 11月6日 元禄5年 9月28日 晴天　（今日御国元江御飛脚両人道中10日振ニ申付相立之）
1692年 11月7日 元禄5年 9月29日 天気能
1692年 11月8日 元禄5年 10月1日 晴天　（先月20日御国元罷立候御飛脚両人今日到着）
1692年 11月9日 元禄5年 10月2日 天気能　（先月19日御国元相立候御飛脚酉刻到着）
1692年 11月10日 元禄5年 10月3日 晴天　（御国元江御飛脚両人明日より道中10日振ニ申付相立之）
1692年 11月11日 元禄5年 10月4日 曇
1692年 11月12日 元禄5年 10月5日 雨降　（先月25日御国元罷立候御飛脚両人今日到着）
1692年 11月13日 元禄5年 10月6日 曇
1692年 11月14日 元禄5年 10月7日 晴天
1692年 11月15日 元禄5年 10月8日 天気能
1692年 11月16日 元禄5年 10月9日 天気能　（御国元先月28日相立候御飛脚両人今日到着）
1692年 11月17日 元禄5年 10月10日 晴天
1692年 11月18日 元禄5年 10月11日 天気能
1692年 11月19日 元禄5年 10月12日 天気能　（今日御国元江御飛脚3人道中12日振ニ申付相立之）
1692年 11月20日 元禄5年 10月13日 天気能　（御国元当月3日相立候御飛脚両人亥ノ刻到着）
1692年 11月21日 元禄5年 10月14日 天気能
1692年 11月22日 元禄5年 10月15日 晴天
1692年 11月23日 元禄5年 10月16日 天気能
1692年 11月24日 元禄5年 10月17日 曇
1692年 11月25日 元禄5年 10月18日 天気能
1692年 11月26日 元禄5年 10月19日 雨降
1692年 11月27日 元禄5年 10月20日 天気能
1692年 11月28日 元禄5年 10月21日 晴天
1692年 11月29日 元禄5年 10月22日 曇　（御国元江御飛脚両人今日より道中13日振ニ申付相立之）
1692年 11月30日 元禄5年 10月23日 曇　（類族御帳面もれ者の儀を切支丹担当者に説明し了承されたのかな?、当月13日御国元罷立候御飛脚道中12日振ニ而亥ノ刻到着）
1692年 12月1日 元禄5年 10月24日 雨降
1692年 12月2日 元禄5年 10月25日 天気能
1692年 12月3日 元禄5年 10月26日 天気能
1692年 12月4日 元禄5年 10月27日 天気能
1692年 12月5日 元禄5年 10月28日 天気能
1692年 12月6日 元禄5年 10月29日 晴天　（今日御国元江御飛脚両人今日より道中12日振ニ申付相立之）
1692年 12月7日 元禄5年 10月30日 晴天　（当月18日御国元罷立候御飛脚両人今日到着）
1692年 12月8日 元禄5年 11月1日 天気能
1692年 12月9日 元禄5年 11月2日 晴天
1692年 12月10日 元禄5年 11月3日 晴天　（今日御国元江御飛脚両人道中12日ふりニ申付相立之）
1692年 12月11日 元禄5年 11月4日 天気能
1692年 12月12日 元禄5年 11月5日 天気能
1692年 12月13日 元禄5年 11月6日 曇　（御国元江御飛脚両人今日より道中13日振ニ申付相立之）
1692年 12月14日 元禄5年 11月7日 曇　（御国元より若殿様江塩鮭5尺鰤1本並びに梨子20遣わされる）
1692年 12月15日 元禄5年 11月8日 天気能
1692年 12月16日 元禄5年 11月9日 天気能
1692年 12月17日 元禄5年 11月10日 天気能
1692年 12月18日 元禄5年 11月11日 晴天
1692年 12月19日 元禄5年 11月12日 晴天　（今日御国元江御飛脚両人道中12日振ニ申付相立之）
1692年 12月20日 元禄5年 11月13日 雨降
1692年 12月21日 元禄5年 11月14日 曇
1692年 12月22日 元禄5年 11月15日 天気能　（御国元先月28日罷立候御飛脚両人道中17日振ニ而今日到着）
1692年 12月23日 元禄5年 11月16日 天気能　（今日御国元江御飛脚両人道中11日振ニ申付相立之）
1692年 12月24日 元禄5年 11月17日 曇　（御国元当月2日罷立候御飛脚両人今日到着也）
1692年 12月25日 元禄5年 11月18日 雨降
1692年 12月26日 元禄5年 11月19日 晴天
1692年 12月27日 元禄5年 11月20日 天気能
1692年 12月28日 元禄5年 11月21日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中11日ふりニ申付相立之、若殿様の名乗りを窺っている）
1692年 12月29日 元禄5年 11月22日 天気能
1692年 12月30日 元禄5年 11月23日 曇　（御領内並びに在江戸切死丹（切支丹）御改め御証文・狼打留候員数の御書付を公儀に届けている）
1692年 12月31日 元禄5年 11月24日 曇
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1693年 1月1日 元禄5年 11月25日 晴天　（当月11日御国元罷立候御飛脚3人亥中刻到着也）
1693年 1月2日 元禄5年 11月26日 天気能
1693年 1月3日 元禄5年 11月27日 天気能
1693年 1月4日 元禄5年 11月28日 天気能　（今朝御国元江御飛脚3人道中11日ふりニ申付相立之）
1693年 1月5日 元禄5年 11月29日 寒ニ入　天気能
1693年 1月6日 元禄5年 12月1日 天気能
1693年 1月7日 元禄5年 12月2日 天気能　（御国元江御飛脚両人道中13日ふりニ申付相立之）
1693年 1月8日 元禄5年 12月3日 天気能
1693年 1月9日 元禄5年 12月4日 曇
1693年 1月10日 元禄5年 12月5日 天気能
1693年 1月11日 元禄5年 12月6日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中13日振ニ申付相立之、御国元去月18日相立候御飛脚3人午刻到着）
1693年 1月12日 元禄5年 12月7日 天気能
1693年 1月13日 元禄5年 12月8日 天気能
1693年 1月14日 元禄5年 12月9日 天気能　　　下から続く　　　振ニ申付相立之、御国元去月21日相立候御飛脚3人今日到着）
1693年 1月15日 元禄5年 12月10日 夜中より初雪降　（御国許捨子之儀ニ付御公儀江差上げられ候御書付之覚：私城下歩行町之橋之下ニ5歳ニ成候男子捨置候に付……、御国元江御飛脚3人道中12日　　　上に続く
1693年 1月16日 元禄5年 12月11日 天気能
1693年 1月17日 元禄5年 12月12日 天気能
1693年 1月18日 元禄5年 12月13日 天気能　（京都村上某に町7日飛脚ニ而御用状遣わす）
1693年 1月19日 元禄5年 12月14日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中15日振ニ申付相立之、去月28日御国元相立候御飛脚今日到着）
1693年 1月20日 元禄5年 12月15日 天気能
1693年 1月21日 元禄5年 12月16日 天気能
1693年 1月22日 元禄5年 12月17日 曇　（熊が荒れて打留めた数・何処でを公儀に知らせるようにする）
1693年 1月23日 元禄5年 12月18日 天気能　（去2日御国元罷立候御飛脚3人今日午刻到着、御国元江御飛脚3人道中13日振ニ申付相立之）
1693年 1月24日 元禄5年 12月19日 天気能
1693年 1月25日 元禄5年 12月20日 天気能
1693年 1月26日 元禄5年 12月21日 天気能　（御国元当月5日相立候御飛脚3人今日到着）
1693年 1月27日 元禄5年 12月22日 天気能　（今日御国元江御飛脚3人相立之道中13日振ニ申付之、古切死丹（切支丹）類族出生の者御改めの御書付を公儀に持参差上げる）
1693年 1月28日 元禄5年 12月23日 天気能　（当月7日御国元罷相立候御飛脚3人今日午刻到着）
1693年 1月29日 元禄5年 12月24日 天気能
1693年 1月30日 元禄5年 12月25日 雪降
1693年 1月31日 元禄5年 12月26日 天気能
1693年 2月1日 元禄5年 12月27日 天気能
1693年 2月2日 元禄5年 12月28日 天気能
1693年 2月3日 元禄5年 12月29日 天気能　（今日御国元江歳暮之御飛脚3人道中13日振ニ申付相立之）
1693年 2月4日 元禄5年 12月30日 曇
1693年 2月5日 元禄6年 正月1日 天気能
1693年 2月6日 元禄6年 正月2日 天気能
1693年 2月7日 元禄6年 正月3日 晴天　（例年の如く今日御国元江御飛脚3人相立之）
1693年 2月8日 元禄6年 正月4日 天気能
1693年 2月9日 元禄6年 正月5日 天気能
1693年 2月10日 元禄6年 正月6日 天気能　（去月17日に飛脚で国元江立った1人が2日白川（白河）で病死・この件に付御国元江御飛脚3人道中13日ふりニ申付相立之、旧臘23日御国元相立候御飛脚3人亥刻到着）
1693年 2月11日 元禄6年 正月7日 天気能
1693年 2月12日 元禄6年 正月8日 天気能
1693年 2月13日 元禄6年 正月9日 雪降
1693年 2月14日 元禄6年 正月10日 天気能　（御国元江御飛脚3人相立之道中14日振ニ酉刻差下之）
1693年 2月15日 元禄6年 正月11日 天気能
1693年 2月16日 元禄6年 正月12日 天気能
1693年 2月17日 元禄6年 正月13日 天気能
1693年 2月18日 元禄6年 正月14日 曇　（旧臘29日御国元相立候御飛脚3人今朝卯刻到着）
1693年 2月19日 元禄6年 正月15日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中14日振ニ申付酉刻相立之）
1693年 2月20日 元禄6年 正月16日 天気能
1693年 2月21日 元禄6年 正月17日 天気能　但午刻より雨降　（御国元去2日立之御飛脚3人昨夜亥刻到着・御吉例金200両到来・大納戸役に渡す）
1693年 2月22日 元禄6年 正月18日 天気能
1693年 2月23日 元禄6年 正月19日 天気能
1693年 2月24日 元禄6年 正月20日 曇
1693年 2月25日 元禄6年 正月21日 雨降
1693年 2月26日 元禄6年 正月22日 天気能　但辰刻地震
1693年 2月27日 元禄6年 正月23日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中13日ふりニ申付戌刻相立之、御国元去12日罷立候御飛脚3人今日亥刻（変だね?）到着）
1693年 2月28日 元禄6年 正月24日 曇
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1693年 3月1日 元禄6年 正月25日 雨降
1693年 3月2日 元禄6年 正月26日 曇
1693年 3月3日 元禄6年 正月27日 天気能
1693年 3月4日 元禄6年 正月28日 天気能　（御国元江の荷物の中に白魚1升というものがある）
1693年 3月5日 元禄6年 正月29日 曇　（御国元江御飛脚3人道中13日振ニ申付午刻相立之）
1693年 3月6日 元禄6年 正月30日 天気能　（正月15日御国元相立候御飛脚3人今日巳中刻到着）
1693年 3月7日 元禄6年 2月1日 天気能
1693年 3月8日 元禄6年 2月2日 天気能　（御国元より御飛脚3人今日到着）
1693年 3月9日 元禄6年 2月3日 天気能
1693年 3月10日 元禄6年 2月4日 天気能
1693年 3月11日 元禄6年 2月5日 天気能
1693年 3月12日 元禄6年 2月6日 曇　（御国元江御飛脚3人道中14日振申付相立之）
1693年 3月13日 元禄6年 2月7日 雨降
1693年 3月14日 元禄6年 2月8日 天気能
1693年 3月15日 元禄6年 2月9日 天気能　（先月23日御国元相立候御飛脚今日到着）
1693年 3月16日 元禄6年 2月10日 天気能　（今朝御国元江御飛脚3人道中13日振ニ申付相立之）
1693年 3月17日 元禄6年 2月11日 晴天
1693年 3月18日 元禄6年 2月12日 雨降　（御国元先月29日立之御飛脚3人今日到着）
1693年 3月19日 元禄6年 2月13日 曇
1693年 3月20日 元禄6年 2月14日 曇
1693年 3月21日 元禄6年 2月15日 天気能
1693年 3月22日 元禄6年 2月16日 晴天　（今日御国元江御飛脚3人道中13日振ニ申付之辰中刻相立之）
1693年 3月23日 元禄6年 2月17日 晴天
1693年 3月24日 元禄6年 2月18日 天気能　（去3日御国元相立候御飛脚3人今日到着）
1693年 3月25日 元禄6年 2月19日 雨降
1693年 3月26日 元禄6年 2月20日 天気能　（御国元江御飛脚3人道中13日ふりニ申付巳刻相立之）
1693年 3月27日 元禄6年 2月21日 天気能
1693年 3月28日 元禄6年 2月22日 天気能　（今晩御国元江御飛脚3人道中12日振ニ申付相立之）
1693年 3月29日 元禄6年 2月23日 天気能
1693年 3月30日 元禄6年 2月24日 曇　（当月11日御国元相立候御飛脚3人今日到着）
1693年 3月31日 元禄6年 2月25日 雨降
1693年 4月1日 元禄6年 2月26日 曇
1693年 4月2日 元禄6年 2月27日 曇
1693年 4月3日 元禄6年 2月28日 曇
1693年 4月4日 元禄6年 2月29日 雨降
1693年 4月5日 元禄6年 　　2月30日夜中より雪降
1693年 4月6日 元禄6年 3月1日 天気好　（今日御国許御飛脚道中10日振ニ申付相立之）
1693年 4月7日 元禄6年 3月2日 天気能
1693年 4月8日 元禄6年 3月3日 晴天　（御国元2月21日相立候御飛脚亥刻到着）
1693年 4月9日 元禄6年 3月4日 雨降
1693年 4月10日 元禄6年 3月5日 雨降
1693年 4月11日 元禄6年 3月6日 雨降
1693年 4月12日 元禄6年 3月7日 雨降
1693年 4月13日 元禄6年 3月8日 曇
1693年 4月14日 元禄6年 3月9日 晴天　（今日御国元江御飛脚2人道中11日振ニ申付相立之、御国元去月27日罷立候御飛脚両人今晩戌刻到着）
1693年 4月15日 元禄6年 3月10日 天気能
1693年 4月16日 元禄6年 3月11日 天気能
1693年 4月17日 元禄6年 3月12日 天気能
1693年 4月18日 元禄6年 3月13日 天気能
1693年 4月19日 元禄6年 3月14日 雨降　（今日道中山形までの御飛脚相立之、去3日御国元相立候御飛脚両人今晩亥刻到着）
1693年 4月20日 元禄6年 3月15日 曇
1693年 4月21日 元禄6年 3月16日 曇
1693年 4月22日 元禄6年 3月17日 大雨風　（今日道中江御飛脚2人相立之）
1693年 4月23日 元禄6年 3月18日 天気能
1693年 4月24日 元禄6年 3月19日 天気能
1693年 4月25日 元禄6年 3月20日 天気能　（去3日御国元罷立候関札役2人が今日到着・道中18日振ニ而着也）
1693年 4月26日 元禄6年 3月21日 天気能　（今日（将軍が）上野江御花見、今日道中江御飛脚両人相立之）
1693年 4月27日 元禄6年 3月22日 天気能　（道中まで料理等を送っている）
1693年 4月28日 元禄6年 3月23日 曇
1693年 4月29日 元禄6年 3月24日 曇
1693年 4月30日 元禄6年 3月25日 天気能　（御国元去13日二相立候御飛脚3人申刻到着・13日に御国元御発駕・道程を示し2日江戸に之由申来候）
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1693年 5月1日 元禄6年 3月26日 雨降
1693年 5月2日 元禄6年 3月27日 晴天　（道中までの御料理等を持った御飛脚2人相立之）
1693年 5月3日 元禄6年 3月28日 天気能　（道中川崎（宮城県白石市の西）よりの御飛脚両人今日到着）
1693年 5月4日 元禄6年 3月29日 天気能　（道中矢吹よりの飛脚2人今日到着、道中江御飛脚2人相立之）　　　下から続く　　　西尾小左衛門・田村孫大夫、注進の足軽千住大橋1・常盤橋1・両国橋1と配置）
1693年 5月5日 元禄6年 4月1日 天気能　（道中御宿取2人今日巳刻過到着、今日草下（草加）御寓江御飛脚両人相立之）　　　下から続く　　　小野助九郎・町野香宣・川崎権之助・梶川三之丞・　　　上に続く
1693年 5月6日 元禄6年 4月2日 晴天　（殿様千寿（千住）より直に老中様方江御出午ノ上刻御着座、御広間式台に出た様付：若殿・与一・津軽主税・神尾市左衛門・同平三郎・今大路道三・小野次郎右衛門・　　　上に続く
1693年 5月7日 元禄6年 4月3日 天気能　（今日御国元江御飛脚両人相立之、町人達から参府御祝儀が5ページにわたり届いている）
1693年 5月8日 元禄6年 4月4日 天気能
1693年 5月9日 元禄6年 4月5日 天気能
1693年 5月10日 元禄6年 4月6日 天気能
1693年 5月11日 元禄6年 4月7日 天気能
1693年 5月12日 元禄6年 4月8日 天気能
1693年 5月13日 元禄6年 4月9日 天気能
1693年 5月14日 元禄6年 4月10日 天気能
1693年 5月15日 元禄6年 4月11日 天気能
1693年 5月16日 元禄6年 4月12日 晴天　（御国元江御飛脚両人明13日より道中10日振ニ申付相立之）
1693年 5月17日 元禄6年 4月13日 天気能　（当月3日御国元相立候御飛脚両人亥刻到着、町人らしい天之や・丁子や等に料理を出している）
1693年 5月18日 元禄6年 4月14日 曇
1693年 5月19日 元禄6年 4月15日 雨降
1693年 5月20日 元禄6年 4月16日 天気能
1693年 5月21日 元禄6年 4月17日 天気能
1693年 5月22日 元禄6年 4月18日 天気能
1693年 5月23日 元禄6年 4月19日 曇
1693年 5月24日 元禄6年 4月20日 天気能
1693年 5月25日 元禄6年 4月21日 天気能
1693年 5月26日 元禄6年 4月22日 天気能
1693年 5月27日 元禄6年 4月23日 天気能　（本庄火消御役仰せ付けられる）
1693年 5月28日 元禄6年 4月24日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚2人道中今日より10日振ニ申付相立之、当月15日御国元相立候御飛脚道中10日振ニて今晩酉刻両人到着）
1693年 5月29日 元禄6年 4月25日 曇
1693年 5月30日 元禄6年 4月26日 天気能
1693年 5月31日 元禄6年 4月27日 天気能
1693年 6月1日 元禄6年 4月28日 天気能　（大石郷右衛門がこの度召出される）
1693年 6月2日 元禄6年 4月29日 天気能
1693年 6月3日 元禄6年 4月30日 天気能
1693年 6月4日 元禄6年 5月1日 天気能
1693年 6月5日 元禄6年 5月2日 天気能
1693年 6月6日 元禄6年 5月3日 天気能
1693年 6月7日 元禄6年 5月4日 天気能　（先月24日御国相立候御飛脚今日到着）
1693年 6月8日 元禄6年 5月5日 天気能　（大石郷右衛門は金20両8人扶持、町人達から端午の御祝儀2ページ）
1693年 6月9日 元禄6年 5月6日 曇　（御国古切支丹之類族帳御印形出来・松野某（江戸屋敷留守居役?）江相渡之、御国元江之御飛脚両人申付明7日より道中9日振ニ申付相立之）
1693年 6月10日 元禄6年 5月7日 曇
1693年 6月11日 元禄6年 5月8日 天気能
1693年 6月12日 元禄6年 5月9日 天気能
1693年 6月13日 元禄6年 5月10日 天気好　（狂言（宇治川先陣問答・男女熊谷笠?等）・見物人多数・夜五ツ過終）
1693年 6月14日 元禄6年 5月11日 天気能
1693年 6月15日 元禄6年 5月12日 天気能
1693年 6月16日 元禄6年 5月13日 雨降
1693年 6月17日 元禄6年 5月14日 曇
1693年 6月18日 元禄6年 5月15日 晴天
1693年 6月19日 元禄6年 5月16日 天気能
1693年 6月20日 元禄6年 5月17日 晴天
1693年 6月21日 元禄6年 5月18日 晴天
1693年 6月22日 元禄6年 5月19日 雨降　（当月9日御国本相立候御飛脚3人今日未上刻到着）
1693年 6月23日 元禄6年 5月20日 曇　（御国元当月7日相立候御飛脚両人今日到着）
1693年 6月24日 元禄6年 5月21日 天気能　（狂言：猩々酒屋・風流花見・孝子の遊女等）
1693年 6月25日 元禄6年 5月22日 晴天
1693年 6月26日 元禄6年 5月23日 天気能
1693年 6月27日 元禄6年 5月24日 曇
1693年 6月28日 元禄6年 5月25日 雨降　（金子2両こぜ（瞽女：ごぜ?：盲目の女）座当（座頭：ざとう：）銭1貫文乞食右（本文では左）は来る29日凉松院様（信政の正夫人：前将軍家綱の従妹）21回忌御法事に付……）
1693年 6月29日 元禄6年 5月26日 曇
1693年 6月30日 元禄6年 5月27日 天気能
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1693年 7月1日 元禄6年 5月28日 天気能
1693年 7月2日 元禄6年 5月29日 曇
1693年 7月3日 元禄6年 6月1日 天気能　（御国元5月19日相立候御飛脚4人道中12日振ニ而今日午之上刻到着）
1693年 7月4日 元禄6年 6月2日 天気能
1693年 7月5日 元禄6年 6月3日 天気能
1693年 7月6日 元禄6年 6月4日 天気能
1693年 7月7日 元禄6年 6月5日 天気よし
1693年 7月8日 元禄6年 6月6日 天気よし
1693年 7月9日 元禄6年 6月7日 天気よし
1693年 7月10日 元禄6年 6月8日 天気よし　（古切死丹類族の帳面この度御改相済御公儀江上り候）
1693年 7月11日 元禄6年 6月9日 天気よし
1693年 7月12日 元禄6年 6月10日 天気能　（最近将監殿とした後で殿を消してある・元禄10年に御暇となった後に消したものか）
1693年 7月13日 元禄6年 6月11日 天気よし
1693年 7月14日 元禄6年 6月12日 天気よし
1693年 7月15日 元禄6年 6月13日 天気よし
1693年 7月16日 元禄6年 6月14日 天気能
1693年 7月17日 元禄6年 6月15日 天気吉　（墨で消した部分が最近多い）
1693年 7月18日 元禄6年 6月16日 天気能　土用ニ入　（今日御国許江之御飛脚道中11日ふりニ申付相立之）
1693年 7月19日 元禄6年 6月17日 天気能
1693年 7月20日 元禄6年 6月18日 天気よし
1693年 7月21日 元禄6年 6月19日 天気よし
1693年 7月22日 元禄6年 6月20日 天気能　（当月9日御国元相立候御飛脚3人今日午之刻過ニ到着）
1693年 7月23日 元禄6年 6月21日 天気能
1693年 7月24日 元禄6年 6月22日 天気能
1693年 7月25日 元禄6年 6月23日 天気よし　（誰かの婚礼道具あり）
1693年 7月26日 元禄6年 6月24日 天気よし
1693年 7月27日 元禄6年 6月25日 天気よし
1693年 7月28日 元禄6年 6月26日 天気能
1693年 7月29日 元禄6年 6月27日 天気能
1693年 7月30日 元禄6年 6月28日 天気よし　（御国江之御飛脚足軽2人明日より道中11日振ニ申付相立之）
1693年 7月31日 元禄6年 6月29日 天気よし
1693年 8月1日 元禄6年 6月30日 天気能
1693年 8月2日 元禄6年 7月1日 晴天
1693年 8月3日 元禄6年 7月2日 晴天　（切くづ（づは川に濁点）：切屑?らしい明瞭な濁点あり）
1693年 8月4日 元禄6年 7月3日 晴天　（昼九過ぎ深川本番所ニ当り火事の由・太鼓打ち申すに付出かけたら消鐘打ち申すに付御帰り遊ばされる）
1693年 8月5日 元禄6年 7月4日 天気能
1693年 8月6日 元禄6年 7月5日 晴天
1693年 8月7日 元禄6年 7月6日 晴天
1693年 8月8日 元禄6年 7月7日 天気能
1693年 8月9日 元禄6年 7月8日 天気能　（御国元6月26日相立候御飛脚3人今日七時過ニ到着）
1693年 8月10日 元禄6年 7月9日 晴天
1693年 8月11日 元禄6年 7月10日 晴天
1693年 8月12日 元禄6年 7月11日 晴天
1693年 8月13日 元禄6年 7月12日 晴天
1693年 8月14日 元禄6年 7月13日 曇
1693年 8月15日 元禄6年 7月14日 曇　（今日御国元江相立候御飛脚足軽3人に当7月渡之御切米之内只今金子1歩宛拝借願・その様に申渡す、御国元へ御飛脚道中9日振今夕戌上刻差立之、与一様に鉄砲を与えている）
1693年 8月16日 元禄6年 7月15日 晴天
1693年 8月17日 元禄6年 7月16日 晴天
1693年 8月18日 元禄6年 7月17日 晴天
1693年 8月19日 元禄6年 7月18日 晴天
1693年 8月20日 元禄6年 7月19日 天気能　（御国元より参り候初米差上げる）
1693年 8月21日 元禄6年 7月20日 天気能
1693年 8月22日 元禄6年 7月21日 曇　（古切支丹類族病死御届を公儀に提出）
1693年 8月23日 元禄6年 7月22日 曇
1693年 8月24日 元禄6年 7月23日 天気能　（当月12日御国元相立候御飛脚今朝五つ過ニ到着）
1693年 8月25日 元禄6年 7月24日 天気能
1693年 8月26日 元禄6年 7月25日 天気能
1693年 8月27日 元禄6年 7月26日 晴天
1693年 8月28日 元禄6年 7月27日 晴天
1693年 8月29日 元禄6年 7月28日 天気能　（御国元へ之御飛脚2人明29日より道中11日ふりニ申付今日酉之刻過ニ差し立之）
1693年 8月30日 元禄6年 7月29日 晴天
1693年 8月31日 元禄6年 8月1日 天気好　（御国で初米が7月1日門外村から・同月2日に大鰐村から上がる・これを家老用人が頂戴する）
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1693年 9月1日 元禄6年 8月2日 天気好
1693年 9月2日 元禄6年 8月3日 天気好
1693年 9月3日 元禄6年 8月4日 天気能
1693年 9月4日 元禄6年 8月5日 天気能　（今朝御国元へ之御飛脚2人道中11日ふりニ申付相立之）
1693年 9月5日 元禄6年 8月6日 天気能
1693年 9月6日 元禄6年 8月7日 天気能
1693年 9月7日 元禄6年 8月8日 天気能
1693年 9月8日 元禄6年 8月9日 曇　（先月28日御国元相立候御飛脚2人未刻到着）
1693年 9月9日 元禄6年 8月10日 天気能　（昨夜御家中2人が病死している?）
1693年 9月10日 元禄6年 8月11日 天気能
1693年 9月11日 元禄6年 8月12日 天気能
1693年 9月12日 元禄6年 8月13日 天気能
1693年 9月13日 元禄6年 8月14日 天気能
1693年 9月14日 元禄6年 8月15日 雨降　昼時分晴　（7月26日吉田左兵衛殿に参り百沢下居神主が播磨守・目屋野沢清水神主が大和守の官位を貰う?）
1693年 9月15日 元禄6年 8月16日 天気能
1693年 9月16日 元禄6年 8月17日 天気能
1693年 9月17日 元禄6年 8月18日 天気能
1693年 9月18日 元禄6年 8月19日 曇
1693年 9月19日 元禄6年 8月20日 天気能
1693年 9月20日 元禄6年 8月21日 天気能
1693年 9月21日 元禄6年 8月22日 天気能
1693年 9月22日 元禄6年 8月23日 天気能　（御国元へ之御飛脚明日より道中10日ふりニ申付3人相立之）
1693年 9月23日 元禄6年 8月24日 天気能
1693年 9月24日 元禄6年 8月25日 天気能
1693年 9月25日 元禄6年 8月26日 天気能　（御国元御飛脚明27日より道中10日ふりニ申付相立之）
1693年 9月26日 元禄6年 8月27日 天気能
1693年 9月27日 元禄6年 8月28日 天気能　（当月17日御国元相立候御飛脚今日午刻到着）
1693年 9月28日 元禄6年 8月29日 曇
1693年 9月29日 元禄6年 8月30日 天気能　（今晩仕舞）
1693年 9月30日 元禄6年 9月1日 天気能
1693年 10月1日 元禄6年 9月2日 曇　（今晩亥刻御国元江之御飛脚明日より道中9日振ニ申付3人相立3人差下之）
1693年 10月2日 元禄6年 9月3日 雨降　（昨晩至今朝御米2艘恙なく深川江着岸致し候）
1693年 10月3日 元禄6年 9月4日 曇
1693年 10月4日 元禄6年 9月5日 天気能
1693年 10月5日 元禄6年 9月6日 晻（江戸日記に初めてであろう：津軽弁?）
1693年 10月6日 元禄6年 9月7日 曇
1693年 10月7日 元禄6年 9月8日 天気能
1693年 10月8日 元禄6年 9月9日 晴天
1693年 10月9日 元禄6年 9月10日 天気能
1693年 10月10日 元禄6年 9月11日 晴天　（鶴・菱喰以外の鳥は献上無用と申し渡される）
1693年 10月11日 元禄6年 9月12日 天気能
1693年 10月12日 元禄6年 9月13日 晴天
1693年 10月13日 元禄6年 9月14日 天気能
1693年 10月14日 元禄6年 9月15日 曇
1693年 10月15日 元禄6年 9月16日 曇　（今日御国江之御飛脚諸手足軽2人道中12日振ニ申付立之）
1693年 10月16日 元禄6年 9月17日 天気能
1693年 10月17日 元禄6年 9月18日 天気能
1693年 10月18日 元禄6年 9月19日 曇
1693年 10月19日 元禄6年 9月20日 雨降　（当月10日御国相立候御飛脚道中11日振ニ而今日午下刻到着・諸手足軽2人）
1693年 10月20日 元禄6年 9月21日 晴天
1693年 10月21日 元禄6年 9月22日 晴天
1693年 10月22日 元禄6年 9月23日 天気能
1693年 10月23日 元禄6年 9月24日 天気能　（去ル16日御国相立候御飛脚申刻到着）
1693年 10月24日 元禄6年 9月25日 晴天
1693年 10月25日 元禄6年 9月26日 曇
1693年 10月26日 元禄6年 9月27日 曇
1693年 10月27日 元禄6年 9月28日 天気能
1693年 10月28日 元禄6年 9月29日 天気能
1693年 10月29日 元禄6年 10月1日 雨降
1693年 10月30日 元禄6年 10月2日 天気よし
1693年 10月31日 元禄6年 10月3日 雨ふり
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1693年 11月1日 元禄6年 10月4日 晻（庵の雁垂れを除き日編としたもの：曇に近いか：パソコンでは環境依存で出ないかもしれない）
1693年 11月2日 元禄6年 10月5日 天気よし
1693年 11月3日 元禄6年 10月6日 天気能
1693年 11月4日 元禄6年 10月7日 天気能　（今晩御拍子）
1693年 11月5日 元禄6年 10月8日 天気能　（御国江之御飛脚明日より2人道中13日ふりニ着くべく申付之）
1693年 11月6日 元禄6年 10月9日 天気能
1693年 11月7日 元禄6年 10月10日 天気好　（先月29日御国元相立候御飛脚2人今日七つ過到着）
1693年 11月8日 元禄6年 10月11日 天気能　（御国元へ之御飛脚明日より道中14日ふりニく申付相立申すべき由……）
1693年 11月9日 元禄6年 10月12日 天気能
1693年 11月10日 元禄6年 10月13日 天気能　（今日午刻過外桜田南部信濃守様御屋敷出火・両国橋辺迄御出馬・早速帰り遊ばされる）
1693年 11月11日 元禄6年 10月14日 天気能
1693年 11月12日 元禄6年 10月15日 天気能
1693年 11月13日 元禄6年 10月16日 晴天
1693年 11月14日 元禄6年 10月17日 天気能
1693年 11月15日 元禄6年 10月18日 天気能　（御国江御飛脚両人相立之・道中13日振ニ申付之）
1693年 11月16日 元禄6年 10月19日 晴
1693年 11月17日 元禄6年 10月20日 雨降
1693年 11月18日 元禄6年 10月21日 天気能
1693年 11月19日 元禄6年 10月22日 天気好
1693年 11月20日 元禄6年 10月23日 天気好　（当月11日御国許相立候御飛脚5人今晩六半過到着之、三馬屋梨子と木札に書付戸田山城守様・西尾小左衛門様・神尾市左衛門様に贈る）
1693年 11月21日 元禄6年 10月24日 晻
1693年 11月22日 元禄6年 10月25日 天気好　（今晩近藤検校（近藤か進藤か読めない：検校の名に見えない）平家語り申し候：先帝入水・小原（大原でしょう）御幸・宇治川の先陣の三句）
1693年 11月23日 元禄6年 10月26日 天気能
1693年 11月24日 元禄6年 10月27日 大霜　天気能
1693年 11月25日 元禄6年 10月28日 天気能　（将監殿・隼人江三馬屋之梨子下される、若殿様江御国より参り候三馬屋梨子九つ塗籠ニ入遣わされる）
1693年 11月26日 元禄6年 10月29日 天気能
1693年 11月27日 元禄6年 11月1日 天気能　（昨夜五時過ぎ火事・外神田松平丹後守様御屋敷の由）
1693年 11月28日 元禄6年 11月2日 天気吉
1693年 11月29日 元禄6年 11月3日 天気能　（御国元江之御飛脚2人今日差立・明日より道中13日振りニ申付之）
1693年 11月30日 元禄6年 11月4日 雨降　（役人以外で火元見分等に出ることを禁じている）
1693年 12月1日 元禄6年 11月5日 天気能
1693年 12月2日 元禄6年 11月6日 天気能
1693年 12月3日 元禄6年 11月7日 天気能
1693年 12月4日 元禄6年 11月8日 天気吉
1693年 12月5日 元禄6年 11月9日 天気吉
1693年 12月6日 元禄6年 11月10日 天気よし
1693年 12月7日 元禄6年 11月11日 天気能　（御国元江之御飛脚3人今日昼時分差立・道中今日より13日振ニ申付之）
1693年 12月8日 元禄6年 11月12日 雨降
1693年 12月9日 元禄6年 11月13日 天気能　（御国元江御飛脚今日酉刻ニ2人差立）
1693年 12月10日 元禄6年 11月14日 初雪降（雨を消して初雪としている）　（初雪に付（老中様に?）御機嫌伺い）
1693年 12月11日 元禄6年 11月15日 天気能 　（切支丹御改御証文高覧に入れ奉る・なんか文句言っているのかな?）
1693年 12月12日 元禄6年 11月16日 天気能
1693年 12月13日 元禄6年 11月17日 天気能
1693年 12月14日 元禄6年 11月18日 天気能　（古切支丹御証文を公儀に提出）
1693年 12月15日 元禄6年 11月19日 天気能
1693年 12月16日 元禄6年 11月20日 天気能
1693年 12月17日 元禄6年 11月21日 天気能
1693年 12月18日 元禄6年 11月22日 天気能
1693年 12月19日 元禄6年 11月23日 天気曇
1693年 12月20日 元禄6年 11月24日 天気能　申刻地震　（今日七過ニ地震に候得共強地震ニ無之……、今晩小野次郎右衛門様などが来て稽古遊ばされる）
1693年 12月21日 元禄6年 11月25日 天気能
1693年 12月22日 元禄6年 11月26日 天気能
1693年 12月23日 元禄6年 11月27日 天気能
1693年 12月24日 元禄6年 11月28日 天気能
1693年 12月25日 元禄6年 11月29日 天気曇
1693年 12月26日 元禄6年 11月30日 天気曇
1693年 12月27日 元禄6年 12月1日 天気能
1693年 12月28日 元禄6年 12月2日 天気能　（御新造様御安産・御姫様御誕生、御国許へ御飛脚両人道中今日より12日ふりニ申付相立之、御国元11月17日相立之御飛脚4人今日酉刻到着）
1693年 12月29日 元禄6年 12月3日 天気能
1693年 12月30日 元禄6年 12月4日 天気能　（御国元御飛脚明5日より道中15日振ニ申付相立之）
1693年 12月31日 元禄6年 12月5日 天気能　（未上刻本所で出火・殿様御出馬・早速打消、今夜子上刻深川で出火・この方御預かり場所江御出馬・丑上刻御帰り）
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1694年 1月1日 元禄6年 12月6日 天気能
1694年 1月2日 元禄6年 12月7日 天気好
1694年 1月3日 元禄6年 12月8日 天気能
1694年 1月4日 元禄6年 12月9日 天気能　（今日御国元へ御飛脚3人相立之）
1694年 1月5日 元禄6年 12月10日 天気能
1694年 1月6日 元禄6年 12月11日 天気能　（津軽将監勝手方酉暮積目録：高2000石現米1200石（但六成）・内拝借（十ヶ一上納）120石・丁子屋方へ年賦除き米350石・残る730石の代金は304両ト10匁等の情報あり）
1694年 1月7日 元禄6年 12月12日 天気能　（去月29日御国元相立候御飛脚今日酉刻到着）
1694年 1月8日 元禄6年 12月13日 天気能　但午刻少地震
1694年 1月9日 元禄6年 12月14日 曇
1694年 1月10日 元禄6年 12月15日 天気能
1694年 1月11日 元禄6年 12月16日 曇
1694年 1月12日 元禄6年 12月17日 天気能
1694年 1月13日 元禄6年 12月18日 天気能　（明日御国元ニ飛脚ニ立つ御足軽2人に拝借金1歩宛）
1694年 1月14日 元禄6年 12月19日 天気能
1694年 1月15日 元禄6年 12月20日 天気能　（昨夜中雪降、御国元へ御飛脚2人今日より道中14日振ニ申付巳刻相立之・申刻追遣飛脚1人相立之）
1694年 1月16日 元禄6年 12月21日 天気能
1694年 1月17日 元禄6年 12月22日 天気能
1694年 1月18日 元禄6年 12月23日 天気好
1694年 1月19日 元禄6年 12月24日 天気好
1694年 1月20日 元禄6年 12月25日 天気能
1694年 1月21日 元禄6年 12月26日 天気能　　　下から続く　　　今日午刻到着、御国元当月15日相立候御飛脚今日酉后刻到着）
1694年 1月22日 元禄6年 12月27日 天気能　（昨夜丑刻水野某様御蔵屋敷出火・殿様ニも御出馬、同子下刻出火・太鼓打付御出馬・火本知れ申さず早速御帰り、御国元当月15日相立候御飛脚2人　　　上に続く
1694年 1月23日 元禄6年 12月28日 天気能　（今日御国元へ歳暮之御飛脚3人申付亥刻相立之）
1694年 1月24日 元禄6年 12月29日 天気能
1694年 1月25日 元禄7年 正月1日 天気能　（年始の贈り物をした様付：若殿・御奥・幸姫・御奥（御新造様のこと?）・与一）
1694年 1月26日 元禄7年 正月2日 天気能　（町民から多くの新年のあいさつ物（干しらす・扇子1箱・柄杓2本など）が届いている）
1694年 1月27日 元禄7年 正月3日 天気能　（今日御国元江年始之御飛脚3人道中今日より14日振ニ申付立之、今晩御謡初）
1694年 1月28日 元禄7年 正月4日 雨降
1694年 1月29日 元禄7年 正月5日 天気能
1694年 1月30日 元禄7年 正月6日 天気能
1694年 1月31日 元禄7年 正月7日 天気能
1694年 2月1日 元禄7年 正月8日 雨天　（旧臘23日御国元相立候御飛脚今夜戌下刻到着）
1694年 2月2日 元禄7年 正月9日 天気能
1694年 2月3日 元禄7年 正月10日 曇
1694年 2月4日 元禄7年 正月11日 昨夜より雪降
1694年 2月5日 元禄7年 正月12日 天気能
1694年 2月6日 元禄7年 正月13日 天気能　（御国元へ御飛脚3人明日より道中14日振ニ申付立之、御国元旧臘28日相立候御飛脚諸手足軽3人今夜戌刻到着）
1694年 2月7日 元禄7年 正月14日 天気能
1694年 2月8日 元禄7年 正月15日 天気能　　　下から続く　　　割付帳として97人の氏名と金額（銀〆128匁2分2厘）が示されている・家臣からの献金で御祝?、今夜中八過ぎ深川大渡近所出火・早速御出馬七つ過御帰）
1694年 2月9日 元禄7年 正月16日 　　（天気の記述なし）　（当月3日御国元相立候年始の大組警固等4人今晩申下刻到着・御吉例金200両到来、御姫様御誕生ニ付御七夜御祝儀江戸勝手の面々差上物　　　上に続く
1694年 2月10日 元禄7年 正月17日 天気能
1694年 2月11日 元禄7年 正月18日 天気能
1694年 2月12日 元禄7年 正月19日 天気能
1694年 2月13日 元禄7年 正月20日 天気能
1694年 2月14日 元禄7年 正月21日 　　（天気の記述なし）
1694年 2月15日 元禄7年 正月22日 雨天
1694年 2月16日 元禄7年 正月23日 天気能
1694年 2月17日 元禄7年 正月24日 天気能
1694年 2月18日 元禄7年 正月25日 天気能
1694年 2月19日 元禄7年 正月26日 雨降　（昨25日（津軽）将監家来が本郷肴棚前で手傷（酒の上での喧嘩））
1694年 2月20日 元禄7年 正月27日 天気能　（今夜四時正洞院自火・寺残らず焼失）
1694年 2月21日 元禄7年 正月28日 天気能
1694年 2月22日 元禄7年 正月29日 天気能
1694年 2月23日 元禄7年 正月30日 天気能
1694年 2月24日 元禄7年 2月1日 天気能　（先月17日御国許相立候御飛脚5人今日七過到着）
1694年 2月25日 元禄7年 2月2日 天気能
1694年 2月26日 元禄7年 2月3日 天気能
1694年 2月27日 元禄7年 2月4日 天気能
1694年 2月28日 元禄7年 2月5日 天気能
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1694年 3月1日 元禄7年 2月6日 天気能
1694年 3月2日 元禄7年 2月7日 天気能　（御国元江之御飛脚5人明8日より道中13日ふりニ申付御状箱今日渡之）
1694年 3月3日 元禄7年 2月8日 天気能
1694年 3月4日 元禄7年 2月9日 天気能　（御国正月26日相立候御飛脚4人今日七つ過到着）
1694年 3月5日 元禄7年 2月10日 天気能
1694年 3月6日 元禄7年 2月11日 天気能
1694年 3月7日 元禄7年 2月12日 天気能
1694年 3月8日 元禄7年 2月13日 天気能
1694年 3月9日 元禄7年 2月14日 天気能
1694年 3月10日 元禄7年 2月15日 朝之内雨降
1694年 3月11日 元禄7年 2月16日 天気好　（御国江之御飛脚3人今朝六時罷立・今日より道中12日ふり申付之）
1694年 3月12日 元禄7年 2月17日 天気能
1694年 3月13日 元禄7年 2月18日 雨降　（御国江之御飛脚4人明19日より道中13日ふりニ申付御状箱今夜五つ半過相渡之）
1694年 3月14日 元禄7年 2月19日 天気好　（御相撲之者泉川某が御国許より到着）
1694年 3月15日 元禄7年 2月20日 天気能
1694年 3月16日 元禄7年 2月21日 天気能　（狂言：伊勢参・源氏おと里（踊り）等あり、今日御国元江相立候御飛脚の足軽両人江来月渡御切米之内金1歩宛拝借申付之）
1694年 3月17日 元禄7年 2月22日 天気能
1694年 3月18日 元禄7年 2月23日 曇
1694年 3月19日 元禄7年 2月24日 曇　（御国許当月11日発足之御飛脚3人今日暮時分到着、御国元より3年以前の御用状等は御用もないので反古として御国へ差下すこととする：反古紙はその送料より高価ということ）
1694年 3月20日 元禄7年 2月25日 天気能
1694年 3月21日 元禄7年 2月26日 天気好
1694年 3月22日 元禄7年 2月27日 曇
1694年 3月23日 元禄7年 2月28日 天気能
1694年 3月24日 元禄7年 2月29日 天気能
1694年 3月25日 元禄7年 　　2月30日天気能
1694年 3月26日 元禄7年 3月1日 天気能　（たくさん（13人?）御客があり御囃子（弓八幡・雲林院等））
1694年 3月27日 元禄7年 3月2日 天気能　（今晩五時御国元へ御飛脚2人明3日より道中13日振ニ申付差立申候）
1694年 3月28日 元禄7年 3月3日 天気能
1694年 3月29日 元禄7年 3月4日 天気能
1694年 3月30日 元禄7年 3月5日 雨天
1694年 3月31日 元禄7年 3月6日 天気能　（2月23日御国元相立候御飛脚6人今日巳上刻到着之）
1694年 4月1日 元禄7年 3月7日 曇
1694年 4月2日 元禄7年 3月8日 雨降　（栗橋（関東の利根川の関所?）の御番人に非公式の通行料を払うように皆で相談したのかな・役人1人江金子2歩宛下さるべき由……、関札役などを指名している）
1694年 4月3日 元禄7年 3月9日 曇
1694年 4月4日 元禄7年 3月10日 天気能
1694年 4月5日 元禄7年 3月11日 天気能　（客が来ている・料理は3汁8菜と昔より増え贅沢になった気がする、狂言（浦嶋太郎・はた織女）等あり）
1694年 4月6日 元禄7年 3月12日 曇
1694年 4月7日 元禄7年 3月13日 雨風　　　下から続く　　　相立候町飛脚今日申ノ下刻到着之）
1694年 4月8日 元禄7年 3月14日 天気能　（午上刻御国元へ御飛脚2人道中13日振ニ申付差立之、申ノ下刻京都へ町飛脚差立之、御国元当月朔日相立候御飛脚5人今日申ノ下刻到着之、京都当月6日に　　　上に続く
1694年 4月9日 元禄7年 3月15日 曇
1694年 4月10日 元禄7年 3月16日 天気能
1694年 4月11日 元禄7年 3月17日 雨降
1694年 4月12日 元禄7年 3月18日 曇
1694年 4月13日 元禄7年 3月19日 天気能
1694年 4月14日 元禄7年 3月20日 雨降　（御国元江之御飛脚今日より道中11日振ニ申付未之中刻相立候）
1694年 4月15日 元禄7年 3月21日 天気能
1694年 4月16日 元禄7年 3月22日 天気能　（今日御国元江御飛脚3人今日より道中12日振ニ申付相立候、2貫43匁5分2厘が金34両と3匁5分2厘：銀と金の相場が分かる）
1694年 4月17日 元禄7年 3月23日 天気能
1694年 4月18日 元禄7年 3月24日 曇
1694年 4月19日 元禄7年 3月25日 天気能
1694年 4月20日 元禄7年 3月26日 天気能
1694年 4月21日 元禄7年 3月27日 天気能　（客があり3汁11菜）
1694年 4月22日 元禄7年 3月28日 天気能
1694年 4月23日 元禄7年 3月29日 天気能　（御国元へ御飛脚2人明日より道中12日振ニ申付今日酉刻相立候）
1694年 4月24日 元禄7年 4月1日 天気能　（御国元3月19日相立候御飛脚4人道中13日振ニ而今日申刻到着・小納戸金並びにはさミ（鋏）持参）
1694年 4月25日 元禄7年 4月2日 雨降　（午刻過御国元へ御飛脚道中今日より11日振ニ申付両人相立之）
1694年 4月26日 元禄7年 4月3日 雨天
1694年 4月27日 元禄7年 4月4日 天気好　（中屋敷辻番所前に犬の子・とにかく足軽部屋に引き取らせる
1694年 4月28日 元禄7年 4月5日 雨降
1694年 4月29日 元禄7年 4月6日 天気能　（今朝卯刻御国元へ御飛脚3人道中今日より12日振ニ申付相立之）
1694年 4月30日 元禄7年 4月7日 天気能
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1694年 5月1日 元禄7年 4月8日 風吹
1694年 5月2日 元禄7年 4月9日 曇
1694年 5月3日 元禄7年 4月10日 天気能
1694年 5月4日 元禄7年 4月11日 天気能　（先月28日御国元相立候御飛脚今日未上刻到着）
1694年 5月5日 元禄7年 4月12日 風吹
1694年 5月6日 元禄7年 4月13日 天気能　（小石川御長屋表長屋御門番所昨日風ニ而八尺四方程吹取候由）
1694年 5月7日 元禄7年 4月14日 天気能
1694年 5月8日 元禄7年 4月15日 天気能
1694年 5月9日 元禄7年 4月16日 天気能　（当月6日京都相立候財津久右衛門?今日午刻到着）
1694年 5月10日 元禄7年 4月17日 天気能
1694年 5月11日 元禄7年 4月18日 天気能　（当月7日御国元相立候御飛脚両人今日午刻到着）
1694年 5月12日 元禄7年 4月19日 天気能　（松野某を御用人・財津某を御大目付に等の人事異動、御国許江之御飛脚3人明20日より道中11日振ニ申付相立之）
1694年 5月13日 元禄7年 4月20日 天気能
1694年 5月14日 元禄7年 4月21日 天気能　（狂言あり：番付名ほとんど読めない）
1694年 5月15日 元禄7年 4月22日 天気能
1694年 5月16日 元禄7年 4月23日 天気能
1694年 5月17日 元禄7年 4月24日 天気能　（御国元へ御飛脚2人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1694年 5月18日 元禄7年 4月25日 天気能　（今日登城・御暇拝領、今日御国元へ御飛脚3人道中8日ふりニ申付相立之、当月17日京都相立候飛脚今日未中刻到着）
1694年 5月19日 元禄7年 4月26日 天気能　（御国元去15日相立候御飛脚2人今日午刻到着）
1694年 5月20日 元禄7年 4月27日 天気能
1694年 5月21日 元禄7年 4月28日 曇
1694年 5月22日 元禄7年 4月29日 天気能　（御国元へ今日より道中10日振ニ申付飛脚相立之）
1694年 5月23日 元禄7年 4月30日 雨降
1694年 5月24日 元禄7年 5月1日 天気能
1694年 5月25日 元禄7年 5月2日 晴天
1694年 5月26日 元禄7年 5月3日 曇
1694年 5月27日 元禄7年 5月4日 曇　申之刻より少雨
1694年 5月28日 元禄7年 5月5日 雨降　（火消御役御免の連絡あり、御国元江御飛脚両人明日より道中12日振ニ申付飛脚相立候）
1694年 5月29日 元禄7年 5月6日 天気能
1694年 5月30日 元禄7年 5月7日 天気能
1694年 5月31日 元禄7年 5月8日 天気能　（御国元江之御飛脚道中2人今日より12日振ニ申付辰之中刻飛脚相立之、この度御手廻に召出候与力7人明日御目見仰せ付けられる）
1694年 6月1日 元禄7年 5月9日 天気能
1694年 6月2日 元禄7年 5月10日 天気能　（先月晦日御国元相立候御飛脚5人今日之酉之刻到着・但道中11日二而到着也、御国元江之御飛脚足軽2人明日より10日振ニ申付相立候様ニと申付候）
1694年 6月3日 元禄7年 5月11日 天気能　（与一様この度御国元江御下がり遊ばされ……）
1694年 6月4日 元禄7年 5月12日 　　（天気の記述なし）
1694年 6月5日 元禄7年 5月13日 天気能　（交代旅行の日限は決まっていないが関札打等出発）
1694年 6月6日 元禄7年 5月14日 天気能
1694年 6月7日 元禄7年 5月15日 曇　午下刻より雨
1694年 6月8日 元禄7年 5月16日 晴天
1694年 6月9日 元禄7年 5月17日 天気能　（御国元去7日罷立候御飛脚2人道中11日振ニ而今日未之中刻到着）
1694年 6月10日 元禄7年 5月18日 天気能　（来ル23日御発駕と仰出之、御国元江御飛脚両人道中11日振ニ申付御足軽2人午刻相立之）
1694年 6月11日 元禄7年 5月19日 雨降
1694年 6月12日 元禄7年 5月20日 曇
1694年 6月13日 元禄7年 5月21日 天気能　（御発駕の江戸の道筋あり、発駕前の決済・贈り物等沢山あり）
1694年 6月14日 元禄7年 5月22日 天気能　（御国元江御雇の瓦師2人を連れていく、御国下がりの行列は三々五々?）
1694年 6月15日 元禄7年 5月23日 雨天　（巳刻御発駕、壬（閏の略字）5月11日弘前着の行程表あり、糟壁（春日部）迄御機嫌伺いの御飛脚御足軽2人今日午刻相立・御国元江御飛脚両人道中11日振二申付相立てる）
1694年 6月16日 元禄7年 5月24日 天気能　（道中氏家（北関東の本陣）まで御飛脚両人相立てお料理を届ける、春日部迄の御飛脚が帰る、多数（小野次郎右衛門等）に贈物）
1694年 6月17日 元禄7年 5月25日 天気能　（多数に贈物、今日山形江之御飛脚両人今晩申之刻相立ル・御用状日付ハ明26日之日付也（現代語訳はほとんど正しいはずだが意味不明、23日金子を盗んで郷中間欠落ち?）
1694年 6月18日 元禄7年 5月26日 天気能
1694年 6月19日 元禄7年 5月27日 天気能
1694年 6月20日 元禄7年 5月28日 雨降
1694年 6月21日 元禄7年 5月29日 天気能　（当月18日御国元相立候御飛脚今日申中刻到着）
1694年 6月22日 元禄7年 5月30日 天気能
1694年 6月23日 元禄7年 閏5月1日 天気能　（矢吹御旅宿迄差上候御飛脚今日未之下刻罷帰候、御国元江之御飛脚2人道中明2日より9日振ニ申付相立之、犬を捨てるなとの触れあり）
1694年 6月24日 元禄7年 閏5月2日 雨降
1694年 6月25日 元禄7年 閏5月3日 雨降
1694年 6月26日 元禄7年 閏5月4日 雨降
1694年 6月27日 元禄7年 閏5月5日 天気能
1694年 6月28日 元禄7年 閏5月6日 雨降　（秋田領で5月27日卯之刻大地震・久保田御城下に徒ぶ連家（潰れ家）無之・野代（能代）ニハつふれ家（潰れ屋）多火事も出来之由）
1694年 6月29日 元禄7年 閏5月7日 雨降　但昼過より風出晴　（山形迄の御飛脚が今日午之中刻到着仕候）
1694年 6月30日 元禄7年 閏5月8日 天気能　（伊勢参宮の御国男が下野の国小金井町で死亡の由・持ち物の記録あり）
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1694年 7月1日 元禄7年 閏5月9日 天気能　（御国元江之御飛脚2人道中今日より10日振ニ申付今日巳之刻相立之、若殿様御徒歩6両2人扶持を御中小姓7両4人扶持にする、先月27日申ノ刻御国元相立候御飛脚　　　下に続く
1694年 7月2日 元禄7年 閏5月10日 雨降　　　上から続く　　　2人当月4日御旅宿下院内江着・翌5日辰之刻同所罷立5日振ニ而今日酉之刻到着・御国許地震の儀申来ル之・御国元で地震があったが人馬損ねず　　　下に続く
1694年 7月3日 元禄7年 閏5月11日 曇　（地震の件を公儀に報告）　　　上から続く　　　家も潰れていない・岩木山の硫黄山より出火早速打ち消す）
1694年 7月4日 元禄7年 閏5月12日 天気能
1694年 7月5日 元禄7年 閏5月13日 天気能
1694年 7月6日 元禄7年 閏5月14日 曇
1694年 7月7日 元禄7年 閏5月15日 天気能　（今日御国元江之御飛脚2人道中今日より10日振ニ申付今日申ノ刻相立之）
1694年 7月8日 元禄7年 閏5月16日 天気能
1694年 7月9日 元禄7年 閏5月17日 曇
1694年 7月10日 元禄7年 閏5月18日 雨降　（昨17日の夜出火・神田堅大工町三丁目木戸際より三軒目家1軒長サ5間程焼失之由）
1694年 7月11日 元禄7年 閏5月19日 夜中より風雨　（南本所水上る・大奥様などが不安になったが……清昌院様が一宿されたのかな）
1694年 7月12日 元禄7年 閏5月20日 天気能　（清昌院様が七つ半過御帰り遊ばされる）
1694年 7月13日 元禄7年 閏5月21日 天気能
1694年 7月14日 元禄7年 閏5月22日 天気能　（切支丹本人同然の内出家の場合は今後塩詰見分なしに土葬・火葬にして良いとの公儀の触れ、この件は類族二季之届之節申聞かさるべく候・この他は塩詰等これまで通り）
1694年 7月15日 元禄7年 閏5月23日 天気能　（当月13日御国元相立候御飛脚2人が道中10日振ニ仰せ付けられたが病中に煩い其上福島高倉の洪水ニ而11日振ニ而今日戌之刻到着）
1694年 7月16日 元禄7年 閏5月24日 曇　（今日御国元江之御飛脚2人今日より道中10日振ニ申付酉之刻相立之・御用状の日付は23日）
1694年 7月17日 元禄7年 閏5月25日 曇
1694年 7月18日 元禄7年 閏5月26日 曇
1694年 7月19日 元禄7年 閏5月27日 天気能
1694年 7月20日 元禄7年 閏5月28日 天気能
1694年 7月21日 元禄7年 閏5月29日 天気能
1694年 7月22日 元禄7年 6月1日 天気能
1694年 7月23日 元禄7年 6月2日 天気能
1694年 7月24日 元禄7年 6月3日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1694年 7月25日 元禄7年 6月4日 天気能
1694年 7月26日 元禄7年 6月5日 天気能
1694年 7月27日 元禄7年 6月6日 雨天　（今日御国元江之御飛脚両人今日より道中12日振申付相立之）
1694年 7月28日 元禄7年 6月7日 天気能
1694年 7月29日 元禄7年 6月8日 天気能　（先月27日御国元相立候御飛脚両人道中11日振ニ而今日未之刻到着）
1694年 7月30日 元禄7年 6月9日 雨天
1694年 7月31日 元禄7年 6月10日 天気能　（先月29日御国元相立候御飛脚両人道中11日振ニ而今日未之刻到着）
1694年 8月1日 元禄7年 6月11日 天気能
1694年 8月2日 元禄7年 6月12日 天気能
1694年 8月3日 元禄7年 6月13日 天気能
1694年 8月4日 元禄7年 6月14日 天気能
1694年 8月5日 元禄7年 6月15日 天気能
1694年 8月6日 元禄7年 6月16日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振申付相立之）　　（16日付の日記はなく7月22日付の日記が2回あり、その間1日ずつずれて記載していたと考えずらした：福眞）
1694年 8月7日 元禄7年 6月17日 天気能
1694年 8月8日 元禄7年 6月18日 天気能　（当月9日御国元相立候御飛脚両人道中12日振ニ而仰せ付けられ候へ共11日振ニ而今日申之中刻到着：江戸屋敷における日付の認識ずれの結果かもしれない）
1694年 8月9日 元禄7年 6月19日 天気能
1694年 8月10日 元禄7年 6月20日 天気能
1694年 8月11日 元禄7年 6月21日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より道中11日振申付相立之・御用状は昨21日付也）
1694年 8月12日 元禄7年 6月22日 天気能
1694年 8月13日 元禄7年 6月23日 天気能
1694年 8月14日 元禄7年 6月24日 天気能
1694年 8月15日 元禄7年 6月25日 天気能
1694年 8月16日 元禄7年 6月26日 天気能　申ノ刻過俄ニ大雨
1694年 8月17日 元禄7年 6月27日 少曇
1694年 8月18日 元禄7年 6月28日 天気能
1694年 8月19日 元禄7年 6月29日 天気能
1694年 8月20日 元禄7年 6月30日 天気能　（先月21日御国元罷立候御飛脚5人道中11日振ニ而今日四つ半時到着）
1694年 8月21日 元禄7年 7月1日 雨降
1694年 8月22日 元禄7年 7月2日 少風　（御国漬蕨を献上・その他にも）
1694年 8月23日 元禄7年 7月3日 天気能
1694年 8月24日 元禄7年 7月4日 天気能
1694年 8月25日 元禄7年 7月5日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1694年 8月26日 元禄7年 7月6日 曇
1694年 8月27日 元禄7年 7月7日 天気能
1694年 8月28日 元禄7年 7月8日 雨降　未ノ刻晴
1694年 8月29日 元禄7年 7月9日 天気能
1694年 8月30日 元禄7年 7月10日 天気能
1694年 8月31日 元禄7年 7月11日 曇　（御国元当月2日罷立候御飛脚3人道中11日振ニ而今晩戌之刻到着）
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1694年 9月1日 元禄7年 7月12日 天気能
1694年 9月2日 元禄7年 7月13日 天気能　（今日御国元へ之御飛脚両人道中11日振申付相立之）
1694年 9月3日 元禄7年 7月14日 雨降
1694年 9月4日 元禄7年 7月15日 天気能
1694年 9月5日 元禄7年 7月16日 天気能　但午ノ刻雨降　申ノ刻より大風　夜ノ八ツ時風止　（今日御国元江之御飛脚両人今日より道中11日振ニ申付相立之）
1694年 9月6日 元禄7年 7月17日 天気能
1694年 9月7日 元禄7年 7月18日 天気能
1694年 9月8日 元禄7年 7月19日 天気能
1694年 9月9日 元禄7年 7月20日 天気能
1694年 9月10日 元禄7年 7月21日 天気能　（御国元当月11日罷立候御飛脚両人道中11日振ニて今日午ノ下刻到着）　　（ここまで日付けが1日遅く書いてある：例えば当日は7月22日と記載）
1694年 9月11日 元禄7年 7月22日 雨降　但　巳ノ刻より晴
1694年 9月12日 元禄7年 7月23日 晴天
1694年 9月13日 元禄7年 7月24日 曇
1694年 9月14日 元禄7年 7月25日 少風
1694年 9月15日 元禄7年 7月26日 曇
1694年 9月16日 元禄7年 7月27日 雨降
1694年 9月17日 元禄7年 7月28日 雨降
1694年 9月18日 元禄7年 7月29日 天気能　（御国元当月19日相立候御飛脚両人道中11日振ニて申ノ下刻到着）
1694年 9月19日 元禄7年 8月1日 雨降
1694年 9月20日 元禄7年 8月2日 雨降
1694年 9月21日 元禄7年 8月3日 雨降　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1694年 9月22日 元禄7年 8月4日 雨降
1694年 9月23日 元禄7年 8月5日 雨降
1694年 9月24日 元禄7年 8月6日 曇
1694年 9月25日 元禄7年 8月7日 天気能
1694年 9月26日 元禄7年 8月8日 天気能
1694年 9月27日 元禄7年 8月9日 雨降
1694年 9月28日 元禄7年 8月10日 天気能
1694年 9月29日 元禄7年 8月11日 天気能　（御国元当月朔日相立候御飛脚3人道中11日振ニ而今日酉之中刻到着）
1694年 9月30日 元禄7年 8月12日 天気能　（今日御国元江之御飛脚2人道中今日より11日振りニ申付立之）
1694年 10月1日 元禄7年 8月13日 天気能
1694年 10月2日 元禄7年 8月14日 天気能
1694年 10月3日 元禄7年 8月15日 天気能
1694年 10月4日 元禄7年 8月16日 天気能
1694年 10月5日 元禄7年 8月17日 天気能
1694年 10月6日 元禄7年 8月18日 雨降
1694年 10月7日 元禄7年 8月19日 天気能　（この頃お富殿という名が度々出ている）
1694年 10月8日 元禄7年 8月20日 天気能　（昨夜五時過亀井戸の先で百姓家1軒焼失、今朝御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振申付相立之・御用状の日付は19日也）
1694年 10月9日 元禄7年 8月21日 天気能
1694年 10月10日 元禄7年 8月22日 天気能
1694年 10月11日 元禄7年 8月23日 天気能
1694年 10月12日 元禄7年 8月24日 雨降
1694年 10月13日 元禄7年 8月25日 曇　少風
1694年 10月14日 元禄7年 8月26日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1694年 10月15日 元禄7年 8月27日 天気好
1694年 10月16日 元禄7年 8月28日 天気能
1694年 10月17日 元禄7年 8月29日 天気能　（当月18日御国元相立候御飛脚両人道中11日振ニて今日未下刻到着）
1694年 10月18日 元禄7年 8月30日 天気能
1694年 10月19日 元禄7年 9月1日 天気能　（御国元江之御飛脚両人道中明2日より10日振ニ申付相立之）
1694年 10月20日 元禄7年 9月2日 天気能
1694年 10月21日 元禄7年 9月3日 天気能
1694年 10月22日 元禄7年 9月4日 天気能
1694年 10月23日 元禄7年 9月5日 天気能　（御国元江之御飛脚両人今日より11日振ニ申付相立之）
1694年 10月24日 元禄7年 9月6日 曇
1694年 10月25日 元禄7年 9月7日 天気能
1694年 10月26日 元禄7年 9月8日 天気能
1694年 10月27日 元禄7年 9月9日 天気能
1694年 10月28日 元禄7年 9月10日 天気能
1694年 10月29日 元禄7年 9月11日 天気能
1694年 10月30日 元禄7年 9月12日 天気能　（御国元当月2日罷立候御飛脚4人道中11日振ニ而今晩酉之下刻到着）
1694年 10月31日 元禄7年 9月13日 雨降
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1694年 11月1日 元禄7年 9月14日 雨降
1694年 11月2日 元禄7年 9月15日 雨降　（伊勢参りを企てた青森の男が江戸屋敷に転がり込んできて何とかしている）
1694年 11月3日 元禄7年 9月16日 天気能
1694年 11月4日 元禄7年 9月17日 天気能
1694年 11月5日 元禄7年 9月18日 天気能
1694年 11月6日 元禄7年 9月19日 天気能　（御国元江之御飛脚両人明20日より12日振ニ申付相立之、先達而御国元より申来候御用之鳥之子紙（大型上等和紙）先達而50枚差下此の度又出来候分300枚今日差下之）
1694年 11月7日 元禄7年 9月20日 天気能
1694年 11月8日 元禄7年 9月21日 天気能　（御国元当月11日罷立候御飛脚3人道中12日振ニ而今晩九つ半過到着）
1694年 11月9日 元禄7年 9月22日 天気能
1694年 11月10日 元禄7年 9月23日 天気能
1694年 11月11日 元禄7年 9月24日 天気能
1694年 11月12日 元禄7年 9月25日 雨降　（御国元江之御飛脚両人道中12日振ニ申付相立之・但御用状ハ昨24日之日付也）
1694年 11月13日 元禄7年 9月26日 天気能
1694年 11月14日 元禄7年 9月27日 天気能　（御国元当月17日罷立候御飛脚3人道中10日振ニ而丑之刻到着）
1694年 11月15日 元禄7年 9月28日 雨降
1694年 11月16日 元禄7年 9月29日 天気能
1694年 11月17日 元禄7年 10月1日 曇
1694年 11月18日 元禄7年 10月2日 天気能　（御国元9月20日相立候御飛脚両人道中11日振ニて昨夜戌之中刻到着）
1694年 11月19日 元禄7年 10月3日 天気能
1694年 11月20日 元禄7年 10月4日 天気能
1694年 11月21日 元禄7年 10月5日 雨降
1694年 11月22日 元禄7年 10月6日 天気能　（御国元江之御飛脚2人道中明日より12日振ニ申付今晩戌之下刻相立ル・御用之鳥之子紙500枚此の度の御飛脚差下也）
1694年 11月23日 元禄7年 10月7日 曇
1694年 11月24日 元禄7年 10月8日 天気能
1694年 11月25日 元禄7年 10月9日 天気能
1694年 11月26日 元禄7年 10月10日 天気能
1694年 11月27日 元禄7年 10月11日 天気能　（狩野養朴?方へ御国元の百合草12品遣わす）
1694年 11月28日 元禄7年 10月12日 雨降　但五時より晴
1694年 11月29日 元禄7年 10月13日 天気能
1694年 11月30日 元禄7年 10月14日 雨降　（御国元当月3日罷立候御飛脚2人道中12日振ニて今日八半時到着）
1694年 12月1日 元禄7年 10月15日 天気能
1694年 12月2日 元禄7年 10月16日 天気能
1694年 12月3日 元禄7年 10月17日 天気能
1694年 12月4日 元禄7年 10月18日 曇
1694年 12月5日 元禄7年 10月19日 曇　（御国元江之御飛脚両人道中明日より12日振りニ申付相立之・但状箱ハ戌之刻相渡ス）
1694年 12月6日 元禄7年 10月20日 天気能
1694年 12月7日 元禄7年 10月21日 天気能　（御国元当月10日罷立候御飛脚3人道中12日振ニて夜之五つ過到着）
1694年 12月8日 元禄7年 10月22日 天気能
1694年 12月9日 元禄7年 10月23日 天気能
1694年 12月10日 元禄7年 10月24日 天気能　（この数日で届いた荷物に鰤がある）
1694年 12月11日 元禄7年 10月25日 天気能　（東廻り御舟3艘着船）
1694年 12月12日 元禄7年 10月26日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より12日振申付今朝相立之）
1694年 12月13日 元禄7年 10月27日 天気能?（天気までは確実・次は虫ではないが紙が裏から張ってあり……）　（御国元当月16日相立候御飛脚両人道中11日振ニ仰せ付けられ候得共悪路で12日振ニて今日未下刻到着）
1694年 12月14日 元禄7年 10月28日 天気能
1694年 12月15日 元禄7年 10月29日 天気能
1694年 12月16日 元禄7年 10月30日 天気能　（今朝御献上の塩鮭5尺（5匹のこと）例の通り）
1694年 12月17日 元禄7年 11月1日 天気能
1694年 12月18日 元禄7年 11月2日 天気能
1694年 12月19日 元禄7年 11月3日 天気能
1694年 12月20日 元禄7年 11月4日 天気能
1694年 12月21日 元禄7年 11月5日 天気能　（御国元先月24日罷立候御飛脚3人道中12日振ニ而今日七つ半過到着）
1694年 12月22日 元禄7年 11月6日 天気能　（御国元江之御飛脚3人道中今日より12日振ニ申付今早朝相立之）
1694年 12月23日 元禄7年 11月7日 天気能
1694年 12月24日 元禄7年 11月8日 天気能
1694年 12月25日 元禄7年 11月9日 天気能　（あちこち（小野次郎右衛門・西尾某等々）に塩鮭を贈っている）
1694年 12月26日 元禄7年 11月10日 天気能　（大奥様御産の8ページにわたる御道具品々あり、喜利支丹（切支丹）御改之御証文2通御国元より参候付明11日御奉行集へ持参を申渡之）
1694年 12月27日 元禄7年 11月11日 天気能
1694年 12月28日 元禄7年 11月12日 天気能
1694年 12月29日 元禄7年 11月13日 天気能
1694年 12月30日 元禄7年 11月14日 天気能　（御国元当月朔日罷立候御飛脚3人道中14日振ニ而今日八時到着）
1694年 12月31日 元禄7年 11月15日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚3人道中今日より13日振ニ申付相立之・但御用状ハ昨5日之日付也）
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1695年 1月1日 元禄7年 11月16日 天気能
1695年 1月2日 元禄7年 11月17日 天気能　（平清水三右衛門が焼物稽古に上方へ罷登たき旨申し立てる・願の通りに仰せ付けられ御国元から今日江戸着）
1695年 1月3日 元禄7年 11月18日 天気能
1695年 1月4日 元禄7年 11月19日 天気能
1695年 1月5日 元禄7年 11月20日 天気能　（御国元当月7日相立候御飛脚両人道中14日振ニて今日暮六半時到着）
1695年 1月6日 元禄7年 11月21日 天気能
1695年 1月7日 元禄7年 11月22日 天気能
1695年 1月8日 元禄7年 11月23日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚3人道中今日より13日振ニ申付早朝相立之）
1695年 1月9日 元禄7年 11月24日 天気能　（御国元当月12日罷立候御飛脚4人道中13日振ニ而夜之九つ時到着）
1695年 1月10日 元禄7年 11月25日 天気能　（昨夜八つ時出火・新寺町火本軽恩寺?・類火連妙寺等4ヶ寺焼失）
1695年 1月11日 元禄7年 11月26日 天気能
1695年 1月12日 元禄7年 11月27日 天気能　（国元江之御飛脚3人道中13日振ニ申付早朝相立之・但御用状ハ26日之日付也）
1695年 1月13日 元禄7年 11月28日 天気能
1695年 1月14日 元禄7年 11月29日 天気能　（昨夜五つ過出火・深川之内火元岩見新之亟屋敷借地長右衛門と申す者之店之内・大嶋町1町半程、雲兵衛町?5町余、助右衛門町2町程焼失）
1695年 1月15日 元禄7年 12月1日 天気能　（先月29日の夜四つ半時出火・糀（麹）町六丁目裏二番町火元・成瀬十左衛門御屋敷内の医者家焼失・類火なし、御中屋敷表御門前に60余の盲女行倒れ・自害し損ない）
1695年 1月16日 元禄7年 12月2日 天気能　（今日八つ半時（未の中刻）出火・小林藤左衛門様火元・類火7軒）
1695年 1月17日 元禄7年 12月3日 天気能
1695年 1月18日 元禄7年 12月4日 天気能
1695年 1月19日 元禄7年 12月5日 天気能
1695年 1月20日 元禄7年 12月6日 天気能
1695年 1月21日 元禄7年 12月7日 天気能　（国元江之御飛脚3人今日より道中14日振りニ申付今早天（そうてん：早朝）相立之）
1695年 1月22日 元禄7年 12月8日 天気能　（昨夜八時過八町堀（八丁堀）鍛冶町にて出火・八百屋某の4・5間四方が焼失）　　　下から続く　　　久保田より大雪にて16日振ニて今日七つ過到着）
1695年 1月23日 元禄7年 12月9日 天気能　（柳沢出羽守様・松平右京亮様が四品（しほん：4位に叙任されること）・御祝儀に若殿様が出る、御国元先月23日相立候御飛脚3人道中13日振ニ仰せ付けられ　　　上に続く
1695年 1月24日 元禄7年 12月10日 天気能
1695年 1月25日 元禄7年 12月11日 天気能
1695年 1月26日 元禄7年 12月12日 風天　（吉川某様御死去）
1695年 1月27日 元禄7年 12月13日 天気能　　　下から続く　　　御国元江之御飛脚3人道中明15日より9日振ニ申付寅ノ刻相立之）
1695年 1月28日 元禄7年 12月14日 天気能　但朝五つ時地震仕候　（御国元先月29日相立候御飛脚3人道中15日振ニて今日八時到着、今晩大奥様御平産・御子様則時御遠行、四時余程地震仕候、　　　上に続く
1695年 1月29日 元禄7年 12月15日 午ノ刻より暮迄初雪降
1695年 1月30日 元禄7年 12月16日 天気能
1695年 1月31日 元禄7年 12月17日 天気能　（昨夜八つ自分出火・青山今井町浅野式部少輔様御屋敷少焼・類焼なし）
1695年 2月1日 元禄7年 12月18日 天気能
1695年 2月2日 元禄7年 12月19日 天気能　（御国元当月15日（多分間違い）相立候御飛脚4人道中15日振ニて今晩五つ時到着）
1695年 2月3日 元禄7年 12月20日 雨降
1695年 2月4日 元禄7年 12月21日 天気能
1695年 2月5日 元禄7年 12月22日 天気能　（今朝国元江之御飛脚両人道中今日より14日振ニ申付相立之・但御用状之日付ハ昨21日之日付也）
1695年 2月6日 元禄7年 12月23日 雨天
1695年 2月7日 元禄7年 12月24日 天気能　（御国元江之御飛脚3人道中明25日より14日振ニ申付相立之）
1695年 2月8日 元禄7年 12月25日 天気能　（御国元当月12日罷立候御飛脚3人道中14日振ニ而今日八つ半時到着）
1695年 2月9日 元禄7年 12月26日 天気能　　　下から続く　　　合金302両銀11文6分5厘、代銀9貫255匁8分4厘・代銀1貫614匁6分・代銀245匁7分・代銀150文6分6厘・合金187両3分銀1匁8分）
1695年 2月10日 元禄7年 12月27日 天気能　（今日四時出火・本郷菊坂某様御屋敷より少々焼失、江戸の道普請?の分担が来ている：代銀15〆714匁・代銀1貫853匁1分・代銀368匁5分5厘・代銀196文・　　　上に続く
1695年 2月11日 元禄7年 12月28日 天気曇　但昼過より雪降　（御国元当月14日相立候御飛脚両人道中15日振ニ而今日八つ半時到着、御国元江歳暮之御飛脚3人道中明29日より14日振ニ申付相立之）
1695年 2月12日 元禄7年 12月29日 天気能
1695年 2月13日 元禄8年 正月1日 天気能
1695年 2月14日 元禄8年 正月2日 天気能
1695年 2月15日 元禄8年 正月3日 曇　（御国元江之御飛脚3人道中今朝より13日振申付相立之・右（本書では左）ハ年始之御飛脚也、御国元旧臘17日相立候御飛脚3人道中17日振ニて酉ノ刻到着）
1695年 2月16日 元禄8年 正月4日 朝之内少雪
1695年 2月17日 元禄8年 正月5日 天気能
1695年 2月18日 元禄8年 正月6日 天気能
1695年 2月19日 元禄8年 正月7日 曇
1695年 2月20日 元禄8年 正月8日 雨降　（御国元江之御飛脚3人道中今朝より14日振ニ申付相立之・但御用状ハ7日之日付也、御国元旧臘23日相立候御飛脚4人道中15日振ニて今日午之刻到着）
1695年 2月21日 元禄8年 正月9日 天気能
1695年 2月22日 元禄8年 正月10日 天気能　（御国元旧臘27日相立候御飛脚3人道中13日振ニて暮六つ時到着、今日御国元江之御飛脚2人道中明11日より14日振ニ申付夜子之刻相立之）
1695年 2月23日 元禄8年 正月11日 雨天
1695年 2月24日 元禄8年 正月12日 曇
1695年 2月25日 元禄8年 正月13日 雪降　（御国元旧臘28日i立候御飛脚3人道中14日振ニ到着）
1695年 2月26日 元禄8年 正月14日 天気能
1695年 2月27日 元禄8年 正月15日 雨降
1695年 2月28日 元禄8年 正月16日 曇　（御国元当月2日相立候御飛脚5人道中15日振ニて今日八つ半時到着・御吉例之通金1箱到来）
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1695年 3月1日 元禄8年 正月17日 天気能
1695年 3月2日 元禄8年 正月18日 雨降
1695年 3月3日 元禄8年 正月19日 少風　（御国元当月6日相立候御飛脚3人道中14日振ニて未ノ刻到着）
1695年 3月4日 元禄8年 正月20日 天気能
1695年 3月5日 元禄8年 正月21日 雨降　（御冨殿が度々出てくる）
1695年 3月6日 元禄8年 正月22日 天気能　（御国元江之御飛脚4人明23日より道中13日振ニ申付相立之）
1695年 3月7日 元禄8年 正月23日 天気能　（御国元当月12日相立候御飛脚3人道中13日振ニて暮六半頃到着）
1695年 3月8日 元禄8年 正月24日 天気能
1695年 3月9日 元禄8年 正月25日 天気能
1695年 3月10日 元禄8年 正月26日 天気能
1695年 3月11日 元禄8年 正月27日 天気能　（昨夜九半時覚連院?表門の内中の門番所より出火・門残らず焼失）
1695年 3月12日 元禄8年 正月28日 天気能　（今朝五時分御中屋敷近所七軒町之内六郷外記様御屋敷長屋門番所より出火・早速火鎮、御国元江之御飛脚3人道中明日より13日振ニ申付相立之）
1695年 3月13日 元禄8年 正月29日 雨降
1695年 3月14日 元禄8年 正月30日 天気能
1695年 3月15日 元禄8年 2月1日 天気能
1695年 3月16日 元禄8年 2月2日 天気能　（御国元先月18日罷立候御飛脚4人道中15日振ニ而今日四時到着）
1695年 3月17日 元禄8年 2月3日 　　（天気の記述なし）
1695年 3月18日 元禄8年 2月4日 天気能
1695年 3月19日 元禄8年 2月5日 天気能
1695年 3月20日 元禄8年 2月6日 天気能　（犬の子を川に流すな等の回状あり）
1695年 3月21日 元禄8年 2月7日 雨降
1695年 3月22日 元禄8年 2月8日 天気能　（今日八時四谷伝馬町二丁目紙屋某之店より出火・北風烈しく御座候而芝之牛町海辺迄焼失・夜之七つ時分火鎮この焼跡大分之儀ニ御座候故まだ不分明）
1695年 3月23日 元禄8年 2月9日 天気能
1695年 3月24日 元禄8年 2月10日 雨降
1695年 3月25日 元禄8年 2月11日 天気能　（御国元先月27日相立候御飛脚3人道中15日振ニ而夜五つ半時到着）
1695年 3月26日 元禄8年 2月12日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚両人道中今日より13日振ニ申付今早朝相立之）
1695年 3月27日 元禄8年 2月13日 天気能
1695年 3月28日 元禄8年 2月14日 天気能
1695年 3月29日 元禄8年 2月15日 天気能
1695年 3月30日 元禄8年 2月16日 曇　（御国元当月4日相立候御飛脚両人道中13日振ニ而今日酉ノ下刻到着）
1695年 3月31日 元禄8年 2月17日 天気能
1695年 4月1日 元禄8年 2月18日 天気能
1695年 4月2日 元禄8年 2月19日 少風
1695年 4月3日 元禄8年 2月20日 天気能
1695年 4月4日 元禄8年 2月21日 天気能
1695年 4月5日 元禄8年 2月22日 天気能　（御国元江之御飛脚8人道中今日より13日振ニ申付今早朝相立之・但御用状日付は21日付也）
1695年 4月6日 元禄8年 2月23日 天気能
1695年 4月7日 元禄8年 2月24日 小雨降
1695年 4月8日 元禄8年 2月25日 天気能　（御国元当月11日罷立候御飛脚3人道中13日振ニ仰付けられたが病気の1人を綴子に残し2人が今日九つ過到着、御国許江之御飛脚4人明26日より道中13日振ニ申付相立之）
1695年 4月9日 元禄8年 2月26日 天気能
1695年 4月10日 元禄8年 2月27日 天気能
1695年 4月11日 元禄8年 2月28日 雪降　（御国元当月15日相立候御飛脚3人道中13日振ニ仰付けられたが久保田で大風雪で1日逗留・道中14日振ニ而今日九つ前到着）
1695年 4月12日 元禄8年 2月29日 曇
1695年 4月13日 元禄8年 3月1日 雨降　（御国元江之御飛脚4人道中明日より12日振ニ申付相立之）
1695年 4月14日 元禄8年 3月2日 天気能　（御国元江之御飛脚両人道中今日より12日振ニ申付相立ル・是ハ御発駕日限之儀申来候付差立之）
1695年 4月15日 元禄8年 3月3日 天気能
1695年 4月16日 元禄8年 3月4日 曇　昼より少雨
1695年 4月17日 元禄8年 3月5日 曇　（明6日上野江御花見に（将軍が）御成の由）
1695年 4月18日 元禄8年 3月6日 天気能
1695年 4月19日 元禄8年 3月7日 曇　（今日御国元江之御飛脚両人道中12日振ニ申付今日八半過相立之）
1695年 4月20日 元禄8年 3月8日 天気能
1695年 4月21日 元禄8年 3月9日 天気能
1695年 4月22日 元禄8年 3月10日 天気能
1695年 4月23日 元禄8年 3月11日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中明日より12日振ニ申付差立之）
1695年 4月24日 元禄8年 3月12日 天気能　（小石川御屋敷の御徒歩目付笹森某が自害・相当の資料が残っている）
1695年 4月25日 元禄8年 3月13日 天気能
1695年 4月26日 元禄8年 3月14日 天気好
1695年 4月27日 元禄8年 3月15日 雨降
1695年 4月28日 元禄8年 3月16日 四つ前雨降　四つ過より天気能　（御国元当月3日相立候御飛脚3人道中13日振ニ而今日未之下刻到着）
1695年 4月29日 元禄8年 3月17日 天気能
1695年 4月30日 元禄8年 3月18日 天気能　（京都ニ焼物稽古に行っていた平清水三右衛門が備前に修行に行きたいとのこと・願の通り申付ける
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1695年 5月1日 元禄8年 3月19日 天気能　（道中山形までの御飛脚2人今朝卯刻相立候）
1695年 5月2日 元禄8年 3月20日 （日記には21日とあるが翌日も21日で先に綴じられた方を20日と認定する）天気能
1695年 5月3日 元禄8年 3月21日 雨降
1695年 5月4日 元禄8年 3月22日 天気能
1695年 5月5日 元禄8年 3月23日 天気好　（道中まで御奉書今朝御飛脚差上之）
1695年 5月6日 元禄8年 3月24日 曇
1695年 5月7日 元禄8年 3月25日 天気能
1695年 5月8日 元禄8年 3月26日 雨降　（今日御道中迄御飛脚両人相立之、当月15日御国元相立候御飛脚3人道中12日振ニ而今晩酉刻到着）
1695年 5月9日 元禄8年 3月27日 天気能　（関札打今日巳之刻過到着、今晩矢吹御一宿ニ而御飛脚御宿迄相立之）
1695年 5月10日 元禄8年 3月28日 天気能
1695年 5月11日 元禄8年 3月29日 天気能　（当月18日御国元罷立候御飛脚2人道中12日振ニ而今日午之刻到着・殿様与一様が御国元を去18日御発駕遊ばされ候旨申来候）
1695年 5月12日 元禄8年 3月30日 天気能
1695年 5月13日 元禄8年 4月1日 天気能　（道中秋田領横手より先月26日相立候御飛脚両人道中9日振二而今日九時到着）
1695年 5月14日 元禄8年 4月2日 天気能　（御道中までの御飛脚両人相立）　　　4月6日から続く　　　御国元去月23日相立候御飛脚両人道中13日振二而今日九時到着、今日御参府ニ御国元へ御飛脚相立之）
1695年 5月15日 元禄8年 4月3日 天気能　（御道中山形先月28日相立候御飛脚2人今日七時到着）　　　下から続く　　　御道中草下までの御飛脚両人戌刻相立之）
1695年 5月16日 元禄8年 4月4日 雨降　（御道中江御飛脚3人申付今朝差立てる、御道中御宿札打両人今朝御過到着、御道中矢吹よりの御飛脚両人今日昼九時到着）　　　下から続く　　　今日七時到着、　　　上に続く
1695年 5月17日 元禄8年 4月5日 天気能　（今朝御道中宇都宮より之御飛脚両人到着、御道中古河より之御飛脚両人九時到着、御道中まで之御飛脚両人今日七時相立、御道中栗橋より之御飛脚1人　　　上に続く
1695年 5月18日 元禄8年 4月6日 雨降　（今朝草下よりの御飛脚両人卯中刻・次の両人卯下刻到着、殿様今朝草下卯中刻御発駕・千寿より直ちに柳沢出羽守等の御老中様方を廻り巳中刻御着座、　　　4月2日に続く
1695年 5月19日 元禄8年 4月7日 天気能
1695年 5月20日 元禄8年 4月8日 天気能
1695年 5月21日 元禄8年 4月9日 天気能　（なぜか吉良上野介と小野次郎右衛門が客として呼ばれている）
1695年 5月22日 元禄8年 4月10日 天気能
1695年 5月23日 元禄8年 4月11日 天気能
1695年 5月24日 元禄8年 4月12日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振二申付相立）
1695年 5月25日 元禄8年 4月13日 曇
1695年 5月26日 元禄8年 4月14日 雨降
1695年 5月27日 元禄8年 4月15日 天気能　（先月23日御国元を立った御馬29疋が恙なく今日到着）
1695年 5月28日 元禄8年 4月16日 天気能　（昨日本所火消御役仰せ付けられる）
1695年 5月29日 元禄8年 4月17日 雨降　（今日五時御国元へ御飛脚相立之・両人道中今日より10日振二申付相立之）
1695年 5月30日 元禄8年 4月18日 天気能　（京都当月12日夜相立候町飛脚今日五半少前到着）
1695年 5月31日 元禄8年 4月19日 天気能
1695年 6月1日 元禄8年 4月20日 天気能　（京都当月12日相立候町飛脚今日九半時到着、御家中への売掛金75両余の請求が来ている）
1695年 6月2日 元禄8年 4月21日 天気能　（御国元を当月11日相立候御飛脚両人道中11日振二而今日申中刻過到着）
1695年 6月3日 元禄8年 4月22日 天気能
1695年 6月4日 元禄8年 4月23日 曇
1695年 6月5日 元禄8年 4月24日 天気能　巳刻地震仕候（つかまつりそうろう）
1695年 6月6日 元禄8年 4月25日 雨降
1695年 6月7日 元禄8年 4月26日 天気能　（京都去18日相立候町飛脚今日未刻到着、津軽左門支配与力（鈴木貞六）が公儀の与力に召し出されている）
1695年 6月8日 元禄8年 4月27日 雨降
1695年 6月9日 元禄8年 4月28日 天気能　（当春改切支丹証文1通御支配所春改証文1通の合わせて2通を大久保五郎兵衛ニ相渡之）
1695年 6月10日 元禄8年 4月29日 天気能
1695年 6月11日 元禄8年 4月30日 天気能　（今晩夕御膳過御囃子仰付られ未刻過初六前相済：高砂・芭蕉・源氏供養等々、去ル19日御国元相立候御飛脚2人道中12日振二而今日九過到着）
1695年 6月12日 元禄8年 5月1日 雨降
1695年 6月13日 元禄8年 5月2日 雨降
1695年 6月14日 元禄8年 5月3日 天気好
1695年 6月15日 元禄8年 5月4日 天気能　（4月23日御国元相立候御飛脚2人道中12日振二而今日昼九過到着）
1695年 6月16日 元禄8年 5月5日 雨降
1695年 6月17日 元禄8年 5月6日 雨降　（去月27日京都相立候町飛脚今晩七過到着）
1695年 6月18日 元禄8年 5月7日 雨降　（平泉三右衛門京都より今日到着）
1695年 6月19日 元禄8年 5月8日 晴　（若殿様御中小姓に御切米7両4人扶持で召し抱えている）
1695年 6月20日 元禄8年 5月9日 天気能　（御公儀に召し出され火消与力になった鈴木某に様をつけている）
1695年 6月21日 元禄8年 5月10日 天気能　（去月29日御国元相立候御飛脚両人道中12日振二而今日八半過到着）
1695年 6月22日 元禄8年 5月11日 天気能
1695年 6月23日 元禄8年 5月12日 天気能　（御国元江之御飛脚両人道中明13日より12日振二申付相立之、屋敷内の傷害事件についての記述がある）
1695年 6月24日 元禄8年 5月13日 天気能　（当月2日京都相立候御飛脚道中12日振二而今日八半時分到着）
1695年 6月25日 元禄8年 5月14日 天気能
1695年 6月26日 元禄8年 5月15日 朝之内雨天
1695年 6月27日 元禄8年 5月16日 雨降　（御国元当月5日相立候御飛脚両人道中12日振二而今日九つ半過到着）
1695年 6月28日 元禄8年 5月17日 天気能　（御国元去3日相立候足軽41人今日到着）
1695年 6月29日 元禄8年 5月18日 天気能
1695年 6月30日 元禄8年 5月19日 雨降　（京都去ル12日相立候町飛脚今晩七時過到着）
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1695年 7月1日 元禄8年 5月20日 天気能
1695年 7月2日 元禄8年 5月21日 天気能
1695年 7月3日 元禄8年 5月22日 雨降　五過より晴
1695年 7月4日 元禄8年 5月23日 天気能　（御国元において津軽左門が病死との知らせ）
1695年 7月5日 元禄8年 5月24日 天気能
1695年 7月6日 元禄8年 5月25日 天気能　（今日御国元江之御飛脚3人今日より道中12日振二申付巳刻相立之）
1695年 7月7日 元禄8年 5月26日 天気能　（当月16日御国元相立候御飛脚両人道中12日振二而今日昼七つ過到着仕候、御国元で津軽左門が病死したので倅大助方に香典白銀10枚下し置かれる）
1695年 7月8日 元禄8年 5月27日 天気能　（足軽9人を御国差下候）
1695年 7月9日 元禄8年 5月28日 天気能
1695年 7月10日 元禄8年 5月29日 天気能
1695年 7月11日 元禄8年 6月1日 　　（天気の記述なし）　（召出し：御小姓組御切米100俵4人扶持・御中小姓御切米10両4人扶持・若殿様御歩行御切米6両2人扶持）
1695年 7月12日 元禄8年 6月2日 天気能
1695年 7月13日 元禄8年 6月3日 天気能
1695年 7月14日 元禄8年 6月4日 天気能　（御国元江之御飛脚2人道中明日より12日振二申付相立之）
1695年 7月15日 元禄8年 6月5日 天気能
1695年 7月16日 元禄8年 6月6日 天気能　（焼物師平清水三右衛門が御国江今日発足致候、仕舞あり：羽衣・西行桜・箙・源氏供養等）
1695年 7月17日 元禄8年 6月7日 天気能　（御国元5月26日相立候御飛脚両人道中11日振二而今日昼九時到着、初胡瓜粕漬八つ上ル）
1695年 7月18日 元禄8年 6月8日 天気能　（5月28日大阪に御廻船3艘が着岸米4578俵御蔵入仕候との報告あり）
1695年 7月19日 元禄8年 6月9日 天気能　土用辰ノ七刻ニ入
1695年 7月20日 元禄8年 6月10日 天気能　（浜御屋敷検地之覚：立（縦の意?）25間5尺7寸・横3間4尺4寸・新検惣歩数96歩8厘7毛（古検惣坪数89歩））
1695年 7月21日 元禄8年 6月11日 天気能　（狂言：三福神・知略の花うり・風呂屋やつこ?等）
1695年 7月22日 元禄8年 6月12日 天気能
1695年 7月23日 元禄8年 6月13日 風雨
1695年 7月24日 元禄8年 6月14日 天気能
1695年 7月25日 元禄8年 6月15日 天気能
1695年 7月26日 元禄8年 6月16日 天気能
1695年 7月27日 元禄8年 6月17日 天気能
1695年 7月28日 元禄8年 6月18日 天気能
1695年 7月29日 元禄8年 6月19日 天気能
1695年 7月30日 元禄8年 6月20日 天気能
1695年 7月31日 元禄8年 6月21日 天気能　（御国元当月11日相立候御飛脚4人道中11日振二而今日申中刻到着、今日御国元より参り候たけ里差上候）
1695年 8月1日 元禄8年 6月22日 天気能
1695年 8月2日 元禄8年 6月23日 天気能
1695年 8月3日 元禄8年 6月24日 天気能　但申刻より雷雨
1695年 8月4日 元禄8年 6月25日 曇天
1695年 8月5日 元禄8年 6月26日 天気能
1695年 8月6日 元禄8年 6月27日 天気能
1695年 8月7日 元禄8年 6月28日 天気能
1695年 8月8日 元禄8年 6月29日 天気能　（今朝より東廻御米船2艘深川入津・板久（潮来）江茂1艘着船）
1695年 8月9日 元禄8年 6月30日 天気能　（江戸組足軽3組を4組とする）
1695年 8月10日 元禄8年 7月1日 晴天　但七つ過より雨降
1695年 8月11日 元禄8年 7月2日 天気能
1695年 8月12日 元禄8年 7月3日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚6人道中今日より11日振二申付差立之）
1695年 8月13日 元禄8年 7月4日 雨降
1695年 8月14日 元禄8年 7月5日 雨降
1695年 8月15日 元禄8年 7月6日 天気能
1695年 8月16日 元禄8年 7月7日 天気能　（先月21日京都相立候町飛脚で茲許勘定奉行迄申来候）
1695年 8月17日 元禄8年 7月8日 天気克
1695年 8月18日 元禄8年 7月9日 天気好　（御国元先月28日相立候御飛脚両人今日到着）
1695年 8月19日 元禄8年 7月10日 天気能
1695年 8月20日 元禄8年 7月11日 天気能　（古切支丹類族生死御改御證文を小幡某・前戸某様江2通宛勝本藤左衛門持参之）
1695年 8月21日 元禄8年 7月12日 天気能
1695年 8月22日 元禄8年 7月13日 天気能
1695年 8月23日 元禄8年 7月14日 天気能
1695年 8月24日 元禄8年 7月15日 雨降
1695年 8月25日 元禄8年 7月16日 天気能　（当年東御廻米760石積1艘が先月24日板久江入津・川船2艘ニ而深川へ入津仕筈・当月12日ニ1艘ハ着）
1695年 8月26日 元禄8年 7月17日 天気能　（御馬付小人を御切米銀50目2人扶持・郷中間を御切米90目（1人だけ80目となっている）、江戸詰の内ハ……以下読めない）
1695年 8月27日 元禄8年 7月18日 天気能　（今晩御慰狂言（うかい・くりやき等）・仕舞（龍田・宋女・山姥等））
1695年 8月28日 元禄8年 7月19日 天気能　（御国元江之御飛脚3人道中今日より12日振二申付巳之刻相立之）
1695年 8月29日 元禄8年 7月20日 天気能
1695年 8月30日 元禄8年 7月21日 雨降
1695年 8月31日 元禄8年 7月22日 雨天　（当月11日御国相立候御飛脚4人道中12日振二而今日申之刻到着之）
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1695年 9月1日 元禄8年 7月23日 天気能　（去ル21日御城で御老中様より御出シ成され候御書付：乱気致し人を殺害候もの候ハハ前々より解人たりといへとも向後ハ老中月番江相伺い指図に任さるべく候……）
1695年 9月2日 元禄8年 7月24日 天気能
1695年 9月3日 元禄8年 7月25日 天気能　（服部某の家来が下女に切り付ける傷害事件あり）
1695年 9月4日 元禄8年 7月26日 天気能　（小石川屋敷で昨日の傷害者を脇差で首打ち落とす・死骸は俵に入れ請人に引渡す）
1695年 9月5日 元禄8年 7月27日 天気能
1695年 9月6日 元禄8年 7月28日 雨降　（御中屋敷で御奥様今日巳之刻御平産・若君様御誕生、御国元江之御飛脚両人明日より道中10日振ニ申付け相立てる）
1695年 9月7日 元禄8年 7月29日 天気能　（当年江戸御廻米都合30艘之内今日迄20艘着舟・米高22000石余の由右之内1艘も御座なき由御家老中へ申し達し候（文章はおかしいが多分こう書いてある））
1695年 9月8日 元禄8年 8月1日 天気能
1695年 9月9日 元禄8年 8月2日 天気能
1695年 9月10日 元禄8年 8月3日 曇　（先月21日御国相立候御飛脚2人今日八半過到着仕候・初米持参、御慰之仕舞）
1695年 9月11日 元禄8年 8月4日 雨降
1695年 9月12日 元禄8年 8月5日 雨降
1695年 9月13日 元禄8年 8月6日 天気能　（今晩御囃子：東北・熊野）
1695年 9月14日 元禄8年 8月7日 天気能
1695年 9月15日 元禄8年 8月8日 天気能
1695年 9月16日 元禄8年 8月9日 天気能　（御国元江之御飛脚3人道中明10日より10日振ニ申付相立之）
1695年 9月17日 元禄8年 8月10日 天気能
1695年 9月18日 元禄8年 8月11日 天気能　（なぜかお客様御多く料理（3汁8菜が最大かな?）・御拍子（雲林院・三輪・海女等）、屋敷前で主なしの犬友食い・手続き色々?）
1695年 9月19日 元禄8年 8月12日 天気能　（昨日の続きかどうかまた犬の話あり）
1695年 9月20日 元禄8年 8月13日 天気能　五つ半時地震仕候　（御持鑓欠落・御持筒足軽自害）
1695年 9月21日 元禄8年 8月14日 天気能
1695年 9月22日 元禄8年 8月15日 天気能
1695年 9月23日 元禄8年 8月16日 天気能
1695年 9月24日 元禄8年 8月17日 天気能
1695年 9月25日 元禄8年 8月18日 雨天
1695年 9月26日 元禄8年 8月19日 雨天
1695年 9月27日 元禄8年 8月20日 天気能
1695年 9月28日 元禄8年 8月21日 天気能　（御国元当月10日相立候御飛脚2人道中12日振二而今日八半過到着仕候）
1695年 9月29日 元禄8年 8月22日 天気能
1695年 9月30日 元禄8年 8月23日 昼過より小雨降
1695年 10月1日 元禄8年 8月24日 曇　（熊狼荒候節鉄砲にて打ち候件は公儀への届不要御目付確認としたのかな?）
1695年 10月2日 元禄8年 8月25日 雨天
1695年 10月3日 元禄8年 8月26日 雨降
1695年 10月4日 元禄8年 8月27日 天気能
1695年 10月5日 元禄8年 8月28日 天気能
1695年 10月6日 元禄8年 8月29日 四つ過より雨降　（今日御国元へ之御飛脚6人今日より道中12日振ニ申付四つ半時相立之、御国許当月19日相立候御飛脚2人道中11日振二而今晩五半時到着）
1695年 10月7日 元禄8年 8月30日 天気能
1695年 10月8日 元禄8年 9月1日 天気能　（御国の女6人（尼4人髪切2人）が房川渡し・中田関所を通す手続きあり）
1695年 10月9日 元禄8年 9月2日 天気能　（御国元から届いた荷物：初鮭鱈3本・漬蕨5斗4升・百合草20株・塩鮎72・白干鮎150）
1695年 10月10日 元禄8年 9月3日 天気能　　　下から続く　　　8人を道中今日より11日振二而国元江相立之）
1695年 10月11日 元禄8年 9月4日 天気能　（手紙の宛先で木村木工之助様（手紙には様付があるのか）、御国元先月23日罷立候御飛脚2人道中12日振二而今日九半時到着之、同日発の8人も七時過到着、　　　上に続く
1695年 10月12日 元禄8年 9月5日 天気能　（先月27日京都相立候町飛脚今日到着）
1695年 10月13日 元禄8年 9月6日 天気能
1695年 10月14日 元禄8年 9月7日 曇
1695年 10月15日 元禄8年 9月8日 雨降
1695年 10月16日 元禄8年 9月9日 　　（天気の記述なし）　（御国元江之御飛脚3人道中今日より11日振二申付相立之）
1695年 10月17日 元禄8年 9月10日 天気能　（昨夜八つ過ぎ出火・萱町（茅町?）一丁目之内稲荷別当某法師屋敷長さ20間幅8間程焼失・病中の殿様を除き両国川端まで罷出）
1695年 10月18日 元禄8年 9月11日 天気能
1695年 10月19日 元禄8年 9月12日 　　（天気の記述なし）　（御国元江之御飛脚2人道中明日より11日振二申付相立之）
1695年 10月20日 元禄8年 9月13日 天気能
1695年 10月21日 元禄8年 9月14日 晴天
1695年 10月22日 元禄8年 9月15日 天気能
1695年 10月23日 元禄8年 9月16日 曇　（殿様今朝五過御食22匁3分召上られ候・夜中御汗御かき能御寝成今朝御機嫌茂御快成され御座候・此旨……、伊予今治領分で750石積の雇船が破損濡俵あり）
1695年 10月24日 元禄8年 9月17日 天気能　（殿様17匁8分召しあがる・夕御膳も18匁）
1695年 10月25日 元禄8年 9月18日 晴天　（今度金銀吹直仰付られる、東廻御廻舟７艘御米6040石昨今深川入津）
1695年 10月26日 元禄8年 9月19日 天気能
1695年 10月27日 元禄8年 9月20日 天気能　（今日は風吹き候に付万一の出火に備えて……）
1695年 10月28日 元禄8年 9月21日 晴天
1695年 10月29日 元禄8年 9月22日 天気能　（御国元江之御飛脚両人今日より道中11日振二申付相立之、当月１１日御国元相立候御飛脚３人道中12日振二而今日九半過到着）
1695年 10月30日 元禄8年 9月23日 天気能　（最近は食事に匁・分らん、御国元当年不作・公儀報告：夏中草生別儀なし・初秋の頃より雨降続き冷え申候而宜しからず相見江候中８月上旬ニ至て温ニ茂罷成　　　欄外(*)に続く
1695年 10月31日 元禄8年 9月24日 天気能

(*) 候ハバ実入申すべきかと見合罷在候処8月中頃より段々冷申候而実入兼以之外不作之由・出穂は上田は半分中田は三ヶ一下田は一切なし・松前より依頼の米も　　　下に続く）
上から続く　　差遣わせない、丁子屋から支払要求：御廻米代金で返済の筈が申之年(元禄5年)御国不作で元利１２０００両……）
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1695年 11月1日 元禄8年 9月25日 天気能
1695年 11月2日 元禄8年 9月26日 天気能
1695年 11月3日 元禄8年 9月27日 天気能
1695年 11月4日 元禄8年 9月28日 天気能　（当年御国元不作ニ付御家中の面々江仰渡：色々（料理を一汁一菜と香の物に・衣類は……しろ）言っているが何をいまさらの感）
1695年 11月5日 元禄8年 9月29日 天気能
1695年 11月6日 元禄8年 9月30日 雨降
1695年 11月7日 元禄8年 10月1日 晻（あん・庵の雁垂れの代わりに日編：パソコンに環境依存と書いてあるので）　（御国元先月21日相立候御飛脚2人道中11日振二而今日酉ノ刻到着）
1695年 11月8日 元禄8年 10月2日 曇天
1695年 11月9日 元禄8年 10月3日 天気能　（当年御国元不作に付18人?を御国元へ帰す、今日巳ノ刻御国元江之御飛脚2人道中今日より12日振二申付相立ル、津軽郡4ヶ村青立ち・詳細は情報届き次第との公儀報告）
1695年 11月10日 元禄8年 10月4日 天気能　（不作関連御国返しさらに増・不平も何人か言っている）
1695年 11月11日 元禄8年 10月5日 天気能
1695年 11月12日 元禄8年 10月6日 天気能
1695年 11月13日 元禄8年 10月7日 曇天
1695年 11月14日 元禄8年 10月8日 天気能　（今朝辰刻御国元江之御飛脚3人道中今日より12日振二申付相立之）
1695年 11月15日 元禄8年 10月9日 天気能
1695年 11月16日 元禄8年 10月10日 天気能　（昨夜戸田宋女様御屋敷出火）
1695年 11月17日 元禄8年 10月11日 大霜　天気能　（捨子・捨犬禁止・鳶や鷹が屋敷内に巣をかけたら早速取払え等の触れが出ている）
1695年 11月18日 元禄8年 10月12日 天気能
1695年 11月19日 元禄8年 10月13日 天気能
1695年 11月20日 元禄8年 10月14日 天気能　（今朝御国江之御飛脚3人道中今日より12日振二申付相立之、御国元江之御飛脚両人道中今日より8日振二申付酉ノ刻相立之、当月4日御国元相立候御飛脚）
1695年 11月21日 元禄8年 10月15日 晻　（公儀からの質問に坂田湊（酒田港）より鰺ヶ沢港まで64里と答えている）
1695年 11月22日 元禄8年 10月16日 天気能　（先月晦日御国元相立候御荷物着：中に三馬屋梨子286などあり）
1695年 11月23日 元禄8年 10月17日 天気能　（大久保加賀守様に若殿様が呼び出される・ご領分不作の段上聞に達し御救い米30000俵仰せ付けられる）
1695年 11月24日 元禄8年 10月18日 天気能
1695年 11月25日 元禄8年 10月19日 天気能
1695年 11月26日 元禄8年 10月20日 天気能　（今朝辰之刻過御国江之御飛脚3人今日より道中13日ふり二申付相立之）
1695年 11月27日 元禄8年 10月21日 天気能
1695年 11月28日 元禄8年 10月22日 曇
1695年 11月29日 元禄8年 10月23日 天気能
1695年 11月30日 元禄8年 10月24日 天気能　（金8400両を公儀から受け取る（米100俵に付金28両値段で30000俵分）・年2800両宛返納）
1695年 12月1日 元禄8年 10月25日 天気能　（御国去ル10日罷立の武田源左衛門が昨夜八時茲元へ到着）
1695年 12月2日 元禄8年 10月26日 天気能
1695年 12月3日 元禄8年 10月27日 天気能
1695年 12月4日 元禄8年 10月28日 天気能　（小川・谷等3人に暇、今日御国元江之御飛脚2人今日午刻過相立道中今日より13日振二申付之）
1695年 12月5日 元禄8年 10月29日 天気能　（御料理人等6人に暇）
1695年 12月6日 元禄8年 11月1日 天気能　（御献上物：塩鮭・塩鱈・漬蕨・御馬・御太刀・串鮑：鰤が入っていない）
1695年 12月7日 元禄8年 11月2日 天気能　（御家中7人に暇、白魚が上がっている）
1695年 12月8日 元禄8年 11月3日 天気能
1695年 12月9日 元禄8年 11月4日 天気好　（御家中2人に暇）
1695年 12月10日 元禄8年 11月5日 天気能
1695年 12月11日 元禄8年 11月6日 天気能
1695年 12月12日 元禄8年 11月7日 天気能　（御家中6人に暇、小野次郎右衛門様が来て1汁3菜・少し減らしているのかな?）
1695年 12月13日 元禄8年 11月8日 天気能
1695年 12月14日 元禄8年 11月9日 天気能　（御家中9人?に暇、先月26日御国相立候御飛脚3人道中13日振二而今日夜五時到着）
1695年 12月15日 元禄8年 11月10日 天気能　（公儀から現金を受け取っている・行列等あり）
1695年 12月16日 元禄8年 11月11日 天気能
1695年 12月17日 元禄8年 11月12日 天気能　（拝借金に付木村木工之助を御国下がり）
1695年 12月18日 元禄8年 11月13日 天気能　（御金同行者85人：役付き6人・その付人38人・足軽17・郷中間等24、切支丹御証文を御聞役から公儀報告、御家中6人に暇）
1695年 12月19日 元禄8年 11月14日 　　（天気の記述なし）　　　下から続く　　　当暮物成相渡分金10両・来子2月相渡分金3両（この3両に何か付くらしい）、俵子・金切米共に3ヶ２とする、他も類似の減俸）
1695年 12月20日 元禄8年 11月15日 雨天　（知行六成分を四成・五成分を三半成・四成並びに半知の分三成（意味は不明）・高100石四成之分金21両2分（但当御廻米平均値段）・内秋物成相渡分金8両2分・　　　上に続く
1695年 12月21日 元禄8年 11月16日 天気能
1695年 12月22日 元禄8年 11月17日 天気能
1695年 12月23日 元禄8年 11月18日 天気好
1695年 12月24日 元禄8年 11月19日 天気能　（当月７日御国相立候御飛脚3人道中13日振二而今晩五時到着）
1695年 12月25日 元禄8年 11月20日 天気能
1695年 12月26日 元禄8年 11月21日 天気能
1695年 12月27日 元禄8年 11月22日 天気能
1695年 12月28日 元禄8年 11月23日 天気能　（今日七過ぎ火事・亀井戸の比丘尼庵が少し焼ける、御国元当月9日相立候御飛脚両人道中15日振ニ而今日八半時到着）
1695年 12月29日 元禄8年 11月24日 天気能　（御国元江之御飛脚4人明15日（こう書いてある）より道中14日振ニ申付相立之）
1695年 12月30日 元禄8年 11月25日 天気好
1695年 12月31日 元禄8年 11月26日 雨天　（当月19日京都相立候町飛脚到着）
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1696年 1月1日 元禄8年 11月27日 天気能　（今日八過本所三ツ目一丁通りの御屋敷で出火・早速御出馬御消留・八半過ぎ御帰）
1696年 1月2日 元禄8年 11月28日 天気能
1696年 1月3日 元禄8年 11月29日 天気能
1696年 1月4日 元禄8年 11月30日 天気能
1696年 1月5日 元禄8年 12月1日 天気能　戌刻より寒ニ入　（今夜戌上刻亀井戸（亀戸）で出火・早速御人数欠付（駆けつけ）消し留める・殿様病中で出さなかった）
1696年 1月6日 元禄8年 12月2日 天気能　（今夜九半時千寿（千住）の方に火・太鼓打ち御先手人数出したが在郷・早速罷帰候）
1696年 1月7日 元禄8年 12月3日 天気能
1696年 1月8日 元禄8年 12月4日 天気能
1696年 1月9日 元禄8年 12月5日 雨降
1696年 1月10日 元禄8年 12月6日 天気好　（転幾里支丹（転び切支丹）類族出生の者両人ありの由御国元より申来候付御聞役が公儀に報告）
1696年 1月11日 元禄8年 12月7日 天気能　（奥州津軽郡4ヶ村（小屋敷・飛内・下目内沢・馬場尻）の高1108石余のうち689石余が当付荒稲穂出申さず・天領であり公儀（諸星某）に税の御赦免を申し出ている）
1696年 1月12日 元禄8年 12月8日 天気能
1696年 1月13日 元禄8年 12月9日 晴天　（殿様が病後初めて御出）
1696年 1月14日 元禄8年 12月10日 天気能
1696年 1月15日 元禄8年 12月11日 快晴
1696年 1月16日 元禄8年 12月12日 天気能　（今朝御国元江御飛脚4人今日より道中14日振ニ申付相立之）
1696年 1月17日 元禄8年 12月13日 天気能　（夕御膳御料理2汁7菜：戻ったな、先月晦日御国元相立候御飛脚3人（途中で1人病欠）今日七半時到着）
1696年 1月18日 元禄8年 12月14日 天気能
1696年 1月19日 元禄8年 12月15日 天気能　（病後初登城・祝の品がたくさん届いている）
1696年 1月20日 元禄8年 12月16日 曇天　少雪降　（祝が少々届く）
1696年 1月21日 元禄8年 12月17日 天気能　（今晩暮六半過江戸濱町ニ出火・御家中5人が新大橋近くまで出向くが四過鎮火・高橋某が類火で弁当20人分を差し遣わす）
1696年 1月22日 元禄8年 12月18日 天気能
1696年 1月23日 元禄8年 12月19日 天気能
1696年 1月24日 元禄8年 12月20日 天気能
1696年 1月25日 元禄8年 12月21日 天気能　（今朝五時御国元江之御飛脚4人道中今日より14日振二申付相立之）　　　下から続く　　　秋田領の大雪で14日振ニ而今日四時到着、今晩吉川老御出で・1汁4菜）
1696年 1月26日 元禄8年 12月22日 天気能　（今朝浅草志に濁点や里場（砂利場）化蔵院（華蔵院?）出火・六半前一ノ渡シ迄御出馬・五半過御帰り、当月9日御国元相立候御飛脚3人道中13日と仰せ付けられ　　　上に続く
1696年 1月27日 元禄8年 12月23日 天気能　（磐麻呂様（若殿様の長子?）の御祝儀・御祝沢山、若殿様が小姓組（御切米1枚4人扶持）に召し出される、犬小屋を建てたとの話が出ている）
1696年 1月28日 元禄8年 12月24日 天気能
1696年 1月29日 元禄8年 12月25日 天気能
1696年 1月30日 元禄8年 12月26日 天気能
1696年 1月31日 元禄8年 12月27日 風吹　（熊・狼の荒が収まり鉄砲打ちを差し止めるとの公儀への報告）
1696年 2月1日 元禄8年 12月28日 天気能　（今夜九時過ぎ深川本町一丁目より出火・町家少々焼失・出馬したが間に合わなかったらしく八半過ぎ御帰）
1696年 2月2日 元禄8年 12月29日 天気能　（今朝歳暮之御飛脚御国元江相立候・両人を今日より14日振ニ申付相立之）
1696年 2月3日 元禄9年 正月1日 晴天
1696年 2月4日 元禄9年 正月2日 天気能
1696年 2月5日 元禄9年 正月3日 天気好　（今晩御吉例の如く御謡初御祝儀御座候、今朝年始之御飛脚国元へ相立2人道中14日振ニ申付今朝未明ニ相立之）
1696年 2月6日 元禄9年 正月4日 天気能
1696年 2月7日 元禄9年 正月5日 天気能
1696年 2月8日 元禄9年 正月6日 天気能　（今晩初雪降り申候付御機嫌伺い……）
1696年 2月9日 元禄9年 正月7日 朝五過迄雪降
1696年 2月10日 元禄9年 正月8日 天気能
1696年 2月11日 元禄9年 正月9日 天気能
1696年 2月12日 元禄9年 正月10日 天気能
1696年 2月13日 元禄9年 正月11日 村雨振
1696年 2月14日 元禄9年 正月12日 曇天　（旧臘28日御国許相立候御歳暮之御飛脚5人道中14日振ニ而暮六過到着）
1696年 2月15日 元禄9年 正月13日 天気能　（公儀より奥州津軽郡高1100石余は全面的に申請通り無税とされた、岩丸（磐麻呂?）様が神田明神へ参詣の行列（40人くらい?）の様子・持参品あり）
1696年 2月16日 元禄9年 正月14日 天気能
1696年 2月17日 元禄9年 正月15日 天気能　（当年御国元江御供仰せ付けられ候面々の氏名（御徒歩以下を除き７5人?）あり）
1696年 2月18日 元禄9年 正月16日 天気能
1696年 2月19日 元禄9年 正月17日 天気能　（今日国元江之御飛脚5人今日より道中13日振に申付相立之）
1696年 2月20日 元禄9年 正月18日 風吹　（当月3日御国元相立候御年始之御飛脚3人今日未之刻到着・御吉例金200両御国金奉行より参る）
1696年 2月21日 元禄9年 正月19日 天気能
1696年 2月22日 元禄9年 正月20日 雪降
1696年 2月23日 元禄9年 正月21日 天気能
1696年 2月24日 元禄9年 正月22日 晴天
1696年 2月25日 元禄9年 正月23日 天気能
1696年 2月26日 元禄9年 正月24日 天気能
1696年 2月27日 元禄9年 正月25日 天気能　（今日八時日本橋鞘町より出火・御人数ハ出申さず七時分火鎮申候）
1696年 2月28日 元禄9年 正月26日 天気能
1696年 2月29日 元禄9年 正月27日 天気能　（松浦織部様江松嶋之御馬お手紙添え遣わされる……：この年竹嶋（当時は松島と呼ぶ）が朝鮮に渡されたはず・松嶋は馬の名）
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1696年 3月1日 元禄9年 正月28日 天気能
1696年 3月2日 元禄9年 正月29日 天気能
1696年 3月3日 元禄9年 正月30日 天気能
1696年 3月4日 元禄9年 2月1日 天気好
1696年 3月5日 元禄9年 2月2日 天気能　（今晩亥中刻本所五目で出火・早速御出馬・夜（この文字は昼でないことを示すために列外に補充らしい）九半時御帰り遊ばされ候）
1696年 3月6日 元禄9年 2月3日 天気能
1696年 3月7日 元禄9年 2月4日 曇天
1696年 3月8日 元禄9年 2月5日 天気能
1696年 3月9日 元禄9年 2月6日 天気能　（記述に修正の跡が見える）
1696年 3月10日 元禄9年 2月7日 天気能　（御国元先月23日相立候御飛脚3人中両人今日八過到着）
1696年 3月11日 元禄9年 2月8日 天気能
1696年 3月12日 元禄9年 2月9日 天気能
1696年 3月13日 元禄9年 2月10日 天気能
1696年 3月14日 元禄9年 2月11日 天気能
1696年 3月15日 元禄9年 2月12日 天気好
1696年 3月16日 元禄9年 2月13日 天気能
1696年 3月17日 元禄9年 2月14日 天気能
1696年 3月18日 元禄9年 2月15日 天気能
1696年 3月19日 元禄9年 2月16日 天気能　（今日国許へ御飛脚両人道中今日より13日振ニ申付相立之）
1696年 3月20日 元禄9年 2月17日 天気能
1696年 3月21日 元禄9年 2月18日 天気能
1696年 3月22日 元禄9年 2月19日 天気能
1696年 3月23日 元禄9年 2月20日 雨降　（当御下向は諸事事少ニ仕べしとして400石は上下10人乗馬1疋・100石は上下5人等々、この度御国元へ罷越・来年江戸江も土産持参堅く無用と仰せ渡される）
1696年 3月24日 元禄9年 2月21日 晴　（御屋形廻の天水桶：御奥様御屋形廻9ツ・御表御屋形廻14・与一様御部屋廻4ツ・表西長屋廻9ツ等74、大水汲桶25）
1696年 3月25日 元禄9年 2月22日 曇　（当月9日御国元相立候御飛脚3人道中14日振ニ今日九時到着）
1696年 3月26日 元禄9年 2月23日 天気好
1696年 3月27日 元禄9年 2月24日 天気能　（今暁丑之中刻中之郷村で出火・家数22・3程焼失・御人数欠付（駆けつけ）風下之家消留・御前ニハ御持病気ニ付御出馬無之）
1696年 3月28日 元禄9年 2月25日 天気好　（一昨晩の火消活動に中野郷之町（昨日は中之郷村）名主が御礼に来ている）
1696年 3月29日 元禄9年 2月26日 天気好　（呉服屋から御家中の借金（5人の43両3歩）の督促が来ている）
1696年 3月30日 元禄9年 2月27日 天気好
1696年 3月31日 元禄9年 2月28日 天気好
1696年 4月1日 元禄9年 2月29日 天気好
1696年 4月2日 元禄9年 3月1日 雨降
1696年 4月3日 元禄9年 3月2日 天気好　（今朝御国許江御飛脚3人道中今日より13日振申付相立之）
1696年 4月4日 元禄9年 3月3日 天気能
1696年 4月5日 元禄9年 3月4日 天気能
1696年 4月6日 元禄9年 3月5日 天気能
1696年 4月7日 元禄9年 3月6日 天気好
1696年 4月8日 元禄9年 3月7日 風吹
1696年 4月9日 元禄9年 3月8日 天気能　（財津某が花も能く咲申し候間庭二有合せの桜の木1本差上げる）
1696年 4月10日 元禄9年 3月9日 天気能
1696年 4月11日 元禄9年 3月10日 天気能
1696年 4月12日 元禄9年 3月11日 天気好
1696年 4月13日 元禄9年 3月12日 雨天
1696年 4月14日 元禄9年 3月13日 天気能
1696年 4月15日 元禄9年 3月14日 天気能　（当月朔日御国元相立候御飛脚3人道中14日ふりニて今日酉之刻到着）
1696年 4月16日 元禄9年 3月15日 曇
1696年 4月17日 元禄9年 3月16日 天気能
1696年 4月18日 元禄9年 3月17日 天気能
1696年 4月19日 元禄9年 3月18日 天気能
1696年 4月20日 元禄9年 3月19日 雨降
1696年 4月21日 元禄9年 3月20日 雨降
1696年 4月22日 元禄9年 3月21日 天気能
1696年 4月23日 元禄9年 3月22日 天気能
1696年 4月24日 元禄9年 3月23日 天気能　（御国元江御飛脚両人今日より道中12日振ニ申付午之中刻相立之）
1696年 4月25日 元禄9年 3月24日 天気能
1696年 4月26日 元禄9年 3月25日 天気能
1696年 4月27日 元禄9年 3月26日 天気能　（当月15日御国元相立候御飛脚両人道中12日振ニて今日七半過到着）
1696年 4月28日 元禄9年 3月27日 天気能
1696年 4月29日 元禄9年 3月28日 天気能
1696年 4月30日 元禄9年 3月29日 天気能
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1696年 5月1日 元禄9年 4月1日 雨降　（御国元江之御飛脚4人今日より道中12日ふりニ申付相立之）
1696年 5月2日 元禄9年 4月2日 天気好　（御客・仕舞）
1696年 5月3日 元禄9年 4月3日 天気能
1696年 5月4日 元禄9年 4月4日 天気能
1696年 5月5日 元禄9年 4月5日 昨暮前より雨降
1696年 5月6日 元禄9年 4月6日 天気能
1696年 5月7日 元禄9年 4月7日 曇
1696年 5月8日 元禄9年 4月8日 晻
1696年 5月9日 元禄9年 4月9日 天気能
1696年 5月10日 元禄9年 4月10日 雨降　（御国元3月28日相立候御飛脚3人今日四つ過到着）
1696年 5月11日 元禄9年 4月11日 天気能
1696年 5月12日 元禄9年 4月12日 曇天
1696年 5月13日 元禄9年 4月13日 天気能
1696年 5月14日 元禄9年 4月14日 天気能　（登城し御国元江の御暇御直に仰せ出され・銀100枚等を頂戴、今晩より火消番・火の見番なし）
1696年 5月15日 元禄9年 4月15日 天気好　（今朝御国元江之御飛脚両人今朝未明相立・但道中今日より12日振申付相立之）
1696年 5月16日 元禄9年 4月16日 天気能　（（御国元への）御用金さへ相整わず……）
1696年 5月17日 元禄9年 4月17日 天気能　（江戸詰の面々25人が御国許当月2日罷立16日振二而今日八時到着）
1696年 5月18日 元禄9年 4月18日 天気能　（江戸詰の面々49人が当月3日御国元罷立今日到着）
1696年 5月19日 元禄9年 4月19日 天気能　（来月朔日頃御発駕予定とする）
1696年 5月20日 元禄9年 4月20日 天気能
1696年 5月21日 元禄9年 4月21日 天気能　（関札役発足）
1696年 5月22日 元禄9年 4月22日 天気能　（今朝未明御国元江之御飛脚両人今日より道中10日振ニ申付相立之・御発駕日限来月朔日と仰せ出された件）
1696年 5月23日 元禄9年 4月23日 晴天
1696年 5月24日 元禄9年 4月24日 天気能
1696年 5月25日 元禄9年 4月25日 雨降
1696年 5月26日 元禄9年 4月26日 晴　（御国元江之御飛脚両人明27日より道中10日振ニ申付相立之）
1696年 5月27日 元禄9年 4月27日 晴天
1696年 5月28日 元禄9年 4月28日 晴天　（御発駕の来月朔日を13日に変更）
1696年 5月29日 元禄9年 4月29日 天気能
1696年 5月30日 元禄9年 4月30日 時々小雨
1696年 5月31日 元禄9年 5月1日 天気　（先月23日之日付ニ而京都より之町飛脚今日七時到着）
1696年 6月1日 元禄9年 5月2日 天気能　九時より時々雨
1696年 6月2日 元禄9年 5月3日 天気能　（幸姫様御遠行、先月23日御国元相立候御飛脚3人道中11日振りニ而今夜酉ノ下刻到着）
1696年 6月3日 元禄9年 5月4日 雨降　（御国元江之御飛脚両人明5日より道中11日振ニ申付相立之・幸姫様御遠行の件）
1696年 6月4日 元禄9年 5月5日 天気能
1696年 6月5日 元禄9年 5月6日 天気能
1696年 6月6日 元禄9年 5月7日 雨降　昼より晴
1696年 6月7日 元禄9年 5月8日 天気能
1696年 6月8日 元禄9年 5月9日 天気能
1696年 6月9日 元禄9年 5月10日 天気能　　　下から続く　　　新庄金山・及位下院内・湯沢横手・花立苅和野・豊嶋湊・大川鹿渡・荷上場綴子・大館碇関・御昼なし弘前、今日四時御発駕之由御国江之御飛脚相立之）
1696年 6月10日 元禄9年 5月11日 天気能　（御宿取今日茲許相立、御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振ニ申付八時過相立之）　　　下から続く　　　八丁目郡・堅田宮川崎・笹谷山形・館岡尾花沢・　　　上に続く
1696年 6月11日 元禄9年 5月12日 天気能　（先月晦日御国許相立候御飛脚両人今日四半時到着）　　　下から続く　　　御昼と御宿：草下粕壁・栗橋小山・宇都宮氏家・大田原芦野・白川須賀川・御昼なし本宮・　　　上に続く
1696年 6月12日 元禄9年 5月13日 朝四時前雨少降　四つ時過より晴　天気能　（御祝御料理2汁5菜・様付に宋女様・主税様・町野幸宣様・津軽意仙様・小野次郎右衛門同助九郎様、巳の刻前御発駕、　　　上に続く
1696年 6月13日 元禄9年 5月14日 曇　（粕壁御宿からの御飛脚罷り帰る、道中にも飛脚を派遣している）
1696年 6月14日 元禄9年 5月15日 天気能　（今日山形江之御飛脚出す）　　（記述に多分乱丁あり）
1696年 6月15日 元禄9年 5月16日 曇
1696年 6月16日 元禄9年 5月17日 天気能
1696年 6月17日 元禄9年 5月18日 曇
1696年 6月18日 元禄9年 5月19日 天気能　（道中芦野より16日相立候御飛脚今日到着）
1696年 6月19日 元禄9年 5月20日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1696年 6月20日 元禄9年 5月21日 天気能
1696年 6月21日 元禄9年 5月22日 天気能　（今20日御国元相立候御飛脚道中本宮御宿迄去18日到着・それより参り候御飛脚2人今日昼九時過到着）
1696年 6月22日 元禄9年 5月23日 天気能
1696年 6月23日 元禄9年 5月24日 天気能　（今朝六時御国元江之御飛脚2人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1696年 6月24日 元禄9年 5月25日 天気能
1696年 6月25日 元禄9年 5月26日 天気能
1696年 6月26日 元禄9年 5月27日 雨天　（御国当月15日罷立山形江20日之夜着仕去ル22日ニ山形罷立候御飛脚2人今日七時到着、道中本宮で御家中の中間が喧嘩・双方手負い・則晩成敗される）
1696年 6月27日 元禄9年 5月28日 雨天
1696年 6月28日 元禄9年 5月29日 雨天
1696年 6月29日 元禄9年 6月1日 雨天　　　下から続く　　　金山御宿より参り候御飛脚両人今日四時過到着）
1696年 6月30日 元禄9年 6月2日 曇　（今日四時前御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振申付差立之・御用金100両差下之、御国元5月16日相立候御飛脚道中尾花沢御宿にて22日文箱差上・同23日　　　上に続く
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1696年 7月1日 元禄9年 6月3日 曇
1696年 7月2日 元禄9年 6月4日 天気能
1696年 7月3日 元禄9年 6月5日 快天
1696年 7月4日 元禄9年 6月6日 天気能
1696年 7月5日 元禄9年 6月7日 天気能
1696年 7月6日 元禄9年 6月8日 雨天
1696年 7月7日 元禄9年 6月9日 天気能
1696年 7月8日 元禄9年 6月10日 天気能　（御国江之御飛脚2人今日より道中12日振ニ申付差立之・御用金100両等差下之）
1696年 7月9日 元禄9年 6月11日 雨天
1696年 7月10日 元禄9年 6月12日 天気能
1696年 7月11日 元禄9年 6月13日 天気能　（御材木積御国より差登の船１艘今日深川江着船・他の１艘は房州浦で難船荷打ち・足軽目付を見分に差遣之）
1696年 7月12日 元禄9年 6月14日 天気能　（当月3日御国元罷立候御飛脚道中11日ふりにて参着候様ニて御座候得共道中打続雨天所々 川水出滞今日九過12日振ニ而3人到着）
1696年 7月13日 元禄9年 6月15日 天気能　（殿様去２日御着城之旨申来候・着城御祝儀）
1696年 7月14日 元禄9年 6月16日 雨天
1696年 7月15日 元禄9年 6月17日 雨天
1696年 7月16日 元禄9年 6月18日 天気能
1696年 7月17日 元禄9年 6月19日 天気能　（御国元当月９日相立候御飛脚2人道中11日振ニ而今晩暮時分到着、今夜五半過余程之地震）
1696年 7月18日 元禄9年 6月20日 天気能　　　下から続く　　　大久保加賀守様（御用番老中）江御機嫌伺）
1696年 7月19日 元禄9年 6月21日 雨天　（今夜八半過より地震少宛両度・同七前大地震・天水もこほ連（こぼれ）申候・地震相止候は七時打申候・それより雨降之、七半時より少宛両度仕候・こちらは変事なし、　　　上に続く
1696年 7月20日 元禄9年 6月22日 雨天　（今朝七前地震・近年ニ無之、御用番老中・柳沢出羽守様にも伺いの使者を出す）
1696年 7月21日 元禄9年 6月23日 雨天
1696年 7月22日 元禄9年 6月24日 天気能
1696年 7月23日 元禄9年 6月25日 　　（天気の記述なし）　（今日八半時地震少仕候、当5月19日小石川御門之外御堀端之道に○（的に近い文字だが読めない）矢を負候鴨飛来候落候・犯人探しの問合せあり）
1696年 7月24日 元禄9年 6月26日 天気能　（御国から届いた付漬蕨を献上・御老中様等に上げている）
1696年 7月25日 元禄9年 6月27日 天気能
1696年 7月26日 元禄9年 6月28日 風雨
1696年 7月27日 元禄9年 6月29日 雨天　（鴨の件（25日に記述）に該当者なしと回答）
1696年 7月28日 元禄9年 6月30日 天気能　（今日御国江之御飛脚3人道中11日振ニ申付相立之）
1696年 7月29日 元禄9年 7月1日 晴　九つ時より時々雨降
1696年 7月30日 元禄9年 7月2日 曇　時々雨
1696年 7月31日 元禄9年 7月3日 陰晴
1696年 8月1日 元禄9年 7月4日 曇天
1696年 8月2日 元禄9年 7月5日 終日雨降　（先月23日御国元相立候御飛脚3人今晩七過到着・道中川水出天童又ハ関二ヶ所ニて2日逗留仕由）
1696年 8月3日 元禄9年 7月6日 雨天
1696年 8月4日 元禄9年 7月7日 天気能
1696年 8月5日 元禄9年 7月8日 天気能
1696年 8月6日 元禄9年 7月9日 天気能　（先月28日御国元相立候御飛脚2人今晩七半過到着、御国江之御飛脚2人道中11日ふりニ申付明朝相立之）
1696年 8月7日 元禄9年 7月10日 曇
1696年 8月8日 元禄9年 7月11日 天気能
1696年 8月9日 元禄9年 7月12日 天気能
1696年 8月10日 元禄9年 7月13日 晴天
1696年 8月11日 元禄9年 7月14日 天気能
1696年 8月12日 元禄9年 7月15日 天気能
1696年 8月13日 元禄9年 7月16日 天気能　（御国元江之御飛脚2人今日より道中11日振ニ申付相立之）
1696年 8月14日 元禄9年 7月17日 天気能
1696年 8月15日 元禄9年 7月18日 天気能　（御国許当月7日相立候御飛脚2人今晩暮六時到着・もう一人いたが秋田領院内で食傷）
1696年 8月16日 元禄9年 7月19日 天気能　（時計屋里右衛門に15両で申付けた大時計（高さ1尺3寸・横9寸・幅8寸）が来月中に出来、古切支丹類族中田庄三郎子某が病死の儀に付公儀の担当小幡某に相談している）
1696年 8月17日 元禄9年 7月20日 天気能
1696年 8月18日 元禄9年 7月21日 天気能
1696年 8月19日 元禄9年 7月22日 天気能　（当月12日御国元罷立候御飛脚3人道中11日振今日七時前到着、古切支丹類族中田庄三郎の妻・娘死去）
1696年 8月20日 元禄9年 7月23日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚3人道中11日振ニ申付相立之）
1696年 8月21日 元禄9年 7月24日 天気能
1696年 8月22日 元禄9年 7月25日 晴
1696年 8月23日 元禄9年 7月26日 陰晴
1696年 8月24日 元禄9年 7月27日 晴天
1696年 8月25日 元禄9年 7月28日 天気能
1696年 8月26日 元禄9年 7月29日 晴天　（御国元当月18日相立候御飛脚3人今昼九半過到着）
1696年 8月27日 元禄9年 7月30日 晴
1696年 8月28日 元禄9年 8月1日 曇　昼之内小雨　八時より晴
1696年 8月29日 元禄9年 8月2日 天気能
1696年 8月30日 元禄9年 8月3日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚2人今日より道中12日振ニ申付相立之）
1696年 8月31日 元禄9年 8月4日 天気能　（7月24日御国元相立候御飛脚3人今晩五時到着）
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1696年 9月1日 元禄9年 8月5日 曇　（昨4日夜火事・火元干物町一丁目ごりん町など大方4丁四方）
1696年 9月2日 元禄9年 8月6日 天気能
1696年 9月3日 元禄9年 8月7日 天気能　（東廻御材木船今日5艘その後3艘都合8艘入津）
1696年 9月4日 元禄9年 8月8日 天気能
1696年 9月5日 元禄9年 8月9日 天気能　（7月29日御国相立候御飛脚3人今晩七半過到着）
1696年 9月6日 元禄9年 8月10日 雨天
1696年 9月7日 元禄9年 8月11日 天気能
1696年 9月8日 元禄9年 8月12日 天気能　　　下から続く　　　御飛脚3人道中11日振ニ申付相立之）
1696年 9月9日 元禄9年 8月13日 雨　昼時より晴　（戸田山城守様御家中から希望の熊胆が御国元から一つ届き手紙添え遣わす、幸姫様100か日に付乞食松右衛門方江鳥目1貫文遣之、今朝御国元江之　　　上に続く
1696年 9月10日 元禄9年 8月14日 曇
1696年 9月11日 元禄9年 8月15日 天気能　（御月見之御祝として柳沢出羽守様江遣わされ候：檜重長1尺7寸四重物（上：すいしかん・まつかせ・小みとり・さとうかや・雪中橋?、二・三・下の内容があり、以下省略）
1696年 9月12日 元禄9年 8月16日 天気能　（当月7日御国元相立候御飛脚2人今晩五過到着）
1696年 9月13日 元禄9年 8月17日 天気悪敷雨　（今晩御国許江御急用之儀ニ付御飛脚3人明18日より道中7日振ニ申付今晩酉ノ中刻相立之・尤道中路銀常より一倍（今の感覚では2倍）ニ申付之）
1696年 9月14日 元禄9年 8月18日 曇
1696年 9月15日 元禄9年 8月19日 曇
1696年 9月16日 元禄9年 8月20日 雨天　（今日御国許江之御飛脚両人道中明21日より10日振ニ申付相立之）　　　下から続く　　　御用状に右船の儀申し参り候・将監病気故若殿様江窺って道中6・7日に申付ける）
1696年 9月17日 元禄9年 8月21日 天気能　（当月11日御国許相立候御飛脚3人道中9日振之由に候得共11日振之暁2人到着・1人は本宮で煩、今度松前江朝鮮船着岸ニ付今朝到着之飛脚ニ津軽将監江之　　　上に続く
1696年 9月18日 元禄9年 8月22日 時々雨降
1696年 9月19日 元禄9年 8月23日 雨降
1696年 9月20日 元禄9年 8月24日 天気能
1696年 9月21日 元禄9年 8月25日 天気好　（今朝御国元江之御飛脚2人道中今日より10日振ニ申付相立之）
1696年 9月22日 元禄9年 8月26日 天気好
1696年 9月23日 元禄9年 8月27日 天気好
1696年 9月24日 元禄9年 8月28日 天気好
1696年 9月25日 元禄9年 8月29日 雨降
1696年 9月26日 元禄9年 9月1日 天気能
1696年 9月27日 元禄9年 9月2日 天気能　（今朝御国江之御飛脚2人道中今日より10日振ニ申付相立之、今夜九過本庄出火・土屋相模守様下屋敷の長屋焼失）
1696年 9月28日 元禄9年 9月3日 雨天　（先月21日御国罷立候御飛脚道中12日振ニ3人が八半過到着）
1696年 9月29日 元禄9年 9月4日 天気能　（御国先月26日未之刻相立候御飛脚今夜九つ上刻道中8日ふりニ而3人到着）
1696年 9月30日 元禄9年 9月5日 曇
1696年 10月1日 元禄9年 9月6日 雨天
1696年 10月2日 元禄9年 9月7日 　　（天気の記述なし）　（兼而仰せ付けられ候大時計今日出来）
1696年 10月3日 元禄9年 9月8日 　天気能　（今未明御国江之御飛脚両人道中今日より10日振ニ申付相立之）
1696年 10月4日 元禄9年 9月9日 雨天
1696年 10月5日 元禄9年 9月10日 天気能　（当月2日未之刻御国相立候御飛脚3人道中8日振仰せ付けられ候へ共福嶋川水出1日逗留9日ふりニ今朝五半過到着、昨日終日夜中強風雨に御座候・見分）
1696年 10月6日 元禄9年 9月11日 天気能　（当月朔日御国相立候御飛脚3人道中11日ふりニて今夜八時到着）
1696年 10月7日 元禄9年 9月12日 雨天　（朝鮮人御国青森迄着之・公儀に報告する、御国当月4日申ノ中刻相立候御飛脚3人中2人道中9日振ニて今晩申ノ下刻到着・川水出1日遅れ1人は落馬）
1696年 10月8日 元禄9年 9月13日 雨天　（向御屋敷の赤毛の小犬が友之喰合ニて斃申候・埋足軽目付見分の上埋めて札を建てる）
1696年 10月9日 元禄9年 9月14日 天気能　　　下から続く　　　朝鮮人御領分より宋女様御領分へ通夫より南部江通過候御注進付御老中等江報告）
1696年 10月10日 元禄9年 9月15日 雨天　（若殿様例の刻限御登城（昔から殿様不在の節登城していた：当然かどうかは知らない）、御国江の御飛脚今朝六立ニ3人今日より道中11日振二申付而相立之、　　　上に続く
1696年 10月11日 元禄9年 9月16日 天気能
1696年 10月12日 元禄9年 9月17日 天気能　（昨16日萩原彦次郎様から金銀引替えの口上書（新金を通用させるということ））
1696年 10月13日 元禄9年 9月18日 天気能　（女犬を御国元江送る注意事項がある・一日四合等の注意あり・このころ国元の人間に1日4合も届いていたかな?届いていたら飢饉とは言わないよな：原本を訳す気にはなれない）
1696年 10月14日 元禄9年 9月19日 雨天　　　下から続く　　　12日ふりに参着仕る由申し候）
1696年 10月15日 元禄9年 9月20日 天気能　（今朝五時御国元江之御飛脚2人道中今日より10日振二申付之、当月9日御国相立候御飛脚3人今日八時過到着・道中11日振ニ仰付られ候得共山形より天気悪しく　　　上に続く
1696年 10月16日 元禄9年 9月21日 天気能
1696年 10月17日 元禄9年 9月22日 天気能　（昨夜九前より堀江町一町目の町家より出火・2軒焼失九過火鎮）
1696年 10月18日 元禄9年 9月23日 天気能
1696年 10月19日 元禄9年 9月24日 昨夜中より風雨　今朝辰刻より風吹
1696年 10月20日 元禄9年 9月25日 天気能
1696年 10月21日 元禄9年 9月26日 天気能　（両国橋今朝渡初・新両国橋ハ今日より人通停止、朝鮮人当月22日宗次郎様御屋敷へ到着）
1696年 10月22日 元禄9年 9月27日 天気能　（御国元江之御飛脚2人今日より道中11日振二申付之）
1696年 10月23日 元禄9年 9月28日 　　（天気の記述なし）
1696年 10月24日 元禄9年 9月29日 曇
1696年 10月25日 元禄9年 9月30日 天気能　（当月18日御国元相立候御飛脚（ここで原本とも切れている））
1696年 10月26日 元禄9年 10月1日 晴天
1696年 10月27日 元禄9年 10月2日 天気能
1696年 10月28日 元禄9年 10月3日 晴天
1696年 10月29日 元禄9年 10月4日 晴天
1696年 10月30日 元禄9年 10月5日 雨天　（御国元江之御飛脚2人道中今日より11日振二申付相立之）
1696年 10月31日 元禄9年 10月6日 天気能　（御国9月23日相立候御飛脚両人道中12日振ニ仰せ付けられ候へとも道中川の水出2日逗留仕り候而14日振ニて今晩酉之刻到着）
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1696年 11月1日 元禄9年 10月7日 天気能
1696年 11月2日 元禄9年 10月8日 天気能
1696年 11月3日 元禄9年 10月9日 天気能
1696年 11月4日 元禄9年 10月10日 天気能
1696年 11月5日 元禄9年 10月11日 天気能
1696年 11月6日 元禄9年 10月12日 雨降
1696年 11月7日 元禄9年 10月13日 雨天
1696年 11月8日 元禄9年 10月14日 雨降　（当月2日御国元相立候御飛脚3人今日四時到着、御国元江之御飛脚両人明15日より道中12日振二申付相立之）
1696年 11月9日 元禄9年 10月15日 天気能
1696年 11月10日 元禄9年 10月16日 天気能　（御小姓組堀内某に暇（タイミングが遅れているが御減少の継続?））
1696年 11月11日 元禄9年 10月17日 天気能　（当月6日御国元相立候御飛脚道中12日振ニて今日暮六過四時到着之）
1696年 11月12日 元禄9年 10月18日 天気能
1696年 11月13日 元禄9年 10月19日 雨天
1696年 11月14日 元禄9年 10月20日 曇天
1696年 11月15日 元禄9年 10月21日 晴天　（御国元江之御飛脚2人道中今日より12日振二申付差立之）
1696年 11月16日 元禄9年 10月22日 天気能
1696年 11月17日 元禄9年 10月23日 雨天
1696年 11月18日 元禄9年 10月24日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚2人道中今日より12日振二申付相立之）
1696年 11月19日 元禄9年 10月25日 天気能
1696年 11月20日 元禄9年 10月26日 晴天　（当月15日御国元相立候御飛脚道中12日ふりニて今晩四時到着）
1696年 11月21日 元禄9年 10月27日 晴天
1696年 11月22日 元禄9年 10月28日 晴天　（塩鮎・塩鰤等が御国元から届いている）
1696年 11月23日 元禄9年 10月29日 晴天
1696年 11月24日 元禄9年 10月30日 時々雨
1696年 11月25日 元禄9年 11月1日 天気能
1696年 11月26日 元禄9年 11月2日 朝より?（虫虫）内初而丸雪降　天気能　（今朝御国許江之御飛脚2人道中今日より12日振二申付候、塩鮭・三馬屋梨子等が御国から届いている）
1696年 11月27日 元禄9年 11月3日 天気能　（10月22日御国元相立候御飛脚3人道中12日振ニて今晩四時到着）
1696年 11月28日 元禄9年 11月4日 雨降　（寛海様（何者でしょうか）御癩所石之扉損申す由……（癩病者の扱いの例））
1696年 11月29日 元禄9年 11月5日 天気好
1696年 11月30日 元禄9年 11月6日 天気能　（明日大時計を差下す）
1696年 12月1日 元禄9年 11月7日 天気能
1696年 12月2日 元禄9年 11月8日 天気好
1696年 12月3日 元禄9年 11月9日 天気好
1696年 12月4日 元禄9年 11月10日 天気能　（御国御領分中並びに御支配所切支丹宗門御改之御証文2通を前田安芸守様・小幡三郎左衛門様江御聞役勝本某が持参）
1696年 12月5日 元禄9年 11月11日 天気好
1696年 12月6日 元禄9年 11月12日 雨降
1696年 12月7日 元禄9年 11月13日 天気好　（今日御国江之御飛脚3人道中今日より12日振二下着候様ニと申付若し成り兼ね候て14日振ニも苦しからず参候様申し渡すべき旨御目付へ申渡之、去ル10日本院御所様崩御）
1696年 12月8日 元禄9年 11月14日 天気能　（崩御等も欠字くらいの扱い：田舎者め）
1696年 12月9日 元禄9年 11月15日 雨天　（当月3日御国元相立候御飛脚3人道中13日振ニて今日七時過到着）
1696年 12月10日 元禄9年 11月16日 天気能　（今朝御国江之飛脚3人道中今日より10日11日振と申付相立之・本院御所様崩御ニ付立之）
1696年 12月11日 元禄9年 11月17日 天気好　（当月3日夕方御国相立候御飛脚5人道中16日振ニて今日申刻過到着・御用金300両参り候）
1696年 12月12日 元禄9年 11月18日 天気好　
1696年 12月13日 元禄9年 11月19日 天気能
1696年 12月14日 元禄9年 11月20日 天気能
1696年 12月15日 元禄9年 11月21日 雨天　（御国当月8日相立候御飛脚3人道中14日振ニ而今日七時到着）
1696年 12月16日 元禄9年 11月22日 天気好
1696年 12月17日 元禄9年 11月23日 天気能
1696年 12月18日 元禄9年 11月24日 天気好
1696年 12月19日 元禄9年 11月25日 天気好
1696年 12月20日 元禄9年 11月26日 天気好　（今日御国江之飛脚3人道中明日より11日振ニ申付今晩相立ル・御参勤の御奉書差下之）
1696年 12月21日 元禄9年 11月27日 天気好
1696年 12月22日 元禄9年 11月28日 天気好
1696年 12月23日 元禄9年 11月29日 天気好
1696年 12月24日 元禄9年 12月1日 天気能　（9月19日に磐城で破船した青森蜆貝の男がたどり着いている）
1696年 12月25日 元禄9年 12月2日 天気能
1696年 12月26日 元禄9年 12月3日 天気能
1696年 12月27日 元禄9年 12月4日 天気能　（先月19日暮頃罷立候御飛脚3人道中14日振ニ今日七時到着）
1696年 12月28日 元禄9年 12月5日 天気能
1696年 12月29日 元禄9年 12月6日 天気能
1696年 12月30日 元禄9年 12月7日 天気能
1696年 12月31日 元禄9年 12月8日 天気能
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1697年 1月1日 元禄9年 12月9日 　　（天気の記述なし）
1697年 1月2日 元禄9年 12月10日 天気能　（今日御国江之飛脚3人道中今日より13日振ニ申付差立之）
1697年 1月3日 元禄9年 12月11日 天気能
1697年 1月4日 元禄9年 12月12日 天気能
1697年 1月5日 元禄9年 12月13日 天気能
1697年 1月6日 元禄9年 12月14日 天気能
1697年 1月7日 元禄9年 12月15日 天気能　（昨14日御大目付様御連名の御切紙：大名どもは供廻を少なくしろ?）
1697年 1月8日 元禄9年 12月16日 天気能　　　下から続く　　　13日ふり・9日ふりと仰せ付けられ候得共道中大雪ニて遅れ仕と申立之）
1697年 1月9日 元禄9年 12月17日 天気能　　　下から続く　　　公儀へ報告、当月3日御国相立候御飛脚3人道中17日振ニ而今夜四時到着・当月6日御国元相立候御飛脚2人14日振り二今夜四半過到着・　　　上に続く
1697年 1月10日 元禄9年 12月18日 天気能　（昨夜四時御国江之御飛脚5人道中1日振ニ申付相立之）　　　下から続く　　　引き29石余・残り1078石余が毛付・この取米647石余（高の五ツ八分四厘余）と　　　上に続く
1697年 1月11日 元禄9年 12月19日 天気能　（奥州津軽郡之内四ヶ村（小屋敷・飛内・下目内沢・馬場尻村）子年（今年）御成ヶ目録：高合1108石余（田畑屋敷共）内当立毛青立実入申さず候分小検見仕る　　　上に続く
1697年 1月12日 元禄9年 12月20日 天気能
1697年 1月13日 元禄9年 12月21日 天気能
1697年 1月14日 元禄9年 12月22日 天気能　（今日御国元江之飛脚4人道中今日より15日振ニ申付相立之）
1697年 1月15日 元禄9年 12月23日 雨天
1697年 1月16日 元禄9年 12月24日 天気能
1697年 1月17日 元禄9年 12月25日 天気能
1697年 1月18日 元禄9年 12月26日 天気能　（今朝御国塩鱈を御城に献上、御国元ニて熊・狼荒候ニ鉄砲を仰せ付けられたが1疋も打留め申さず・荒が止まり鉄砲打ちをやめる）
1697年 1月19日 元禄9年 12月27日 天気好　（当月14日御国相立候御飛脚2人道中14日振今日昼時到着）
1697年 1月20日 元禄9年 12月28日 天気好
1697年 1月21日 元禄9年 12月29日 天気能　（御国元へ歳暮之御飛脚今朝相立之・4人道中14日ふりニ申付相立之）
1697年 1月22日 元禄9年 12月30日 天気好　（日記に書いていないこと：元禄9年に竹嶋（多分現在の鬱陵島）を朝鮮国に渡したはずだが記録が見えない）
1697年 1月23日 元禄10年正月1日 晴天　（様付の面々：若殿様・大奥様・御奥様・磐麻呂様・与一様）
1697年 1月24日 元禄10年正月2日 晴天　（今日吉例之通御国元へ之御飛脚3人明3日より道中14日振ニ申付相立之）
1697年 1月25日 元禄10年正月3日 晴天　（今晩御中屋敷で御吉例之通御謡初御観式有之）
1697年 1月26日 元禄10年正月4日 雪降　（昨夜より今朝に至り初雪降り申し候に付若殿様より月番（老中）に御機嫌伺いの使者を出す）
1697年 1月27日 元禄10年正月5日 晴天　（今夜畳町出火・家数5軒焼失・吉川家（殿様の神道の先生）の近所）
1697年 1月28日 元禄10年正月6日 晴天
1697年 1月29日 元禄10年正月7日 晴天
1697年 1月30日 元禄10年正月8日 晴天　（日記は10日の中に綴じられている）
1697年 1月31日 元禄10年正月9日 晴天
1697年 2月1日 元禄10年正月10日 天気能
1697年 2月2日 元禄10年正月11日 雪降
1697年 2月3日 元禄10年正月12日 天気能
1697年 2月4日 元禄10年正月13日 天気能　（旧臘28日御国元相立候御飛脚道中16日振ニ而今日未刻到着）
1697年 2月5日 元禄10年正月14日 雪降
1697年 2月6日 元禄10年正月15日 天気能
1697年 2月7日 元禄10年正月16日 天気能
1697年 2月8日 元禄10年正月17日 昼時より雪降　（今日御国元江之御飛脚並びに御荷物4人道中今日より13日振ニ申付相立之）
1697年 2月9日 元禄10年正月18日 晴天
1697年 2月10日 元禄10年正月19日 晴天
1697年 2月11日 元禄10年正月20日 天気能
1697年 2月12日 元禄10年正月21日 晴天
1697年 2月13日 元禄10年正月22日 雨天　（裏御門に病人を乗せた駕籠・最終的には死んだらしいが色々手続きで30枚60ページにわたる記述あり）
1697年 2月14日 元禄10年正月23日 晴天
1697年 2月15日 元禄10年正月24日 晴天
1697年 2月16日 元禄10年正月25日 晴天
1697年 2月17日 元禄10年正月26日 晴天　（今日御国元へ之御飛脚3人道中今日より14日振ニ申付相立之）
1697年 2月18日 元禄10年正月27日 晴天
1697年 2月19日 元禄10年正月28日 晴天　（御国当月10日相立候御飛脚今日到着之）
1697年 2月20日 元禄10年正月29日 晴天
1697年 2月21日 元禄10年 2月1日 天気能
1697年 2月22日 元禄10年 2月2日 天気能
1697年 2月23日 元禄10年 2月3日 天気好
1697年 2月24日 元禄10年 2月4日 天気能
1697年 2月25日 元禄10年 2月5日 天気好
1697年 2月26日 元禄10年 2月6日 天気好　（今朝御国元江之御飛脚2人道中今日より14日振ニ申付相立之）
1697年 2月27日 元禄10年 2月7日 天気能
1697年 2月28日 元禄10年 2月8日 天気能
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1697年 3月1日 元禄10年 2月9日 天気能　（正月20日御国相立候御飛脚4人道中18日振ニ昨夜五過到着）
1697年 3月2日 元禄10年 2月10日 天気能
1697年 3月3日 元禄10年 2月11日 曇　八時より水雪　夜中雪七・八歩程降
1697年 3月4日 元禄10年 2月12日 天気能
1697年 3月5日 元禄10年 2月13日 天気能
1697年 3月6日 元禄10年 2月14日 天気能
1697年 3月7日 元禄10年 2月15日 天気能　風吹　（御国元正月29日罷立候御飛脚4人九過到着）
1697年 3月8日 元禄10年 2月16日 天気能　（御国許へ御飛脚3人明日より道中13日振ニ申付今晩暮前相立之）
1697年 3月9日 元禄10年 2月17日 天気能　（昨夜中より今朝迄雪八寸（見直したが間違いなし）程積）
1697年 3月10日 元禄10年 2月18日 天気能
1697年 3月11日 元禄10年 2月19日 天気好
1697年 3月12日 元禄10年 2月20日 天気能
1697年 3月13日 元禄10年 2月21日 天気能
1697年 3月14日 元禄10年 2月22日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚3人道中今日より13日振ニ申付相立之）
1697年 3月15日 元禄10年 2月23日 天気能　（当月8日御国罷立候御飛脚3人道中16日振今日八時到着）
1697年 3月16日 元禄10年 2月24日 天気能
1697年 3月17日 元禄10年 2月25日 天気好
1697年 3月18日 元禄10年 2月26日 天気好
1697年 3月19日 元禄10年 2月27日 天気能　（昨夜の出火場所は松戸の先小金村なのだそうな）
1697年 3月20日 元禄10年 2月28日 雨雪　（昨夜七時本江（本郷?）魚ノ棚（肴店という町名沢山あり）弓町与力か同心家から出火・23軒（2・3軒かも）焼失）
1697年 3月21日 元禄10年 2月29日 天気能
1697年 3月22日 元禄10年　　2月30日天気好
1697年 3月23日 元禄10年閏2月1日 昼頃より雨天
1697年 3月24日 元禄10年閏2月2日 天気能　少風吹　（今日御国元江之御飛脚2人道中今日より14日振ニ申付相立之）
1697年 3月25日 元禄10年閏2月3日 天気能　（2月16日御国元罷立候御飛脚5人道中17日振ニ昨夜五時到着）
1697年 3月26日 元禄10年閏2月4日 天気能　（先年差し出した国絵図を隣国と申し合わせて出し直せと10大名が大御目付より申し渡される）
1697年 3月27日 元禄10年閏2月5日 曇
1697年 3月28日 元禄10年閏2月6日 天気能
1697年 3月29日 元禄10年閏2月7日 曇
1697年 3月30日 元禄10年閏2月8日 天気能
1697年 3月31日 元禄10年閏2月9日 曇
1697年 4月1日 元禄10年閏2月10日 天気能　（今朝御国江之御飛脚4人道中今日より12日ふりニ申付相立之）
1697年 4月2日 元禄10年閏2月11日 天気能
1697年 4月3日 元禄10年閏2月12日 曇　昼より晴
1697年 4月4日 元禄10年閏2月13日 天気能
1697年 4月5日 元禄10年閏2月14日 午ノ刻前より雨天
1697年 4月6日 元禄10年閏2月15日 天気能
1697年 4月7日 元禄10年閏2月16日 天気能
1697年 4月8日 元禄10年閏2月17日 天気能　　　下から続く　　　面々足軽小人に至るまで火事衣類ニて早速屋根に上ケ火ノこ（火の粉）防がせ申し候、当月5日御国相立候御飛脚3人道中14日ふりニて今日七半時到着）
1697年 4月9日 元禄10年閏2月18日 天気能　（今日九時緑町二丁目饂飩屋半兵衛と申す者火元で出火・家半分焼け類火三橋某殿家表門ばかり残りその外焼失・九半過火鎮・御屋敷が風下で御家中の　　　上に続く
1697年 4月10日 元禄10年閏2月19日 天気能
1697年 4月11日 元禄10年閏2月20日 曇　（今朝20日御国元江之御飛脚3人今日より道中12日振申付差立之）
1697年 4月12日 元禄10年閏2月21日 天気能
1697年 4月13日 元禄10年閏2月22日 朝曇　昼より晴
1697年 4月14日 元禄10年閏2月23日 天気能
1697年 4月15日 元禄10年閏2月24日 曇　（昨夜七半時分浅草清水寺後で（火災）3軒焼失、当月11日御国罷立候御飛脚5人道中14日ふりニて今晩四時到着・13日振ニ参候筈之処釈迦内ニて洪水ニ付遅れとの由）
1697年 4月16日 元禄10年閏2月25日 晴　少風吹
1697年 4月17日 元禄10年閏2月26日 晴　風吹　（上納金2800両（元禄8年の拝借金の返済）小判で後藤包（後藤は金座の責任者でその印がある包か?）をこの度上納）
1697年 4月18日 元禄10年閏2月27日 雨天　（今朝御国江之御飛脚4人今日より道中12日振ニ申付差立之）
1697年 4月19日 元禄10年閏2月28日 雨天
1697年 4月20日 元禄10年閏2月29日 天気能
1697年 4月21日 元禄10年 3月1日 天気曇
1697年 4月22日 元禄10年 3月2日 小雨　晻　（今朝御国元江之御飛脚3人今日より道中12日振申付今朝六半過相立之）
1697年 4月23日 元禄10年 3月3日 晻　（御国元閏2月20日相立候御飛脚4人道中13日振りニて今晩六半時到着）
1697年 4月24日 元禄10年 3月4日 天気吉　（殿様が当月19日発足・参勤と公儀等へ報告）
1697年 4月25日 元禄10年 3月5日 天気能
1697年 4月26日 元禄10年 3月6日 朝雨　昼過より晴
1697年 4月27日 元禄10年 3月7日 天気能　（今日御国元江之御飛脚3人道中11日ふ里ニ申付差立之）
1697年 4月28日 元禄10年 3月8日 天気能　（去月25日御国元相立候御飛脚4人今暮到着）
1697年 4月29日 元禄10年 3月9日 曇
1697年 4月30日 元禄10年 3月10日 天気能
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1697年 5月1日 元禄10年 3月11日 天気好
1697年 5月2日 元禄10年 3月12日 天気能　（今朝御国江之御飛脚両人道中12日振りニ申付差立ル）
1697年 5月3日 元禄10年 3月13日 天気能　（この頃御入（欠字）内という用語が度々出ている）
1697年 5月4日 元禄10年 3月14日 天気吉　（当月9日御国罷立候御飛脚道中12日振りニて今夜四半時到着）
1697年 5月5日 元禄10年 3月15日 天気好
1697年 5月6日 元禄10年 3月16日 曇
1697年 5月7日 元禄10年 3月17日 天気好　（今朝御国へ之御飛脚両人差立ル・御道中ニ而も御状箱差上げる様に申付相立之）
1697年 5月8日 元禄10年 3月18日 天気能　　　下から続く　　　小山・栗橋・粕壁（春日部）・草下（草加）・江戸、吉例の如く今日山形江の御飛脚両人指立申候）
1697年 5月9日 元禄10年 3月19日 雨天　　　下から続く　　　湯沢・下院内・及荏（及位）・金山・新庄・尾花沢・天童・山形・楢下・湯原・下戸沢・郡・郡山・矢吹・白坂・鍋掛・作山（佐久山）・氏家・宇都宮・石橋・　　　上に続く
1697年 5月10日 元禄10年 3月20日 天気吉　（御国当月9日相立候御飛脚4人道中12日振ニて今夜到着ス・弥今19日ニ御発駕・御宿と御昼：碇関・大舘・綴子・荷上場・鹿渡・大川・湊・豊嶋・苅和野・六郷・横手・　　　上に続く
1697年 5月11日 元禄10年 3月21日 天気能
1697年 5月12日 元禄10年 3月22日 天気能
1697年 5月13日 元禄10年 3月23日 天気吉
1697年 5月14日 元禄10年 3月24日 雨天　（今日道中江之御飛脚両人差立ル・道中いつ方ニても（いずかたにても）御状箱差上候様ニと申付差立候）
1697年 5月15日 元禄10年 3月25日 天気能
1697年 5月16日 元禄10年 3月26日 天気能　（御道中江之御飛脚（24日と同じ）、当月15日御国元罷立候御飛脚3人道中12日ニ而今日七半過到着申候、当月9日立之御関札打道中18日振ニ今日七時分到着）
1697年 5月17日 元禄10年 3月27日 天気よし
1697年 5月18日 元禄10年 3月28日 天気能　（今日道中矢吹迄例の通り御料理物等差上げ候）
1697年 5月19日 元禄10年 3月29日 天気能
1697年 5月20日 元禄10年 4月1日 晴　夜ニ入雨降　（御国許当月19日相立候御飛脚2人道中12日ふりニて今日9半時分到着）
1697年 5月21日 元禄10年 4月2日 天気能
1697年 5月22日 元禄10年 4月3日 天気能　（今日御道中江の御飛脚2人派遣、道中横手より3月25日相立候御飛脚2人横手より8日振り九半過到着）　　　下から続く　　　合257両3分丁銀14匁5分8厘）
1697年 5月23日 元禄10年 4月4日 天気能　　　下から続く　　　此の金238両3歩永220文（金1両に米2石7斗8合5夕5歳余・両替75匁）・金15両夫銭・灰吹銀301匁7分2厘立木?代（この金4両永23文・6分9厘）・　　　上に続く
1697年 5月24日 元禄10年 4月5日 晴天　（今朝六半過ぎ道中江之御飛脚2人派遣、御支配所年貢金を御勘定奉行平井・諸星様江今日持参：米647石2斗6升3合この灰吹銀17貫922匁7分1厘（1石に銀27匁）　　　上に続く
1697年 5月25日 元禄10年 4月6日 晴天　（今日御道中江の御飛脚2人派遣、今2日二本松御宿より相立候御飛脚同3日より4日振二而九過到着、去月28日山形御宿より相立候御飛脚29日より7日振ニ今日七時過到着）
1697年 5月26日 元禄10年 4月7日 晴天　（昨6日氏家より之御飛脚2日ふりニて今晩七時到着、今日四つ過御道中へ之御飛脚派遣、道中鍋掛御宿より去4日相立候御飛脚今日九時到着、石橋よりの御飛脚到着）
1697年 5月27日 元禄10年 4月8日 天気能　（黒塗りせんたん巻（せんだん巻）等を草下御宿まで持参、今日草下までの御飛脚派遣）
1697年 5月28日 元禄10年 4月9日 天気能　（草下より之御飛脚今朝七時分到着、殿様千寿（千住）より直ちに大久保加賀守様等を御廻り辰ノ下刻御着座・御祝儀の品が届いている）
1697年 5月29日 元禄10年 4月10日 曇　（御国許3月28日相立候御飛脚2人道中11日振之積ニ而今朝明七時到着）
1697年 5月30日 元禄10年 4月11日 天気能
1697年 5月31日 元禄10年 4月12日 天気能
1697年 6月1日 元禄10年 4月13日 晴天　（足軽目付等49人を御国江差下す）
1697年 6月2日 元禄10年 4月14日 晻
1697年 6月3日 元禄10年 4月15日 晴天
1697年 6月4日 元禄10年 4月16日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚3人今日より道中12日振申付相立申候、火消御役仰せ付けられ・火之見櫓江番人2人宛差置く）
1697年 6月5日 元禄10年 4月17日 晴天
1697年 6月6日 元禄10年 4月18日 晴
1697年 6月7日 元禄10年 4月19日 雨降
1697年 6月8日 元禄10年 4月20日 晴天　（御国元当月11日相立候御飛脚3人今晩五半過到着）
1697年 6月9日 元禄10年 4月21日 晴　暮時より雨降　（夕御膳過御囃子（三輪・高砂等）・仕舞（羽衣・源氏供養）・狂言（西行桜・芭蕉等）・八句連歌?（誓願寺・桜川等）・色々あるが大区分小区分すらわからない）
1697年 6月10日 元禄10年 4月22日 雨降
1697年 6月11日 元禄10年 4月23日 雨降　（今日参府之御祝儀3汁8菜・御客15人ほど）
1697年 6月12日 元禄10年 4月24日 天気能
1697年 6月13日 元禄10年 4月25日 小雨　（御国元当月15日相立候御飛脚2人今日迄道中11日振ニ今日七つ過到着）
1697年 6月14日 元禄10年 4月26日 天気能　（御国絵図の儀に付御書付3通御評定を4月25日受け取る）
1697年 6月15日 元禄10年 4月27日 　　（天気の記述なし）
1697年 6月16日 元禄10年 4月28日 曇
1697年 6月17日 元禄10年 4月29日 晴天
1697年 6月18日 元禄10年 4月30日 晴天
1697年 6月19日 元禄10年 5月1日 晴天　（家内の様付：大奥様・若殿様・御奥様・磐麻呂様・与一様・宋女様・主税様?）
1697年 6月20日 元禄10年 5月2日 晴　（今日八半過南本所で出火・殿様早速御出馬・早速火鎮）
1697年 6月21日 元禄10年 5月3日 曇
1697年 6月22日 元禄10年 5月4日 晴天　（今夜八時千寿（千住）之方ニ火事見える・火事太鼓打ち火消罷出候・その後有耶無耶引取る）
1697年 6月23日 元禄10年 5月5日 雨天　（火事かどうかの事件?、御国元先月24日相立候御飛脚3人道中12日振ニて今日九時過到着ス）
1697年 6月24日 元禄10年 5月6日 雨降
1697年 6月25日 元禄10年 5月7日 晴天
1697年 6月26日 元禄10年 5月8日 晴天
1697年 6月27日 元禄10年 5月9日 晴天　（今日御国元江之御飛脚都合11人今日差下し候）
1697年 6月28日 元禄10年 5月10日 天気よし　（先月晦日御国元相立候御飛脚2人道中今日まて11日振ニて今晩七時参着ス）
1697年 6月29日 元禄10年 5月11日 雨降
1697年 6月30日 元禄10年 5月12日 雨降

217 ページ



弘前藩庁日記（江戸）

1697年 7月1日 元禄10年 5月13日 天気曇
1697年 7月2日 元禄10年 5月14日 天気能
1697年 7月3日 元禄10年 5月15日 天気能
1697年 7月4日 元禄10年 5月16日 天気能　（御客あり2汁8菜）
1697年 7月5日 元禄10年 5月17日 天気吉　（京都5月7日相立候町飛脚同17日到着）
1697年 7月6日 元禄10年 5月18日 　　（天気の記述なし）
1697年 7月7日 元禄10年 5月19日 天気曇
1697年 7月8日 元禄10年 5月20日 天気曇　（今日御国元へ御飛脚3人差立申候・道中明日より12日振二申付候）
1697年 7月9日 元禄10年 5月21日 晴天　（何か祭・見物事あり：狂言番組等途中に菓子）
1697年 7月10日 元禄10年 5月22日 天気曇
1697年 7月11日 元禄10年 5月23日 天気曇
1697年 7月12日 元禄10年 5月24日 天気能
1697年 7月13日 元禄10年 5月25日 雨天　（御国元当月15日ニ相立候御飛脚4人今日九時到着仕候・御用金一箱と初きふり（胡瓜）の粕漬参候）
1697年 7月14日 元禄10年 5月26日 曇
1697年 7月15日 元禄10年 5月27日 雨天
1697年 7月16日 元禄10年 5月28日 雨天
1697年 7月17日 元禄10年 5月29日 　　（天気の記述なし）　（今朝御国元へ之御飛脚7人差立ル）
1697年 7月18日 元禄10年 6月1日 雨降
1697年 7月19日 元禄10年 6月2日 天気能
1697年 7月20日 元禄10年 6月3日 雨降
1697年 7月21日 元禄10年 6月4日 天気能
1697年 7月22日 元禄10年 6月5日 天気能
1697年 7月23日 元禄10年 6月6日 天気能　（申之中刻本所三目近所ニ火事・屋形様早速御出・塵芥を焼く煙だった）
1697年 7月24日 元禄10年 6月7日 天気能　（先月23日御国元相立候御飛脚両人道中14日振ニ而今日七時上着、渡辺某様・小野某様江熊胆1包宛遣わしている）
1697年 7月25日 元禄10年 6月8日 天気能
1697年 7月26日 元禄10年 6月9日 天気能
1697年 7月27日 元禄10年 6月10日 曇天　（先月29日御国元相立候御飛脚両人申之后刻上着）
1697年 7月28日 元禄10年 6月11日 天気能　（今夜五時過本所に火事・太鼓打ち早速御出馬・そのうち火鎮まり・半途より御帰り遊ばされる）
1697年 7月29日 元禄10年 6月12日 天気能
1697年 7月30日 元禄10年 6月13日 天気能　（井伊掃部様今日御大老仰付之）
1697年 7月31日 元禄10年 6月14日 天気能
1697年 8月1日 元禄10年 6月15日 晴天
1697年 8月2日 元禄10年 6月16日 晴天
1697年 8月3日 元禄10年 6月17日 晴　（吉良上野介様にも熊胆一包遣わす）
1697年 8月4日 元禄10年 6月18日 晴天
1697年 8月5日 元禄10年 6月19日 晴天　（先ごろ御拝借の御国江図並びに帳面を今日四時下御勘定所へ勝本藤左衛門・関治助持参上納仕り候……、申之中刻過少々地震）
1697年 8月6日 元禄10年 6月20日 晴天　（御国元当月9日相立候御飛脚4人午刻到着・初真瓜5つ粕漬同茄子9参り候）
1697年 8月7日 元禄10年 6月21日 晴天　（今朝御馬2疋御献上、御相撲の者弁慶と弥五郎両人を今日御国元江遣わされる）
1697年 8月8日 元禄10年 6月22日 晴天
1697年 8月9日 元禄10年 6月23日 晴天
1697年 8月10日 元禄10年 6月24日 晴天　（今日御国元江之御飛脚5人今日より道中12日振ニ申付相立之）
1697年 8月11日 元禄10年 6月25日 曇天
1697年 8月12日 元禄10年 6月26日 晴天
1697年 8月13日 元禄10年 6月27日 　　（天気の記述なし）
1697年 8月14日 元禄10年 6月28日 天気能　（今日御国元へ之御飛脚3人道中今日より12日振ニ申付差立之）
1697年 8月15日 元禄10年 6月29日 晴
1697年 8月16日 元禄10年 6月30日 晴天　（御米900石積舟1艘鼻金?迄着岸候由申来）
1697年 8月17日 元禄10年 7月1日 晴天　　　下から続く　　　生類に傷付或損さし候者仕置の事、御国江もこの写を差下す）
1697年 8月18日 元禄10年 7月2日 天気能　　（御大目付様方よりの回状：この度新金にて2朱判出来・1分判の半分、大判小判1分判は勿論これまで通り、逆罪之者仕置（死罪）の事・付火致し候者仕置之事・　　　上に続く
1697年 8月19日 元禄10年 7月3日 雨天　（津軽将監の御暇願が認められる・與力6人にも暇）
1697年 8月20日 元禄10年 7月4日 晴天　（今日八半時本所石原ニ而火事・消鐘あり出馬なし）
1697年 8月21日 元禄10年 7月5日 晴天　（御国元6月23日相立候御飛脚4人今日八時到着仕候、津梁院で御施餓鬼・御施餓鬼料先年は50両宛遣わされ候得共不作以後御減少に付当年は30両）
1697年 8月22日 元禄10年 7月6日 晴天
1697年 8月23日 元禄10年 7月7日 晴天
1697年 8月24日 元禄10年 7月8日 晴天
1697年 8月25日 元禄10年 7月9日 雨天
1697年 8月26日 元禄10年 7月10日 雨天　（御国元へ之御飛脚5人道中今日より12日振ニ申付今朝差立之、御国元先月29日相立候御飛脚4人道中12日振にて今日八時到着・御小納戸御用金200両参り候）
1697年 8月27日 元禄10年 7月11日 晴天
1697年 8月28日 元禄10年 7月12日 曇
1697年 8月29日 元禄10年 7月13日 曇
1697年 8月30日 元禄10年 7月14日 曇
1697年 8月31日 元禄10年 7月15日 晴天　（清昌院様今晩御逝去）
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1697年 9月1日 元禄10年 7月16日 曇　（御国元江御飛脚相立候・3人道中明17日より10日振ニ下着仕り候様ニと申付今日未刻相立之、鳴物等3日の内停止）
1697年 9月2日 元禄10年 7月17日 晴天
1697年 9月3日 元禄10年 7月18日 晴天
1697年 9月4日 元禄10年 7月19日 曇　（御国許当月9日相立候御飛脚之者両人道中11日振ニ而今日九つ半過到着候・初米2箱その他到着）
1697年 9月5日 元禄10年 7月20日 晴天
1697年 9月6日 元禄10年 7月21日 晴天
1697年 9月7日 元禄10年 7月22日 曇
1697年 9月8日 元禄10年 7月23日 晴天
1697年 9月9日 元禄10年 7月24日 晴天
1697年 9月10日 元禄10年 7月25日 晴天
1697年 9月11日 元禄10年 7月26日 晴天　（柳沢出羽守様今日2万石の御加増）
1697年 9月12日 元禄10年 7月27日 曇
1697年 9月13日 元禄10年 7月28日 晴天
1697年 9月14日 元禄10年 7月29日 雨天　（昨夜九ツ過ぎ出火・留沢町?で表口5軒程焼失、今日御国元江之御飛脚4人今朝未明ニ罷立道中今日より11日振申付差立之）
1697年 9月15日 元禄10年 8月1日 晴天
1697年 9月16日 元禄10年 8月2日 天気能　（今晩八過江戸ニ而出火・御火消一番手ばかり罷出候）
1697年 9月17日 元禄10年 8月3日 天気能　（品川に3艘入津（御米922石5斗と籾80俵・御米830石・御材木（長さ）3間（太さ）1尺角23本等と柾木1798丁）、7月21日御国元相立候御飛脚2人今日九時前到着候）
1697年 9月18日 元禄10年 8月4日 雨降
1697年 9月19日 元禄10年 8月5日 雨天　風吹　（今日大風雨ニ而御屋形屋根等に被害）
1697年 9月20日 元禄10年 8月6日 雨降　（昨夜四つ半時分江戸佐久間町で出火・松平某屋敷の一部が焼失）
1697年 9月21日 元禄10年 8月7日 天気能　（7月24日御国元相立候御飛脚今日七過到着・不明日に飛内村長七を打殺した小杉野村?弥蔵を解死人に・死罪の節は長七の親類を差置見せ申し候よう申付けられる）
1697年 9月22日 元禄10年 8月8日 晴天　（御公儀御仕置除日に関する諸星某（元黒石領で天領になった飛内村等を担当する代官?）の通知：朔日・7日・8日・15日・16日・17日・19日・20日・23日・24日・28日・29日）
1697年 9月23日 元禄10年 8月9日 天気能
1697年 9月24日 元禄10年 8月10日 天気能　（昨夜八時分浅草聖天町で出火・表口10間裏行2間焼失・類火3軒焼失・この方の御人数も罷出・殿様御出遊ばされず、御国元29日相立候御飛脚今晩六時分到着）
1697年 9月25日 元禄10年 8月11日 天気能
1697年 9月26日 元禄10年 8月12日 雨天
1697年 9月27日 元禄10年 8月13日 天気能
1697年 9月28日 元禄10年 8月14日 天気能　（650石積の御材木船が品川ニ入津）
1697年 9月29日 元禄10年 8月15日 晴天　（6月9日14日15日の浪風強く1700俵荷打ち1360俵を守り残りの濡れ米を積んで筑前船が今朝品川着）
1697年 9月30日 元禄10年 8月16日 晴天
1697年 10月1日 元禄10年 8月17日 晴天　（御材木船が（荷打ちの上）一部だけ積んで品川に届いている、3艘（御米670石・同752石4斗と籾30俵・御材木船）無事品川着岸、当月7日御国元相立候御飛脚3人今日暮過到着）
1697年 10月2日 元禄10年 8月18日 雨天
1697年 10月3日 元禄10年 8月19日 雨天
1697年 10月4日 元禄10年 8月20日 雨天
1697年 10月5日 元禄10年 8月21日 天気
1697年 10月6日 元禄10年 8月22日 晴天
1697年 10月7日 元禄10年 8月23日 雨天　（江戸には当御屋敷・御中屋敷・濱手御屋敷・小石川御屋敷の4ヶ所があるらしい）
1697年 10月8日 元禄10年 8月24日 天気好　（江戸道中御荷物駄賃定：夏道（3月より9月迄）馬１疋の駄賃銀７４匁4分5厘・冬道（10月より2月迄）同97匁3分5厘に1割増・1駄分は30貫目）
1697年 10月9日 元禄10年 8月25日 晴
1697年 10月10日 元禄10年 8月26日 晴天
1697年 10月11日 元禄10年 8月27日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚5人相立申候道中今日より12日ふりニ申付之）
1697年 10月12日 元禄10年 8月28日 晴　（御国元当月17日相立候御飛脚3人今日七半時ニ到着仕候）
1697年 10月13日 元禄10年 8月29日 曇天
1697年 10月14日 元禄10年 8月30日 天気能　（記述はあるが最後の部分ぼろぼろで欠損）
1697年 10月15日 元禄10年 9月1日 天気吉
1697年 10月16日 元禄10年 9月2日 天気吉
1697年 10月17日 元禄10年 9月3日 晴天
1697年 10月18日 元禄10年 9月4日 晴天
1697年 10月19日 元禄10年 9月5日 晴天
1697年 10月20日 元禄10年 9月6日 　　（天気の記述なし）
1697年 10月21日 元禄10年 9月7日 天気能　（神尾豊前守様ニ而御在所の赫土（赭土とも書く）御用の由・30貫目遣わすようにする、御国元8月26日相立候御飛脚両人今日七時過到着致候）
1697年 10月22日 元禄10年 9月8日 天気能　（御支配所（天領の分）で7月末より殊の外寒罷成青立御座候の報あり・4ヶ村百姓46人之内18・9人御検見願申候・事情は分かったが今少し見合わせるよう申付けた）
1697年 10月23日 元禄10年 9月9日 天気能
1697年 10月24日 元禄10年 9月10日 天気能
1697年 10月25日 元禄10年 9月11日 雨天
1697年 10月26日 元禄10年 9月12日 天気能　（小石川御下屋敷竹垣の内に子犬2疋捨てられている･犬医者に預ける・10ページにわたり事情を書いてある）
1697年 10月27日 元禄10年 9月13日 天気曇　（先月26日弥蔵（8月7日に記事あり）に死罪を申付けた・夜分飛脚到着）
1697年 10月28日 元禄10年 9月14日 晴
1697年 10月29日 元禄10年 9月15日 雨天
1697年 10月30日 元禄10年 9月16日 雨天
1697年 10月31日 元禄10年 9月17日 晴天
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1697年 11月1日 元禄10年 9月18日 天気能　（今晩御客様・御料理2汁7菜）
1697年 11月2日 元禄10年 9月19日 天気能　（何かの祭礼見物・大仕事、御国元当月6日相立候御飛脚今晩五前到着）
1697年 11月3日 元禄10年 9月20日 天気能
1697年 11月4日 元禄10年 9月21日 天気吉
1697年 11月5日 元禄10年 9月22日 晴天　（8月7日記述の殺人事件は4月朔日・8月26日巳ノ中刻死罪・斬罪獄門）
1697年 11月6日 元禄10年 9月23日 天気能
1697年 11月7日 元禄10年 9月24日 晴天　（今日七時前地震仕・御機嫌伺に与一様御出で）
1697年 11月8日 元禄10年 9月25日 天気能
1697年 11月9日 元禄10年 9月26日 晴天　（小石川御屋敷にある捨て犬に番人を仰せ付けられず（多分屋敷の番人が）難儀と申し立てる・御飛脚に参り候御足軽の内にて2人に申しつける）
1697年 11月10日 元禄10年 9月27日 天気能　（小石川御屋敷の小犬2疋之内1疋殞）
1697年 11月11日 元禄10年 9月28日 晴天
1697年 11月12日 元禄10年 9月29日 天気吉
1697年 11月13日 元禄10年 9月30日 　　（天気の記述なし）
1697年 11月14日 元禄10年 10月1日 天気能　（昨晦日の夜出火・小伝馬町三丁目少し焼ける、9月19日御国元相立候御飛脚夜五時到着）
1697年 11月15日 元禄10年 10月2日 晴天
1697年 11月16日 元禄10年 10月3日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚3人道中今日より14日振ニ申付差立ル）
1697年 11月17日 元禄10年 10月4日 天気能　（今日八つ過ぎ亀井党（亀戸）筋に火が見える・担当外、小野次郎右衛門様が昨3日駿河より御帰之由御祝を送る）
1697年 11月18日 元禄10年 10月5日 晴天　（昨夜御茶之水正平町（昌平町?）出火・3軒焼失・消火が動いていないのは担当外?）
1697年 11月19日 元禄10年 10月6日 晴天
1697年 11月20日 元禄10年 10月7日 天気能　（小石川屋敷の（残った）子犬少々相煩う・医者を呼んだり報告したり、今日七半過余程強キ地震仕候而御屋形廻天水こほ連（こぼれ）申候ニ付阿部豊後守様へご機嫌伺い）
1697年 11月21日 元禄10年 10月8日 天気能
1697年 11月22日 元禄10年 10月9日 天気能　（酒の運上（酒の値段を5割増し?）に関する記事あり、今日七つ前本所深川に煙相見え太鼓打つ・早速鎮まり人数出さず）
1697年 11月23日 元禄10年 10月10日 天気能　（小石川御屋敷の小犬今朝損申し候）
1697年 11月24日 元禄10年 10月11日 天気能　（御膳以後表御座之間で仕舞）
1697年 11月25日 元禄10年 10月12日 天気能　（今日九つ半過地震有之・御屋形廻天水余程こほ連（こぼれ）申し候・屋形様が御老中様にご機嫌伺い、御国元先月23日相立候御荷物（三馬屋梨子150等）今日九つ半時下着）　　　
1697年 11月26日 元禄10年 10月13日 天気能　（一流金丹（一粒金丹と後に出てくるものと同様?とすれば一粒はいちりゅう又はひとりゅうと読むことになる）の製法の伝授の歴史が書いてある）
1697年 11月27日 元禄10年 10月14日 晴天
1697年 11月28日 元禄10年 10月15日 天気能　
1697年 11月29日 元禄10年 10月16日 天気能　（小石川御屋敷長屋之縁の下に犬・小4疋生む）
1697年 11月30日 元禄10年 10月17日 天晴　少風立　（今日江戸丸山筋より出火・八半少前より夜七つ時分迄焼失・老中様方?へご機嫌伺い）
1697年 12月1日 元禄10年 10月18日 晴天
1697年 12月2日 元禄10年 10月19日 天気能
1697年 12月3日 元禄10年 10月20日 天気能
1697年 12月4日 元禄10年 10月21日 晴天　（御客様・御料理3汁8菜・仕舞）
1697年 12月5日 元禄10年 10月22日 曇天　（御客様・2汁7菜・御役者などを呼んでいる）
1697年 12月6日 元禄10年 10月23日 晴天　（御国元当月11日罷立候御飛脚今晩七つ過到着）　
1697年 12月7日 元禄10年 10月24日 曇
1697年 12月8日 元禄10年 10月25日 天気能　（大湯彦八の家来2人が昨夜討死（片方が寝ていたので恨み?））
1697年 12月9日 元禄10年 10月26日 雨降　（御老中様方等に鮭を贈っている）
1697年 12月10日 元禄10年 10月27日 晴天
1697年 12月11日 元禄10年 10月28日 　　（天気の記述なし）　（今晩御国元へ之御飛脚3人道中明29日より14日振ニ申付之）
1697年 12月12日 元禄10年 10月29日 天気能
1697年 12月13日 元禄10年 11月1日 晴
1697年 12月14日 元禄10年 11月2日 晴天　（御徒小頭行方不明）
1697年 12月15日 元禄10年 11月3日 晴天　（小野次郎右衛門に売る柾値段：1両に（柾）26丁かえ・正木300丁代が金11両2歩2匁3分（白銀ニ〆16枚ト4匁3分・500丁の分もある）
1697年 12月16日 元禄10年 11月4日 晴天
1697年 12月17日 元禄10年 11月5日 晴天
1697年 12月18日 元禄10年 11月6日 晴天
1697年 12月19日 元禄10年 11月7日 晴天　（昨晩八時分本石町三丁目より出火・多分担当外）
1697年 12月20日 元禄10年 11月8日 晴天
1697年 12月21日 元禄10年 11月9日 晴天
1697年 12月22日 元禄10年 11月10日 晴天
1697年 12月23日 元禄10年 11月11日 晴天　（今晩御客様・仕舞・2汁7菜）
1697年 12月24日 元禄10年 11月12日 曇　（昨夜御国元江之御飛脚3人道中今日より12日振ニ申付相立之）
1697年 12月25日 元禄10年 11月13日 晴天
1697年 12月26日 元禄10年 11月14日 晴天
1697年 12月27日 元禄10年 11月15日 雨天　（屋形様本所御屋敷拝領）
1697年 12月28日 元禄10年 11月16日 晴天　（御国元当月朔日相立候御飛脚3人道中16日振ニ而今晩五つ時到着）　
1697年 12月29日 元禄10年 11月17日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中明18日より14日振ニ申付相立之、松浦鎮信様と相撲力士の送受などをしているのかな?）
1697年 12月30日 元禄10年 11月18日 晴天
1697年 12月31日 元禄10年 11月19日 晴天　（小石川御屋敷罷有候子犬4疋親犬1疋都合5疋に扶持米遣わすようにする）
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1698年 1月1日 元禄10年 11月20日 晴天
1698年 1月2日 元禄10年 11月21日 晴天　（今晩御客様・御料理2汁7菜）
1698年 1月3日 元禄10年 11月22日 晴天　（今日四つ半時分石原御蔵屋敷萩原某家より出火・類焼とも2軒焼失・御人数とともに屋形様御出馬）
1698年 1月4日 元禄10年 11月23日 晴天　（今日御見物物（狂言：だんじり（濁点がついている）踊等）・御料理2汁5菜）
1698年 1月5日 元禄10年 11月24日 晴　寒ニ入　（切支丹改之帳書付を大久保某・稲葉某に差し出す）
1698年 1月6日 元禄10年 11月25日 晴
1698年 1月7日 元禄10年 11月26日 晴天
1698年 1月8日 元禄10年 11月27日 晴天
1698年 1月9日 元禄10年 11月28日 晴天
1698年 1月10日 元禄10年 11月29日 晴天　（御国許当月13日相立候御飛脚今晩五半過到着）　
1698年 1月11日 元禄10年 11月30日 晴天
1698年 1月12日 元禄10年 12月1日 晴天　（屋形様御登城のところ従弟伊奈某が朔日遠島・御目見せず下城、火の見太鼓を打たないなど色々）
1698年 1月13日 元禄10年 12月2日 晻　（今日御国元へ之御飛脚両人道中今日より13日振ニ申付相立之）
1698年 1月14日 元禄10年 12月3日 晴天
1698年 1月15日 元禄10年 12月4日 天気能
1698年 1月16日 元禄10年 12月5日 晴天
1698年 1月17日 元禄10年 12月6日 晴天　（今日午后刻本所報恩寺前で出火・屋形様にも早速御出馬）
1698年 1月18日 元禄10年 12月7日 晴天
1698年 1月19日 元禄10年 12月8日 晴天
1698年 1月20日 元禄10年 12月9日 雪降　（今日御国元江御飛脚両人道中明10日より道中14日振ニ申付相立之）
1698年 1月21日 元禄10年 12月10日 雨降
1698年 1月22日 元禄10年 12月11日 昨夜中より今朝迄雪二寸程降
1698年 1月23日 元禄10年 12月12日 晴天
1698年 1月24日 元禄10年 12月13日 晴天　（先月21日御国元相立候御献上鱈等が届く）
1698年 1月25日 元禄10年 12月14日 曇　雪少宛降
1698年 1月26日 元禄10年 12月15日 雪降　（御上納金2800両今日後藤方江包ニ遣わされ候付?、御国元当月晦日相立候御飛脚3人道中16日振ニて今日巳之刻到着）　
1698年 1月27日 元禄10年 12月16日 晴天
1698年 1月28日 元禄10年 12月17日 天気能
1698年 1月29日 元禄10年 12月18日 晴天
1698年 1月30日 元禄10年 12月19日 晴天
1698年 1月31日 元禄10年 12月20日 晴天
1698年 2月1日 元禄10年 12月21日 雨降
1698年 2月2日 元禄10年 12月22日 晴天
1698年 2月3日 元禄10年 12月23日 晴天
1698年 2月4日 元禄10年 12月24日 曇
1698年 2月5日 元禄10年 12月25日 晴天
1698年 2月6日 元禄10年 12月26日 晴天　（15日に書いてある御金の上納の受領書あり）
1698年 2月7日 元禄10年 12月27日 天気好
1698年 2月8日 元禄10年 12月28日 晴天　（まだ御目見御遠慮なのだ、御国元当月11日相立候御飛脚道中18日振ニて今暮六半時到着・御小納戸御用金参候）　
1698年 2月9日 元禄10年 12月29日 雪天　（今日御国元へ御飛脚3人道中道中15日振ニ申付差立之）
1698年 2月10日 元禄10年 12月30日 晴天　（御屋形様の御目見遠慮が許される）
1698年 2月11日 元禄11年正月1日 天気能
1698年 2月12日 元禄11年正月2日 天気能
1698年 2月13日 元禄11年正月3日 陰晴　（今日例年の如く御年始之御飛脚諸手足軽2人御国元へ今日より15日振ニ申付相立之、今晩酉の刻御謡初）
1698年 2月14日 元禄11年正月4日 晴天
1698年 2月15日 元禄11年正月5日 晴天
1698年 2月16日 元禄11年正月6日 曇
1698年 2月17日 元禄11年正月7日 晴天
1698年 2月18日 元禄11年正月8日 曇
1698年 2月19日 元禄11年正月9日 曇
1698年 2月20日 元禄11年正月10日 晴天　（御国元古切支丹類族生死御改御証文を小幡某様・前田安芸守様へ勝本某（御留守居役?のはず）が持参）
1698年 2月21日 元禄11年正月11日 晴天　（御具足の御祝儀、交代（御国下がり）のための人選が始まっている?）
1698年 2月22日 元禄11年正月12日 晴天　（御国元先月24日相立候御飛脚4人道中今日午之刻到着、年始御祝儀今日御一門様方御振舞・御料理3汁8菜・座席準など色々準備している）
1698年 2月23日 元禄11年正月13日 晴天　（今晩御国元江之御飛脚之者2人道中今日より16日振ニ申付相立之）
1698年 2月24日 元禄11年正月14日 晴天　（御国元去12月28日相立候御飛脚3人道中14日振ニ仰せ付けられ候得共雪深遅成候由ニ而今日迄17日振ニて八半過到着）
1698年 2月25日 元禄11年正月15日 雨天
1698年 2月26日 元禄11年正月16日 晴天
1698年 2月27日 元禄11年正月17日 晴天　（当月3日御国相立候御飛脚4人道中14日振二而今朝到着・吉例之通御金200両参候）
1698年 2月28日 元禄11年正月18日 曇
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1698年 3月1日 元禄11年正月19日 昨夜より今日迄雪降
1698年 3月2日 元禄11年正月20日 晴天
1698年 3月3日 元禄11年正月21日 曇
1698年 3月4日 元禄11年正月22日 晴天
1698年 3月5日 元禄11年正月23日 晴天
1698年 3月6日 元禄11年正月24日 晴天
1698年 3月7日 元禄11年正月25日 天気能　昼より雨降
1698年 3月8日 元禄11年正月26日 晴天
1698年 3月9日 元禄11年正月27日 曇
1698年 3月10日 元禄11年正月28日 風雨
1698年 3月11日 元禄11年正月29日 晴天
1698年 3月12日 元禄11年 2月1日 晴天
1698年 3月13日 元禄11年 2月2日 晴天　（（江戸の?）両替商26人の名が出ている）
1698年 3月14日 元禄11年 2月3日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚両人差立之）
1698年 3月15日 元禄11年 2月4日 天気能
1698年 3月16日 元禄11年 2月5日 曇　（今日出火・松平薩摩守様御普請小屋ニ候ハハ人数入れ申さず扣罷有候（控え罷りあり候））
1698年 3月17日 元禄11年 2月6日 雨天　（正月21日御国元相立候御飛脚3人今日八時到着）
1698年 3月18日 元禄11年 2月7日 雨天
1698年 3月19日 元禄11年 2月8日 雨天
1698年 3月20日 元禄11年 2月9日 天気曇
1698年 3月21日 元禄11年 2月10日 天気能
1698年 3月22日 元禄11年 2月11日 天気能　（京都先月22日相立候飛脚今日到着）
1698年 3月23日 元禄11年 2月12日 天気能
1698年 3月24日 元禄11年 2月13日 天気能
1698年 3月25日 元禄11年 2月14日 天気能　（今晩仕舞仰せ付けられる）
1698年 3月26日 元禄11年 2月15日 天気能
1698年 3月27日 元禄11年 2月16日 曇　（今朝御国元へ之御飛脚両人道中13日振り二申付相立之）
1698年 3月28日 元禄11年 2月17日 晻
1698年 3月29日 元禄11年 2月18日 曇
1698年 3月30日 元禄11年 2月19日 晻
1698年 3月31日 元禄11年 2月20日 曇　（今朝御国元江之御飛脚3人差立ル）
1698年 4月1日 元禄11年 2月21日 雨天
1698年 4月2日 元禄11年 2月22日 天気曇
1698年 4月3日 元禄11年 2月23日 天気曇　（御国元当月10日相立候御飛脚道中14日振ニて今日八過ニ到着）
1698年 4月4日 元禄11年 2月24日 雨天
1698年 4月5日 元禄11年 2月25日 天気曇　（屋形様御遠慮明日八時迄?：分らん）
1698年 4月6日 元禄11年 2月26日 晴天
1698年 4月7日 元禄11年 2月27日 天気能　（今朝御国元江之御飛脚両人差立ル、昨夜子ノ刻深川大嶋町出火・御人数早速罷出消し申候・屋形様は病気で出ない）
1698年 4月8日 元禄11年 2月28日 天気能　（今日登城の節大石郷右衛門の父無人・郷右衛門弟三平を三ノ間で御目見：どちらも「忠臣蔵」関係者）
1698年 4月9日 元禄11年 2月29日 雨降
1698年 4月10日 元禄11年　　2月30日天気吉
1698年 4月11日 元禄11年 3月1日 晴天
1698年 4月12日 元禄11年 3月2日 晴天
1698年 4月13日 元禄11年 3月3日 晴天
1698年 4月14日 元禄11年 3月4日 雨天
1698年 4月15日 元禄11年 3月5日 曇
1698年 4月16日 元禄11年 3月6日 強風
1698年 4月17日 元禄11年 3月7日 天気能
1698年 4月18日 元禄11年 3月8日 晴天　（御国元2月26日相立候御飛脚今日四時過到着）
1698年 4月19日 元禄11年 3月9日 晴天　（今晩七過佐久間町出火・担当外?）
1698年 4月20日 元禄11年 3月10日 天気能　（今日御国元江之御飛脚4人道中13日振二申付相立之）
1698年 4月21日 元禄11年 3月11日 曇 
1698年 4月22日 元禄11年 3月12日 雨天
1698年 4月23日 元禄11年 3月13日 　　（天気の記述なし）
1698年 4月24日 元禄11年 3月14日 天気能
1698年 4月25日 元禄11年 3月15日 晴天
1698年 4月26日 元禄11年 3月16日 曇　（（多分江戸についた）5艘の船見分（780石から980石まで計4260石））
1698年 4月27日 元禄11年 3月17日 風吹
1698年 4月28日 元禄11年 3月18日 天気能
1698年 4月29日 元禄11年 3月19日 雨降　（岩田半次郎方江盗ニ入候五介と申者来ル26日成敗仕るべく候・尤もためし（試し切り）候ようにと仰せ出される）
1698年 4月30日 元禄11年 3月20日 雨天
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1698年 5月1日 元禄11年 3月21日 雨天
1698年 5月2日 元禄11年 3月22日 天気能
1698年 5月3日 元禄11年 3月23日 雨降　（御国元江之御飛脚4人今日より道中12日振二申付相立之）
1698年 5月4日 元禄11年 3月24日 天気能
1698年 5月5日 元禄11年 3月25日 天気能　（岩田家に盗みに入った五助を明朝七時小塚原へ遣わし候）　　　下から続く　　　（浪人）・弁当の内容あり・様物（ためし物と読むらしい）刀2・脇差1・長刀3・それぞれ感想あり）
1698年 5月6日 元禄11年 3月26日 天気能　（当正月11日の夜四時岩田半次郎長屋南の方より忍び入り夜着を盗み取ったと白状の五介を小塚原で斬罪・検使御目付大久保某（旗本）その他・切手松本某　　　上に続く
1698年 5月7日 元禄11年 3月27日 雨降
1698年 5月8日 元禄11年 3月28日 天気能　（御客様・御囃子（西行桜・海女等））
1698年 5月9日 元禄11年 3月29日 曇
1698年 5月10日 元禄11年 4月1日 晴天　（申中刻亀井堂（亀戸?）之先に当火事・一番手罷出るも遠方で亀井堂から引き返す）
1698年 5月11日 元禄11年 4月2日 晴天
1698年 5月12日 元禄11年 4月3日 晴天　申中刻地震
1698年 5月13日 元禄11年 4月4日 晴天
1698年 5月14日 元禄11年 4月5日 晴天
1698年 5月15日 元禄11年 4月6日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚2人今日より道中12日振二申付相立之）
1698年 5月16日 元禄11年 4月7日 雨降
1698年 5月17日 元禄11年 4月8日 晴天
1698年 5月18日 元禄11年 4月9日 晴天　申地震　（諸星内蔵介様へ御支配所御物成金持参・上納、津軽郡4ヶ村の昨年の年貢米664石9斗余此の金269両永（多分永楽通宝）7文・小物成等合わせて288両永30文）
1698年 5月19日 元禄11年 4月10日 曇
1698年 5月20日 元禄11年 4月11日 雨天　巳之刻地震　（御国元先月29日相立候御飛脚道中12日振ニて今晩五半時3人上着）
1698年 5月21日 元禄11年 4月12日 曇
1698年 5月22日 元禄11年 4月13日 晴天
1698年 5月23日 元禄11年 4月14日 晴天
1698年 5月24日 元禄11年 4月15日 晴天　（今晩より火之見櫓仕廻候而火之見番之足軽共引取らせる）
1698年 5月25日 元禄11年 4月16日 晴天　（今日御国元へ之御飛脚2人道中9日振ニ申付相立之）
1698年 5月26日 元禄11年 4月17日 晴天
1698年 5月27日 元禄11年 4月18日 晴天
1698年 5月28日 元禄11年 4月19日 曇
1698年 5月29日 元禄11年 4月20日 晴天
1698年 5月30日 元禄11年 4月21日 晴天
1698年 5月31日 元禄11年 4月22日 晴天　（御国元当月11日相立候御飛脚道中12日振ニ而今朝五半時上着）
1698年 6月1日 元禄11年 4月23日 天気好　（今晩御客様（小野次郎右衛門様など）・御料理2汁7菜）
1698年 6月2日 元禄11年 4月24日 晴天
1698年 6月3日 元禄11年 4月25日 晴天
1698年 6月4日 元禄11年 4月26日 晴天
1698年 6月5日 元禄11年 4月27日 雨降　（どなたかの13回忌の法要を津梁院で行っている）
1698年 6月6日 元禄11年 4月28日 曇　（今晩御出入之町人共17人へ御料理下されている）
1698年 6月7日 元禄11年 4月29日 雨天
1698年 6月8日 元禄11年 5月1日 雨天
1698年 6月9日 元禄11年 5月2日 晻
1698年 6月10日 元禄11年 5月3日 曇天　（先月18日御国元相立候当寅ノ年御留守勤之面々63人が今日到着）
1698年 6月11日 元禄11年 5月4日 晴天
1698年 6月12日 元禄11年 5月5日 晴天　（当寅年江戸詰仕候面々 50人4月18日ニ御国元罷り今日八時到着、御国元4月24日相立候御飛脚3人今日7時過到着）
1698年 6月13日 元禄11年 5月6日 曇　（今日御国許江之御飛脚3人道中今日より11日振ニ申付相立候）
1698年 6月14日 元禄11年 5月7日 曇天
1698年 6月15日 元禄11年 5月8日 天気能　申中刻暫大雨　（熊胆の無心（戸田山城守様：老中?）に応じている、小野介九郎様（小野次郎右衛門の子?）へ熊胆一つ遣わしている）
1698年 6月16日 元禄11年 5月9日 天気能　（御発駕日限来ル28日と仰せ出される）
1698年 6月17日 元禄11年 5月10日 曇
1698年 6月18日 元禄11年 5月11日 雨天
1698年 6月19日 元禄11年 5月12日 雨天　（先月29日御国元相立候御飛脚2人道中今日迄13日振二而今日四過到着之）
1698年 6月20日 元禄11年 5月13日 晴天　（今朝未明御国許江之御飛脚両人相立申候）
1698年 6月21日 元禄11年 5月14日 晴天　（道中の御祝・御昼場所あり、今晩御客様・2汁7菜）
1698年 6月22日 元禄11年 5月15日 雨降　（今日四過御国元江之御飛脚両人今日より道中11日ふりニ申付差立之、大津御蔵屋敷詰の家中は敦賀御廻米有之節ハ敦賀江も罷越諸事見積り能様ニ……）
1698年 6月23日 元禄11年 5月16日 雨天　（贈り物：熊胆3人・舎利1包など）
1698年 6月24日 元禄11年 5月17日 晻
1698年 6月25日 元禄11年 5月18日 雨天　（今日関札役等発足）
1698年 6月26日 元禄11年 5月19日 雨天
1698年 6月27日 元禄11年 5月20日 雨天
1698年 6月28日 元禄11年 5月21日 雨天　（今晩御囃子（高砂・芭蕉等）狂言（多からの槌・雁ぬす人?等））
1698年 6月29日 元禄11年 5月22日 雨天
1698年 6月30日 元禄11年 5月23日 雨天　（当月10日御国元相立候御飛脚3人道中14日振二て今日七時到着）
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1698年 7月1日 元禄11年 5月24日 晴
1698年 7月2日 元禄11年 5月25日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚両人道中今日より11日ふりニ申付相立之）
1698年 7月3日 元禄11年 5月26日 雨天　（馬の飼料代金52両ほどをこの4年間で返していないらしい）
1698年 7月4日 元禄11年 5月27日 天気能　　　下から続く　　　道中11日振二申付相立之、今日八時過御道中粕壁御宿迄御機嫌伺之御飛脚1人相立之）
1698年 7月5日 元禄11年 5月28日 雨降　（今日御発駕ニ付御料理を去年之通2汁5菜ニ伺い奉り候処・不作之節ハ格別・……今年より2汁7菜にと仰せ出される、今日御発駕遊ばされる段御国元江御飛脚今日より　　　上に続く
1698年 7月6日 元禄11年 5月29日 晴　（今日鍋懸の御宿まで御料理物（鮎鮨・茄子等）差上候付飛脚相立之）
1698年 7月7日 元禄11年 5月30日 天気能　（八重姫君様御入與の御祝儀を公儀が指定している・公方様御台様三丸様江10万石以上5万石以上1万石以上に分けて、この内容を山形迄の御飛脚2人今日九過相立申し候）
1698年 7月8日 元禄11年 6月1日 曇
1698年 7月9日 元禄11年 6月2日 晴天
1698年 7月10日 元禄11年 6月3日 曇　（御道中秋田領湊迄之御飛脚2人道中今日より10日振二申付相立之）　　　下から続く　　　薩摩守様大阪御屋敷に着岸……、当月朔日御道中鍋懸より罷立候御飛脚今日四時到着）
1698年 7月11日 元禄11年 6月4日 曇　（御国青森之船頭共6人が薩摩国へ漂流仕候訳京都役人雨森某方より申越候：2月12日申ノ刻大隅国内之浦江漂着・3月4日鹿児島へ参着・4月9日鹿児島出船・5月13日　　　上に続く
1698年 7月12日 元禄11年 6月5日 曇　（御国青森之船頭等足軽1人差添飛脚並之路銀下され御国元へ差下之、昨夜八時過左内町より出火・夫より青物町○町四日市まで焼抜け2町余焼失、御道中綴子迄之御飛脚相立之）
1698年 7月13日 元禄11年 6月6日 曇
1698年 7月14日 元禄11年 6月7日 少風　（御国元先月21日罷立候御飛脚両人御道中本宮御宿ニて御用状差上げ夫より当月3日本宮罷立候由ニて今日申之刻到着）
1698年 7月15日 元禄11年 6月8日 晴天
1698年 7月16日 元禄11年 6月9日 少風　但七つ時分より大雨降
1698年 7月17日 元禄11年 6月10日 少雨　（津軽宋女様が御出で遊ばされ昨日ハ強雷仕候付大奥様御機嫌伺い）
1698年 7月18日 元禄11年 6月11日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚両人道中10日降ニ申付相立之）
1698年 7月19日 元禄11年 6月12日 晴天　（当月6日御道中山形御宿より参候御飛脚昨夜四時到着）
1698年 7月20日 元禄11年 6月13日 晴天
1698年 7月21日 元禄11年 6月14日 晴
1698年 7月22日 元禄11年 6月15日 　　（天気の記述なし）
1698年 7月23日 元禄11年 6月16日 晴天　（今日御国元江之御飛脚2人今日より道中9日降ニ申付相立之）
1698年 7月24日 元禄11年 6月17日 晴天
1698年 7月25日 元禄11年 6月18日 晴天
1698年 7月26日 元禄11年 6月19日 晴天
1698年 7月27日 元禄11年 6月20日 晴天
1698年 7月28日 元禄11年 6月21日 晴天
1698年 7月29日 元禄11年 6月22日 晴天　（今日御国元江之御飛脚2人今日より道中11日降ニ申付相立之）
1698年 7月30日 元禄11年 6月23日 晴天
1698年 7月31日 元禄11年 6月24日 曇　（当月15日御道中羽州綴子御一宿より之御飛脚2人道中10日振ニて未之中刻到着）
1698年 8月1日 元禄11年 6月25日 晴天　（御国元江之御飛脚2人明日より道中10日ふりニ申付相立之）
1698年 8月2日 元禄11年 6月26日 晴天
1698年 8月3日 元禄11年 6月27日 晴天　（当月16日御国元相立候御飛脚2人今日申后刻到着・屋形様去ル16日御着城）
1698年 8月4日 元禄11年 6月28日 晴天
1698年 8月5日 元禄11年 6月29日 晴天
1698年 8月6日 元禄11年 7月1日 晴天
1698年 8月7日 元禄11年 7月2日 晴天　（先月20日御国元相立候御飛脚3人道中12日振二而今日到着）
1698年 8月8日 元禄11年 7月3日 晴天　（御国元へ御飛脚2人明日より道中10日振申付申中刻相立之）
1698年 8月9日 元禄11年 7月4日 晴天
1698年 8月10日 元禄11年 7月5日 晴天
1698年 8月11日 元禄11年 7月6日 晴天
1698年 8月12日 元禄11年 7月7日 雨降　（今朝御国元江之御飛脚2人道中今日より8日振ニ申付相立之、先月27日相立候御飛脚3人今日巳之刻上着、国元江之御飛脚2人道中明日より8日振ニ申付今夜四時過相立之）
1698年 8月13日 元禄11年 7月8日 晴天　（先月26日御国元相立候御飛脚3人道中12日振二而今日巳后刻到着之）
1698年 8月14日 元禄11年 7月9日 晴天
1698年 8月15日 元禄11年 7月10日 晴天
1698年 8月16日 元禄11年 7月11日 晴天　（松平薩摩守様御領分で助けられた青森の船頭等に関し大阪御屋敷に御礼金品を持参）
1698年 8月17日 元禄11年 7月12日 晴天
1698年 8月18日 元禄11年 7月13日 晴天　（御国元江御飛脚2人道中明日より12日振ニ申付今日午中刻相立之）
1698年 8月19日 元禄11年 7月14日 晴天
1698年 8月20日 元禄11年 7月15日 晴天
1698年 8月21日 元禄11年 7月16日 晴天
1698年 8月22日 元禄11年 7月17日 晴天　（当月8日御国元相立候御飛脚3人道中10日振二而未之中刻到着）
1698年 8月23日 元禄11年 7月18日 晴天
1698年 8月24日 元禄11年 7月19日 晴天
1698年 8月25日 元禄11年 7月20日 晴天
1698年 8月26日 元禄11年 7月21日 晴天　（当月11日御国元相立候御飛脚3人今晩五半時到着之）
1698年 8月27日 元禄11年 7月22日 晴天
1698年 8月28日 元禄11年 7月23日 晴天　（御国元江御飛脚2人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1698年 8月29日 元禄11年 7月24日 晴天
1698年 8月30日 元禄11年 7月25日 晴天　巳中刻より雨降　（当月16日御国元相立候御飛脚2人今日午之到上着）
1698年 8月31日 元禄11年 7月26日 雨天
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1698年 9月1日 元禄11年 7月27日 昨夜中より今朝迄地震風雨　（当月17日御国元相立候御飛脚今日申刻到着）
1698年 9月2日 元禄11年 7月28日 晴天
1698年 9月3日 元禄11年 7月29日 曇天　（御国元江御飛脚2人道中今日より10日振ニ申付相立之）
1698年 9月4日 元禄11年 8月1日 曇　（足軽不足で10人を江戸に補充、去ル20日御国元相立候御飛脚足軽3人今晩暮六半到着）
1698年 9月5日 元禄11年 8月2日 晻
1698年 9月6日 元禄11年 8月3日 天気能
1698年 9月7日 元禄11年 8月4日 晻
1698年 9月8日 元禄11年 8月5日 晴
1698年 9月9日 元禄11年 8月6日 晻　（御国元江御飛脚3人道中明日より10日振ニ申付相立之）
1698年 9月10日 元禄11年 8月7日 天気能
1698年 9月11日 元禄11年 8月8日 晴天
1698年 9月12日 元禄11年 8月9日 晴天
1698年 9月13日 元禄11年 8月10日 晻　（御国元江之御飛脚3人道中今日より11日ふりニ申付今日七過相立之、先月29日御国相立候御飛脚足軽3人今日七過到着）
1698年 9月14日 元禄11年 8月11日 晴天
1698年 9月15日 元禄11年 8月12日 晴天
1698年 9月16日 元禄11年 8月13日 晻
1698年 9月17日 元禄11年 8月14日 晴天
1698年 9月18日 元禄11年 8月15日 天気能
1698年 9月19日 元禄11年 8月16日 晴天
1698年 9月20日 元禄11年 8月17日 晴天
1698年 9月21日 元禄11年 8月18日 晴天　（当月8日御国元相立候御飛脚今日七時分到着、東廻御米船伊豆之大嶋ニて破船ニ付同所の御代官江支援を依頼している）
1698年 9月22日 元禄11年 8月19日 雨天
1698年 9月23日 元禄11年 8月20日 雨天
1698年 9月24日 元禄11年 8月21日 雨天　（大石郷右衛門が老父（無人）の大病で立ち帰り上り・御国元去ル12日発足道中8日振ニ今暁方到着：早い記録と思ったが日数が合わないね）
1698年 9月25日 元禄11年 8月22日 雨天　（今日御国元江之御飛脚4人今日より道中11日ふりニ申付相立之）
1698年 9月26日 元禄11年 8月23日 曇
1698年 9月27日 元禄11年 8月24日 晻
1698年 9月28日 元禄11年 8月25日 雨天　（当月15日御国元相立候御飛脚3人道中11日振ニて暮六半時到着）
1698年 9月29日 元禄11年 8月26日 雨天
1698年 9月30日 元禄11年 8月27日 天気能
1698年 10月1日 元禄11年 8月28日 晴
1698年 10月2日 元禄11年 8月29日 雨天
1698年 10月3日 元禄11年 8月30日 雨天
1698年 10月4日 元禄11年 9月1日 雨天　　　下から続く　　　右衛門様御中屋敷も焼失、夜四半時分火鎮申候）
1698年 10月5日 元禄11年 9月2日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中今日より12日振ニ申付今朝相立之）　　　下から続く　　　4人道中明日より7日振ニ申付今晩酉ノ刻2人相立之、山鹿藤助殿屋敷・小野次郎　　　上に続く
1698年 10月6日 元禄11年 9月3日 晴天　　　下から続く　　　日光御門主様並びに坊中大方残らず焼失・但津梁院別条無之、御中屋敷焼失に付御奥様・磐麻呂様は谷中天眼寺江御立退、御国元江之御飛脚　　　上に続く
1698年 10月7日 元禄11年 9月4日 晴天　　　下から続く　　　北江下り金杉?迄浅草観音堂之後通り迄焼出申候、暮時分より上野江焼来（欠字で尊敬表現）厳有院様（何代目かの将軍）御霊屋・（欠字で尊敬）　　　上に続く
1698年 10月8日 元禄11年 9月5日 晴天　（先月24日御国元相立候御飛脚3人今日七つ時過到着）　　　下から続く　　　段々大名小路まで焼失・夫より焼来下谷通り御中屋敷茂焼失・下谷通り大方残らず・　　　上に続く
1698年 10月9日 元禄11年 9月6日 晴天　少風　夜ノ四時分より雨降　（昨夜四時分大久保加賀守様本所御下屋敷裏御門より出火・早速鎮まり類火なし、今日四時江戸数寄屋橋町屋より出火・折節未申之風強　　　上に続く
1698年 10月10日 元禄11年 9月7日 晴天
1698年 10月11日 元禄11年 9月8日 少雨　（御国元江之御飛脚3人道中明9日より8日振ニ申付今夜五半過相立之）
1698年 10月12日 元禄11年 9月9日 雨降
1698年 10月13日 元禄11年 9月10日 雨降
1698年 10月14日 元禄11年 9月11日 晴天
1698年 10月15日 元禄11年 9月12日 晴天
1698年 10月16日 元禄11年 9月13日 曇　（昨夜九時過御目付林某長屋より出火・早速相鎮り申候）
1698年 10月17日 元禄11年 9月14日 雨降
1698年 10月18日 元禄11年 9月15日 曇
1698年 10月19日 元禄11年 9月16日 晴天　（御国元江之御飛脚4人道中明17日より11日振ニ申付今夜四半過相立之）
1698年 10月20日 元禄11年 9月17日 晴天
1698年 10月21日 元禄11年 9月18日 晴天　（当月8日御国元相立候御飛脚3人今晩六過到着）
1698年 10月22日 元禄11年 9月19日 晴天
1698年 10月23日 元禄11年 9月20日 晴天
1698年 10月24日 元禄11年 9月21日 晴天　（御国元でこの度杉山八兵衛が御家老職仰せ付けられる）
1698年 10月25日 元禄11年 9月22日 晴天
1698年 10月26日 元禄11年 9月23日 晴天
1698年 10月27日 元禄11年 9月24日 晴天　（御国元当月16日罷立候御飛脚3人道中8日振ニ仰せ付けられ候へとも?9日振ニて今日七過到着）
1698年 10月28日 元禄11年 9月25日 晴天
1698年 10月29日 元禄11年 9月26日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中今日より10日振ニ申付今晩七半過相立之）
1698年 10月30日 元禄11年 9月27日 曇
1698年 10月31日 元禄11年 9月28日 晴天　（当月16日申ノ下刻御国元罷立候御飛脚3人道中8日振ニ仰せ付けられ候へとも道中洪水にて10日振ニて今日未之中刻到着）
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1698年 11月1日 元禄11年 9月29日 曇
1698年 11月2日 元禄11年 9月30日 曇
1698年 11月3日 元禄11年 10月1日 曇天　（御国元江御飛脚3人道中今日より10日振ニ申付午中刻相立之）
1698年 11月4日 元禄11年 10月2日 曇天
1698年 11月5日 元禄11年 10月3日 晴天
1698年 11月6日 元禄11年 10月4日 晴天
1698年 11月7日 元禄11年 10月5日 晴天
1698年 11月8日 元禄11年 10月6日 夜中より今朝卯后刻迄雨降
1698年 11月9日 元禄11年 10月7日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中今日より10日振ニ申付相立之、先月26日御国元罷立候御飛脚3人道中12日振ニ而今夜五時上着之）
1698年 11月10日 元禄11年 10月8日 晴天
1698年 11月11日 元禄11年 10月9日 晴天
1698年 11月12日 元禄11年 10月10日 晴天
1698年 11月13日 元禄11年 10月11日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中明日より10日振ニ申付相立之）
1698年 11月14日 元禄11年 10月12日 雨降
1698年 11月15日 元禄11年 10月13日 雨降
1698年 11月16日 元禄11年 10月14日 雨降
1698年 11月17日 元禄11年 10月15日 雨天
1698年 11月18日 元禄11年 10月16日 晴天
1698年 11月19日 元禄11年 10月17日 曇
1698年 11月20日 元禄11年 10月18日 曇
1698年 11月21日 元禄11年 10月19日 晴天
1698年 11月22日 元禄11年 10月20日 曇天
1698年 11月23日 元禄11年 10月21日 晴天
1698年 11月24日 元禄11年 10月22日 曇　（当月8日御国元相立候御飛脚3人今夜戌之刻到着）
1698年 11月25日 元禄11年 10月23日 晴天
1698年 11月26日 元禄11年 10月24日 晴天　（御国元江之御飛脚4人道中今日より13日振ニ申付今日八時過差立之、この度御中屋敷の類焼被害を受けた面々50人ほどに銀子下し置かれる）
1698年 11月27日 元禄11年 10月25日 晴天
1698年 11月28日 元禄11年 10月26日 晴天　（当月13日御国元相立候御飛脚3人今晩暮六過到着）
1698年 11月29日 元禄11年 10月27日 晴天
1698年 11月30日 元禄11年 10月28日 晴天
1698年 12月1日 元禄11年 10月29日 雨降
1698年 12月2日 元禄11年 11月1日 晴天
1698年 12月3日 元禄11年 11月2日 曇天
1698年 12月4日 元禄11年 11月3日 晴　（今日御国元江之御飛脚3人今日より道中13日振ニ申付午中刻相立之）
1698年 12月5日 元禄11年 11月4日 晴天
1698年 12月6日 元禄11年 11月5日 晴天　（去月20日御国元相立候御飛脚3人道中15日振ニ而今晩酉后刻到着）
1698年 12月7日 元禄11年 11月6日 天気能　（御国元先月22日相立候御飛脚3人今夜到着・金子100両参り候）
1698年 12月8日 元禄11年 11月7日 晴天
1698年 12月9日 元禄11年 11月8日 曇　（御国元江之御飛脚4人道中明9日より13日ふりニ申付今晩夜五過相立申候）
1698年 12月10日 元禄11年 11月9日 曇天　（御領分中切支丹宗門御改之御証文2通を公儀の前田某様小幡某様に橋本某が持参）
1698年 12月11日 元禄11年 11月10日 晴天
1698年 12月12日 元禄11年 11月11日 晴天　（10月27日御国元相立候御飛脚3人道中14日振ニて昼九半時到着・御用金200両参る、今日御国元へ御飛脚3人道中今日より8日振ニ申付申中刻相立之）
1698年 12月13日 元禄11年 11月12日 晻
1698年 12月14日 元禄11年 11月13日 晴天　　　下から続く　　　者累（はる）孫同所土手町百姓七兵衛妻者満（はま）娘く里（くり）当寅10月11日2歳ニ而病死旦那寺右弘前禅宗寶積院取置申候）
1698年 12月15日 元禄11年 11月14日 晴天　（切支丹類族出生・病死之覚：私家来転切支丹小泉長兵衛曽孫五左衛門倅当寅9月出生半次郎と申し候居所宗旨旦那寺父同然・弘前古切支丹五左衛門嫡女本人同然　　　上に続く
1698年 12月16日 元禄11年 11月15日 晴天
1698年 12月17日 元禄11年 11月16日 天気能
1698年 12月18日 元禄11年 11月17日 晴天　（当月3日御国元相立候御飛脚3人道中15日ふり今朝五時到着）
1698年 12月19日 元禄11年 11月18日 晴天　（田山源五左衛門が御国御関所破り罷登候科により死罪に仰せ付けられる（地方史に名が残ってもよいと思うが出ない）・今晩暮合御屋敷より出し小塚原で打首）
1698年 12月20日 元禄11年 11月19日 晴天　（御国元江之御飛脚3人明20日より道中12日振ニ申付今夜九時相立之）
1698年 12月21日 元禄11年 11月20日 晴天
1698年 12月22日 元禄11年 11月21日 晴天　（御国元当月2日相立候勘定奉行?と御手廻の2人と足軽等3人が今日九前刻到着・御上納金2800両（公儀からの借金の返済分）を差登）
1698年 12月23日 元禄11年 11月22日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中明23日より12日振ニ申付相立之・但今夜五半過相立之）
1698年 12月24日 元禄11年 11月23日 晴天
1698年 12月25日 元禄11年 11月24日 晴天
1698年 12月26日 元禄11年 11月25日 晴天　　　下から続く　　　当4月8日北品川野畑に8・9歳の男子が切り殺されていた）
1698年 12月27日 元禄11年 11月26日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中今日より12日ふりニ申付今日四時過相立之、牢に入れられていた小湊誕生寺の僧が9月6日の火事の節本所回向院に行かずに行方不明、　　　上に続く
1698年 12月28日 元禄11年 11月27日 晴　（当月13日御国元相立候御飛脚3人道中14日ふりニ而今夜五半過到着）
1698年 12月29日 元禄11年 11月28日 晴天
1698年 12月30日 元禄11年 11月29日 晴天
1698年 12月31日 元禄11年 11月30日 晴天
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1699年 1月1日 元禄11年 12月1日 晴天
1699年 1月2日 元禄11年 12月2日 晴天
1699年 1月3日 元禄11年 12月3日 晴天　（御国元江之御飛脚3人道中明日より13日振ニ申付相立之・但今夜五半過相立之）
1699年 1月4日 元禄11年 12月4日 晴天
1699年 1月5日 元禄11年 12月5日 曇　九時より寒ニ入　九半過より丸雪（記述は雨冠の下に丸）降　（御上納金2800両を後藤庄三郎方江持参）
1699年 1月6日 元禄11年 12月6日 晴天
1699年 1月7日 元禄11年 12月7日 晴天　（先月24日御国元相立候御飛脚3人道中9日振ニ仰せ付けられ候へとも大雪ニ而滞14日振ニ上着）
1699年 1月8日 元禄11年 12月8日 晴天
1699年 1月9日 元禄11年 12月9日 晴天　　　下から続く　　　3人道中明11日より10日振ニ申付今夜九時相立之）
1699年 1月10日 元禄11年 12月10日 風吹　（今日九時分石町二丁目より出火・折節北風烈しく段々焼失霊巌嶋・築田嶋（佃島）海手迄焼通り候、御拝借金都合8400両は当年迄3ヶ年で皆納、御国元江之御飛脚　　　上に続く
1699年 1月11日 元禄11年 12月11日 晴天
1699年 1月12日 元禄11年 12月12日 曇　（御国元江之御飛脚2人道中明12日より10日振ニ申付今夜五時分相立之）
1699年 1月13日 元禄11年 12月13日 晴天
1699年 1月14日 元禄11年 12月14日 晴天
1699年 1月15日 元禄11年 12月15日 晴天　（去亥年（今年は寅年）以来御家中の知行・扶持・切米夫れぞれ下され方減少を当暮より定めの通りにするとの申しわたしあり）
1699年 1月16日 元禄11年 12月16日 雨降　（常江戸男女の宗門改めの覚え：1234人（男890・女344）（御扶持人458・亦者786）……、御国元江之御飛脚3人道中明17日より12日振ニ申付今晩六半過ぎ相立之）
1699年 1月17日 元禄11年 12月17日 曇　（御国元へ之御飛脚3人道中明19日より11日振ニ申付今晩酉之刻相立之）
1699年 1月18日 元禄11年 12月18日 晴天
1699年 1月19日 元禄11年 12月19日 晴天
1699年 1月20日 元禄11年 12月20日 曇
1699年 1月21日 元禄11年 12月21日 晴天
1699年 1月22日 元禄11年 12月22日 天気能　（転び切支丹類族出生の覚え：として11月14日とほとんど同じ事が書いてある）
1699年 1月23日 元禄11年 12月23日 晴天
1699年 1月24日 元禄11年 12月24日 晴天
1699年 1月25日 元禄11年 12月25日 晴天　（当月9日御国元相立候御飛脚3人道中七?今晩暮六過到着）
1699年 1月26日 元禄11年 12月26日 晴天
1699年 1月27日 元禄11年 12月27日 晴天
1699年 1月28日 元禄11年 12月28日 晴天　（御国元当月13日相立候御飛脚3人今日八過到着、御合力：長寿院様江金25両と20両・寿正院様へ銀15枚・お重殿?江之金50両・お富殿江之金50両・津軽平十郎は生母江金25両）
1699年 1月29日 元禄11年 12月29日 晴天　（御国元へ歳暮之御飛脚3人今日暮過相立之）
1699年 1月30日 元禄11年 12月30日 曇　（晦日の末尾が保存されていない）
1699年 1月31日 元禄12年正月1日 晴天　（様付：若殿様・与一様・（屋形様）・大奥様・御奥様・磐麻呂様・津軽宋女様）
1699年 2月1日 元禄12年正月2日 晴天　（様付：近衛関白様、御国元江御飛脚3人道中明3日より13日振ニ申付相立之）
1699年 2月2日 元禄12年正月3日 晴天　（御嘉例の如く今晩酉刻御謡初）
1699年 2月3日 元禄12年正月4日 晴天
1699年 2月4日 元禄12年正月5日 晴天
1699年 2月5日 元禄12年正月6日 雨天
1699年 2月6日 元禄12年正月7日 晴天　（様付：長寿院様・津軽主税様（その他前と同じ））
1699年 2月7日 元禄12年正月8日 晴天
1699年 2月8日 元禄12年正月9日 晴天　（御国元旧臘23日相立候御飛脚3人今日午之下刻上着）
1699年 2月9日 元禄12年正月10日 晴天　（御嘉例の如く明11日御作事方てうな（手斧と書き大工道具）初ニ付酒3升等を渡すようにする）
1699年 2月10日 元禄12年正月11日 晴天
1699年 2月11日 元禄12年正月12日 晴天
1699年 2月12日 元禄12年正月13日 曇天　（今朝御国元江御飛脚3人道中13日振ニ申付相立之・御飛脚ニ海鼠腸（このわた：ナマコの腸）と白魚差下之）
1699年 2月13日 元禄12年正月14日 晴天　（旧臘29日御国元相立候御飛脚3人今日巳之刻到着）
1699年 2月14日 元禄12年正月15日 曇
1699年 2月15日 元禄12年正月16日 晴天　（当月2日御国元相立候御飛脚5人八時過上着・吉例金200両参候）
1699年 2月16日 元禄12年正月17日 晴天
1699年 2月17日 元禄12年正月18日 曇
1699年 2月18日 元禄12年正月19日 曇
1699年 2月19日 元禄12年正月20日 晴天　（当月6日御国元相立候御飛脚3人道中15日振ニ而今晩酉刻到着）
1699年 2月20日 元禄12年正月21日 昨夜中より今朝迄雪降
1699年 2月21日 元禄12年正月22日 晴天　（当月7日未之刻御国元相立候御飛脚2人昨夜寅刻上着・道中11日振ニ仰せ付けられ候得共雪積15日振ニ而参り候・3人だったが1人足痛で遅れる）
1699年 2月22日 元禄12年正月23日 雨天
1699年 2月23日 元禄12年正月24日 晴天　（御国元江之御飛脚4人道中今日より13日振ニ申付四時過相立之、今日御国元へ御飛脚3人道中今日より8日振ニ申付午ノ上刻相立之・御尋ね者の件）
1699年 2月24日 元禄12年正月25日 晴天
1699年 2月25日 元禄12年正月26日 晴天
1699年 2月26日 元禄12年正月27日 曇　（御国元へ之御飛脚3人明日より道中10日振ニ申付相立之）
1699年 2月27日 元禄12年正月28日 晴天
1699年 2月28日 元禄12年正月29日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚3人道中今日より11日振申付今朝未明に相立之）
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1699年 3月1日 元禄12年正月30日 曇
1699年 3月2日 元禄12年 2月1日 晴天
1699年 3月3日 元禄12年 2月2日 晻
1699年 3月4日 元禄12年 2月3日 雨天　(石州流の茶筅30本で代銀93匁6分・柄杓30本代銀134匁9分、御国元先月19日相立候御飛脚3人道中15日振ニ而今日到着）
1699年 3月5日 元禄12年 2月4日 晴天
1699年 3月6日 元禄12年 2月5日 晴天
1699年 3月7日 元禄12年 2月6日 晴天　（御国元先月24日御国元相立候飛脚之者秋田領ニ而相煩候由ニ而同26日追遣り飛脚両人今晩六前到着仕候・24日立之御飛脚ニ道中ニ而逢い申さざる之由申し候）
1699年 3月8日 元禄12年 2月7日 晴天　暮六過より雨降　（御国元先月24日相立候御飛脚2人道中14日ふりニ而四時過到着）
1699年 3月9日 元禄12年 2月8日 晴天
1699年 3月10日 元禄12年 2月9日 晴天
1699年 3月11日 元禄12年 2月10日 雨天　（御国元江之御飛脚3人明11日より道中9日振ニ申付今晩七過ぎ相立申候）
1699年 3月12日 元禄12年 2月11日 晻　小雨
1699年 3月13日 元禄12年 2月12日 晴天　　　下から続く　　　（河岸）迄大船町もかし（河岸）迄残らず焼失）
1699年 3月14日 元禄12年 2月13日 晴天　(昨夜四時分深川堀田伊豆守様御屋敷前南本所六間堀町屋出火・3軒焼失早速鎮り申候、同夜九時分室町三丁目で出火・東は日本橋・南は小田原町残らずかし　　　上に続く
1699年 3月15日 元禄12年 2月14日 晴天　　　下から続く　　　焼き柳原四丁目ニ而焼留由・清心院様?御屋敷類焼）
1699年 3月16日 元禄12年 2月15日 晴天　（御国元当月4日朝相立候飛脚3人道中14日振ニ而今夜五半過到着）　　　下から続く　　　三丁目・夫より四つ目橋向本所江火うつりかや場丁一丁二丁・大名屋敷3軒を　　　上に続く
1699年 3月17日 元禄12年 2月16日 晴天　（昨夜五半時分本所横堀報恩寺橋詰清水町より出火・北は坂丁・吉田丁・清水丁・長崎丁夫より横堀橋向江火うつり大名屋敷3軒夫より柳原五丁目六丁目・かや場丁　　　上に続く
1699年 3月18日 元禄12年 2月17日 曇天
1699年 3月19日 元禄12年 2月18日 晴天　（今晩御国元江之御飛脚2人八過相立之道中明19日より11日振に申付之）
1699年 3月20日 元禄12年 2月19日 晴天　（御国元当月7日相立候御飛脚3人道中13日振ニ而今晩申ノ下刻到着）
1699年 3月21日 元禄12年 2月20日 曇　（公儀お尋ね者の出家らしい男を今晩草下（草加）・千寿（千住）まで連れてきている）
1699年 3月22日 元禄12年 2月21日 晴天
1699年 3月23日 元禄12年 2月22日 晴天　（御尋ね者らしい男を公儀に遣わしたところ御尋之者ニ御座なく……連れ帰る・今日御国元江之御飛脚3人道中今日より9日振ニ申付相立申候）
1699年 3月24日 元禄12年 2月23日 ○降（○は雨冠の下に衆議院の衆のような文字・多分シユウと読み小雨の意か・福眞のパソコンには文字なし）
1699年 3月25日 元禄12年 2月24日 曇
1699年 3月26日 元禄12年 2月25日 晴天　（当月13日御国元相立候御飛脚3人道中12日振ニ而今晩七半時到着）
1699年 3月27日 元禄12年 2月26日 晴天
1699年 3月28日 元禄12年 2月27日 雨降　（御国元江之御飛脚3人道中明日より10日振ニ申付今晩暮六半相立之）
1699年 3月29日 元禄12年 2月28日 晴天
1699年 3月30日 元禄12年 2月29日 曇　（当月10日御国許相立候御荷物道中20日振ニて今日八時到着・上方御借金御返済金3000両並びに江戸表御用金500両参候）
1699年 3月31日 元禄12年 3月1日 雨天　朝之内少雪降
1699年 4月1日 元禄12年 3月2日 晴天　（今日八時過御国元江之御飛脚2人道中今日より9日振ニ申付相立之・（多分急ぐので）1人分の増金）
1699年 4月2日 元禄12年 3月3日 雨天
1699年 4月3日 元禄12年 3月4日 少風
1699年 4月4日 元禄12年 3月5日 晴天
1699年 4月5日 元禄12年 3月6日 雨天　（先月24日御国元相立候御飛脚4人道中12日振ニて今日七時過到着・御用金300両参候）
1699年 4月6日 元禄12年 3月7日 曇
1699年 4月7日 元禄12年 3月8日 雨降　昼過より風吹　（今日七時過御国元江之御飛脚両人道中今日より10日振ニ申付相立之）
1699年 4月8日 元禄12年 3月9日 晴天
1699年 4月9日 元禄12年 3月10日 晴天
1699年 4月10日 元禄12年 3月11日 晴天
1699年 4月11日 元禄12年 3月12日 晴天
1699年 4月12日 元禄12年 3月13日 晴天
1699年 4月13日 元禄12年 3月14日 晴天　（屋形様昨13日御国元御発駕・例年之通道中山形迄之御飛脚2人相立之）
1699年 4月14日 元禄12年 3月15日 晴天　（先月27日御国元罷立候御馬廻等5人今日七過到着・御用金1000両参候）
1699年 4月15日 元禄12年 3月16日 晴天　　　下から続く　　　川口町で各1町ほど焼失、今夜五時過江戸南湊町で出火・八丁堀などに焼失あり）
1699年 4月16日 元禄12年 3月17日 晴天　　　下から続く　　　芦野大田原・氏家雀宮・小山中田・粕壁（春日部）草下（草加）・江戸の19日振り、今昼江戸南小田原町で出火・小田原町・水上町・南本郷町・　　　上に続く
1699年 4月17日 元禄12年 3月18日 晴天　　　下から続く　　　荷上場盛岡・大川湊・豊嶋苅和野・六郷横手・湯沢下院内・及位金山・新庄尾花沢・天童山形・楢下湯ノ原・下戸沢郡・八丁目本宮・須賀川太田川・　　　上に続く
1699年 4月18日 元禄12年 3月19日 晴天　（今日御道中迄之御飛脚両人申付相立之、当月7日御国元相立候御飛脚4人道中13日振ニて今夜五過到着、御国元より参候昼・宿順：初日碇関宿・大舘昼綴子宿・　　　上に続く
1699年 4月19日 元禄12年 3月20日 晴天
1699年 4月20日 元禄12年 3月21日 晴天　（3日御国元相立候関札打今日九時過ぎ到着、今日御道中迄御飛脚相立之、今昼九半時麻布百姓町で出火・南部主税様御屋敷等焼失）
1699年 4月21日 元禄12年 3月22日 雨降
1699年 4月22日 元禄12年 3月23日 晴天
1699年 4月23日 元禄12年 3月24日 晴天　（当月13日御国元相立候御飛脚3人今日午之刻到着・屋形様13日に御国元御発駕、去ル16日御道中羽州盛岡御宿より相立候御飛脚今晩六過到着）
1699年 4月24日 元禄12年 3月25日 　　（天気の記述なし）
1699年 4月25日 元禄12年 3月26日 晴天　（当月20日御道中羽州下院内御宿より相立候御飛脚2人今日八時到着）
1699年 4月26日 元禄12年 3月27日 晴天
1699年 4月27日 元禄12年 3月28日 晴天　（去ル26日御道中本宮御宿より相立候御飛脚2人今暮六過到着）　　　30日から続く　　　12日振り二而今晩酉の刻到着）
1699年 4月28日 元禄12年 3月29日 晴天　（去ル23日御道中湯ノ原御宿より相立候御飛脚両人今日九時到着・遅くなった理由が書いてある、今朝御道中石橋?御宿より之御飛脚今夜四半過到着）
1699年 4月29日 元禄12年 3月30日 晴天　（屋形様今晩草加泊、今日草下御宿まで御飛脚2人相立之）　　　下から続く　　　御飛脚両人道中明日より11日振ニ申付相立之、先月20日御国元相立候御飛脚道中　　　28日に続く
1699年 4月30日 元禄12年 4月1日 晴天　（草下御宿より今朝卯刻御発駕之飛脚到着、屋形様は千寿より直ちに戸田・阿部・土屋・小笠原・柳沢・松平様江御出・巳后刻御着座、御祝の品届く、今晩御国元へ之　　　上に続く
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1699年 5月1日 元禄12年 4月2日 晴天　（参府御祝儀、どこかに死骸があった?）
1699年 5月2日 元禄12年 4月3日 晴天
1699年 5月3日 元禄12年 4月4日 晴天　（今日江戸日本橋釘店（くぎだな）中程で出火・誓願寺前今車坂町迄焼失）
1699年 5月4日 元禄12年 4月5日 晴天
1699年 5月5日 元禄12年 4月6日 晴天　（今朝中之郷出火・人を出したが鎮）
1699年 5月6日 元禄12年 4月7日 晴天　（小野次郎右衛門様等が来て2汁7菜・御相伴若殿様与一様津軽宋女様、今夜酒井雅樂守様本所下屋敷より出火・残らず焼失）
1699年 5月7日 元禄12年 4月8日 晴天　（二度も類焼に遭った御用商人に白米10俵宛遣わす、御国元先月28日相立候御飛脚両人道中11日振ニ而戌中刻到着）
1699年 5月8日 元禄12年 4月9日 晴天
1699年 5月9日 元禄12年 4月10日 晴天　（葛饅頭仕方という記事あり：興味があれば原本を）
1699年 5月10日 元禄12年 4月11日 晴天　（当月朔日御国元相立候御飛脚2人道中11日振ニ而今晩七時到着）
1699年 5月11日 元禄12年 4月12日 雨降
1699年 5月12日 元禄12年 4月13日 晴天
1699年 5月13日 元禄12年 4月14日 雨天　（参府の御礼・御祝儀等々）
1699年 5月14日 元禄12年 4月15日 晴天
1699年 5月15日 元禄12年 4月16日 曇天　（諸役人に進物等）
1699年 5月16日 元禄12年 4月17日 雨降
1699年 5月17日 元禄12年 4月18日 雨降　（御国広須新田之内長浜村を南に15丁移す件を了承している）
1699年 5月18日 元禄12年 4月19日 曇　（若殿様が今年御入部の内意を得たので御国元江御飛脚3人明20日より道中10日振ニ申付相立之）
1699年 5月19日 元禄12年 4月20日 晴天
1699年 5月20日 元禄12年 4月21日 晴天
1699年 5月21日 元禄12年 4月22日 曇　（今日七時御老中様御連名之御奉書にて本所火消御役仰せ付けられる・御国元江之御飛脚3人道中明日より9日振ニ申付相立申すべき旨……）
1699年 5月22日 元禄12年 4月23日 晴天　（来客・贈答・料理あり）
1699年 5月23日 元禄12年 4月24日 晴天
1699年 5月24日 元禄12年 4月25日 天気能　（（将軍が）覚王院?江御成に就火之見櫓之窓四方の戸をおろし透しより見候之様ニ申付ける）
1699年 5月25日 元禄12年 4月26日 天気能
1699年 5月26日 元禄12年 4月27日 雨天
1699年 5月27日 元禄12年 4月28日 雨降　（当月16日御国相立候御飛脚3人道中13日振ニ而今巳刻到着）
1699年 5月28日 元禄12年 4月29日 四時分より俄雨　（御米船1艘着岸・720石積濡れ米もなし、今朝御国元へ之御飛脚道中今日より10日振ニ申付相立之）
1699年 5月29日 元禄12年 5月1日 天気能　八過より雨
1699年 5月30日 元禄12年 5月2日 天気能　（去月24日京都役人発の飛脚が今日七時過到着）
1699年 5月31日 元禄12年 5月3日 天気能
1699年 6月1日 元禄12年 5月4日 晴天
1699年 6月2日 元禄12年 5月5日 雨天　（御国元4月24日相立候御飛脚2人道中11日振ニ今七時到着）
1699年 6月3日 元禄12年 5月6日 晴天　（今晩御客様・2汁7菜・仕舞）
1699年 6月4日 元禄12年 5月7日 晴　九過より雨降　（京都よりの飛脚が御状箱紛失、御国元江之御飛脚2人明8日より道中10日振ニ申付相立之）
1699年 6月5日 元禄12年 5月8日 曇
1699年 6月6日 元禄12年 5月9日 天気能　（去月28日御国元相立候御飛脚道中11日振ニ而今日申ノ刻到着・金子150両参候）
1699年 6月7日 元禄12年 5月10日 曇
1699年 6月8日 元禄12年 5月11日 天気能　（御客様・御料理・狂言・操人形等、御用人6人御聞役2人・御小姓組之頭3人等の名前がある）
1699年 6月9日 元禄12年 5月12日 天気克　（御国当月朔日相立候御飛脚両人道中12日振ニ而今日八時前到着）
1699年 6月10日 元禄12年 5月13日 雨天　（若殿様御発駕予定を6月朔日道中18日とする・御飛脚2人は13日付で14日明六時発足9日振と仰せ出される）
1699年 6月11日 元禄12年 5月14日 天気能　（大般若御祈祷に御入用の品名・数等を示している、当月3日御国元相立候御飛脚3人今日八半時到着）
1699年 6月12日 元禄12年 5月15日 天気能
1699年 6月13日 元禄12年 5月16日 晴天
1699年 6月14日 元禄12年 5月17日 天気能　（10日京都発の町飛脚が今日到着）
1699年 6月15日 元禄12年 5月18日 曇　八過より雨降　（若殿様御入部の御祝儀を頂戴したいと座当（座頭）ごぜ（ともに濁点あり：珍しい）申立てる・銀子5枚並びに磐麻呂様御袴着御祝儀金子2両を遣わすよう仰せ出される）
1699年 6月16日 元禄12年 5月19日 雨天
1699年 6月17日 元禄12年 5月20日 天気能
1699年 6月18日 元禄12年 5月21日 天気能　晩○（寿に近いと思われるが不明）雨
1699年 6月19日 元禄12年 5月22日 天気能　（若殿様入部に関して多くの御家中が江戸に来ている）
1699年 6月20日 元禄12年 5月23日 　　（天気の記述なし）　（今別を出船の800石積船が材木899本を積んで銚子磯で破船・材木流失）
1699年 6月21日 元禄12年 5月24日 天気能　（去14日御国元相立候御飛脚2人今夜五半時到着）
1699年 6月22日 元禄12年 5月25日 天気能
1699年 6月23日 元禄12年 5月26日 晴天　（御宿取発足）
1699年 6月24日 元禄12年 5月27日 天気能
1699年 6月25日 元禄12年 5月28日 雨天
1699年 6月26日 元禄12年 5月29日 雨天　（今朝御国元江之御飛脚3人道中今日より9日振ニ申付）
1699年 6月27日 元禄12年 6月1日 　　（日記の保存なし）
1699年 6月28日 元禄12年 6月2日 　　（日記の保存なし）
1699年 6月29日 元禄12年 6月3日 　　（日記の保存なし）
1699年 6月30日 元禄12年 6月4日 　　（日記の保存なし）
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1699年 7月1日 元禄12年 6月5日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月2日 元禄12年 6月6日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月3日 元禄12年 6月7日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月4日 元禄12年 6月8日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月5日 元禄12年 6月9日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月6日 元禄12年 6月10日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月7日 元禄12年 6月11日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月8日 元禄12年 6月12日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月9日 元禄12年 6月13日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月10日 元禄12年 6月14日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月11日 元禄12年 6月15日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月12日 元禄12年 6月16日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月13日 元禄12年 6月17日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月14日 元禄12年 6月18日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月15日 元禄12年 6月19日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月16日 元禄12年 6月20日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月17日 元禄12年 6月21日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月18日 元禄12年 6月22日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月19日 元禄12年 6月23日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月20日 元禄12年 6月24日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月21日 元禄12年 6月25日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月22日 元禄12年 6月26日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月23日 元禄12年 6月27日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月24日 元禄12年 6月28日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月25日 元禄12年 6月29日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月26日 元禄12年 6月30日 　　（日記の保存なし）
1699年 7月27日 元禄12年 7月1日 晻　（佐竹修理大夫様御死去に付御屋形様より御香典銀巣10枚）
1699年 7月28日 元禄12年 7月2日 時々雨降　（御国元江之御飛脚両人明3日より道中10日振ニ申付候）
1699年 7月29日 元禄12年 7月3日 晴天　（若殿様御着座遊ばされ御礼の御使者が先月19日御国罷り立今日巳下刻到着）
1699年 7月30日 元禄12年 7月4日 晴天
1699年 7月31日 元禄12年 7月5日 天気好
1699年 8月1日 元禄12年 7月6日 晴天　（6月26日御国元罷立候御飛脚5人道中11日ふりニ今日八半時到着）
1699年 8月2日 元禄12年 7月7日 晴天
1699年 8月3日 元禄12年 7月8日 晴天　（盛岡主膳殿が先月14日死去）
1699年 8月4日 元禄12年 7月9日 晴天
1699年 8月5日 元禄12年 7月10日 晴天
1699年 8月6日 元禄12年 7月11日 晴天　（去月26日御国元相立候荷物の中に初胡瓜粕漬5ツ等がある）
1699年 8月7日 元禄12年 7月12日 晴天　（御国元江之御飛脚5人今日より道中10日振ニ申付相立之）
1699年 8月8日 元禄12年 7月13日 天気好　（切支丹類族の者生死無之由御国元より申来候付……：報告対象は御家中だけなのかな?）
1699年 8月9日 元禄12年 7月14日 晴天　（御奥様江御合力金100両・寿正院様江御合力銀15枚差上げる）
1699年 8月10日 元禄12年 7月15日 晴天
1699年 8月11日 元禄12年 7月16日 晴天
1699年 8月12日 元禄12年 7月17日 天気能
1699年 8月13日 元禄12年 7月18日 晻　（当月8日御国相立候御飛脚3人昨18日之夜八時分到着）
1699年 8月14日 元禄12年 7月19日 晴天
1699年 8月15日 元禄12年 7月20日 晴天
1699年 8月16日 元禄12年 7月21日 快晴　（当月7日御国罷立の荷物に初茄子粕漬7・初真瓜粕漬3などがある、今晩御客様・2汁7菜、今晩暮六過ぎ強雷数発・氷降大雨・則刻止）
1699年 8月17日 元禄12年 7月22日 晴天　（御国許江之御飛脚明23日之日付ニて同日より道中10日振ニ申付今夜相認（多分したためと読む）相渡申候）
1699年 8月18日 元禄12年 7月23日 晴天　九時より雨降
1699年 8月19日 元禄12年 7月24日 雨天
1699年 8月20日 元禄12年 7月25日 曇
1699年 8月21日 元禄12年 7月26日 曇
1699年 8月22日 元禄12年 7月27日 晴天　（当月19日京都より之町飛脚昨26日到着）
1699年 8月23日 元禄12年 7月28日 晴天
1699年 8月24日 元禄12年 7月29日 天気能
1699年 8月25日 元禄12年 8月1日 天気能　（当月御用番松野茂右衛門と記してある）
1699年 8月26日 元禄12年 8月2日 晴天　（御国元7月19日相立候御飛脚3人道中12日振ニ仰付られ候得共神宮寺渡洪水に付今日13日振ニ而九前上着候、銚子着の米籾等の高瀬舩5艘入津）
1699年 8月27日 元禄12年 8月3日 天気能
1699年 8月28日 元禄12年 8月4日 晴天
1699年 8月29日 元禄12年 8月5日 天気能
1699年 8月30日 元禄12年 8月6日 四時より雨降
1699年 8月31日 元禄12年 8月7日 天気能　（宮守?大根・木曽大根の作りようが示されている）
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1699年 9月1日 元禄12年 8月8日 晴天
1699年 9月2日 元禄12年 8月9日 晴天　（御国元江之御飛脚3人今朝より道中11日振ニ申付相立申候）
1699年 9月3日 元禄12年 8月10日 曇
1699年 9月4日 元禄12年 8月11日 天気能
1699年 9月5日 元禄12年 8月12日 天気能　（当月2日御国相立候御飛脚両人道中10日振りニて昨夜八時到着・大鰐之初米参候）
1699年 9月6日 元禄12年 8月13日 雨天
1699年 9月7日 元禄12年 8月14日 雨天
1699年 9月8日 元禄12年 8月15日 曇　暮前より夜中夥敷南風雨
1699年 9月9日 元禄12年 8月16日 天気能　（昨夜中夥敷風雨・所々御屋敷破損：御中屋敷表通り板囲い南方14・5間残し皆倒れる等々）
1699年 9月10日 元禄12年 8月17日 晴天
1699年 9月11日 元禄12年 8月18日 晴天　午刻より雨降
1699年 9月12日 元禄12年 8月19日 雨天　（切支丹類族之者出生有之由御国寺社奉行差出候書付さる11日到着之御飛脚ニ申来候）
1699年 9月13日 元禄12年 8月20日 辰之刻より晴　（御下屋敷ニ植えた宮重大根木曽大根が貝割ニはへ（生え）申し候処15日の潮風で全滅する・種もない）
1699年 9月14日 元禄12年 8月21日 晴天
1699年 9月15日 元禄12年 8月22日 晴天
1699年 9月16日 元禄12年 8月23日 四過より雨降　（今朝御国江御飛脚2人道中11日振二申付相立之）
1699年 9月17日 元禄12年 8月24日 曇
1699年 9月18日 元禄12年 8月25日 雨天　（京都に派遣した役人の家来が喧嘩し1人は死亡1人は捕えられる事件あり）
1699年 9月19日 元禄12年 8月26日 曇　（御国元当月14日相立候御飛脚3人道中無事今九時到着・大鰐之初米参候・松山玄三江仰せつけられた御薬一箱この度差登）
1699年 9月20日 元禄12年 8月27日 晴天
1699年 9月21日 元禄12年 8月28日 快天
1699年 9月22日 元禄12年 8月29日 曇
1699年 9月23日 元禄12年 9月1日 曇　夜中雨　（今日御客・御囃子・仕舞、今月御用番山川角右衛門勤之との記述あり）
1699年 9月24日 元禄12年 9月2日 雨天　昼より晴
1699年 9月25日 元禄12年 9月3日 曇　　　下から続く　　　成るべき分ハ江戸江相廻候様ニ申付けらるべきこと）
1699年 9月26日 元禄12年 9月4日 晴天　（御公儀より仰出され候御書付：この度所々風雨損耗付而江戸米その外穀類等不足すべく候間兼而諸国より江戸江相廻候米穀等ハ申すに及ばずその前之用米之外　　　上に続く
1699年 9月27日 元禄12年 9月5日 天気能　（御慰之御囃子・仕舞）
1699年 9月28日 元禄12年 9月6日 天気能　（野本道元が先月23日京都罷立13日振二而今日到着）
1699年 9月29日 元禄12年 9月7日 大雨
1699年 9月30日 元禄12年 9月8日 天気能　（今朝六時御国江之御飛脚6人相立之）
1699年 10月1日 元禄12年 9月9日 天気能
1699年 10月2日 元禄12年 9月10日 雨天　昼より曇　（御国元先月29日相立候御飛脚5人道中11日振ニ今晩五時前到着）
1699年 10月3日 元禄12年 9月11日 晴天　（戸田山城守様昨晩病死）
1699年 10月4日 元禄12年 9月12日 天気能　
1699年 10月5日 元禄12年 9月13日 晴天
1699年 10月6日 元禄12年 9月14日 天気能
1699年 10月7日 元禄12年 9月15日 天気能　（今朝六時御国江之御飛脚4人相立之、御材木舟5艘御米船1艘今朝品川江入津）
1699年 10月8日 元禄12年 9月16日 晴天
1699年 10月9日 元禄12年 9月17日 晴天　（去る15日着船の御米870石を昨16日船上げ致し候・右之内4・500俵入札と申付ける・今日は1両ニ付6斗6・7升迄御払候様ニ申渡候、昨16日御材木船2艘が着く）
1699年 10月10日 元禄12年 9月18日 曇
1699年 10月11日 元禄12年 9月19日 雨天
1699年 10月12日 元禄12年 9月20日 曇
1699年 10月13日 元禄12年 9月21日 晴天
1699年 10月14日 元禄12年 9月22日 雨天
1699年 10月15日 元禄12年 9月23日 雨天　（今夜五時地震少仕候、当月10日御国相立候御飛脚3人道中14日振ニて今日八半時到着）
1699年 10月16日 元禄12年 9月24日 晴天　（今朝御国江之御飛脚3人道中より11日振ニ申付相立之）
1699年 10月17日 元禄12年 9月25日 晴天
1699年 10月18日 元禄12年 9月26日 天気能
1699年 10月19日 元禄12年 9月27日 少曇　（当月16日御国許相立候御飛脚3人道中12日振ニ而今朝五時到着）
1699年 10月20日 元禄12年 9月28日 曇
1699年 10月21日 元禄12年 9月29日 晴天
1699年 10月22日 元禄12年 9月30日 天気能
1699年 10月23日 元禄12年閏9月1日 曇　（酉の刻狂言：文すまひ・いくゐ・仮盗人・おこさご等：意味不明）
1699年 10月24日 元禄12年閏9月2日 晴天　（御用金1000両を持った2人が先月17日御国罷立今日上着）
1699年 10月25日 元禄12年閏9月3日 晴　酉之刻過より雨降　（今晩御客吉良上野介様・大友近江守様・織田能登守様等あり、御料理2汁7菜）
1699年 10月26日 元禄12年閏9月4日 晴天
1699年 10月27日 元禄12年閏9月5日 晴天
1699年 10月28日 元禄12年閏9月6日 晴天
1699年 10月29日 元禄12年閏9月7日 晴天
1699年 10月30日 元禄12年閏9月8日 雨天　（今朝御国へ之御飛脚3人今日より11日振ニ相立之）
1699年 10月31日 元禄12年閏9月9日 晴天　（今晩御客・2汁7菜、今晩七時御国元先月28日相立候御飛脚3人道中13日振ニ参候・11日振ニ而仰付候得共大風雨ニ而遅成候）
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1699年 11月1日 元禄12年閏9月10日 晴天
1699年 11月2日 元禄12年閏9月11日 晴天
1699年 11月3日 元禄12年閏9月12日 天気能
1699年 11月4日 元禄12年閏9月13日 晴天
1699年 11月5日 元禄12年閏9月14日 曇　（御奉書2通：下馬より下乗橋迄召連候御人数之覚：四品及び十万石以上並びに国持之嫡子侍6人草履取1人挿箱持2人陸尺4人雨天之節は傘持1人等々の位別の詳細な定め）
1699年 11月6日 元禄12年閏9月15日 雨天　（御徒歩目付殿からの指示：辻番所前を犬に縄をつけた者を見たら捕え通報しろ）
1699年 11月7日 元禄12年閏9月16日 晴天
1699年 11月8日 元禄12年閏9月17日 晴天
1699年 11月9日 元禄12年閏9月18日 雨天　昼頃より晴
1699年 11月10日 元禄12年閏9月19日 晴天　（今朝御国へ之御飛脚2人道中10日振ニ相立ル）
1699年 11月11日 元禄12年閏9月20日 天気能
1699年 11月12日 元禄12年閏9月21日 曇
1699年 11月13日 元禄12年閏9月22日 天気能　（当月10日御国相立之御飛脚3人道中13日振ニ而今日七時過到着）
1699年 11月14日 元禄12年閏9月23日 晴天　（今晩御客・御料理2汁7菜、江戸から京都迄手錠打ち乗り物（津軽越中家来乱心坊主十河某）の筥根（箱根）関通行手形有）
1699年 11月15日 元禄12年閏9月24日 曇
1699年 11月16日 元禄12年閏9月25日 晴天
1699年 11月17日 元禄12年閏9月26日 晴天
1699年 11月18日 元禄12年閏9月27日 晴天　（御下屋敷ニ差仕置申し候子犬1疋今朝殯之由・南東の角ニ埋置）
1699年 11月19日 元禄12年閏9月28日 晴天
1699年 11月20日 元禄12年閏9月29日 曇
1699年 11月21日 元禄12年 10月1日 曇　（御客・2汁8菜）
1699年 11月22日 元禄12年 10月2日 雨天　（今日御慰歌舞妓（伎）・狂言（寶の山・悪太郎等））
1699年 11月23日 元禄12年 10月3日 晴天
1699年 11月24日 元禄12年 10月4日 雪交雨（霙のことでしょうな）　（今朝初雪降候付御機嫌伺いに来たり出たり）
1699年 11月25日 元禄12年 10月5日 晴天　（今朝御国江之御飛脚3人今日より道中12日振ニ申付今朝未明相立申候）
1699年 11月26日 元禄12年 10月6日 晴天　（今晩御客様・御料理2汁7菜、今日秋元但馬守が御老中に）
1699年 11月27日 元禄12年 10月7日 天気能　（今晩御客様・御料理2汁5菜・御囃子（海女・春日龍神等）5番）
1699年 11月28日 元禄12年 10月8日 晴天　風吹　昼より相止　（御国材木船1艘銚子より高瀬ニ而御材木残らず今日入津仕る・柾354300枚寸法（と書いてあるように見えるが意味不明）50挺入津仕候）
1699年 11月29日 元禄12年 10月9日 晴天　（今朝御国江之御飛脚3人道中今日より12日振ニ申付相立之、今晩御客・2汁8菜・御囃子（立田・芭蕉等）、閏9月26日御国相立之御飛脚3人道中13日振ニ而今日八過到着）
1699年 11月30日 元禄12年 10月10日 曇天　（新御屋敷ニ差置申候子犬1疋斃・前々の通り埋め置き印の札立てる）
1699年 12月1日 元禄12年 10月11日 晴天　（吉川様・吉良様・大友様に贈物：大抵は省略しているが）
1699年 12月2日 元禄12年 10月12日 晴天　（今朝御国江之御飛脚2人今日より道中12日振ニ申付之）
1699年 12月3日 元禄12年 10月13日 天気能
1699年 12月4日 元禄12年 10月14日 晴天　（今晩御囃子（難波?・はせ越?・舟（船）弁慶・三輪・高砂）・仕舞）
1699年 12月5日 元禄12年 10月15日 晴天
1699年 12月6日 元禄12年 10月16日 天気能
1699年 12月7日 元禄12年 10月17日 晴天
1699年 12月8日 元禄12年 10月18日 晴天
1699年 12月9日 元禄12年 10月19日 晴
1699年 12月10日 元禄12年 10月20日 天気能　（当月7日ニ御国元相立申候御飛脚6人道中14日振ニ今晩申刻過到着・御用金並びに御小納戸金共ニ小箱三ツ参・小箱とは22日の記述で100両らしい）
1699年 12月11日 元禄12年 10月21日 晴天
1699年 12月12日 元禄12年 10月22日 晴天
1699年 12月13日 元禄12年 10月23日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚5人道中今日より13日振申付相立之）
1699年 12月14日 元禄12年 10月24日 雨天　（今晩御囃子（小塩・梅枝?・海女・御家中より地謡ニ罷出候面々裏付上下着之相詰之、津軽平十郎に御扶持分の御金を渡し清算している・事情不明）
1699年 12月15日 元禄12年 10月25日 雨天
1699年 12月16日 元禄12年 10月26日 晴　風吹　（御屋敷の内に商売人が入り込み自由ニたばこ呑などしている・止めさせるようにしている）
1699年 12月17日 元禄12年 10月27日 晴天
1699年 12月18日 元禄12年 10月28日 晴天
1699年 12月19日 元禄12年 10月29日 晴天
1699年 12月20日 元禄12年 10月30日 晴天　（御国許当月16日罷立候御飛脚3人今日八前到着、当夏仰せ付けられ候宮重大根木曽大根御下屋敷江植えさせ置き候処出来仕る）
1699年 12月21日 元禄12年 11月1日 晴天
1699年 12月22日 元禄12年 11月2日 曇
1699年 12月23日 元禄12年 11月3日 晴天
1699年 12月24日 元禄12年 11月4日 晴天　（御供の数を減らしている・閏９月14日の定めの延長か）
1699年 12月25日 元禄12年 11月5日 天気能　（野本道元・湯浅某・砂川某が明6日京江罷登）
1699年 12月26日 元禄12年 11月6日 晴天
1699年 12月27日 元禄12年 11月7日 晴天　（昨夜本濱町古着屋より出火・本濱町・新大阪町・長谷川丁・富沢町・難波町・和泉町住吉町ここまで川岸共、高砂丁・大名屋敷等も焼失、蛎から町ニ而火焼留ル）
1699年 12月28日 元禄12年 11月8日 雨天　（今朝未明御国許江之御飛脚3人道中今日より13日振ニ申付相立申候）
1699年 12月29日 元禄12年 11月9日 天気能
1699年 12月30日 元禄12年 11月10日 天気能
1699年 12月31日 元禄12年 11月11日 天気能
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1700年 1月1日 元禄12年 11月12日 曇　（先月28日御国相立候御飛脚道中15日ふりニ酉之下刻過到着・御用金200両参之）
1700年 1月2日 元禄12年 11月13日 天気能
1700年 1月3日 元禄12年 11月14日 晴天
1700年 1月4日 元禄12年 11月15日 天気能
1700年 1月5日 元禄12年 11月16日 晴天　（今朝未明御国許江之御飛脚3人道中今日より14日振ニ申付相立申候・若殿様江の枝柿1箱150入り遣り候）
1700年 1月6日 元禄12年 11月17日 雨天　（御国当月3日朝立候御飛脚4人道中15日ふりニ而今日八時前着・月並御用金250両参候）
1700年 1月7日 元禄12年 11月18日 天気能
1700年 1月8日 元禄12年 11月19日 曇
1700年 1月9日 元禄12年 11月20日 曇　（今晩御客）
1700年 1月10日 元禄12年 11月21日 天気能　（御客様・御祝儀の御囃子（老松・小督等）・仕舞（紅葉狩・頼政?・高砂等）あり）
1700年 1月11日 元禄12年 11月22日 晴天
1700年 1月12日 元禄12年 11月23日 天気能　（今朝御国へ之御飛脚3人道中今日より14日ふりニ申付相立申候・若殿様来3月御参府之儀仰せ出されに就いて也）
1700年 1月13日 元禄12年 11月24日 晴天
1700年 1月14日 元禄12年 11月25日 天気能
1700年 1月15日 元禄12年 11月26日 晴天
1700年 1月16日 元禄12年 11月27日 雪降
1700年 1月17日 元禄12年 11月28日 曇
1700年 1月18日 元禄12年 11月29日 天気能　（今日風吹申候間櫓番の者共に油断するなと申付ける、今晩大僧正等の御客様・料理2汁7菜・客の家来侍には1汁4菜中間に1汁3菜）
1700年 1月19日 元禄12年 11月30日 　　（天気の記述なし：30日の初めが欠本）　（今夜四時過ぎ本所四つ目で出火・町屋4軒程焼失・屋形様ニも御出馬・九時御帰り遊ばされる）
1700年 1月20日 元禄12年 12月1日 　　（天気の記述なし）　（御国の大津屋が京都で首尾よく御用金を才覚・御褒美白銀5枚下し置かれる、御国去月16日相立候御飛脚5人道中16日振今晩六時過到着、今晩御客・仕舞等）
1700年 1月21日 元禄12年 12月2日 晴天　（大奥様江の御合力金年200両を350両・清心院?様の30両10人扶持を50両10人扶持に増やす）
1700年 1月22日 元禄12年 12月3日 曇
1700年 1月23日 元禄12年 12月4日 晴天　（昨夜八時前阿部對馬守様御屋敷後町屋1軒出火・早速火鎮まる・この方御先手人数も駆けつける）
1700年 1月24日 元禄12年 12月5日 晴天
1700年 1月25日 元禄12年 12月6日 晴天　（今夜五時亀井戸（亀戸）村おもらい?村入江之場所百姓家8軒焼失・この方人数ばかり駆けつける・屋形様にも亀戸大橋まで御出馬）
1700年 1月26日 元禄12年 12月7日 天気能　（昨夜の一番手・二番手が褒められている）
1700年 1月27日 元禄12年 12月8日 曇　（今朝未明御国元江之御飛脚4人道中今日より15日振ニ申付相立之・欠落ちして伊勢参宮し帰った小物を一緒に差下す）
1700年 1月28日 元禄12年 12月9日 昨夜より雪降続　（大組足軽外崎某が今朝本所緑町湯屋の二階で自害・引取る、去月23日御国元相立候御飛脚3人道中17日振ニ而今晩暮六半到着・内1人は煩い途中に差置く）
1700年 1月29日 元禄12年 12月10日 雪風○（至か）終日ニ　（打続大雪ニ而……屋形様より御老中様?にご機嫌伺い）
1700年 1月30日 元禄12年 12月11日 晴天　（御屋敷西南東三方道半分雪切らせ申すべく候……以下分らん、それでもお客あり2汁7菜）
1700年 1月31日 元禄12年 12月12日 晴天
1700年 2月1日 元禄12年 12月13日 天気能　（御国境の図で揉めているみたい）
1700年 2月2日 元禄12年 12月14日 晴天
1700年 2月3日 元禄12年 12月15日 天気能　（褒美や物をくれている・いつもの事）
1700年 2月4日 元禄12年 12月16日 天気能　風吹
1700年 2月5日 元禄12年 12月17日 曇　未刻より夜中雪風　（今朝御国元江之御飛脚3人と御納戸より御用の2人道中今日より14日振ニ申付差遣申候）
1700年 2月6日 元禄12年 12月18日 雪風
1700年 2月7日 元禄12年 12月19日 晴天　（江戸御家中宗旨秋改め：常江戸男女1393人（内男1017・女368、扶持人?537・又者847））
1700年 2月8日 元禄12年 12月20日 晴天
1700年 2月9日 元禄12年 12月21日 晴天　（巳之上刻年忘御能（羽衣・田村・野々宮?・葵上等）・御家中も脇・脇連などに参加）
1700年 2月10日 元禄12年 12月22日 天気好
1700年 2月11日 元禄12年 12月23日 晴天
1700年 2月12日 元禄12年 12月24日 天気能　（古切支丹類族出生御証文公儀に遣わす、当月8日御国罷立候御飛脚3人道中17日振ニ而今晩五半時到着）
1700年 2月13日 元禄12年 12月25日 天気能
1700年 2月14日 元禄12年 12月26日 天気能　（今度公家衆御馳走……まだ決まっていないはず）
1700年 2月15日 元禄12年 12月27日 天気能
1700年 2月16日 元禄12年 12月28日 晴天
1700年 2月17日 元禄12年 12月29日 晴天　（御国元江之御飛脚5人今日より道中14日振ニ申付相立之、当月12日御国元相立候御飛脚3人道中18日ふりニ今日八半時到着）
1700年 2月18日 元禄12年 12月30日 天気能　（火消御役御免となる）
1700年 2月19日 元禄13年正月1日 天気能　酉之刻より夜中雨降　（家中の様付：与一様・津軽宋女様・同主税様・大奥様・若殿様・御奥様・磐麻呂様、年始の御祝品がたくさん届いている）
1700年 2月20日 元禄13年正月2日 曇　（年始祝いの品の贈答あり）
1700年 2月21日 元禄13年正月3日 晴天　（今晩御嘉例の如く御謡初・酉之刻初り御観式六半時相済）
1700年 2月22日 元禄13年正月4日 晴天　（今朝未明御門松御年縄納之、御国旧冬12月12日相立候御荷物道中23日振ニ到着）
1700年 2月23日 元禄13年正月5日 晴天
1700年 2月24日 元禄13年正月6日 晴天
1700年 2月25日 元禄13年正月7日 晴天　（今朝七種之御祝儀相済）
1700年 2月26日 元禄13年正月8日 昼より雨降
1700年 2月27日 元禄13年正月9日 昨夜より雨天
1700年 2月28日 元禄13年正月10日 曇
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1700年 3月1日 元禄13年正月11日 天気能
1700年 3月2日 元禄13年正月12日 晴天　（今日御客・3汁8菜）
1700年 3月3日 元禄13年正月13日 晴天　（旧臘29日朝御国相立候御飛脚道中15日振ニ而今日八半時分3人到着之）
1700年 3月4日 元禄13年正月14日 晴天　（今朝御国江之御飛脚4人相立之）
1700年 3月5日 元禄13年正月15日 天気能
1700年 3月6日 元禄13年正月16日 雨天　（吉川老が御出）
1700年 3月7日 元禄13年正月17日 曇　（当月2日御国相立候御飛脚4人道中15日振ニて昨夜五半前到着・御吉例の御金持参200両）
1700年 3月8日 元禄13年正月18日 雨天
1700年 3月9日 元禄13年正月19日 曇
1700年 3月10日 元禄13年正月20日 天気能
1700年 3月11日 元禄13年正月21日 晴天
1700年 3月12日 元禄13年正月22日 雨天　（犬2疋に追われた白鳥（2尺ばかりの竹を背負い（24日に記述）：矢が当たっているの?2月9日の記述でもち竹：鳥餅で獲ろうして失敗したらしい）が……）
1700年 3月13日 元禄13年正月23日 晴天　（御国へ之御飛脚3人道中14日振ニ明24日朝立ニ申付相立候、御国元当月9日相立候御飛脚3人道中15日振ニて今晩六半時到着）
1700年 3月14日 元禄13年正月24日 天気能
1700年 3月15日 元禄13年正月25日 晴天
1700年 3月16日 元禄13年正月26日 天気能
1700年 3月17日 元禄13年正月27日 晴天
1700年 3月18日 元禄13年正月28日 雨天
1700年 3月19日 元禄13年正月29日 曇
1700年 3月20日 元禄13年正月30日 曇　風
1700年 3月21日 元禄13年 2月1日 晴天
1700年 3月22日 元禄13年 2月2日 天気能　（御客・御見物事：狂言（若宮参・吉原万歳等9番・中入り後もまた））
1700年 3月23日 元禄13年 2月3日 晴天
1700年 3月24日 元禄13年 2月4日 天気能
1700年 3月25日 元禄13年 2月5日 晻　四時ヨリ晴
1700年 3月26日 元禄13年 2月6日 晴天　（高100石（但し四つ成）は成米40石・4斗入り1俵に付18匁値段なので代銀1貫800目・金ニ〆33両3歩ト11匁2分8リン（両替53匁替））
1700年 3月27日 元禄13年 2月7日 晴天　（昨6日八時過畔鍬町高山某裏より出火・両国橋向同坊町ニ而焼留・夜ニ入五半過火鎮申候）
1700年 3月28日 元禄13年 2月8日 曇　（今朝六時御国江之御飛脚両人道中今日より13日振ニ申付差立之、御国去月24日之朝御飛脚3人道中15日振ニ而今日八時前到着）
1700年 3月29日 元禄13年 2月9日 晴
1700年 3月30日 元禄13年 2月10日 晴天
1700年 3月31日 元禄13年 2月11日 快晴
1700年 4月1日 元禄13年 2月12日 天気能
1700年 4月2日 元禄13年 2月13日 快晴
1700年 4月3日 元禄13年 2月14日 快晴
1700年 4月4日 元禄13年 2月15日 快晴
1700年 4月5日 元禄13年 2月16日 快晴
1700年 4月6日 元禄13年 2月17日 雨天
1700年 4月7日 元禄13年 2月18日 雨天　（当4月日光江之御供を仰せ付けられた面々147人）
1700年 4月8日 元禄13年 2月19日 晴天
1700年 4月9日 元禄13年 2月20日 快晴　（当月3日御国相立の御荷物が6人で18日振ニ而今晩八半時到着・御用金1000両参）
1700年 4月10日 元禄13年 2月21日 曇天
1700年 4月11日 元禄13年 2月22日 曇
1700年 4月12日 元禄13年 2月23日 大風雨　（御国元当月10日相立候御飛脚3人今晩七時到着）
1700年 4月13日 元禄13年 2月24日 晴天　（御国元江之御飛脚5人今日より13日振ニ道中申付今朝相立申候）
1700年 4月14日 元禄13年 2月25日 晻
1700年 4月15日 元禄13年 2月26日 雨天
1700年 4月16日 元禄13年 2月27日 晴天
1700年 4月17日 元禄13年 2月28日 天気能　（御国江之御供仰付申渡候面々 216人（当然御目見以上））
1700年 4月18日 元禄13年 2月29日 晴天
1700年 4月19日 元禄13年 3月1日 天気能
1700年 4月20日 元禄13年 3月2日 雨天
1700年 4月21日 元禄13年 3月3日 曇
1700年 4月22日 元禄13年 3月4日 昨夜より雨降続
1700年 4月23日 元禄13年 3月5日 天気能
1700年 4月24日 元禄13年 3月6日 晴天（前半が乱丁で5日の脇に小さく6日としている：日付が1日ずれていることを認識せず記事も書いている）　（先月23日御国相立候御飛脚6人道中12日振ニ而今日九半時到着）
1700年 4月25日 元禄13年 3月7日 天気好
1700年 4月26日 元禄13年 3月8日 曇
1700年 4月27日 元禄13年 3月9日 雨天　（今朝御国元江之御飛脚両人12日振ニ御国参着の積りニ而御道中何方ニ而成共御状筥差上げ申すべき旨申付相立）
1700年 4月28日 元禄13年 3月10日 雨天
1700年 4月29日 元禄13年 3月11日 晻　（今日見物事（狂言?）：浦島七世の孫・なこりの尺八・絵馬物語・九重二度之勤等々・御客・御料理2汁5菜）
1700年 4月30日 元禄13年 3月12日 天気能
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1700年 5月1日 元禄13年 3月13日 雨天　（今朝山形江之御飛脚2人相立・今日より7日振ニ山形迄参着候様ニ申付候）
1700年 5月2日 元禄13年 3月14日 天気好
1700年 5月3日 元禄13年 3月15日 昨夜より雨降　（日光御用を仰せ付けられる、御国元江之御飛脚2人明日より道中12日振ニ申付御道中何方候も御状箱差上げ候様ニと申付今晩相渡）
1700年 5月4日 元禄13年 3月16日 晴天
1700年 5月5日 元禄13年 3月17日 天気能　（御道中までの御飛脚未ノ刻ニ差立申候）
1700年 5月6日 元禄13年 3月18日 晴天
1700年 5月7日 元禄13年 3月19日 晴天　（当月2日御国元を出た関札役等が今日九時到着）
1700年 5月8日 元禄13年 3月20日 天気好　（当月10日御国元相立候御飛脚3人道中11日振ニ而今日七過到着）
1700年 5月9日 元禄13年 3月21日 天気好
1700年 5月10日 元禄13年 3月22日 曇
1700年 5月11日 元禄13年 3月23日 晴天　風吹　（今日御道中迄御飛脚差立申候、当月11日御国元相立候御飛脚2人道中13日振ニ今日九つ時到着）
1700年 5月12日 元禄13年 3月24日 天気好　（当月17日湯沢よりの御飛脚到着、当月21日八丁目相立候御飛脚今夜五時過着）
1700年 5月13日 元禄13年 3月25日 晴天　（今日四時過御道中迄之御飛脚1人相立之、明日御着前に千寿（千住）・石原・御屋敷近所に各1人の注進役を指名する、当月19日山形よりの御飛脚今日七半時到着）
1700年 5月14日 元禄13年 3月26日 天気好　（今晩若殿様御着座）
1700年 5月15日 元禄13年 3月27日 雨天　（今朝未明御国江之御飛脚両人相立候）
1700年 5月16日 元禄13年 3月28日 晴天
1700年 5月17日 元禄13年 3月29日 雨天
1700年 5月18日 元禄13年 3月30日 雨天
1700年 5月19日 元禄13年 4月1日 晴天
1700年 5月20日 元禄13年 4月2日 晴天　（御国元江之御飛脚2人道中今日より11日振ニ申付九時差立申候）
1700年 5月21日 元禄13年 4月3日 天気能
1700年 5月22日 元禄13年 4月4日 天気能
1700年 5月23日 元禄13年 4月5日 雨降　（御国許3月18日相立候今日暮前到着）
1700年 5月24日 元禄13年 4月6日 天気能
1700年 5月25日 元禄13年 4月7日 曇天
1700年 5月26日 元禄13年 4月8日 曇天
1700年 5月27日 元禄13年 4月9日 雨天　（今晩御客あり・2汁7菜）
1700年 5月28日 元禄13年 4月10日 雨天　（3月28日御国元罷立候御飛脚両人道中13日振ニ今朝未明ニ到着）
1700年 5月29日 元禄13年 4月11日 曇天　（今朝五半過日光江御発駕）
1700年 5月30日 元禄13年 4月12日 晴天　（幸手御宿今朝六時相立候御飛脚今晩八時到着）
1700年 5月31日 元禄13年 4月13日 晴天
1700年 6月1日 元禄13年 4月14日 雨天
1700年 6月2日 元禄13年 4月15日 雨天　（去る13日日光相立候御飛脚2人今晩七時到着）
1700年 6月3日 元禄13年 4月16日 雨天　（昨晩到着之飛脚之者を今日今日昼立申付日光へ差立てる、昨15日未之上刻日光相立候御飛脚1人道中十二時（当時の1日は12時です・1日で届いた）に今日未之中刻到着）
1700年 6月4日 元禄13年 4月17日 雨天　（吉良上野介様御家来平沢介太夫と申仁が若殿様に来る20日（将軍が上野参詣するのに御供）の装束等を助言している）
1700年 6月5日 元禄13年 4月18日 天気能　（今晩酉ノ中刻より相渡し明19日之晩到着候様ニと日光江御飛脚2人差立てる）
1700年 6月6日 元禄13年 4月19日 天気能
1700年 6月7日 元禄13年 4月20日 天気能　（去18日日光相立候御飛脚1人今日九つ半到着・22日日光御発駕25日御帰府の予定、22日朝日光江参着の様今夜御飛脚戌ノ刻相立候、今日上野江公方様御成・若殿様御供）
1700年 6月8日 元禄13年 4月21日 時々雨降　（当月10日京都相立候町飛脚今晩七つ時到着、当月11日御国相立候御飛脚2人道中11日振ニ而到着、日光江御飛脚大沢御宿迄相立之）
1700年 6月9日 元禄13年 4月22日 天気　但晩方雨　（昨21日日光相立候御飛脚1人今晩七半過到着）
1700年 6月10日 元禄13年 4月23日 雨天　（昨22日日光より之御飛脚今日八半時分到着、去21日日光立之御飛脚七時到着）
1700年 6月11日 元禄13年 4月24日 雨天
1700年 6月12日 元禄13年 4月25日 昼より天気能　（屋形様杉戸御宿より七つ半時直ニ伝  奏（伝と奏の間に欠字）屋敷御馳走所へ御着座遊ばされる）
1700年 6月13日 元禄13年 4月26日 小雨降　（御国元江之御飛脚両人今晩八半時相立之・道中今日より10日振ニ申付之）
1700年 6月14日 元禄13年 4月27日 晴天　（日光御用を首尾よくと御国江御飛脚相立之・道中明日より11日振ニ申付之）
1700年 6月15日 元禄13年 4月28日 晴天
1700年 6月16日 元禄13年 4月29日 天気能　（当月18日御国元相立候御飛脚（5人中4人・1人は相煩い院内ニて逗留）道中17日振ニ而今日到着）
1700年 6月17日 元禄13年 5月1日 天気能
1700年 6月18日 元禄13年 5月2日 雨天
1700年 6月19日 元禄13年 5月3日 雨天
1700年 6月20日 元禄13年 5月4日 晴天
1700年 6月21日 元禄13年 5月5日 晴天
1700年 6月22日 元禄13年 5月6日 晴天
1700年 6月23日 元禄13年 5月7日 　　（天気の記述なし）
1700年 6月24日 元禄13年 5月8日 　　（天気の記述なし）
1700年 6月25日 元禄13年 5月9日 天気能　（今日四半過御国元江之御飛脚両人今日より道中11日振申付ル）
1700年 6月26日 元禄13年 5月10日 天気能
1700年 6月27日 元禄13年 5月11日 曇
1700年 6月28日 元禄13年 5月12日 少雨
1700年 6月29日 元禄13年 5月13日 曇
1700年 6月30日 元禄13年 5月14日 晴天
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1700年 7月1日 元禄13年 5月15日 天気能　（御国元5月6日相立候御飛脚3人道中10日振ニ而今日六時過到着）
1700年 7月2日 元禄13年 5月16日 雨天　（今日公家衆伝　奏屋敷より御発駕・御馳走所より御道具（御鉄砲10挺・玉箱1荷・御弓5張・矢筒1荷・雨覆箱1荷・御長柄10本・御長刀1振・三道具1通?）引取る・御国江飛脚）
1700年 7月3日 元禄13年 5月17日 雨天
1700年 7月4日 元禄13年 5月18日 雨天　（松平刑部大輔様一昨16日晩御死去・屋形様より御香典白銀5枚・若殿様より同3枚遣わされる）
1700年 7月5日 元禄13年 5月19日 天気能　（当月9日御国元相立候御飛脚2人道中11日振ニ申付（今日）到着）
1700年 7月6日 元禄13年 5月20日 天気能　（追掛け飛脚を申付けている）
1700年 7月7日 元禄13年 5月21日 晴　少風立
1700年 7月8日 元禄13年 5月22日 天気能
1700年 7月9日 元禄13年 5月23日 　　（天気の記述なし）　（当月13日御国元相立候御飛脚今晩七つ半時到着）
1700年 7月10日 元禄13年 5月24日 雨天　（当月20日立ちの御飛脚ニ追掛け飛脚が道中喜連川ニ而追いつき状箱渡し今日九つ時罷帰候）
1700年 7月11日 元禄13年 5月25日 曇　（与一様召し出され候御祝儀?）
1700年 7月12日 元禄13年 5月26日 晴
1700年 7月13日 元禄13年 5月27日 天気能
1700年 7月14日 元禄13年 5月28日 天気能　（屋形様が御国元への御暇拝領の祝儀）
1700年 7月15日 元禄13年 5月29日 晴天　（今朝六時御国元江之御飛脚両人道中今日より10日振ニ申付相立候・御国元江の御暇の件）
1700年 7月16日 元禄13年 6月1日 曇
1700年 7月17日 元禄13年 6月2日 天気能　（先（当と書いて右に先と書いてある）月16日御国相立候御荷物（初胡瓜粕漬5つなど）道中16日振二而午之下刻到着、那須になって初めて与一様に飛脚が来た?）
1700年 7月18日 元禄13年 6月3日 晴天　（当3月に御国より参宮に罷り出た青森新町の男が道中で煩い路銀もなく御門へ罷り越す・身元不明として帰るよう申渡す）
1700年 7月19日 元禄13年 6月4日 晴天
1700年 7月20日 元禄13年 6月5日 晴天
1700年 7月21日 元禄13年 6月6日 天気能　（5月24日御国元相立候御飛脚両人道中11日振仰せ付けられたが途中の洪水で1日逗留し12日振二而今日午ノ下刻到着、今日御客様・2汁7菜・見物事）
1700年 7月22日 元禄13年 6月7日 天気能　（御家中より若殿様御参府御祝儀の名簿・四奉行以上の氏名がある、今晩御客様・2汁5菜）
1700年 7月23日 元禄13年 6月8日 曇　（若殿様御参府の節御供に参り日光伝奏御用が済んで手空きになったお手筒足軽等83人を今日・明日で帰す）
1700年 7月24日 元禄13年 6月9日 天気能　（今晩吉川惟足様御出で・御料理2汁5菜）
1700年 7月25日 元禄13年 6月10日 天気能　（5月28日御国元相立候御飛脚2人道中11日ふり二而今日四時過到着）
1700年 7月26日 元禄13年 6月11日 晴天　（御客様）
1700年 7月27日 元禄13年 6月12日 天気能
1700年 7月28日 元禄13年 6月13日 天気能　（先月28日御国元相立候御飛脚二参候御用状共今日御前へ差上申候）
1700年 7月29日 元禄13年 6月14日 天気能
1700年 7月30日 元禄13年 6月15日 天気能　（当月11日米2250俵が銚子入り仕る）
1700年 7月31日 元禄13年 6月16日 天気能
1700年 8月1日 元禄13年 6月17日 天気能　（当月6日御国相立候御飛脚2人道中11日振二而今日九過到着）
1700年 8月2日 元禄13年 6月18日 曇　（御国元江之御飛脚両人今日より道中10日ふりニ申付差立之）
1700年 8月3日 元禄13年 6月19日 天気能　（4月8日積出シ御米舟2艘（600石と500石）が今朝品川江入舟・4月29日積出シ御米舟2艘（900石と950石）只今品川江入船、他に材木船と16日記述の舟がその一部を品川に?）
1700年 8月4日 元禄13年 6月20日 晴天　（御中小姓は擬作金7両2歩3人扶持、女上下4人の房川渡（中田関所）通手形あり）
1700年 8月5日 元禄13年 6月21日 雨天　昨夜四時前より降
1700年 8月6日 元禄13年 6月22日 風雨
1700年 8月7日 元禄13年 6月23日 晴　風吹
1700年 8月8日 元禄13年 6月24日 天気能
1700年 8月9日 元禄13年 6月25日 天気能　（当月15日御国元罷立候御飛脚両人道中12日振二而今日申ノ上刻到着、今朝未明御国元江之御飛脚2人道中今日より10日振ニ申付相立申候）
1700年 8月10日 元禄13年 6月26日 天気能
1700年 8月11日 元禄13年 6月27日 天気能
1700年 8月12日 元禄13年 6月28日 天気能
1700年 8月13日 元禄13年 6月29日 天気能　（来月3日吉良上野介様へ屋形舟御借（この頃は貸と借が混用されている・貸したのでは?）成され候ニ付毛せん等を掃除するよう申付けている）
1700年 8月14日 元禄13年 6月30日 天気能　七つ半時より雨降　（御奥様御忌中明の御祝儀：御仕舞（羽衣・山姥等）・御囃子（西行桜・熊野等）・狂言（志び里・ふし松等）・御料理2汁5菜・御家中10人地謡）
1700年 8月15日 元禄13年 7月1日 曇
1700年 8月16日 元禄13年 7月2日 天気能　（明3日高家衆御迎ニ御舟遣され候・この舟2艘に上乗ニ御中小姓を一人宛手配）
1700年 8月17日 元禄13年 7月3日 天気好　（今晩御客様吉良上野介様など12人・御料理2汁7菜・役者地謡などが書いてあるが演目は分からない）
1700年 8月18日 元禄13年 7月4日 晴天　（去月24日御国相立候御飛脚2人道中11日振二今日巳ノ中刻過到着致候）
1700年 8月19日 元禄13年 7月5日 快晴
1700年 8月20日 元禄13年 7月6日 晴天
1700年 8月21日 元禄13年 7月7日 晴天　（指名手配?2人の人相書き大目付から渡される：せい中の男屋せかた色白（せい中の男痩型色白）・まなこ丸く少し出目など12項（一方は7項）の特徴を示す）
1700年 8月22日 元禄13年 7月8日 晴天　（今朝御国元江之御飛脚3人道中今日より10日振ニ申付相立申候）
1700年 8月23日 元禄13年 7月9日 天気曇
1700年 8月24日 元禄13年 7月10日 天気能
1700年 8月25日 元禄13年 7月11日 天気能
1700年 8月26日 元禄13年 7月12日 天気能
1700年 8月27日 元禄13年 7月13日 快晴
1700年 8月28日 元禄13年 7月14日 天気能
1700年 8月29日 元禄13年 7月15日 　　（天気の記述なし）
1700年 8月30日 元禄13年 7月16日 快晴　（今晩御客様・御料理2汁7菜・仕舞（六浦・田村等）・狂言（栗燒・春日龍神等）・囃子（梅か元?等））
1700年 8月31日 元禄13年 7月17日 天気能
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1700年 9月1日 元禄13年 7月18日 天気能　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1700年 9月2日 元禄13年 7月19日 快晴
1700年 9月3日 元禄13年 7月20日 雨天　（捨て子するなとの触れ、御客様・今日は和尚様が多い・御料理2汁7菜）
1700年 9月4日 元禄13年 7月21日 天気能　（当月10日御国元相立候御飛脚3人今日七つ過到着致候・大鰐と門外村からの初米参候）
1700年 9月5日 元禄13年 7月22日 曇　九時より雨降
1700年 9月6日 元禄13年 7月23日 天気能　（今日御国元へ相立候御飛脚両人道中今日より10日振ニ申付相立之、今晩御客様・2汁7菜・御囃子（羽衣・江口・融?））
1700年 9月7日 元禄13年 7月24日 天気能　（当時の薬（読み方強引）として龍脳油・ハルサモ・香油・琥珀油・ツク・ユウリ・アメントウス・ナマリ・ラウツマ・ホルトカル・ヘレシビタアル・エ･（この点は同じ文字の意か）ヒリコン）
1700年 9月8日 元禄13年 7月25日 晴天　（御家中から欠落する家来が多い）
1700年 9月9日 元禄13年 7月26日 天気能
1700年 9月10日 元禄13年 7月27日 天気能
1700年 9月11日 元禄13年 7月28日 天気能　（御中小姓小泉半三郎・医者?野本道玄・御扶持大工・町大工が一緒に（御国江）発足）
1700年 9月12日 元禄13年 7月29日 天気能
1700年 9月13日 元禄13年 8月1日 雨降
1700年 9月14日 元禄13年 8月2日 天気能
1700年 9月15日 元禄13年 8月3日 曇天
1700年 9月16日 元禄13年 8月4日 曇天
1700年 9月17日 元禄13年 8月5日 晴天　（今日御国元江之御飛脚両人道中10日振ニ申付相立之、7月24日御国元相立候御飛脚2人道中１１日振今日七時過到着致候）
1700年 9月18日 元禄13年 8月6日 天気能
1700年 9月19日 元禄13年 8月7日 曇天　（御目付から越中守殿（殿様に対して様付でないことに驚いて!）御領分の流浪の者を渡すとの連絡・足軽6人小人4人連れて受取に行く・木曽右衛門と女房の詳細な調査結果あり）
1700年 9月20日 元禄13年 8月8日 曇天　（木曽右衛門を明長屋へ入れ手錠ニて小人足軽番人申付け能く見張るよう申付ける）
1700年 9月21日 元禄13年 8月9日 晴天　（来る11日若殿様御中屋敷江御移りなさる、木曽右衛門の妻は御目付様に御断りの上（生国）駿河に返す）
1700年 9月22日 元禄13年 8月10日 曇天　（若殿様引越しの御祝儀：御囃子（難波・東北等）・狂言（鞍馬参・鈴木?包丁））
1700年 9月23日 元禄13年 8月11日 天気能　（若殿様等が御中屋敷に引越し遊ばされる）
1700年 9月24日 元禄13年 8月12日 晴　少風
1700年 9月25日 元禄13年 8月13日 雨降　（今日御国元江之御飛脚2人道中11日振ニ申付相立之）
1700年 9月26日 元禄13年 8月14日 天気能
1700年 9月27日 元禄13年 8月15日 天気能　（小笠原佐渡守（老中?）から岩田勝右衛門等の駕籠が昨晩認められる・18日には御目付大久保様まで罷越誓詞とのこと）
1700年 9月28日 元禄13年 8月16日 昨夜より雨　今朝及巳刻止
1700年 9月29日 元禄13年 8月17日 天気能
1700年 9月30日 元禄13年 8月18日 雨降　（御国元江の御発駕を来月3日と仰せ出される、中屋敷移転の御祝儀・御客様御料理3汁9菜）
1700年 10月1日 元禄13年 8月19日 天気能　（岩田某等の駕籠御免の誓詞、当月8日御国元相立候御飛脚5人道中12日振ニ而今日到着・今晩八半時到着とも）
1700年 10月2日 元禄13年 8月20日 曇
1700年 10月3日 元禄13年 8月21日 雨天
1700年 10月4日 元禄13年 8月22日 天気能　　　下から続く　　　川崎・笹谷山形・六田尾花沢・新庄金山・及莅（及位）下院内・湯沢横手・花館苅和野・豊嶋湊・大川森岡・荷上場綴子・大館碇関・弘前）
1700年 10月5日 元禄13年 8月23日 雨天　（御関札役発足、御道積（御昼御宿の順：草下粕壁・栗橋小山・宇都宮氏家・大田原芦野・白川須賀川・無御昼本宮・八丁ノ目（福島市）郡（桑折）・堅田宮（刈田宮?）　　　上に続く
1700年 10月6日 元禄13年 8月24日 天気能
1700年 10月7日 元禄13年 8月25日 曇
1700年 10月8日 元禄13年 8月26日 曇
1700年 10月9日 元禄13年 8月27日 天気能
1700年 10月10日 元禄13年 8月28日 天気能
1700年 10月11日 元禄13年 8月29日 天気能　（今晩御客・御料理3汁7菜、宿札打役（2人と足軽2人）今朝五時発足）
1700年 10月12日 元禄13年 9月1日 　　（天気の記述なし）　（今日御国元江之御飛脚両人道中今日より11日振ニ申付差立之、今晩御客様）
1700年 10月13日 元禄13年 9月2日 曇　（若殿様改名?）
1700年 10月14日 元禄13年 9月3日 曇　（今日四半1歩前御発駕遊ばされる、今晩粕壁宿まで御機嫌伺いの飛脚を御国江の御飛脚両人明日より11日振ニ申付ける様御目付へ申し渡し差立之）
1700年 10月15日 元禄13年 9月4日 天気能　（粕壁御一宿より御飛脚五時到着）
1700年 10月16日 元禄13年 9月5日 雨降
1700年 10月17日 元禄13年 9月6日 天気能　（山形御泊江之御飛脚今朝六時両人相立之、去月25日御国元相立候御飛脚道中小山御泊江当月4日参着御用状差上・2人は御国戻り3人同5日朝小山罷立今日八時到着）
1700年 10月18日 元禄13年 9月7日 天気能　（昨晩亀井戸鳥井脇北頬出火の由、今日道中迄御飛脚相立両人相立ル）
1700年 10月19日 元禄13年 9月8日 曇　八過より雨降　（猿楽米代金銀（金6両銀10匁5分6りん）昨日上納）
1700年 10月20日 元禄13年 9月9日 天気能　（一昨7日朝御道中芦野御泊より参候御飛脚今朝五つ半前1人到着）
1700年 10月21日 元禄13年 9月10日 天気能
1700年 10月22日 元禄13年 9月11日 天気能　（御国元江の御飛脚両人道中11日振ニ申付差立之）
1700年 10月23日 元禄13年 9月12日 曇　八時より雨降
1700年 10月24日 元禄13年 9月13日 雨降
1700年 10月25日 元禄13年 9月14日 天気能　　　下から続く　　　2階長屋の御普請代金は先年の例で37両3歩）
1700年 10月26日 元禄13年 9月15日 天気能　（御国から江戸着の（御国産）銅：卯年（今年は辰年）江戸着972貫300目・辰年（今年です）江戸着521貫目・辰年積出未だ海上にある分715貫目、2間半に10間の　　　上に続く
1700年 10月27日 元禄13年 9月16日 天気好
1700年 10月28日 元禄13年 9月17日 天気好
1700年 10月29日 元禄13年 9月18日 天気能　（御用材木船銚子へ入り候由：寸方292挺・柾343800枚・当月12日沖合で難風ニ逢水船ニ罷成寸方柾共ニ海中へ打捨銚子入津）
1700年 10月30日 元禄13年 9月19日 雨降　（当月11日山形より之御飛脚2人今日九時到着）
1700年 10月31日 元禄13年 9月20日 天気能
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1700年 11月1日 元禄13年 9月21日 天気能
1700年 11月2日 元禄13年 9月22日 天気能　（今日四時地震仕り候）
1700年 11月3日 元禄13年 9月23日 曇　（御国元江之御飛脚両人道中12日振ニ申付今朝差立之）
1700年 11月4日 元禄13年 9月24日 雨天
1700年 11月5日 元禄13年 9月25日 天気能
1700年 11月6日 元禄13年 9月26日 天気能　　　下から続く　　　御国元江之御飛脚両人道中12日振ニ申付差立之）
1700年 11月7日 元禄13年 9月27日 天気能　（去ル17日道中湊より之御飛脚道中11日振ニ而今昼九前到着・この飛脚去ル6日御国立11日振ニ山形へ着御用状は苅和野ニ而御出則湊より右の御用状参候、　　　上に続く
1700年 11月8日 元禄13年 9月28日 天気能
1700年 11月9日 元禄13年 9月29日 曇
1700年 11月10日 元禄13年 9月30日 曇
1700年 11月11日 元禄13年 10月1日 雨天
1700年 11月12日 元禄13年 10月2日 曇　　　下から続く　　　道中12日振ニ而今日八時到着）
1700年 11月13日 元禄13年 10月3日 天気能　(9月12日打ち捨てた材木等(9月18日記載)の拾上げ状況：柾274400枚が回収でき69300枚打捨り・寸法220挺回収72挺打捨り、御国去月22日八過ぎ相立候御飛脚　　　上に続く
1700年 11月14日 元禄13年 10月4日 天気能
1700年 11月15日 元禄13年 10月5日 天気能
1700年 11月16日 元禄13年 10月6日 天気能　(屋形様先月21日御着城、今朝六時御国江之御飛脚両人道中11日振ニ申付相立之）
1700年 11月17日 元禄13年 10月7日 曇
1700年 11月18日 元禄13年 10月8日 雨降
1700年 11月19日 元禄13年 10月9日 天気能
1700年 11月20日 元禄13年 10月10日 天気能　（今日江戸呉服町筋ニ火事・煙余程見候得共早速鎮り申候）
1700年 11月21日 元禄13年 10月11日 天気能
1700年 11月22日 元禄13年 10月12日 曇　（去月晦日御国相立候御飛脚昨夜九つ少過上着）
1700年 11月23日 元禄13年 10月13日 天気能
1700年 11月24日 元禄13年 10月14日 天気能
1700年 11月25日 元禄13年 10月15日 天気能
1700年 11月26日 元禄13年 10月16日 晴天　風吹　（今朝六時御国江之御飛脚2人道中今日より11日振ニ申付相立之）
1700年 11月27日 元禄13年 10月17日 天気能
1700年 11月28日 元禄13年 10月18日 天気能
1700年 11月29日 元禄13年 10月19日 晴天
1700年 11月30日 元禄13年 10月20日 天気能
1700年 12月1日 元禄13年 10月21日 天気能　（今朝御国江之御飛脚2人道中12日振ニ申付相立之、当月9日御国元相立候御飛脚3人今日御中屋敷江到着）
1700年 12月2日 元禄13年 10月22日 天気能　（古切支旦（古切支丹）伊勢之五左衛門嫡本人同然はる孫は満（はまと読む?）子卯之介当辰二歳ニ罷成候・8月22日怪家（怪我?）ニ火ニ入24日死亡・死骸見分したとの報あり）
1700年 12月3日 元禄13年 10月23日 天気能　風有○○○（虫で読めないが仮に読むと富士南?）
1700年 12月4日 元禄13年 10月24日 天気能　（昨晩暮六過火事出来・五時火鎮り申候・火元牧野讃岐守様内御長屋）
1700年 12月5日 元禄13年 10月25日 天気能
1700年 12月6日 元禄13年 10月26日 雨天
1700年 12月7日 元禄13年 10月27日 天気能
1700年 12月8日 元禄13年 10月28日 天気能　（日付はないが御献上の鮭等が盗まれて見つかる・この件で御国元江の御飛脚3人相立之）
1700年 12月9日 元禄13年 10月29日 曇　（二本松領郡山宿で御献上の鮭等が盗まれたことを秋元但馬守様に報告している）
1700年 12月10日 元禄13年 11月1日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月11日 元禄13年 11月2日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月12日 元禄13年 11月3日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月13日 元禄13年 11月4日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月14日 元禄13年 11月5日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月15日 元禄13年 11月6日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月16日 元禄13年 11月7日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月17日 元禄13年 11月8日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月18日 元禄13年 11月9日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月19日 元禄13年 11月10日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月20日 元禄13年 11月11日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月21日 元禄13年 11月12日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月22日 元禄13年 11月13日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月23日 元禄13年 11月14日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月24日 元禄13年 11月15日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月25日 元禄13年 11月16日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月26日 元禄13年 11月17日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月27日 元禄13年 11月18日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月28日 元禄13年 11月19日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月29日 元禄13年 11月20日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月30日 元禄13年 11月21日 　　（日記の保存なし）
1700年 12月31日 元禄13年 11月22日 　　（日記の保存なし）
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